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崖 


やすこ  ひ あたよ 

朝の 十 時 頃であった。 八洲 子 は 海に 面した 日當 りの 好い 西洋 室で 紅茶に ト— スト パ ン など を 食 

V ながら、 何時もの 通り 二三の 東京 新聞に 目を通して ゐ ろと、 暫く 行惱ん でゐた 閣員の 顏觸 が、 

愈 決った と 云 ふ 記事が、 フト輕 い 刺戟 を 彼女に 與 へたので あった。 勿論 閣員の 顔觸の 決った と 云 

ぜん  おも 

ふこと は、 彼女に とって 別に 大した 問題ではなかった。 それ は 前の 內閣 が、 重に 外交 上の 失敗の 

ため  ほぼ 

爲 に崩壞 した 時から、 略豫 想され たこと に は 違 ひなかつ たが、 その 中で 唯一つ 豫想を 裏切った の 

たつお 

は 外務大臣の 椅子であった。 そして それが 荒 川達爾 とい ふ、 まろで 想像 もしなかった 若手の 外交 

家であった こと は、 彼女に とって は歡 からぬ 不安で も あり 驚異で もあった。 

かほ ぶれ  み いだ  - 

最初 文字で 印刷され た 新しい 顔觸の 中に、 其名前を見出したとき彼^^の半月なりの眉のぁたり 

ひきしま 

が ビタリと 動いた と m 心 ふと、 顔の 全體が 急に 引締 つて 來て、 自分で 自分の 目 をで も 疑 ふやう に 今 

一度 熱心に 凝視の 瞳を靜 つたが、 纏て 絶望の 色が 顔 一面に 暗い 蔭を擴 げてノ 彼女 は その 儘 肱掛椅 


四 

J  うしろ ちた 

子に 深く 身 を 趣め ろ やうに、 稍 小さい 形の 好い その 頭 を 後へ 凭せ て、 ジッと 口 をつ ぶった ので あ 

つた。 波の音が 靜 かに 間え て 尻た。 二：：^ 末. ことで 爽 かな 海 か、 ^けた 础子 窓から、 微にカ 

—テン を 波立せ て、 ソョ ソョと 吹いて ゐた。 松原の 中に あろ 茅 蒜の 質素な 刖莊の 建物 は、 周 闺 に 

可成り 手廣に{4^地 を殘し てまろ で その 邊の 人家と 隔絶し て ゐ たが、 でも 同じ や うな 別 莊の楝 は 松 

原 越に 一 一三 見られた。 

八洲 子 はば 前から- U 人の 町 m が 持って ゐろ、 ここの 別莊へ 來てゐ ろの は、 去年の 冬からの こと 

であった が、 それ も 呼吸器の 方が 餘り 健全でなかった からで：： 勿論 彼女 も 何時の まに か 四十の 

聲を 聞いて ゐ たので、 この 上 病勢が 募る と 云 ふ 心配 はなさ さう であった が、 寒い 內は 東京の 生活 

は、 彼女の 弱い 身 體に とって 餘り 幸福ではなかった。 で、 脤 かな 社交界へ 出て ゐ なければ 迚も 寂 

しゃ ラ らい  f か? J 

しくて 堪 へられな いやうな 彼女の 性來 では あつたが、 今 は 一切 それ 等の 社會 から 遠ざかって 酒 匂 

の 海邊 にあ ろ靜 かな f J の刖莊 に、 何も す ろ こと もな い 返 屈な その 曰 その 日 を 送って ゐ ろので あつ 

た。 

權の 囀りが、 軒端に 頻りにして ゐた、 然邊に は 網で も 引いて ゐろ らしい 漁師 達の 聲も 聞こえて 

ゐた。 八洲 子 は 蒼白た やうな 顔 をして、 しばらく 默 想に 耽って ゐ たが 纏て 彼女 はまた 新聞 を 引 寄 

せて やはり 先刻の 面に ボ ン ャリと 見入ろ のであった。 


「荒 川が 外務 大 ほに 拔擢 された とて、 何も 不思議 はない。」 彼女 は 心で m 心 ふた。 

勿論 それに 不思議はなかった。 長い あ ひだ 歐洲 二三の 小 固に 公使館の 祕書官 など をして 廻つ 

て、 外交 {M 仲 問 では 1^ くから 評判の 好かった で、 殊に 最近で は 支那の 公使と して、 歐洲 各國使 

V. し ハぁ ひだに も、 手腕 を 認められて ゐ ろと 聞いた 彼の ことで あろから、 その 夫人と 新しい 總理と 

の關 係から 言っても 今度の 榮達 は、 强 ち不當 とはい へなかった。 

. ^洲子 とても 個人的の 感情から 言っても、 荒 川が 外務大臣の 椅子 を 占め. たこと は 必ずしも さう 

不愉快な ことで もなかった のみならず、 寧ろ 一種の 矜を內 心 感じない 譯には 行かなかった。 が、 

そ… 一しても 侮お 寸は 侮辱に 違 ひない のであった。 寧ろ 堪へ 難い 苦痛で もあった。 そして それと 同 

時に 彼女 は 頭に 荒 川 を 戴かなければ ならぬ 運命に 見舞 はれた 良人 を憫れ まずに は ゐられ なか つ 

「哀れな 彥 彌！」 彼女 は獨 りで 眩いた。 

勿論 町 m と 荒 川と は、 ^に戀 の競爭 者と いふ ほどの 意味の 對 立ではなかった。 町 田 は 荒 川より 

ま：： it ま 下で あつたが、 荒 川 は苦學 した 15 だった ので、 學校を 出た の は 寧ろ, 田の 方が 二 年 も 先で 


六 

あつたが、 荒 川 は その 顷 から、 何とた く 人物に 重みと 氣 骨が ある やうに、 八洲 子の 父な どに よつ 

て^され てるた。 器、 か 大きい と 言 はれて ゐた。 

. その顷 八洲 子の 父 はま だ 生存して ゐた。 彼 は 裁判 宫 から 辯護士 になった 男で、 晩年に 政治 運動 

など を やって、 すっかり 味 をつ けて しまったが、 民事で は 可也 名の 賣れた 男であった。 八洲 子 

う ま 

ほその 長女 11 i いつ て も 兄が あつたが 死んだ ので ——1 と 生れて、 處女 時代 を隨 分派 手な 幸福な 

家庭に 育てられて 来たの であった。 

町 田 も 荒 川 も、 その 花や， かな 辯護士 時代に、 .靑 年 好きな 彼女の 父の 周 園に. 集って 來た靑 年のう 

ちの 一人で あつたが、 それらの 靑 年の 多くが、 誰も 被 も 八洲 子に 目 をつ けた やうに、 町 田 や 荒 川 

も、 交涉の あった 時代 は 多少 前後して みたにしても、 A, 洲 子の 美貌と 才氣 とに 心 を 引かれた こと 

に異 りはなかった。 

おたま  よ  なんく 

町 は國に 財産が もった うへ に、 頭腦が 好かった ところから、 何の 苦 もな しに、 すらすらと 學 

やすやす  か なり 

校 を 出て、 そして 易易と 外務お へ 出ろ ことにな つた。 その上 可也 K 澤な 生活 をして ゐて、 その 

頃、 もう 遊び場 所へ なぞ 足み-踏 入れて ゐ たに かか はらず、 荒 川 は 子供の 多い 貧しい家 庭に 產れ 

て、 擧资 がと かくへ 絕 えがち であつ. たと ころから、 物質 上 八洲 子の 父の. 恩惠 にあ づ かった f J とも 

少 くはなかった。 


八洲 子 は 今ぎ-出しても、 その 時の 光景が まるで 遠い 夢の やうに 目に 浮ぶ のであった。 それ は 或 

る 夏、 祌經 衰弱に かかって ゐた荒 川が 山國 にあろ 父の 別 莊へ來 て、： 試驗 準備 をして ゐた 時の こと 

であった。 

そこ は 海 拔七千 尺ば かりの 高い 山のう へ で、 その 頃 はま だ 全くの 未懇 地であった。 父 は 何う し 

た 動機だった か、 そこに 土地 を 買って 別莊を 作った。 そして 夏が 來 ろと、 母 や 八洲 子 や 八洲 子の 

弟 や 害 生な ど を つれて、 暑 を そこに 避ける ことにして ゐ た。 勿論 忙しい 父の ことと て、 彼 自身 は 

ひとな つ Apr-  い  き， 

1 夏 中東 京の 事務所 を あけろ とい ふ譯に はいかなかった。 で、 時時 凉 しい 夜汽車で 住ったり 來た 

か ら だ  な & 

りして ゐ たが、 八洲 子た ち は 體の餘 り 丈夫で ない 母と 一緒に、 七月の 半ば過ぎから、 九月の 初め 

たら-! V  さんてん すご 

までの 二月 弱 を、 大抵 その 山顚に 過す ことにして ゐた。 

ひとめ  み おろ  はるか  • つ しろ は-つ  ぶら 

別 莊の緣 から は、. 其邊の 山が 一目に 見下された。 或 もの は遙の 山脈の 後の方に、 白い 雪 か 斑に 

つけられて、 神神しい その 姿 を、 大{ 仝に 抽 でて ゐた。 或 もの は 檢を翁 ゑた かの やうに、 ^紫色の 

いたどき いくつ  くうさい そそ  ほんだ う 

頂 の 幾 個 も を、 すくす くと 空際に 聲り 立た して ゐた。 それ は眞實 に 凄い ほど 莊嚴な 雄偉な 姿で 

あった。 月の 夜な ど は 殊に. 羅 を 冠った やうに それが 凄 恰な蒼 さに 色 どられ てゐ た。 寒い 荒い 風 

あたり  くさむら なび 

が、 荒 家 一とした 四 下の 深い 叢 を 靡かせて ゐた。 

八洲 子た ち は、 そこに 飽 ろと、 汽車に 乘 つて 湖水の 方へ おりて 行ったり、 一 そこから 义 可也 距離 


の あろ 町まで も 出向いて 行ったり したが、 ^莊 だけで も 可也 愉快な 一 ト夏 が、 うかう かと 過せ ろ 

のであった。 讀 書も赏 なろ 日課の 一 つであった。 荒 川 や 弟な どと 一緒に その 邊の山 を獵り あろく 

ことに も 飽きなかった。 と、 雨の ふる nl は ビン。 ネンゃ トランプ を 遊んだり して、 返 屈な 時 を 消す 

こと もで ぎた。 ，. 

荒 川の こと は、 以前から 八洲 子ち 知って ゐ たが、 その ート S ほど、 親しく 接觸 した こと は 嘗て 

なかった。 そして 一寸した 散歩に も、 彼女 は 荒 川の 同伴な しに は、 何とな し 物足りな さ を 感ずろ 

やうに なった。 次第に 彼女の 心 は 荒 川の 方に 惹き 着けられて 行った。 朝 目が さめろ と、 彼女 は 先 

づ荒 川の 存在 を考 へずに ゐられ なかった。 今日 も 彼と 一緒に 造ぶ ことの 幸福 を考 へないで はゐら 

つ  だきし  あ. i. 一た 

れ なかった。 夜 床に 就く とき も、 彼女 は樂 しい 惱 ましい 其の 思 ひ を 抱 締め 溫 めずに は ゐられ なか 

つた。 彼の 北 の 高い 體ゃ、 I い 鼻 や、 締っ た 口元 や、 總て 男性的な 風 釆が不 E 心議な 魅力 をん つ 

て、 强く 彼女の 腦を 支配した。 

然 ラー 百っても、 八洲 子 は 心の 祕密を 誰に も 知られる こと を 怖れた。 當の荒 川 達 雨に すら 感ず か 

れろ こと を：^ く 怖れた。 そして 其 は 彼女の 處 女らしい^ 恥 心に も 原因して ゐた であらう が、 性來 


彼女 は. E 分の 矜を慯 つけろ こと を、 何 よりも 怖れた からであった。 その上 荒 川 は 町 ffl などと 全然 

與 つた 性格の 所有 主であった。 彼 は 決して 町 ffl の やうに 與 しゃすく はなかった。 必ずしも 感 の 

柔か さと 優し さと を缺 いで ゐた譯 で もな く 鋭敏な 感受 力が な か つ た譯 でもな か つ たが、 彼女な ど 

つ うご  なん 

の n から はろ と、 まろで 衝動 かしがたい 山 か 佝ぞの やうな 感じが した。 

それゆえ 八洲 子 は 毎日 毎日の ことにつ いて、 何 か 彼に 要求したい ことがあっても、 直接 彼に 向 

つて それ を 言 出す こと を わざと 避けて 書生の 關ロを 使 ふと 云 ふ 風であった。 

「關 口さん、 贵方 停車場まで 行かない こと。」 

皮 度 それに 類した 場合 はあった のであった が、 比： n も 彼女 は晚飯 をす ますと、 二三 通の 手紙 や 

終 葉書 を 手に しながら、 外へ 出て 來た。 そこに は 荒 川と 關 n とが、 R: の沒 りかかった { や； や 速 山の 

つめた やまおろし ぼう ほ-つ おひ しげ 

刻刻に 色 を かへ て 行く さま を 眺めながら、 食後の 輕ぃ 運動 を 取って ゐた。 冷い 山 蔵に 蓬 蓬と 生繁 

つ た 草 #T か .11: く  K 返って、 山の 精の 凝つ やうた な 怪奇な 雲が 微妙な 色彩 の 配合 を 見せ てゐ た。 

八洲 子た ち は、 一 R 胸を締 つけられろ やうな 山 を 眺め 慕して、 氣 分が K 苦しくな つて 來 たりす 

ろと 時時 山 をお りて、 停車場 を 見に 行く のであった。 停車場へ 入って 来ろ 汽車の 窓 窓から 人な つ 

かし さうな 旅客の 顔 を 眺めたり、 乘 降の 人の 姿な ど を ろと、 何となく 山の 寂し さ を 慰められろ 

やうな 氣 がすろ のであった。  一 


「はは 偿で すか。」 と、 私立 大學 生の 關 口と いふ、 小柄の 瘦 ぎすな、 ちょっと 剽輕 味の ある 顔 をし 

た 書生が 爲方 なし 頓狂ら しい 表 |H で應へ ろので あった。 

「歸 りが 暗くな ろから、 私贵 方で もい いの よ。 ただ 附 いて 來て もら へ ぱ。」 八洲 子 は 高慢 さう に 言 

ふので あった。  . ， 

八洲 子 は その 二十歳であった。 _t 皮 出の 顔が ちょっと 小形に 出 來てゐ て、 頭 願の 形が まるで 

手際の 好い 彫刻の やうに、 正しい 締 つた^ 線に 輪廓 づ けられて ゐた。 肩から 胸が 如何にもな だら 

それ  やせ はう 

かにす うつと して ゐて、 繊細な 手足 も すんなりして ゐた。 其で も 彼女 は 決して 瘦た 方で はな かつ 

た。 ％ん ど 成熟し きった と はれろ 肉體に は、 單衣 もの を 透して i ほ 麗な肉 づき を 感じさせ ろに 十 

分な 丸み を もって ゐ た。 

「僕 もお 伴し ませう。」 と、 何故 荒 川が 言 はないだ らうと、 八洲 子 は それが 物足りなかった。 大き 

.a, らだ  すま  へん  おちつき  にく 

な 體 をして、 澄し て その 邊を ぶらぶら 步 いて ゐろ ti^ 川の 落着 は ら つ た 顔が 憎く も 思 つ た。 

「さんざ父の世^^になりながら： ：私たちとも、 こんなに 長い あ ひだ 一緒に 寢食を 共に して ゐな 

がら、 少しで も 恩誼に 感ずる 心が あろなら、 何故 もっと 親しい 態度 を 見せようと しないの であら 

うか。」 八洲 子 は途途 そんな こと を 思 ひながら 凸 四した 山の 傾斜面に 通じて ゐる 草ぶ かい 徑み 歩い 

てるた。 勿論^^の英夫も 一 緒であった。 


I., こなつ  くさむら  あざみ  み そ は ざ 

常夏の 花が、 至ろ ところの 叢 に、 寂しい 色 をして ゆ、 いて ゐ た。 暗紫色 をした 薊の 花や 味 喰 荻 

も 目についた。 

「あの 雲 を ごらんなさい。 實に好 いぢゃありません か。」 關ロは 英夫 に 言 ふので あった。 

淡紅色 や、 樺色 や、 銅色の なかに まるで、 靑 磁を熔 かした やうな 輝かしい 樊 しさ を もって、 碧 

い 雲が 湛 へられて ゐた C 遠く 煙って みえる 高原 地の に、 うねうね 脈を曳 いた 山の 上に、 それら 

づ つ 

の 雲が、 夕陽の 影 を裹ん で、 凝集して ゐ ろので あった。 

「ああ、 素敵 だね。」 などと、 英 夫が 叫んだ。 

ひと  こ 

八洲 子 は獨り 離れて、 寂し さう に 歩いて ゐた。 そんな 場合に、 荒 川が 超越して ゐて、 一緒に 來 

ない ことが、 心寂しかった。 自分に 媚びて 來 ない ことが 口惜しく も 思 はれた。 終 ひに 彼女 は淚ぐ 

ましい やうな 氣 持に すらな ろので あった。 

ぢき ステ.1 シ ヨン  * なり うすくら 

三人 は 直に 停車場の あろ 町へ おりて 來た。 その 邊は 位置が 低い のでもう 可也な 薄喑 さで あ つ 

しんた て  のき 

た。 しい 旅館 や、 の 運送店 や、 雜貨店 や、 汚らしい 飲食店な ど： か 軒 を 並べて ゐた。 

四 

fU  T 'へ.?  ま- リりニ  -5 

其邊の ポストへ ft 便 物 を^ 込んで から、 三人 はぶら ぶら 停車場の 方へ 歩いて 行った。 停車場 前 

斷  《  ..  ハ _  一 一 


i  二 

の廣場 は、 寂 家 一として 旅客ら しい 人の 影 も 見えなかった。 雪の 深い 夂. 一 を 想像 させろ やうな 叫 の 

風物であった。 

すると 共 時汽ヤ 2 の 響が 黄昏の {4.: 氣を 劈いて、 上りの 汽車が 一列 入って 来た。 英夫も 八洲 子です 

な こ  らち より  み とれ 

らも 何 か 珍ら しい もの を兑ろ やうに、 1^ に 倚 かかって それに 兑恍 れてゐ た。 

「11^ 式な 汽罐 だな。」 などと 英 夫は獨 語ち てゐ た。. 

「束 海 迸なん か、 こんな 汽讓見 たくたって あり やしないね。」 

「ああ さう ね。」 と、 八洲 子 は 空虚な 返辭 をしながら、 誰か 知った 顔が 見え はしない かと、 窓から 

^いて ゐろ eJ  5^ の 顔 を 眺めて ゐた。 

「何だか 汽車に 乘 りたくな つち まった。」 英夫 はまた 言 ふので あった。 そして、 

あ. した  せ が 

「ね、 ね、 姉さん 翌朝 どこかへ 遊びに いかない？ 少し 遠い ところへ さ。， J と强 請む やうに  一一 n つ 

た。 姉の 手 を もって 搖ら ぬば かりにしながら、 

「さう ね、 行き ませう ね。 だけれ ど松ケ 1$ なんか 駄 E よ。 母 さまが 心配な さるから。」 

「ぢゃ 木贫へ 行かう。 僕 まだ 木 1^" 知らないんだ から。」 

「木 竹なら リ歸 りに できない こと もない のよ。 寢覺の 床 あたりまで だったらね。」 

「關 口さん 行かない。」 英 夫が 言った。 


「ああ 行き ませう。，」 と、 關 ロは應 へた。 

r 關 n さんなん かと 一緒に 行った つて、 些とも 面白い ことなん か 有り やしない。」 八洲 子 は 眩く や 

うに 言 ふので あった。 

r ちゃ 荒 川 君です か。」 

むっつり や 

「荒 川さん？ あの人 も隨 分沈默 家さん ね。 私 嫌 ひよ。」 八洲 子 は 皮肉らし く 言 ふので あった。 

くだ  は ひ  ブラ ットホ ，ム つ 

そんな話をしてゐろ、っちに下りの列^51.が入って來て、 夥しい 煤煙 を 漲らせながら、 歩 廊へ着 

ふきだ 

けられた と 思 ふと、 おそろしい 勢 ひで 蒸 氣を吹 出しながら 停車した。 .{n 衣 を 着た 登山客の 围體な 

プラット ホ I ム  きた  さっき 

ど-か 一杯に 詰って ゐた。 歩 廊 がいくら か 混 雜を來 した。 すろ と 問 もな く 先刻の 上りが いつの 間 

こ だち  二  はる  は ひひろ  あたり に はか 

にか 出て 行って、 濃い 黑 煙が 其邊の 木立のう へみ-超えて、 迪 かの 空へ 這擴 がって ゐた。 四 下が 遽 

に 寂しくな つた C 

それ  だいぶ 

すろ と 共と 同時に、 下り列車 をお りた： 京の 人らしい 一 人の パ ナ マ峭の 若い 紳士の、 大分 く 

ブラ づト 

なって 来た 歩廊 を 改札口の 方へ 出て 行く のが 見えた。  - 

「あれ 町 田さん ぢ やない かい。」 英夫 少年の 慧敏な 目が、 それ を 見逃さなかった。 八洲 子 も その 方 

ひとみ  こ 

へ 眸子 を 凝らした。 

「ええ、 然 うらし いのね。 きっと 然 うでせ う。 あの人 今頃 來 たんで せう か。」 


1 四 

英夫 少年 は い つ の 問に か 停車場 前の 方 へ 驅 出し てゐ た。 

「あの人 も 少し は賑 かしに なろ かも 知れない。」 

八洲 子 も 輕ぃ歡 喜 を 感じながら、 しかし 何でもな ささう に 其 處を 離れた。 

構 内 の 出口で、 町 H はスゥ トケ— スを 下にお いたま ま、 白い 柄の ついた ステッキ を 二の 腕に か 

けながら、 英夫 少年と 立 話 をして ゐた。 彼 は クレ— ム 色の セルの 背廣 に、 替 チョッキ をつ けて.： 遍 

い 金鎖 を 下腹の あたりに かけて ゐた。 孰 かとい へぱ 大柄の 方で はあった が、 體 つきが ー體 に繊： i 

にで きて ゐた。 の 先が 尖り を もって、 刈 込んだ 濃い ロ髯が 口元 を縻， W しく？ 5 籍 めて ゐた。 

「ああら。」 

八洲 子 は、 彼女の 姿 を 見ろ と、 いきなり 三 四 歩 前んで 來た町 田に さう 言って 微かな 聲を かけ 

た。 町 m はちよ つ と^子 を 取って、 お tl 儀 をした。 

「どうです か。 ずっと 一つ 所に いらつ したんで すか。 お飽き もな く。」 

「 え。」 八 洲子は 寂しく 微笑 を洩 しながら、 「よく 入した わね 。」 と、 お 愛想 を 言 ふので あった。 

町 m は 消え かかって ゐろ 藥卷に マ ツチ を 招つ けながら、 「もうお 歸 りになる なら 御 一 轿 に：：」 

と 言って、 袍を 取上げよう としたが、 ri; 時に 關 口が 傍へ 寄って 来て、 「僕 持ち ま t^J う。」 と、 それ を 

受取った。 


から  と  ぢ よさい  とり かけ  つまさき あが 

町 ffl は 絡みつ く英夫 少年の 手 を 取りながら、 如才なく 話 を 取 交しつつ、 しなり しなり と 爪先 上 

りの 近 を、 町の 方へ 歩いて 行った。 

「 荒 川 君 は 何う して ゐ ま すか。 祌經 衰弱 は 少し はいい 方です か。」 町 田 は 誰に 訊く ともなく 言 ふ の 

であった。  . 

「，1^ 分い いやう です。」 などと 關 口が 應 へた。 

なに 

「毎日 毎日 何 をして ゐま すか。」 

r 勉强 して ゐろ やうです。」  • 

「僕ね、 額 朝 姉さんと 木 曾へ 遠足し ようと 思って ゐ ろの CL 

「木 曾？ そら 好い、 僕 も 行き ませう。」 町 田 は 直ぐ 賛成した。 

五 

四 人 は 相 前後して、 何の 趣味 もない、 感じの がさがさした 薄暗い 山 岡の 町 を 通って、 次第に 寂 

まち i  • つれ  S 

しい 町坡へ 出て 行った。 蹄 鐵ェの 仕事場から、 火花が 散ったり して、 それが 一層 荒 寒 一の 1^ けを與 

へた。  . 

それから 山道へ 差 かかろ と何處 からか ぼつと した 月影が さして 來て、 問 を 透して 見る と、 凄 


い 色 をした 月が 遠い 山の端 を 離れ かかって みた。 束 京から 來た ばかりの 町 E の E に は、 それが 異 

様に 映ったら しかった。 

「寂しい ところですな。」 彼 は 1：5?$1 を见 廻しながら 言 ふの e あった。 

「それに 陽氣が 非常に 寒 いぢゃありません か。」 

「え、 さうよ。 朝晚 はね。 喪 問 はこれ でも なかなか c: 者い のよ。」 今 俊 は 八洲 子が 應 へた。 

少し 行く とまた 人家が あって、 桑畑ら しい ものが 開けて ゐた。 夕 ii のなかに 仄に. a いものの 戰 

いで ゐ ろの は 裔麥の 花であった。 人家の なかから は 灯影が：^ れてゐ て、 子供の 泣聲 がして ゐた。 

ち や ぶち や ぶ 音の すろ の は、 怖の 木蔭に 持 出した 風呂桶 か ら であった。 

「こんな 處 にも 人が 住んで ゐ ますな。」 町 田 は 不思議 さう に 言 ふので あった。 

「それ あ 常然だ わ。 どんな 山の 奥 だってね。 贵 方の m 舍 は？」 

「いや、 僕の m 舍は 開けて ゐ ますよ。 こんな 塞 村ぢゃ ございま せんよ。」 町 m は 笑 ひながら 首つ 

それ  あなた がた 

て、 一し かし 其に しても、 贵 女方 はよ くも 一 ト ず.！ こんな 處にゐ ますね。」 

「それ あ 寂しくて 堪らない こと も あろ わ。 だけれ ど 惯れれ ばね。」 

「先生 も 物 数寄です ね。 きっと 此 處が輕 井澤 以上の 训莊 地になる から、 然 うしたら、 うんと 儲け 

ろんだ なんて 言 つて ゐられ たが、 この 様子 ぢゃ 土地 は 容易 に騰 りさう もないで すな。」 町 ffl は 言 ふ 


のであった。 

八洲 子 は 笑って ゐた。 

「でも 高い 處ょ。 一軒 立って ゐろ處 が 好 いんだ わ。 それ こそ 素敵な 雄大 さです からね。 人 界を 

超越して ゐろ やうな 氣 がして よ。」 八洲 子 は 誇張 的に 言 ふので あった。 

「何だか 知らないが、 餘 りに 荒 蓼す ぎます ね。」 

「贵方 は 男の 癖に、 山が お 嫌 ひなの ね。 ちっと 白馬 山の 雪溪 でも 跋涉 して ごらんなさいよ。」 

「贵女 は  。」 

「私 だって 登れて よ。 でももう 病 氣が好 いんです もの。」 

さんき 

「そんな 弱虫の. M に：： いや 然し 山ん いいです、 二三 日 ここに ゐて、 僕 もうん と 山氣を 吸って 行 

くつ もりです J 

うち  ま はり  あしら 

やがて 一同 は 家へ 着いた C 木造の 和洋折衷の 建築で、 四周 を落藥 松な どが、 疎らに 配 はれて あ 

つた。 花畑 や 野菜畑 も 裏手の 方に 作られて あった。 

町 m は 問 もな く、 洋風の 玄關 から 上って、 應接窒 や 荒 川の 書 齋の横 を 突ぬ けて 緣 側へ 出る と、 

わざと 緣側づ た ひに 奥の 書院 風の 廣ぃ 座敷の 次の 八疊へ 通って、 そこで 上衣 を脫 ぎな が ら、 八 州 

子た ちと 一 緒に 緣 端へ 出て、 架し もない 廣ぃ 展望 を 貪って ゐた。 月光が 隈なく 照 渡って るた。 濃 


ど .  たに あ ひ ほのじろ ひとす ぢ  み すか 

綠色 に^んで みえる 豁 間に 仄白い 一 筋の 水の 流れて ゐろ のが 見 透され た。 そして 其の 對 岸の 平原 

にまで 裾を曳 いて ゐ ろ山が、 爆展 重なり合って、 蔬 蒼い 潔 |ま のなかに 溶かされて ゐた。 

「素敵です な。」 町 W は 驚嘆の 聲を 放ちながら、 籐椅子に 腰かけて 飽かず 眺めて ゐた。 

「何と.^ ふ 大きな 凄い 景色で せう。」 

いや  ，  さっき  くさ 

「^な 町 田さん。 先 戴 は あんなに 非して ゐた. に、 急に 感心して しまって、 でも、 ほんとうに 好 

いでせ う。 父の 選擇は 過ってる ないで せう。」 

すると 少しも 氣 取らない 夫人が、 自分の 方から ひょこひょこと 其處へ 出て 來て 、「おお、 町 田 さ 

そ £ 

んで すか。」 と 東北 訛で 聲を かけながら、 にこに こ 傍へ 寄って 來た。 

町 田 は あわてて 椅子 をお りろと、 今まで 夫人の 存在 を 無視して ゐた 輕卒を 愧づる やうに、 しか 

し氣 取った 調子で、 板 敷に 坐って 挨 接した。 ぼかした やうな 月光が、 冷やかに 板 敷に 差して ゐ 

た。 

I  めっきり  J や や 

- a,. 晚は、 もう 滅切凉 しくなりまして、 私 なぞ は セルに 拾 羽織 をき てゐて も、 冷 冷す ろくら るで 

す よ。」 夫人 は |n く そんな 陽氣な 話な ど をして ゐ たが、 やがて 關 口に 命じて 町 W を 湯殿 へ 案內 させ 


風 から 出て くろと、 町 m は 夫人が 出して くれた 先生の 着物な ど を 着込んで、 英夫ゃ 八州 子 や 

夫人 を 相手に 麥酒を 飲んで ゐ たが、 彼 は 元来 夫人のお 氣に 入りであった のに、 女子供に 如才なく 

ゆ、". C  なん  ひき 

行 遍 る 方だった ので、 趣が 何となく 陽 氣 になって 來た。 八州 子 も輕蔑 はして ゐ ながら も、 つい 惹 

着けられて、 何時にない 燥いだ 氣分 になりながら、 荒 川の 存在 を も 忘れて ゐた。 

「荒 川 は 何う した。 己が 来たのに 出ない な。」 町 田 はさう 云った 風に 不滿 らしい 顔 をして ゐ たが、 

自分が 夫人た ちに 好意 を もたれて ゐる こと は、 惡ぃ氣 持でなかった。 

「荒 川 君に ここへ 來て、 麥酒 でも 飲む やうに 然ぅ 言って くれた まへ。」 彼 は 好い 氣 持に 醉 つたと こ 

ろ で 然ぅ 言 つて 關 口に 吩咐 けた。 

  はいから 

すると 荒 川が 間もなく やって 來 たが、 彼 は 町 田の やうに、 決して 現代 風の 高 襟氣分 はもって る 

なかった けれど、 背の 高い 體ゃ、 細い 切 長の 目 や 高い 鼻 や、 すっと 削いだ やうに 拔 あがった 額つ 

き や 短く 刈った 縮 毛 や、 何處か 鋭い ところの ある、 素朴な raf^ 性ら しい 態度な どが、 何となく * 爽 

参 

たる 感じ を與 へる のであった。 町 田 は 其の 風釆を 見た だけで、 ちょっと 倒され さうな 氣分 であ 

しため 

つたが、 わざと 下目に 見ろ やうな 風で、 コップ を 彼に 差す のであった。 


「 一 つ 3 り たま へ 。」 町 m は さう 一一 一一 " つ て 後進 极 ひに する ので あつ た。 

「いや、 飯 を 食 ふから 止めて おかう 。」 荒 川 は 手 も 出 さずに n ふので あった。 

「しかし 此處 にゐた ら 、祌經^:5^弱も癒 ろ だら う。 ー體 柄に ない お だ からね。」 町 K は 笑 ひ な が ら、 

「； „g はやらん のか。」 

「この 5^ やらん ことにして ゐろ。 酒 を 飲んだ 晚は 眠られん から。」 荒 川 は應へ るので あった。 

「何 だ、 君で も 眠られん ことがあろ のか。 まるで 此 の 文學靑 年の やうな こと を 言って ろぢ やな 

いか。」 

それから 少し 學問 的な 問题 や、 交 上の 時事 談 などに J^i 题が 移って 行った が、 荒 川 もい つか コ 

ップを\^^にして、 いくら 欲んでも 泰然と して ゐて、 膝 一 つ-: おさなかった。 

「翌朝 木 曾へ 行かう ね。」 町 ^ は遽 かに 荒 川の 鋭鋒 を 避ける やうに、 それまで 傍に ゐた英 夫 少年の 

手 を 取って、 膝へ 引 寄せた が、 少ハ牛 は 朝が 早い ので、 いっか 眠 さうな 顔 をして ゐた。 

その 晚は町 田は獨 りで、 廣ぃ 書院の 方に 床 を 延べて もら ひ • 八洲 子 は 八洲 子た ちで 何時もの 部 

屋に 夫夫 別れて 寢た。 もう 十一 時 であった が、 失 人 は 共 時ん 町^の こと を、 おで 八重 子に 讃め 

てゐ た。 

「どうも あの人の 方が、 好い 外交. になり さう で すね。」 夬人 は 首 ふので あった。 


「誰の 氣も そらさずに、 性來 社交家に できて るるんだ からね。 それに 田 舍には 財產は あるし、 年 

も 若 いんです から..」  . 

八洲 子に は、 それが 素直に さう と領づ けな いこと であった。 

「外交 家って そんな もの ぢ やない と、 私 思って よ。」 八洲 子 は、 それとなく 町 田 を 非難す るので あ 

つた。 

およさい  ぶり 

「外交 家と 社交家と は、 意味が ちが やしない でせ うか。 如才 がない とか、 交際 振に 愛橋が あると 

かいふの は それ は 第一 一義的な 事なん です もの。」 

むづか  ひ  レ 

「 そんな 難し い 事 を 言 ふ 日に な れば、 好い 外交 家 もな かな か少 いでせ うがね。 赵は そんな 豪い ム 

でなくても 可い、 お前 さへ 生涯 幸福に 見て くれ ろんだ つたら、 それで 十分と してお かなけ あ。」 母 

は 言 ふので あった。 

七 

明日の 遠足に は 八洲 子 は 餘り氣 がなかった。 ちょいと 子供ら しい 企てであった 上に、 荒 川が 同 

しないならば、 全く 無意義 だと 云ふ氣 がした。 で、 朝 钣の時 それとなく 荒 川 を 誘って みたので 

あつたが 彼 は 賛成し なかった。  一 


ニニ 

「 木.；^:^ は 案外 つ ま ら ん か も 知 れま せ ん よ 。 天 龍峽 か 筑 摩で も 下ろんで したら。」 彼 は 言 ふ ので あつ 

た。 

それ 

「しかし 共に は 危險が 伴 ふです から。」 

しかし 然 うなる と、 八洲 子 も 妙に 彼 を 誘 ひたくな いと 云ふ氣 になって、 一行 三人 別に これと い 

したく  でた  それ 

ふ 仕度 もな しに、 氣輕に 出立った のであった。 關ロも 加 はるら しかった が、 共 は 町 田が 巧く 制 肘 

うち 

して 了った。 それに 天氣 工合 を觀 測して 行った ので、 家 を 出た の は 九 時- S であった。 i 仝 は 餘り晴 

れてゐ なかった。 遠い 山の頂に 灰色の 雲が かかって ゐ たし、 沿 近の W 畑のう へ に ii つて ゐろ 日影 

が、 時時 駭っ たりして ゐた。 

おそ 

町 田 は英夫 少年と- 山嶽の 話な どして ゐ たが、 八洲 子は氣 分の 散漫になる の を怕れ て、 露西亞 

ものの 飜譯を 一 册、 化 被 道具 や 萬 年 挚ゃノ —ト や、 藥 など を 入れた、 1? 皮の 手提 袋から 取 出して、 

傍で 請んで ゐた。 「家庭の 幸福」 とい ふ 小説で 主人公の 若い 孤 獨な令 纏が、 少し 年 を i 過ぎた 男の 

方に，？ 第に 愛 を 感じて 行く 徑路 を、 彼女 は 昨夜から 讀 み つづけて ゐ たのであった。 

/  、  /  II  - 、  ほか  ひきあて 

し 力し 八拼 子の 、七 は とかく 外へ それが ちであった C 女 主人公の 心 を 自分に 引 { おて みたり、 

く-つ  それ 

の 氣持を 荒 川に 比べて 兑 たりして みたが、 其 は 似ても 似つ かない ものであった。 

「 何 を 讀ん でゐ ます か。」 町 田 は 汽車が 乘換 場所の 間近へ 來た ときに 八洲 子の 手に して ゐる 書物 を 


m くやう にして、 訊いた。 

「これ。」 と、 八洲 子 はふと 表紙の 背 を 見せて、 にこりと 微笑した。 

そら  あなた  ちの よ 

「ほう ト ルス トイです な。」 町 は 外さない 態度で、 「贵嬢 そんな 物 読む です か。」 

「え、 時時。 それに トルストイ でも 是 なぞ 優しい ものな のよ。 さう 藝術 的な もの ぢ やな いんで せ 

うけれ ど、 今の 若い 人達 は、 もっとも つと 豪い もの を 好く のよ。， J 

「ほう。， 一と、 町 田 はちよ つと 困った やうな 顔 をした が、 話題に は 決して 窮 しなかった。 「トルスト 

ィは僕 も 馬鹿に 好きで してね、 以前 は 盛んに 讀ん だものです 。「復活」 な ん かも 其の 時分に 呼んで、 

あの 主人公の 思想に ひどく 感心して しまった もんです。 それが 今頃に なって、 芝居に されたり 活 

一 H と 

動に なったり して、 今の 靑 年で トルストイ を 口にしな いもの は殆ん どない と 言った 勢 ひで、 通俗 

化されて しまったん です。 時代が 進んだ のです よ。 僕 も その 頃 は、 小說を 書かう と 思った くら ゐ 

でした よ。 あの 調子で 行ったら、 今頃 は 立派な 作家に なって ゐた かも 知れません な ピ 

r 贵 方が：： そんな 事 をお 考へ になって？」 八洲 子 は 不思議 さう に、 彼の 顔 を 見る のであった。 

な 力なた  ひと や 

「勿論 若い うち は、 誰に しても 一 度 はさう 云 ふ 時代 を もつ ものです。 贵孃 なぞ は 一 つ 遣って 見た 

ら何 うかと 思 ふです がね。 社交 上の 一 つの 装飾と しても、 是 からの 人に は、 文學は 音樂と 同じく 

これまで 

必要です よ。 是 迄の 婦人 は、 餘 りに 文學を 知らな さ 過ぎたん ですからね。 ん 


二 四 

いいえ、 私な ぞ才 がない から 迚も 駄目です けれど、 切め て tM むくら いはね。 1 

「伎 なぞ は、 んぅ $ やつい ふ 方面へ 足 を 入れて しまったん ですから、 今更 仕方が ありま せんが、 f 

めて 請んで 聽 かして くれる 者が、 傍に ゐて くれたら、 何のく らゐ 助かる か 知れない と 思 ひます 

ね。 亜米利加 あたり ぢゃ、 男 は 活動して ゐ ますから、 細君が 新刊 物 を 獲つ ちゃ 亭主に 話して 1 す 

んだとぃふ^；；-です。 何でも 結構 爲 にな ろんで す。 日本の 女 も 切め て その 心懸を もって ゐて くれた 

ら、 非常な ものです がな 。」 町 田 は 能辯に 語ろ のであった。 

「そんな 事 も、 女の 一 つの 務かも 知れません けれど：： でも亞 米 利 加 は 私 嫌 ひ。 あんな 通俗 趣味 

のと ころな いと S 心 ひます わ。」 

「その代り 人 問 は 率直です。 文明が 新しいだ けに， 厭な ところはありません ね。」 

「然 うでせ うか。」 

する うち 汽 ffi. が 驟；： ^驛へ 若いて しまった。 

往には登山容で汽^31.はぎっちり 一 杯だった し、 沿道の 突し い 水の 流れ や 山の 姿が 到る^ 新な 

感じ を與 へたので、 そんな 話 をして るる 問 もなかった。 木曾川 を迎 へてから は、 殊に も 窓から お 


B つて 歡ろ やうな 所が 多かった。 一行 は 上 松で 下車して、 短い 崖 道 を 寢覺の 床へ と 降りた ので あ 

つたが、 そこで も 八洲 子た ち は 餘談を 試みろ is がなかった。 

「まあ 斯ん なやうな ものね、 名所 は何處 でもね C でも、 ちょっと 珍しい のね。」 八洲 子 はそんな こ 

と を 言 ひながら、 休み 茶： S の 二階へ 上って、 淸凉な 飮料を 取り、 名物の 器麥 などに 繁を 若け るの 

であった。 

「ー1^1|を：5-ませぅか、 止し ませう か。」 と、 そんな 話 も 出た が、 然 うなろ と 又もつ と 奥の 屋實の 木 

曾 を ffi りたくな ろし、 日歸 りと 云 ふこと は 困難であった。 

あなた  なに 

「貴鎮 この頃に、 御母さんから 何 かお 話がなかった です 力」 

つめた ビ I ル  V  C  -.^ 

冷い 麥 酒に 持參の ゥ イス キイ を 割って 飮んで ゐた彥 彌は ふとした 機會 に そんな， 、一と を 言 はし 

た C 

あらた  なに  Jr  J- つ * 

勿論 八洲 子 は、 今迄に まだ 页 まって 母から 何も 言 はれた 事はなかった にしても、 結婚の 事に いぬ 

いて は、 何 彼に つけて 始終 話 はあった。 其 相手 も 彥彌に 限った 事で はなく、 今迄 色色の 方面から 

數限 なく 申込 はあった のであった。 其 屮には 富豪の 子息と か、 學 者の 子と かとい ふやうな ところ 

から もあった し、 門地の 高い ところ や 名望家 も少 くはなかった が、 人物 本位と いふ 父の 選擇 II 準 

があった 上に、 夫人に も 亦 一 つの 主張が あって、 詰る ところつ い HI の 前に ある 町 W を 何う かと 云 


二 六 

ふ 話 は、 大分 前から 宿题 になって ゐ たのであった。 

「併し、 八洲 子の 氣に 入る やら 入らぬ やら、 まあ 暫く 様子 を てからに しょう。. j 父 は 言 ふので あ 

つた。 ， 

父の 考 へで は、 若し 荒 川の 事情が 許すなら、 彼 をと も 思った ので あつたが、 彼の 大望 的な 性格 

からすれば、 共の 妻の 生涯 は 餘り樂 ではない であらう と 云 ふ 夫人の 配慮 も、 無碍に 排斥す る譯に 

それ  さ  えら 

はいかなかった。 共よりか 如何な ろ 場合に も然ぅ 偉い 仕事で なくと も、 平坦で 愉快な 幸； K な 道 

を、 何の 苦 もな く 渡って 行く ことの 出来る 男の 方が、 可愛い 娘に 取って 何ん なに 安全 だか 知れな 

いと、 夫人 は 現在の 勞 苦の 多い 自分の 境遇から 割出して、 常常 考 へて ゐ ろので あった。 それに 荒 

川と なろ と、 始終 外國に 慕す ことになる だら うと 云 ふこと も、 彼の 不斷 の倾 向から 推して、 當然 

豫 期しなければ ならない 事であった。 一 人し かない 娘と、 遠い 海 を 隔てて 別れて 慕す こと は 夫人 

として は此上 もない 苦痛であった。 

八洲 子 は 時時 母の 口吻で、 さう 云 ふ氣持 は、 大體 理解して ゐる 積り であった が、 さう して 出来 

る 事なら、 母に 滿足 を與 へたい と は 思って ゐ たが、 自分の 大切な 生涯 を考 へる と、 母の 都合に ぱ 

かり じて は ゐられ なかった.、 

今彥彌 から、 まろで 自分が 不用意で ある 處へ、 そんな を かけられて、 八洲 子は少 からず 狼 


^へたので あった。 彼女 はちよ つと 彼の 顔 を 見た きりで、 何の 答 を もしなかった" 二人 は 手？？ 際 

かなた ちゃ-つで ふ  ゆきで  みと  おも  あつ お ほ 

のと ころへ 出て、 水の 彼方に 重疊 した 山の 色 や 雲の 徂徠 に見恍 れてゐ た。 重に 拾で 厚く 蔽 ばれた 

山の翠！^が、 光線の 加減で、 刻刻 色を渝 へて ゐた。 

お か あ  あなた  く^^ 

「御母さんから、 贵孃は だ 一 度 もお 話 をお 聽き になった ことはないです か。」 彼 は 葉卷を 爐らせ 

かさ  き 

ながら、 重ねて 訊く のであった。 

なん  きき かへ 

「あの：： 何の ことで ございま すか。」 八洲 子 は 暗い 目 をして、 輕く 反問した。 

-ょ ん 

「何の ことって、 それ は 言 はな くた つて 解って るぢ やありません か 。」彥 彌は 少し いらつ い た 口 吻 

で、 

ちな た ほんた う  いつは 

「勿論 此處 はそんな お 話 をす ろ 場所 ぢ やな い か も 知れ ま せんが、 し かし 貴 孃の 51奥 實の です ね、 僞 

ら ない 心 持 をき くに は 却って 好かと も 思つ たんです。 とにかく 私に 取つ て は隨分 切迫し た 問題で 

も あろし、 叉實際 決めて. おくべき こと は 一 ョも 早く 取決めて おいた 方が 雙 方の 得策 ぢ やない かと 

思 ひます よ。」 

て すり はし 

「え、 それ あそん なお 話 も、 偶に 母から 聽 かされた こと も ございました C 」 八洲 子 は 同じ 手招の 端 

の 方に ある 英夫 少年の 前 を氣遣 ひながら 應へ た。 

あなた 

「そして 共 _9;i- について、 贵孃 のお 心 は。」  一 


八洲 子 は 今の 場合 そんな &: 問 は 少し 迷惑 だと 云 ふ 風で、 顔 を 紅く して いて ゐた。 すろ と 町 

も氣ゼ やく、 

「いや、 しかし 今 ここで こんな 話 を 持 3 したの は、 私が 少し 輕卒 だった かも 知れません。 この 話 

は ゆ つくりで 可 いんです。」 

ことば つ  おか 

すると 其の 辭に 尾いて、 「え、 それに 其 事 は 私から ill に 申 上げべき 性質の もの でもない だら うと 

思 ひます の。 私の 心 持なら、 母が 存じて ゐる 答な ので ございます から。」 

「御母さんが：： それ ぁ然 うでせ う。」 と、 町^ は 心の 焦燥 を わ ざと^ 隱す やうに して、 「いや 實は 

だいぶん 5 へ  あなた  ど  わか 

御母さん は、 大分 前から 此の 話に 贊 成して ゐて 下さ ろんで す。 ただ 貴 嬢の 意向が 何う も 解らない 

ので、 事によると 荒 川との あ ひだに 何 か 事情が あるん ぢ やない かと 言って 心配して ゐられ ろんで 

す。 しかし 默 つて 觀てゐ ろのに、 格別 そんな 様子 もない、 何う も 可笑しい と 言 ふやうな 事で、 一 

度 直接に 訊いて 兑 て はぎう かとい ふこと だつ たんです。 御父さん も大體 それに 贊 成で、 己 は千涉 

A つき  き  よ  あな 

せんから、 八洲 子に その 意志が あろの なら、 直に 決めたら 可から うと 言 ふこと なのです。 で 巾； U: 

壞 には大 變失禮 だった けれど、 一 度 率 _ ^に 伺った 方が 簡 2Sf で 好く はない かと 思った ので：： それ 


に 贵孃と 私の のこと です もの、 さう 大業に 考へ る 必要 はな いんです からな。」 

あなた  それ これ 

「え、 それ ぁ贵 方と は 十：： くから 隨 分 御 懇意に して ろんで すけれ ど、 其と是 と は 別問題 だら うと 

m わ ひます わ。」 

つ 力.，^  とりあ つ か 

「勿論です とも。」 町 田は蔽 被せる やうに 言って、 「懇意 だから、 この間 題が 手輕に 取扱へ ろと 云 ふ 

意味 ぢゃ ありません。 ただ 接お 話 をしても、 さう 御迷惑で も あろまい と 云 ふ 目 信 を もっても、 

さほど 不都合で はないだ らうと 云 ふだけ なんです。 つまり 私の ことです から、 贵孃も 遠慮のない 

處を、 仰 やって は 何う かと m 心 ふんです が：： しかし 共 も 何に、 今に 限った ことで はない のです r」 

「私 まだ 其の 事に ついて、 些とも 考へ て は をり ません もの ですから。」 八洲 子 は 少し 反感 的な 口吻 

でい きなり 言 ふので あった。 

さ  それ 

「然 うです か。 其ぢゃ 御母さん も 御存じない 害です ね 」 

「え、 然ぅ かも 知れません わ C ただ 私 が餘り 進んで ゐな いと 云 ふこと は、 母 も 知って ゐろ咎 だ 

らうと m 心 ひます の。」 

「進ん でゐな い？」 町 田 は n の う ち で 言 つ て 、「では 御 不同意な んで すか。」 

わたく ー あなた 

「 私贵 方と は. 將來 もお 親しくお 願 ひしなければ ならない と S わって をり ますの よ。 でも、 私の 

あなた  ど 

やうな もの 力、 貴方の 妻と して 適當か 何う かと 言 ふこと になります と、 容易， に 言へ たこと-ちゃな 


一一 一。 

い と 言 ふ； IT かします の。 q 美實 に、 こんな こと を 申 上げて 可 いんです か惡 いんです か：： 私 全 く 自 

iir かご ざいません の。」 

町 E は 不愉快な 顔 をした。 彼 は 絕望を 感じた に 違 ひなかった。 

「いや、 へ てれ ぁ貴孃 の謙據 とい ふ ものです よ。 さう 婉曲に 出られる と、 私 も 返す i もない 譯 です 

が：： して：：： ル ろと、 私 は 大變な 考違ひ をして ゐた かも 知れません。」 

「そんな 事 ございません わ。 貴方のお 心 持 は 私 十分 知って ゐる镜 りなんで す。」 

「では 何う です か、 一 っ腹藏 のない ところ を 私に 聽 して くれません か。」 

「何 をです か。」 

あなた 

「貴 孃が思 つて ゐる 人が あるなら ばです。 例へ ば 荒 川な ら 荒 川 をです ね ： ： 。」 町 田 は 少し 沈痛な 

表情に なりながら、 「私の 想像に 若し 問 違がない としたら、 荒 川と 贵孃の あ ひだに、 何 かさ、 つ 一 百つ 

た 諒解が ある だら うと 思 ふんです。 若し さう だったら、 荒 川に は 相 當の 敬意 を 持って ゐろ 積です 

から、 私と しても 出来るだけの 事 はしたい と 思 ふんです。」 

「そんな 事 ございません わ、 今のところ：：。」 八洲 子 は 微聲で 答へ た。 

「將來 は？」 

「誰に したって、 將來 のこと は 明言で きません わ。」 八洲 子 は簡單 に應へ た。 


「さう です か 。」 町 田 は 苦笑 を湛 へながら 、「し かし 私に は よく 解 つて ゐ ますよ。 荒 川 は 決して 貴孃 

と 結婚し ないだら うと。」 

「何う してで せう か。」 

「それ は あの の 不斷の 態度で も^る ぢ やありません か。 彼 は 先生と さう 云った 關係を 生ずろ， t 

と を、 決して 好んで ゐ ません OJ 

r-  きしゃ-つ  .  ちょ  うろた 

「それ も然 うね。 あの人の 氣象 として は。」 八洲 子は些 つと 狼贝 へながら も平氣 らしく 言 ふので あ 

つた。  - 

そんな 風で、 八洲 子 は 其 時 その 話が 母と 町 田 自身の 間に 可也 熟して ゐろ こと を 知ろ と 同時に、 

ほぼ  おは 

接に 荒 川の 氣持を も 略 知ろ ことが 出来る やうに 思って、 淡い 絶望の 惱みを 感じた のであった 

が、 其 日 は 夜に 入って から、 漸と別 莊へ歸 ろ ことができた。 噔ぃ晚 だつ US で、 關 口が 提灯な ど 

用意して 停車場へ 迎 へに 出て ゐた。 

おつき  .っ る さ  っゐ き-つ 

町 田 は 二三 日す ろと、 直に 東京へ 歸 つて 行った が、 彼 は その 話に ついては、 煩く 八洲 子 を追窮 

すろ やうな こと はしなかった。 八洲 子は英 夫ゃ關 口と 一 絡に 散歩旁 旁 停車場まで 送った ので あつ 


三 二 

たが、 -; S しく 荒 川 も 同伴した。 勿論 町 E は 今一度 差 向 ひで 悠 くり 話 をしたい らしかった が、 その 

機 會が见 つからなかった。 そして 歸ろ 時には、 彼の 頭腦が ひどく 薆 營に陷 つて ゐ たこと も 明かで 

あった。 

八洲 子^ その 時、 何とい ふ 理由 もな しに、 淡い 哀愁が ひた ひたと 胸に 充 ちて 來 ろの を 感じた。 

今迄 彼を輕 蔑して ゐ たこと が 間遠ではなかった かと. 云 ふ氣 がした と 同時に、 自分の 態度が 餘 りに 

も 冷淡であった やうに 思 はれた。 痛切な 彼の 心に 打明けろ こと を すら、 il すまいと して ゐ たやう 

な、 自分の 高慢 を 悔いろ やうな 氣 持が、 沁 出して ゐ ろの を 感じた。 

「町 田 君 は 何し に來 たんです か。」 歸 りに 荒 川 は ふと 八洲 子に 訊いた。 彼 は 今迄 そんな 事に は 少し 

も氣 がっかない らしかった が、 ^れ ろと きの 町 m と 八洲 子の 様子に、 いくらか 不審 を 抱いたら し 

かった。 

「町 m さん？」 物 思 はしげ に、 月夜の 山路 を 歩いて ゐた 八洲 子 は、 機械的に 反問した。 

「何 か 用事で も あつたんで すか。.」 

「いいえ、 ^に そんな 事 もない やうです わ。」 

「 何 だ か 飲んで ばかり ゐ たやう です よ。」 

「 え、 ：！； 君 御迷惑 だ つたわね」。 八洲 子 は 苦笑し た 。 


「僕 は平氣 です が ： ： 何だか 行動 を 監視され て ゐる やうで、 ちょつ と 窮屈でした よ c」 

「そんな 事が ございま したの C  J 

*  I -ど  あなた  なん 

- yws,^ うとい ふこと.. T ないです が 壊の ことにつ いて、 何だか 愚痴 を 言って ゐ ましたよ。」 荒 

おご そ 

川 は 少し 嚴 かな 口吻で 言 ふので あった。 

「 私の ことにつ いて？ それ は 何ん な ことで せう か。」 

「いや、 僕に も 詳し い 意味 は 判ら ん が、 贵孃か ら担絕 さ れ たや う な , J と を 言 つて ゐ たやう です e 

それに は 僕に も 責任が あろと 云った 風でして ね、 僕の ことです から、 別に 辯 明 もしませんでした 

けれど：： 又 僕に 取って は、 實際寢 はに 水で、 想像 もしな かつ ことです から：：。」 荒 川 はの そ 

あし  こ ご ゑ 

り の そりと 歩 を 運びな が ら、 微聲で 冷笑 ま じり で^；^すの で ぁ つ た。 

「あの人 そんな 事 言 つて ゐ て？，」 八洲 子 は 狼 ffl 氣味で 、「まあ 何と 言 ふ 邪推 深 いんで せう e それ. も 

ゃ贵 方が 御迷惑ね。」  . 

なん 

- でもありません よ。」 

「え、 それ あそん な 事 は、 少しもな いんです ものね。 あの人 氣の 毒なん ね。 自分 11 りで そんな 風 

に 嫉妬の 對象を 作ろ なんて：： 。：」 八 洲子は { や ；虚 な 聲で 笑 つ た "- 

「何 かさう 云 ふ 話が 此 頃あった です か。」 . 


_1  一 Bl 

i まろき り 無い こと もな いんです わ。 - 

あなた 

- あの i=K を悲觀 させろ やうな 事 を、 贵嬉は 言った んで すか。」 

「別に 何にも 言 やしません わ。」 

「ぢ やま あ、 未解決の ままで、 歸 つたと いふ 譯 ですな。」 

さ  なる-、 く 

_ まあおう なんて ございませ うね。 私 も そんな は 可成 避けろ やうに してみ ましたから。 あの 

人、 ^姘 すろ には餘 りお S ひに 知りす ぎて ゐ ろんで す もの。 私の 子供の 時から ね。」 八洲 子 は 打 沈 

んだ聲 で 言 ふので あった。 

「しかし 可 いぢ やないで すか。 あの 男から 贵续を 愛して ゐる こと は 確かです。 先生 や 夫人 にん そ 

の意士 やかお あり だとす れぱ、 尙更 結構 ぢゃ ないです か。 あの 男なら、 きっと 贵壊を 幸福に します 

よ。」 

「え、 それ あ 私 もさう 思って ろます けれ ビ  」 八洲 チは S! まで も 自分の 心 を 押裹む やう 

に し てわざと 荒 川の 心 を _f ぉ搖す ろ や う に 、「勿論 私 も あの 人 嫌ひぢ やな いんです わ。 それ ぁ然 うな 

んで すわ。」 

- なん  こころ I く 

？ カリ は 何とも 言 はな かつ.；/ C 彼 は 心 IE いほ ど 落着いて ゐた。 


十一 

比： から H: が 暮れてから、 さっと 山 雨が 降 注いで、 その 夜 は ひどく 冷 氣で寂 しかった こと を、 八 

.:s も ひ VJ 

^子 は 今でも 意 出せ ろ ので あつ た。 

母 は 塞が つ 大 鉢に 寄 添って ゐ たが、 八湘 子が 町 ffl を 失望 させて 歸 したに ついて、 不滿を 感じ 

てゐ ろら しかった。 

「町 m さん もま〕 に 好い 緣談が あろ さう でね- この 秋に は 外 副へ やられさうな 模様 だから、 その 前 

に 取決めたい とか 言って、 大變 ないで ゐろ らしいで すよ。 それにお 前が 權も ほろ ろの 挨 をした 

とかで、 あの人の こと だから、 に 怒っても みなかった けれど、 此^^！は私に委せろが、 お前の 意 

m 心が. 1^ う も 解らない と 言って ゐ ました。」 母は不 機. 嫌らしく 言 ふので あった。 

「でも 私 はつ まりお 斷 りした 精り です がね。」 と、 八洲 子.. -惱 ましげ に 言 ふので あつたが、 外國へ 

赴任 するとい ふこと は、 彼女 に は 初 izr であった。 

r ちゃ、 あの人 外 國へ出 るんで すか。」 

「何た かさう 云ふ訪 でした よ。」 

「何 處？」  - 

r  .  一，  一一 m 


II 一六 

「^^西 の やうな &i でした よ。 ちょつ と然ぅ 云 ふ 內談が 一 一 三 口前に あ つたんで すって。」 

「佛蘭 西！ 好い ことす る わね。」 

八 洲子 は 物 m 心 はしげ な お八 情 をし L しばらく 沈 m 心し てみ た。 常 分、 或 は 永久 外國 へ は 出な い だ ら 

うと 想像され てゐ た彥彌 が、 何 うし て^に 佛國へ なぞ やられろ のかと 不思議に 思 はれた。 或は 洋 

行 を-まんで ゐろ ま 分 を 妻に すろ 爲に、 そんな 運動 をす ろので は あろまい かと 疑 はれた。 老いた 一 

人の 母が あろた めに、 親 思 ひの 彼 は 遠くへ 出ろ の を 今迄 は 希望して ゐ なかった のであった。 八洲 

子 は. E 分の 氣 持が 遽にー m 返って 來る やうに 感じた。 町 m を 愛して ゐな いこと は、 明. E すぎろ ほど 

明白に 判って ゐ ながら 佛蘭西 行 を 運動した 彥彌の 機敏 さに は、 心から 銜 動かされずに は ゐられ な 

かった。 

「でも、 町 E さん は、 それでお 前 を 釣らう と は m 心って みないんで すよ。 お前が 結婚す ろ氣が ある 

か， うか、 それ を 確め たうへ で 其の s^i をす ろと 曾って ね。 お前に その 氣 がない ものなら、 佛蘭西 

行 も 無駄 だと： 一一； n ふの ですからね。」 母 はさう も 言 ふので あった。 

「でも 母 さま は、 私 を外國 へ や つて は 下さらないで せう。 - 

「それ はお 前、 時と 場 八" によろ ことです よ。 尤も 十^も 二十 ハ牛 も：：. 惡く すろ と、 一生 あちらで 

暮す やうに なって は闲 ります がね。 どうも 荒 川さん なぞ は、 其の 口ら しいです よ。」 


「 w^rasl へ 行けるなら、 少し くら ゐの犧 牲は拂 つても いいと m 心 ひます わ、 私。 それに 誰に もき つ 

と來 ろと 決った 機會ぢ やな いんです も SCJ 

それ どころ 

r そら 其 處 ぢ やない。 行くな ら佛傲 西 か 英國 でせ うからね。」 

「え、 さう ね c」 

i つ  おやこ  か f  A み  ，，， 

. , ^時に なくしん みり した 話が 暫く 母子の を繽 いて ゐ たが、 母 は 少し 風邪 氣味 だと 云って、 問 

もな く 臥床に 就いた。 八洲 子 は頭腦 が興丧 H し L ゐた ので、 寢る氣 にも なれなかった ところから、 

ふと 荒 川の 部屋 を 訪づれ る ことにした。 

： ゆ 力 小 返んで、 ©の吹拂はれた靑{〈.^に物凑ぃ月の|-ってゐろのが、 彼の 勉强 子戶 ごしに 

, ：  ひろ  か やり せんか ラ た  なに 

鼠め られ た。 &は 木もノ  I トも 摘げ てはゐ なかった。 蚊 遣 31 香 を 焚きながら、 何やら 茫然-おへて 

ゐた。 

_  , ^だか 寂しい 吨 で すね。 少し 洒 で も 砍ま うかと H 心って みたところです。」 彼 は 珍 しく 哀感 的な 語 

調で 言 ふので あった。 

「さう、 ぢ ゃ飮ん だら 可 いぢゃありません か。 葡萄酒なら 私ん 飲んで：^ いわ。 それに 私 今夜 少し 

面白い ことがあろ のよ ピ 八洲 子 も そこにあった 膝 核子に かけながら 一； 一 1 ふので あった C 

「面 门 いこと つて、 何です。.！ 


八洲 子 は 手で 爽髮の 變を撫 上げな が ら、 流^に 彼 を a ながら、 默 つて ゐた 0 

「僕 今夜、 ^雄にぉ^^がぁろんですが：：」 荒川は.， いきなり 素朴な、 しか —熟 心な 口 II で 曾 

した。 

「私に I 何に。」 八洲 子 は 目に 不安の 色 を 浮べた C 

十二 

荒 川 も 八洲 子 も、 二人で：. g な X ん队 むの は 不謹愼 だと 2 心った ので、 女屮 に吩咐 けて 紅茶 を 淹れる 

ことにした。 

あなた  な 八  きか  きれな が め t ん 

「貴 嬢の 面白い ことと 云 ふの は 何です か、 ，おし て もら ひませ う 。」 荒 川 は 細い 切 長な 目元 に 優しい 

微笑 を 含みながら 訊いた。 

「それ もお 話します けれど、 其より も贵 方の お &i を 伺 ひた い の 。」 八 洲子 も氣遣 しげな Iw で 彼を昆 

い  あなた  ど 

「それでも 可いです が、 贵孃 のお 話と 云 ふの は 何ん な稱. 類の ことで す か 。 參考 にな ろ ことか も 知 

ねません から、 それから 先き 何って おき ませう。」 荒 川 は 少し 祌經 質な 調子で 一一 一；；： ふので あ つ た 。 

r ちゃ^しても 可 いんです けれど、 町出さん最近に佛圃 へ ^！任すろとぃ ふの は、 眞實 でせ うか。， 1 


「佛 國、？ 知りません ね。 しかし 町 W がさう 言って ゐ たんなら 眞實 でせ う。」 

「それ は 未だ 確定した こと ぢ やな いんです けれど、 其が 若し 實現 される や う だ つ た ら、 ち よつ と 

面. HI いと 思 ふの よ。」 

「それ あ 町 田 は あの 通り 受の 好い 男です から、 當然實 現す ろ ものと 見て いいで せう。 其で なくと 

•  それ ど  いそ 

も 大抵 一度 は 誰し も屮 Z るんで すから。 しかし 其が 何う したんです。 其のた めに 結婚 を 急ぐ とで も 

言 ふんです か。」  . 

r え え さうな の 。 私 今 母 か ら きました の 。」 

うか  き 

「それが そんなに 面白い 事なん です か。」 荒 川 は 不安の 色 を 浮べながら 節いた。 

の 

八洲 子 はちよ つと 沮 げたやうな 顔 をした。 すろ と 共 處へ 女中が 紅茶 を 二つ、 溯戶 物の 盆に 載せ 

て もって 来た。 

「ウイ ス +1 を 少し 入れた いんだが な。」 と、 荒 川は獨 語の やうに、 一 いだら う。 コップに 一 杯 

ね。」 

7  -ぁ：  さじ  t しづか かき ま は  あなた 

「 ど つ さり あれな 。 遠慮なん ぞ しない で。」 そし て 八洲 子 は 匙で 紅茶 を 靜に搔 廻し な が ら 、「贵 方 

きか 

の お 話 を！ I し て 頂き ま せう ね。」 

「さう です ね。」 と、 荒 川 は 女中が もって 來た酒 譲の ウイ スキ— を 紅茶の な j へたら たらと 注ぎな 


がら、 

あなた) 

「 し かし 中；：；；. B の は餘" 平凡す ぎ ろ や うだな。 」 

「何う して，. こ 

-  それ 'と 

「町 田 か 创.， 1 四へ 行く つたって、 共 は 彼の に 取って 少しば かり 名譽 のこと かも 知れません けれ 

つまり 

どと ォ ぺ ラ や 突 術を见 て歸る くらみの , ,1 とです よ。 - 

「だって 可い V つやない の。 私 それが 大變に 好い の。」 八洲 子 は m 心 はず はずんだ 調子で 曾 ふので あつ 

「霧が！」 

「 え C 私 あの人と 結娇 しょうかと 思 ふの。」 

荒 川 はちら と 彼女の 顔 を：： 化た がせ、 まま 俛 いてし まった。 顔が 遽にハ おって _ ^た。 八洲 子 も それ を 

見遁 さなかった。 やつば り兢举 者だった の だと、 彼女 は 思った。 自分が 町 E を 怒らせ-し 歸 した こ 

と を 加って、 自 iir か 出た の だら うと も m 心 はれた が、 そんな 心 持 は 長い あ ひだ 彼の 胸に 波立って ゐ 

たの かも 知れない と 想像され た。 

「それ は 何時お 考へ になった ことです。」 荒 川 は 一 日 一 蒼くな つた 顔 を また 4 ぶく し な が ら 、「ま さか 佛 

國へ 行く こと 共 事 だけ を 以て、？； W 嬉の 意志が 決定した の だと は 思 はれな いんです。」 


「それ あ 私 あの人 を輕ー 1  一 h もして ゐ ました、 けれど、 或 意味で は 愛しても ゐ ました。 長い あ ひだ。 

です けれど、 結姘 しても 可い と 云ふ氣 になった の は、 ほんの 一時 問 ほど 前の ことでした。 —— け 

れど、 ^！只方のぉ&れとぃふのは？」 八洲 子 は 訊く のであった。 

うか  あな .A* 

「いや、 も う 其の 必耍 はな くな りました。」 荒 川 は {4； 虚な 微笑 を 浮 ベ ながら 、「贵 嬢 を 幸福に してく 

やはり  ほか  すす 

れろ もの は、 矢 張 町 出より 他に ないで せう。 それ は 僕 もお 勸 めしたい と 忍って ゐた 事です。」 そし 

さ  すす  あなた 

て 彼 は 冷めた 紅茶 を  一 口 啜りながら 沈んだ 聲で、 「それに 今 だから 言 ひます が、 僕 は 贵孃を 誤解し 

てゐ たやう です。 僕 は 鈍感です から、 人の 心 持な ぞ薩張 わからな いのです が、 何 か 贲姨に 酬い 

なけれ ぱ ならない ことがあろ や うな 氣が 始終し てみ たのです。 しかし 其が あつたと して も、 眞の 

微な もので 僕 は 非常に 誇張して 考 へて ゐ たに 過ぎません。 僕 自身 はと 云 ふと、 非常な 努力で もつ 

て、 じっと町£と^3;壊との^題の成行を傍觀してゐたのです。」 

「ちゃ、 ^1ズ方は何故：：」 と、 八洲 子 は淚ぐ ましい やうな 面 を 上げた が、 急に 嘲笑の 色 を E に 浮 

ベた。 

あなた  * 

「贵方 も隨分 な 人ね。」 と 言 ひさうな 目であった。 


s  二 

つまり. c なた 

「ちゃ^？^方は、 私が 贵 方の 豫定ど ほりの 行動 をと つて、 所； f!^ は贵 方の 胸へ 投げ かかって 行く もの 

と W 心って いらした のね。」 八洲 子は义 皮肉 さ うに 詰ろ のであった。 

荒 川 は 顿な顔 をし.；，！。 

「え、 . ^たつよ 屹度！」 と、 八洲 子 は！！ りで 面白さう に、 しかし 分 泣面氣 味で、 「怖が 熟して おち 

ふ ところで  っノ み  あなた づる 

飞來 ろの を 待って ゐる やうに ね。 懷 手で 幸運 を 一 吞 にしようと W 心って ゐ たんだ わ。 贵方は 狡い 

，レー 二 フ 0  _ 

/ゲ ォ 」 

「けど、 それ あ 仕方がない。 町 田 は 年 は 下で も 僕の 先 S おです から。 僕 は あの 男と、 戀 を競爭 した 

くはなかった ですから 。：ー 荒 川 は 笑 ひな が ら 言 ふので あった。 

「戀に 先 K だの、 後輩 だの、 そんな 禮儀 作法が 入 るんで せう か。 それ こそ 贵 方の 自己 辯 謹 だ わ。」 

なん  i£  じ ぎ 

「ぢゃ 何にも 言 ひません。 僕は瞭 病な 男なん です。」 荒 川 は 恍けた やうに お 叩頭 をした。 

「i_ だ；！^ よりもつ と惡く はない の。」 

一： ちゃ、 やっぱり 狡 いんです か。」 

「さう です とも。」 八洲 子 は 注意深い 目色 をして、 r 贵方は 町 m さんと 私の 交涉 が、 何ん な 風に 發展 

する か を じっと、 傍觀 していら したんだ わ。 冷靜に 用心ぶ かく、 私の 心理 狀 態まで を：：。」 

「 そら少し酷だ。」荒川は{4^^|な笑聲を立 てなが ら 、「僕 W し た 一 ,> とが、 そんな に も 贵嬉の 輕ー SI- に爐 


す ろんで す 力 」 

「 私輕 蔑し てゐろ 譯ぢ やな いんで すわ 。 § 方が 到頭 私に 勝 つ たの だ と 思 つ て、 心憎く 思 つ て ゐ る 

くら ゐ よ。」 

「業が 貴 嬢に 勝つ たんです か。」 荒 川 は 目 を靜 つた。 

、  し £  ほんた-つ 

「え、 さう です とも。 その上 猛は町 m さんにまで、 好い HA" に 縛られて しま ひました わ 。風實 

こ。 あの人 tT5_ 力た めに は、 ぽんな 事で もして くれ ろんで す。 ； 1^ がきつ と 1^ ぶ だら うと 思 ふこと だ 

つたら、 御母さんの &に？ S いて. ない と 云った 風です わ。 その 癖 あの人の 一 番の取 柄 は、 

親孝行 なんです もの。」 

「贵嬉 i それに 感心し たんです か c」 

- I  それ 

「それば か" ぢ やありません けれど.： 人， でも 意地 を 張れば、 いくらでも 張れます わ。 尤も 夫 は 

無意^で すん の。 好 だけの-が 1 ビ三ー ろ だけの 3^ は 私に はありません のよ。」 

「けど、 僕 は 言って おきます。 僕 は ^の 言 ふやう に、 結局 は 貴孃が 僕の 者 だとい ふやうな 確信 

は 少しもな かつ たの です 力ら c」 

r でも、 货方は 私の 心 持 は 解つ てゐ たでせ う。 一 八洲 子 は 熟 心な 目で 彼な 凝視め た C 

「 、 や C 1£M はせ を ふって、 「そんな 事が 解ろ ものです か。 ぞ， 然 第三者の ま 場に みない 限り、 相 

一  sni 一 


手の 心 持 なぞ さう 明. S に 解り やう：^ i: がな いぢゃありません か。 贵嬢は 全然 誤解で す。 戀の 前に 

は、 ffil も 一 倘の 平凡 人に 過ぎな いんです。」 

「です けれど、 私 これでん 色色の 櫞會 を贵 方の ために 幾度と なく 作った 積り なんでした けれど。」 

八洲 子 は 急に 沈んだ 調子に な" ながら、 

「贵方 は それな 氣 付かな かったん でせ うか。」 

「それ あそん な 事 もあった でせ う。 しかし 其 を 確め 得た の は、 たった 先刻 停車場からの 歸 りが. け 

でした。 町 m を 怒らして 歸し たこと を 知った、 その 瞬 問でした。 僕 は それまで、 幾度 信じ、 幾度 

あなた  はなし  あなた  こころち ち 

- 疑った か 知れなかった のです。 處が今 また 贵孃 のお 話 を 聞く と、 貴 嫁の 心 持 はまる で ー變 してし 

まって ゐ ろ。」 

それ し かた  ひるが へ  なた  いさ.？ 

1 え でも 其 は 仕方がな いんです わ。 私 は それ を 飜 さう と は 思 ひません。 贵方も それ は 潔よ し 

と はなさらないで せう。 私 は その 爲に 一生 不滿足 を 感ずる かも 知れません。 寂しい かも 知れ ませ 

ん。 でも 私 は、 出來ろ だけ 共と 闘 ふつ もりです の。 そして； i-m に 全き 愛 を倾 けようと E わ ひます。 

あの 男が 立 派な 外交 {：；^ になろ やうに ね。 贵方も それ は 見て るて 下さいます わね 。 J 八 洲子は 乂 Eirt め 

た 顔 をし し 言った。 

「勿論です。 . i 一  つ 町 m の 健廢を 祝福し ませう。」 そして 荒 川 は、 自身 勝手元へ 妻 を搜 しに 立 


つて 行った。 

春の 海 

新 內閣祖 織の 雅の載 つて ゐろ 新聞 を 前にしながら、 八洲 子が さう した 過去の 追想に S し 一，； ゐ 

る 時、 關 口が 突然 東京から 母の 来た こと を i せに 来て くれた。 彼 i」s の關 口が、 長い 歳月と 

色色の 生活の 變化を k て、 昔し の 若さと 健康と をす つかり 失って しまった 彼で あつたが、 母の 敬 

子ん 昔し の 彼女な. -に年 をと 取って ゐた C 彼女 はもう 六十 幾 歳と 云 ふ 年で、 切髮は 大概 白くな つて 

ゐ，. こ。 

八洲 子 は 追想の囊 のなかから &て來 たやうな 一 一入の II とき、 思 はずぎ よつ とした。 

まるで 讓 されて ゐ たやうな、 直の 議 の 運命 が、 荒 川 6 現在ば 躍に よって、 一時に 有 

機 的に 製 がれて 來 たやう に へた。 

「卞 こなったら、 一 度 様子 を 見に- k よ、 つと 思って ゐ たんだ けれど、 近いう 一ち にお 歸 りたと 力 聞い 


たんの だから、 つ ひ 御無沙汰に なりました。」 敬 子の時 候の 梭拶- がすむ と、 v;^ く i の 方へ ぼして くれ 

た 椅子 を 取りながら 首った。 

「私 も 何だか 用事が たまって ゐ ますから、 一度 出ようと は 思って ゐ たんです けれどもね。」 と、 八 

洲子も let 子の 位 S を 少し 母の 方へ 向か へ ろ やうに して、 「告 さんお 變り ございま せんの。」 

「は、 有難う。 今年はぉ^！でみんな丈夫ですょ。 英 夫から. も芳 枝から も. S しくと 言って ね。」 

「さう。」 と、 八洲 子 は輕く 受けた が、 英 夫夫；^ にも 最近 二番目の 子供が 生れろ の だと 思 ふと、 今 

朝 は それが 不 m ゎ議な やうな 氣 がした。 あの 時分 はま だほん の 十二 三の 少年であった のに。 

「新 問 ごらんでした か。」 關 口が 問 を 見て、 出しぬ けに 訊いた。 

ま  あたま  てっぺん あか  しろめ ビ 

彼 は、 もう 五十に 間の ない 化-輩で、 頭 顔の 天 邊 は 板く 禿げて ゐ たし、 ロ髯 にも. In 毛い のが 目立 

つた。 彼 は 高等官の 試験に 二三 度失收 してから、 色色の 方面に？？ めった 揚句、 最近で は ひどく 零落 

し て し の 知人な どの ii を ご ろ つ き 廻 つて ゐた。 

八洲 子 は、 「 え。」 と 首 つたき"、 興味が な さ さ う に 視線 を そらして みたが、 CI 時に 母の 敬 子" 微 

に 顔 を： $1! ら せながら も、 別に その 事 に 深い 交涉ん なさ さうな 顔で、 

「荒 川が 大臣に なった つて、 英夫 が 今朝 そ んな をして ゐ ましたが、 到頭 あの人 も 頭 を 持 上げ て 

來 ましたね c」 


「持 上げて 來 ましたな 。」關 n も 感慨 深 さう に、 「けど、 これ は 常然 でせ う。 大 臣級 の 人物 だと 云 ふ 

ふってい 

こと は、 誰も 言って ゐ たこと ですから。 それに 民政黨 では、 外交 家が ひどく 拂 底です からね。 だ 

が、 町 W さんの 地位 は 何う です か。 異動で も あり やしません か。」 

ど  力 もと こ じ は 

「さう ね、 何う いふ もんです かね。」 と、 八洲 子 はちよ つと 目元に 小皺 をよ せ T 苦笑しながら、 「ま 

さか そんな 事 もないで せうよ。 それに 情報 局の 方 は、 ちょっと 離れても ゐ ますから ね。」 

關ロは それに は 返： 辭 もしないで、 默 つて 新聞 を 見て ゐ たが、 

  と-つよ -3 

「おやおや、 荒 川 君の 抱負 談が 出て みますな。 老朽と 無能 を 淘汰して、 少壯の 手腕家 を 登用す ろ 

なんて こと も 荒 川 君と して は 何だか 平凡 だが、 今迄 の 外務 将 は 各 を 通じて 言 つても 餘り人 物が 

なさす ぎた のです から、 その •§! で 何 か 面目 を 一新す ろつ もり かも 知れない な。」 

. そ  にだ あ ひ 

「それ あ 共の くら ゐの事 はね。 それに あの人 は、 今 迄 の 外 交官 と ち ト i つ と 肌 合が 違って みます か 

ら、 外交のう へで も 何 かしら 確かり した 仕 車が できさう だ わね。 ほ (實に 信用のお ける やうな、 R 

水 の 外交 も 進歩した と 認め られる や、 つなね。 それ あ 其の 點で は、 荒川さん は本^5^の あ る 立派な 政 

治 家よ。 町 田 な ぞ と は 迚も I^sr がす 「がふん で す もの。」 八洲 子 は 皮肉 にさう 首 ひ な が ら、 ^つと 椅子 

ふ 起って、  , 

「 何 だ か 面. G  くな つ て 來たぢ やない の。 あの 人が 出現した と 云 ふ t  tj だけ e も、 意 が ある ぢ や 


ない の。」 

「 然ぅ です かな o」 關 口 はせ を 傾げながら 、「私 はまた 然ぅ 云 ふ 風に 思って ゐ ないです ね。 あの 男の 

一 本氣な 正義 派ぢ や、 迚も 今日の 外交 はやって 行けない と 思う です がな。 その 點は 昔し だって 今 

だって 違 ひやしません よ。 やっぱり 詭計と 詭計の 競爭 ですからな。 それ 以外 外交的 事務 はあり ま 

せんよ。」 

二 

のま  ふラ  まどぎ は  •！.- み かぜ  あた 

八洲 子 は 少し 逆上せた とい ふ 風で、 窓際へ 來て 海風に 當 りながら、 一 それ あそん な 事 も 外交 上の 

一 つの 手段に 違 ひない けれど、 全體 ちゃありません。」 と 極つ ける やうに 首った。 

「そんな 事 は 言 はなくたって 判って ゐる ことです。 とにかく荒川^^なぞの時代が來たのだと思ふ 

と 何だか 頼もしい ね。 あれ は ああ a えても、 なかなか 勉强 家です からな。 」i ^の 大將と は 全然 違 ひ 

ますよ。 僕 も 一 つお 祝 ひに 行って やり ませうよ。」 

「そしたら 叉 何 か 好い ことがある かも 知れません よ。 ？ M 方 ちっとも？ はな いんです か。 i 

「さう です とも。 もう 二十 年 近くに もなります な。 あの 男 も 始終 出てば かり ゐ たし、 私 も 方方！ i 

ずり 廻って ゐ ました からな。 しかし あの 男 もと かく 家庭が 圓く 行かん やうに 聞いて ゐま したが、 


近 は 何ん な a です かな。.」 

ど  な A  かす J-  か-.' き 

「さあ、 何う です かね。 別に 何の こと もないで せう。 八洲 子 は 微に顏 を" はいらせながら 一 一向 聞き 

ま せんよ C 贵方 ， ， 一 そ 能く 知 つて ゐ る 答ぢ やありません か。」 

「あの- S のこと は 知って ゐ ますが ね C 外 固へ 行く 前の  一 二  i^r 叫の こ， こたったら >」 しかも 私が その 

同 接して ゐた 女と 手を切って やった くら ゐ ですからね CJ 

「さう さう そんな 事が ありまし たね。 あの 女 はどうし たでせ う。」 

「何だか 詰らん ことにな つて ゐる さう です がね。 もともと あれ は 私 S 友人の 妹でした からな、 警 

視廳の 刑事 をして ゐ た：：」 關ロは そんな 事 を 言 つて、 にゃにゃ 笑 ひな が ら 、「し かし あの 顷の， ，ー 

あなた  ふ-つ  はう 

とを考 へる と； g.H いですな C 夫人ん 今 こそ こんな 風 だが、 な 力な 力 罪 を 作った 方です ょビ 

「厭な 關 口さん ね。.. I と、 八洲 子 は 眉 i を 顰めて 、「贵 方 は 落伍者の 癖に、 時時 そんな 事 を 云 出して 

は獨 りで 興がって ゐ ろんで すね。 人に は みんな 現在が あるんで す もの、 のこと なぞ 掘返した つ 

て 仕方がない ちゃありません か ノ」 

「さあ 何ん な ものです かな C 今日の 新聞な ぞ兑 ろと、 夫人 も 昔し のこと を 想 出さずに は ゐられ な 

いでせ う。 僕 なぞ は、 あの 時分 は 問題に もなら なかった が：： 今でも 然 うた、 がし かし 何に 後 + 

年で 挽回 は 立派に つける つもりで：：。」  ， 


「お止しな さいよ、 そんな 詰らな い 事。」 八 洲子 は 奢め る やうに 眩く のであった o「*;fj^ は ほ ん と う 

に 無駄口ば かり 利く 人ね。 そして 何でも 知って. ゐろ • 船に、 何もで きないで：：。」 

. 關ロは 少し 不興げ に 苦笑した。 

「それにしても、 荒 川さん も隨分 不精な 方です ね。」 母の 敬 子が 人の か さ さうな 微笑 を ^ ベ て 、「お 

父 様が お 亡な りに なつてから、 其で も 一 度く らゐぉ 墓へ 詣 つて くれたで せう かね。 今度 も歸 朝し 

て 力ら もう 一 一年 近くに もなる のに、 歸 つたと きも 何とも 言って こな いぢ やない か。， 一 

「さう ね。」 と、 八洲 子 も 物 E:^ はしげ な 顔で、 「別に 意味 はな いんで せう けれどもね：： あの人 ま 私 

なん  お か あ 

たちに 21.^ の 交渉 も なくなつ たんです からね C 御 母 さまの は それ は 愚痴と いん ものです よ。 それ 

に 私情と 公 情と は 叉 別なん です もの c」 

さ  これ  -K,,i,n う 

「然 うです とも 荒 さんな ぞは是 から 簏實に 立派な 仕事 をな さらう と 云 ふ 人なん でせ うから 

ね。 — それにしても、 人の恩：^^^は恩誼ですょ。」 

「まさか あの人 を、 私 連が 少しば かり 世話 をした からと言って、 それ を 何時までも 恩に 被せる や 

うな そんな 卑し い 考へは 持ちた くな いぢゃありません か 。し 

「いや、 それ は 荒 川 も 感じて ゐ ますよ C 荒 川 は あれで なかなか 淚， M い raf^ ですからな。 只 此方 は 先 

生が 死なれてから は、 總て町 W さんの 家庭と いった 形に なって をる。 英 夫君で も 誰でも、 町 W さ 


んが 一 切： て をら れ る。 町 ffl さんと 荒 川 君と は、 あの 時分から あの 通り 反目し 合って ゐた。 荒 川 

ffc の 近 よらな いのは 何う も 仕方がないで すよ。 叉 それで 可 いぢ やないで すか。 tlA 女方 は 少しも 寂 

しがる ところ はな いのです からな ノ.； 

「それ あもう， - 彥彌が あんな 行屆 いた 男です からね。 私たち はお 薩で、 何ん なに か 仕 合せ だか 知 

あな t 

れ ません よ。 贵女も それ を 思 はなく ちゃな りません よ。」 

八洲 子 は 不快 さう に 面 を 背 向けて ゐ たが、 

「 でもへ マ 日の やうな，  > とが あろと ね、 それ あ^ 彌 にした つて、 決して 好い： m 持 はして.^ ません わ。」 

三 

さっき  よろこ ほ 

八洲 子 は 母ゃ關 口の 手前、 先刻から わざと 荒 川の 出世 を 悅び諧 める やうに して ゐ ろので あった 

が、 昔し の舊友 —— 殊に 結婚の 競爭 者た ろ 荒 川に、 出ぬ けにぬ つと 頭の 上へ 来られて、 彼の I 思圆の 

下に 何彼と 仕事 をし なければ ならない 彥彌 の慘め さ を 思 ふと、 さう した 皮肉の 速 命に 出逢った 良 

人が 氣の ill 母で も あり、 情なく もあった。 勿論 それ は 彼に 相當 した 運命 かも 知れない のであった。 

同じ 馬で も 駿馬 は賤馬 なりに 役 立 ち 、 駑馬 は 驚 馬な りに 生きなければ ならない のであった。 人 問 

俗の 上 か ら昆れ ば、 世 問 的の 階效な ど は、 さう 大し て氣に す ベ き ことで せない かも 知れない ので 


五 二 

あった。. しかし 然 うは 言って るら れ なかった C 一 一人 は， 切め から 競爭 者と して ス タ —トを 切った の 

であった。 そして 外交 宫 となる までに、 可也の ろの ろして ゐた荒 川が ここ 十 年ば かりの 問に、 著 

しく 比 (の 俊敏 さを發 揮して、 飛躍的に 閣員の 椅子 を 占めた こと は、 八洲 子に 取って は 一寸 意想外 

であつ-た。 勿論 大きな 政黨の 威力 を 北 n 後に もつ て ゐる爲 だと も m 心 へ たが、 戴 の 先 驚た る 或 有名， 

しか. -,、 八洲 子等の 父と 同じ やうに、 晚 その 猥 介な 性格 や、 酒め〕 から 來た 頭腦の 額践ゃ 財政難 

などの ために、 す つかり 風. M に 趣れ てし まった 大 政治家の 女婿で あると 云 ふこと も、 少 か ら ず 影 

響して ゐ ろと 兑 なければ ならなかった C 何故 なれば、 不述 なお、 しい 其の 先輩の 忘れ 片身の 八 リ嬉と 

結婚 させられ たこと は 波の 外交 宫的 生涯に 取って は、 餘り 幸福ではなかった、 或 意味で は、 彼 は 

權牲 であった とも 言へ よう。 ^！；！ハ！！-ひとして、 彼 は その 先繁 政治家の 子分であった ところの 黨の 首， 

S 、から、 E 共 数の 知遇 を 受けて ゐろ こと は、 八洲 子に も 明かに 感づけ ろので あった。 

そして 共 等の こと を E 心 ひ あはせ ろと、 荒 川の 破格な 出世に ついては、 八洲 子 はぎう しても 無^ 

心で は 115 られ ない のであった。 靜 かな 表情の 底に、 嫉 如と 苦惱 が渦卷 の ごとくに 波立つ ので あつ 

た。 勿論 荒 川が 狹量な だと は m 心はなかった。 何等かの 形式で、 斉 一彌に 好意 を 示す に 違 ひない と 

も W 心 はれた。 その 好意に 浴す る ことが、 旣に此 上 もない 彼女の 不快であった。 

左に 右 彼女 は、 じっとして 居られな いやうな 焦燥 を 感じた。 そして 其の 焦燥 は、 §?ロ や 母に 


傍 から 何 か 言 はれろ 度に、 El?  i  募って 行く の を 感じた。 

松林の 倾 斜面に ある、 ここの ベ ランゲから は うねうねした 砂丘 や、 その 問 に 箱 生して ゐる 若松 

の繁 みな どの 上から、 S い が 盛 こぼれる やうに 高まって みえた。 白齒 を， „i 出す やうに、 白い 浪 

が 潮のう ねり を鎚 つて、 際限 もな く斷續 して ゐた。 八洲 子 は ドア を けて、 ベランダの 板 敷 を、 

あちこち 機械的に 動いて ゐ たが、 すろう ち 何時の ii にか^ 口が 姿を消して、 母の 敬 子が 一人部屋 

に ぼんやりして ゐた。 

「今日が 親任式 ： ： すると 明日が 初 登 廳。」 八 洲子 は獨 語の やうに、 そんな こと を i ^一いて ゐた. - 

初 登 鹿のと き、 二人が 顔 を 合して、 H か 話す だら う， などと も m 心って みた。 暢氣 な彥彌 のこと 

だから、 「や あぶ 愛でた う。」 か 何 か 言って、 握手ぐ らゐ すろ かも 知れない。 事によると 「何分よ ろ 

しく ビ ぐら ゐは、 平 氣で言 はない とも 限らな い。 

「lr かゐて くれれば、 我輩 も 大いに 仕事が 爲 易い！」 と 荒 川 も 言 ふで あらう か。 いや、 いくら 暢 

氣な^_1^^彌でも， 此の 場合、 そんな 洒洒 した 態度に 出られろ 苦 はない。 彼 は 或は 愤慨 して、 ^表 を 

出す かも 知れない 。一， さ うだ。 それが 今の 彼に 取って は 最 も ふ さはし い 措： まだ 。 ぐづ ぐづ して ゐれ 

ば、 何等か 不：， な 立場に 立た せられる に つて ゐる C 表面的な. k へ として、 仕 ギジ-のう へで 彥彌 

い づ れ 

は Eif-:^ ジゲ 受けろ の は 今から 兄え すいて ゐる。 (1^ ふかでなければ 屈服す るか 孰 カー つ を 選ばな け 


れ ばなら ない 時が、 來 ろに つた： さう だ、 彥彌は 何う しても 止めさせなければ ならない、 , 

CI 身よりも、 それ は 私自身の 要求な の だ。」 八 洲子 は さう m 心 つ た。 

母の 敬 子 は 八洲 子に 何 か 話したい 車が あるら しい 様子で あつたが、 彼女の 氣 色が 餘り 惱ま し げ 

であった ので、 北 ハを言 出し かねる と 云 ふ 風で も ぞもぞ して ゐ た。 

すると 八洲 子が！ ：！  くしてから- 內 へ；： <  つて 来て、 「私 これから 一寸 束 京へ 歸り ませう か 知ら。」 

と、 獨；^ i の やうに 言って、 また 下 一 を 咬んで、 じっと 考 へて ゐた。 

「何 か 用事なら、 私 も 一緒に 歸 つても いいんです がね。」 敬 子 も 微聲に 言 ふので あった。 そして、 

S. づか は， 

少し 問 をお いてから、 氣遣 はしげ に、 

「新 ira を兑 て、 何 か 氣を惡 くして おいでの や うぢ やない か。」 

「それ あ 私と して は餘り 好い 一:p^ 持. ちゃありません ね。 當の 彥彌は 何ん な 心 持 だか 判りません けれ 

ど、 私に して みれば、 この 際 彥彌に 外へ 出ても らふ か、 それでなければ 外務 ハせを I 能め て もら ひた 

いのです。 私 は 今日彥 彌に J ^おって， それ を亂 してみたい のです。」 

そして 八洲 子 は 母が 何う して さう 落着いて ゐられ るか を， 訝 かる やうに、 其の 顔 を じっと見 据ゑ 


てゐ た。 

V なた  ふ だん きしゃ-?'  なに  あ は 

「贵 女の 不斷 の氣 象で は、 さう 思 ふの も無现 はない かも 知れない けれど、 何もう う 周章て て を 

返く と 云 ふ ほどの 事で もな いぢ やない か 0, 一 

「いいえ、 さう は 行きません。， .1 の 事 はさう 平氣で 澄して ゐられ ろ 事ぢゃ 決して ございま せんよ C 

しゃし や  そ Q  かじ 

いくら 洒洒 した 人 問で も、 自分の 後進に 頭へ 来て 坐ら れて は、 男の 面目から 言っても、 其 まま 嚙 

とて  I  せきこ 

り ついて ゐる ことな ど は、 迚も 忍びない ことです。，」 八洲 子 は 少し 急 込んで 言 ふの であった。 そし 

て、 そこの 肘掛 椅子へ 來て、 それに 體を 凭せ かけながら、 

「それ も 單だ學 校 だけの 競ハ甲 者と か、 外交 宫 としての 手腕の 上 だけの ことなら ばです が、 あの 二 

人の 交涉 は、 決して そんな 單 純な こと ぢ やな いんです。 勿論 荒 川さん ゃ彥彌 はそんな 事 を さう 問 

題と して ゐ ないか も 知れません けれど、 あの人 達 だって、 表面 平氣 らしく して はゐろ ものの、 內 

面に は屹鹿 葛藤が あるに 決って ゐ ますけ ど、 それより 苦し いのは 私な のです。 あの 頃の こと を老. - 

へ てみ たって 彥彌を あの ままに してお くの は、 この 上ない 不愉快です。」 

- ふたむ か  こと 

「そんな 古い こと なぞ：：」 敬 子 は 眉 根 を #ら せて、 「まさか 印刀 同士で、 二 昔し も 前の 事 を、 今 ま 

で极 にも つて ゐろ やうな、 そんな 女女しい ことの あろ itw はな いと 思 ひます がね。」 

「女女し いんです つて？ それ あ 女女しい ことか も 知れません が、 人 問, 心 持 ゃ行爲 はと かく、 


然ぅ いふ ことによって 励き がちな ものです よ。 荒 川さん にした 處で、 馬鹿で ない 以上 は、 あの 事 

は 終 牛； 忘れないで せう。 あの 事の ため、 あの人 は 何の くら ゐ激勵 された か 知れない。 己が 一 つと 

云ふ氣 が、 始終 あの人の 頭腦を 支配して ゐ たに 違 ひない のです。 あの人の 結姘 にした ところで、 

その 氣 持の 霄 現と 兑て差 支ない のです。 民政 黨の 創始者であった、 江 森さん の 令嬢と 結婚の 噂 を 

^ いたと き、 私の 胸に は それが 明白 響いて 來 ました。 勿論 それ も、 あの人が 强 ひて 望んだ ことで 

もなかつ たでせ うけれ ど、 共で 以て あの人の i4i した 持が 漸と せいせい したに 違 ひない のです 

からね。」 

なに  ちな た  あなた  や-なた 

「何も それ^の 贵 女：：」 と、 敬 子 は 驚いた やうに、 一 それ は贵 女の 邪报 です よ。 贵 女が 叫 出さん 

に片 いた からと言って、 あの人に 怨 まれろ 譯 なぞ ちっとも 無かった i せです = 却って 悅ん でゐた 

くら ゐだ つた ぢ やありません か。.」 

「 ー應 はね。」 と、 八 赏子は 苦笑しながら、 一し かし それが 何ん な 失望の 苦痛 を.. あの人の 心に 遣し 

たか、 それ は 御 母 さまに もお 父 さまに も、 お 解り はな かったんです。 それ を 知って ゐろ もの は、 

^ 一  人な の よ。 私 は-一 3irii な あの人に 見事 赛を 明して やった の ですからね」」 

「それ ぢ やそん な斌 持が、 前から 荒 川さん にあつ たんです か。」 

Q す  こた 

「え ノ- 八洲 子 は 微かに 應へ た。 


「へ え、 然 うです かね。」 と、 敬 子 は 今更 悄れた 顔 をして、 「あの 頃 そんな 事が あつたんで すかね。 

私 はちつ とも 知りませんで したよ r  . 

くら/  I  さ， ひ 

r 私 だ つて 知らな かつ た 位な んで， f もの "」 八？^ 子 も 嘆息す ろ やうに 言 つて、 寂しげ な 表情で ぼ ん 

やり 外を兑 遣って ゐた。 

「だから^い 人と いふ もの はね：：」 と、 敬 子 は 何の 意味と もっかず、 で 眩きながら 、「だ." も 

あなた  それ .  ！ - 

贵 女に は、 あ の 人が 氣に 入って ゐ たのです。 然ぅ に 違 ひなかつ たんだ けれど.： . 其で それが お つ 

たの は。 J 

「私が 町 m へ來 ようと 決心した あの 晚 です わ。」 八 湘子は 力なげ に 言って、 「そんな 古い こと IT 返し 

てみ たって、 初 まらな いんです けれどね、 それ こそ-挺： 實に ちょっとした 機なん です わ"、 つまりお 

.,： "く  ，  まち * か r  ... 

互に 秘し 合って ゐ たの が 問 違！. 問 遠と いっち や 可笑し いです けれど"」 

「そんな 事 を 1^ 心つ ちゃ、 さんに 濟 まない ちゃない か。 たと ひ 其 時 は 何ん な ことがあつ たにし 

たんか たづ  たしな  t; なた  し 

て も、 一 m- 片 若いた 以上 はね。」 と、 敬 子は齊 める やうに 、「それに 貴女 だって、 あれから ずっと Ifi- 

福で 少しも 悔む ところ はない のです からね。 町 ffl さん なれば こそ、 勝氣 な 费女 と 調子 を 合して、 


おまけに 私達の ことまで 親身ん 及ばな い 世話 をな すって、 贵女 にしても E 實に 有難い と 思 はなけ 

れ ばなら な いんです よ. リ」 

「それ ぁ然ぅ m 心って ゐま すわ。 そんな 事が、 あの人の 出世の 邪魔に も、 いくらか 成って ゐ ろんで 

すから ね C  , 

「これが 荒 川であって ごらんなさい、 なかなか 然 うは 行かなかった だら うからね。」 

「それ あ 何う だか 解らない わ。 あの人 だって、 ああ 見えて あれで なかなか 情に 脆 いんです から。 

だから 御覽 なさい。 隨分 評判の 惡ぃ 夫人です けれど、 あの人 我慢して ゐろぢ やありません か C そ 

んな點 では、 あの人の 方が 餘程 情愛が 深いんで すわ。 それに 品行 も 方正で、 いつも 町 E の やうに 

遊んだ と 云 ふ も 聞きません わ。」 

「そんな こと は 女、 內 裏へ 入って みなければ 迚も 判ろ もん ぢ やありません よ。 あの人 だって、 

に 何だか 女が あつたと 言 ひます からね。」 

「え、 ですから あの人. M さん 運の 惡ぃ 人なん です。」 

「まあ 何でもい いわ。」 と、 母 は 今し方 運ばれた 紅茶 道具のお 盆 を 引 寄せながら、 八洲 子に も CI 分 

にも 熱い の を 注いで、 それ を受皿 ごと 雨 方へ 頒 けな が ら ，1 い 指頭で 器用に^で 播 廻し てゐた 。「人 

は 人、 こっち は 此方、 人 問の 運 は 勝負事の やうな ものです から 負 勝の つくと ころに 面白味 も ある 


のです。 町 m さんだつて、 まだまだ 是 からです よ。 あれで 行 止り たなんて 忍つ ちゃ 可け ません 

よ.」 

わら  や ( ち ？ 

「え、 です けれど。」 と、 八洲 子 は 鼻で 嗤 つて、 「大概 知れて ゐま すわ。 いくら 焦燥した ところで、 

駄目な もの は 矢 張 駄目な のよ。 だから、 私 そんな こと を 彼是 言って ろん ぢ やな いんです けれど、 

荒 川さん に 頭へ 来られて み ろと、 是 から 叉 何かと 面倒な の よ。 私 も 知らない 顔で も ゐられ ないし、 

失 人に も 5^;:- はなければ ならない 場合 も あろで せう し、 私と して は 隨分 辛い ことがあります のよ。 

いくら 私が 厚 ましい 女で も、 平氣 であの 人の 顔 を 見て ゐられ やしな いぢゃありません か。」 

そして 彼女 は 飲まう として、 口元まで 持って行った 紅茶 を 叉 茶^のう へに 置いて、. 

「だから 私 これから 東京へ 出ようと S 心 ふんです。」 

「それ は贵 女の 考へ 一 つで、 私な どの 口を出す ところ ぢ やない けれどね、 それ も 何だか 少し 贵女 

おも ひす ご 

の E 心 過し の や う で、 却って 町 m さんの 體 面上惡 かな いでせ うかね。」 

こた  すす 

八洲 子 は それに は應 へないで、 紅茶 を 二  口 三 口 啜りながら、 

「御母さん 何 か 私に 御用？」 

さラ さ-つ  -,' ひ fs はら-一 V*, ま 

「え、 少しお 話 も あるんで すけれ どね。 春 早早から、 相 不變餘 り どっと しないお 話でして ね。」 敬 

子 はちよ つと おどろいた 様に、 遠慮ぶ かく 言 ふの であった。 


「さう e 」 と 、 八洲 子 は 口のう ちで 言って、 氣 なしに 母の 顔 を たが 話の 容は 勿論 判って ゐた。 

八洲 子の 父が 死んだ 時、 一家 は 可也 窮 して ゐた。 勿論 立派な 屋敷に もゐ たし、 交際 も 派手に や 

つてる たに は 違 ひなかつ たが、 北ハ だけに 又 內輪は 苦しかった。 それ は 書生 や 何 かの 世話が 好きで 

あつたの も 一 つの S§ 因で 述帶 の债務 など も m 心 ひの ほか 多かった が、 大 體は晚 年の 政治 運動が ひど 

く 祟った のであった。 で、 亡くなろ と 同時に、 屋敷 も 人に 渡し、 町出も可也な持出をして狼^：^は 

け i  なか  ひでを  たた  とり わ 

略つ けたので あつたが、 その 中には 英 夫にまで 祟って 來た 口が、 二  口 三 口あった。 取 分け その 頃 

寄食して ゐた で、 今 は 同じ 辯護士 をして ゐろ SR に 判 をつ かせて、 その 手から^.^ れた 高利の 金 

が殘 つて ゐ たが、 是れは 其の が 自分と 英 夫の 負 擔 として、 長い あ ひだ 少しづつ は 義務 を Hi- して 

ゐ たと 云 ふに 枸ら ず、 まだ 一 萬 近くの ものが 殘 つて ゐる こと は、 八洲 子 も 知って ゐた。 

母の 話に よると、 その 金 も 其の 辯 護士の 使った 額が 可也 多い ので、 此方に は 餘り資 任 はない と 

まぬ *か  この くれ 

云 ふので あつたが、 英 夫と 二人の 名義に なって ゐる 以上、 責任 は 免れなかった。 それ を此 幕に、 

なん  てづまり 

何とか 解：^ をつ けて くれろ と 首 ふので あつたが、 その 辯 護士も ひどく 手^にな つて ゐ ろ處 から、 

ほ， C ん  .  力た つりわた 

殆ど 直接 交涉 となった うへ に、 その 權 利が 慕に 他へ 譲渡され たと ころから、 一 曆 督促が 急に なつ 


て來 たのであった。 

依權が 人手に 渡った ことな ど は * 八洲 子 は 今日 孤め て 聞く ことなので、 ちょっと 驚かされた。 

せん  こんい  さしお  ぢ こつ 

「先の 依. 權者 は、 知っての とほり 安藤さん の 懇意な 人でした からね、 あの人 を 差 措いて、 直に 此 

方へ 來ろ ことはありませんでした C それ は あの人が 喰 止めて ゐて くれたから なんです けれど、 今 

ど  なん  くれ おしつま  なん  い  さしむ  なん 

度の 人 は、 何だか 代々 木に ゐろ とかで ね、 暮に押 詰って 何だか 好い加減な 辯 護 士を差 向けたり 何 

なん  かきつけ 

かして 英 夫に 何だか 大變 やかまし いこと を 言 つて 行った さう です。 それで ま あ 色色 書附な ぞ 出し 

て、 せた さう です が、 英 夫の 話で は、 安藤さん は此 頃で は 碌碌 利子 も 入れて ゐな いと 言 ふぢ や 

さ-つ さう 

あありません か。 で、 春 早早 も餘り だからと いふので、 この 英 夫が 安藤さん をお 尋ねした とこ 

なん  それ さし あた 

ろ， あの人 も ひどく  S3i して、 何とかす ろと は 言って ゐろ さう だけれ ど、 其 も 今差當 つて 思案 も 

なさ さう で、 結局 要領 を 得ずに 別れた やうな 事な の さ。」 敬 子 は つまつ まと 沈んだ 聲で、 話す ので 

あった。 

「さう ね c」 と、 八洲 子 もしん み り した 氣持 になって、 「先方 も 安藤 辯 護 士には 手甲摺 つたで せう 

どらし  をと こ  , 

よ。 あの人 は あの 通り の檢 束の ない 男です か ら ね 。し 

「それで 其の 辯 護 士の言 ふので は、 今" 吐. ぐ 解：^ がっかないならば、 證 書の 書替 をして、 町 田さん 

に 任 を も つて もら ひたいと 言 ふんで すがね。」 母 は 八 洲 子の 顔色 を兒ぃ い 言 ふので あった。 


「さう ね、 何のく らゐ になって ゐ ろんで すか。」 八洲 子 は 出来るだけ 母の 心 持を劬 はろ やうに 微笑 

を 含み ながら 訊く のであった。 

「それが ね、 一時 大分 減って ゐ たんだ さう です がね、 この 二 ばかり まるで 放拋 つてあった もの 

です か，^、 利子 も 大分た まって、 其 を 書 入れる と、 やっぱり 一 萬 ちょっと になろ さう でね。」 

「一 萬と いふと ちょっと、 大きい わね。」 と、 八洲 子は獨 語の やうに 言って、 そのまま 思案に 沈んで 

ゐ たが、 町 M も 舍の 自分の 不動 產は、 もうあら かた 亡くして ゐろヒ に、 姉婿の 代に なって ゐろ 

ので、 最近で はさう 融通が 利く と 云 ふ 譯には 行かなかった。 で、 金が いろから、 外務省 なぞ I 能め 

て、 資 業界へ でも 入らう かな どと、 時時 口にして ゐ ろくら ゐ だが、 北ハ もさう 詰らない 處で もやつ 

ばり 厭な ので、 何う か恁 うか 續 けて ゐ ろので あった。 まだ 十 萬 ゃ其處 いらの 不動 產は、 姉婿の 所 

有と して 殘 つて ゐる けれど、 何う すろ と 云ふ譯 にも I 仃 かないの であった。 

で、 八洲 子の 考 へで、 今 其 を 何う すると 云 ふ 返辭は 無論 出來 かねた。 

I  それ 

一 とにかく 今 H はちよ つと 1^ 京へ 出ます から。」. ^子 はさう 言って 其から 叉 その 事に ついて、 パノ 

し Is^i して ゐ たこ 

風が 出て、 海が 少し 荒れて 來た。 


七 

母 は 風が 出て 来たし、 此ニ n 一日 束 京 は なかなか 寒い から 體に 障り はしない だら うかと 言 つ て 心 

配した が 八洲 子は歧 かくして 行く からと いふので、 \ ^織物な ど を 下へ 着込んで、 ごつごつ したや 

ふ-つ  しもふり  え CSS  く. ひ -っ. つ  びよ 

うな 風 をして、 柔かな雜，降の羅紗の コ —ト毛^^の^：捲に頸を埋めて、 呼 寄せた 自動 の 待って ゐ 

ろ 往來の 方まで、 松原 薩の 砂地 を、 敬 子と 俘 立って 歩いた。 

じごろ  ひるめし 

それが もう 午後の ニ時顷 で、 二人 は晝飯 をす まして 出た のであった。 贪事屮 も 仕度 屮も、 ：：^ か 

始終 側に ついて ゐて、 先刻から 引 繼の話 をした ので あつたが、 殊に も 敬 子 は 今 目前に 盖 迫った 侦 

務 のこと が氣 にか かろら しく、 何かと 云 ふと 其 を n に 出した が、 八洲 子の 方で は 近 ハ牛目 分の 健礙 

な  -fM つ  き がね 

がかく H 心 はしく 無いた めに、 始終 家 を あけて 轉地 などして §Ps 、用 も 多かった ので 彥彌 にも 氣兼 をし 

なければ ならなかった" 彥彌の 方で はまた、 家庭が 淋しい ので、 自然 外出が 多くな つ c、 酒- 1§ な 

どの 交際が 張って ゐた C でな くと も 彼に は 昔し から 然ぅ いった 花柳. S があって、 そ れ も 彼女が 彼 

を 嫌った 一 つの 原因で あつたが、 でも 結婚 前後から 六 七 年 問 は、 八洲 ぞの 感化で そんな 方面へ は 

殆んど 足を絕 つて ゐた， - しかし 其と 同時に 叉 妙に 厭な 道樂が 始まって、 謠^ に 凝り だしたり， 書 

いお,  > た  あたま  かび は  よど 

» 弄りに 浸って ゐ たりして、 頭腦に が 生えて 氣分 がめ つきり 淀んで 隱居 くさく 硬化して しまつ 

0  0  へ  六 三 


六 ra 

た。 それ こそ 八洲 子に は 持の ならない 厭な ものであった。 そして 北ハ顷 から、 彼の地 位 は ほぼ 固 

{ 几して しまった 形であった r> 

八洲 子 は それが 不滿 であった。 初めから 大した 期待 を繁 けて ゐた譯 ではなかった にしても、 ,u 

分に も. ぎに 恃む ところ もあって、 二流 國の 公使く らゐに はさせ ないで はおかない 積り であ つた 

が、 その >c 布 望 も と共に 無 殘に裹 切られて 行った。 そんな 絕 SHi 的な 氣持 は、 やがて： 又 家庭の { ゃー氣 

にも 懶ぃ冷 さを窗 さないで はおかなかった。 で、 叉 彼 は 高等 遊民 的に 社交界 Li 出没して 酒 や 色 を 

漁った... 彼の 懐ろ も 餘り裕 かではなかった。 殊によ ると 八洲 子の 知らないね が あろかん 知れな 

いの であった。 

そんな^？情を^したところで、 母の 敬 子に 細い ことの 解り やうはなかった —— 叉 八洲 子の 苦し 

い 立場 は 十分. S つて ゐろ にしても、 母と して は 彼女に でも 打明けて 相談す ろより 外 仕方のない こ 

となので、 八洲 子 は. mi 分 側の こと は： 1： 一  つ &i す s?^ 氣 もなかった。 

「f^ 彌に 相談し て、 何とかし ませ-つ。」 八洲 子 は 言 ふの であ つ た。 母 も いくらか 安心し 1 束 京 へ 

返す ことにした C 

す ろ と 今 門 を 出 ろ とき、 ちょつ と 出逢 頭に 顔 を！ in? たの であつ たが、 先 も 妙 に おどおどし て遠盧 

してみ ろし、 此方ん r:- たこと もない 顔な ので、 そのまま 往來の 方へ 出て 來 たので あつたが、 今 八 


洲子は 母 を 先へ 載せて、 自分 も績 いて 乘ら うとして ゐろ、 そこへ 其 女が 追 かけて 來て、 

i こと  あなた  おくさん 

「あの、 {是 に 失禮で ，-• 一 ざいます が、 贵女は 町 m さんの 夫人で いらっしゃ ろん ぢ やないで せ う か 。」 

こ、 さう 言って、 丸い 目を靜 つて、 ^|^らぅゃぅに彼女を！}-た。 

あだ ゆ  と びいろ  き 

ひょいと； ると、 それ は 頭髮ヶ 女優 風に 結った、 二十 二 一の 女であった。 寫 色の マ ン ト を卷 

えりまき 

て、 同じ やうな 色の 毛絲 の铃卷 をして ゐ ろので 一層 姿 を 愛らしく 兑 せて るた が、 眉の 優しい とこ 

ろ や、 女に して は 鼻？ 鋭い など は、 一見して 高货 らしい 感じ を與 へろ に 拘らず 態度 はさう 優 突で 

はなかった。 

こた  み つ 

「さう です。 私 町 ffl です が：：」 八洲 子は應 へながら 彼女 を 凝視め 飞ゐ た。 

「 さやう でい らっしゃ いました か、 何 う も 失禮 いたしました。」 そして 彼女 は 小さい 皮の 手提 から 

とりだ 

小形の 名刺 を 一 枚 取 出して、 

「あの、 私 かう いふ もので ございます が：：、 お出かけ になろ ところ、 大 變失禮 でございますけ 

れど、 お 話 を 伺 ひたいと 存じまして：：。，」 

しる 

名 に は 東京 日報 記者 吉村幾 乃と 記されて あつたが、 八洲 子 はこれ を 見ろ と、 また 彼女の 顔 を 

見て、 

なん  パそ 

「^のお 話 か 知りません が、 急ぎの ことです か。」 


「は。」 と 幾 乃 はちよ つと 首 を 下げて、 「寳は 今度 荒 川さん が 入閣なさい ましたに 就いて、 贵 女の 御 

感想 を 何. ひ たいとび じ ま して。」 と、 分明 云 ふので あった。 

「荒 川さん の人閣 について！」 八洲 子 は 首を倾 けながら、 「荒 川さん の 入閣と 私と 何う いふ 交涉が 

あるので せう。」 と 幾 乃の 顔 を 凝視め た。 

幾 乃 は 笑って、 しかし 顔 を 銀め て、 「は、 別に 交涉 つてい ふこと も ございま せんが、 お 親しくて 

いらっしゃろ さう でございますから。」 

「私と 荒 川さん とです か。」 

「は。」 

い ぜん 

「それ あ、 ずっと 以前の ことで せう。 あの人が 父の 厄介に なって ゐた 時分。」 

くば  ど 

「え。 乃は闲 つた やうな 顔 をして、 自動車の なかに ゐろ敬 子へ も 目 を 配りながら、 何う 言って 

ひきだ  い  ぢき  ふりおこ 

話 を 引出したら 可いだら うかと 思案して ゐ たが、 直に 勇氣を 振起した やうに、 

「何です か 町 田さん も 荒 川さん と は、 その 頃から 競爭 者で いらし たんだ さ、 つで ございま すね。」 

「競爭 者！ さう ね、 世間で はそんな こと も 言った でせ うね。」 と、. 八洲 子 は 目元に 小皺 を 寄せ 


て、 一 けれど 其が 何う したと 云 ふんで せう。 そんな 事が 新聞の 種子に な ろんで すか。」 

「 さう 云 ふ 譯ぢゃ ございません けれど、 外務省. あたりで は、 其 事が 題に なって、. 大變に 興味 を 

惹 いて ゐ ろら しいんで ござ いますの 。」 

つま  はらこみ あ  * 

「だって 詰らな いぢゃありません か、 そんな 事：：」 と、 八洲 子は肚 から 込 上げろ やうな 可笑し 

し -1 レ  やつ ま が ほ 

さを强 ひて 泳え ろ やうに して ゐた が、 濒と淚 顔に なって，  . 

「別にお 話す ろ こと もありません ね。」 

「 え、 でも 何う か 少しば かりで {ュ しいんで ございま すわ。」 と、 幾 乃 は 媚びろ やうに せ を 傾げて、 

ー&? 言葉 を驟 勤に、 「大 變失禮 です けれど、 荒 川さん と 町 田さん の 其 頃の 御 性行の 比較 だと か、 其 

お く さ ま 

後の 發展 の徑路 だと か、 贵方 さまとの 御 交 點 とか、 總て 夫人の 御 になった 荒 川さん の 印象な 

り 御 批評な り を 少しば かり、 書かして 戴きた うご ざいます。」 . 

八洲 子 は II いて ゐ て^かな い 振で、 

「可け ません ね、 そんな 專 無意味 ぢ やありません か。 私 はほんた うにお 芽 W 度い と m 心 ふだけ の ， J 

とです わ。 其 以外 何等の 感想 も あり やしません。」 

「 え、 ですから 然 うい ふやうな 專で. しいんで i. J ざ います。」 

ら ひだ  いそ 

「 贵女 はな か なか 外交が 巧い のね 。しと、 八 洲子は 笑 出し て 、「と に か く； 1^ お 今 <1J^ いで ゐ ますの よ。 


六 < 

二の 通り 母と 二人で、 東京へ 出ようと 思って ね。」 

すると 幾 乃 は あわてて、 車の なか を覼 込む やうに して 「夫人の 御 母 さまでい らっしゃ るんで ご 

ざいます か。 何う も失禮 致し ました。」 と ま た 態 敷に ぉ辭儀 をして、 

「東京べ お出 ましに なろ の は、 何 か 荒 川さん の 入閣と 御關 係の ある 事なん ぢゃ ございません でせ 

うか。」 

「いいえ。」 と、 八洲 子 はもう 好い加減に 切 揚げよう として 、「貴女， 東京へ 歸 るんで せう。 なんな 

ら 一 緒に ぉ乘ん なさい。」 

おそれい  かが 

「恐 入ります。」 と、 幾 乃 は 腰 を 屈めて、 「あの、 さう 願 へれば 大變 結構なん でございますが：：。」 

「介意 ひません よ、 一向。 服 かで いいから ぉ乘ん なさい。」 

「では 乘 らして 戴きます。」 

そして 幾 乃 は 夫人に つづいて、 內へ 入ろ と、 「何う も失禮 致しました。」 と、 敬 子に 挨！^ して、 隅 

の 方の 補助 椅子に 腰かけて、 先刻から 手に もって ゐた パック や 襟 捲 を 膝の 上に おき、 手袋 だけ 

きゃしゃ  .ゥ つむ  すま 

を、 繊弱な その 手に はめながら、 少し 使き 加減に 澄して ゐた。 

なん  ス. つ 

「何だか 大變 風が 出て 来ました ね。」 と、 敬 子 は 幾 乃 を いくらか 氣 味わろ くで も 思 ふやうな 風で 八 

洲子に^^1しかけた。 


f さう ね。」 と、 八洲 子 も W 子 ごしに 外 を 見ながら 何やら 眩い 一し るた が、 さう すろう ち 自動車 は 速 

力 を^して 来た。 

九 

5 つむ  ひま 

八洲 子 は、 さう して じっと 使き 加減に、 通過して 行く：^ 林 や 漁村 や、 その 隙に 隱見 すろ 海な ど 

力な  や  なにい とぐち 

を 眺めて ゐろ幾 乃の、 何處か 哀しげ な 寂しい 姿に 時時 目 を 遣って ゐ たが、 幾 乃ん 何 か 話の 緒 に 

あり 

有つ かう とすろ やうに、 

おくさ A  こちら 

「あの、 失禮 でございますが 夫人 はずつ と 此方に いらっしゃ ろんで ございませ うか。」 と、 訊ね 

二  0 

わたくし  あしかけ 

「私！ え、 もう 足 褂ニ年 もね。」 八洲 子 は 微笑 をた たへ た。 

.* "らだ 

「 ぉ體が どこかお 惡 いんで ございます か。」 

「餘り 丈夫で ない ものです からね。」 

「お見かけ しました 處、 何處 もお 悪い やうに は 見えません が：：」 幾 乃 は 淋しげ に 微笑して、 「お 

飽 になろ やうな 事 ございません か。」 とか、 「海が お好きです か。」 とか、 そんな 事 を常套 的に 訊い 


八洲 子 は 一 1 返. おすろ 程の こと もない ので、 ただ 微笑し 飞ゐ たが、 今庞は 逆に 此方から 質^ を 

發 した。 

あなた い つ 

.「 貴女 何時から そんな 事 をな すって いらっしゃ るの。」 

「 つ ぃ此 頃で ございま すよ。」 と、 幾 乃 はち よつ と 顔 を 紅く し て 膝の 上で 純路 蛇の 毛の 矜卷を 弄り 

ながら、 「前 は雜 誌に をり ましたん です けれど、 新聞の 方が 何です か 直接 世間 を 見る 機會 が 多い や 

うで ございま したから。 時時 こんな 役 E を 仰せつかって、 W つて をり ます。」 

「然 うでせ うね C やつば" 舉校 でもお 出な すった の。」 

「 ええ まあお い 加減で ございます。， J 幾 乃 は 口 は？ ろ やうに 應 へ た。 

「_ ^京です か。」 

「は、 產れ たの は 東京です けれど、 ffl 舍にゐ たこと も ございます の。」 

「さう。」 と、 八洲 子 は 殊勝ら しげに 其の 様子 を 眺めながら、 「あなた 未だ 若い わね。 結婚 前です 

か。」 

「え。」 と、 幾 乃け 恥 かし さう に俛 いた。 

_ 好い 御標緻 だの にね ビと敬 子 も 咬く やうに 言 ふので あった。 

自動車が 闭府 の 停車場へ ついた 慮で、 三人 は 相 緩いで 降りた が、 待合室へ 入る と、 幾 乃が 二 


人の 切符 を 買って くわたり して、 そこで も 汽車の 人つ マく ろまで、 二. f 分ば かり 話して ゐた。 

で さき 

「あのね、 今日は 出先へ 立って お 目に かかった もんです から、 大 變失禮 でした けれど、 今度 また 

お遊びに いらっしゃいよ。」 八洲 子 は 待合 窒を 出ろ とき、 幾 乃と 肩 を 並べて 歩きながら、 言 ふので 

あった。 

「有難う ございます。 叉 寄せて 戴きます。」 

なん  きのどく  あなた 

「それに 何の 收穫 もなくて ぉ氣 毒でした から。 贵 女の 新聞 は惡ぃ 意味の ジャ アナ リズム を發 Jas^ 

すぎます よ。 若しお 書きに なろ なら、 荒 川さん のために 大變悅 ばし いこと だと か 何とか、 それよ 

り 他ないで せう ね。 事實 それに 違 ひな いんです からね。」 

なに  .-1  くさん 

「何 か 特殊の 御 感じ はな いんで ございませ うか。 夫人のお 若い 時分の 競爭 者と しての 荒 川さん の 

御 入閣に ついて、」 幾 乃 はまた 掘り出す やうに 聞いた。 

「そんな 事 可け ません よ。 それに 世 問で 言 ふ ほど 何も 深い 意味が あった 譯ぢ やな いん ですから 

ね。」 八洲 子 は 打消す やうに 言って 、「私達の 結婚 はほんと に 詰らない、 それ こそ 平凡な 結婚だった 

ん ですからね。」 

口 ー マン チック 

「でん 大變 浪漫的な 背景が あろんだ とか 伺 ひました 。」 幾 乃 はいくら か 自由な 氣 持で 、「今度の 出來 

事 を 中心として、 さう 云 ふこと をお 考へ になろ の は、 隨分 興味の 深い こと だら うと 思 ひます けれ 


「え、 でも 恁ぅ 年を取って しまつち やね。」 と、 八洲 子 は 苦笑しながら、 「まあ 今 曰 は、 そんな 話 は 

止し ませう。」 と、 急に 口 を噤ん でし まった。 

汽車に 乘 つてから、 幾 乃 は 新しい 人界 のこと や、 名流の 家庭な どに ついて、 八洲 子の 10： 問に 

應 へたり などして ゐ ろうち 別れる 時が 来た。 

「今日は 屯 一^女のお 蔭で、 何時の まに か來 てし まひました ね。」 八洲 子 はさう 言 ひながら、 自動車 を 

命じて ゐ たが、 幾 乃 は 丁寧に 別れ を吿 げろと、 其 まま 急いで 電車の 停 の 方へ 姿を隱 した。 

誰の 子 


さ つ き 

is^ 京 曰 報の 女 記者 吉村幾 乃 は、 その：：：： 社へ 歸 つて、 先刻 町 ml 夫人 を 訪問して、 それから 東京 ま 

で 自動車 や 汽車に 同乘 して 親しく 見たり 聞いたり した 夫人の 斷片 的な 印象に、 &ぃ 加減 尾 躇 をつ 

あした 

けて ちょっと 5 ず 意の 美文 式に 綴る と、 いきなり 主任の 手へ 渡して、 早朝 夫人が 兒 たら、 きっと 驚 


スト l  ■ つ  そだ 

くだらう などと、 そんな {ゃ： 想に 耽りながら、 暫く 燥爐の 傍で 話した のち、 文藝 部の 記者に 誘 はれ 

て、 數寄尾 橋の 劇場へ 新劇 を 見に 行った の は、 もう 彼是 日の 暮方 であった。 

もや  つれ 

その R も 町 は 漆 露が 深かった。 連 は その 記者と 他の 若い 文舉 者と 一 一人で あつたが、 彼等の 文藝 

談ゃ 劇談が、 そんな ものに 愤憬を もって ゐろ幾 乃に は、 今 R の 訪問な どよ" は、 何のく らゐ 興味 

が あるかん 知れなかった。 

「あの 劇壇で も、 女優がなくて 闲 つて ゐ ろんで すがね。 好い 女優が ね。」 記者 は 幾 乃に 招つ くやう 

にして、 「士：1 村さん 一 っ裔發 して 舞臺へ 出たら 何う です。」 

き や ん  ふ 5 

「おお、 大變 だ。」 幾 乃 は 目 を 丸く しながら、 おどけた お 俠 らしい 風で 眩いた。 

な あ  あなた 

「何に 譯な いです。 舞裹 度胸 さ へ あ れ ば。」 記者 は 事 も なげ に 言 つ て 、「それに 貴女 は、 實に 表情が 

巧い からな。」 

「わたし 小さくて 駄目よ。」  . 

ち ひ  たちどま 

「それで 小 いんです か。」 記者 はちよ つと 立 停って、 彼女の 立 姿 を 眺めて、 「その 位 あれば、 決して 

見すぼらしく はない OJ 

そんな 話 をしながら、 彼等 は 直ぐ 劇場の 裏口へ 來た。 そして其^iから直ぐ事務所の ゃぅなま- へ 

入る と、 彼等 は 樂屋稟 の 人らしい 靑年逹 と、 しばらく精古の話ゃ俳優の^^！ひどをしてゐたが、 す 


ろうち 幾 乃 は. ボック ス へ 案 內 された。 彼女 はそんな 社會で 颜の廣 いこと を 誇って でも ゐろ やうな 

彼に よって、 幾人 かの 男女に 紹介され たが、 殊に ボックス のなかで 隣の ボックスに ゐろ 一 人の 男 

に 紹介され たと きに、 幾 乃 は 思 はず ぎょっとした。 

「これ は 吉村幾 乃さん とい ふ、 社の 婦人 記者です。」 

なに  あらたま  ふ-つ 

彼 は-その ER に、 何 か 抗議ら しい こと を 申込 まれた ところで， わざと 更 つて、 さう 云 ふ 風に 紹 

介したら しかった。 すると 其 男も爲 方な しに、 

「僕祌 尾です。」 と、 小さい 聲で言 つて、 ちょいと 顔 を 紅く した。 

あなた 

「貴女 今日 町 m 夫人 を訪 したでせ う。 あの 夫人が この 男の 姉さん だから、 不思議 ぢゃ ありませ 

ん か。」 記者 は附 加へ ろので あった。 

きまりわる  -ゥ つむ 

幾 乃 は 今 一 鹿 じろ りと 英夫を 見詰めた が、 そのまま 極惡 さう に俛 いてし まった。 

なん  いや  ふ-つ  . 

「何 だい、 そんな 事が あろの か。」 と、 英夫は 厭に なって しま ふと 云 ふ 風で、 更に 幾 乃に 向って、 

「凰 實で すか、 酒 勾へ いらし たんです か。」 と 確め た。 

「は、 ちょっと：：」 と、 幾 乃 は 紅い 顔に 微笑 を 浮べて、 「大 變失禮 しました。 飛んだ 役目 を- #咐 

つた ものです から。」 

「いいえ：：」 と、 英夫は 一寸 頭 を 下げた きりで、 そのまま 默 つてし まった。 


ちゃう ど 其 時、 電燈が 消さ れ て 幕が 開い て、 舞 毫は靑 年洋畫 家の 書： であった。 そし て 仕填卷 

を つ けた 主人公が、 せいせい カンバス を 塗 立 て て ゐ ろ と、 そこへ 其 SE. 家と 戀愛關 係に 陷 ちて ゐろ 

らしい、 愛らしぃ女^5-子が紅茶をぃれて來て、 その 畫の 出来ば えから、 今年の展覽食^^ことゃ、 

藝 術と 愛の 問題な どに ついて、 可也 長い 說明 的な. G が あった あとで、 m へ t;: か ら出 て來た らしい そ 

の 女の 兄が 入って 來て、 段段 話が 進む と、 結婚 さ せ る た めに 妹を迎 ひに 来たと 云 ふこと を 話す。 

興奮した 三人の あ ひだに 可也 獻 しい 爭 ひが 始まった が、 つまり 「私 を 信用して 下さい。」 と、 女 は 

しかた  し ま 

爲方 なし 一 旦歸る ことにな つて、 if が 練った。 

觀覽 席が、 同時に ぱっと 明 ろくなった。 觀 客の なかには、 急いで 廊下へ 出る もの もあった。 殊 

に 幾 乃の 周 闺にゐ た 若い 人達 は、 大抵- W を 立って しまった。 

幾 乃 も 記者 ゃ祌 尾に さそ はれて、 <i{ 堂 へ 入ろ ことにな つた。 

記者の 奥山と 英 夫と は、 中舉 時代の 同窓で でも あろら しく、 昨今の 交際と は 違って 親しみ を も 

つて、 一 つ 食卓に 他の 靑年 文學 者と 幾 乃と 都合 四 人で、 飲料 や 料理 を 取って、 自 山な 世 問 話に 耽 

たま 

つて ゐた。 勿論 藝術ゃ 女の 話が 中心 であつ たが、 英夫も 偶に は 作品で も發 表し た ことがあ ろと 見 


えて、 そんな 話に も 觸れて 行った。 

一 この頃 は 創作 どころ の話ぢ やない よ。」 英夫 がー 百 ふので あった。 「この 不景氣 で、 會 社の ボ— ナ ス 

けち 

はお 話に ならん ほど 吝 だし、 ^鬼 は 門に 迫 ろと い ふ 形 で ね 。」 

ひとなみ  ， 5 ち 

「愤鬼 だ！」 と、 奥山 は 笑 ひ 出した。 「人並に 倂 金なん か あるの かい、 君の 家に も。」 

のんき 

「ああ。」 と、 英夫 は、 大きく 額いて、 暢氣 さう に 笑った。 

「大いに 話せろ ね。 ：： でも、 格训^ の货 任と いふ わけ ぢ やな いんだら う。」 

.i^ れ ち  おれ  1 

「己の 家の 負 IS は 己が 返さなくて、 誰が 返して くれろ もん 力」 

「町 m さんがついて ゐ ろから、 可 いぢ やない か。」 

「處 がさう は (仃 かないん だよ 。」 英夫 は 少し 一階い 顔 を して、 「義兄 だって 餘り 好い こと もな いんだ 

よ、 世 問で^ すろ ほどに はね、 m 食の 財產 なんて、 それ あ 知れた もんだ から。」 

「さう かな。」 と、 奥山 は 受取れ ない とい ふ 0 色で、 「ぢ や、 我我の 想像 は 違って ゐろ のかな。 君な 

ぞ 、 一 そ 金の 苦勞な ん かしないで 濟む人 だら うと 思って ゐ た。」 

「どんして、 君た ちの 身分 こそ 羨ましい よ。 碑 はなし、 責任 はなし：：」 

かし  こんどし きり 

「さう かな。」 と、 奥山 は 不思議 さう にせ を倾げ ながら、 少し 酒に 醉 つて 來 たと ころで、 今度 は 連 

にフ. N-I クを 動かして ゐ たが、 「 一 體どんな性一!^の負^^3がぁろんだらぅね。」と、 獨 語の やうに 言つ 


て ゐた。 

やつ ぼり おやお  し ちら  あとし まつ  .£り：£ヒ 

「それ あ 矢 張 親父の 爲散 かしの 後始末の 一部分で ね。 ：： だから、 親 なんても の は餘り 有難い も 

んぢ やない よ。 勿論 同情 はして ゐる がね。」 

そして 彼 は 初めての 幾 乃な ども 居ろ のに、 詰らない^ をした もの だと 氣が 着いたら しく、 それ 

を辖 ひで もす ろ やうに、 手 持 無沙汰ら しい 幾 乃の 方へ 顔 を 向けて、 

なに  と  こご toj き 

「姉から 何 か 談^:! でもお 取りに なつたん です か。」 と、 微截に 訊いた。 

「は。， J と、 幾 乃 は遽か にフォ —ク を 皿の 端に m はいて 、「少し ばかり 御 無理 をお 願 ひしたん で ご.. さ い 

ました。 荒 川さん のこと に 就きまして。」 

「荒 川の ことです か、 さう です か。」 と、 英夫は 苦笑 を 浮べて、 「何 か 話しました か。」 

で  おつし 

「 え、 荒 川さん のお 出に な つたこと は大 變に悅 ばし い , J とだと 仰 や つ て。」 幾 乃 は ナブ キ ン で 口 を 

拭く やうに して 言った。 

英夫は 何だか 揲 つたい やうな 感じで あつたが、 笑 ひもし なかった。 

ねえ  ど  き  一 

「荒 川と 君の 姉さんと、 何う いふ 關 係が あろんだ。」 奥山が 突然 訊いた。 

-ム *-  ころ  あ ふむき ,3 ザん 

「 そ い 己 も 知らん よ。， 一と 英夫は 口 へ 入れた 野菜 を 奥 へ 轉 がす やう に、 少し 仰向 加減に な つ て . 「し 

かし 荒 川さん は、 昔し は 父ん とこへ 出入して ゐ たもんだ からね。 僕の 少年 時代の こと だ。 何だか 


太ら 

豪 さう にも 見えなかった がね。 しかし 父 なぞ は 前途に ，鴨 目して ゐ たよ。 あの 男の 言 ふこと だけ は 

信用して るた やう だよ。」 

おち ひ だ  なん 

「さう かさ う か 。」 奥山 も憶屮 Z し たやう に 、「何 だ かそん な &i を、 君に 聞いた よ。 荒 川が 失戀 した 話 

を：：」 

「いや、 失戀 といつ ちゃ 少し 氣毒 かも 知れん がね。 それ を 言 ふ 日に なれば、 姉の 方が むしろ 然ぅ 

ささや 

だった んぢ やない かと 思 はれろ 點も あろんだ からな 。」英 夫 は 食い ：11. の 上へ 胸 を 突出し て 、 私語く や 

うに 言 ふので あった。 

「孰に しても いや。 ^？^のぉ父さんが面倒を见てゃ ったんだらぅ。 つまり 荒 川の 今日の 牧穫 は、 

君ん 家のお 父さんが 極 子 を 蒔いた やうな ものなん だ。 ならば いぢ やない か。 ^^ん家の負^^^くら 

なん  ， 

ゐ 荒 川に 何と かしても らふく らゐ は。 一 

「さう 言ゃ然 うだが ね。 さう； 1,1 ふ 結論に なると、 ，の屮は大變^4ゅしぃぃんだけれど、 實際は 外れ 

お  おや A0 

がち だよ。 それに、 子俱の 己が、 そんな 事 を 首って 行く の は、 親父の 顔汚しに もな ろ こと だよ。」 

「それ ぁ然 うだ。 見っともない からな。」 


談話に 夢中に なって ゐろ 間に、 いっか 幕が あいたと 見えて、 庭 越しに みえた 外廊の 人影ん 殘ら 

*t さ  ひっそり  いそ  ± ひ 

ず觀覽 席へ 牧ま り、 食堂 も 閑寂して ゐた。 で、 奥山た ち も 急いで 食堂 を 出て ボックス へ 人って 行 

ひとまく か なり  かか  つづり あは  あと 

つたが、 その 一 幕は可也2^!^張した場面でぁったに拘はらず、 借り ものの 思想の 安 惯な綴 合せの 迹 

が兑 えす いて ゐて、 幾 乃に すら 破 錠 を 指摘す る ことが 出来さう に 思 はれた。 

まった  かたまり 

芝居が 全く はねた の は、 十 時半 頃であった が、 一同 は 叉 塊 が 大きくな つて、 ぞろぞろ 銀座の 

方へ でも 流れて 行き さう であった。 

たもと  たち 

「ぢ や、 僕 ここで 失敬しょう。」 英夫は 數寄屋 橋の 抉まで、 うかう かと 來て しまつてから、 に 立 

どま 

停った。  . 

「さう。 まあ 可 いぢ やない か。」 と奧 山た ち は 言った が、 英夫は 训れろ こと を 主張した。 

あん 

すろ と 幾 乃 も、 「餘 まり 遲く なります から、 これで 私 も失禮 いたします わ。 どうも有難う ござい 

ました。」 と、 奥山 や 其 他の 人達の 前に、 腰み-屈めた。 

あなた  みん  かひ 

「貴女まで 歸る んで すか。 皆な 友達 効が な いな。」 奥山 はわ ざと 失 SHi し たやう に 言 つ た。 

しかし 矢 張 训れる 事に なって、 幾 乃 は 高架線の 方へ、 英夫 は靑山 行の 市電に 乘る ことにな つた 

•- が 其の 岐路までの？^ 三 町 を  一 ^に 歩いた。 

英夫は 吉村幾 乃と 云 ふ 名前 を、 先刻 初めて 聞いた 時には 放心して ゐ たので あつたが、 今 彼女 は 


高架線で 郊外の 家へ 歸 ろの だと 云 ふ こと を、 ちらと-：：^^にしたの で、 ち よつ と 奇異に 感じた。 

「 ^外 は どこです か。」 

こた 

「代々 木で ございます。」 幾 乃は應 へて、 「少し 歩く ところが 遠くなります けれど、 求 2： 山まで 行って 

もよ ろし いんです の。」 

「然、 孓で すか。 ぢゃ然 うします か。」 と、 英夫は 彼女の 顔 を r 几た が、 實は 內心竊 かに 驚いて るた。 

ゅづり わた 

それ は 安藤 辯 護士と 連帶の 權が、 讓 渡された 高利 «2J も、 やはり この 代々 木の 亩 村と いふ Ei- だか 

ら であった。 

「して 见 ろと、 この 女 は その 高利 貸の 娘な のか も 知れない。」 彼 はさう 思って、 今一度 幾 乃の 横顔 

か 眺めた が、 それにして は餘 りお 上品な 良家の 令嬉 らしい 風 だと 思った。 勿論 女 記者 だけに、 幾 

分 人 擦の したと ころも あつたし、 輪廓の 調った 顔に も、 美しい なりに、 何處か 暗い 影が 漾 つて ゐ 

ろ やうに も 思へ た。  . 

しかし 幾 乃 は、 そんな ことに は、 少しん 氣 若かなかった。 そして 芝居の 話な どしながら、 n 比 

ぜんご  あ ひか はら. ず こ 

谷 公園の 手前まで 步 いて、 そこで is 後して 電車に 乘 つた。 電車 は 不相變 込んで ゐた。 二人 は 入 n 

つり か は つかま  やつ やつ 

に 近いと ころで、 一 つの 釣 革に 摑 りながら、 漸と漸 と 立って ゐた。 英 夫の 額 あた" と 彼女の 目と 

に ほ！，，  たんび 

が  一 ，v. 成して ゐた。 悪く すろ と、 彼女の 頭髮の 匂が 彼の.：^ に 通 ふ ほど 密接して ゐ た。 勿論 搖れろ 度 


ふれあ ひ  や 

に、 乎 袋 を はめた 二人の 乎と 手と が、 互に^1^みぁふゃぅな觸<12を感ずろのも已むを得なかった^ 

ほんた. r  ふしぶし t:; 

幾 乃の 黑ぃ 手袋で 蔽 はれた 手が、 肱の あたりまで 露 はれたり した。 それ は in 賛に 白い、 節 の暢 

しな や 

びた 輭 かな 手であった。 

r 贵 女が 今 曰 姉に お 逢 ひなす つて、 晩に 私が^ 女に お 目に かかった の は、 一寸 不思議で すね。 勿 

論 何の 意味 もない ことです けれど：」 彼 は 微笑 をた た へ ながら、 そんな 事 を 言った。 

を か  S, ひさき 

「 え え、 ほんとうに 可笑しう ござ い ま すわ。」 幾 乃 もち. よ いと 黑ぃ 指頭で 、 n をお さへ て 笑つ た。 

あなた 

「貴女 は 現在の 職業に 與味を 感じて ゐ ろんで すか。」 

いた  ほか  くら  あたま  よ ち 

「いいえ、 まだ 其處 までに 到りません の。 ただ 他の 機械的な 職業に 比べて、 頭 腦を勵 かす 餘 地が 

まし  それ 

ある やうです から。 少し は優ぢ やない かと 思 ひます けれど、 でも 夫 もやつ ばり 主任の 命令の まま 

動かな けあなら な いんです から、 訪 りません わ。」 

えりち と みだれげ ゆ， ひさき かき あ  あなた 

そして 彼女 は 襟元の 紊毛を 指頭で 搔 揚げながら、 「失禮 でございますが、 贵方は どこへ ぉ衝 めな 

さいます の。」 

「僕です か。 僕 は 商人です よ。」 英夫は 笑 ひながら 應 へた。 

幾 乃 は 祌經^ な 目 をして、 ちょっと 紅くな つた。 


それで 一時 話 は途斷 えたが、 暫くす ろと 英夫は 前から 何 か 大きな 期待 をで も 持って ゐる やうな 

調子で 訊いた。 

「贵 女の 近くに、 他に 吉 村と いふ 家はありません か。」 

めっき  どなた 

「さあ、 如何です か。」 幾 乃 は 媚びろ やうな 目容 をして、 「つい；^ じませんで すが、 誰 方 かお 知合で 

* り 

もお 有に な ろんで ございま すか。」 

「いや、 さう 云 ふ譯ぢ やな いんです が。」 と、 彼 は  一 熱心な 表情で、 「失禮 です が、 貴女のお 父 さ 

つ 4 め  いら 

んは 何處 かへ お 勤で もな すって 入つ しゃ ろんで すか。」 

幾 乃 はちよ つと 暗い 目 をして、 「いいえと。」 應 へたが、 そのまま 顔 を 伏せて しまった。 

英夫は 悔いた やうに、 そのまま 默 つてし まった。 すろ と 幾 乃の 方で は、 ずっと 平氣 らしい 態度 

になって、 

い -tl ん  つ なに 

「 父 は 以前 は 滿洲の 方で 何 か 事業 を やって ゐ たこと も ございま すの、 今でも 時時 參 るん です が. 

何 をして ゐ ろか 判りません わ。 私の 子供の 時分 は 軍人でした けれど。」 

r 軍人 ？ さう で すか。」 英夫は {4^ 虛な笑 聲を立 てて、 「 それ ぢ や 全然 僕の 想像と 違 つ てゐ ました。」 


「あなたの 御 想像 は？」 

「それ は 此處で 話せない ことです けれど、 此頃 ちょっと 貴女と 同姓の 人に 引 招り がで きたもんで 

すから ね。 しかし まるきり 違って ゐ ます。」 

「然 うです か。 ：： でも、 それ は 佝ぅ云 ふこと でせ うか。」 幾 乃 は 不安の 色 を 浮べながら、 わ. ざと 

つっこ  き 

突 込む やうに して 訊いた。 

なん  あなた 

「いや、 训に 何でもな いんです。 貴女と 全然 關係 のない ことです。」 

ん. 0  うつむ 

すると 幾 乃の 方で は、 一 氣に かかる らしい 風で、 暫く 俯いて 考 へたの ち、 

「若し かします と、 父 を 御存じ なんで ございませ うか。」 

「いいや、 まだ 直接お 目に かかった ことはありません。 それに、 それ は贵 女のお 父さんで はない 

でせ う。 贵 女のお 父さん は、 立派な 方の やうです から。」  . 

「いいえ、 そんな こと ございません わ。」 と、 幾 乃 はや や 顔 を 紅く しながら、 目に 不安の 色 を 漲ら 

せた。 

それき り 二人 は 外の 話に 移った が、 幾 乃 は 妙に その 事が 氣に かかる らしく、 始終 暗い 顔 をして 

ゐた。 

ゆきす  _ 

する うち 電車 は 行 過ぎて、 終點 ちかくまで 來てゐ るのに 氣が ついて、 英夫は あわてて 幾 乃に^ 


< 四 

つ  なん  あはて 

れ を齿げ ようとす ろと、 幾 乃 も 何と 云 ふこと なし 狼 m て、 

「私ん ここで 降り ませ うか 知ら。 何 だ か 歩いた 方が よさ さう です か ら。」 

「さう です か、 でも 货女 は：：」 と、 英夫 はぎつ しり 詰った 人を播 分けながら、 やっと 車掌 臺を 

おりろ と、 幾 乃 も いて 下へ おりよう としたが、 マントの 据が 足に でも 引 絡んだら しく、 降りる 

と 其 まま 前 へ 踏り さう にな つた 體を、 辛くも 體の 中心 を 取って 歩 出さう とすると ころ へ、 パァ バ 

ァと云 ふ 警^の 音が して、 今 動き 出さう とした 電車の 後から 煌煌たる 光 を 大地に 漲らせながら、 

1 裘の 自動車が 現れて 來た。 今まで^ 暗い 明りに 馴れて 居た 幾 乃の 0 は、 いまさら 白日の それよ 

り も 強烈な 光の 放， 射 を 浴びて、 遽に 晦んだ やうに なって しまった。 そして， 狼坝て 後ろへ 返 かう と 

すろ 途端、 車上の 運轉手 もまた 急いで 手 を 取 直さう としたと ころで、 幾 乃 は 極度の 恐慌と 焦燥 

を 感じて、 今一度 前へ 出ようと したので あつたが、 その ■ 問 彼女 は 足 を 車： t にす く はれて 其 まま 

地面に 投 出され. てし まった。 

それ は眞の 瞬 の W 來 であった。 ひやり つと した 英夫 は、 體を練 ませながら、 絞 出す やうに 

徵 かな 聲を 立てた が、 はっと m 心って 見ろ と、 幾乃はもぅ暗ぃ^5;.體の隆に横は ってゐろ の で ぁ つ 

た。  ，， 

. 英 夫 は 急いで、 傍へ 寄って 行った が、 それと 同時に 自動車 は ぴたりと 止った。 レイン コ I トを 


着た 運轉 手が いきなり 飛 降りて 來た。 

五 

ひざ さら 

勿論 幾 乃 は 横つ 倒しに 仆れ たので、 そのまま 起き あがらう としても、 肱 や 膝 皿 をで も 打った と 

あが  5 しろ  のり  あとし ざ 

n ん えて、 容" 勿に 立ち上り 得なかった ところ を、 後の 車輪が 足の 上へ 乘 かけて、 辛うじて 後 返りし 

たのであった。 

いそ  うしろ  だき.； で)  みみもと 

英夫は < ^^いで、 後から彼女を抱起しながら、「-1^11村さん、 しっかりしなさい！」 と^ 元で 叫んだ 

かか  その 

力 左の 足 は 立たない らしく、 雨 脇を擁 えられた まま 右の 足で 漸く 一 一三 歩 歩き 出さう として 其 まま 

うめき ご ゑ  ひき 

「私駄 nw よ、 駄 EI よ！」 と、 泣く やうな 呻吟 聲を 立てた まま、 ぐたり となって しまった。 氣を引 

立てようと つもりながら も、 大變な 怪我 をした の だとい ふ 微かな 意識が、 すっかり 彼女 を 喪心せ 

しめて 了ったら しかった。 

「もし、 t、 しっかりして 下さい。 大したお 怪我 ぢ やありません からね。」 運 轉手は 二三 鹿聲を 

かけた。 

「吉 村さん、 贵女 しっかり しなく ちゃ 駄目です よ。」 英夫も 繰返し 呼んで みたが、 起きられ さう も 

なかった。  ) 


「 とに かく 急いで 醫 者に 擔ぎ こまな くち や：：」 英夫 は運轉 手に 向って、 一 それに は 君の 自動車に 

載せ て もらうよ り 外な いんだ からね。 交番 へ 行 つ て 勢 宫 に立會 つても らう 必要 も あ る よ。」 

い  このかた あなた  つれ  き 

「それ あ 可 いんです が、 此方 は贵 方の ぉ述 です か。」 運 轉手は 訊いた。 

つれ  一  どい 

「いや、 伴と いふ 譯ぢ やない が、 知って はゐ るんだ。 そんな 事 は 何う でも 可 いぢ やない か。 fjf; の 

ことわ  の 

主人に 斷 つて、 n 十く 載せる 事に して くれ 給へ。 猶 して ゐろ 場合 ぢ やない よ。 僕も责 任が あろん 

だから。」 英夫は 焦心り 氣 味で 促す のであった。 

すろ と 共 時、 窓 を あけて 車上の 紳士が 顔 を 出した。 彼 は 四十 七 八の 男で、 薄い 茶色の 中 折 を 冠 

つて 同じ やうな 二 ffl 廻に 竊 まって ゐ たが、 朴訥な 書生 風な 口吻で、 

「かま はんから、 ni- く 此處へ 入れて 上げたら 何う か。 一刻 を举 ふこと だ。 そして 其の 方に も 同行 

しても らふ やうに。」 

からだ  は-,' かたよ 

そして 彼 は ドア を あけろ と 同時に、 體をク シ ョ ンの 隅の 方へ 片寄せ ろ やうに した。 

からだ こ づく  と  そ f 

|g の 小作りな 若い 揮轉手 は、 ，帕子 を 取って 二三 度お， 辭儀 をしながら、 やがて 英 夫の 傍へ 歸 つて 

あは  はこ， ひい 

來 ると、 彼と 力 を 協せ て 被害者 を 車の なかへ 運 入れた。 そして 三人して クシ ヨンの 上に 安臥せ し 

める と、 紳士 は 膝掛を 着せて やったり、 脈 を 取ったり して、 まるで 自分の 娘 をで も劬ろ やうに、 

き づか  きまりわる 

氣遣 ふので あった、 で 叉 幾分 英 夫に 極悪い 思 ひ をして ゐる こと も、 明かであった。 


「飛んだ 御迷惑で。」 英夫 は氣毒 さう に 言った が、 出来ろ だけ 顔 を 見ない やう、 見せない やうに と 

して ゐた。 

ま をし わけ  めいし いれ とりだ  たい 

「いや、 實 に申譯 のない 失態で：：」 と、 彼は袂 から 名刺 入 を 取 出しながら、 「怪我 は 大した こと 

ど 

でもな ささう です が、 何ん なです かな。」 

「私 も輕 いこと を 祈って ゐ ますが：： 勿論 重傷. ちゃな ささう です。」 

「何う かお 丌ー のために、 輕 くて 濟んで くれれば いいです がな。 ぉ兑 かけした ところ、 まだお 若い 

とり かへ  やつ ひき 

令姥の やう だが、 片輪に でも なられろ と 誠に 取 返しの つかん こと だから：：」 そして 彼 は 漸と引 

出した 名刺 を 一 枚 差 出して、 「私 はかう いふ ものです が、 責任 は 飽迄負 ふつ もりで をり ますから、 

何う かま あ — 」  、 

さ  け と  さっき  それ 

「は。」 と、 英夫 はちよ つと 頭 を 下げて、 名刺 を 受取る と 同時に、 先刻 ちらと 兒た ときから、 其と 

刺って ゐた とほ"、 それが 疑 ひもない 荒川逹 雨であった こと を 確め た。 

「荒 川さん ですな。 實は 先刻から 氣づ いて ゐ ましたが、 場合が 場 介でした から：：」 

英夫 は 微笑 を 含み ながら 云った。 

おも ひだ 

すろ と 荒 川 も まじま じ英 夫の 顔 を 兑てゐ たが、 憶 出せない らしかった。 

「僕 神 尾です。 英 夫です。」  一 


八 < 

「うむ、 英 夫さん だった か。 道理で：： いや、 これ あ 不思議な ところで。」 

「實 に不 E や 1 なんで ございます。」 英 夫 は 含羞んだ や うな 風 をして 、「今夜 は 不思議な , , -とズ かりな 

ん でございます 。」 

大きな W 搏を すろ や うな 昔 を 立 て て、 自動車が 共の 時 交番の 前に 止つ た。 

六 

g りさ ま  みよ 

すろ とェン チンの 響に 搖贺 されたら しく、 その 時 幾 乃が 漸く 正氣 になって、 SE をー崢 つて 二人の 

顔を兑 上げろ と 同時に、 痛み を 感じて 來た とみえて、 むづむ づ體を 動かしながら 眉 根を辈 めて る 

L7 

ことば  かが  ど 

「第 かっきました か。 」 英夫 は、 語 を かけて 前へ 屈む やうに して 、「氣 分 は 何う です。 どこか 痛む で 

すか。」 と 訊ねた。 

白. 蝶の やうに 眞 蒼であった 幾 乃の 顔 は、 いくらか 生氣 を：^ 復 して 来たが、 口 を 利く の はちよ つ 

と W 難ら しく：：： 化え た。 

うる  。が 

「私 足 を 折った んぢ やないで せう か。」 幾 乃 は 細い 聲 でさう 言って 蕃； A んだ顔 を 歪めて ゐ たが、 同時 

に 膝頭 右の 腕の 肱のと ころ や、 肩胛骨 頭の 痛み を も 意識した らしく、 英 夫が 摺 寄って 訊く と、 そ 


の 邊へ手 を さはって 兑 せて るた。 

,  ところ  あしく， ひ  かパ i 

英夫は 足 や 腕に 手 を 觸れて n 儿た が、 どこも 骨の 碎け たやうな 所はなかった。 足せのと ころが 號 

へ かけて 赤く 腿 上って ゐ たり、 腕に 擦過傷が あろ， たけであった。 しかし 肩胛 せが 少し 何う かなつ 

あたま 

てゐ はしない かと 思 はれた し、 仆れ たと き 確かに 頭腦を 打ったら うと は 推察され た。 

たい  しあ はせ  やつ 

「しかし 大した ことがなくて 幸福で したね 。：」 英夫 は 慰める やうに  一一 一一！ 1 つたが、 荒 川 も 漸と安 心 し 1 

やうに、 

「まあ 好かった。 それなら 片輪に なら ずと 濟む だ ら う。」 

あとし ざ  まんなか  はラ ， ハンドル 

と、 また. E 動 車が 動いて、 後 返りに 往来の 眞 中へ ぐっと 乘り だす，.^ 思 ふと、 元來た 方へ 把手 を 

向けろ のであった。 隨 いて 來て くれろ 巡^に きくと、 外科で 有名な J  L 病院の 分院が 三 停留 場 ば 

あと  その はう い 

かり 後に あろから、 共 方が 好い だ ら う と 言 ふ の で あった。 

「この 方 は、 贵 方の：：」 と 荒 川 は 小聲で 訊いた。 

なん  それ 

「いや、 ^に 何でもな いんです が、 今日 ある 劇場で 友人に 紹介され まして、 其から 一緒に 歸 ると 

ころ-たつ たんです。」 そし て 彼 は 幾 乃の iH 所 や、 記者 だと 云 ふこと など を 話した が、 同時に この 紳 

士が荒 川 其 人 だと 幾 乃に 吿 げた。 

「は：： さう です か。」 と、 幾 乃 は 驚いて、 痛い 頭 を クシ ヨンから 持 上げ， <j> やうに して、 敬意 を 表 


九 o 

しょうと したが、 荒 川 は それな 制して、 た 所 どうも 女優の やうで も あろし、 .15- 家の 娘さんの や 

うに も はれろ し、 私 は 一向 兑當 がっか なんだ。 ああ、 記者です か。 それ は 何う も 飛んだ 人 を櫟 

いてし まった ね。」 

あたま い  ふ-つ 

モ して 彼 は 後 n の 參考に 頭腦へ 入れて おきたい と 一； ムふ 風で、 その 姓名 や、 所屬 新聞社の 名 を 確 

すま  つ 

めたり した。 幾 乃 は 苦痛 を も 忘れて、 じっと 二人の 話に； zt を 澄して ゐ たが、 問 もな く 病院へ 着く 

-C すぐら  はこ こ 

と、 時 を 移さず 擔 架に 移されて いきなり 階上の 藤 暗い 病 にと 運び込まれて、 寢臺の 上に 安臥す 

ろ ことができた。 

AO き  あしく， ひ 

^^に4ぉぃ宿直§2がニ人ばかり來て、 大體 的に 診察した が、 足首の 關 節が ねぢれ てゐ たり、 肩の 

さしつ かへ  て あて  あした 

！^リ に も與狀 が あろ と 云 ふので、 差 岡な ぃ範 で當 座の 手當 はし てお くが、 明朝に な らな け れば詳 

しい こと は 判らない とい ふので あった。 

「右の ここんと ころが 少し 骨に 異狀が あるかと 思 ひます が。 大した こと はあり ま せん c」 若い 醫員 

は& 色と 觸 つて 兑 ながら 言 ふので あった。 

いづれ 

「孰に しても 一 一週間と はか かりませんで せう。」 

て あて  ひど 

幾 乃 は 早速 その 局所 局所の 手當 をされ て、 ぐるぐ ろ繃帶 されて しまったが、 痛み もさう 酷く は 

なかった. * 


二れ こんや  ひき ふ  あした  さっき 

「では まあ 是で 今夜 は 引取ろ ことにして、 明朝 また 誰かよ こす ことに。」 と、 先刻から 英 夫と 醫師 

との 話 を 聞いて ゐた荒 川 は、 その 時 椅子 を 離れて、 「何う です。 贵方 もこれ で 引 揚げろ ことにして 

はラ  とり i か 

：: お宅の 方 は、 勢宫 によろ しく 取 計ら はせ ろと でもしょう。」 

ど  あと  ひきう 

「もう 何う ぞ御 心配な く。 後 は 私が お引受けし ますから。」 英夫は 一一 =a ふので あった。 

「あんた も 飛んだ 災難だった が、 まあ 爲 方がない、 少し 我慢して：：」 と、 荒 川は寢 豪の 傍へ 寄 

つて 來て 慰めながら、 別れ を 告げた。 

「どうも 色 eJ 有難う ございました。」 幾 乃 は 繃帶の 下から、 歪んだ 顔に 微笑 を 浮べ て應へ た. - 

英夫は 入 n まで 荒 川 を 送って 出た が、 荒 川 は 懐かし さう に、 彼の 年齢 を 訊いたり、 未亡人の 健 

康を 尋ねたり して、 

や  むかしばなし 

「そのうち 是非 遣って 來 たまへ。 昔 話 でもしょう。」 

「有難う ございます。 しかしお 忙しいで せう。」 

「さう だ、 忙しくな いこと もない。 しかし 此は 別問題 だ。， J 荒 川 は 笑って ゐた。 

「ああ 然ぅ 一一 ：12 へば、 今度 はお 芽出度う ございまし た。」 英夫は 氣輕に お 祝 ひ を  一一 S つ た。 


み かへ  ひとあし 

「いや。」 と、 彼 はちよ つと 英夫を 見返して、 「では 甚だ 勝手 だが 一足お 先へ。 いづれ 誰か 家族が 來 

ろ だら うから。」 そして 彼 は 石段 をお り て 自動車 に乘 つた。 

英夬は 病床の 側に ゐた。 先刻 警宫が 入って 來て、 代々 木の 住居の 番地 や 父 や 彼女の 姓名 年齢 職 

かきと 

業な ど を 訊いた とき、 荒 川 も 慰問の 場合な どの 必要から、 それ を 手帳に 書留め たのであった が、 

^ひ づら 

幾 乃 は 一一 =11 辛 さうな 顔 をして、 それに 答へ てゐ た。 それに 依ろ と、 彼女の 父 は 多分 現在 は 無職 だら 

まさかげ  たしか  ひびき 

うとい ふので あつ たが、 正景 とい ふ 名前 は 確に 英 夫の 耳に 異様な 響を與 へずに はおかなかった。 

そして 慧敏ら しい 彼女の こと だから、 佝か 想像が ついて ゐ ろので はない かと も 思 はれて、 二人 限 

おちて 

になって みると、 前の やうに 平氣で 彼女の 面 を r:- ろ こと は 出来なかった が、 しかし 幾 乃 を 高利 貸 

の 娘 だな どと 思 ふこと は、 迚も 忍びない こと だと m 心 はれた。 

「飛んだ E に 逢 ひました ね 。」 英夫は 然し わ ざ と 笑顔 を 作って 言 つ た。 

さま 

幾 乃 は 極り 惡さ うに 目 を そらした が、 

c、 

「私が 粗忽だった ん です。 贵 方にまで 飛んだ 御迷惑 を かけました。」 

「まだし も 自動車の 主 が、 荒 川さん で 好 ；. y ざんした ね。」 

-? 'か  ど 

「ほんた うに 不思議な 御緣 です わ。」 幾 乃 も 細い 驟で 言って、 寂しい 微笑 を 浮べた。 そして、 「何う 

ちな た  t 

ぞ贵方 もお 歸 りに なすって 下さい まし c」 


「さう で すれ。」 と、 英夫は 時計 を 見ながら、 ーぢゃ 餘り遲 くなります から、 失禮 します。 贵女 もお 

やす  い  ，， 

寢み になったら 可いで せう。」 

うち  こ 

その 晚は それで 別れた。 幾 乃 は 幾 乃で、 夜更けた ため か 誰も 家から 来なかった ので、 看 謹 Itl に 

ま  5 ち  に 

番 されながら 問 もな く 眠に 沈んで しまったし、 英夫も 家へ 歸 ると、 母 は 姉の 方へ 行って ゐて 不在 

ねむ  その 

だった し、 妊娱 中の 妻の 芳枝も 眠 さう だった ので、 その 夜の 出来事 は 其 ま. ま 自分 一人の 胸に 秘め 

てお くより 外なかった。 勿論 芳枝 は、 結婚して からもう 三年 も 立って ゐ たけれ ど、 不思議に 剛. S 

な氣質 を.. もって ゐる 上に、 虚榮 心の 强 いこと が、 英夫 自身に も 不快だった し、 敬 子の 氣 にも 入ら 

パは  うち よ  うちわ  は ひ 

なかった。 问 時に 芳 枝の 側に も不滿 はあった。 父の 名前 や、 姉の 家 は 好い にしても、 內 輪へ 入つ 

てみ ると、 總 てが 豫 期に 反すろ ことば かりであった。 結婚の 動機に しても、 二人の 戀愛 意志に 极 

ざした もので は 決してなかった。 そんな 事に 馴れた 人の 周 施で 結合され た 世間 普通の 結婚で あつ 

わか  ひとり むすこ 

た。 勿論 英夫 はま だ少 かった。 挙窓を 飛 出した ばかりの 世 Si 見ず であった ば かり か、 一 人 息子 

で、 しかも 親 達の 晩年の、 子であった ところから、 まろで 溫室の 草花 か 何 かの やうに、 ぼや ぼや 育 

てられて 來 たので、 そんな 生涯の 大事に ついても、 實際 的に は 何 一 つ-; li! 見がなかった。 顔 だと か 

舉 校の 成績 だと か、 そんな 表面的な 事 以外に、 洞察の 0 のと どき やう もなかつ たが、 機會 も與へ 

られ てなかった。 


九 四 

不思議な ことに は、 芳枝は 八洲 子に だけ はさう 受は. 惡 くなかった。 勿論 其の 結婚 も 八洲 子の レ以 

前の 友達で、 今敎 育の ことに たづ さはって ゐろ 人から n がか かって 來て、 八洲 子が 主と なって そ 

れを 成立た せた とい ふ因緣 もあった。 

うち 

そ. S 晚も、 英夫は 家へ 歸 つても、 少しも 家庭の 和樂を 感ずろ こと はでき なかった。 その上い つ 

になく 芳枝 を^ はしい 女の やうに さへ 思った。 

-, ろつ 

「こんなに 迎 くまで、 どこ を 彷徨いて いらした の。 また カフ ェ でせ う。」 芳枝 はそんな 事 をき 口 つ 

ふしど  は ひ 

て、 そのまま 臥床へ 入って しまった。 

そば  よく と し 

子^が 傍に 寢てゐ た。 三月に 芳 枝が 来た、 その 翌 歳の 春に 生れた ので、 まだ 丸一年く らゐ にし 

かなって ゐ なかった が、 英夫 はお 日歸 つて 其 顔 を 見る のを樂 しみに して ゐた。 

よ  とこ つ  ひさし 

その 夜 は 子 佻 も 寢てゐ たので、 英夫は 床に 就いて から 本 を 毘てゐ たが、 m4 ひがけな く久 ぶりで 

いろいろ  あたま 

逢った 荒 川の 印象 や、 幾 乃の 身の上 や、 自分との 交涉點 や、 種種の ことで 頭腦 が混亂 して ゐ たの 

で、 讀む ものが 一向 身に ならな かつ た。 

「おいおい、 ゲ 日は眞 實に不 3^ 議な 事が あつたんだ よ。」 彼 はさう 一一 目って、 芳 枝を搖 起したい くら 


ゐ であった が、 幾 乃の 事 は やっぱり 妻に も 秘密に してお きたい やうな 氣 がした。 

すろう ち 彼 は 眠って しまった。 

いつも  あたま  ていれ  た 

翌朝 nr のさめ たの は、 七時顷 であ つ た。 毎時のと ほり 頭 髮の手 入 をしたり、 飯 を 食べたり し 

ま  うち 

て、 少し 子 佻に かまけ てゐ ろと、 もう 出勤 時 問が ：3 つて 來て、 間もなく 彼 は 家 を 出た。 芳枝は 今 

あかご 

H はお 産婆が 來 ろし、 女中 一人で は 困ろ なぞと 一一 M つて ゐた。 それに 赤子の 支度 もま だ 碌碌 出來て 

ゐ ないし 春に なつてから、 一度 も實 家へ 行って 見ない から、 今のう ち 訪ねて おきたい なぞと も 言 

つて ゐた。 

ひま 

「ちょっと も 外へ 出ろ 隙がない のよ o」 彼女 はこ ぼして 居た が、 そんな 時には 何時でも 結婚 以前の 

おち ひど 

生活の 樂 しかった ことが 憶 出されろ らしかった。 勿論 英夫を 嫌 ひではなかった し、 多くの 緣談の 

h きら 

巾 か ら 彼女 は 彼み-選ん で來 たの だと 云 ふこと も 明かで あ つたが、 生活 狀 態の す つ かり 彼女の 期待 

を 舆 切った ことが、 彼等の 結婚 生活 を 不幸に して ゐ た。 

ひ  なんら 

その n 英夫は 五 時！ g に會 社が 返け ると、 また 一寸 病院 を 舞 ふこと にした。 何等か 新 事 實が發 

やつ ぼり 

見され さう にも 思へ て、 好奇心が 動いた が、 それよりも 矢 張 彼女の 容態が 氣 になった からで あつ 

*  )  0 

なに  うち 

室に は 誰も 居なかった。 幾 乃 は 卷謹婦 と 何やら 話 やして ゐろ處 であった が、 家から とどいた 


と：： ル えて、 着物 を 着！； 3 へて、 蒲圑ゃ 毛布 や なぞ も取眷 へられて あった。 

「昨夜 は失禮 しました。 あれから 何ん なです か。」 と、 英夫は 傍へ 寄って 訊ねた。 

「有難う ございます。 肩 胛 骨が 少し 摧 けたんだ さう です けれど、 お蔭で 大した こと はなさ さう で 

すから。」 そして 彼女 は、 昨夜 機れ た 時の 前後の 心 持 なぞ を 話した。 

「荒 川さん から は、 あれ 限りです か。」 英夫は 訊いた。  • 

「今 電話 を かけて 下さい ましたの。 それから 少した つと、 使の 方が お見舞 を もって 來て 下さい 

ました。」 と 幾 乃 は 目 を あげて、 傍に おかれた 大きな 水菜 子の 籠 を 彼に 示したり しながら、 「書生 さ 

んの やうでした わ。 共の 方 は、 それで"； 儿 から 代々 木の 家の 方へ も 行きた いからと 言 つて ゐら つし 

やい ました けれど、 私 御 辭 退し ましたの。 荒 川さん に、 そんな 大騒ぎ をして いただいて は濟 まな 

いと m 心 ひました から、 けれど、 多分い らした でせ うよ。」 

そして 彼女 は それ を 荒 川に 對 して、 如何にも 極の わろ いことの やうに m わ ふらしく、 じっと m 心 ひ 

沈む のであった。 

「けど 可 いぢ やないで すか。」 

一— え。」 と、 幾 乃 は 悲しげ な 目 をし て やつ ば" 打 沈ん でゐ たが 、「そ れ も 父が 何ん な 風の 態度に 出 ま 

すかと m わって — 」 


「さう 云 ふ 事まで、 贵 女が 心 すろ 必要 はな いぢ やないで すか。 入院の 費用 なぞ、 それ あ 荒 川 さ 

んが 持った の は當然 でせ うからね。」 英夫は 謎 を かけろ やうに 言 ふので あった。 

「然 うでせ うか 。しと、 幾 乃 は 少し 顏を 顰め ながら 、「私 自分 の 過失で、 あの方に そんな 御迷惑 かけ 

ろ 理由 はな いと 思 ひます けれど、 ； 1^ の 父 は 少し 解らず やの 方なん でございますから。」 

あなた  なに  ことせ  き 

r 贵女の 御父さん は、. 何 をな すって ゐ らっしゃ るんで す。」 英夫は その 言 紫に ついて、 ， 訊いて み 

,  一 0 

あんま 

幾 乃 は 顔色 を 動かし もしなかった。 そして 入口の 方へ 向いた 目 を、 じっと見 張った まま、 「餘り 

好い こと もして ゐ ないやう なんで ございます。」 と、 眩く やうに  一一 3 ふので あった。 

あなた  かしだ 

「 失禮な こと を 言 ふ や う です が、 貴女 の 御父さん は 若し や お 金 なぞ 貸出し て ゐ らっしゃろ ん ぢ や 

きりど 

な いでせ うか。」 英夫 はさう 言って 切 出しながら も、 悪い こと を 言った もの だと 悔いた やうに E あ 

はず 顔が 熟って 來た。 

「 え。」 と、 幾 乃 は 苦笑し ながら、 「そんな 事 もして ろ やうなん です の。」 

九 

「勿論 金 貸が さう 悪い 商寶 だと も 言へ ないです ね。 銀行 だって 何 だって 一 面 は 金 貸です からな。 


九 八 

むさぶ  い  はなし  は 

ただ 5t 利 を 食る ので 可け な いんです よ。」 英夫は 辯 解す ろつ もりで、 却て 話 を惡ぃ 方へ 導いた こと 

に氣 がつ いて、 はっと 思って 相手の 顔を觅 た。 

「え、 それに 父 は 隨 分 義俠心 も ございま すの。 一時 浪人の 親分の やうな こと もして ゐ ました か 

ら、 滿洲へ 行って ゐ ました 時分の ことです けれど。」 幾 乃 も 辯 護 的に 言った が、 氣が 差した やうに 

あなた  なに  & ふべ 

紅い 顔 をして、 「貴方と 父と 何 か御關 係が お あんな さろ んぢ やないで せう か。 私咋 夜から そんな 氣 

がして ゐ ますの。」 

あなた 

「いや、 別に：： しかし 無い こと もない ので：： 實は 私の 或债 權が贵 女のお 父さんの 手に 渡って 

あなた 

ゐ るんで す。 かう なれば 事 實を吿 白して 了 ひます がね。 勿論 偶然の ことで、 贵 女に 御關 係の ない 

こと は 十分 知って ゐ ますよ。」 

したくち， ひる 

幾 乃 はちよ つと 驚いたら しかった が， 輕く 頷いた だけで 惱 しげに 下 唇 を嚙 んで默 つて ゐた。 

が 暫くして から、 

「やはり、 それ は 高利です か。」 幾 乃 は 微聲に 訊いた。 

r 然 うらし いんです ね。」 英夫は 首 を 傾げながら 言った が、 じっと 彼女 を 凝視め て、 「しかし 御 心配 

なん  あなた 

に は 及びません よ。 遠からず 何とか 解決 もつ く 苦です から。 私も贵 女に こんな 話 をす ろ 積り はな 

かったんで すが、 つい 正直に 言って しまって：： 可け なかつ たんです ね。」 


「いいえ、 私 何とも 思って やしません わ。」 幾 乃 は 可笑し さう に 打消して、 「でもお 氣の毒 だと 思つ 

てるます わ。 何ん な 性質の 御 負傻か 知りません けれど、 多分 昨夜 伺った やうな：：」 

「可け ない。 餘 計な こと を 言って しまったな。」 と、 英夫は 今更 取 返しの つかない こと をした と 言 

ふやう に、 自嘲 的に 笑って、 「それが 何 か 利害：： の 勿論 さう 云 ふ 風に 僕 を 見て 下さり やしないで 

せう けれど。」 

「そんな 事 ございません わ。 です けれど、 私の 力で、 少しで も 貴方の 御利益 を 謀ろ ことができ ま 

す 力 如何です 力。」 

「そんな 事：： 僕 は 決して そんな 精り でお 話した 譯ぢ やな かったんです からね。」 

「それ ぁ然 うです けれど：：」 と、 幾 乃 は 少し 身動き をしょう としたが、 體中 痛み を 感ずろ らし 

く 顔 を 顰めて、 其 まま 思 ひ 沈んで しまった。 

「それよりも、 僕 は 貴女との 遭遇に ついて、 色色 考 へさせられて ゐ ろんで すよ。 全く 利害の 觀念 

それ ちな た と5  あなた 

も 離れて。 其に 貴方 を 透して 僕の 想像す ろ 貴女の 御父さん は、 決して 世間 普通の 金 貸ぢゃ ありま 

せんよ。」 

あなが 

「强 ち然 うで も ございませんで せう。 です けれど、 私 不思議な こと を 時時 考 へます のよ。 ^に 深 

い 原因が あろ 譯ぢ やな いんです けれど 私の 本能で、 時折 妙な こと を考 へます の。」 


1 00 

「それ は 何ん な ことです か。」 

「私たち はま 實の 親子 だら うかと そんな 事 を 思 ひます の。」 

あなた 

r ちゃ 貴女 は 養女と でも 言 ふんです か。」 

「勿論つ い 最近まで、 そんな こと は 少しも 氣 着きませんでした。 二三 年 前まで わね。 若し かする 

と 母 だけが 異 つて 父 はやつ ばり 風實の 父な のか も 知れません わ。」 

幾 乃 はや や 興奮の 色み 4i ベ て、 「孰に し て も 私の 想像に 過ぎな いんで ございます けれど、 でも 何 

の 理由の ない ことで も、 自分の 感じた ことに は、 相當に 极據が あろ やうな 氣 がします の。 それと 

も眞實 の 親子で も、 そんな 氣の する ことがあ るんで ございませ うか。 私 自分で も u 具實に 不思議で 

ならない ことが ございま すの。」 

「愛情が 薄い と でも 思 ふんです か。」 

r 然ぅ でもな ささう なんで ございま すの。 世間の 親子の 感情 を經驗 する こと はで きないんで すか 

ら 確かな こと は 首へ ません けれど。」 幾 乃 は 寂しい 微笑の 影 をた だへ た。 

「似ない とで も 言 ふんです か。」 

「まあ 然ぅ言 へ ぱ然 うなんで ございま すの 。 顔 も 性！： も： ：」 そし て 幾 乃 は 憶 出した やうに、 

それ 

「其に 何時か こんな 事が ございま したの。 もう 私 小い 時分の ことです けれど、 七 八 つ 位の ね。」 


きの ふ はじ 

と、 幾 乃 は 昨日 初めて 逢った 男 だとい ふこと を も 忘れて、 ほんた うに 親しみ を 感じて 來 たやう 

に 、「何ん な 場合でした か、 それ も 明白に 記憶し ません けれど、 何でも 父と 母と 喧嘩して ゐ たらし 

そと ほか 

いんです わ、 多分 母の 嫉妬なん で ございませう。 外で 他の 女に 出来た 子 を、 貰 ひ 子の やうに して 

入籍した でせ うって こと を：： それが 私の ことら しいんで ございます の。」 

その 時、 先刻から 室外へ 出て ゐた 看護婦が、 ^意に 扉 を あけて 入って 來 たので、 幾 乃 は 遽に話 

を途 切らせた が、 それと 同時に、 「小 原さん、 濟 みません が オレン.. チ でも 少し 出して 下さいません 

か。」 と吩咐 けた。 

とりお  ど  ふ-つ 

看護婦 はォレ ン. ヂを 三つ 四つ 盆に 取 出して、 「何う 云 ふ 風に しませう。」 と 言って、 ちょっと 躊路 

そつ 

して ゐ たが、 英 夫が、 「僕 自由に やります。」 と 言 ふので、 そのまま 叉 遠慮す る やうに 竊と 出て 行つ 

た。 

なん  しゃべり 

「 ：r たか 詰らない お 饒舌 をして しま ひました わ ね。」 幾 乃 は 寂し く 微笑し な が ら、 「それで 母の 言 ふ 

ほんた 5 

ことが 眞實 とすれば、 私 は 父の 子 かも 知れな いんです けれど、 父の 一 百 ふこと が —— 勿論 一 てれ も 父 

と 母の 間 だけの 祕密 です けれど、 眞實 とすると 私 は 父の 子で もなかつ たんです わ。」 


一 o  二 

「それ だと贵 女の 親 は 外に あろんで すな o」 英夫は それに は 格別の 與味を 感じな かった が、 しかし 

話な すろ 幾 乃に は、 不 m ほ I な 親しみ を 感じた？ 

「え、 然ぅ かも 知れません のよ。」 と、 幾 乃 はしば らく 沈思して ゐ たが、 「私 こんな 暢氣な 性分です 

から、 現在の 親を眞 實の 親とば かり 思って ゐ たんです、 そんな^^1を^ぃてから、 何だか 變な氣 が 

しました ね。 あの人 逹の顔 を 平氣で a て ゐられ ないやうな、 妙に 寂しい 氣 持なん です の。 そして 

然ぅ 思って みろ と、 それ も 子供の 僻みで せう けれど、 父 や 母の 私に 言って ゐろ こと や、 私に 爲て 

ゐる ことが、 總て 偽りの やうに 思 はれて、 以前の やうな 素直 さで 受容れ る ことができ なくなって 

しまつ たんです。」 

「さう 云 ふもんで すかね。 恐ろしい もんです ね。」 英夫は 小刀で オレン.. チを 切りながら、 盆のう へ 

において、 自分に も 食べ、 幾 乃に も 侑め た。 

幾 乃 も 左の 手 を 働かせて、 一片 食べながら、 

「私 それまで 別に GI 分の 身のう へ を 不幸 だと 思ったり、 世 ^ を 疑ったり すろ やうな こと はな かつ 

たんです けれど、 幼いながら I 幼いだ けに 刺戟が 強かった の だと も 言へ ませう けれど、 まあ 

大袈裟に 言へば、 人世 觀 がすつ かり 變 つてし まったんで すね。 自分 を强 ひて、 不幸な 運命に 陷ぃ 

れる やうな ことば かり 考 へて、 も、 つ 悉钱絶 的に なって ゐ ましたの。 この頃 は 頭 腦も變 りました 


けれど、 十 g: 五まで は 妙に 暗い 氣 持で、 そんな 事ば かり 考 へて ゐ たんです」 

- しかし 御父さん は、 貴女 を 愛して くれ るんで せう 」 

「それや 愛して くれろ に はくれ ますの。 けれど、 其の 愛情に、 どこか 逢が あろ やうな 氣も しま 

すの、 ちゃう ど 得難い 靈か に對 する やうな 秦で、 それが 一つの 誇で も あろし、 大切に し 

てゐ れぱ、 今にず が 出る と 言った やうな ね。」 幾 乃 は 微な笑 ひ聲を 立てた。 

「t:^ の 親 は みんな 然 うです よ。」 

「さう でせ うか。 親の 愛 はもつ と 犠牲的な ものの やうに 思 ひます けれど：：」 

「si しても、 ffifi さう 不幸 ぢ やないで すよ。」  I 

「f  IE ちて ゐ ます けれど、 でも 時時 世の中が 寂しくて 爲方 のない ことが ございま すの。 ^ 

ぎぞ も、 誰も f ら來て くれないし、 ゲ f  く 女中が 来たば かりで：：」 と秀 はず やうに 

言 ふので あった。 

「兄 はな いんです か。」  . 

「ございません の。」  ひ  . 

「そんな 事 I へない ぎ纩 いです よ。 そして 結婚 生活に でもお ズり になったならば、 s{ 

さから 救 まれる こと も 出 來ろぢ やありません 力 」  一  . 

へ  1 0-1 

s  0  ノ 


一 c 四 

「え：： です けれど 私さう 云ふ氣 がちつ ともしません の。 孤獨 なら 孤獨 で、 一 牛-寂しい 道 を 歩く 

の もい いと 思って ゐ ますから。」 

「それ は餘 りに 心細 いぢ やないで すか。 贵 女の やうな 若い 方に、 そんな 厭世的な^ 向 は 感心し な 

いです ね、 心 持 次第で 隨分 愉快に 慕せ ろ 世の なかです からな。」 英夫は 笑 ひながら 言 ふの であつ 

た。 • 

「 私， の 屮 ふ- そんな に 愉快な ものと m わ ふこと できません わ.。 昨夜 だ つて、 あれで もつ と 甚く li れ 

れぱ、 私 は 死んで 了つ たんです。 それ も眞の 偶然の ことで：：」 

「しかし 恁 うして 助かった の は、 幸福 ぢゃ ないです か。」 

十一 

そんな &i をして るろ、 つちに、 つ ひ 二 時 問 ぱ かりの 時 問が たって、 七 時 頃に なった。 英夫 は此頃 

殊にん c: 分の 家庭 を荒寨 たる ものに 感じて ゐ たが、 ここで 幾 乃と 話して ゐて、 ふ と 其 の 寂しい 家 

庭へ 歸 つて 行く こと を考 へろ と、 一層 その 感じが 深かった。 幾 乃に 對 すろ さう した 氣 分に、 別に 

戀 愛の 彩が 湊 出し てゐ ようと は 思 はれなかった し、 幾 乃 にも そん な氣 持が あらう と は 想像 さ れ 

なん  ひ  こんや  かの A つよ の-一 

なかった が、 何となく 心を惹 かれた 。八， 夜 は 殊に さう であった。 そして 寂しい 病室に 彼女 を 遣し 


ていく に は 忍びない やうな かして、 つ ひう かう かと し 込んで しまったの であった。 

すると 其 處へ、 彼女の 母が 見舞 ひに 来たので、 それ を 機 會に彼 は 漸く 別れ を吿 げた。 

母 は n 一十 四 五く らゐの 年頃で、 夜分の こと だから 別に 着飾っても ゐ ないやう であった が、 ダイ 

やせ 

ャ などが 淺黑 いその 指に、 高貴な 光 を 放って ゐた。 瘦 ぎすな 小柄な 女で、 丸 體 に 結った 姿 は、 郊 

外の 女らしく は 見えなかった。 

英夫 は、 「母で ございます。」 と 幾 乃に 言 はれて、 今度の 災難のお 見舞 を 簡單に 述べた が、 母の 方 

でも ひどく まご つ いた 調子で 昨夜から 世話になった 禮を 述べて ゐた。 

なん  よ  - つけい 

しかし 何だか 感じが 好くなかった。 娘に 對 する 他人の 好意 を 受容れ ろ だけの、 世間 普通の 人情 

わ きま  きま  きのどく 

的 辭 令 を さへ 辨 へない 女の やうに 思 はれた。 で、 幾 乃 も 極り がわろ さう だった し、 英 夫も氣 毒の 

やうな 氣 がして、 直に 辭 して 出た。 

「成程 あの 御母さん では、 あの 女 も餘り 幸福で も あろまい。 そして あれに 相當 した 良人で 幾 乃の 

^5 ちみち  .ゥ ち 

父が あろと すれば！」 英夫 は途途 そんな 事を考 へながら、 暗い A: 分の 家へ 歸 つて 行った ので あつ 

たが、 閾を 跨ぐ と 忽ち 心が 凍りつ くやう になろ の を 感じた。 

た， ひたび  ふか 

翌 R: も 早く 出勤した。 しかし 其晚は 病院へ はわ ざと 行かなかった。 度度 接觸 して 氣 持が 餘り深 

-. ^しても 困る と 思った し、 债務 のこ とん あろので、 心に 咎めろ やうに も 思へ た。 で、 電車が 病院 

0  0  一  0 五 


1 o 六 

の 前 を 通ろ とき、 あの 邊の 部屋に 幾 乃が 居る の だと m 心 ふと、 今頃 は あの 寂しい 薄暗い 部屋の なか 

に 何 をして ゐ ろかと 云 ふやうな 氣 がして、 そのままに 通りす ぎ ろの が惡 いやう に 思 はれた。 

「きっと 今夜 も 待って ゐ ろに 遠 ひない。 そして 話したい ことが、 まだ 澤山 あろに 決って ゐ るん 

だ。」 

英夫 はそんな こと を考 へながら、 ふと 電車が 止った とき、 餘程 i りょうかと 思って、 クシ ヨン 

う. 》  うごき ど  やつ 

から 腰 を 浮し かけた ので あつたが、 躊蹐 して るろうち に 動 出した ので、 漸と 助かった と 思った。 

その 翌日 も、 朝家 を 出ろ とき、 芳 枝が 氣 分が わるい と 言って ゐ たので、 會 社が ひけろ と 11 凰； 直に 

-， ち 

家へ 歸 つてし まった し、 その 叉 翌日 は 例の 蟲の すかない 母親が 來てゐ たので、 ちょっと 容態 を聽 

ぢき  なん  あきた  この あ ひど  -ゥ ちと 

いた ぱ かりで、 に 歸 つたが、 何だか 飽 足りなかった。 此問 あれほど 打 解けた 話 をした 幾 乃 も、 

こと f 

その 日 はた だ 普通の 言 を 口にして ゐ ただけ で、 身の上 &i をした こと を、 今更 後悔して ゐ ろので は 

ないかと さへ m 心 はれた。 

こ ころもち び つ こ 

勿論 その 時の 話で は、 足が 心 持 跛 足に なろ かも 知れない と 云 ふこと であった。 

「そんな 事ないで う。」 英夫は 慰めた。 

「え、 何うな つても 介意 やしません わ。」 幾 乃 は 言って ゐ たが、 寂し さう であった。 

や  ひそ 

r も う も う 新聞社な ぞ韶め て も ら ひませ う。」 母 は 眉 を 攀め な が ら 言 ふので あった。 


そと かけ 

「女の 癖に 外を駄 ずり ま はろ なんて、 そんな こと をす るから、 さう 云 ふ 目に も 逢 ふんです よ。 お 

嫁に 貰 ひ 手が なくた つたら、 何う す ろんで すね。」 

「新聞社へ 出ない たって、 人間が 生きて ゐろ 限り は 災難と 云 ふ もの は、 免 かれない のよ。，^, 乃 は 

椰揄 ふやう に 言って ゐた。 

ふ * フ  g き た 

そんな 風で 一週間 ほどの 日が 直に 經 つてし まった。 そして 十日 目 頃に 行って みろ と、 彼女 は片 

お ほよ そ - 

脚で 立って、 外 を 眺めて ゐた。 骨が 大凡 かたまって 来たらし かった。 

十二 

こっち  よろこ •  ひ  5 か 

英夫は 幾 乃の 立って ゐろ姿 を、 物 珍ら しさう に 此方から 眺めながら、 歡 喜の 色 を 浮べた。 

「もう 好 いんです か。 歩いても。」 

「え、 まだ 右の 足 を 使って は^けな いんだ さう です けれど。」 幾 乃 は 窓に 凭れた まま 應 へた。 

ど  そ „i  つり  き 

「手 は 何う で す。」 英夫は 傍 へ 寄って 釣 を かけて ゐる 手 を 見な がら 訊いた。 

どい ぶかた ま  つり 

「手 ももう 大分 硬ったら しいです わ。」 と、 幾 乃 はさう 言って、 釣 をはづ して、 婉を 上下 左右に 動 

かして： たが、 肩と 水平 以上に 上 へ あげる こと は 困難であった。 

と  さし つか  にっこり 

「でもお 箸 を もったり、 ぺ ンを 執ろ のに は 差 岡へ ません のよ。」 そして 幾 P は莞 然しながら、 「さう 

斷崖  f_  一  0 七 


1 〇 八 

なん  あなた  この あ ひど  はう やつば り 

思 ふと、 何だか 貴方の 此 間のお 話のと ほりに、 生きて ゐろ 方が 矢 張 幸福の やうな 氣 がす るんで す 

の。」 

「さう です とも、 贵 女の 悲 觀は现 ぬのない ことです もの。」 

ほんた う  ろくろく 

r 厦實 にさう かも 知れません ね。 碌碌 *1 問 もみないで、 自分の 氣持 だけで そんな 寨を言 ふの は。」 

そして ぼんやり 日の 暮れ かかって ゐろ 外な 眺めながら、 「この 雨で 何だか 急に 木が 芽ぐんで 來 たや 

うです わ。」 

「さう です ね、 樓 なぞ 大分 帳らん でみ ますな。 んぅ 直きに 三月です からな。」 

外 は 細い 春の 雨が 降って ゐて、 暖かい 靜 かな 夕 募であった。 高靈 にあろ 病院の 二階から は、 下 

.  み おろ  -ー だち  たてもの  かんせい 

の 町の 一部が 一目に 下された。 周圜 にあろ 庭阐の 木立 や 高い 建物 や、 さう した 閑靜な 屋敷町が 

つらな  これ 

段段に 連って、 その 下の 方に 町の 明りが 仄かに 見えろ のであった。 軟 かい 雨に 澗、 つてみ えろ、 是 

等の 町 を 眺めて ゐた幾 乃 は、 寂しい 乾いた 心が、 何となく 優しく 融け 和いで 行く の を 感じて、 淚 

しい やうな 氣 持に 浸って ゐ ろので あった。 

r 私 返院し た ら、 今度 は 新聞な ぞ I 能め てし ま はう と 思って ゐ ろんで すけれ ど：：」 

「御母さんの X が 望で です か。」 

「それ も 有ります けれど、 自 發的 にさう しょうと 思って ゐ +6 す。 - 


あなた  やつ ほり 

「虫 只 女の 境遇から 言っても、 記者 なぞす る 必要 はな かったんです からね。 矢 張 ああ 云 ふこと は、 

それで 生活し なければ ならぬ 孤獨の 人と か、 良人の 生活費 を 助けなければ ならん とか、 さう 云つ 

ちの. ずき 

た 境遇に あろ 人の やろ 仕事で、 好奇に 研究 的に やるべき もの ぢ やな いんです から。」 

「それ ぁ然 うね。 けど 面. a いに は 面白 いんです の。 仕事 其 物よりも 記者 生活と いふ ものが ね。」 

そして 幾 乃 は 少し 足が 疲れたと ころで、 ぴょんぴょんと 片 脚で 三 四 歩べ ッド まで 飛んで い く 

と、 そのまま 上へ あがって、 

「私 退院したら、 荒 川さん のと ころ へ ぉ禮に 伺った 方が いいで せう か。」 

「勿論 それが 禮儀 でせ うな。」  ， 

あなた 

「若し 行く や うでした ら、 私 貴方に つれて 行つ て 戴けな いでせ うか。」 

い  ところ 

「可いです とも。 僕 もちやう ど 行かう と 思って ゐろ處 ですから。」 

「それに 私の 慰藉 金， I . 私 それ を 口にする の も 厭 だ と 思って 居 ま すし 自分 の 過失で 爲た ことで、 

荒 川さん に 御 心配 かけろ の は 大變惡 いこと だと 思って ゐ ます けれど、 父が 慾 張 だもので すから、 

相手が 大臣 だと 閱ぃ て、 無法な 要求 をして ゐる らし いんです の o」 幾 乃 は 心苦し さう に 言 ふので あ 

つた。 

あなた  そのまま 

「勿論 貴方の 片 脚が 完全に 癒らない とすれ ぱ、 其 儘に してお くこと は、 荒 川さん の 良心 が 許さな 

斷接  (1 0 九 


5  二  O 

レで せう 力ら 相 常の もの は 受けろ のが 至當 でせ うね。 それ は 4,1- はん-ちゃないで すか 。一 

「ええ、 でも 其が 相當ぢ やな いんです の。 1 でも 大變な こと を 言って ゐろ らし いんです。 獨 身で 

1 生 現在の 程度の 生活 翕け て行 ける だけの 金額 塞 求して ゐろ とか I んで I いますから。」 

幾 乃 は B ましげ な， して、 囊の f 見て、 「だから 私 ほんた う, fe になつ ちま ひます わ。 t 

で 私 極力 反抗して る ろんで すけれ ど：：」 

あき  l>b.5.' 

英夫は 惘れた 顔 をした が、 其に ついては 何とも 言 ふこと が 出来なかった。 

寂しい 人 


I 

退院して 社へ 出られる やうに なつてから 問も なく、 幾 乃 は 或 R 囊と時 f 約束し 下.，、 て、 

ぉ禮 のた め 打 連れて 荒 川 を 訪問す る ことにした。 

で 社 を 時 頃に 出る とそ こから は、 幾許の 距離 もない、 彼 を 誘 ひに 會 社へ 寄った のであった 

が、 その 頃に は 二人 はもう 隨分 親しくな つて ゐた。 一緒に 歸 ろの も、 今 曰に 限った ことで まなか 


つた。 手紙の 遣 取 もして るた し、 これと 云 ふ 用事 もない のに、 電話 を かけたり した。 

なんじ  ひ 

「今日は あなた 何時に お退け？」 などと、 幾 乃が 東京 日報の 編輯 局から 電話で 聽 くと、 會 社の 雜 

は 5  そろそろ  い  あなた 

貨販賣 部に ゐろ英 夫の 方から、 「もう、 徐徐 歸 つて 可 いんです。 贵女 ももう 歸 ろんで すか。」 と、 そ 

はなしあ 

んな事 を 話 合 ふので あった。 

あたり  こ ご ゑ 

「ぢ やまた 御 一 緒に 歸れ てね。」 幾 野 は 電話室に ゐ ながら も、 四 邊へ撣 る やうな 微聲 で、 「今日は ど 

こにし ませう か。 やっぱり 日 比 谷？」 

「さう ね、 叉 あの 噴水のと ころに しませう か。」 

「え、 それが 可い わ。 私 あすこ 大好きよ。 それに 今日は 奥山さん も來て 仕事 をして ゐ ますから、 

ころ 

同行 者 はなさ さうよ。」 そして 幾 乃 は 咽喉で 轉 がす やうな 笑聲を 立てながら、 「ほんた うに 先日 は 失 

-  また 

禮 しました わね。 あの 塞い ところに 一 時 問 半 もお 待せ して。」 

「はは は 。」英 夫の 方で も 愉快 さう に 笑 ひな が ら 、「では 後刻。」 

「は、 きっとよ。 さよなら。」 と、 幾 乃 は 電話を切って、 紅い 顔 をしながら、 そこ を 出る と 急いで 

マ ン トを 着て 外へ 出ろ のであった。 

- つちと  - つち あ 

そんな 事が 二度ば かりあった。 勿論 打釋 けたと 言っても、 お H の 氣持を 打明ける と 云 ふやうな 

關 係に は、 まだ 成って ゐ なかった。 それに 幾 乃の 方で も、 英 夫に 妻子の あろ こと を、 此頃 知った 


ので —— それ は 3 奚實に 彼女の 想像 もしない 事であった。 あんなに 若くて、 子供 子供して ゐ ろ-船に、 

近いう ち 第二 人目の 子供の 父親になる の だと は 11 厭な 氣 持が してる た。 英夫は それ を 知られる 

こと を、 甚く 恥 かしがって、 そんな 事は噯 にも 出すまい として ゐ たのであった。 

その 日 も 午後に 英 夫から 電話が かかって 来て、 荒 川の 方へ 問合せて みたところ、 忙しい こと は 

-  からだ  た 

忙しい が 今日 夕刻から なら 體を あけて 官邱に 待って ゐ ろから、. 晚飯を 食べ るつ もりで 遣って 來て 

け ふ  それ 

くれとの 事 だと 言 ふので あった。 幾 野 は 多分 今日 あたり だら うと 思って ゐ たので、 共 日 は 其で も 

少しめ かして ゐた。 そして 誰に も氣 取られぬ やうに 竊と社 を 出る と、 急いで XX 物產會 社の 方へ 

出向いて 行った。 ちゃう ど歸り 仕度で 待って ゐた とみえて、 入口の 階段の 下に 待つ てゐ ると、 

直に 奥の 方から 姿 を 現して、 手袋 を はめながら 出て 來て、 「ぉ恃 遠 さま。」 とも 言 はず 一 緒に 外へ 出 

た。 

その へん  せ は  あしどり 

高い 煉瓦の 建物で、 ぎっしり 詰まった やうな 其邊 の閑靜 では あるが、 忙しげな 足 歩で 道 を 急い 

でゐる 若い 事務家な どの ハ ィ カラ 姿の 多く 見られる 通り を、 極り 惡さ うに 少し 離れて 一 一人 は 歩い 

てゐ た。 靴音が 夕 募の 寒い 空氣に 高く 響いた。 幾 乃 は 心 持 右の 足 を 外側へ 引く やうに して 歩いて 

ゐた。 氣 にしなければ 濟む やうな ものの、 繊， 1 で 優美な 足に 誇 を もった やうな 今迄の 歩行 振 は、 

慘 めに 損じられた。 其のた めに 顔が 一 勝 寂しく さへ 見える のであった。 


「私 昨日 父と 隨分 (予ひ ましたの よ。 例の 貴方の 债務 のこと で c」 幾 乃 はふと 言 出した。 

英夫は 一 寸 彼女 を 振 向いた。 

「さう です か。 そんな 事 言って ゐ るんで すか。」 

「父 は 大分 弱って ゐ たやう でした けれど、 やっぱり 駄目なん です の。 私の 言 ふこと など 少しも 解 

つて くれないんで すよ。 J 

「それ ぁ當然 です よ。 それが 商寶 である 以上 はね。」 

「私さう 云 ふ 職業が 正理に 悖って ゐる こと を、 諄 諄と 說 いたんです けれど、 私の やうな ものの 力 

では、 あの 頑固な 執拗な 父 は 迚も 說 服され さう もな いんです わ。 私情 なくなって しま ひました わ。 

かね 

それ こそ 可哀 さう の やうよ、 あんなに お金が ほしい もの かと 思 ひます とね」 

あなた  おろ  と 

「それ も贵 万のお 父さん 一人の 罪ぢ やありません よ。 資本 を 卸して 高利 を 取るな どャ、 寧ろ 正直 

で 無 邪 氣な方 かも 知れな いんだ。」 

官邸で は 紺 サァ. 、チの 詰 襟 を 着た ボ I ィ に案內 されて、 ちょいと した 一 私人の 會見 などに 使 はれ 

すぐ 

ろら しい 小ぢん まりした 暖かい 應接窒 へ 通った が、 お茶 を 吞んで 少し 待って ゐ ると- 直に 荒 川が 
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入って 来た。 彼 は 和服 を 着て 袴 を はいて るた。 

「先日 はお 忙 がしい ところ をお 電話で 有難う ございました。 お 言葉に えて、 揃って 伺 ひました。 1 

と英 夫が 挨拶 を すると、 幾 乃 も この^からの 禮 を 簡舉に 述 ベ た。 

荒 川 は 今まで 何 か 事務官の 用務 を辨 じて ゐ て、 事務に 浸 つて ゐた 頭腦を かに 此方へ 轉換 する 

からど 5 づ 

ゃラ に、 深い 安樂 椅子に 體を 埋めて、 

「ようこそ — 」 と輕 くお 辭儀 をしながら、 

「いつ 御 退院でした。」 

「退院し ましたの は、 一 週 も 前なん でございます。 その 十 速お 禮に 上らう と 存じました ので 

すけれ ど、 却ってお 邪魔 だと W 心 ひまして。」 幾 乃 は 兩手を 膝に 載せた まま 荒 川の 顔を兑 上げる やう 

にして 言った。 彼女 は 一 番 使いと ころの 椅子に 腰かけて ゐた。 

「 それ は 結構で した。， J と、 荒 川 は _.乂 もす はな いと 见 えて 腕 紙 をした まま、 「それで 手 や 足の 方 は 何 

んな ことにな りました。 時時 電話で は 11 かせて はゐ ましたが。」 

「何の こと も ございま せんの。 ただ 足の 方が 少し 不自由に なりました のと、 手が m 心 ふやう に 上へ 

ぐら ゐ  それ  なに さしつ か 

あがらない 位なん で ございま すが、 共と て も 別に 歩行 や 何 かに 差閊 へろ ほど ぢゃ ございませんで 

す。」 幾 乃は應 へた。 


いくらか まし 

「それで は 完全と も 言へ んゃ うだが、 然し 聽 いて ゐ たより は 多少 優 かも 知れん。 何でも 片购は 跛 

それ 

足 だし、 腕 は 屈 仲の 自由 を 失った とかい ふこと であった から、 其ぢ やお 困り だら うと つて、 實 

は 心配して ゐた ところです。 し 荒 川 は 一 一人の 顔を兒 比べながら ffi い 聲で言 ふので あった。 

「- まあ 然ぅ言 へば、 それに 相逮な いんです が、 さう 甚くはありません よ。 足の 方 だって 餘程氣 を 

つ け て： n:- な ければ、 跛 足 だ か 何 だ か 判り ま せ ん よ。」 英夫は 傍から 口 を容れ て、 「愁を 言 へ ば 際限 は 

ありま せんが、 災難 は 小かった 方です よ。」 

「え、 ほんた うに：：」 と、 幾 乃 も 却って 荒 川 を 慰めろ やうな 調子で、 「^何とも m 心って は をり ま 

せんの。 この 上 御 心配 を かけろ の は、 實に 心苦しい ので ございます。」 

荒 川 はじつ と 北ハの 顔を兑 て、 にっこりして ゐ た。 

「さう いふ i に、 識 めの いい 人ば かりだと、 世の中 は 至極 平穩 無事な の だが、 しかし 然ぅ ばかり 

さし つ 

も 言って ゐられ ない。 殊に そのために 結婚に 差 障へ る やうな ことがあって は， 一生の 不幸 だ。 私 

あ 

の 方で も それに 就いては 相當の こと はし て 上げたい と 思って ゐ るので、 御存じで も ありませ う 

ど  あなた 

が、 人 を 以て 御父さんに 今 御 相談 中な のです。 何う かま あ 貴方の 不利益に ならん やうに、 圓滿な 

解決が たい ものです な。」 

「何です か、 そんな こと も 一寸 伺って をり ますの。」 と、 幾 乃 はお づぉづ した 調子で、 顔 を 銀め な 


がら、 一です けれど 父の 考 へと、 私の 意志と では、 大分 距離が ございます ものです から。」 

「さあ、 それ もさ。」 と、 荒 川は氣 安い 態度で、 「贵方 はお HSK すると ころ、 人並 は づれて 淡白な 方 

の やう だし、 吉 村さん は 叉 ああ 云 ふ 御商賣 をな さる 方 だから、 見解の 違 ふの は 寧ろ 當然 だが、 し 

かし 5.1 理に 二つ はない。 だから、 結局 至當 のと ころで 折 合 ふこと が 出来ようかと W 心 ふ。」 

「いや、 今 も 途中で その 話 をし たんです が。」 と、 英夫は 卓のう へに あった、 金屬 性の 葉卷 入から 

葉卷を 一本 摘み あげて、 先刻から それ を 喫して ゐ たが、 その 時 また 少し 乘 出す やうに して、 「本人 

では 入院 費の ほか、 餘 分な もの は絕對 にお 受けした くないん ださう です。 さう 云 ふ 物質的の 報償 

は 望まない と 言 ふんです。」  . 

「はは 。しと、 荒 川 は 笑 つ て 、「で は 物質 以上に 何 か 御 要求で も あるので。」 

「いいえ、 そんな 事 ございません の。」 幾 乃 は 極悪 さう に 云って、 頷いて 袂を 弄って ゐた。 

すろ と 其の 時、 事務 宫の やうな 三十ば かりの 男が ドア を あけて、 食堂の 仕度の 出來 たこと を吿 

げた。 

三 

多勢の 资客を 請ず る やうな 階上の 廣ぃ 食堂の 一部で、 荒 川 は 今夜の 珍客 を歡 待す るつ もりで、 


彼等 も 食事 を 共に したが、 $2 廣服を 着けた 事務 宫も 陪食す ろ ことにな つて、 下の 方の 椅子に かけ 

てゐ た。 彼 は 荒 川の 私人 生活 を餘り 知らないら しかった が、 幾 乃の 負傷 事件 は 知って ゐて、 食事 

が 始まって から も、 その 話が しばらく 鑌 いた。 

「御 本人の 此の方 は、 御父さんと はまる で 違った 見解 を もって ゐられ るので、 實は私 も 感謝して 

この こと ど 

ゐ ろの さ。」 荒 川 は 言 ふので あった 。「それで 此 事が 何うな るに しても、 本人 同士の 間に は、 +分意 

志の 疏 通が あろので、 私と しても 甚だ 心 持が 好い。 さう 云ふ點 から 言っても、 三 萬圓は 決して 高 

いと は 思 はん。 金 さへ できれ ぱ、 少しも 惜しい と 3 心 はんが、 しかし 吉村其 人の 態度が いかにも 陋 

劣な のでね。」 

あなた がた ほんた う  き 

そして 彼 は 幾 乃の 顔 を 見て、 「贵 女方 は 3 具實の 親子な のです か。」 と 訊く のであった 

i.- なづ 

幾 乃 は 顔 を 紅く して、 肯 いた。 

あなた 

「勿論 親子で も、 隨分 意外な のが あるから、 怪しむ にも 足らん こと だら う 力ら、 貴女の 前で 御 父 

さん を 非難す るの は惡 いか 知らん が、 餘り 懸隔が 甚だしい ので、 私の 書生 も實は 不思議に 感じて 

ゐろ らしい。 それに 顔 なぞ ちっとも 似て をらん さう だか、 然 うです か。」 荒 川 は 笑 ひながら、 二人 

の 顔 を た。 

fR-c む  どなた  二 ご. C ぶ 

「は：：」 と、 幾 乃も英 夫の 方 を 振 顧いて、 「やっぱり 誰 方に もさう 見え るんで すわね。」 と、 微聲 


一 一 八 

に 言った が、 更に 荒 川 を 見上げて、 

「實は 私 も 同様の 疑問 を 抱いて をり ますの。」 

「 ほ う、 それ ぢゃ 1:;0！ 方 に も 疑問な のです か。」 

r 私大 分 以前 か ら、 そ ん な 氣 がして ならな いんで " J ざいます の 。」 

「何ん なやうな：：」 と、 荒 川 は 優しく 訊いた。 

「それ は 今 一寸 ここで は 申 上げられな いやうな ことなんで ございます。 それに 初めてお 目に 力 か 

つて it;:? ら ない 身の上 Is!i なぞ 申 上げる の は、 大 變失禮 ですから。」 

そそ 

r さう。」 と、 荒 川 は 熱心 に 彼女の 愛らし い 目 や 口 元に 目 を 注ぎな が ら 、「で は、 それ は 叉 追って 聞 

くと して、 贵女は 何う 云 ふ 動機で、 記者 生活 をされ るので すか。」 

「^に 動機と 云 ふ ほどの こと も 御座い. ません けれど、 反抗 心が いくら か 手 傅って ゐ るんで せう 

と、 自分で もさう 思って をり ます。」 

「お 父さんに？」 

「まあ 狹く 申せば 然ぅも 一 百 へる でせ うけれ ど、 もっと 廣ぃ 意味で 自分の 境遇 や 何か總 ての 生活に 

對 してなん でございます。 それ は、 あの 父の ことで ございま すから、 隨分 愛して くれて ゐ ろに は 

くれて ゐ ますので すけれ ど、 私^! 身 は 今 迄 餘 り 幸 福 だ と 思 つ た こ と は ご ざ い ま せ ん か ら 。 」 


「さう か OJ と、 荒 川 は フォク を 働かせながら、 「ゃッ 御父さん を 中心として、 現實の 生活に 不滿 

が あろの だな。 で、 C 分の 力で 何 か 新しい 速 命 を 開かう と 努力す るの だな。」 

*  あて わら ひ 

「まあ 然 うなんで ございます。」 幾 乃 はちよ つと 口 へ 手 を 當て笑 を 抑へ ろ やうに した。 

「しかし 三^ 圓と云 ふ 要求なん です か。」 英 夫が 言った。 

「さう 云 ふ 話で ね。」 

「それ ぁ大變 ですな。」  . 

とり か は 

「それ も 余で なくつ ちゃな らんと 云 ふん ぢ やな いん だ 。 確實な 貸借 關 係の 證書 にして、 取 交し て 

も 可い と 一一 一一 tJ. ふんだ から 面白 いぢ やない か、 貴女の 前で 言 つち ゃ惡 いが、 これな ど は アイス 氣！^ n を 

遣憾 なく 發 揮した もん ぢ やない か。」 荒 川 は 笑った。 幾 乃 も 笑った が、 顔が 紅くな つた。 何と 云 ふ 

厥な 父 を もった の だら うと、 熟 熟さう H 心った。 勿論、 荒 川に 封して は、 少しも 反感 は 起ら なかつ 

た e 

「その 位なら、 やつば り 現金で ぉ支拂 ひなす つた 方が：： 實際 高利と 云 ふ 奴 はこ わいです から ひ 

「 高利 ？ 君 高利な ん か 借り た ことがある のかね： 」 

「僕 は 借りません が、 父から 權繽し た 其 種類の 债務は ありま す。」 


1 二  o 

さ  あとし まつ  どい "かや 

「ほう 然 うか。 しかし 御父さんの 後始末 は 町 W 君が 大分 遣った と 云 ふ 話だった が：：」 荒 川 は 鋭 

いながらに 優しい 目で、 英夫を 見た。 

「町 m にも 隨分 迷惑 を かけた ようで したが、 此分は 安藤さん が當の 責任者 だから、 大丈夫 だと 云 

ふので 私の 名義に 書換 へ たの です、 しかも それが 同じ 吉 村さん との 關係 になって ゐ ますの で。」 

「それ あ 妙 だね。 大分の 額に なろ ので？」 

たら- •，- つつち や  こ A ど. 》 き. 》 

「一 萬圓 くら ゐの もんです が、 二 年弱 も放拋 つて あつたん ですから、 今度 書換 へる 日に なれば 

それ  -., 

倍 に も 其 以上に もな ろん ぢ やないです か。」 英夫は 言 ふので あった 

「それ ぁ大變 だ。 贵方も 金の 心配 をし なけ あならん や うぢ や、 なかなか 樂ぢ やない ね。」 荒：^ は莱 

の 毒 さう に 言った。 

「樂 どころ の 騷ぎぢ やな いんで ございま す。」 英夫は 情な いやうな 聲で 言 つ た。 

そ、 

「其ぢ や 御母さん も 姉さん も 御 心配 だら う。 私 は 安藤の こと は 近頃 は 一向 知らん し、 ^^！さんにも 

久しく 御無沙汰 になって ゐ ろので、 然 うい ふこと は 少しも 知らなかった。 其の 負侦 のあろう ち は、 

贵方 がいくら 働いた ところで、 到底 頭の 舉 りつこ は あろ まい。」 荒 川 は 憂 はしげ に 言 ふので あつ 


，、つたく  だいぶ ゑ ひ  ほて  いや 

「は、 氣實 なんで ございます。」 英夫は 大分 醉の 出た 顔 を 熱ら せながら、 「實際 顧に な つち まひ ま 

す。 その 事に ついて、 吉 村さん も 御父さんに 言って くれた さう です けれど、 吉 村さん を 煩 はすの 

は、 私と して は隨分 心苦しい ことです から。」 

「お父さん は 取上げち やく れんです かね。 然 うだらう。 あの人に 取って は、 金と 親子と は 全然^ 

問題 だから。」 そして 彼 は 肉 叉 を 手に した まま 暫く 沈思に 耽って ゐた。 

「この 晚餐會 で、 こんな こと を 申 上げる の は 餘り氣 持の いいこと ぢ やな いんです けれど、 つ ひお 

いひ わけ  •  ど 

話しち やつたん です。」 英夫は 分 疎らし く 言って、 「吉 村さん も 何う ぞ惡 しからず。」 

な A  わる. ひ  ふ-つ  ， ^ 

「私 何でも ございま せんの よ。」 と、 幾 乃は惡 怯れ ない 風で、 「ただ 私の 力で 皆さんの 御 災難が 何う 

それ  なん 

かして 救へ ない もの かと、 其ば かり、 考 へて をり ますの。 何とか 出來な いもの で ございませう 

、 0 

力 」 

す る と 其 時 事務官が 遽に肉 叉 を 下にお きな が ら、 

「これ あ 面白い 問題です ね。 お父さん を 敵と して 貴方が 鬪 はなけ あならん と 云 ふ 地位に あるんで 

すから。」 

g  ほんと 

「は、 然 うなんで ございます けれど、. 父 は眞實 に 頑固なん でございますから-」 


二三 

「けど、 贵 女の 決心 一 つで、 何う か 3:1 く 行き さうな ものです ね。」 

「何 か 非常手段 でも 取 るんで ございませう か。」 幾 乃 は 食ネの う へ を 顔 を 仲して 事務. の 方へ nn を 

輝かした。  . 

「いや、. それ は 難しから う。 それより は 矢張り 埒 i 便に 話 をして、 私の方はとにかく恥めて英夫^;^ 

の 方 だけで も、 雙方折 合って 何とか 解決 をつ ける ことにし なけれ あなる まいね"」 荒 川 は 大きい 體 

を 後 ろ へ 凭せ かける やうに して 、「私 も 外 世 と は 思 はない。 町 田 この 餘り樂 でもな さ さう 

だから 其 分 は 私が 引受けて おいても 可い が、 まあもう 少し 考へ さして もら はう。」 

「いいえ、 そんな：：」 と、 英夫は 打消す やうに、 「私 は 決して そんな 積り で、 お話したん ぢ やな 

いんで !. 」 ざいます。 其に 姊もゐ る ことで す か ら 。 」 

荒 川 は そ れ に 返 辭 も せ ず、 喑 い 色 を s; に 浮 ベ な が ら 、 「 町 H に も 、 この？^ ちょいと 颜を 4" した 

きりで、 何 か 知らん が、 辭職說 も ある さう だけれ ど、 何う いふつ もり か：： 私 は 成可留 つて、 も 

ら ひたいと は 思って ゐ るが、 政黨に 入ろ とか、 1K 業界へ 行く とか 云 ふ も、 ちょっと ¥ にして ゐ 

ろ から 强ひ て 留めろ のも惡 いか 知らと m 心って ね。」 

「私 もこの しばらく 逢 ひません。」 と、 英夫 もも ぢもぢ しながら、 「義兄 も 近.； S は 意氣怕 沈し 一し ゐ 

ろ やうです から、 何 か 新しい 道を拓 くの も 好いで せう。」 


「それ も然 うだな。」 と、 荒 川 も 苦笑し 飞ゐた e 

ちょっと 話が 途斷れ たと ころで、 事務官らしぃ1^-をっけた若ぃ他の£?^が、 手紙 を 二三 通 もって 

來て、 食. i;;. のうへ に S いた。 

荒 川 は 封書の 一 EtI を 翻して 發 信者の 名前な ど を 一 一 兑てゐ たが、 其の 屮の女 名前の 一封 を 見た と. 

す  その 

きちよ つと、 顔色が 變 つた。 が、 直ぐ 平常の 態度に かへ つて、 其 まま 封 を 切って、 拙い 字で 卷紙. 

に 書かれた 長い 紙に、 ざっと 目を通した。 それ は 魔； 實に 長い 手紙で、 彼 も 詳しく 讀 む勇氣 はな 

ほつ  ふ-つ  てばや まき 4j さ 

いらし く、 要點 だけ 抬 つて ゐた。 やがて 彼は吻 とした 風で、 それ を手捷 く捲收 めろ と、 他の 二つ 

を も, いて n ルた。 . 

「山 wl^Jr もよ つと _M を讀ん でみ たまへ。」 荒 川 は 女 名前の 手紙 を 無造作に 事務官の 前へ 投 出し 

て、 「我聚 にも こんな 十：： 疵が あろんだ よ。 もう 古い こと だから、 今頃 生きて ゐ ようと は 思 はな かつ 

たが 不思議 だね。」  , 

「はは。」 と、 事務官 は 乎な 仲べ て その 手紙 を 拾 ひ 揚げる と、 兑 にくい 字の 配列 を迎る やうに して、 

くり ひろ 

ずっと 繰 擴げて 行った。 

斷  ！R  1 二三 


一 ニ^ 

「何う だ、 面白いだ らう。」 

「は、 これ は 何う も：：」 と、 事務 宫は 大臣の 顔 を 見 あげて、 それから 义乎 紙に 目 を- 洛 しながら、 

あり 

「貴方に も かう 云 ふこと がお 有になる ん です 力な。」 

「有つ たんだ。」 荒 川 は 苦笑しながら、 「書生 時代： ： と 云 つても、 外務省 出仕の 初期の 頃 だが ね。」 

「し •  かし 此の 手紙に よります と、 此女は 大分 零落して をる やうです が：：」 

「勿論 零落 もして ゐ ろが、 その 當時 我輩が 知らなかった 新 事實も ある やう だね。」 荒 川 は さう 言 つ 

てまた 暗い 顔 をして ゐた。 

「この 手紙で は 閥 口と 云 ふ 男が、 中間に 立って、 大分 細工 をして ゐる やうです が。」 

「中傷され たやう に 書い とる ね。 しかし 何とも 言 へんよ。 閥 口が ロ說 いて 彈っ けられた の を 憤つ 

て 中傷した のか、 或は その 反對 にや はり 關 口の 言 分が 至當 なのか、 今にお き 己に は；； 说 11: だよ。 し 

かし 片を つけろ 蒈の關 口が、 餘り 好く してやらなかった 事 は、 事實 らしい な。」 

そして 荒 川 は、 食後の 林檎 を 刹きながら、 「何しろ 妙な 手紙が 舞 込んだ もの だ。 いづれ も 金で も 

欲し いんだら うが、 何に しても 然ぅ云 ふやうな 不快な 事情で、 餘り 好い 印象 を 遣して ゐな いの だ 

から、 今更 掘 くられろ の は 甚だ 苦痛 だよ。 英 夫君なん か 聞いたら、 驚く やうな 事實 だが、 その 當 

時關 口が 喋って ゐる ^だ か ら、 祕 したと サ J ろで 爲 方が ない。」 


「それに 叉、 こんな 事で 貴方の 人格が 何う の 凭う のと 言へ る 道理で もない のです から。」 事務官 は 

言 ふので あった。 

「卒直で 可 いぢ やないで すか 。」 と 英夫も 笑 ひな が ら 雷 つ た。 

「いや、 其よりも、 何が 問題になる か 知れない の だからね。 それに 子供 もあって 見れば 尙更 のこ 

とだよ。」 荒 川 は 苦笑 をた たへ て、 「その 手紙に も それ を 心配して ゐる やう だからね。 それ も 其頃關 

ロが始末した^^11だが。」 

そして 彼 はしば らく 沈思に 沈ん でるたが、 「關 口と いへば、 あれ は 何う しました かな。 何でも 朝 

^あたりで、 山で 一 時 景氣づ いて ゐ たと 云 ふこと だった が。」 

「^口なら 町^に ゐ ます。 ひどく 零落して ゐろ やうです。 現につ ひ此頃 も、 酒 匂の 別 莊にゐ て、 

常 分 世間 へ は 出ない と 言って ゐる さう です。」 英夫 は應へ て、 「今でもち よいちよ い 山に 關 係して ろ 

やうです けれど、 何處も 事業 休止の 形です から な 。」 

「さう か。 あいつ ー體 そんな 知識 を もって ゐる のかね。」 荒 川 は 苦笑して ゐた。 

しさ o 

話が また 女の 身のう へに 返って 来て、 荒 川 は 其の 子供の 年齢な ど を 連に 數へ てゐ た。 

いづれ  はたち.  さっき 

「孰に しても、 二十 以上に はなって ゐ るね。」 荒 川 は 嘆息す る やうに 言って、 先 一刻から 默 つて 一同 

の 話に； I^t を す まして ゐた 幾： C を 熟 心に 見て ゐ たが、 

_s  m  \  一  MIS 


1 二 六 

はたち  としかつ か- f 

「一 一十と すろ と、 ちゃう ど吉 村さん ぐら ゐの 年恰好 かね。」 

あなた 

「そんなお 孃 さんが、 貴方に おあり なんです か。」 

「いや、 それ も此 世に 存在して ゐる やら ゐ ないやら：：」 荒 川 は 沈んだ 聲で 眩いて るた。 

一 .K 

おち ひど  J 

「今 そのお 子さん のこと をお 思 出しに なったら、 餘り 好い 氣持 はしない でせ うね。」 英 夫が 其 場合 

の禮 儀と でも 思った やうに 一 訊く の であった。 

「さう 顔 を 見た 譯 でもない から、 格別 m 心 出し もせん かった がね。 それに 始終 外 國にゐ たし、 家庭 

があって ないやうな もの だから。 しかし 此問吉 村さん を 操いた 時 は、 何う 云 ふ もの だか 不思議に 

そわ .W も ひだ  なん  なりゆき  なに 

其 を 憶 出した ね。 何だか 妙に 其 子の 成 行 を 想像して： たり 何 かして、 柄に ない 哀愁 を 催したん 

だ。」 荒 川は英 夫と 幾 乃と を 等分に 見ながら 言 つ た。 

「その子 供さん はお 孃 さんだつ たんです か。」 

「さう 云 ふやう に 聞いた ね。 男 だったら、 或は 何とかし てお：： てた かも 知れなかった けれど、 女 だ 

と 言 ふので、 幾分 粗末に した 點も あろね。 その子 供に は 誠に 濟 まん 譯 だが、 n 本人に は 何う も 今 

でも さう 云 ふ 僻： が あろ やう だ 。」 そし て 荒 川 は E を^ か しながら 、「勿論 子が ない と 知ったら、 女 


の 子で も 引取って 育てた たらう が、 そんな こと は 雨時考 へなかった。 その 罰 だら う、 今 かう 云 ふ 

淋しい 思 ひ をす ろの は。」 

なれな！ i 

「そんな 事お 考へ になろ 事が ございまして。 」 幾 乃 は馴級 しげに 訊ねた。 

ち  これ  さ， ひ 

「有ります とも。 私 はかう Ms えて 是 でな か なか 寂しがりです。」 

それ 

「この頃の ことです か。 大臣の 地位 を 得て、 さう 云 ふこと をお 考へ にな ろんで すか。 其と もお 若 

い 時分から：：」 英 夫が 訊いた。 

なん 

「いやいや、 大臣 は 別に 問題 ぢゃ ない。」 荒 川 は 笑って、 「私 は 大臣が 目的で も 何でもない。 大臣が 

それほど 

また 其 程 偉い もんでも な いだら う。 私 は 《一 □； 方のお 父さん なぞに 激^され て、 それに は 町 田 君と 云 

ふ 競爭者 もあって、 さう 云 ふ 刺 ii- を 感じた ことがあった かも 知らん が、 長く 外 H にで もゐ ろと、 

すつな り  わり 

そんな 考へは 悉皆 なくなろ よ。 役人 中 恐らく 外交官と 云 ふ 奴が 一番 割の 惡ぃ役 ni でね、 例へば 或 

ぶっか  ど 

1 つの 外交問題に 打 突って、 何う かかう か 成功した ところで、 國 ra^ から は 當然に m 心 はれる し、 少 

し 形勢が わろ ければ 直ぐ 攻 載され ろ。 それ は 可い としても、 外 國にゐ て 仕事 をして ゐ ろと、 とか 

なに  おし  - 

く 悲哀 を 感ずろ ことが 多い。 世間から は、 私 は 何 か 大變な 大望 家 か、 押の 强ぃ人 問の やうに 思 は 

れてゐ ろ やう だが、 大變な 相違で、 決して 豪い 人間で も 何でもな いの だ。 功名 や 地位 は 何う でも 

よ  やつば n-  す 

好い。 矢 張 世問齊 通の 人 問の やうに、 靜 かな 家に ゐて 好きな 本で も讀ん でゐ. たいと 始終 さう 思つ 


一 二八 

てゐ ろ。 惡く 言へば 隱遁 とか 逃避と かいふの だら うが、 其で も 可い。 私に は 先天的に さう 云 ふと 

ころが あろの だ。」 

「 それ. ち や 寂しい 方が S ^いん. ちゃないで すか。」  . 

「處 ，かさう は In かんの だ。 やっぱり 孤獨 では 滿 足で きないの だ。 仕事の 忙しい とき なぞ、 實際遣 

き  あたま 

切れないと 思 ふ ことがあ るよ。 緊張し きった 頭腦の 疲れ を 慰めて くれる 者 もなければ、 乾いた 心 

に 潤 ひを與 へて くれろ もの もない の だからね 。」 荒 川 は 悲痛な やうな 聲で 言 ふので あった。 

英夫は 驚いた 表情 をして ゐた。 

「そんなで すかね。 私 は 想像 もしませんでした。 實に 輝かしい 晴晴 しい 生活 だとば かり 思って ゐ 

ました。 ほんた うに 生 効の ある、 男らしい 仕事 をな すって ゐ らっしゃ ると、 いつも 然ぅ 思って ゐ 

ました。」 

「まあ、 普通 は然 うだが ね。」 荒 川 は 漸く 椅子 を 離れて、 「いや、 詰らない 愚痴 談で、 ：： あっちへ 

行って ゆっくりしょう。」 

「 ど う も 有難う ござ いました。」 英夫も 起 つて、 ちょっとお 辭儀 をしながら、 「遲 いやう ですから、 

そろそろ いとま 

もう 徐徐お 暇し ませう。」 

「お蔭で、 今夜 は大變 愉快だった。 またお 出なさい。 始終 忙しい わけで もない。 それに 私 は 大概 


ここに 居ろ。 ここに は 家內も 誰も をらん でね。」 

「さやう でございます か。」 幾 乃 は 驚いた やうに 言った。 

「貴 4a< も來て 下さい。 私 は 何だか 自分の 娘 を 見ろ やうな 氣 がする のでね：：」 

「まあ。」 と、 幾 乃ば 顔 を 紅く した。 

彼等 は そんな 話 をしながら、 元の 部屋 へ 還って 來た。 

朮川ゃ 事務官に 別れ を 告げて、 宫 邸の 門 を 出た の は 九 時 頃であった。 外 はま だ 寒かった が、 廣 

い 往来の 兩 側に ある 街路樹に しっとり 立罩 めた 朦靄 や、 洋館の 窓から；^ れろ柔 かい 灯影な ど を 見 

て も 春の 夜と いふ 懷 しい 感じが すろ のであった。 星の 色に ミ、 潤 ひがみ えた。 

「少し 歩か うぢゃありません か。」 

r え、 さう ね 。」 幾 乃 も それに 同意 を^し な が ら 、「何 だ か 歩きた いやうな 晚で すわ。」 

「宫 邸の 生活なん て、 思った より 質素な ものです ね。」 

「それに 可也 蠻 カラの 人が 多い のね。 荒 川さん 始めね。 あの方 も 存外 寂しい 人らしいんで すね n 

私 何た か お 毒の やうでした わ。」 

新  《  . 一  1 二れ 


1 三 0 

ちの あは 

「仕事が 責任の 重いだ けに、 一 翳 物 哀れな やうな 氣 がします ね。」 

なん 

「何でも さう ね。 私の 父の やうに 無 自覺で やって ゐれ ば平氣 です けれど：：。 それにしても あの 

かた 

方の 家庭が、 そんなに 寂し いんで せう か。 夫人た ち は 官邸に はる らっしゃらな いんで せう か。」 幾 

すりよ  ♦  ささや 

乃は英 夫に 指 寄る やうに して 私語いた。 

r 然 うとみえ ますね。 僕 も 詳しい こと は 知らないが、 姉な どの 話で は、 隨分 低級な 女らしいです 

からね。」 

「そんな 名士の お嬢さんが、 何う して さう © 級なん でせ う。」 

なに 

「あの 時代の 名士 は、 大抵 藝者か 何 か、 さう 云った 種類の 女 を 夫人に して ゐたぢ やないで すか。 

荒 川さん の 夫人 もや はり さう 言 つ た 種類の 女に できた 人ら し いんです から、 社交界 へ なぞ 餘り顏 

を 出さない とか 云 ふ 話でした。 多分 下町 氣分 の 人なん でせ う。」 

「それ-ちゃ 荒 川さん に不 似合ね。」 

.  なん  い 

「僕 も 荒 川さん に 逢 ふの は、 何だか 好い 氣持 だな。 これからち よいちよ いお 邪魔しょう。」 と英夫 

< ちぶり  い  い 

は 子供ら しい 口吻で、 「#st 女 も 時時 行ったら 可いで せう。 大變氣 に 入って ゐ たやう だから。 自分の 

子洪の やうに 思 ふと か 言って ゐ ましたな。」 

きま 

「は。 私 極り が惡 うご. ざいました わ。」 


「けれど 可 いぢ やないで すか。 僕の 考へ ろので は、 御父さんが 一度 荒 川さん に 直接に 逢って 下さ 

ると 都合が 好い やうです ね。 二人 顔合せば、 慰藉料の 問題なん か、 案外 手輕に 解決す るん ぢ やな 

いでせ うか。」 

「さう も 思 ひます けれど、 私の 父 なぞ 迚も 駄 EET です わ。 何の 因 菜で あんな 父 を もった の だ ら う 

と、 私 荒 川さん のお 話 を 伺 ひながら、 つくづく 然ぅ思 ひました わ。 勿論 私の 自由 は隨分 許して く 

れてゐ ますし、 恩に もな つて ゐ ますから、 個人と して、 少しも 厭な 感じ は ござ ハ ません ナ， e ど、 

それ  ど 

其で も 親 だと 云 ふ 感じが、 何う しても しません の。」 

,  なん てがかり 

「それで 貴女 は、 實の 親に ついて 何の 手褂 もないで すか。」 

「それあ^う です とも。 何しろ 物心の ついた ときから、 あの人 達が 私の 親だった のです からね。 

すて Ac- か 

ひょっとすると、 實の 親が 直ぐ 手近に ゐ ろの かも 知れません けれど、 其 は 私に は 利り ません h。 - 

そして 幾 乃 は 嘆息す る やうに、 「それに 其の 親 だって、 私 を 人に くれろ くらる ですから、 決して 幸 

福な 人達 だと は 思へ ません わ。 何 か 世間 を 憚る やうな 事情が あろと か、 生活が 苦しい とか、 いづ 

れ？ W な 事. ちゃ ございません わ。 そんな 事を考 へる と、 實の親 を 知る のが 可怕 いやう です の。 一生 

まし  どお ちぶ 

.iK ら ずに ゐた 方が 優 だと 5- ひます の。 でも、 たと ひ 何ん なに 零落れ た 人で あっても、 一 度 逢って 

みたい やうな 氣 もします わ。 病院に ゐる時 なぞ、 殊に も そんな 空想に 耽りが ちでした。 逢つ ヒら 


1 三 二 

つ LJ  きま 

必度 失望す るに 決って るんで せう けれど：：」 

ひき. ほりばた 

二人 は電 単に 乘 らう 乘 らうと 思 ひながら も、 ついお 互に 引 招ら れる やうな 氣 持で、 暗い 場 端の 

道 を どこまでも 歩いて 行った。 電車が 幾 裏と なく 遣 過され た。 

英夫は 先刻から、 食事 中の 荒 川のと ころへ 來た、 手紙の 差出人の こと や、 その 手紙の 内界 か 

ら、 荒 川と 彼女と、 二人の なかに できた 不幸な 子供の こと を、 想像して ゐた。 それに は 幾 乃の 鼻 

きれ 

つき や 目の 切な どが、 ：！： 處 となく 荒 川と 類似の 點を もって ゐろ やうに はれろ の も、 不思議で な 

よつ ぼ ど 

ら なかった。 そして 餘程 口へ 出して ず.： はう かと m 心った ので あつたが、 餘 りに {4! 虛 なやう に 感じ 

て、 何も 言はなかった。 

5^  話 


うち 

その 晚に英 夫が 幾 乃と 別れて 家へ 歸 つたの は、 十一 時で あつたが、 家庭の 空氣が 最近 一！^ 險惡 

になって ゐ たので、 彼 は 門の 闕を またぐ と、 遽 かに 胸に ぼ ^ 迫 を 感ずる のであった。 今朝 家 を 出が 


けに も芳枝 は、 事によると 今 口 はちよ つと、 小石 川の 家の 方へ 行って くる かも 知れな いと 云つ 

て、 何か實 家へ 相談に 行く らしい 様子 もあった。 

なに  き 

「何し に 行く のさ。」 英夫は 訊いた ので あ つ たが、 芳枝 はた だ、 「しばらく 無沙汰 をして ゐま すか 

ら。」 と氣 のない 返辭 をして ゐる だけであった。 

二三 曰 前に、 洋服の 。ホケットに 氣 なしに 忍ばせお いた 苦の、 幾 乃の 手紙が、 どこに も 見つから 

ない ところ を：： ル ろと、 途中で 落した もので ない 限り、 芳 枝に 兑 つかった の だと 想像す るより 外な 

かった。 

それから 芳 枝の 態度が、 また ー變 して 来た やうに 思 はれた。 それでな くと も吉 村に 係る 债務の 

問題 を、 芳 枝に 祕密 にしておく こと は 不可能であった。 勿論 母の 來てゐ ると き は、 母が 出て 圓滑 

に應對 して くれて ゐ たし、 英夫 もどぎ まぎしながら も、 何う にか 恁ぅ にか 話が できた。 S 身 解決 

をつ けろ こと はでき な いまでも、 町 ffl の 姉に 頓ん であるから、 その 結 架が 知れ 次第、 何とかす る 

と：. ム ふので、 とにかく 逐拂 ふこと はでき たが、 その 度に 芳 枝の 顏は險 しい 相 を 現 はして 來た。 英 

夫 も そんな 時には、 不愉快な 芳 枝の 顏を 見る の も 厭だった し、 口 を 利かう と 思っても、 舌が 硬化 

したやう で 利け なかった。 漸 つと 子供に よって、 夫婦 問の 聯絡が、 いくらか ir がって ゐろ だけで 

あった。 

斷康  V 一  一  ー|ーー|| 


一 一一 一四 

母に いは せれば、 英 夫から 芳 枝に 話し、 芳 枝から 义實 家へ 話して 少しく らゐ 何とかして くれて 

も 可 ささうな もの だと 云 ふ 不滿も あろので あつたが、 芳 枝に 言 は せれば 此の 緣談 がまろ で 不愉快 

な 欺瞞に よって 結ばれた もの だとし か 思 はれない らしい のであった。 勿論 英夫 は、 芳 枝にまで そ 

んな 心， 配 を かけろ の は、 殘酷 だと 考 へられた。 實 家の 父 はもと 市の 名譽 職な どして ゐ たこと も あ， i-- 

か なり？ たた 

ろし、 今 も 二三の 銀行 會 社へ 關 係して、 株の 配當 などで 可也 裕に暮 して ゐ ろので はあった が、 親 

類の 交際 も 至って 禮儀 正しくして ゐて、 物堅い 方 だし、 芳 枝の 姉 も 好い ところへ 片 着いて ゐ るう 

へに、 兄の お嫁さんの 實家 も、 ちゃきちゃきの 請負師で 蝥澤 にやって ゐた。 

そんな 譯で、 見 わたした ところ 何處も 氣樂な 生活 をして ゐ ろので 英 夫のと ころへ 來た芳 枝が、 

1 番 肩身が狭いの であった。 

ひと  あた 

「私が 獨り 貧乏籤に 當 つたの だ 。」 

せ つ 

芳枝は 時時 さう 言って こぼして ゐた。 その 切ない 心 持 は、 英夫も 十分 同情す る ことが 出来た。 

それゆえ 母の さう した 不滿 は、 全然 道理の ない こと だと 思 はれた が、 何う かする と、 始終 不機嫌 

し か *! 一 

な芳 枝に 對 して、 憎惡の 心の 動く のも爲 方がなかった。 

ど  し かた  おれ  なん 

「そんな 事 を 言っても、 何う も爲 方がない よ。 己 はお 前 なぞと 違って、 親から 何にも？ 3： はな かつ 

たんだ からね。 ただ 何う にか かう にか 學校を 出して もらった と 言 ふだけ なんだ。」 英夫は 言 ふので 


あった。 

「 え、 その 上 借金まで 背負 はされ たんだ わ。」 芳枝は 冷笑的に 言 つ た。 

「けど 親父 も惡氣 があって 爲 たこと ぢ やな いんだ からね。 大半 は 人の 爲 めに やられたん だから、 

し かた  など 

今更 親 を怨ん で も爲 方が な い よ。」 英夫は { 有め た。 

芳枝 とても、 英 夫に 同情し ない わけではなかった。 ほんた うに 可哀 さうな 男 だと 云 ふ氣は 十分 

あろので あつたが、 自分の 力で は 何う すろ こと も 出来なかった。 

芳枝は 一日と して、 輕ぃ氣 持で 暮 して ゐろ日 とてはなかった。 その 日 その 日が 不愉快で あるば 

かりで なく、 子供の 前途 も考 へずに は ゐられ なかった。 

英夫 は 多分 今夜 は芳 枝が 實家 へ 行って ゐろ だら うと は 思って ゐた。 そして 何も彼も 話したら う 

と 想像して ゐた。 で、 靴 をぬ ぎながら そこへ 迎 へに 出た 子守に 芳 枝の 在 否 をき いてみ た。 

こた 

「今日お 晝顷 に、 ぉ俾で 小石 川へ いらっしゃいました。」 と 子守 は應 へた。 

二 

そば 

「到頭 行つ たんだな 。」英 夫 はさう 思 ひながら 玄關 から 茶の間へ 通る と、 そこに は 火鉢の 傍に 今 ま 

で 子守が 讀 んでゐ たらしい、 子供の 雜 誌が 一冊 伏せて あって、 壁と 緣の 障子の 隅のと ころに、 玩 


1 m 六 

ちゃ V- る 

具 の^の あろの が、 しい 感じ を與 へた。 

「それで 今夜 は歸 ろと か歸ら ない とか 言って ゐ たか。」 英夫は 訊いた。 

「いいえ、 別に 何とも 仰い ませんで した。」 女中 は 答 へ た。 

とじまり  ね  いひつ 

「それ ぢ やもう 遲 いから、 戶締 をして お前 はお 寢。」 英夫 は吩咐 けた。 

f  ふ だん 

子守 は それでも 若しかしたら 芳 枝が 歸 るか も 知れない と 云ふ氣 がして ゐる らしく、 英 夫の 不斷 

ぎ  とこ  その  は ひ 

着 を 出してから、 下の いつもの 座敷の 方へ 床 を 延べる と、 其 まま 又 勝手の 次の 女中 部屋へ 入って 

何 か ごそごそ や つて ゐた。 

英夫は 洋服 もぬ がずに、 火鉢の 前に 胡座 を くんだ まま、 夕刊に 目を通して ゐ たが、 記事の 內容 

あたま は ひ  -1  のみす ご  ゑ ひ  ■ ,  :, , 

が 一 向 頭腦へ 入って 来なかった。 官邸で 2 心 ひの ほか 飲 過した 酒の 醉も、 夜風に 吹かれて.^ たの 

さ  あたま 

で、 いっか 醒めて、 頭腦が 妙に 底まで 澄んだ やうに なって ゐた。 

そのうち 時計が 十二時 を 打った ので 子守 は 漸く 諦めたら しく、 も ぞもぞ 出て 行って、 門 や 格子 

しまり  さっき  とざ 

戶の締 をした。 英夫も それでも まだ 歸 つて 来ろ やうな 氣 がして、 先刻から 表の 方へ 腐す ました や 

そばた  たま  • 

うな 耳を錄 てて ゐ たので あつたが、 偶に 足： r おがした かと m 心 ふと、 それが 靴の 音であった りして 

ねまきき か  は ひ 

の 4- ろ 様子 もない のに 失望して、 やがて 寢 衣に 着 替 へて 寢 床へ 入った。 そして 枕に ついて 0 

-r- ち 

をつ ぶって ゐ ろと、 小石 川の 家で 父 や 母 や 兄な どの 前で、 不幸な 自分の 結婚 生活に ついて 訴 へて 


ゐろ芳 枝の 姿 や、 それ を ii いて W 心 案に くれてる ろ 彼等の 顔が 浮んで 來 たり、 今頃 はぐつ すり 寢込 

あたま 

んでゐ るで あらう 子供の 寢顏が 想像され たりして、 疲れた 頭腦が 妙に 冴え かへ つて 來た。 

どい  きま  それ 

「結 2^ は 何う せ 好い ことに はならない に 決って ゐ る。」 英夫は 思った。 父 も 母 もさう だが、 其より 

.  ミ . 

あたま  きま 

も 利己的な 頭腦を もった 兄が、 もっと 破壞 說を唱 へる に 決って ゐ ると 思 はれた。 勿論 彼は英 夫よ 

としした  や  なに 

り 三つ も 歳 下で あつたが、 或 私立 大舉を 中途で 止めて、 何 をす る ともなく、 ぶらぶら 遊んで ゐ 

たまつき  なす 

た。 寫真ゃ 撞球 や、 そんな ものが 道樂 で、 水 彩 » な ども 塗く ると 云 ふ 話だった が、 徹底的に 研究 

ひとかど 

すろ ので もなかった。 それでも 何時か 株で 少し 儲けた ことがあ ろので、 一廉の 實業 家の やうな 口 

を 利く のが、 坊ちゃん 坊ちゃんした 無邪氣 者で あつたが、 英 夫に は氣 障と 思 はれた。 あの 男に、 

贫乏 八に 同情な ど あらう と は 思 はれなかった。 

そんな 想像に 耽って ゐる 問 にも、 あの 表情の 變 化に 富んだ、 寂しくて 可憐ら しいと ころの ある 

幾 乃の 眼が、 來ては 時時 彼の 目 を 脅かした。 

英 夫が 全く 眠に おちた の は、 一 時 過で でもあった らう。 女中 部屋の 方で 子守の 寝言を言って ゐ 

かすか  は ひ  ゆめ- フ つつ 

るの が、 微に 耳に 入った、 と 思った が、 それ も 夢現であった。 

M 立 朝 目が さめる と、 庭の 木立が 騒がしく 鳴って、 塞い 風の 次いて ゐ ろのに 氣が ついた。 で、 三 

十分の も 床に も ぞもぞ してる たと 思 ふと、 ；？^ に 門の 鈴が 鳴って、 誰か 客が 來 たらしかった。 


I  一二 八 

「私吉 村です が、 御主人に ちょいと お 目に かかりたい とさう 言って 下さい。」 

だる  あたま 

その 吉 村と いふ 聲が、 懶ぃ英 夫の 頭腦に 重苦しい 不快の 感を與 へずに はおかなかった。 そして 

女が それ を 取次いで 來た ところで、 二階へ 上げて おく やうに 命じて、 やがて 床から 起 出した。 

牛乳， を 呑んで から、 彼 は 二階へ 上って 行った。 

  しもぶくれ  からど 

吉村は 四十 六 七の 年輩の 男で、 顔の 下脹 のした、 唇の 厚い、 目の 細い 顔 をして ゐ たが、 體 がぶ 

ふと  そば  あご つきだ 

よぶ よ 肥って ゐ た。 彼 は黑ぃ 革の 袋 を 傍に おいて、 長い 頤を 突出す やうに して、 入口に 坐って る 

た。 

きに 5*  あたま 

「どうも 朝っぱらから 飛んだ 失 禮 を。」 彼 は それでも 氣兼 さう に 禿げた 頭腦を 撫でろ のであった。 

隨分 お坊っちゃん 風に in つて、 人生の 悲観的 方面 を餘り 知らなかった 暢 氣な英 夫で は あ つた 

ひど  おしつぶ  ね rjr* 

が、 芳枝ゃ 子供の 歸ら ない のに は、 甚く 氣 分が 壓 潰されて ゐた。 そこへ 又 こんな 男な どに 寝込へ 

踏み込まれて、 屈辱的 談判 を 受けなければ ならなかった ので、 これが 自分の 運命な の だら うか 

さし., J  ± り 

と、 不思議な やうな 感じが する のであった。 今迄 大した 差 障 も危險 もな しに、 平凡で はあった が 

然し 氣 易く 通つ て こられた 生活が、 与^に 八方 か ら 脅迫され さうな 不安と 動搖を 感じな いで はゐら 


れ なかった。 

彼 は 厭厭ながら 座に 着いた が、 さう 云 ふ 場合の 苦しい 氣持 を經驗 した ことがなかった ので、 ど 

わり あ ひ 

ぎ まぎしながら も 表情 や 態度 は 割合 平氣 であった。 それに 幾 乃の 父 だと 知れて ゐ ろので、 不思議 

な 親しみ を さへ 感じた のであった。 

おつか  き 

「今日は 御母さん は。」 などと 吉村は 訊いた。 

おくさん 

「夫人 も 御 不在の やうです が。」 

ねむり あ 

「は、 今日は 僕 一 人なん です。」 英夫は 眠 飽きた やうな 目 を ばち ばち させて ゐた。 

「早 速で ございま すが、 あの 一 件のお 話 は 其 後 何う 云 ふ 風に なりました でせ うかな。」 吉村 は英夫 

ま むき  きりだ 

の 顔 を 凰 向に 見ながら、 氣の毒 さう に 切 出した。 

ど  こた 

英夫は 困惑の 色 を 浮べて、 視線 を そらして ゐ たが、 何う 應へ ていい か 解らなかった。 

なんき ま  おつか 

「あれから 大分 時日 も經 過して をり ますが、 何とかお 決りに なった でせ うかな。」 吉村 は追驅 けろ 

やうに 言 ふので あった。 

VJ か  こっち 

「あれ はね。」 と、 英夫 はわ ざと 調子 高に、 「實 はま だ 相談 中なん です がな。 いづれ 近いうちに 此方 

か ら 何と か 御返辭 をす ろ 運びになる だら うと 思 ひます。」 

「あ、 さう です か。」 と 吉村は 鼻許に 冷笑の 色 を 浮べて、 しかし 慇 勤な 調子で、 

斷  0  ..」  1 三 九 


I  so 

「すると 何時頃お 極めが 願 はれませ うか。」 

い つ いくか  いま じ じつ 

「それ 力 其の 何時 幾 口と、 今時日をぉ約^3^することは、 一寸 闲 難なん です。 こ M ぶズ庄 の^う. -. 二 

が爲 方が ありま せんよ。 勿論 俊の 考へ にもい かない ことなので、 いづれ 町 ffl が 何とか 解決の 道 を 

つけて くろ ハ罟 なんです が、 町 W だって 手許に 現金が ある 譯ぢ やないだ らうから、 今 ぐと いふ 譯 

にも へ仃 かないで せう。」 

「勿論 御 都合 も ある ことで ございませう。 其のた めに、 私の 方で も. 一 月の 餘も かう してお 待して 

こつ 5 へ  i  -, 

ゐる やうな ことで、 此上 延引す ろ やうで は、 自然 相當の 手段 も 取らな けあならん 場合に も 立 到る 

ので ございます。」 

そし て 吉村は いらいら する やうな 態度 を 示し て、 

「如何で せう。 "方のお 考へ にもい かない やうな ことで したら、 何時までお 話しても 際限の ない 

ことです から、 一 つ 直接 町 田さん にお 目に かかろ 手順に して 戴きまして は。 すれば 贵 方の 方 も 肩 

がぬ けて ぉ樂 でせ うし、 私の 方 も 助か るんで ございます。 町 ffl さんで したら、 私 もお 話が 爲 いん 

ですからな。」 

「それでも 可いです が、 姉の 方に. f> 色色 都合の あろ ことで せう からな。」 

吉村は それに 頓着な く、 


「どうです。 是 から 一 つ 御 同道 を 願って、 町 田さん のお 宅へ 伺 ふこと にしまして は。 私の方では 

相 常 手段 を 取る やうに、 何時でも 準備 も 出来て をり ますので、 さう すれば 至極 簡單 にび たびた 片 

がつ いてし まふので すが、 贵 方の 御 事情 も 知って をり ますから、 可成なら ば 圓滿な 解決 を 希望し 

これ  せき t 

て をり ますので：：。 一 っ是 から 御 同道し ませう。」 と、 急 立てる やうに 言 ふので あった。 

英夫は 少し 憤然とな つた。 

「いいです。 ilf; がさう 一一 n ふなら、 行っても いいです。 しかし 僕 はこの 件 を、 實は町 ffl へ 移した く 

はな いんです からな。 もともと 安藤に も 責任の あろ こと は、 君 も 知って ゐろ 害. ちゃない か。」 

「どうも 爲方 がありません。」 吉村 はに やりとも しな いで、 「私の 方 は 書類に よって、 仕事 をす ろよ 

り 外な いんで ございま すから。」 

「それなら 夫で、 安藤と 僕の 名義で 證書 を書換 へて おいた つて 可い 譯だ らう。」 

「さう です。」 吉村は 冷淡に 應へ て、 牾か しさうな 科 をして 四邊を 見廻して ゐ たが、 「しかし 結局 は 

やっぱり 同じ ことです よ。 贵 方と そんな 事を爭 つて ゐても 無駄です からな。」 

そして 彼 は 十い い 金時計 を 出し て 見ながら、 袋 を 取上げた。 
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英夫は 業が 煮えて 爲 方がなかった が、 彈 返す 力 もなかった。 吉 村の 言 ふ 通り、 いくら ハサって！ 

たと ころで、 悶 腕いて 兑た ところで、 結局 は 線ら れて じたばたして るるのと 同で ある。 たと ひ棄 

鉢氣 分に なって、 公賣處 分 を 受けた ところで、 祟られろ もの は 際限な く 祟られろ。 不法 は 不法で 

それ  や  を か 

も、 其が 許されて あろ ことなら 已むを得ない。 彼 は 皮肉な 感じが して 寧ろ 可笑しく なった。 

「僕が すつ ぼかして、 外國 へで も 逃げたら 何う します かね。」 英夫は 子供の やうに 言った。 

やつば り わら 

吉村は 矢 張 笑 ひもし なかった。 

「それ あ 又 それで 何う かなろ もんです。」 吉村は 貧乏 搖り をして、 顎 をし やくろ やうに しながら、 

r 惜り たもの を 倒して、 氣 持の いい 人はありません からな。 長い 目で 見て ゐ ろて えと、 此方の 忘 

れた 時分に また 遣って 來 ますよ。」 

「君、 そんな 商賣 して ゐて、 愉快 だと 思 ひます かね。」 

「手 取ば やくて 可が す。 外の 商賣の やうに 金 を 品物に して、 其の 品物で 取引 をす ると 違って、 簡 

單で すよ。」 

英夫は 笑 ひ 出して しまった。 

なるほど 

「成程 そんな 風に 考 へて ゐれ や、 世話ない な。」 

わたしども  ど  こ 

「私共の 金を惜 りろ 人 は、 何れも 此れ も 名譽も 地位 も ある 人です からな、 軍人 も あれば 宫 吏も學 


^も 代議士 も あろ。 私 あ 此の 商責 をして ゐろ お蔭で、 各方 面の 人と 懇意です よ。 みんな 肚の 綺麗 

な 面白い 人ば かりです よ。 人間 も 高利の 金 を 不斷に 使 ふやう になれば、 豪い もんです よ。 しかし 

今 は 1 1^ に狡獪 くな りました から、 遣りに くいです よ。」 

「餘 程手廣 ろく や つてる と 見えろ ね。」 

すま 

「そんなで も 有りません が、 まあ：：」 と、 彼 は 顎 を 撫でて 澄して ゐた。 

「僕なん かの は 情狀を 酌量して、 うんと 負けても 可 いぢ やない か。 何う せ 君 は 自分の 商賨 を享樂 

して ゐ るんだ から、 偶に は 其 位の 善根 は 施しても 可 いぢ やない か。」 

「それ あ 何に、 負けても 可う ございま すが、 しかし 同じ ことです。 今が今 金 を 積む 必要 はあり ま 

せんよ。」 

「ぢゃ 君 は 何う しても、 町 田に 判 をつ かさう と 一一 一一 II ふんだ ね。」 

「私の 方 は 執で もよ ろし いんです。 しかし 然うして 置きな すった 方が 貴方の 御利益で せう。 さう 

でない と會 社の 細い 月給く らゐぢ や、 利息 も 入れて 行かれません や。」 

「君に 僕の 利益 を考 へて くれろ 親切が あろの なら、 何う でせ う、 此處で 利子 を うんと 負けて もら 

つて 入れて おく ことにして は：： それなら 僕 も 話しい いんだ。」 

「利子 は 今 頂戴し なくと も 可が すよ。 ただ 一 つ 町 田さん に 判 さへ ついて 戴けば、 造作な いぢ や ご 
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あせん か。 ちょいと 判み」 つくだけ. ちゃありません か。」 

「冗談 ぢ やな い。」 そし て 英夫は あ つ ははと 笑 ひ 出した。 

にらみあ ひ  いつ 

しばらく 叉 睨 合の 姿と なった。 吉村は つ 吸 はず、 茶 も 飲まず 何時までも 坐って ゐ たが、 • 英 

さっき  はつ り 

夫 も 少し は 度胸が 出来て 來て、 先刻 ほどの 刺戟 を 感じ なくなつ て來 たこと が、 分明 意識され ろの 

であった。 

「貴方 も 御 出勤で せう。 私 もま だ 廻ろ ところがあります から、 一 つ 何とかお 決めな すって は 如何 

です。」 

ど  かき ま は 

「ぢ やね、 何う だら う。」 と、 英夫は 火箸で 灰を摄 廻しながら、 「俟 もま だ 一度 も 町 s; にこの 話 をし 

した さ- f だん  なん 

ない の だから、 今日 これから 行って、 下相談 をして おくから、 その 結 架に よって 何とか 御 返辭を 

します。 さう 云 ふこと にして くれません か。」 

「それ あ 可け ません よ。 矢 張 これから 御 同 m 一す る ことにし ませう。」 吉村は 主張した。 

おつ ばら  また 

英夫も 逐拂ふ 手がなかった。 で、 ひどく 空腹 を 感じて ゐた ところで、 彼 を 二階に 待して おい 

ま  ひと  あさめし  むか 

て、 下の 茶の間へ 来て、 獨り 寂しい 朝飯の 膳に 簡 つた。 泣きたい やうな 笑 ひたい やうな 氣持 であ 

それ  ほか 

つたが 其と 同時に 今の 自分 を 慰めて くれろ もの は、 幾 乃より 外にない ことが、 一 曆 痛切に 感ぜら 

とて やりき 

れた。 幾 乃で もなかったら、 迚も 遣 切れない だら うと 思った。 そして そんな こと を § 想し なが 


ら、 永い ことかかって 食事 をして ゐた。 

•f 'ち  とど  なん 

鐘 町の 町 田の 家で は、 その 頃まで 八洲 子が 留まって ゐて、 何かと 家事の 世話 を燒 くのに 忙し か 

そとで  すて  すて 

つた。 子供 はない し、 町 田 は 外出が ちで、 別に 忙しい 譯 でもなかった ので、 棄 ておけば 棄 ておけ 

たま 

ろの あつたが、 偶に 歸 つてみ ると、 女の 仕事 はやつ ばり 多かった。 

ともまち 

英 夫の 行った 時、 彥彌 には來 客が あると みえて、 傅が 一豪 供 待 をして ゐ たが、 八洲 子 も 奥座敷 

ひと  ま  なん 

へ 行って ゐろ らしく、 母 だけ 獨 り 茶の 窒の 方に ゐて、 何だか 浮かない顔 をして ゐた。 

母は英 夫の 姿 を 見ろ と、 「ああ、 お前 來た のかい。 ちゃう ど 可かった。」 といって、 今芳 枝の 實家 

から 人が 來てゐ ろ山 を iin げた。 

「へえ、 もう 來てゐ るんで すか。」 5: はさす がに 目の色 を かへ た。 そして 坐り もせず 悲痛な 顏を 

して、 「そいつ は ffl つたな。」 と 眩いて ゐた。 

母 も 暗い 顔 をして、 屈 托さう にじつ と考へ 込んで ゐ たが、 

「まあ 何う 云 ふ 風になります かね。 今 一寸 姉さんに 聞いた ところでは、 離緣を くれろ と 云 ふんだ 

さう です けれど、 お前 何か覺 えがあります か。」  一 
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「それ はしかし、 今に 始まった こと ぢ やな いんです よ。 勿論 理由 は 解って ゐ ますが、 芳 枝の 誤解 

も あろんで す。」  . 

すろ と 小 使が 一人 そこへ 來て、 今玄 關に恃 して あろお 客 を 何う しませう かと、 英 夫に 訊く の 

であった。 ， 

「あ、 さう さう。」 と英夫 は氣が つ いて、 「いいから 應接窒 へ 上げて 少し 待し ておいて くれ。」 

「はい。」 と 言って、 女 屮は义 引返して 行った。 

「誰 方 か 伴が あろんで すか。」 母は怪 評さう に 訊いた。 

「吉 村です。 吉 村が 寢 込へ 踏 込んで、 何-つ あっても 雜 兄に 逢 はせ ろと 言 ふんです。 しかし 芳 枝の 

方の 話が あっち や、 今日は 迚も 駄 in です。 逐攘 つて 了 ひませ う。」 英夫は 自棄 氣 味で 言 ふので あつ 

た。 

「その， \!i で、 姉さん も 頭腦を 痛めて ゐ ろんで すがね。 何しろ 彥彌 さん は此頃 外ば かり 歩いて ゐて 

家へ 歸ら ない ものです から、 落お いて 話 をす ろ 問 もなかつ たので せう。 お前が 話 をして、 歸ろも 

のなら 歸 した 方が いい かも 知れません ね。」 

「いや、 歸 らんで せう" 彼奴 なかなか 人 を つた 奴です から、 何とか 要領 を 得ない うち は 頑張る 

でせ うね。 寳に 厥な 奴です。 その.： g なかなか fffi 稍な 奴です よ。」 英夫は 笑って ゐ たが、 直に 元の 歪 


んだ 表情に なって、 

ど  ラ つち や  -ひ つち や 

「しかし，^ うし ませう、 もう 少し 放拋 つてお きませ うか。 放 抛って おいた つて、 怒る やうな 感じ 

の あ る奴ぢ やありません よ。」 

$ は英 夫の 顔 を、 ぼんやり 兑てゐ るき りで、 適當な 措置が 取れさう にもなかった。 英 夫が 可哀 

さう に E 心 はれて ならなかった。 勿論 八洲 子 も 心配して ゐて くれて、 町 田に も 相談 を かけて ゐ ろら 

しかった が、 渉 渉し く は 行かなかった。 町 田の 進 返に ついて、 雙方 意見の 扦格 もあって、 家の な 

かに は 何となく 暗 潮が 流れて ゐろ らしかった。 孰 を： て も餘り 好い ことはなかった。 

英夫は 焦々 しげに、 打しながら、 

「芳 枝の 扠、 何う せ駄 H なんなら 要求 ど ほり 離緣を やった 方が いいです。 僕の やうな 贫乏人 lT 个 

釣合な こと は、 初めから 判って ゐ たんです からね。 吉 村の 方 も、 姉さんに 心配 かけろ に 忍び ませ 

ん から、 この 際 僕 は 一 焦 合 財投 出して 眞 裸になら うと 思って ゐ ろんで す。 それよ り^に 道 はない 

ん です もの。 御母さん 一人. ぐら ゐ仞 をした つて、 薪って 行けない こと もないで せう。」 

なに  それ 

「それ あお 前、 さう すろ H になれば、 何も 一一 目 ふこと はありません けれど、 其 を させた くないから 

心配 もす ろです よ。」 

「けど 駄 口 です よ。 僕は覺 悟して ゐ ろんで す。 こんな 家へ 產れ て來 たのが、 不き だと W わって 諦め 
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.  あたま 

てゐ ろんで す。 僕の 父なん か、 まろで そんな 頭腦 はな かったん だからな。」 英夫 はさう 言って、 目 

に 淚を入 染ませ た。 

母 も 辛 さ を こらへ て、 默 つて ゐた。 

> 六 

駄駄を 程ね ろ やうに、 母に ぶっかった 後で は、 英夫も 妙に 哀傷 的な 氣分 になって、 老いた 母親 

が可哀 さう でも あり、 また 自分と 云 ふ ものが 甚く 慘 めに 情なく も 思 はれて、 淚が ぼろぼろと 勉を 

つ た 

傳 はった。 

會 社の 方 も、 今 m は 何だか 出ろ のも賊 になった。 勿論 あの 凍 瓦の 大きな 建物に つて、 乾燥な 

仕事で はありながら も、 事務 を 執って ゐる間 は、 そんな こと も 忘れて 愉快に 働け ろので あった。 

彼 は 輸入品の 販資 部に ゐ ろので、 染料と か 油と か、 その他の 藥品 など を 取扱って ゐ たが、 此 頃で 

はさう でもない が、 暴利 を 貪って るた 一頃の 會； M の 荒い 儲け 方が 見て ゐ ると、 實ぉ 『3K 迦 莫迦し い 

と 云ふ氣 がした。 それに 同輩 はみ な 相當に 餘裕の あろ 生活 をして ゐる ものば かりで、 中には 家が 

好い ので、 月給 や 赏與金 は 殘らず 自分の 小 遣に してし まふ やうな 連中 もあって、 S 分 だけが 不運 

な ものの やうに 思 はれた。 


「いっそ M  ^^クの支店詰にでもしてもらったら、 氣樂 でい いか も 知れない な。」 英夫は W4 つた。 

「事に よったら、 永久 n: 本へ なぞ 歸 りたく はない。 曰 本に ゐるぁ ひだ は、 荒 川さん の 一一 S ふと ほり 

1 生 頭の 上りつ こ はな いんだ。」 と、 さう も 思 ふので あった。 

しかし 其に は氣 にか かる 事が. 一 つ あろ。 幾 乃の 身のう へが 何うな るか、 それが 心配で ある。 勿 

論 濁った ものであるに しても、 鬼に 角 物質的に は惠 まれて ゐろ 彼女で は ある。 その 點 では 自分な 

どより 何ん なに 幸 幅 だか 知れない。 しかし 幾 乃が それに 滿足 にして ゐな いこと は 知れき つてる 

よこ  あこが  あ ら 

ろ。 何 か 全人格 的に：^ きて 行ける やうな 道 をと つて、 悶え 憧れて ゐ ろの は 明かで あろ。 

それ  .  > 

「戀 愛！」 北ハも 彼女の 必然的に 求めて ゐろ ものでなくて はならない 

7*  -. - 一 

勿論 彼女の 得ようと して ゐろ ものが、 自分に よって 充 される か 否か は 疑 はしい にしても、 特殊 

な 友情が、 いっとな く 二人の 間に 交感され てゐ るの だと 思 はれた。 そして 芳 枝に は 迚も 求める こ 

とので きなかった 愛の i 牙が、 自分の 胸に も 萌し かけて ゐ ろに 違 ひない ので あつ た * 

また 

英夫 はそんな 思 ひに 耽りな がら 吉村を 待し て ある こと を 忘れて ゐ ろと、 やが て芳 枝の 叔父が 歸 

つたと みえて、 女中が 奥から やって 來て、 母の 前に 手 をつ いて、 

いでく だ 

「奥 さまが 御隱 居さ まに ちょっと お出 下さいます やうに。」 

「さう です か。」 母は微 聲に應 へたが、 英夫を 見て、 
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一 so 

「お前 もちよい とつ 義兄さん に 逢って、 御 挨拶したら 可いで せう。 獨 りで くよくよ m 心った つて 爲様 

がな いんです からね。」 

「いや、 僕 はま あ：：」 と、 英夫 はさうな ろと 又 ひどく 臆病で、 義兄に 顔 を 合すの が ぼ-で 腹で 堪 

らな いのであった。 

「御母さん か _ ^話して ください。」 

「それ ぢゃ矢 張 可け ません。 私から も します けれど、 お前から もお 願 ひしなければ ね。」 

英夫は 辛 さう に 顔 を 顰めた。 

「僕 さう しても ゐられ な いんだが な。」 英夫は 鼓 舌 をして、 

「僕の やうな^い もの は 解り やしません よ。」 

「當 の卞 人が そんな ことで 何う す るんで すよ。 さう 意氣 地がなくても 困ろ ぢゃ ありませ スか 」 

なに か 

「それ あ 僕 も意氣 地が な いでせ う。 さう 言 はれても 爲方 がありません が、 かう 何も彼も 贵任を ま 

はされ ちゃ、 實際 意氣地 もなくなります よ。」 

, ,  しかた 

「また そんな 事 を 言って：：」 と、 母 も 顔を犖 めながら、 「それ を 今更 私に 言った ところで 爲方カ 

な いぢゃありません か。 誰が 惡 いと 一 百 ふで もな いんです からね。」 

「りつば り 誰かが 悪 いんです。 こんな 事に なった の も、 御父さん や 御母さんの 生活が 不撿束 だつ 


なんら 

たから なんです。 子供の 生活に 對 して、 何等 誠意 も贲任 もない、 まろで 無 成算だった からなん で 

す。」 

「さう お前の やうに、 親ば かり 責めても 爲 方がない でせ うね。 誰も 子供の ため 悪し かれと 思って 

はゐ ません から。」 

そして 母 は 起ち かけて、 

「さあ、 そんな こと 一一 S つても 爲 方がない。 一緒に 行き ませう。」 と、 促し 立てた。 

今し 芳 枝の 叔父が 歸 つて 行った ばかりの 座敷に、 町 田 も 八洲 子もゐ たが、 部屋の 空 氣が佣 とな 

き おく 

く K 苦し か つ た。 英夫は 氣遲れ がして 挨接も 調子 はづ れ であった。 

かさ  きりど-つ 

「重ね重ね 御 心配 かけて、 濟 みません ね。」 と、 母 は 八洲 子に 言った が、 八洲 子 は 桐, の 火鉢の 灰 

なら 

を 均しながら、 默 つて ゐた。 

4  5 つむ 

「どうも 飛ん-たこと になつ ちま ひまして：：」 英 夫も俛 きがち に、 

「 一 體 何う 云 ふこと になつ たんです か。」 

！ It は 顔 も あげず、 心配 さう に、 町 田へ 少し 遠慮す ろ やうな 心 持で、  一 


1 五 二 

「何う 云 ふこと になろ つたって、 それが^s方の 一身上の 問題 ぢゃ ありま せんか。 私達で めろ こ 

とぢ やないで せうよ。」  . 

「え、 です けれど：：」 と 英夫は 少し 艴 然とした やうに、 「私の 問題 は 知って ゐ ます けれど、 隨分 

突然なん ですからな。 まろで 寢；^ に 水と 云った 風で：：」 

「けれど 贵 方に 覺 えが あろで せう。 女の手 紙 なぞ もって ゐ たと 言 ふぢゃありません か。」 

いや 

「 そ れ が芳 枝の 誤解な ん です。 でな け れば n 實で すよ。 まさか 貧乏 だから 厭 だ と も 言 へないで せ 

う、 公然の 問题 となれば：：」 

「いいえ、 それ も 一一 一一 II つて ゐ ました。 迚も 前途の 見込が 立たない からって：：」 八洲 子 は やっぱり 

E を 伏せた まま 一一 一一！： つた。 

「今の 人の 氣 持が 解ろ と 思 つたね。 何う してな かな か 打^的で てきば きして ゐろ よ。」 町 田 は 笑 ひ 

ながら 一一 S つた。 

「それ ぁ然 うです。 飛んだ ところ へ 入って 來 たもんだ と氣 がっくと もう 其 他の こと を考 へろ 餘裕 

もな いんです からね。」 

「女が あろって 然 うなの かね。」 

「嘘です よ。 この頃 一人 交際して ゐろ女 はあり 表す けれど、 そんな 關 係はありません。 少く とも 


現在で は：：」 

なん 

「何 だ か 曖昧 だな。」 町 田 は 笑 つ た。 

「それ ぁ吉 村の 娘です もの。 アイスの 吉 村の 娘なん です。」 と、 英夫は 負傷 事件に ついて、 少しく 

げん ゆ ふべ 

說 明して、 「だから、 荒 川さん も、 その 關 係から 幾 乃 を 知って ゐ ます。 現に 咋夜 二人で 訪問した 

くら ゐ ですから。」 

とこ 

「荒 川さん 處へ 行った の。」 八洲 子 は 色 を か へた。 

「え、 行き ましたよ、 呰 さんに も {fwl しくと 一一 目って ゐ ました。」 

き  なん  あたま  かきみ VJ 

八洲 子 は それ 以上 訊かなかった が 何とな く 頭腦 を提亂 されたら しかった。 

あたま  それ 

「とにかく アイスの 娘に して は、 頭腦の あろ 女です。 其に どうも 養女ら しいので、 餘り 幸福で も 

なさ さう です。」 英夫は 一一 =3 つた。 

その 4- んな  4,,,- かひ づら I  おや ぢ  i 

「ここ で 其 女の 宜傳は 驚く ね。」 と 町 田 は 揶揄 面 で 、「ぢ や、 親父と 娘と 君に 對 して 刖 別の 行動 を * 

つて ゐろ譯 だね。」 

「僕 も 問題 を 混同す ろの は 厭です から。 それに 姉さん， たって 幾 乃 を 知って ゐろ 害です。 束 京 日報 

の 女 記者と して：：」 

「え、 その 人なら 知って 居， ま す よ。 吉村 が あんな 娘 を もって ゐ ろの。」 八洲 子 は， 不思議 さう に 言 つ 


I 五 四 

一 一 0 

「まろで 遠 ふんです。 人品から 何から。 烏と 孔 5^ ほど：：」 

「愈愈 怪し い な 。 t 方 枝 さんの 怒ろ の も 無理 はない な。」 町 m はまた 笑った。 

「そんな 車ありません。 いくら 僕が 莫迦 だからって， 告 村の 娘 なぞ 何う する もんで. すか。」 

「けど 何うな ろ 接り なの。 英 夫さん は。 離婚の 耍 求に 應 ずる li りなの。」 八洲 子 は いた。 

英夫は W 惑した やうに、 肩 を 窄めて、 

「應 じない と 言って みたところで、 單に 詰らない 意地 を 張ろ. たけのこと ですからな。」 

す 

_ そんなに 簡單な 事で 濟 まされろ と m 心って ゐ るの。 子讲も ある ぢ やない の。」 

「それ あ 僕に したって、 好んで 離緣 した かありません けど、 爲方 がな いぢゃありません か。 滿足 

しない もの を、 强て 止まって 下さいって、 願した つて 駄目です から。」 

「それで 子^ は 何う す ろんで す。」 

「子 俳です か。」 と、 英夫 ははた と 行 詰った 風で、 

「向 ふ は 何う 一一 目 つて ゐ るん です。」 

「引取って ほしいんだ さう です。」 

「it 情 だな。」 と、 英夫は 叫ばう としたが、 それ は 意 ST たと も 思へ なかった し、 彼女に i つて 可 S 


辛い ことに 違 ひない こと も 判って ゐた。 

さう いふ 話の 最中に 女中が 來て、 「あの、 應： 接 室のお 客 機が 餘 りお 手間が 取れろ やうです から、 

お 忘、. -二 なって ゐ ろん ぢ やないで せう かと 仰 や るんで すが。」 と、 英 夫に 訊く やうに、 笑 ひ を 利へ 

ながら  一一 n つた。  t ら 

英失 は、 「烦ぃ 奴 だな。」 と 言 ふ m に 顔 を 顰めて、 「いいよ、 今 直. たから。」 と 女中 を拂 つた 

「誰か m して あろ やうです ね。 誰な の。」 と、 八洲 子 は 不思議 さう に 訊いた。 

「吉 村です。」 と、 英夫は i れて &i で、 「僕が いくら 交渉しても 駄目なん です。 町 田さん に 直接 逢 

つて 話 をす るから つて 肯 かない ものです から 」 

「それなら 平く さう ーび はなく ちゃ：： 货方も 餘程可 笑な 人ね。」 と、 八洲 子 は 溜 息をつく やうに 言 

つた。 

町 田 も 沈んだ 顔 をして、 しかし 落』 いた 態度で、 

「さう 切迫した 問題が 多くち や li ザれ ない ね。 しかし 芳 枝さん の 方よりか、 其方が 寧ろ 先：^ 問題 

たよ。 英 夫さん、 贵方 もお isl だが、 どうも i 方がない、 私の 方で 判を捺 すの は容. - いが、 さう 

t  1 五 五 

3  接  f 


1 五六 

すれば 段段 金額が 大きくなる ばかりで、 最後 は 根 こそぎ 淡 はれて 行く より 外な いんだ。 他人の 急 

を 救 ふために 判 をつ いたが ために、 全 財產を 失って 浮ばれな. い 人 も、 世の中に は 珍ら しくない。 

きつば りこと わ  いつ 

さうな つても お 互に 詰らない 話ぢ やない 力。 だから 私 は 明白 斷る つもり-た。 姉さんに も 一一 目って ゐ 

る こと だが ノ それより に 方法 はない よ。 そして 先方が 何う いふ 風に 出て くろ か、 それに 依って 

叉 最善の 對策を 講ずろ としょ う ぢ やない か。」 

「え、 僕 もさう 思って ゐ るんで す。」 と、 英夫 はしぶ しぶ 應 へたが、 悲痛な やうな 聲を 出して、 「實 

みすみす  それ 

際 ああ 云 ふ 奴の ザに かかって、 看 看 t 可 酷な 目に 逢 はされ ろの は 詰りません。 其よりか 僕 さへ 破滅 

を覺 悟で ゐれ ば、 何う にで もな ろ ことです。 實は僕 も そのつ もりで 大詰まで 考 へて ゐ ろんで す。 

なげだ  あか 

貧弱な 僕の 全 財 產を投 出して、 あいつに 一 つ •# を 明して やり ませう。」 

さ  さしお さへ 

- さぅなれば吉村も不^^i益だから、 まさか 然ぅ云 ふこと もしない だら うがね。 しかし 差 押く らゐ 

は覺 1^ してお いた 方が いい かも 知れん ね。 そこで 叉 妥協の 方法 を 講ずる のさ。 君に 破產處 分を受 

けさした ところで、 先の 利益に はならん の だから、 何に、 さう 心配す ろ こと はない。」 町 田 は 一一 目 ふ 

のであった。 

「俊 も 心配して やしません。 ただ 煩いんで す。」 

「それ ぢゃ 一 つ 私が 逢って やらう か。」 


「それに も 及ばんで せう。」 と、 英夫は 事 も なげに 1 一目って、 「僕が 逐攘 つて やり ませう。 迚も 駄目 だ 

つ つぼな 

から 勝手にし ろって、 突 放して やり ませう。」 

「そんな 亂 暴な こと をし ないで、 溫順 しく 話 をして 歸 したら 可いで せう。 私達が 逢う と、 却って 

い  いひ ふく  なに 

可け ない のか 知れません からね。」 八^ 子 も 一一 目 含めろ やうに、 「利子 や 何 かのこと も， よく 聞いて お 

置きなさい。 どうせ 安藤さん に 来て もらって、 あの人に 話 をしても らふ ことにで もしなければ な 

す 1 j し _w か  ひきと 

ら ないで せ うけれ ど、 少 許り 利子で も いれて、 それで 當分 引返ら せろ や うな ことにで もな れば、 

其に 越した こと はな いんです ね。 濫 みに 喧嚷 しちや 駄目よ。」 

「大丈夫で すよ。」 と英 夫は應 へたが、 急に 立ち さう にもなかった。」 

「贵方 荒 川さん に、 こんな 事 話し やしない でせ うね。」 

八洲 子 はふと 氣 がかり の やうに 訊いた。 

「そんな 事 言 やしません よ。」 英夫は 空虚な 聲で 答へ たが、 「しかし 吉 村さん と交涉 最中です から、 

*f る ひ 

或は：^ れろ かも 知れません。 それ あ 彼等に も 彼等 相當の 道德は あるで せう がね。 それに 荒 川さん 

も、 僕の 零落 は 知って ゐる やうです から、 若し 此事を 耳に 人れ たと なれば、 少し は 心配 もして く 

れ さう なんです o」 

「化か そんな 話が あつたんで すか。」 

■1 

B  »  へ」  Is 七 


1 f" 八 

「は (體 的の^と 一 K つち や、 ：！： もありません。 しかし 非常な 好意 はもって るて くれ ろんで す。」 

「 そ れぁ然 う で せ う けれど、 私； ^はんる ろのに、 〈/ま の 人の 好意 を 受けろ こと は 出來ま せんから 

ね。」 

i 火 火ん 町 出ん、 それに は： 1： にも はなかった。 とにかく 英 夫が 脈 .賺 ながら 一 應古 W に斷 りに 立 

つて；， 仃 つた。 

九 

町 出 は その-: S まだ 逃；^ を 決し かねてる た。 八洲 子の. おい-心から-; 一一； I ふと、 この^ど こか 新しく 獨立 

を 承 J^l された 一 一等 闽 あたりの 公使 か： w$ として 外へ でも 出られろ ならば、 その：：^ 動で もしたら 3： 

うかと 一； n ふので あつたが、 は^した ところ 適 常な：；^ m 呌か ありさう にんなかった し、 就任；^ おの 夜 

"^があった 時な どん、 お 川 は 八洲，^ に 出^な 促して、 好 ほか-おし てるろ くらるな ので、 勿論 八洲 

子け^ 席し なかった にしても、 ^^^彌自身は今^に進：^を；^すろ必耍もなささぅに川心った。 しかし 

彼 は餘り 愉快ではなかった。 報 部 にん 政 (从 i 關 係の 新 知識が 二人ば かり 配 近され て、 それ は强ち 

i:^ 川の ^！^ぃ心で はなかった けれど、 化^のう へ で w:;;! を 感じて るた こと は事ぱ であった。 

八洲 子に はそんな：：！ ^撥 も； 1^ せなかつ たが、 彼 はいくら かぬ^ を 感じて ゐた。 そして 家に るろ 時 


は 出来ろ だけ 其の 話 を 避けろ やうに して ゐ たが、 八洲 子 自身 は  一 二の 先 |5| や 夫人た ちの 間 を往來 

ひそ 

して^<1^彌のために.辨かに、 運動して ゐろ らしかった。 

應接窒 では 英 夫と 吉 村との に、 い 調子で 連に 爭 ひが 始まって ゐた。 で、 八洲 子 は 町 田の 言 

さしひき  とりつ  こん がら か 

つたこと を、 盖引 なしに. 1— 寧ろ 誇張 的に 取次いで、 事態 を 紛糾 せても 闲 ろと m 心った ので、 自身 

ちょっと 顔 を 出す ことにした。 

ド 7  ち  どき  たち 

扉 を 問け てみ ろと、 吉村は 怒氣を 含んだ 目 をして、 今 起 かけて ゐろ處 であった が、 八洲 子の 顏 

を兑 ろと、 ：？5§ に 口 を 喊んで 面 を 和げ ながら、 强 ひて 媚びろ やうに 微笑 を 浮べた。 

「英 夫さん、 ^方 何う したんです、 そんな ぃ聲 など 出して。 J 八洲 子 はさう 言って、 傍へ 寄つ 

「いや、 別に 高い 聲 をす る譯ぢ やありません が、 餘り 横暴です から。」 英夫は ぷりぷりした 口調で 

言った。 

おくさん  ビ ざ  と 

「これ は 夫人で いらっしゃ います か。」 と、 町 ffl はお 叩頭 をして、 「どうも 飛んだ お 邪魔 を 致し ま 

す。 實 はお 若い 方で は、 お 話が しにくい ので：： それに 义隨 分お 氣 毒の ことで も ございま すので、 

ど  こなた  こん こち 

何う か 此方の 御主人に お EI にか かって、 直接お 願 ひがした いと 存じまして、 今日 わざわざ 伺った 

やうな 事でして。」  一一 

»  0  C-  1K 九 


一 六 o 

「それ は 何う も。」 八洲 子は靜 かに 椅子に 腰かけて、 「實は 御 要求の 點も 判って ゐ ますから、 可成な 

ら然 うしたい と 思って を ろんで すがね、 御存じの とほり 主人 は 公職に ゐろ ものです から、 さう 云 

ふ ものに 直接 責任み-負 はせ ろの. も、 私と して 一寸 心苦しい ことなの です。 それで 何 か 他の 方法 

ど  さし あた 

で、 精 協の 道が 講ぜられる やうで したら、 大變 結構 だと 思 ひます が、 何う でせ う、 差 當り利 

一十の 幾分で もお 支拂 ひすろ ことにしまして：： それ も 大金の ことです から、 今が今と いふ 譯 にも 

參 りますまい が、 贵 方の 方 も 事情 を 御存じで せう から 出来るだけ 讓 歩して 頂けろ なら、 大變 結構 

なんです が。」 

「然 や、 つです か、 はい。」 と、 吉村は 盤 動な 口調で 顔 を 上げずに 言った が。 「けど 大した 額で も あり 

ません ことで、 必ずしも 今でもな くと も、 御 都合の 好い 時に 解決 をつ けて 頂きたい ので、 それ ま 

でお： ちす ろ ことに 致しまして、 此際證 書の 書換 さへ 願って おけば、 それで 宜しい ので：：」 

「それが 出来る くら ゐ でしたら、 問題 はな いんです がね。」 八洲 子 は 笑って、 「貴方に しても、 私達 

なるべく 

を 苦しめ ろの が E 的ぢ やないで せう し、 私の 方 も 責任 を 感ずれば こそ、 可成 大きく しな いうちに、 

少 しづ つで もお 支拂 ひがした いと 言 ふんです からね。」 

I  おくさ.， C 

「ぢゃ 如何で せう、 一 つ 夫人の 御 判 をいた だきまして：：」 

レ  レ    *^ さ 

「しかし < ^子 をお 入れしたら 可 いんで せう。」 八洲 子 は 魅へ ろ やうに 言った。 


「は、 さいで：：」 と、 吉村 はお 叩頭 をした が、 「しかし 幾許で も ございま せんよ 。却って 御 面倒 

かと 思 ひます が。」 

「いいえ、 可う ございます。」 

吉村 はやが て 書類 を 出して、 利子の 計算書な ど 示した。 光 は 聞いて るた とほり、 六， 4. 圓 ばかり 

の 額であった。 

十 

とにかく 利子の 支拂の 期日 を 約して、 ^れ るより 外なかった。 

吉村は 書類ん- 雜 囊に收 めて、 

I  まちが ひ  やか ま 

- それ ぢゃ ぅぞ 一 つお 問 遠の ないやう に、 どうもお 喧しう ございました。」 と、 そのまま 出て 行 

つた。 

「あいつ 到頭 幾 乃のお 禮ー つ 言 はないで 出て 行った。」 英夫 はさう 思 ひながら、 吉 村の m ろ i た を 見 

送って ゐた。 そして 急に 椅子から 起た うと もしない 姉 を 見て、 

なに あて  J 

「何 か當カ あろんで すか。」 と、 不安 さう に 訊いた。 あれ 程 確かな 約： a- をす ろに ついては、 ぼか 自 

信が あろの だら うと 3 しばれた。 


一 六 二 

「當 といつ ちゃ^にありません。 しかし 然 うは 言って ゐられ ない 場合です。 贵 方の 身の 破滅に も 

なろ ことです。 運動したら 出来ない こと もない かも 知れない けれど、 千 や 二 千のお 金と 違 ひます 

からね。 人の こと-ちゃな いんだから、 贵 方も考 へて おいて 下さい。」 八洲 子 はさう 言って 起 かけ 

た。  - 

たち  おち ひだ 

秀夫も 一緒に 起 かけた が、 ふと W 心 出した ふうに、 

「何う でせ う 姉さん、 この 事 を 一 つ 荒 川さん にお 願 ひして カを惜 りる ことにして は。」 

あともどり  みつ 

八洲 子 は 一 寸後 戻して、 英 夫の 顔 を 凝視め たきり 暫く W 心 ひ 沈んで ゐた。 

「實は 荒 川さん も、 簿薄 知って ゐる らし いんです。 それで 北ハ 位の ことなら、 何う かしても 可い と 

云 ふ 話 もあった のです から、 僕な り 母な り 行って お 願 ひしたら：： 無論 餘り 褒めた こと ぢゃ あり 

ません よ。 荒 川さん だって 金が あろ 譯ぢ やな いんです からな。 しかし 融通 はっくで せう と 思 ひま 

すが：： 貴姉 は 不愉快で すか。」 

「荒 川さん にね。」 と、 八洲 子 は 沈んだ 聲で 咬いて ゐ たが、 「それ あ、 あの人の ことです から、 貴方 

を 救 ふくら ゐ のこと は辭 さないで せうよ。 お金がない と 言った ところで、 町 M などと 遠 ひます。 

あの 政 黨には 金穴 も あろので すから、 一 萬 や 一 一 萬 は 何でもないで せうよ。」 

「なら 可 いぢゃありません か。 それ も 荒 川さん から 言 出した ことです から。」 


「さう ね、 私 はま あそん な 事 はしたくない けれど — 」 

「僕の こと だから、 介意 はんで せう。」 

「でも、 私が るて 知らない 顔で も ゐられ な いぢ やない か。 たと ひ 荒 川さん は 何とも 思 はない にし 

て も、 氣が 痛みます.^ 些細な 昔し の 恩誼 を榍 にして、 一家の 浮沈に も關 すろ 程の 困窮 を 救っても 

らう こと は、 私に は 忍びない ことです。 荒 川さん は それで 滿足 する かも 知れません。 しかし 私の 

心 持 は 少しも 好い ことはありません。」 

さ  ふ-つ  ？  なに それほど 

「それ あ 然ぅ云 ふ 風に 考 へれば 然 うだ けれど、 何も 夫 程の こと ぢ やない と、 俟は思 ひます がね。 

姉さんに さへ 少し 暢氣 に考 へて 戴ければ、 僕 は 救 はれ るんで す。 僕は吉 村の 面 を 札で はって 遣り 

たいんで す。 贫乏 なんか、 僕 は 運命 だと 思って 覺 悟して ゐ ます。 どうせ 芳枝 にも =: ル楚 てられた こ 

とです から、 破產 したって 家が 亡くなった つて 平氣 です。 しかし 侮：^ 寸 には堪 へられません。 それ 

を 超越す る ほどに 僕 は 招れ てゐ ません 。」英 夫 は 迫 つ た 調子 で 熟 狂的 に 首 ふ のであった。 

八洲 子 は 椅子に 凭れて 立った まま、 下 辰-, を 咬んで、 じっと 考 へて ゐた。 

「貴方が それ 程に. 言 ふなら 仕方が ありません。 義兄さん も餘り 快く は 思 はないで せう。 義兄さん 

にした ところで、 心配 はして ゐ ろんで すから ね。 それ も絕 望と いふ 譯ぢ やな いんです よ。」 

やわら  それ  にい 

「さう です か。.」 と、 英夫も いくらか 和いで 來て、 「それなら 夫で いいんです. か、 ？牧 兄さんの 事情 も 


知つ てんろ^  A. し マ-は、 男 ひん も  >  とです か ら ピ 

「とにかく  3： ん な ことがある にしても • 私 は $c 方 を ^^川 さんに^ら ャ たく：： ん いんで 1» k 洲チ 

は した で * 「あの人が 少しば かり W 世した からと 云って ♦  ^ぐ絲 つて l:;" つて * お金 を 出し 

てもらふとぉふことは絶斛に出來i^せんo そんな 交 漆. ^つけろ： A- is*  «^^>しては心^し，. こと 

です。 资方も それ を 知って ゐて くれろ i ダ" ですからね ピ 

「それ あ 然し：：」 と， ？ K は^か うとした が ♦  ttr の^しい 心 梓.^ - あへ ろと *  i 返して ，ふ 

のん 心ない I だと^ はれた. * 

r ちゃ 鬼 川さん と 交ぬ すろ の も 可け な いんです か *」 

r まさか：： それ は 资方ゃ n-s でせ う 私 は ir^ 地で 霄 ふん？, な V- ^-^^^i^-L 

暗  n 

は J^, 夫と « 川 6:,:  ；  :...^:'てからニー^Hたった成：：Iの亇，.1♦ 々"めに たって ai^sB?! 


の 方の お に 近い 或溫^ 場 へ と 出 2 い C 行 つ た。 

勿論 それ は 人 ^巾からの；； is» であった が、 ぉ禮 のた め 荒 川を訪 すろ 必. =§5< もあった し、 實は英 

夫が  一 ^にお W しないまで も、 途屮 だけ でん： 1： 作して  一 = くらみ は 人の：：： に 立たない ところ 遊 

びたいと m 心った の で、 彼の 那介 をお へ てるた ためにつ ひ^ 立が 後れて しまったの であった。 

荒川ハ  1.^11 した 晚、 ぉ屮 p-^ れ たさり、 幾 乃は英 火に 逢 ふ機會 もなかった。 多分 何 かごた ごた 

してる ろ S だら うと 恐 は.；； たい 會 社の 方へ 電：？ ^を かけじ も、 うまく  1^ じなかったり、 英 夫が 出勤 

して み なかった りした。 それとなく 父の 様 千 を？ つてみ ろと、 その §1； ^も 土. た 解決し ない-り しか 

つた。 父の^.|では英夫などに：|:時までかか ってゐても、 仕様がな いと.. ム ふので あった。 で、 に 

かかりながら ,c、 々辩， 乃の ^で それ を： 1： う すろ とい ふ *  ,rj ん出來 な か つ た。 父の ん つてる ろ ^書 

でも 倫んで^ いて^て でもした，， ：、 それで 一切 は 問に 郭られ てし まふかん 知れなかった e その 位 

の 二と はし てん. 5- ささう に H 《一はれ た。 痛快で.. T あつたし、 助け にんなる こと だと m わ はれ，；， ：。 し 

かし ル、. csu^ らしい^ Ei-, さで、 公？ お.：^" の を 終たん の. か、 そんな^で 務の 消滅な 期し 得 

られ るん 山と け m 心け わな か つた。 

で if: は そ.；； とし、 は 二- --H ル いじみる と、 足が やはり- M んだ りな どして、 |3 く^:^ m にで も 

行 つ たんが， E- ささつに E わ へ た。 

顬崖  一六お 


1 六 六 

父 は 一 一つ 返^で それ を聽 して くれた。 

「己 も 少し 疲れた やう だから，、 お前が 行くなら 保 f おが てら 四 五日 一緒に 行っても 可い。 少しき 方 

に 用事 も あるし 。」 彼 は 言 ふので あった。 

幾 乃に 取って は、 それ は 迷惑で もあった し、 不快で もあった。 勿論 父 は その 動機が 間違った も 

ので あろに しで も、 自分に 深い愛情 を もって ゐろ こと は事實 であった。 そして 損 5 マこ關 し； よ、 こ 

とで も あったら、 何ん な自. E を も 許して くれた。 十三 w 時分まで は、 彼 はよ く 幾 乃 を 連れて あろ 

さかりば 

いた。 盛 5f だと か、 水 場 だと か 云 ふやうな ところに は、 きっと 彼女 を 連れ出す のであった。 幾 

乃の 美貌 は 彼の 誇であった。 さう 云 ふ 意味で、 母が 嫉妬 を 感ずろ ほど、 彼 は 幾 乃の 愛に 溺れて ゐ 

た。 年を取つ てから、 幾 乃 は それ を §) 陶 しく 感ずろ やうに なった。 絕 えず 父から 監視の 目 を睜ら 

いや fc ま. 

れてゐ ろ ことが、 賊 で 堪らなかった。 で、 共の 目から 始終 逃 II る ことば かりお へて ゐた。 

！^せ子と云ふゃぅなことも、 時時 問題になる ので あつたが、 それ も 全然 父 や 母から 離れた 新ら し 

い 生活に 入り 得ろ 場合に こそ、 幾 乃の 結婚が 有意義な ものと なろ かも 知れなかった が、 父の 監視 

の 下で は、 一 一重の 苦しみ を めなければ ならなかった。 

で、 彼女 は 段段 年を取って 來た。 婚期 を 過した とい ふ ほどではなかった にしても、 ここ ニー 年 

それ 

のうちに 其 を 決定す ろ 必要 はあった。 


朝の 十 時に 父子 は 一?- 京驛を 立った。 もう 大分 陽氣が 緩んで ゐて、 その 日な ど は 暖かい 東風が 吹 

いて ゐた。 幾 乃 はそんな 積り ではなかった が、 この頃 何とな しそ はついて ゐろ 自分の 様子 を 懸念 

してついて 來 ろの だら うと 思 はれた。 

いくつ.  はら だた  のが 

「ほんた うに 私 を 幾歲だ と 思って ゐ ろんだら う。」 さう 思 ふと 彼女 は 吐 立し くな つた。 で も 遁 れら 

れな い f 一と だと 觀念 したの で、 何う で も い いと 思 つ た。 

汽車が 阈 府^へ 來た とき、 父の 知って ゐろ 男が 二人 づれ で乘 込んだ がその 一人の 話の 様子で は 

代議士ら しく 想像され た。 同伴者で あろと ころの 頭臚 の未ル げた ra:- を、 幾 乃 は何處 かで 見た やうに 

* ち 0  おも tS ど  し き り こちら 

思った が 世 問に 有 ふれた 型の 顔な ので、 ちょいと 思 出せなかった。 先で も 連に 此方 を 見て ゐた。 

なに  しきり 

彼等 は 幾 乃た ちが 今 行かう として ゐろ溫 泉 場の 別莊 地の ことに ついて、 何 か 連に 話して ゐた 

が、 吉村も それに は 幾許 か關 係が あるら しかった。 

幾 乃は默 つて 聽 いて ゐ たが、 する うち 汽車 は 三 島へ 着いた。 

二 

ST 線に 乘換 へてから、 小さい 檻の なかへ 入れられた やうに、 彼等 は 膝と 膝と 指れ 指れ に、 窮 

か  まんなか  より 

屈さう に. クシ ヨンに.^ つて ゐた が、 幾 野 は 懸ける ところがなくて、 眞中に積ん！^荷物に倚かか つ 

_w  »  (二 ハセ 


1 六 八 

しゃが  ふ  とびある 

て 跪 坐んで ゐた。 コ オト も 若 物ん 紫紺 づ くめの ls{ けた 服装が、 灰色の マントで 飛 歩いて ゐろ 時の 

愛らしい 姿と 違って、 一 歷 その 顔 をお 品よ く 落着いた ものに 見せて ゐた。 

なれ なれ 

代議士と 同伴の 禿 頭が、 支線に 乘換 へてから  一 I 狎狎 しげな 目で 彼女 を じろじろ見て ゐ たが、 

「もう 幾歲 になろ かね。」 などと、 父に， 訊いて ゐた。 

「二十 一 ？ もう そんな か、 早い もの だな。」 と。 彼 は 嘆す ろ やうに 言って 「、造作ない もんだ な、 

十^ や 二十 年。 まだ 獨 身で おくの かい。」 

吉村は 苦笑して ゐた。 

幾 乃 も 聞かない 振 をして、 俛 いて 雜誌 を： ：3- てるた が、 酒 句の 町 田夫 人 を 訪問した とき、 ちょつ 

と 入口で 見た の は 確かに この 男 だと 一 m がつ いたが、 幾 乃の 様子が 變 つて ゐ るので、 彼に は 判らな 

いらし かった。 

N 驛で 下りろ と、 彼等 二人 は 先へ 出て しま ひ、 幾 乃父 子 も 十五 町ば かりの 出舍道 を乘合 自動車 

に 搖られ て、 溫，； ： 水 町へ とぎいだ。 陽氣が v;^ ズ いので、 道 傍に 靑 草の 芽が 大分 出て ゐた。 蒲公英 ゃ堇 

も^いて ゐて、 ^^蔭に梅の花の黃ろく汚れてゐろのゃ、 赤 黑ぃ桥 などが 目についた。 

「あれ 誰？ あの 頭臚の 禿げた 人。」 幾 乃 は 訊いて みた。 

「あれ は關 口と いって、 もと 滿洲 あたり を ごろつ いて ゐ たもんだ。 今 は 何う して ゐ ろかな、 餘り 


好 い ， 一と も な さ さうな 風；；， ：。， I 父 は さう 〈一- ：! つ た きり 口 を んで ，0 た。 

などに 手 n を 取った ので、 旅 i おへつ いたの は、 三時 過であった。 ちゃう ど 客 の すいて ゐろ 

^^で、 二人 は旅ハ S の 二階の 部屋へ 案. 2： された。 お茶 を飮 みながら 少し 休んで から、 二人 は 浴場 

、お， リて 行った. か、 化挑谏 瓦で たたんだ 浴 に、 明い 日影が さし 込んで、 淡が" い 溫，； ： 水. か、 翠の 

やうに 色 を洪 へて みた。 戊の 坡く ちゃの m 舍 のお^ さんが 二人 入って ゐ たが、 幾 乃 は 父と は^^ 

から だ  ぁ を あ を T» 

に その 女 ぬの 方の .^:-段をぉりて い つ て、 .2 い 玉の やうな 體 を？？！ でしめ しながら、 ゃがてダは^^：^と透 

^ ろ やうな 湯に 浸った。. -5 い 明り 取から 軟 かい ^^ぼ {kV かみえ て、 氣 分が 暢び りすろ やうであった。 

ザ ラス  すか 

我ながら 突し いと S ケか手 や 足が、 硝子 を 透して みろ やうに、 鮮 かに：：： られ た。 て も 父のお S3 と 一 

^に 来たの が、 何となく 氣窮 りで ならなかった。 たと ひ英 失が 來ろ にして るス乂 が附絡 はって るた 

の では 仕方がな いと 思 はれた。 

？ から 上って、 髮 など 弄って るろ と、 ^に晚 飯に なった。 ^^.3はぉ姚子を 一 本取っ-し、 夂 屮の 

お でち びりち びり やって ゐろ。 緣 側から 兑ぇ ろ山 の か、 Mu ぬの 5^ れ ろに つれて、 次第に その 

濃 さを^して、 w 下は靜 かな 慕 色に 裹 まれて 行った。 部屋に は電 がつ いてる た。 

「何う だ 幾 乃。 お is も 一 杯お やり。， ま 造 は 幾 乃に 猪口 を^した。 

「厭よ 私、 お 酒なん か飮め やしなくて よ。」  - 


!■ 七 o 

「でも 一 つくらみ は 可い。 傍で ぼく ぼく 飯 を 食って ゐられ ろと、 酒 も くない。」 

「 仕方がな い わ。 私お 酒の お 相手 を す ろ 約束で 來 たん ぢ やな いんです もの。」 

「まあ 然 うい ふな。 かう 云 ふ 時 はまた 別 だ。」 喊造は にゃにゃして ゐた。 

「それ. ちゃ 母， さんと 入つ しゃる と 可 かったん だ わ。」 

「母さん！ 母さん ぢゃ 仕様がない。」 禎造は 顔 を 顰めて、 「それ. ちゃ 婢 さんに 一 つ 行かう。」 と、 傍 

に 行儀よ く 坐って ゐろ 女中に 盖 した。 

「 私 も 不調法 で ございま すの。 ま あお 酌 さして 頂き ま せ う 。」 

驗造は 仕方なし に默 つて また 飲んで ゐた。 幾 乃 は 飯 をす ますと、 餉 の 端で 綺 葉書 を 二三 枚 書 

いた。 英夫 だの、 奥様 だの。 

「ほう、 祌 英夫 さま！」 藏造は その 紫 書 を 取上げて 讀ま うとした。 

い  それ ひつ 

「可け ません 可け ません。」 と、 幾 乃 は あわてて 其 を 引た くった。 

「餘程 この 英 失と いふ 人と 仲がいいと える よ。」 藏造は i^f:< つて ゐた。 

「それ ぁ然 うです とも、 私 は あの人の 境遇に 同 して ゐ ますし、 あの人 はまた 私に 同情して くれ 


てる ろんで す もの c」 幾 乃 は 反感 的 に 言 ふので あった。 

「っまらなぃ^$をー百ってゐろもんだ。」藏造は笑って、「私はまたその一:1:情と いふ こ とが 大嫌 ひだ 

よ。 お前 は 何が 不足で あんな 貧乏人に 同情して もら ひたいんだ。」 

「私人^ら しい 生^が したいからで すよ OJ 

なに    1-- ま 

「あの 男に 同情されて、 何が 人 問ら しい 生活なん だ。 あの の 同情 はね、 お前 を瞞 してお 父さん 

に 證文 でも 榷か せ よう と 云 ふくら ゐ が 落な んだ。 だから あの 男の 前で は 己 はお 前の ことな ぞ噯に 

ん出 しゃしな いんだ。」 

つ お 父さん は氣 だとお 5 わ ひに な らな い、 あ の 人 を 苦しめ て：： しかも あの人の 知った こと ぢゃ 

な いんです もの。」 幾 乃 は 揶楡氣 味で 一； ム ふので あった。 

「だって、 それ あ 仕方がな いよ。 佝 も商賣 だからね。 己 だって 何も 初めから 高利 貸と 云 ふ 譯ぢゃ 

ちと 

ない、 舊は そら 吏 もした こと も あろし、 滿洲 で礦山 事業 を やって ゐ たこと も ある。 その 時分 も 

金に 悶跔 いて ゐ たに は 違 ひない が、 金 をた めろ 氣も なかった。 それ どころ か 始終 借金に 苦しめら 

れ 通しだった。 隨分 酷い 目に も 逢され たんだ。 それで 熟 熟考へ てみ ると， 事業 だと か 何 だと か、 

それ は iiM な 世 叫體を 飾る 假 面で、 晨 賈は佘 が ほしいに 遠 ひな いんだから、 骨 を をって そんな 迂遠 

な手數 やかけ ろよりか、 余 貸の 方が、 餘程 正直で いいと 思った。」 造 は、 はは はと 笑って、 


一 七 二 

「それ もさう 古い こと ぢ やない、 お前が 九つ か 十く らゐ、 段段 愛情が 出て 來た 時分で、 お前が 可 

愛い とい ふこと も 一 つの 動機だった かも 知れん の だ。 お前 は社會 上の 名譽 とか 地位と かさう 云つ 

た な もの を考 へて、 肩身 を狹 がって ゐろ やう だが ね  まあ、 地位 をい へば、 あの 荒 川と いふ 

人なん か 偉い 方-た。 しかし 大臣 も 餘り樂 な 商賣ぢ やない。 實業家 とても 商人 とても 然 うだ。 人の 

うへ に 立つ とい ふこと は あれで なかなか 氣苦勞 な もの だよ。 尊敬 もされる が、 責任が a いから、 

まさかの 場合に は 酷い 目にあ はされ ろ。 己 なぞ も. n:f:: 人 もの 坑夫に 賃銀が 拂 へなくて、 散散な 

目に 逢った ことがあろ。」 

「ぢ やそん な ことが 動機？」 幾 乃 は 笑 ひたい やうな 同感した いやうな 氣 持で、 k くので あった。 

「 まあ 然ぅ 思って を れば大 し た ii 遠 はない 。—一 

ど  きのどく  くる 

「だけれ ど、 そんな 經驗を もって ゐろ 癖に、 何う して 祌尾 さんの やうな， 氣 毒な 人を窘 しめろ 氣 

にな ろんで せう。 矛盾 ぢ やなく つて？」 

「矛盾 だか 何だか 知らん が、 まあ 然ぅ 云ふ氣 になろ な。 各各が みな それが 解って くれれば 可 いん 

だが、 世の なか はさう は 行かない。 で やっぱり 自分の ことより 外考 へち や ゐられ ない。」 藏造 はま 

た 笑って、 

「お前 も、 あの ffl- と 同情の しっこ なぞして ゐ たん ぢゃ、 何う せ 碌な こと はあり や あしな いんだ か 


らね、 まあ 餘り 交際 はん 方が 可い よ。 お前が あの 男の 境遇に ゐろ としてみ ろ、 同情の 同と も 言 や 

しないから。」 

い つ  はう 

『そんな 風に 私考へ たくない の。 お父さんの やうに 考 へる くら ゐ なら、 寧 そ 死んだ 方が いい。 世 

の 中には、 もっと 面白い ことが 澤 山あって よ。」 幾 乃 は 目 を 輝かしながら、 润れむ やうに 言った。 

「问情 かい。」 賴趙は 苦笑した。 

「 同情 も あるし 愛 も あって よ。」 

ち あは  な 二 

「愛情 かい。 愛情なら、 このお 父さんに も 持 <1;1 せが たっぷり 有る よ。 お父さん 金 をた めて、 何す 

ろと 思 ふ。 死んで 持って行 けろ 譯の もの ぢ やない。 所訟 はお 前と いふ ものが 可愛い からだ。 お前 

に 一生 苦しい E を させたくない ためば かりだ。」 

「 私の 幸福が お金で 買へ ろと m 心って ゐ らして。」 

「おお、 買へ ろと も。 金 さへ あれば、 世の中 は極樂 だ。」 

「お父さん は、 自分で 自分の 境界 を極樂 だと m 心って ゐ らっしゃ るの。」 

『おお、 思って ゐろ とも？ それにお 前と いふ もの も あろから な。 - 


一 七 四 

幾 乃は萌 造な どと そんな 話 をした ところで、 面白く も 何ともなかった。 大體 同伴 を 担み たかつ 

- 一 つ ち  つきあ  こと 

た $ だが、 此方 さへ 其のつ もりで 附 合って ゐれ ば、 さう 邪魔に もなら ないし、 事に よったら 對祌 

尾英 夫の ilg 權 について、 . 何 か 都合の 好い 話ので きろ 機會が あり はしない かと、 そんな 氣 もして ゐ 

た。 英 夫と 孩 分との 愛 を 打明けて、 それ を 承認 させろ こと も 一つの 方法 だし、 それに は 叉 英夫を 

も 呼 寄せ て雙方 を 接近 させ る 便利 も ある だら うと、 さう も 2 心 つてる た。 

^g造は三ra:本も倾けて、 大分 醉 つて ゐた。 湯 あがりの 額 ゃ頭臚 が。 ネン カンの やうに 輝いて、 目 

は 善良 さうな、 しかし 野卑な 獸の やうな 表情 を帶 びて ゐた。 

「お 酒もう 止したら 何う です <」 そんなに 醉っ ちゃ 困ろ わに 幾 乃 はお-めろ やうに 、「だから 私 はお 父 

さんのお 伴 は 御免 だと 言つ たんです もの， ビ 「あ、 よしよ し。」 と、 喊造は にゃにゃしながら、 「しか 

しま あ 然ぅ言 ふな。 折角 保養に 來 たんだから、 偶に は 好いだら う。 その代りお 前の 言 ふこと は 何 

でも 閱 いて やる。 何 か 水菓子で も 取ったら 何う だ。」 

「私お 肚は 一杯な のよ。」 幾 乃 は仇氣 ない 様子 をして、 伊達 卷 のうへ を 叩きながら、 「では， お 父 さ 

ん にお 酒 を 許して あげます から、 私のお 願 をき いて 下さる。」 

「ああ 何でも gi いて やる。 お前の 願なら 何ん な こと だって 爲て やろ よ。 ffl: しお 父さんの 商賣 上の 

こと だけ は 1^ けない よ。 それだけ は 駄目 だ。 この 商賣を 止めて くれろ とか 何とかい ふこと はな。 


それ あ 止めろ 時が くれば、 お前が 言 はんでも. める。 今 だって、 さう 新規な 口 はない ので、 大抵 

ゆきが かりじ つし かた  た 

は 古くからの 行懸上 仕方なし やって ゐる やうな もの だ。 神 尾の 口にしても、 人から 强 つてと 一一 一一 口つ 

ゅづり  ど 

て讓 受けさせられた ので：：」 と、 弒造 はぶつ ぶつ 一 人で 1  一一； n ひながら、 「あれ も 何うな るか 刹ら 

んが、 お前が たと ひ 何と 言っても、 證書を まくなん てこと は 出来ない よ。 その外の ことだった 

ら、 何でも 聽 かう。 着物が ほしいと か、 指環が 買 ひたいと か：：」 

「そんな こと ぢ やな いんです。」 と、 幾 乃 は 寂しい 微笑 を 浮べて、 「私 そんなお 金で、 赘澤な もの を 

體に つけたい と は 思 ひません わ。」 

なん なに  かど 

「そんなお 金て 何 だ。 何が そんなお 金 だ。」 禎造は 少し 目に 接 を 立てて 「、世の なかには、 もっとも 

しろもの 

つと 荒い こと をして、 金 を 儲けて ゐろ 人が 澤山 あろ。 代物で 目を晦 してる の も あれば、 空な 相場 

ふと  二 は；'  ふんどく 

で 太って ゐろ輩 も あろ。 どこ を 見た つて、 詐欺の やうな ことば かりして 金 を 掠 翁り あって ゐ ろん 

だ。 少しば かり 體裁 がわる いからと 言って、 さう 僻む に は當ら ない。」 

「だって、 世 問が しくない からといって、 それが 自分の 悪事の 辯 護に はならないで せう。 そん 

な 理窟 言った つて 仕方がない わ。」 

「虞 實だ。 仕方がな いから 遣って ゐ ろんだ。」 

「私 そん こと 一一 =n つて ゐ ろん-ちゃない の。」 

斷  崖  (  1 七 五 
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r ぢゃ何 だ，」 

「あのね、 私 ここへ 祌 尾さん に來 ていた だいても 可 いんで せう つて、 それ をお 願 ひして ゐ ろんで 

す。」 

「祌尾 を 呼ぶ？」 

「え、 あの方と さう いふ 約束し たんです から。」 

「それ ぁ來 るなら 來て もい いが、 お前 は あの 男が そんなに 好きな の か。 一 

「え。」 幾 乃 は 紅い 顔 をした。 

「好きなら 好きで も 可い が、 詰らん 關係 でもで きる やう だと 闲ろ からな。 それに あの 男に は 女房 

も 子供 も ある。」 

お く  -Is ごろ さ I, 

「え、 です けれど、 あの人 餘り 幸幅ぢ やない のよ。 夫人さん も 此頃資 家へ ぉ歸ん なすった と 云 ふ 

詰です わ。 私ち よいと お 手紙で 伺つ たんです けれど：：」 と、 幾 乃 は 沈みが ちな 口調で 言った が、 

じろ りと 藏造を 見 あげて、 

「それ もお 父さんが 可け ないから なの よ。」 

な  おれ  おれ  ふ  とぼ 

「何に 己が 悪い もんか。 己の 知った こと ぢ やない。」 賴造は 手で n の はた を 拭きながら 恍けた 顔 を 

した。 


それ おも 

「それ あ 直接お 父さんが 關し たこと-ちゃな いんです けれど、 其が 重な 原 WI らし いんです わ。」 幾 乃 

ふしめ 

は 伏目が ちに 言った。 

おれ  おれ  丄 れ 

「そんな こと は 己 も 知らなかった が、 己の 责任ぢ やない。 その 嫁さん も、； ヒ にい は せれば 薄情 だ。」 

「それん 然ぅ だけれ ど、 隨 分お 第 毒な 事情が あるの よ。 私の こと も 多少^ 係して ゐろ らしいです 

から。」 

if- きちち  おれ 

「ぢゃ 嫉妬 か。 お前と 神 尾との あ ひだに、 そんなに 話が 進んで ゐろ のか。 それ ぢゃ 己より お前の 

方が 责 任が 多い。」 禎造は 笑 ひながら、 「お前が こんな 罪 を 造らう と は 己 も 知らなかった。」 

あ ひだ  やま 

「そんな 事ありません わ。」 と、 幾 乃 は 紅くな つて、 「私たちの 間に、 そんな 疚しい こと なぞ はあり 

はし. ません わ。」 

ど  おちあ 

r ぢゃ 何う して、 溫泉 場な どで 落會 はう とい ふの だ。」 

「刖に 理由ありません わ。 私 寂しい から 一 日 遊びに 來 ていた-たか うと 思って：：」 幾 乃 は 甘へ る 

やうに 言った。 

おやこ  なに  くち とが 

「父子 水入らずで 湯治に 來てゐ て、 何が そんなに 寂しい。」 禎造は 嘴 を 尖らせながら、 少し こわい 

断  it  一  七 七 
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顏 をして、 「第 j 負 侦の話 もま だ 解決が ついて ゐな いの に、 お前が あの 男と 馴合 つても 困る。」 

「それ ぢゃ 私つ まらない ビ幾乃 は 子供つ ぼい 表情 をして、 「私お 父さんのお 酒 のんで いらっしゃろ 

の を、 毎日お 日 見て ゐ たって 詰らな いぢゃありません か。 その 位なら、 お母さん でも 呼んだ 方が 

い いぢゃありません か。 それに 此 處は爲 様の ない 處ね。 私 熱 海 かど こかへ 行きます わ。 一人で。」 

「さう 云 ふ 駄駄を 捏ねろ もん ぢ やない。 お前が 熟 海が いいなら、 私 も 一 緒に 行く、 お前 は 一 體幾 

歳 だと S 心って ゐ るんだ。」 

「え、 ですからお 父さん なぞと 一緒に 歩く 年ぢ やな いんです。 もっと 自. S に、 自分の 判斷 で.： S で 

もしても 可 いんです わ。 それにお 父さんが a 机實に 私 を 愛して 下さるなら、 私の 云 ふこと がさう 不 

道理でない 限り、 少しく らゐは 受容れ て も 可い 答ぢ やありません か。 祌 尾さん の愦權 なぞ、 放棄 

したって、 お父さんの 財產 に、 何程の 差 響が 來 よう とも 思 はれません もの。 私 それ をお 願 ひして 

ゐ ろんで すの。 お 父さんが ほんた うに 私 を 愛して 下さろ ならば  」 

を か  チ- せ 

「けど 可笑し いちやない 力" お前 を 愛すれば こそ、 お父さん は 金 を 造ら うと 焦慮 つて ゐ ろんだ。」 

「お金 なぞ 私い りません。 お金で 買へ ろ やうな 幸福 なぞ、 私 望んで ゐ ません のよ。」 幾 乃 は 美しい 

目 を 輝かせた e 

「英迦 胃 ふもん ぢ やない。 お金がなくて 女房に 雍 てられる sf- も あろ ぢゃ ないか。 一 家の 平和 も、 


1 家の 幸福 も 金 だ。」 

「さう いふ 入 も あるで せうよ。 だから： tn^ さん は 不幸なん です。」 

「まあ 何でもい い。 己 は 神 尾に そんな 義理 はない。」 

「ちゃ、 私 あの人と 結婚したら：：。」 

こ  ゆ る 

「結婚？ 誰が 之れ を聽 すの だ。」 

「でも 私が あの人 を 愛して ゐ たら！」 

み. は  ？ しゃう だん 

「お前が かい 。 J と、 賴造は 暗 い 目 を 睜り な が ら 、「lf5- 談を Is ふ もの-ちゃない。 誰が あの 男に くれ ろ 

もの かい。 現に 子まで あって、 しかも 借金で 首の ま はらない やうな もの へ、 大切な 娘 を やろ やう 

な 莫迦が あると 思 ふの かい。」 

「でも dd 方がない わ。 その 人が すきだったら。」 

「だから 其が 可かん と 一一 一一 n ふの だ。 お前 あの 男と さう 云 ふ 約束で もしゃ せんか。」 

「今まで は^に：： です けれど、 私 その 事 をお 父さんに お 願 ひしたい と 思って ゐ ますの。 美實に 

私 を 愛して 下さろ ならば — 」 

い  おれ  じ や S- だん  ほん 4 

「可け な い 可け ない。」 と、 賴造は 首 を ふ つて、 「己 はまた 笑談 かと 思 つて ゐ たら：： お前 それ a 具實 

に 言 ふ S か。」  一 

斷  纖  (.  一 七 九 
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「え。」 

み つ  そ ぶり  をと こぎら こ 

賴造 はじつ と 其の 顔 を 凝視め てゐ た。 勿論 彼 は 今迄の 幾 乃の 素 振で、 彼女 を 男 嫌 ひと 決 込んで 

そ？；！ り  さ つばり 

ゐた。 二三の 養子 を担絕 した 素 振から 言っても、 WR の やうに 淡白した 氣 象から 言っても。 

造が 酒 を 切 揚げた の は、 やがて 十 時 頃であった。 夜嵐が 吹 出して、 前山の 松 や 檜の 森に、 潮 

の 押 寄せ る や うな 凄い 昔が して ゐた。 

幾 乃 は 湯に 入らう と 思って、 橋 を 渡って 下へ おりて、 そこから 义 廊下 を 俾 つて 風 18 へ 出て 行 

ザ ラス  ふき  ；！： と け 

つたが、 高い 窓の 砲 子 や 板戸に、 風が 劇しく 吹つ けて、 人 一! 取 もない 浴場に は 浴 櫓に そそぐ 湯の 音 

が、 物寂しく 耳に しみろ のであった。 

その 夜嵐の なかに 湛 へられた 寂し さを懷 しみながら、 幾 乃 は 簿喑ぃ 浴槽に 身 を ひたして、 うつ 

とりした 氣分 になりながら、 何とい ふこと なし 空想 じみた 思 ひに 耽って ゐた。 湯 氣が濠 濛と漾 つ 

あが  ね まき き 

てゐ た。 で、 上って 寢衣を 着て ゐろ ところへ 父が やって来て、 板 群 一重の 隣の 浴槽で、 ぼち やぼ 

ちゃ 一人で やって ゐる らしかった が、 する うち 一人 話 相手が 入って 來て、 二人 は溫 泉の 話な どし 

てゐ た。 


幾 野 は { せの 口から、 輕ぃ浮 浮した やうな 氣 持で、 鎮 造の 話の 相手をし てるた のであった が，； 何 

、つかす ろと！ „ "い 目で 凝視め られろ やうな is 陶し さ を 感じて ゐた。 勿論 藏造 に そ ん な 不快な 氣 持が 

あらう と は 思へ なかった。 小さい 時分から、 よく 幾 乃 を 引 張って あるく ことが 好きで、 家に ゐて 

も 始終 幾 乃 を搜す やうな HI をして ゐる こと は 知って ゐ ろし、 この頃 は^に その 目が 避けが たい 一 

ti の 脅迫と はなって ゐ るので あつたが、 それ も 子供の 美し さ を 嘆美す る 親の 深い 心理の 反映 だと 

思へ ない ことはなかった。 

今夜 も 彼女 は 同 じ やう な 不安 を 感じない では ゐられ なかった が、 それ は 少し 敏感な ものに は 誰 

にも 共通の こと だら うと 云ふ氣 がして ゐた。 

風呂へ 行って ゐる 問に、 女中が そこいら を 綺麗に 取片 着けて くれて、 ふかふかした 寢 床が 少し 

距離 をお いて 八叠 一杯に 延べられ てあつた。 そして 幾 乃が 枕に つく 頃に は、 藏造も 湯から 上って 

来て 直に 寢 床へ 入った。 

「何だか 可怕 いやうな 晚 だね。」 などと 彼 は 話しかけた。 

「え。」 と、 幾 乃 は 後ろ向き になって、 目を^った まま 微かな 聲で 答へ た。  . 

がう がう と、 前山の 森が 鳴って ゐた。 

「お前 嫌 ひの 苦だった が、 何う して 祌 尾なん ぞ好 きになった。 え、 お父さん それ を 聞して く 
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れ ないか。」 

幾 乃 は 煩 さう に默 つて ゐた。 

「ぁんな£?^^ぞ思ったって什方がなぃょ。 お前が 結婚で もしょうと 云ふ氣 なら、 お父さん も その 

積り で 好い のな 搜 してやろ。 それまで は 誰に もやら ないから、 お前 も その 積り でゐて くれ。 二十 

年 も 傍に おいて、 大事に 育てて、 あんな 男に 取られち や、 己 も续念 だからね。」 藏造 はそんな こと 

を 言って ゐ たが そのうち 靜 かにな つた かと 思 ふと、 鼾 を かいて ゐた。 

の ぼ  いくらか  あたま 

幾 乃 は 何時までた つても 眠れなかった。 湯で 逆上せて ゐ ろせい か、 それとも 多少 警戏 的に 頭腦 

が興裔 して ゐ ろせい か、 風の 音が；！ t について、 祌經が 脅かされが ちであった。 

眠ろ とも 醉 むろと もない、 おそろしい 其 一 夜の 明け かかった ときには、 彼女 も 可也 疲れて ゐた。 

侫 1^ な 優しい 惡 魔の やうな 私語 を 耳元に 聞きつ けて、 驚き おびえて 床 を 跳 起きた の は、 夜屮 すぎ 

だと 思 はれた が、 その 比から 嵐の 音 も 間遠に なって、 鷄の IS などが 聞え るので あった。 それから 

夢幻の やうな 苦しい 亞 《夢に 魔され つつ、 夜の 明けろ の を 待ち かねて ゐ たのであった。 

すきま  しら  よろこ， ひ 

次第に 戶の隙 問が 白み かかって 来た。 幾 乃 は 救 はれた やうな 歡喜を 感ずる と 同時に、 朝に なつ 

て 賴选が 起きた とき、 何う 自分の 一身 を處 置すべき かに 迷 ひ惱ん だ。 

$t 赤い 電燈 が、 调む やうに 消えてから、 曉の 光が、 水の 這 寄ろ やうに 部屋 一杯に 充 ちて 来た。 


父 はす やすやと 眠って ゐた。 

やがて 男衆が 廊緣の 板戶を 開けに 來た。 嵐 は噓の やうに 佝處 かへ 牧 つて、 朝日影が 山の 蔭から 

ぐらぐら すろ やうな It かさで、 昇り はじめて ゐた。 

幾 乃 は輕ぃ 悪感 を 感ずる やうな 身體を 朝湯に 浸しながら、 この 悲しい 事 實に對 する 自分の 取ろ 

べき 態度 を考へ てみ たが、 差 當り此 處に留 つて ゐ ろの は 可 恐し いこと でも あり、 雙 方の 不利益 だ 

とも 思 はれた。 これから 直ぐ 東京へ 歸ろ といへば、 父 は 一人で 歸ろ こと を聽 さない に 極って る 

ろ。 偶然と したら、 朝に なって 彼 は 深く 悔悟して ゐろ かも 知れない とも m 心 はれた。 若し それが 長 

い あ ひだ 彼の 親ら しい 慈愛の 裏面に 秘められて ゐた 邪心でなくて、 ほんの 一夜の 酒のう への 出來 

心で あろなら ば、 朝の 日の目 を 見ろ と與 に、 彼 は 慚愧と 擒惱を 感じて ゐ ろに 遠 ひない。 しかし 不 

それ  それ ほんた う 

幸に して、 其が 長い あ ひだ 彼の 心に 根ざして ゐた 事で あ つ たと すれば、 其， ^ そ H 實に 不幸な 運命 

だと 思 はれた. - 

部屋へ 歸 つてく ろと、 禎造は 夜 4、 を すつ ぼり 被って まだ 寢てゐ た。 幾 乃 は そつ と 鏡 裏の 前 に 坐 

つて、 髮ゃ顔 を 作って から、 先刻.4"咐けてぉぃた牛乳とパ ンの來ろのを待って^9た。 火鉢に は 
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た ざ  くら.. r と 

瓶の 湯が 沸って、 もうもうと 湯氣を 立てて ゐた。 朝日が 藏 造の 枕元まで 差して 來た。 すると 彼 は 

その 時 も ぞもぞ と 動きだして、 纏て 兩手を 伸して、 無作法な 叭を した。 

い  ね V- む 

「おお、 好い お 1K 氣 だ。」 そして 彼 は 首 を 捻 向けろ やうに して、 眩しい 目で 幾 乃の 方 を a ながら、 

「ほうお 前もう 風呂へ 入った のか。 何時の まに 起きて たの、 お父さん はちつ とも 知らなん だ。」 

幾 乃 は 極り がわる くて、 顔 を 見る こと もで きなかった。 

「起き ませう 起き ませう。」 と、 造は獨 りで 眩いて、 やがてむ つくりと 起 上った。 そして 緣 側へ 

出て 楊枝 をつ かひながら 暫く 空 を 眺め てゐ ろかと 思 ふと、 そのまま 橋 を 渡って 行った。 

幾 野 は その 間に^いで 輕 ぃ朝颔 をす ました。 

「ほんと にあの 人 は 平 氣でゐ る。」 幾 乃 は 不思議な やうな 氣 がした、 さう すろ より 外ない の-たらう 

と m 心 はれた。 着物 を 着かへ て、 路跎の 肩 掛を搜 すと、 女中に、 「ちょっと 其處 まで：：」 と 言って、 

そのまま 部屋 を 出て しまった。 

「 ど ， r そ 散歩す ろ やうな 處 あります か 。！ I 幾 乃 は 帳場 へ 来て 訊いた。 

「さいです な、 ^に變 つたと ころもありません が、 これから 裏へ 登って おいでになり ますと、 ち 

みはらし い 

よ つ と 見晴の 好い 山が ございます。 踏切の 先へ おいでになれば. 江 川 先生 の 蔡蹟も つ J ざいます が、 

少し 遠 ござ います。」 番頭 はさう 言 つて、 此邊の 地理 を 少しば かり 說 明して くれた。 


「ああ さう。」 と 言って、 幾 乃は當 もな し 裏の 方へ 出て 行った。 實 はこの まま 東京へ 歸 りたく も あ 

きの ふ 

つたが、 咋日 葉書 を 出して おいた ので、. 英 夫が 若しかすると 来る かも 知れない と 思 はれた。 

百姓家ら しい 二三 軒の 人家の 前 を 通って、 だらだらした 坂 を 登ろ と、 丘の 上に 祠 があって、 大 

弓 場 や 休 茶 岸-の やうな ものが あった。 古い 樹木が こん もりと 生 茂って ゐた。 そこ を 通 越す と、. 次 

第に 山が かりで、 木の 根な どの 蟠 まった 細い 坂道が くねり 曲って、 どこまでも 迎られ た。 それ を 

登りつ めた 處に、 松林の 平地が 開けて、 その 堤から は 汽車 道の 通って ゐる廣 い 平原 や、 太陽に き 

ら きら 光って ゐる 川の 流な どが 一 目に 見渡された。 四方に は 人影 もなかった。 松風の 昔が 位しく 

耳に つくば かりであった。 幾 乃 は 松の 根方に しゃがんで しばらく 茫然して ゐた。 淡い 孤獨の 悲し 

みが、 しみじみ 胸に 沁 出して、 ひとりでに 淚 が入染 出た。 

しばらく  ，つし ろ は-つ  はなし ご. 0, 一  Rす^l  は ひ  ふり かへ 

少時す ろと、 後の方の 坂道 を迎 つてく ろら しい 人の 話聲 が、 微に 耳に 入った ので、 振 顧って み 

ろと 若い 夫婦ら しい Ef^ 女の 姿が、 聳え 立って ゐる 松の梢 ごしに 見えた。 一人 はちゃう ど英 夫の や 

うな ハイカラな 洋服 姿で、 女 は 丸 S|S に 結った、 下町風の 意氣な 細君であった。 彼等 は 手を繁 合せ 

tj りか は  ま ひ 

ながら 睦 しげな 話 を 取 交しつつ、 丘へ 登って くろので あつたが、 幾 乃の 姿が 目に 入ろ と、 あわて 

て 少し 離れろ やうに して、 撗の 方へ それて 行った。 

幾 乃 は 見て 見ぬ ふり をして ゐ たが、 やがて 何と 云 ふこと なしに 起ち あがって、 寂しい 森の奥へ 

断崖  (一八 S 
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入って 行った。 

八 

然うして ゐろ 間に も、 幾 乃 は 何う かすろ と 其 邊の巖 の 下の 小徑 から 禎 造が ひょっこり 顔 を 出し 

あ， 4- 

てく る やうに へ たり、 後ろからの そりの そり 近よ つて 來ろ やうな 氣 がしたり したが、 やがて 頭 

ましん  おもく ろ  ±, つ  と 

胸の、 もが 痛む ほど 重苦しく なって 来たの で、 大抵 町の 方へ 出られ ろ で あ らうと 3 心 ふ 方角 を 取つ 

て、 來た 時と は 別の 山道 をお りて 行った。 

降りた 處は 町筋から 大分 離れた^ 莊 地であった が 新たに 切拓 いて 地均し をした とも 思 はれろ 廣 

ぃゲ ラウンドの やうな 赫 土の 地面が あったり して、 木材 や 煉瓦な どが 積れ てゐ た。 汽車の 中で ホ 

テ A の 話 をして ゐ たの は 多分 此の こと だら うと 幾 乃 は 思 ひながら、 切 崩された 丘の 上の 小 徑に立 

みおろ  しの ささい ばら  おひ しげ  みち £ た  きの ふ 

つて、 それ を 見下して ゐた。 すると 篠楚ゃ 荊棘な どの 生 茂った 其の 道 傍で、 咋日 汽車で 一緒にな 

つた 關 口と いふ ra;- が 土地で 地所の 賣買 でもして 居ろ ものら しい 男と、 何 か 連に ホテルの 敷地の こ 

とに 關 して 話して ゐ ろら しいの に出會 した。 

で、 顔が 合った ところで、 關ロは 物 思 はしげ な 目で じっと 幾 乃を兒 ながら、 にゃにゃと 笑つ 

た。 幾 乃は默 つて 通過ぎ ろの も變 だった ので、 ちょっとお 叩頭 をした。 


「散歩です か。 お父さん は 何う しました。」 彼 は それ を 機會に 訊いた。 

「宿に をり ます。」 幾 乃は應 へた。 

「あんた から 何處か へ 行きます か。 若しお 歸り でしたら 、午後に でも 原 田さん まで 來る やうに、 

お父さんに 言 つて 下さい。」 

原 W と 云 ふ _s は、 有名な 元勳 株の 古い 政治家であった。 彼 は 近頃 この 新しい 温泉 地が 氣に 入つ 

て 別莊を 一 軒 作ったら しいので あった。 

二. tf すく 

「歸 つたら さう 申し ま す。」 幾 乃 は 言 少な に 答 へ た。 

關ロ は、 汽^？-のなかでも然ぅでぁったが、 今朝 はまた 氣が 引ける ほど 熱心に 幾 乃 を じろ じろ 視 

ろので あった。 しかし 其 はさう 厭な 感じではなかった。 幾 乃の 女に なった の を、 S* 實に 驚いて ゐ 

ろ 風であった。 

いっしょ 

「實に n 十い もんだ。」 關ロ はちよ つと 幾 乃と 同伴に 話してから 嘆息す る やうに 言って ゐ たが、 更に 

幾 乃を兑 て、 

「お父さん は 可愛が つ て くれます かい。」 と、 笑 ひながら 訊いた。 その 目が 始終 胡 散く さい 微笑 を 

たた へ てゐ た。 

幾 乃 はちよ つと 闲惑を 感じた。 何だか 自分の こと を 善く 知って ゐる らしい のが、 薄氣 味が 悪 か 

一 
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つた。 で、 ただ 寂しい 笑 を 浮べて 默 つて ゐた。  . ；. 

「で、 此頃 何ん な樣 子です か。 御母さん とも 仲好く して ゐま すか。」 

「は、 まあ 好 いんだら うと ひます けれど：：」 と、 幾 乃 は 少し 紅くな つた 顔 を 上げて、 「私達 親 

子の ことに 就いて、 何か變 つたこと でも あるんで ございませ うか。」 と 大膽に 訊いて 見た。 

「いや、 さう 云 ふ譯ぢ やない。 貴方の 小い 時分 を、 私が 知って ゐる もの だから：： 隨分 久しくお 

訪ね もしない が、 昨日 ふと 汽車の なかで 逢って、 急に 昔 を 思 出した のでね。 御父さん は 原 田さん 

とも 滿更 知らない 間で もない。 貴方 は 知らない だら うが、 若い 時分に は 原 K さんに 取 立てられて 

役人 をして ゐ たこと も あるの さ。」  ： 

なに  そそ 

「それと 私の 小い 時分と、 何か關 係が あろんで ございませう か。」 幾 乃 は强ぃ 好奇の 念 を 唆られ な 

がら 押 返して 訊いた。 

「關 係". ただ 北ハ だけ さ。」 關ロ は- # の 頭で 一一 一一！ I つて、 「御父さんが お金が できて、 一 粒 種の 貴女が、 

こんな 立派な 令嬢に なって ゐる、 そんな 結構な こと はな いぢ やない か。」 

「それ ぁ然 うです けれど：：」 

「それ 以上 何にも あり やしない 。L 關 口 は 咽喉 を , ^ そ げ る やうな 聲を 出し て 笑 つ た。 

「失禮 です が、 贵方 まだ 暫く こちらに 在し やい ますの 。」 幾 乃 は 訊いた。 


「さあ、 何うな ろか。 今日 沼津の 御用邸へ 行った 害の 荒 川 君が 原 田さん とこへ 寄る と 云 ふ 話 だか 

ひさしぶり  こと 

ら久 振で ちょっと 逢って、 事に よったら 一緒に 歸ろ かも 知れない。 外務大臣の 荒 川さん ね。」 

「荒 川さん が：：」 幾 乃 は 飛 立つ やうに 一一 一一 n つた。 

九 

關ロ は怪. 詠な 顔 をして るた。 

「あんた が 何う して 荒 川 君 を 知って ゐ る。」 

「ちょっと 然ぅ云 ふ機會 がご ざいました の。 あの方の 自動車に 糠れ まして：：」 幾 乃 は 無造作に 

應へ て、 「私 ここでお 目に かかろ こと 出来ないで せう か。」 

關ロは 一 層 不安げ な 表情に なりながら、 

「何 か 用 かね。」 

「え、 ちょいと。」 

ど  やつ ぼ 0 

「それ あ 逢 へん こと もない だら うが、 ー體 何う 云 ふ 用です ね。 矢 張 その 怪我の 一 件で：： それと 

も 何 か 其の 他の、 貴女の 身の上の 事 かね。」 

「え、 まあ 然 うなんで ございます。」 
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さ  いど  さしつ か  き 

「そんなら 私から 然ぅー K つて 上げても 可い が、 何う 云 ふ 用事 だか、 差閊 へなかったら、 私が IS い 

といても 可い。 贵 女の 身の上なら、 大概の こと は 私に も 解ろ つもり だ。 若し さう だったら、 何う 

です 原 ffl; さんと こまで 一 緖 においで なさい。」 

「は、 有難、 つ ございます。」 

それ  どてら 

すろ と 其と 同時に、 今 幾 乃が 降り て 來た方 角 から 父. S 滅 造が 榲袍の う へ に大. S の 羽織 を 着て、 

や  * ざ i  に はか たちすく 

中 折 を 阿 彌陀に 冠りながら のこのこ 遣って 來た。 幾 乃 は u 敏 くそれ を 見つける と、 遽に立 辣んだ 

やうに なった。 

「.M だ、 そんな 處にゐ ろの か。」 と禎选 はに こに こしながら 近づ いて 來て、 「私 はまた 仞處か 迷兒に 

でもな り やせん かと 思って 心配した。」 

そして 彼は關 n に、 「や あ、 昨日 は。」 と 挨拶した。 二人の 問に は、 この新！！の溫^：水場の地所ゃ ホ 

テルの 話が 出て ゐた。 咋 日の 代議士 ゃ關 口が、 资 金を藏 造に も 出させよ うとして ゐる らしかった 

が、 fi 造は危 がって るた。 

「その 話なら さんに 逢 ふが もの もないで、 まあ 其う ち 御機嫌 伺 ひに 行って、 基のお 相手で も 

す ろ かね。」 彼 は 一一 一 n つて ゐ たが、 更に 幾 乃 を 促して、 

「さあ 歸 らう。 宿で も 心配して ゐ た。」 


「私， T う 少 し 散歩し ま す わ。」 幾 乃は應 へた。 「私 これ か ら 海を兒 に 行 きた いんで す。」 

「ああ、 海なら 三十 町ば かり 行く と 直 だ。 そら 行って おいでなさい。 三津 浦と 云って 靜浦 if の镇 

き だから、 それ あ 絶景 だ。 海 も 綺麗 だし、 富士 もい い。」 關 口が 言 ふので あった。 

「叉に しろ、 え。」 と、 賴造は 制止して、 「さう すれば お父さん も 一緒に 行く で。」 

「私 一人の 方が 好 ございます。」 

「でも 海 は 物騒 だ。 ぢゃ、 私 も 一緒に 行く としょう。 宿へ 歸 つて 仕度 をして。」 

「いいえ、 私 一 人の 方が 好きなん です の。」 幾 乃 は含淚 しい やうな 目 をして lis 張ろ のであった。 

「私 子供 ぢ やありません から、 さう 一 ー附 いて 來て 戴かな くと もず いんです。」 

藏造は 網れ た 顔 をした が、 困惑の 色は隱 せなかった。 關ロは 二人の 顔 を 見 かべて ゐ たが、 やが 

て^れ を 苦げ て、 同伴と 一緒に 下へ おりて 行った。 

「ぢ やま あ、 一人で 行く の もい いが：： 大丈夫 かい。 お前 怒って やしない かい。」 喊造は 機嫌 をが 

ろ やうに 言った が、 やつば り 手放し かねろ らしく、 r ちゃ 恁 うしょう。 是 から 歸 つて、 宿へ も 安心 

させて、 自動車で も赌 つて 二人で 行く ことにしよう。 其方が 安全 だ。 折角 二人で 來て、 私 もお 前 

がゐ ない と 詰らない。」 

つ そ れぢゃ 私行かない わ。 東 京 へ歸 らして 戴きます わ。」 幾 乃 は强 硬に 出た。 


1 丸 二 

「何. たな、 そんな 事 を 一一 一口って 私 を 困らせろ 镜 り だな。 私 はお 前の 一一 一一 3 ふこと なら 何でも 聽 くから、 

機嫌 を^して 附 合って くれ。 神 尾 を 呼ぶ の も 介意 はん。 また あの 權 のこと も、 お前の 希望 ど ほ 

り 幾分 譲歩しても いい。」 そして 彼 は 少し 逆上せた やうに、 焦燥 氣味 になって、 

「それに 是 迄は隱 して 來 たが、 お前 は眞實 は 私の 子ぢ やない。 そこが、 單 純な 父子の 愛情と も 叉 

違 ふので、 そのこと も 詳しく 話さう。 J 

幾 乃 ははつ としたが、 それ を 口へ 出した 稿 造 も、 我ながら はっと 3 心ったら しく、 それ 限 悲しげ 

に n を ま 小んで しまった。 

十 

幾 乃 はそんな こと を 聞く と、 嫌悪の 情が  ー&! むらむらと 起って 来て、 顔 を 見る の も 厭に なつ 

それ 

た。 その上. nn 身の 祕密を 彼の n から 聞く の は尙更 不快であった。 其に は 彼の 不道 德な條 件が、 き 

つと 公然に つくだら うと 云ふ處 もあった。 今迄 隱 して ゐた爪 や 牙が、 .^i 竹に 飛 出して 來ろ 前提に 

あしばや ある 

違 ひない と 思った。 で、 物 も 言 はずに、 すたすたと：： 光 n 十に 歩き 出した。 

「おい、 何處へ 行く。」 藏迭も 終に 怒り 出して、 後 を 追って 来た。 

おれ  き ■ 

「己の 言 ふこと を肯 かんの だね。 一 一十 年の 親の 恩 を 忘れたん だね。」 


「それ は覺 えて ゐ. ます。 それと 此とは 別問題です c」 幾 乃 は 踏 止まって、 「お 願 ひです から 少し 考へ 

と  ほんた う おそろ  しづか 

さしていた だきます。 私に 取って は A 實に可 怒し いこと なんです から、 私 どこか 靜な ところで、 

獨 りで 考 へた いんです。」 

ふりき  ひと ど ほり 

そして 彼女 は 叉 鎖 造 を 振 切ろ やうに して、 人 通の 方へ 歩き 出した。 

5 しろす がた 

往来の 人目が あろので、 賴 造は爭 ふこと も 出来なかった。 で、 憎さげ にじつ と 其の後 姿 を 見 

そつ あと 

達って みたが、 どこへ 行く かと 思って、 私と 後から 尾行した。 

幾 乃 は 町 雄 を 離れて、 廣ぃ 街道の 方へ 道 を 急いだ。 どこと 云ふ當 もなかつ たが、 禎 造の 目 を さ 

の 1^  力 ま  つきあ だ 

へ遲れ たら、 どこでも 介意 はない と 思った。 道 は 山に 突當 つて、 そこから 右の 方へ 折れて 行つ 

た。 海邊 への 通路 だとみ えて、 魚を擔 つてく る 男な どが あった。 自動車 も 通れば 俥 も 通った。 五 

あと ふり かへ 

六 町ば かりの 道 を 来た ことに 氣が ついて ふと 後 を 振 顧る と、 藏造も 一 一町ば かりの 距離 をお いて、 

今 厳 山の 陰 を 出て 來ろ ところであった。 幾 乃 はすた すたと 歩き だした が、 道 は 其 遷 からだら だら 

登りに なって、 暗い 竹 藪の 薩を 通ったり、 蜜柑 畠が 山の 傾斜面に 眺められた りした。 百姓 や 商家 

A:  二ろ どころ ちら 

も、 所 5^ 散ば つて ゐた。 

か なり 

坂道 を 登りつ めろ までに は、 可也の 時間が かかった。 そして 目の前に 橫 はって ゐろ 山腹に 穿た 

とんね るぶ つか  ゆる 

れた、 長い 暗い 隊 道の 口へ 打 突かった 時には、 張 詰めた 反抗的な 氣 分が いくらか 弛む と 同時に、 
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甘い 淚が ほろほろと 流れた。 

とんね る  に は  あかる 

暗い じめじめした 隧道 をぬ けろ と、 空が 遽 かに 明くな つて、 懷 しい 海の 近づいて 來 たこと が感 

ぜられ た。 山裾に 沿うて、 道が うねり、 うねりして ゐた。 そして 重なり合った 人家 を こえて、 靜 

かな 湖水の， やうな 碧い 海が、 崖の 上に 立って ゐる 彼女の 目に 見え 出した の は、 それから 四 五町 も 

まひ  かなり 

め險 しい 山道 を步 いてからで あつたが、 海濱の ごちゃごちゃした 町へ 入る までに は、 可也の 距離 

があった。 

す  ぁ を あ. * 

潮く さい 町 を 通りぬ けろ とそ こが 直ぐ.： g ばた であった。 翡-翠 の やうに： お I ぬと 澄 切った 水が、 忽 

おしつぶ  に はす ゐ 

ち 目の前に 現 はれて 來た。 それ を 見ろ と、 幾 乃は壓 澄され たやうな 喑ぃ 今， おの 氣 持が、 迪 かに 吸 

と  二 ころ やす あは  ，  ，ミ 

取られる やうに 晴れ晴れして、 寂しい 心 易 さと 淡い悲しみが、 ひた ひたと 胸 を 浸して 來 るの を 感 

つな  たちなら 

じた。 が幾艘 となく、 そこに 紫いで あった。 山が すぐ， まに 迫って、 美しい 人家が 山裾に 立駢ん 

でゐ た。 山上に は別莊 らしい 家 もみえ た。 人に 聞く と、 その 海岸 を 凰 直に 北へ 取って 行った とこ 

ろの 蒼 蒼した 出 島が 中 伏で、 それから ずっと 先の 方に 一抹の 翠 黛が、 まろで、 疆繪の やうに 棚引 

いて ゐる のが、 沼津 海岸の 松原 緩き であった。 

ひた 

右の 方へ 右の 方へ と、 幾 乃が 歩く につれ て、 目 の 前の 海の 眺めが 次第に 展開して 來た。 水に 涵 

その とき 

つて ゐろ やうな 富 士の姿 も 見られた。 すろ と 其 時、 日光に きらきら 光ろ 自動車が ー臺， 海 邊の狹 


い 道 をう ねり、 うねりして、 疾駆して 來ろ のが、 目に 人った が、 次第に 近づいて 来る につれ て 其 

の無聚 車の 中に ゐろ 人の 形が 分明して 來た。 

幾 乃 は 先刻から、 何 だ か そんな 廻 合せ を 豫感し てゐ たので あつたが、 まさかせ t が 適 中し ようと 

は 思はなかった。 琅卜： の 人 は 疑 ひもな く 荒 川達彌 であるら しかった。 

自動車が 問 近 へ 來た。 

さ  ゾた  ± んナち 

「ほんと に然 うよ。」 幾 乃 は 幾 立つ やうに して、 我 を 忘れて 手 巾 を 振った。 

に は そ f 

自動車 は遽に 速力 を 弛めた。 幾 乃 は 係へ 寄って 行った。 

爭 奪 


よろこび  LJ, ひ 0 

勿論 幾 乃 は 救 はれた やうな 歡ま c を 感じつつ、 自動車へ 飛乘 つた。 

C で 

「ほんと に 失 t- なんで ございま すけれ ど、 私 貴方が きっと 此道 をお 出に なろ だら うと 思って ゐま 

よ  そつ  どなた 

したの でも 運が 好う ございました。 私 切ない ことが ございま すの。 それ は 誰 方に もお 話ので き 

©  e  一  一  九 E 
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ないやうな。」 

そして 彼女 は 手 巾で 顔 をお さへ ながら、 しばらく 泣いて ゐた。 白い 頸に かかった 後 毛が わな わ 

なと 顫へ てゐ た。 

荒 川 は 吃驚した やうに、 その 様子 を 眺めて ゐた。 慰め やう もなかった。 

だいぶ  せつ  し  おしこら  なきぬ 

大分た つてから、 幾 乃 は 切な さを强 ひて 押 泳え ろ やうに、 泣^れた 顔に にっこり 笑った が、 惱 

ましげ な 科で、 

つ 凰實に 失禮な ん でございます わ。 やつ ぱり 降ろ し て 頂き ませう か 知ら。」 

「何う して：： 何 かおりな けあならない ことがあろ。」 荒 川 は氣遣 しげに 訊いた。 

「いいえ、 然 うぢ や ございません けれど、 私贵 方に 申譯 のない こと をして ゐ ろん ぢ やな いんで ご 

はんけ ち 

さし ませう か。 私 ほんとうに 我儘なん でございますから。」 そして 彼女 は 叉 手 巾 を 顔に あてた。 

自動車 は ごちゃごちゃした 町へ 入って、 徐行して ゐた、 道が だらだら 登 i りに なって ゐた。 

荒 川 は 世に も 大切な もの を 保護す ろ やうな、 繊細と 優し さの つた 態度と 一一 一一； 1 紫で、 

なに  _ 

「事情が わ 力らん が、 贵姨は 何 か 脅迫で もされて ゐろ やうに 見える。 一 體 何う したと 云 ふんで 

わし  なた 

す。 私に できる ことだった ら、 いつでも 贵孃の 味方に なって あげようと 思 ふ。 道理の あろ こと-た 

つたら 何ん なに でん 保護して あげよう。 - 


難う ご ざ い ます。」 幾 乃 は . ^み -?, はで 一一 S つ た。 

あなた ひ 

「 私は運ゎろ：^:!.:0を櫟ぃて、 片輪 もの にして しまったので、 心から それ を 悲しんで ゐ ますよ。 

それの 惯 ひとい つち や ？ Hi_ ^、し いが、 ：: 勿論 物質的 にも、 何とかして 御 父 さん の 希望 に そ ひた い 

ぐれ  た」. cf  あなた 

と は 思って るろ が、 北ハ よりも 共 以上の、 何 か 私に 適當 した こと だ つたら、 生涯 貴孃の 友達と し 

て、 出來る だけの こと はして あげたい と 思って ゐろ。 どんな 場合に も 十分 私 を 信じて もら ひたい 

ちふ  ど  あなた  さと 

ので：. - 素より 何ん な ， J とが あらん と、 貴 嬢の 逑感 にな ろ や うな - .- と はしな い。」 荒 川 は 論す や う 

に 言った。 

す なん 

「いいえ、 あの 事 はもつ 過去った， 5 とで ござい，.  一 k す。 そんな 事 は 何でもな いんで ございます。」 

さし 

C 動 車が 山道へ 塞か かって 米た。 そして 其の 時 坂へ 折 曲った ところに、 崖の 方へ 避けろ やうに 

して、 藏选 の^ 立って ゐろ 姿が 幾 乃の 口に 入った" 

からだ  うな だ 

幾 乃. は 體が顫 へ ろ やうに 思って あわてて 顏を隱 して 頸 垂れて しまった。 

「おい 幾 乃：： お前： . . お い。」 と、 fg 造 は それが 幾 乃 だと 氣が つくと 急いで 自動車 を 追 かけ ろ や 

うにして、 手な 报 りな. から 叫んだ。 

荒 川 は振顿 いて、 、てして 運轉 手に 聲を かけよう としたが、 幾 乃 は あわてて 制止した C 

- 「1? いんです、 可 いんで- r。 後生です から 介意 はす 遣って ちゃう だい：」 
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荒 川 も $ か は 知らず、 与 心ぐ やうに 目配せし たので、 運轉手 はかけ ようとした ブレ— キを、 叉她 

めた。 

だいぶ  こ ご ゑ き 

「あれ は 誰です。」 荒 川 は 大分た つてから 微 I 微に 訊いた。 

幾 乃 は 目を伏せた まま 默 つて ゐ た。 

「貴 嬢 は ； B 何う して、 こんな 處へ 來てゐ ろんで す。」 

「少し 骨が 痛んだ ものです から、 あすこの 溫 泉へ 參 つたんで ございます。 父と 一緒に、 今 あすこ 

に をり ましたの が 父なん でございます けれど：：」 幾 乃 はさう 一一 B つて、 叉 口 を噤ん でし まった。 

ぶ ■  I  くら ゐ 

「ほう。 それなら 一 絡に 叔せ てあげる のだった ね。 途中 何 か 喧嘩で もした です か。 その 位の こと 

だったら、 何も そんなに：： 貴孃 は おそろしく 敏感 だ と ：3^ぇ る ね 。」荒 川 は い く ら か 安 心 し た や う 

に 言った。 

「それが 然ぅ. ちゃな いんで ございます。」 

r ち -o-iFJ うしたん 一 じす。 - 

うち  . ， ， 0 

「私もう 一 生家 へ は 歸らな いつもり で ごさいます 」 

あすこ  、  0 

「そんなに 切ない ことがある のかね。 では まあ、 彼處 へつ レて 力ら， 41 力う」 

勾配が 弛くな つたと ころで 自動車 はまた 速力 を 加 へ はじめた。 


二 

•15- w 伯の 洋風 應接 室に は、 例の 代議士 ゃ關 n がゐ たが、 主人の 伯に は 他に 來客 があって 居室の 

ガにゐ ろら しかった。 荒 川 は 應接宗 で 幾 乃を老 夫人 ゃ關 n などに 紹介して から、 伯に 面會を 求め 

*  一  0 

「今 4i 口村の 娘さんの こと を、 夫人に も 話して i 寸 をして ゐた ところで したよ。」 と、 關 口 は 荒 川に 向 

つて 長い あ ひだの 久濶を叙す ろと 同時に、 就任のお ひな ど を 一一 一一 "つてから、 一一 一 n 出した。 

い  いた  D 

「ほんと に 好、.， ぉ孃 さんです こと。」 夫人 は 自分の 娘 をで も劬 はる やうに して， 一一 目 ふので あった 

い  むすこ 

夫人 はもう 六十 位の 年輩ら しく 兑 えたが、 好い くら ゐの 年輩の 子息さん や 令 嫂 も あろ ことと て 

ひとし ミ  いろつ や 

一入 幾 乃に 注目す ろので あった。 彼女 は 肥った、 色尤澤 の餘り 優れない、 臓 病で も あるら しい 

體 質で あつたが、 客が 好きと みえて、 それらの 人達と 快活な 話 をして ゐる 様子が、 幾 乃に 好奇と 

尊敬の 念 を 起させた。 それに 別 莊は思 ふたより 質素で、 孫 達の ためとお ぼしい 運動場な どの 設備 

があって、 五つ 六つば かりの B;- の 子供が 二人、 粗末な 洋服 を 着て、 暖かい 庭で 毬投 をして ゐ ろの 

が、 窓から 兒られ た。 

な こ  い J あ t 

「何 かお 父さんとの 1^ に、 不快な ことがあろ さう で：： 何れ 後で 聽か うと 田 化って ゐ るが、 私と 一 

K  虔  ，  1 九九 


二  0〇 

緒に 東京へ 歸 つても いいが、 家へ は歸 りたくな いと 言 つて ゐろ 。」 荒 川 は 夫人が 幾 乃と 話し てゐる 

間に k 聲で關 n に そんな 話 をして ゐた。 

「それ あ 可 笑いね。」 と、 關ロは 苦笑 を 浮べながら、 曾 を 傾げて ゐた。 

「君 はこの 娘 を 知って るる やう だが：：」 

「私と はもう 疾 にお 眤 みなんで ね。」 と、 關 n はやつ ばり 苦笑 をた た へながら、 「 咋日も 汽車が 一 緖 

だった し、 先刻 も あすこで 逢って、 その 時吉村 も追驅 けて 來て、 どうも 様子が 變 だと 思った が。」 

「君 は 吉村 を 知って ゐ ろ？」 荒 川 は 不思議 さう に 訊いた。 

關 n は いて、 

「さう、 萬更 知らん なかで もない。 この 令 嫂の 小い 時分の こと も 知って ゐ ますよ。 吉 村と は滿洲 

時代からの 呢み でね。 あいつ 何う 豹變 した もの か、 最近で は アイス 仲間で は、 相 當に顔 を 知られ 

てゐ ろと 云 ふ 話で、 僕 もま だ 逢って しみじみ 話 をした こと はない が、 速 絡がない こと も ありませ 

んょ。 此處の 主人 伯 だって、 彼の 前 生涯 は 知って ゐられ ろ 害 だ。」 關 ロは說 明す ろので あった。 

/然 うだった のか。」 と、 荒 川 は 微笑 をた たへ ながら、 

「それ だと 大變に 都合が いいの だ。 現に 祌尾： S 方で も、 吉村關係の1^5務で惱されてゐろさぅぢゃ 

ないか。」 


ど 

「そんな こと も 有る さう です ね。」 關 n は それ はさう 第に も 力 力ら な いと 云 ふ 風で 「それよりも 何 

うです ね、 町 田 I?;; の近狀 は：：」 

「町 田の 近狀？ それ は^の 方が， つて ゐろ lli." ぢ やない か。」 

「八洲 子 夫人 は、 荒 川さん が 出た と 云 ふので、 大變悅 んでゐ ろ やう だが、 同時に また 衷心 ひどく 

穩か でない らしい ので わ。 町 田 君も氣 焰が揚 らん やうです よ C あれ は 僕が 雾 ふまで もない が、 ^ 

お J~ か^へ 出し て もらう 譯に 行かん もの かね C それとも も う 外交官と しての あの 男の 時代 は 過去 つ 

i; よ」 一  ど  テ I ブル  つま 

てし まった もの か、 5;^ 川？ ん、 贵 方の 御意 見 は 何う で すかい ビ關 口 は い；： 十 子 のうへの 葉卷 を 一 本. W 

みあげて、 吸 n を 切" なが-り、 荒 川の 顔 を 凝視め たま ま、 マッチの 火 を 招つ けろ のであった。 . 

「さあ。」 荒 川 は 卓子に 肱 をつ いて、 その 手に 頭腦を 支へ ながら、 嘆息す ろ やうに 言った が、 

「僕 も その f  J とは考 へ んで ない の だが ね、 やっぱり 現在の 仕事み-して ゐ飞 つた 方が よさ さう 

ぢ やない かな、 多少 新人 を^お したら、 何う か恁 うか やって 行けさうた から。」 

「ちゃやつ ばり 頭腦が いの かな。」 と、 關ロは 苦笑 して、 一 ， 貴方の 目 に 十〕 い とHf^り れ る や う な ら、 

やつ £り 

矢 張 古いんだ らう ピ 

「7〕 いとい つれ や 語弊が あ， くた-りつが、 外交 其 物の 根本の 解釋 がね：：」 と、 荒 川 も 苦笑し なが 

ら i| 子 を 離れて その まま 伯の ESiSil  S 方へ 行って しまった。  ) 
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それから 夫人 も 應接窒 を 出て しまって、 關 口と 代議士と、 今朝 幾 乃が 關 n に 逢った とき：：： ：- た 町 

の 有志ら しい^も、 主人 伯の 居室から 返 出して 來て、 三人で ホテルの 話な ど 交換して ゐ たが、 問 

ま  もちだ  とり 

もな く 彼等 は 次の 室で、 ^盤な ど 持 出して m-: 白の ハ  1- ひに 取 かかった ところで、 關 n 一人が 幾 乃の 

そば とりのこ 

傍に 取殘 されろ ことにな つた。 

あなた  うち  いや 

「今 荒 川 君の 話ぢ や、 貴方 は 家 へ歸 るの が 厭なん だ つて？」 

關 n は 笑顔で 訊いた。 

. 幾 乃 は 先刻から 惱 ましげ な 表情 をして、 じっと 考 へこんで ゐ たが、 荒 W の 自動車な どへ 飛込ん 

なん  きまり  い 

で 問題 を 大きく した ことが、 何となく 極が 悪かった。 その上 伯 夫人の 耳へ で 入れて は、 實際濟 

まない こと だと 云ふ氣 がして、 一 身の 處 置に 迷 ふので あった。 

「御 心配 かけて 濟 みませんで ございます。」 

こ ご ゑ こた 

幾 乃は微 聲で應 へた。 

「濟 むの 濟 まんのと、 そんな 心配に は 及ばん がね。 ー體 何う したと 云 ふんです かい。 佝か贵 女の 

氣に 染まん ことで もあった のです かね。」 


「は：： いいえ。」 と、 幾 乃 は 切なげ な 科で、 もぢ もぢ して 居た。 

「私 は 先刻 も 話した とほり、 贵女 のこと では 全然 沒 交渉 で ゐられ ろ 人間で もありません ぜ 。其 上 

お父さん とも 懇意な の だから、 次第によ つて は 口 を 利いても 可い と 思って ゐろ。 ^んな こと だ 

か、 秘 さず 一 fa つてみ たら 何う ですな。」 

「有難う ございます。」 と、 幾 乃 は 微笑 をた たへ て、 「私 貴方に でも 伺ったら 知れろ かと 思 ふんで ご 

ざいます が、 私は吉 村の 父の 實の 子なん でございます か 知ら。」 

關ロは 微笑と も 苦笑と もっかぬ、 妙な 表情 をした。 

「何 かさう いふ 疑念が あろんで すかな、 誰が さう 云 ふこと を、 貴方に 言ったです かな。」 

「父なん でございます。」 と、 幾 乃 は 緊張した 目色で、 「今朝 贵 方と お別れし ました 後で、 ふと そん 

なやうな 事を聽 かされ ましたの。 それで さう 言って、 後で 後悔した やうな：： わざと そんな 事 を 

1 一目 つて 其 場 を 胡麻 化さう としたの か爲れ ませんで すけれ ど、 何だか 可笑し いんで 一、 .> ざい ま す。」 

,H  二  さ -ざ ふー ^i 

「胡麻 化すと は 何 をね。」 と、 關 ロは聽 咎めた。 

幾 乃は闲 惑の 色 を 浮 ベ て、 俯む いた。 

「贵 女が 逃げて 、 お 父 さん が 追驅け ると いふに 就い ちゃ 、其 翁 に 何 か 事情が な けらに やならん が、 

何う いふ こと だか 一一 一 e つて ごらんなさい。 荒 川 君 もゐろ ことです。 決して 惡 いやう に はしない。」 

斷  m  (  二  0 一一 一 
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「私闲 ろ ことが,.. 一 や」 います S  - に 一 幾^ はさう 言つ て、 目 を揚 11 ませた。 

關 口に は その 様子 か n 儿 rL、 いく.，： か 感づけ； 女らしかった。 そして 然う 思って 見る と、 總 ての 事 

情が 明瞭に されろ や うな；？ T かした。 實 際さう し」 C も解釋 すろ より 外な か つ た。 

「これ あ 私の 邪批 かん， 5 .;; ん が 、 お 父 さ ん が赏女 に 何 か 厭な ことで も 言 ふと 云 ふやうな：： そ ん 

な 事です かね。」 

幾 乃 は 手 巾で n を 拭きな が ら 、 切な げ に 首 を 垂れて ゐた。 

にげ ま は  ど  を かし 

「いや、 それな-りお 女の しむの も 無理 はない。 逃 廻る の も 當然 だ。 何う も 可 笑いと は 思った が 

そのこと どな だ 

「どうぞ 其 事 は 誰 方に，. T  ： ：」 

「可が す。 私 一 個の 秘密に してお きませ 、つ。 e: し 荒 川 S にだけ は 打明けた 方が よく はない かな。」 

「私 もさう 思って を るんで ；- .ー ざ います。」 

「それで、 實の 父子で な いこと を、 n へ 出し た ービ すね。」 

r は 、 眞實で i.  一  y いませう か 。し 幾 乃 は 不安 げな； I： で 關ロを 見た。 

「 そら まあ、 士 njr かさう 言 ふな ら然 うか/, 知れん。 それで 誰の 子 だとい ふので す。」 

「それ は 言 ひ..^ せんの。」 


r ふむ c」 と、 關ロは 深い 溜息 を 吐いて、 「さうな ると 研究 問題 だね。」 

幾 乃 は 胸が わくわくして 來た C 然し 眞實を 知らう と 云 ふ 欲求 は、 强ぃ勢 ひ を もって 彼女の 不安 

と 怖と を彈 返さう として ゐた。 そして 今が 其の 時機なん だと 思 ふと、 おそろしい niw 風雨の 前に 

立った やうな、 壯快を さへ 感ずろ のであった。 

その 間に 荒 川 は、 奥の 曰 本 座敷で 伯に 逢って ゐた。 過去の 古い 支那との 國交 上の ことに つ い 

て、 少し 聞きたい こと もあった し、 現在の 東洋 問題に ついて、 意見 を 交換して おかないと 都合の 

悪い こと もあった ので、 沼 律の 方から わざわざ 廻って 來 たので あつたが、 そんな 話が 一時間ば か 

りで 濟ん でから、 一 一人の あ ひだに 世 問 話が 始まって ゐた。 

それが もう 十二時 近くで、 伯 は 話しながら 食事 をしょう と 云 ふので、 應接 間に ゐろ 連中 も 1 緖 

になって、 十二 疊 ばかり 敷け ろ 日本 窒で、 白い リネン を かけて、 二つば かり 聯 ねた 食卓に 着い 

た。 幾 乃ん 夫人のお 愛想で、 そこへ 速な ろ ことにな つたが、 處 女の 誇り を もった 彼女の 水 水した 

姿が、 ぎごちない 其の 食堂に 美しい 花の やうに ，3 ひと 色彩 を 添へ たこと は 無論であった。 

伯は瘦 せこけ た 猿の やうな 顔 をして ゐ たが、 その 目 は 刺す やうな 光 を もって ゐた。 幾 乃 は 名 は 

^  0  一  一一  OS 
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聞いて ゐた が、 こんな 政界の 元 勳诛の 人 を： るの は 初めてで、 殊に 食. nl- を倶に するな ど は、 夢に 

も 思った ことはなかった。 

關 口が 伯に 彼女 を 紹介した。 幾 乃 は 入口に 手 を 突いて、 叮嚀に ぉ辭儀 をした が、 何と 言って い 

いか 判ら^かった。 

「ほう。 吉 村に こんな 好い 娘が あるか。」 伯 は 優しい 目で ぢろ りと 彼女 を；：：^ な が ら、 「遠慮 はいら 

ん。 こっちへ おいで。 誰が つれて 来たの か。」 

「いや、 不思議な 緣で、 私の 自動車が この 娘さん を 礫いた ことが ございます。 つい 此の頃の こと 

です が：：。 すると 今朝 叉 こちらへ 来ろ 途中、 何 かお 父さんとの 間に 衝突が 起った とみえて、 逃 

- 一つぶ つ 

出す 途中、 ひょっこり 逢って しまったので すが：：. 一 と、 荒 川 は盃に 注がれた 葡萄酒に 口をつけ 

ながら 角の 方に ゐる關 n の 方へ 目をや つ て、 

「何ん な 様子でした。 情勢 は 判りました か。」 

わら ひだ  こつぶ  ， 

「はは。」 と、 關ロは 笑 出して、 これ は 日本酒の を 下にお いて、 「實は 今 ちょっと 其の 話 をしょう 

ど  そだ 

と W 心って ゐ るんだ が、 餘程 苦しい， 1 とが あろと 見えて、 何う しても お父さんの 係へ は歸 らんと 言 

ふので：：」 

「歸 らん？ それ は 何う いふ 譯 かな。」 荒 川 は 訊いた。 


「少し 込 入って ゐろ やう だ。」 と、 關ロ はまた 笑って、 「とにかく 吉 村が 悪い。 歸 らんと いふの も 無 

それ  ほか 

理 はない。 私 は 同情す ろ。 それで 其が 事實 だとす ると、 當分 誰かが 頂かって 保護す るより 外 はな 

いと 思 ふ。」 

みんな 

衆が 幾 乃の 顏を ろので、 彼女 は 顔から火が出る やうに 思った。 

「へえ，.」 と、 夫人 も 惘れた 顔 をして、 「世間に はそんな 事 も ある やうです ね。 可愛 さう ね。 それ 

で實の 親です かね。」 

「それ は 此處で ちょっと 明言 はでき ません。」 

きの ふ 

「それ ぁ實 の親ぢ やな いんで せう。」 代議士が 口を出して、 「咋日 も 汽車で 一緒にな つたが、 誰が 見 

みの 

たって さう は 思 はない。 茄子の 蔓に瓜 は實ら ない と 言 ふが、 迎も 比較に ならない。」 

ど  ぁづか  ゆきがかり 

「何う です。 荒 川さん がー つお 預、 りに なって は。 本人 も 尊敬して ゐる こと だし、 今迄の 行 懸もぁ 

ろ ことです か ら。」 關 口 が 言 ふので あった。 

「私が 保護す るかね。 亡命 客の 格 だね。」 と、 荒 川 は 笑 ひながら、 「それ あ 次第によ つて は、 保護し 

ない もので もない が、 お父さんが 承知す る 害がない。 殊に 私 は 三 萬圓の 賠償 を 請求され て ゐろ事 

情 も あるし、 その 交渉 は 無効 だら う。」 

ふき  あいつ  な 

「三 萬圓？ おそろしく 吹かけ たもんだ ね。 彼奴す つかり アイス 魂 情に 成り をった と 見えろ な。」 

0  0  ,  ニ〇 七 
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伯 は 苦笑して ゐた。 

「それ なぞ も 伯 ill. に 一 つお 願 ひしたら 何う です かね。 ここへ 呼び寄せて 嚴 しく 叱りつ けて 頂いた 

ら： ：」 關 口が 言 ふので あった。 

おれ  こ  かざ 

「いや その 様子で は、 迎も來 やしまい。 惡く すると 己の 方へ かかって 來 ない とも 限らない ぞ。」 ^ 

は 笑って ゐた。 

くら ゐ  やり か  やつ  * し  と  1  JJ. 

「その 位の ， ！とは 遣 幾ね な い 奴です。」 關ロは 首 を 傾げて ゐ たが、 - ちゃ 何う でせ う、 御-, S 倒で も 伯 

*c いつ  く は  ひきさが 

爵に お頂かり を 願 ふこと にして は。 それ だったら 彼奴 も 手 を 咬へ て 引返ろ かも 知れない、 本人が 

歸ら ない 決心なら。」 

. ,  やそつ  そば 

牛ば は 興味で、 そんな 話に 花が-おいて ゐる處 へ、 女中が 遣って 來て、 私と 關 口の 傍へ 來て、 

ご よだ  いで  おつし  二 ご ゑ とりつ 

「誰 方か關 口さん に ちょっとお 玄關 までお 出 をお 願 ひしたい と 仰 や いますが：：」 と 微聲で 取，^ 

ぐので あった。 

「ふむ 何ん な 人です ピ關ロ は 訊いた。 

「何です か脊の じくじくした、 四十 五六の 方で いらっしゃいます。」 


こた  ひ. f り fj ち 

「さう、 宜しい。」 と、 關 ロは應 へたが、 「てっきり 吉 村です よ。」 と、 獨 語しながら、 席 を 立った。 

玄關 口に 待って ゐ るの は、 して 吉村 であった が、 酒 氣を帶 びた 關 口の 顔 を 見る と、 

LC  じぎ  ひどき まり 

「先刻 は失禮 しました。」 と、 ちょっと 帽子 を 取って お 叩 儀 をしながら 甚く 極の 惡 さうな 表情で、 

つきと 

「實は あれから 幾 乃が こちら へ 来た こと を 突 止めた の で、 わざわざ 迎 へ に來. ましたが、 伯爵に 逢 

ひたくな いので、 一 つ 貴方から 幾 乃に 話して 私と 一緒に 歸る やうに して 戴きたい ので。」 

「うむ、 その 事 か c」 と、 關ロ は剽輕 らしい 目で、 彼 を じろじろ見ながら、 

みんな  あが  ど  さっき  あん 

「娘さんなら 心配 はない。 今 奥で 皆と 食事 中 だ。 —— だが、 まあ 上ったら 何う です。 先刻から 貴 

方の 風評 をして ゐた ところ だ。」 

あらた 

「いづれ 更 めて、 伯爵に お 目に かかろ つもりで。 今日は まあ 失禮 すろ から、 {且 しく。」 と、 ； g 造 は 

切なげ な 表情で、 目 だけ 相手 を 凝視め ながら、 ぴ よこつ とお 叩頭 を 二つば かりして、 

「誠に 相濟 まんが、 娘 を 一 つ 何う か。」 

な  ひさしぶり 

「それ あ 何に 譯 のない こと だが ね C 何う です 一 っ久 振で 伯爵に も 逢って 行つ ちゃ。」 關ロ はわ ざと 

じらす や うに 言 ふので あった。 

「いや、 そいつ あ 少し 折が わるい。 叉 重ねてと いふ ことにしよう。 一つ 娘 を此處 まで：：」 と、 

叉お 叩頭 をした。 

斷  0  へ  二 〇 九 
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「けど 幾 乃さん は歸 らんと 言って るるんだ がね。 私が 言っても 迚も 歸 るまい よ。 死んでも 君の 處 

なに  おも クっ  よこ 

へは歸 らんと 明言して ゐ るから ね。 何しろ 若い 娘の ことで、 一 つ 思 詰める と 何 をす るか 知れな 

い、 だから 强 ひて 言ったら、 歸 らんこと もない だら うが、 それ ぢゃ 可哀想 だから、 まあ 暫く あの 

儘に してお いたら 何う かね。」 

禎造は ひどく 闲 惑したら しかった が、 哀訴す ろ やうな 目色で、 

それ  おも ひち が  なん  と 

「實は 其の、 夫が あれの 思 遠 ひで：： 何でもない ことに、 飛んでも ない 神 經を惱 して ゐ ろので： 

： 何に 其 も 話 を すれば 解る ことで、 皆さんに 心配 かけて は、 誠に 相濟 まん。 どうか 一 つ。」 

「いや、 さう 單 純に は 行かない らしい ぜ。」 と、 關ロ はわ ざと 誇張 的な 口調で、 「贵方 はさう 言 ふけ 

あんた 

れど、 本人 は 非常に 悲觀 して ゐる やう だ。 勿論 怒っても ゐ るんだ。 それに、 責方 もちと 輕卒 だつ 

たと 思 ふこと は、 今迄 あれ 程う まく 行 つて ゐ たもの を、 眞實の 父子 ぢ やない と 云 ふこと を 口 を， に 

らした さう だね。」 

-, つむ 

禎 a- は  一 i? 晤ぃ顔 をして、 俛 いた。 

「それが 一 騷惡ぃ 影響 を與 へ てゐ ろら しいよ。 一 時に 本人の 頭 腦を顚 倒させて 了った に 遠 ひない 

- なん  あんた  とり 

んた たと ひ 何で あらう と- そんな 事 を 口走る とい ふの は 貴方に も 似合 はんこと ぢ やない か。 取 

返へ しのつ かない こと をして しまったよ。 一度 それ を 耳に 入れた となろ と、 萬 事 休す だ。 後から 


何ん な 好い こと を 聞かしても 効 菜 はない。 たと ひ 11 して 返した にしても、 迚も 今迄の やうな 工合 

に は 行かん ものと 思 はんけ り あならん。 何 か 少し 氣に喻 はん ことがあれば、 家出 をす るに 極って 

ゐろ。 とに か く 非常に 面倒 だ よ。」 關 口 は うん と 遣 込め ておいて、 

わし  . か  *ct" ヒ 

「それで 此際 私の考 へろ に は、 恁 うなった 以上 は 迚も 貴方 一個の 力に 及ばん こと だと 諫めて、 當 

分のと ころ 娘さん を 私に 委して 下さらん か。」 

藏造は 硬い 手で、 太い 頸筋 を 連に 撫てゐ たが、 一言 もなかった。 

「：^ して 君の ために 惡 いやう に は 計 はない から 一 っ然 なさい。」 

せつ  *f.J- 

鎖 造 は 顔 を あげて、 切なげ な 微笑 を 浮べながら、 

「相濟 まんが 娘 を 一 つ 何う ぞ此處 へ：：」 

「けど それ あ 駄目です よ。」 と、 關ロも 頑強な、 挑る やうな 口調で 、「誰が 何と 言った つて、 迚も 出 

て來 やせんよ。 まさかせ つ 玉 へ繩 をつ けて 引 張 出す わけに も 行かない。」 

「そこ を 何う ぞー つ。」 と、 賴造も 撓げず 踏 張って、 

なん 

「何とい つたって、 赤ん坊の をり から 手に かけて 来た ものです よ。 一時 は 思 込んでも、 言って il 


二 一 二 

せば 义 氣が變 ります。 それ も 何に、 衆さん が 庇護って 下さろ から、 その 氣 になる やうな ものの、 

す げ  つきだ 

素氣な く 突出し て 戴けば、 あれ だつ て 行く 處 はありません や。」 

「さう は 行かん よ。」 

わか  あなた  ど 

「いや、 私. ザ 話 を すれば 解る ことです よ。 御 心配 かけて 面目 次第 もない が、 貴方から： 1: ぅぞ 一 つ 

::」 と、 禎造 はまた お 叩頭 をして、 「，一れ が 延び延びにな ろと、 益 意志の疏通 を缺 くやうな こと 

になって、 其の 結架雙 方つ まらない ことになる。 早い うちなら 誤解 も釋け やすいと 云った 勘定で 

：: どうぞ 一 つ。」 

どちら  ここ  しにく 

「さう 言 ふなら、 一 百っても！ a ようがね、 まあ 駄目 だら うな。 孰に しても、 此處ぢ や 話が 爲 難い。 

上ったら 何う です。」 

「いや、 いづれ 叉：：。」  . 

關 n は 仕方なし に 庵 敷 へ 戻 つ て 行 つ た。 

「どうん 弱った ね、 ああ 言って 鎚られ ろと 氣の 毒に も あろし。」 と、 彼 は 頭を搔 きながら、 . 

「幾 乃さん、 貴方 も 藤 だら うが、 今度 は 一 つ 我慢して 歸 つたら 何う です かね。 お父さん も惡 意が 

ある 譯ぢ やな いんだ。 勿論 後悔 もして ゐ るの だからね。 二十 年の 恩誼と いふ こと も 忘却 はでけ 

ん。」 


幾 乃 は 術 なげに 俛 いて ゐ たが、 暫くして から、 

「 私 も それ は；：^ じて をり ます けれど、 私の 心 持 は 決し て そんな 單 純な こと ぢ やな いんで ございま 

す C 自. H になり たいとい ふに 就きましては、 もっと 遠い 深い 處に 動機が ございま すから ノ」 

I  それ  はなしあ  ど 

「それも^ つてる ろ。 しかし 北ハ はお 父さんと 話 合 ひで、 何う にも 出來 よう。 今日は 一 つ 我慢 をし 

て歸 ろんだ ね。」 

.n つむ  .； め 

「は。」 と、 幾 乃は頒 いたが、 それき り俛 いて 惱 しげな 沈 默に陷 ちた。 

「實に 闲 つ たな 。」關 口 は 笑 出した。 

.> や  きのどく  な，？ 

「でも、 可哀 さう ね。 こんなに 厭が る もの を：：」 と、 伯 夫人 は氣毒 さう に、 「何とか ならない も 

.>.  さし あた 

のです 力ね。 後 は.^ うなる にしても、 差當り 私共で ぉ預 りする ことにで もしたら —— 」 

すろ と 伯 も 口 を 出し て、 

「；^ さんと いふ ことに も 行かんだ らうが、 ここへ 吉村を 呼 込んで、 話 をして みち や 何う かい。」 

「それ も 言ったです が：：」 と、 關ロは 更に 幾 乃 をす かす やうに 、「貴女 一 つお 父さんに 逢って、 

話をして：：^^;-ら何ぅかねc  j 

「は。」 と、 幾 乃 は 答へ たが、 やつば り 進まない らしかった。 

よっぽど こら 

「餘 程懲し たと みえろ ね 。」 荒 川 は 笑 ひな が ら、 


二 一 四 

「だが、 强制 的に もい かんこと だから、 自身 ここへ 來て、 連れて 歸 るなら 歸れ と、 さう 言ったら 

何う だ。」 

慈愛 ふかい 夫人 も それに 同じて、 

なにぶ 八  まちが リ 

「關 口さん 力 方もう 一 度 さう 言って あげて 下さいよ。 何分 若い 娘さんの ことです から、 間違が あ 

つても お 互に 迷惑た から、 勝手にお つれなさい ましと、 さう 言って It つけて おやりなさい C ね 

え、 贵： M どうしても 歸ろ のが 厥なん でせ う。 歸ろ にしても、 今 は 藤なん でせ う。 無理 もない こと 

です よ。 御母さんで も兒 えて、 安心 だと なれば、 お渡し もで きます けれど、 さもな くば、 私も歸 

したいと は 思 ひません ね。 { 是に餘 計な お干 涉の やうです けれど 。」 

しかた  あと あと  おつ ばら 

「仕方がな い、 後 は 後の ことと して 逐镇 ひませ う。」 

「室に 厚 ましい お 願で、 濟 みませんで ございま すが、 何う.； て：：」 幾 乃 もさう 言つ て 首 を 下げ 

,  一 C 

ナ 

關ロは 仕方なく W び 玄關ロ へ 出て 行った が、 彼を逐 ふまでに は 可也な ロ數を 費さなければ なら 

なかった" 

賴造は 一 切を關 口に 委す ことにして、 とにかく 其 時は歸 つて 行った。 


勿論 執拗な 賴造 は、 その 場 だけで も 諫めて 歸 つたのに は、 些細な 原因 もあった。 そして 其 は そ 

の 時、 一 裏の 自動車が 玄^ 前 へ E 大な 暴-. M を 突出して 来て、 中から むくむ くした 駝骼メ ル トンの 

コ オトに 着 ふくれた 一 人のお 人が、 草履ば きで 降 立った のに、 ちょっと 氣遲れ がした ところへ、 

顏を 見合して みろ と、 夫が 町 田夫 人であった からであった。 

「何う したんです、 關 口さん。」 八洲 子 は、 こそこそ 逃げろ やうに して 門 を 出て いった 藏造を 見送， 

つて ゐろ關 口に 聲 かけながら、 その 返辭を 待たずに、 

「何だかお 客 さまの やうね。」 と、 奥 を 見込んで るた。 

「いや 何に、 別條 ないです C 荒 川 君が 來てゐ るき りです。」 

こちら  おくさん 

「荒 川さん！」 八洲 子 は 驚きの 目 を 見張った が、 顏を暴 ら せながら、 「ちゃ ちょっと 此方で 夫人 

に。」 と 言って、 西洋 室の 方へ 入って 行った。 

八州 子の 伯 訪問が、 良人^_5^彌の身のぅ へ に就ぃての話でぁろのは言ふまでもなかったが、 伯 

よ  しりあ  なに 

爵 夫人と は 殊に 色色の 社交 上の 關 係から、 能く 知合って ゐ ろので、 何 かの 相談に 乘 つて もら はふ 

と 思って わざわざ 遣って 来たので あった。 


二 一 六 

すす 

關ロは 八洲 子に 椅子 を 侑め などして、 

ひさしぶり  い 

「ちゃう ど 幸 ひです。 荒 川 君に も久 振で お 逢 ひに なったら 可いで せう。」 

その  おちあ 

「さう です ね。」 と、 八洲 子 は 別に 惡ぃ顏 もせずに 其 まま 椅子に 腰かけた が、 此處で 荒 川と 落會ふ 

の は 餘り& い _ 感じではなかった。 でも 荒 川の 方で 避けて ゐる譯 にも 行かない だら うから、 此 場合 

なん  * き  こっち 

きっと 何とか 口 を 利く に 違 ひない。 殊に 英夫も 逢って 親しく されて ゐろ 以上 此方から も 知らない 

顏 でも ゐられ な いのは り 切った こと だ 。彼女 は 思 ひがけない 此の 會！ IST が、 自分の 負 目に なろ こ 

it は 

とな ど を 想像して、 淡い 澳惱を 感じながら、 しばらく 控 へて ゐ ろと、 そこへ 伯 夫人が 姿 を 現はレ 

て、 

い  ところ  さっき 

「おや 町 田さん、 ちゃう ど 好い 處 です。 荒 川さん が 先刻 見えまして、 御主人の ことにつ いて 何 か 

お 話が あった やうで ございま すよ。」 

さ  なん  おそれい 

「 然 やうで 、-. /ざいました か。 何とも 恐 入ります。. 一八 洲子 も 立って 會釋し ながら、 

たづね  そのこと 

「いいえね、 實は 一昨 n: もちよい と淸 23- 子爵 をお 訪 しまして、 其 事 をお 願 ひいた したんで ござい 

ますよ。 さう しましたら あの方 も、 矢 張 荒 川さん にお 委せして おいた 方が よから うと 云 ふやうな • 

つまり  ぶー ミまは  かへ  おっしゃ 

ことで、 所詮 私が 遠 廻し に 祕密に 運動 をす るの は、 反って 町 田の 不 和. 益 だ らうと 仰 有 るんで， - J ざ 

います。」  . 


-1 し 

pi  T 

恐; )lL 


「：|:ぅ1},1^しましてもね：：」 と、 伯 夫人 も 首 を 傾げて、 「でも 伯爵の 方 は、 單に 自分 一個の 考 へと. 

川さん に 忠告した に 過ぎません やうでした から：：」 

人り ます。」 

I  i  .21-  す 

- おはよ く は In! ひませんでした けれど、 荒 川さん の 仰 やる ので は" 今 直ぐと いふ 譯 にも 行かない 

け わと &會カ ありさ へ すれば 心配 はする と 言 ふお 話で ご. ざいます からね。」 

「恐 入ります。」 と、 八洲 子 は 晴れ やかな、 しかし 思慮ぶ かい 表情で、 「まあ、 それで 大概 様子 も 判 

I  5- つ 5 ちき 

つて ゐる ことで ご. ざいます から、 此の 運動 は 一先れ 切りに 致しまして、 叉の 時機 を 待つ とい ふ， > 

とに 致したい ので ございます。」 

「さう です か。 それ も 可い かも 知れません よ。」 伯 夫人 も 何う も、 仕方がな いと 一 VI ふ 風で 輕く 受け 

てゐ た。 

「近頃 御機嫌 は 如何で いらっしゃいます か。」 • 

「有難う ございます。 此頃は それでも 幾許 かね C この 土地が 大翳 體に應 ふと か 言って をり ます 

の。」 そして 伯 夫人 は氣を かへ て、 

「荒 川さん とお 會ひ になろ のが、 お 厭で なかったら、 如何です、 あちらへ：：」 

「は、 有難う ございます。」 八洲 子 は躊路 がちに 答へ てゐ たが、 此 間から 試みよう とした 噔中 飛躍 


二 一  な 

も 荒 川の 手 を 通さない では、 何事 も 出来ない 情勢に ある こと を、 今日は 殊に 分明 見 透し 得た やう 

ひそ  は  i か 

な氣が し て、 竊か に 深い 絶望の 溜息 を 吐く より 外な かった。 

そこへ 食事が すんだ と 見えて、 幾 乃が 奥から 挨！^ に 出て 来て、 少し 離れた 處で、 

r 吉村 でございます。 其 節 は失禮 いたしました。」 と、 叮 にお 辭儀 をした。 

1  - *  さ  やつお も ひだ  あなた 

「あなた 吉 杓さん でした ね。 ああ 然う然う。」 と、 八洲 子 は 漸と想 出した やうに、 「貴女 もこ ちらに 

來て 在した の。 まあ 不思議な ところで：：」 

せんこく 

「先萄 途中で、 ちょっと 荒 川さん にお 目に かかりました もので ございま すから、 御 一緒にお 邪魔 

に 伺 ひまして。」 

「さう です か。」 と、 八洲 子 はいつ か 逢った 時よりも、 一 i? 品よ く 美しく 見えろ 彼女の 様子 を しげ 

しげ 眺めながら、 

「こちらへ はお 一 人で 入らした の。」 

「父と 一 緒 だつ たんで ございます けれど：：」 

「ああ 然ぅ、 道理で — 」 と、 八洲 子 は 心 易げ に 頷いて、 「おかけなさい。」 と、 少し 椅子 をず らレ 


ナ 

「有難う ございます。」 と、 幾 乃 も 紅らん だ 顔に 莞爾 して、 椅子 を 取りながら、 

「私 奥 さまの 弟御 さま を、 よく 存じ あげて をり ます。 不思議な 機會で 大變御 厄介に なつたん で 

こ-ざいます」 

み あし はう 

「さう です つてね。 お 互 さまです わ。 お 御 足の 方 はもう 宜し いんです の。」 

それ 

「は。」 幾 乃 は 其に ついては 說明 もしなかった。 それ かと 言って、 今 夫人が きっと 見た に 違 ひない 

いむだな に  ？ かしつ 1- 

父の こと を 言 出して、 何 か 辯 解す ろの も 失禮の やうに 思 はれた し、 英夫 のこと を聽 くの も 無镁だ 

その 

と かわったので、 其 まま 目を伏せ てるた。 

「町 田さん は 何う して、 此方 を 御存じで いらっしゃ いますの。」 伯 夫人が に やに やしながら 訊い 

た。 

よ  しまり  き 

「あなた 言 つても 可 ござんす か。」 八洲 子 は 稀の いい 口元に につと 笑って、 幾 乃に 訊いた。 そして 

幾 乃が 莞爾 したと ころで、 

「この 方 新聞記者で いらっしゃる のよ。 餘り 政治 上の 機密 なぞ お 話しな すって は 危險で ござ い 表 

すよ。」 

かかりあ  f 

伯 夫人 は 幾 乃の 藤 を ちょっと 見返した が、 そんな ことに は 係 合 ひがな いと 云った 風で、 

0  0  ヘニー  九 


ニニ  c 

「それより かこの 方の 一身上に ついて、 今 大變な 問題が 起って を ろんで すよ。」 

「慰籍 料の ことで せう。 多分。」 

「いいえ、 この 方を吉 村さん に 返さう か 返すまい かと 云 ふお 話で ね。」 伯 夫人 は顿 のぼち やぼち や 

した 顔に 4? 終 愛 嬉を湛 へながら、 幾 乃の 顔を兑 て、 「何だか 餘り 馬鹿げ てゐ て、 お 話に もな り ませ 

ん ね。」 

「何うな すった の。 お 父 さまと 衝突で もな す つ たんです の o」 

それ 

_ 飛んだ お 父 さまなん です の。 其 こそ 風紀に 關 すろ ことです から。」 

「まあ！」 と 八洲 子 は氣遣 しげな 表情で、 「そんな ことが ございま すの。」 

「それで 此の方 は、 何う しても 家へ は歸 りたくな いと 言 ふんです がね、 まさか 然ぅも 行かないで 

せう けれど、 常 分 ここにで も 居たら どうかと 思って をり ますの。 - 

「ほんと にお 可 « し うご ざいます。」 と 幾 乃 も 手 巾 を 揉みながら、 

「さ、 つで なくと も、 私 父と は 離れて、 獨 立して 行きたい と は 思って をつ たんで ございます。 あれ 

は 私の ！«實 の父ぢ やな いんで ございます から。」 

「さう でせ うね。」 と 八洲 子 も 頷いて、 「誰が 見た つて、 父子と は 思 ひません ものね。 貴女 さう 云 ふ 

事情 を 御存じな の。」 


「何にも^ じません ので ございます。」 

マれ ど 

「しかし 其 は 何う かなり さうな もんです ね。 お父さんに そんな 不道德 な 過失が あろと すれば 。一八 

i: なた  ほんた. つ おやご  い 

洲子は A! 面目な 口調に なって、 一 そして 其れに は 貴女の 凰實の 親御さん が 知れる と、 大變に 好 いん 

です. か ねゥ . 

「裁判に でもしたら 何う でせ う。」 伯 夫人が 言った。 

「さやう でございますね C お父さん を說 論して 和解させる くら ゐが落 5 やうです ね。 それでも 

女が 何う しても 歸ら ない と 言 張 つ た ら 何う です か。」 

に は a  いとまつ 

邋に 廊下に 足音が して、 荒 川が 關 口と 一 緒に 奥から 出て 來た。 彼 は 暇 を 告げて 出發す るら しか 

いとま ご た Vi た 

つ た が、 夫人 に 暇 乞 ひ 旁旁ち よ つ と 應接窒 の 方へ 顏を 出す- S であった。 

九 

うろた へき み 

八洲 子 は 荒 川の 姿 を：^ ろと、 ちょっと 狼狽 氣 味で、 椅子 を 離れて 少し 前へ 出た が、 荒 川 も雙方 

顔の 合った 時には、 晤ぃ 色が 目に 滯ん で、 何だかば つが 惡さ うであった。 しかし 其 瞬間に 微笑が 

二人の 目元に 浮んで、 

「奥さんで すか」 と 荒 川が 言 ふと、 八洲 子 も 「{S1J^ に 暫くで ございました」 と、 腰 を 屈めながら、 


ニニ 二 

「いつも 御旺ん で、 薩 ながら 母と ぉ悅び 申して をり ました。」 

•r ちと  かた 

荒 川 は 緊縮した 表情で、 しかし 昔し の 親しみ を 失うまい とする やうな 打 解け 方で、 

「貴女 も 大してお 變り はない やうで：：」 と 微笑した。 

4 ぼ  その 

「は、 さやう でございます か」 と、 八洲 子 はちよ つと 恍けた 表情で、 其 まま 椅子に かけながら、 

「私 あの 時分から、 こんな 凋び たお 瘦 さんで ござい. ました。 贵方 こそ その 間に、 大變な 飛躍 をな 

かへ  ふだん 

すつ たんで ございます けれど、 町 W などより は 反って お 若く 兒 えます わ。 それだけ 不斷に 若い 生 

命 を もってい らっしゃ ろんで せう かね。」 

「そんな 皮肉 を 言つ ちゃ 可け ません。」 と、 荒 川 は 苦笑して、 これ も 大きな 體を 椅子に もたせて、 

書生 書生した、 やんちゃな 風で、 手を隱 しに 突 込みながら 反 返って ゐる。 

それ  ふ  ま ザ か へ 

「それ も 其の 害 だら う。 町 田 君 は、 家庭が 圓滿な だけ、 其 だけ 更けて ゐ ろ。」 關 口が 混 返して、 こ 

れも 窓際に 椅子 を 取って、 ぶかり ぷ かりと 蓖をふ かしながら、 

としと  ちケょ 

「が、 しかしお 五に 年 は 取った ね、 まだ 土  * だと 思って ゐ ろうち に、 僕 なぞ はもう 五十の 方へ 近つ 

； くさん 

て來 た。 夫人な ども、 まだ なかなか 色氣 たつぶ りの 方 だら うけれ ど、 其 處にゐ る 新時代から 見る 

と もう 婆さん だね c」 

「さう づけ づけ 言って ix ひます まいね 關 口さん。 そんな 事 を 云へば、 私な ど は 何の 時代に 屬 する 


んで せう。」 伯 夫人 は、 酸っぱい やうな 犟面 をして 笑って、 一 このお 嬢さん なぞ は、 新 新時代と でも 

言 ふんで せう かね。」  . 

はき V,- 

「もう 四十 以上に なれば、 歩 百 歩です。」 關ロは 吐出す やうに 言って、 外へ 目をやつ てるた。 

「お母さん もお 達者の やうで：：」 荒 川が 訊いた。 

「は、 ぉ隨 さまで。」 と、 八洲 子 はちよ つと 目を伏せて、 

「弟が 此 頃お 伺 ひしました さう でございますね。」 

「英 夫さん も 立派な 紳士で、 皆さん 御 安心で せう。」 

あんま  のんき  はう 

r 餘 りさう でもな いんです がね、 まあ 暢氣な 方で ございま すから。」 八洲 子 はまた 目を伏せた。 

あたた  ど  なん  ふろな じみ  い 

「これ を 機會に 、雙方 昔し の 舊交 を溫 めて は 何う で す。 何と 言 つ て も 古 馴染 は 好い もんだ からね。」 

關 口 が 柄に ない 哀感 的な 氣 分で 言 ふので あった。 

八洲 子 も 荒 川 も、 真面目く さった 顏 をして 深く 思 ひ しづんで ゐた。 

座が 何となく 白けさう なので、 關ロ がまた 瓢輕 らしい 口調で、 

とこ 一  おくさん 

「處で このお 孃 さんの 始末 を、 どうした もんだら う。 多分お 聽 きになつ たでせ うが、 町 田の 夫人、 

何 か 好い 考案が ありません か。」 

「さう です ね。」 と、 八洲 子 は 漸と顏 を あげて 、「今 もさう 一一 a つて を ろんで ございま すが、 此 ままお 

斷崖  一，  ニニ ョ 


ニニ 四 

返しし ないで 濟 むこと でしたら ね。 そんな 事が できろ もので せう か。」 

「それ ぁ譯 あないです。 伯 IS: にで も 一 つ 叱りつ けても ら へば。 それ あ 僕が 引受ける。 *^、 まこのお 

孃 さんが 可憐し うて、 迚も あの wii. ぶ 親父のと ころへ 返して やろ；： 取が しないん です。 實 をい へぱ、 

責任の 一 半 はこの 僕に も あるので：：」 

r 贵 方が お 世話な すった と 云 ふ譯 なの。」 八洲 子が 言 つ た 。 

關ロは 少し 悲痛な 表情に なって、 じっと 八洲 子の 顔 を兒据 ゑて みた。 

「それ ぢゃ 贵方 は、 この 方の ^ 親御 さん を 御存じで すの 。 」 

「知らん ことん ありま せんね。 が、 それが 問題です。」 關 n はさう 言って、 首 を 拾りながら 深い 溜 

息 を 叶いた。 

十 

沈默 がきく 績 いた あとで、 關ロは 荒 川の 方へ 寄って 來て、 「ちょっと^したい ことがあろ。」 と 言 

つて、 彼 を 奥へ つれて 行った が、 何の 部屋に しょうかと 思惑った * に、 そこにお 人 伯が 孫 1 を 相 

手に 先刻 食事 をした まま、 坐って みたので、 其 端の 方へ 手 炙 を 引 寄せながら 坐って、 • 

「 貴方 も 大概 氣着 いて ゐられ ろ だら うから、 もう 何も彼も 暴露し てらい いだ ら う と ふが U 。—- 


荒 川 も 腕 初 をしながら、 

「吉 村の 令 壊の ことかね。」 と、 微ー ® になりながら、 「あれ は 一 體 誰の 娘さん だ。 僕 も それ を 聞かう 

と m 心って ゐ るんだ。」 

「誰の 娘 だと m 心 ひます。」 關 ロは櫟 つたい やうな 表情で 荒 川の 顔 を 凝視め た。 

「織 江の 娘 かい。」 

「さう です とも。 あの 時の あれが あの 幾 乃さん さ。 おお！」 と、 言って、 關ロは 目に 淚の 入染む 

4； ら ひかた 

やうな 笑 方 をした。 

わら ひご ゑ  おれ なん 

「さう か。 道 it で：：」 と 荒 川 も 空虚な 笑聲 をた てて、 「己 も 何だか 變 だと は m 心った。 あの 時分の 

織 江が あんな やうな 顔 をして るた やう だよ。 口元 や 鼻つ き や、 全 體の 輪廓が ね。 それにして はお 

上品に 產 れついて をる ぢゃ ないか。」 

もと み ぶん 

「笑 談ぢ やない。 自分が 描へ ておいて：：」 と 關ロは 笑って 、「織 江さん だって 舊の 身分 は 好い の 

だからね。」 

おちぶれ 

「あれが 最近に 手紙 を 寄越して ね。 零落て ゐろゃ うぢ やない か。」 

「いづれ 好い ことにな つて ゐる氣 遣 ひ は あるまい がね。 でも 一 頃 は なかなか 好かった の だ。 銀行 

たちよ  おつ is 

象の 妾-にな つてな。 しかし あの人に は 質の 好くない 御母さん や 兄 责が附 いて ゐ ました からね。 責 


ニニ 六 

方のと ころも 共で 駄 E. たったんだ。」 

「うむ、 さう さう 、 あ の 洒^ ひのお 袋が な 、 娘 を^ 物に して をつ た。」 荒 川 も 苦苦し さう L  ！  一一 一；！： つ た 。 

「そんな IeJ 介 もの は疾に 死んだら うが、 今 は 何 處にゐ ろかね。」 

「何でも下^^の方らしぃぜ。 闲 つてる ろ やうだった ら、 少しく らゐ 何う かして やつても 可い と は 

あと あ ふ 

思って ゐろ がね。 しかし 亭生が 碌でなしで、 後後まで も られる やうで も闲 るから、 手紙の 返事 

も 出さずに あろ。 以前の 係 合 ひだから、 ^；；に 一 つ 調べても らは うかと も 思って rQ たんだ。」 

「ところで 肝 S: の 幾 乃さん だが、 どうも 惜しい ね、 あの ままに してお くの は. と： 一一" つて、 ！？； ；が己 

め 娘-た から 返せ といった ところで、 なかなか^ くや うな ぢ やない んだ からな 勿論 本人の 幾 乃 

さん は、 歸 らん 決心で を ろんだ から、 何う に 力なり さう にも 忍へ ろ  贵方は あの 娘 を ほしいと 

5^ はんです か。 一 

荒 川 は 沈痛の 色 を 浮. ベて、 思案して るた が、 「それ ぁ然 うと 判って 見れば、 士  3 村の 有に してお く 

の も 可愛 想 だと は 思 ふが、 あれ 迄に IE てた 樂も考 へて やらん ければ な。 ああな つて みれば 何でも 

ないやうな もの だが、 今日までの 恩廒を 無にして は濟 まん。」 

「うむ。」 と、 關ロも t 心ろ やうに 言って、 俛 いた。 

荒 川の 目に は、 淚が 入染ん でゐた C 


「さう かと  一 13 つて、 幾 乃さん を 古； t の 傍に おけば、 終に 3^ い-一とに なろ ぞ。 まあ 今迄のと： ろ は 

年が 行かなかった し、 世 も 知らないから、 純な 頭 ii で 3^(5- にやって 來 たの だが、 もうあ あな 

そば 

ると 色色の， 一と を あへ てるろ からね。 人/が 大切な 時：；，：。 危險 なハ牛 頃なん だ。 餘程傍で^^をっけ-し 

それ お-一 

やらん と、 飛ん：；，： ものにし てし 表 ふぞ。 吉 村に は あの 通り 反感 を もって 々ろの だから、 夫 を I- へ 

てお くと いふ と 勢 ひ 自暴自棄に 流れて しま はんと も 限らん。」 

「それ は 大きに 然 うだ。 I 荒 川 は に頒 いてる た。 感謝の 心 持が 顔に 溢れて ゐた。 

「，一れ あ 一 つ 伯^に 相談して みよ うぢ やない か。」 

「それも^£表ん， ーとだ。 一 個の私^!„^だから0」 

「私事 どころ ぢ やない、 重大問題で すよ C  $3! 方に 取って.. T  ： ： 本人の 幾 乃さん は 尙更の ことち や 

ないか。」  ， 

「うむ。」 荒 川も颁 いた C 

十一 

「，一れ だから、 出發點 が問逮 ふと 飛んだ ことにな ろ もんだ ピと關 n は^ 嘆して、 

づ  おれ  sf*N- 

「 俟の 處分法 も 少し 拙 か つた。 しかし：.」 は あの さ ん と ム ふ 人 は 迚も^!0:方と調子 を 合し て 行 く 

B_  霆  ニニ 七 
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だけの 女ぢ やない と m 心った からね。 たと ひ あの 酒 食 ひのお 袋がなくても だ：：。 で、 あらぬ II お 

S  、んた  おち ひ *■  あんた  おれ  わるもの 

を 被せて、 贵 方に 思 切らせた。 貴方 は 女に は淚が ありすぎ ろ、 己 は あの 時 さう 思った から、 惡者 

になって 小刀細工 を やった。 それが 可かった か惡 かった か、 そんな 事 は 誰に も 解る もん ぢ やな 

い。 しかし 惡 いと E 心 つ て爲 たこと ではない。」 

「それ あ 己に も 解って ゐる つも" だ。」 荒 川は應 へた。 

どちら  しかた 

「勃に して も 過ぎ去 つたこと は 仕方がな いぢ やない か。 相 方 m 心 ひ m 心って るながら、 妙な は ずみ で 

結婚で きなかった 事實さ へ あろの だから。 あの 時贵 方が 少し 女の 心 持の 機微 を 察すろ だけの 微妙 

な 心 持が あろ か、 もっと 大膽 であろ か、 八洲 子さん が 女らしい 殉情 的な 人で じっと 機 會の來 ろの 

を 待つ だけの 持久 性に 富んで ゐ ろかしたならば、 あの人 も 今 は 良人の ために、 方方 運動して ま 

はろ や、 つ な 可 恥し いこと を せんでも、 外務大臣の 令夫人 で 威張 つてみ ら れ ろ わけなん だか ら な 。 

その 方が 贵 方に 取 つ て も 幸； 幅 だ つたに 遠 ひな い 。」 關 口 は 自分自身の ， ；と を悔む やうに 言 ふので あ 

つた。 

「君 もなかな か 苦勞人 だな 。」 と 、 荒 川 は 仕方なく 苦笑した。 

なん  む き  なに  おれ 

「何 だ、 人が 劍 になったら、 冷笑したり 何 かして：：」 と、 關：： ： も^が ついた やうに、 「己 も莫 

迦 だね。」 


そして 彼 は、 あは ははと 笑った。 

「烧 がま はって ろ や、 つ だ ぞ 。」 荒 川 も 喷 つた。 

「いや 大きに 然ぅ かも 知れん よ。」 關ロも IE を きま せて 頭腦を 撫てゐ たが、 

「己の 燒 のま はって ろの は 仕方がな いがね、 幾 乃さん を 一 つ 物にしよ うぢ やない か。 然 うでな い- 

と  己 も  何 だ  か 覺が わろ くて ね。 勿論惡 し か れと m 心って 爲 たこと ではない が、 恁ぅ なって みろ と. 

打拋 つても おけません からな。 吉 村と いふ を、 私 は 見損って るた の だから ピ 

「いや、 それ あ 有難う。 己 は 感謝す ろ。 ところで：：」 と 荒 川 は 時計 を 出して みたが、 「今日は ま 

だ是 から 用事が あろので、 佝 うした もの か。 今度 また 逢 ふこと にしよう。」 

「決め て おくだけ 決め た ら 何う です か。 伯爵の 御高 配 を 願 ふと いふ ことに。」 

r 然 うさね。」 

们 は、 「ぉぢ いさま、 ぉぢ いさま。」 と 言って、 速に 前後から 取 絡って、 髯を いぢったり、 膝へ 

乘 つたり してして るろ 子供が 煩いので、 二人の 話 はよ く聽 取れない 風で あつたが、 こんな 事に は. 

可也 感じの 敏ぃ粹 人で あろ だけに、 いくらか 感 5：: したら しかった。 

つ あ の 令嬉 が、 荒 川 君の 娘 だ と 言 ふの かい ピ 伯爵 は 話し かけ；」。 

「いや、 大概お わかりで せう が：：」 

i  0  (•  ニニ 力 
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.  それ  い  に はか  5 ば ひと 

「よくも 聽 いて をらん かった が、 それなら 夫で、 可 いぢ やない か。 今遽 に. 村の 手から 楚 取って 

しま ふと 云ふ譯 にも 行かん ぢ やらう が、 そこ は &i 合 ひだ。 何う とも 片 がっか うぢ やない か。 吉村 

は あ の 令姨の 眞實の 父 を 知って ゐろ のかい。」 

「いや、 それ は 話しち やおき ません。」 

「さう か。」 と、 伯餘は 少し 思案して ゐ たが、 

「それなら 何う だ、 私が 吉 村に 逢って、 それとなく あの 令孃 を、 私に K けろ やうに 說 いてみ よう 

ぢ やない か。 吉村 にも 異議 は あろまい。 12! 杭 すれば、 娘 は び贵 様の 乎に 返らん ぞと 遣って やる 

それ 

んだ、 また 其に 違 ひない の だからな。」 

「まあ 其で せうな。」 

とりあ 、  ど 

「そ レて 取上げて おいて、 私 は あの 令 孃を町 EH の 細君に 預けようと m 心 ふが、 何 うぢ やらう。」 伯 終 

ひか 

は 目 を きらきらと 光らせた C 

「それ も 可が せう。 これ あ 確に 名案 だ。」 關ロは 舌 # ^めず り をしながら、 はつ はと 笑った。 

「町 田の 細君 さへ 承知 すれば、 それで 収まろ。 ここへ 一 つ 呼んだら 何う か。」 


荒 出 は 伯の 提 言 を 餘り悅 ばなかった。 rt: 分の 過去 を 八洲 子に 觸られ ろの も 厭だった が そんな 

や 

事 をし て 町 ffl と 自分 と 結びつけ ようとす ろの は、 伯な ど の 遣り さう な Ttt 手な 洒落 だ と 云 ふ氣 力し 

た。 しかし 罪のない 其の 茶氣は 買っても 可い と 思った し、 八洲 子が 若し 廿諾 するなら、 此 場合 そ 

んな 風に すろ の も 可から うと 思った。 

すろ と 纏て 八洲 子 は 伯の 前へ 出て 來て、 早速 その 話を聽 かされた。 そして ー應 驚いた 風で あつ 

たが、 荒 川が 敬虔な 顔 をして 默 つて ゐ ろので、 ちょっと 間が わるくな つて、 その 事に ついては 何 

にも  一一 E はなかった。 

r ぢゃ 何で I. .> ざいます か、 幾 乃さん を 私が ぉ预 りして おきさへ す れぱ 宜し いので ございま すか 。」 

八洲 子 は 怪訝 さう に 訊いた。 

伯 は 額いて、 

「まだ 荒 川 君の ものと も 極らん ので、 ここへ 遁 込んだ 關 係から、 私が 預 ると 云ふ譯 だが、 若い 娘 

のこと だから、 相當 監督 も 必要 だ。 荒 川 の 家に おいた ので は、 家庭の 平和が 破れん とも 限らん。 

それに は贵 女が 一番 適任 だと 思 ふが、 別に 面倒く さいこと はない、 雙 方の 友情 を 恢復す ろうへ に 

も{ 是に郤 合が 好い。」 

「さやう でございます か。」 と、 八洲 子 は St 蹐氣 味で、  ， 


二三 二 

「いと 易い ことで ご. ざいます けれども、 私 も 近年 健康 を 害して をり まして、 御存じで いらっしゃ 

いませう が、 ずっと 酒 句の 方に をり ますので、 其のお 世話が 爲 切れろ か 何う かと 思 ひます の。」 

「それなら 尙更 可いで はない か。 酒 勾へ 述れて 行って、 用 を 達さすな り、 何 か 仕込むな り、 そこ 

は資 女に 一 せし ます。」 

「大變 結構な ん で ござ いますが、 何分 貴 任の 軍； いこと ですから。」 

「さう 大業に 考 へて， T ら つても 困る。」 伯 は 顔を颦 めた。 

め もと 

荒 川 は 目元に 微笑 を？ ひ ベて、 靜な聲 で、 

「飛んだ 厄介 を 持 込まれて、 定めし 御迷惑で せう が、 伯爵 及び 關ロ 君の 御意 見で は、 私の 娘で あ 

ろない は 別と して、 あの 娘を侗 人的に 考へ てみ ろと、 どうも 吉 村に 委して おけない と 云 ふので 

す。 私が 實の 父で あ つ て 見 ろと —— それ も 今 初め て 明瞭に 判 つたこと で すが —— 育ての 親から 取 

上げろ と 云 ふこと は 情：；. は 上 忍びない、 だから 其の 交^ はない ものと して、 寧 そ 他人の 貴女に お 願 

ひしたら、 本人に 取っても 非常な 幸福 だ ら う と 云 ふこと なの で す。」 

「は、 私 も あのお 婊 さんなら、 ぉ预 りしても 可い と は 思って ゐ ます けれど、 凡そ 期限 は 何の くら 

ゐ のお 見込で ご ざ い ま せ う か 。」 

「まあ 吉 村の 方の 話が つく 迄と 思って いただけば、 その上の こと は 叉 其 時の 話に しましたら； 


「ぢ やま あ、 常 分と いふ ことで ございま すね。 それでしたら 一 應彥彌 にも 話しました 上で：：」 

「いや、 御 承諾 下す つて 何より 結構です。」 と、 荒 川 は 叉 時計 を 出して、 「私 は 一足先へ 失禮 します 

が、 私の 娘 だとい ふこと は、 當 人に は當分 祕密に 願った 方が 可 ささう です が：：」 

どちら  い  i ,, よし 

「それ は 孰で も 可い やうに 思 ひます がね。 いづれ 機會 を 見て、 お 話す ろ ことにで もしましたら。」 _ 

「どう だ、 それから 町 m のこと も 一 つ、 此處で 相談して みたら。」 伯が 言 出した。 

八洲 子 は 透さず、 それ を 打消す やうに、 

これ  ごつ ちゃ  いや 

「でも、 それと 此と 問題が 混 滑に なって は 厭ぢゃ ございま せんか、 幾 乃さん のこと を、 雙 方利權 

ひきい  きの どく 

の 問題に 惹 入れて は、 御 本人に ぉ氣 毒で ございます。」 

「いや、 さう 云 ふ 意味で なしに、 私 も 心配 はして ゐ ろので す。 私の 希望で は當分 あの ままで 遣つ 

てゐて もら ひたいので すが：：」 

f  ふしめ 

「それ も 結構なん でございます。 御迷惑で さへ ございませんで したら。」 八洲 子 は 伏目が ちに 言つ 

「では 何う ぞ {d しく。 今日は これでお 別れし ます。」 荒 川 はさう 言って、 座 を 立った。 

みんな    おくりだ  に ± か 

衆 は ぞろぞろと 玄關 まで 送出した が、 自動車が 出て しま ふと、 八洲 子 も 幾 乃 も遽に 寂し さうな 
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顔 をして 應接 室へ 引返した。 

炎 


八洲 子が 幾 乃 を つれて 来たの を 見た 時、 彥彌は 心に 悅ば なかった。 可 笑な こと をす ろと 彼 は W め 

つたら しかった。 

「 それで 以 て、 英 夫君の 方の 债務で も 胡 魔 化 さ うとす ろの かい。 お前 もなかな か 策士 だね 。」 

幾 乃の 初對 面の 挨拶 を 受けた あとで 彼 は 笑 ひながら 八洲 子に 皮肉 を 言 つ た C 

勿論 八洲 子 は あの 日直ぐ 歸 京した 譯 ではなかった。 大體 足が 時時 痛む ので、 幾 乃 は溫， I 水へ 行つ 

てゐ たので、 愈 八洲 子が 預かる ことに： ^おした から、 二人 打 連れて 海岸に 近い あの 溫泉 場から、 

少し 山の 奥へ 人 k 一んだ ところの 修善 寺へ 逃げて、 そこで 四 五日 遊んで ゐた。 それから 歸 京の 途に 

就いた ので あつたが、 道が 一筋であった ところから、 途中 藏 造が 同じ 電車に 乘 込む ところ を、 幾 

さ  まざ 

乃 かちら つと：：： 儿 つけて、 それ を 避けろ ために、 わざと 三等 車の 方へ 紛れ込んだり、 三島驛 では ま 


た 苦心して 時 問 をお くらせて、 次の 列 is;. に乘 一む ために、 停車場 前の 旅館に 隱 れてゐ たりして、 

漸と賴 造 を 遣 過す ことができた。 勿論 敏 造に は、 關 口と いふ 同伴 もあった ので、 發覺 したと ころ- 

で、  む ざむ ざ 幾 乃 を 観 返される 氣遣 ひはなかった ので あつたが、 幾 乃 は ひどく 兑 つけられ ろの々 

可 他が つてる た。 

- つち  す  ひ  > ざ あは  ただ  • 

で、 家へ 歸 ろと、 八洲 子 は 直ぐ 良人に も 紹介せ て、 彼の 意裔を 礼す ことにした。 勿論 彥彌は そ 

れ に反對 はしなかった が、 快諾 は與 へなかった。 

それに は 原 田 伯の^ 莊で、 二十 幾年ぶ りかで 避 返った 幾 乃と 荒 川との あ ひだに、 何ん な 話が あ 

つた かと 云 ふこ とも 想像 されて、 何となく 面白くな かった。 荒 川の 祕密の 子供 を 引受け ろ な ど と- 

なりた  , ,: 

云 ふこと は雙 方餘 の 諒解がなくて は 成立たない こと だし、 今後の 交涉の 濃密に なろ こと も 货. 

想し ない 譯には 行かなかった。 

「荒 川に 對 する 愛が 、まだに ぶす ぷす爐 つてる ろの ぢゃ ないか。」 

まさか 然 うと は 思 はれなかった が、 さう 思って みれば 强ち 思へ ない こと もなかった。 

「もう ™; 十に もな つた、 未だに 昔し の戀に 執着 を もって ゐる。 女の 心 はそんな ものな の だら う 

か。」 彥彌 はさう も考 へたら しかった。 

勿論 それ は ™t 山の ない 自分の 嫉^ だと 云 ふ I 淞 もした。 妻の 人格 を 無視す ろ も ゆだと も 思 はれな 


,  ,  二三 六 

いこと はなかった。 しかし 餘り 好い 氣持 もしなかった。 荒 川の 降 降た ろ 聲望を 想 ふに つけても、 

一一 れが大&！^^的な女の心に、 何ん な 動搖を g (へ てるろ かも 知れない と W ケ かと、 竊 かに 不安 を 感じな 

い 譯には 行かない のであった。 

で、 彼 はつひ そんな 皮肉らし い 一一 一一" 葉 を、 n から；^ したので あった。 

八洲 子 も 少し CK どかへ たが、 わざと 嫣 然して 兑 せて、 

「それと 此と は、 全然 問題が ちが ふぢ や あ" ません か。」 八洲 子は穩 かに 言った。 

「幾 乃さん が可哀 さ、 つ だから、 それで 私が お引受けし ましたの です。 村 と 云 禽か 何う 云 ふ 人. 

§1 かとい ふこと は、 中： 方 もお 解りで せう が、 子供 を 人 §3： に 取られた からと 云って、 それで 侦權を 

拋棄 す ろ や う な Ef-. ち や つ J ざいません 。」 

「ぢゃ 詰らん. ちゃない か。 4^II村 に 怨ま れ ろ だ けで も损だ から な 。」 

「それでも 伯 11^ のお^で、 いくらか 緩和す ろ ことに はなら うかと 思 ふんです よ。 それ は關 口さん： 

も 心配して くれて ゐろ 害です。」 八洲 子 は 答へ た。 

「しかし 今の 家の 經濟狀 態で、 荒 川の 娘 を； W ろと いふの は 大變ぢ やない か。」 

「けれど、 ^に.^ した 責任が ある 譯ぢ やな いんです もの。」 

そして 彼女 は 少し^ 雜 した 自分の 氣持も Jli してお きたいと ームふ 風で、 色 を 正した。 


r 實 は？； 1^ 方 力 荒 川さん の 下に 働いて るなければ ならない と 一. ム ふこと は、 私に して 心苦しい ことな 

ん ですから、 .；s^ 面から 運動 はして ゐ たのです。 若し 外へ でも 出られるなら ばと 思 ひまして ね。 一て 

れ でなければ 全 然 m めて いただく か：：」 

「さう S 心 ふお 前が、 荒 川の 子^ を：； K 受けろ とい ふの は、 無用な 一安 協ち やな いか。」 彥 彌は戟 笑つ 

二 

八洲 子 は、 笑の 影 を 目に 浮べた。 

「誤解な すつ ちゃ 困ります わ。 公の 世間 向の ことで は、 それ は雙方 昔 からの 競爭 者なん だから、 

そんな、： P 理も あろで せう けれど、 個人と しての 交際と なれば、 さう 睨が ひの 姿で も ゐられ な いぢ 

や ございま せんか。」 

おれ 

- 1^, 己 は低ス としての こと を 一一 目って ゐ ろんだ。」 彥彌も 目 をば ちば ち させながら、 

「たと へばお 前に 對 すろ 己と 荒 川との 氣 持の 交錯な ど は 共 だ。 あの 時分お 前 は、 荒 川の 心^い ほ 

ど 冷靜な 態度に 反感 を もって ゐ た：：」 

「え、 それ は 今でも 持って ゐま すわ。」 八洲 子は蔽 せる やうに 一一 目って 、「けど 反感 は 反感です わ C そ 
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のために 荒 川さん の 全 體に對 すろ： 止當な 批判 を， 魂る やうな こと は爲 たく あり せん。」 

「それ は お前に も 似合し からん こと ぢ やない か。 反感の ある ものに 尊敬 を もつな ん飞： ： 」 彥彌 

ほ 口元に 冷笑した。 

「それ あ 尊 i はして ろぢ やありません か、 あの人の 全人格に 對 して。」 

「それが 矛盾 ぢゃ ないか。」 

「私さう は 思 ひません わ。 反感 は 私の 我意なん です けれど、 それ を 離れて みれば， あの人 はやつ 

ばり 立派な 人なん です もの 。—一 

おれ  あ 

「己 はそんな こと は 嫌 ひたね。 憎い もの は何處 まで も 憎い。 尊敬すべき もの は、 飽くまで 尊敬す 

ろ。」 

「 さう です か、 それなら 何う ぞ然 うい ふ 風に やって 頂きた いんです けれど、 然 うなる と 贵方も 何 

とかお 考 へに ならな け れぱ ならな ぃ苦ぢ や ござ いません か。」 

「いや、 己 は^に 荒 川 を 憎い と は irii はない。 荒 川が 己の 頭へ 来て 坐った ところで、 13 には^の 自 

信 も あれば 與 へられた 職責 も あろ。 各各の 天分 を靈 すうへ に 於て は、 大臣 も 屬官も 同じ 個 的の 人 

間 だからな。」 

そして 彼 は 大様に 良 を ふかして ゐた。 


r え、 さう でせ う。 だから^も 公の こと は、 侗人 同志の ことと は、 別 だと 言つ たんです。 仕事 や 

それ 

： 地位の 上から 言って、 贵方は 荒 川さん に 敵 はない かも 知れません けれど、 其 かと 一一 5 つて、 今更 騷 

し かた  つま  や 

いだと ころで、 仕方のない ことです もの。 私 もさう 思った から、 詰らない 運動 なぞ 止めて しま ひ 

ました。 焦慮れば 焦慮る ほど、 貴方 を 醜く すろ だけなん ですからね。」 

「それで 荒 川と 妥協して、 子供の 世話まで する ことにな つたの だら う。 それ こそ 酏ぃ安 協 だ。 個 

おれ と  せっかい す 

人 同志の 交際 以上 だ。 己に 取って は 屈辱 だ。 つまり 餘 計な お干 涉に 過ぎな いぢ やない か。」 

せっかい 

「私が 餘 計な お干 涉 をして ゐ ろんで すか。」  . 

「まあ、 然ぅ思 ふより 外 はない ね。」  , 

「私に はさう は 思 ひません。 たと ひ 何ん な 反感が 私に あらう とも、 あの人が それ を 希望した とな 

かま  なん わ だか ま  も 

れは 從來の 反感な ぞ棄 てても 介意 ひません。 あの人 は 今 私に 對 して 何の 蟠りも 有って ゐ ろの. ち 

やありません。 伯爵のお 一一 一一 n 葉に 從 つて 素直に あの 娘さん を 私の 掌の なかに おかう とし て ゐ る の 

それ こば 

に- 其 を 拒む のは餘 りに 卑屈す ぎます。 そんな 反感なら、 撤回す ろの が至當 だと 思 ひます c」 

「お前の 云 ふ 事 は、 私に は 徹底し ない 。」 彥彌 は ま た t 可 1? し い 口吻で、 「荒 川の 人格 を 尊敬す ろの な 

らす ろの も 可い。 反感 を棄 てるなら 棄 てろ も 可い。 ぐっと 乘 出して、 握手す るの も 可い C しかし 

モれ  なんら  なに だくみ 

i ハに は、 何等か 雷大な 動機が なけら にやなら んぢ やない か。 お前 は 荒 川の 前へ 出て、 il; か 巧な お 
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世 辭のー つも 言 はれて、 すっかり 參 つてし まったん だ。 でなければ、 お前 は 長い あ ひだ、 荒 川に 

なに 

對 して 始終 何か考 へて ゐ たに 違 ひない。 我我の 結婚に ついて、 後悔と 不滿 _s 念が、 絶えず^ 前 を 

懐まして ゐ たんだら うと も ふ。」 

八洲 子 は 1^ 骨に なった 良人の fB 葉に 酬いようと もしなかった。 

「それでなくて、 突如 そんな 親密な 交渉 をつ けられる 理 山がない C 無論 必耍 もない。」 

八洲 子 は K おい 顔 をして ゐた。 

「さう ぉ考 へに なろ なら、 それ も 貴方の 自 山です けれど、 私達の 夫婦生活 を、 さう いふ 風に な 

ければ ならない となれば、 それ こ そ 飛んだ お 互 ひの 不幸 だら うと m 心 ひま す。」 

彥彌は 幾 乃 を K る こと を、 分明 拒み はしなかった けれど、 去と て 決して 快く 贊 成した 譯で はな 

きつ ぼり こば  ， 

かった。 實を言 ふと 明白 担みたい に は 違 ひなかつ たが、 それほどの 勇. 氣も なかった。 荒 川の..^ 密 

それ 

の 子 を K ると いふ ことに、 別に 異^はなかった にしても、 共を预 らうと 云 ふ八汧 子の 感情な り 態 

なに か こだわり 

度な りに、 不安 を 感じた ので、 何彼と 拘泥 をつ けずに は ゐられ なかった。 

八洲 子から 言 ふと、 荒 川の 子^ を る こと は、 纏て 彼の 祕密を is 分の 掌に 握ろ ことであった。 


少く とも 彼の 生活の 領域に 立 入ろ 特權と 機會を 獲得す ろ ことであった、 別に" Hfl な 害心 はな かつ 

たにしても 遠い 過去に 於て、 遠心 的に 自分の 掌から 滑って 行って しまった 彼 を、 今 g> らす自 分の 

て もと ひきよ 

. 手元 へ 引 寄せろ 綱 を捉へ たやうな ものであった。 

然し そんな 心 持 は、 良人の 前に 表白すべき 筋の ものではなかった。 勿論 彼の 不安が そこに あろ 

こと は 判って ゐ たが、 然し 心意の 起伏の ない 今迄の 夫婦生活 は 餘り單 純で 怠窟 であった。 もと も 

やり £ 

と 遣 場に 迷った 愛が、 反動的に 搖れた 拍子に、 巧く 町 田の 手に 受 おめら れた に過ぎない 皮肉な 結 

婚が、 彼女に 取って 幸福で あらう 害はなかった。 のみならず 慷ぃ 苦痛であった。 そして 其の 慷ぃ 

苦痛 を 忍び 忍びして 来た 彼女の 目の前に、 今 荒 川の 姿が 1 然と 鮮 かに 見えて 來 たのであった。 幾 

乃が ゆく りなく 彼女の 掌に おちて 來た とき、 彼女の 渴 いた 心 は、 殆ど 娥 えた 毒蛇の 口の やうに 彼 

女に 飛つ いたのであった。 

. それ  に *1 

でも 其 は 別に 幾 乃 を 哀れな 犠牲に しょうと 云 ふ 意味ではなかった。 荒 川に 代って それ を 愛撫し 

ようと 言 ふより 外なかった。 

「どっちに しても、 貴方に 啄 を容れ ていた だく ほどの、 問題で もない やうです から。」 八洲 子 は g 

加へ た。 

「それなら 已 は傍觀 して るても 可い わけ だ。 お前の 心の ままに する の も からう 0  S3 は 一切 貴 任 
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を もたない から。」 彥彌は 不愉快 さう に  一一 一一 n つたが、 

さお そ  ど 

「しかし 然 うなる と、 己 はお 前の 良人と して、 何ん な 不快な ことで も傍觀 して， ゐ なければ ならな 

1 ん，  ひきおこ  おれ  なんら 

い 萬、 力 一 お前の 貞淑に 關 する 問題が 惹起され る 場合に も、 已は 良人と して 何等の 口出し もで き 

ない ことにな， るぢ やな いか。」 

「この 事が、 私の 貞淑に 關 する 問題 を 惹起す とで も 仰 や るんで すか。」 八洲 子 は 少し^く なって 一一 一一 口 

つた。 

「勿論 そんな 事が あって はならない。 己 はそんな 場合 を豫 想して ゐ ろ譯ぢ やない。 しかし こんな 

-14  おれ 

事で も 己が 悪く 氣をま はして 見ろ 日に なれば、 お前の 心 持の 一 つの 發 現と 思 はれない こと はな 

それ  おれ 

い。 其でなくて、 己の 不快に 思 ふこと を、 忍んで 引受ける 必耍 はない 害ぢ やない か。」 彥彌は 自分 

さま  0 さビし 

で も 浅 猿し いと 思 ふ ほ ど 露骨に 言 ふので あった。 

I  うつむ 

八洲 子 は、 「まあ！」 と 言って 俯いて ゐ たが、 

,  あなた  まるで 

「そんな 事まで 贵方は 仰 やらなければ ならな いんです か。 それで は 全然 妻と しての 私の 人格 や 情 

操に、 少しも 信用が おけない と 言 ふこと になる. ちゃ f.  J ざいません か。 私が そん な 女た と 仰 や るん 

です か。 單に荒 川さん のお 嬢さん をお 預 りした と 云 ふ ， ，1 とが、 そんなに も 貴方に 對し て 無節操な 

. ことなん でせ うか。 私さう は 思 ひません。 それ は 貴方のお 言葉が 過ぎる と 思 ひます。 貴方 は 私の 


心 持 を大變 誇張して へ てる らっしゃ ろんで す もの。」 

ふ 5  ますます 

彌も n をむ づむづ させた が、 八洲 子に さう 云 ふ 風に 一一 目 はれろ と 其上爭 ふの は 益益 自分 を 卑小 

にす ろに 過ぎない と 3 心 はれた。 

「けれども よくよく 贵 方が 御 不快なら、 幾 さん を 機會を 見て お返しても 介意 ひません。 勿論 長 

いこと でもない でせ うと 思 ひます けれどもね。 でも、 あの方 も 折角 ああ やって 悅 んで來 たのです 

からね。」 

彥彌 はもう 默 つて ゐた。 八洲 子 も 諄く は 言はなかった。 

四 

M 五日た つと、 吉 村から だと 云って、 幾 乃の 着替が 一行 辛屆 いたりして、 着めみ 着の ままで 宿 

お ほどす 

を 出た きりで、 ひどく 不便 を 感じて ゐる ところだった ので、 大助かりであった。 多分 原 田 伯爵 や， 

くち ぞへ  し かた  が  ふう 

關 口の 口 添で、 禎造も 仕方なく 我を折つ たの だら うと 思 はれた が、 そんな 風 だと、 別に 酒 句の 方 

こと  き, 一 ない 

へ 身 を隱す 必要 もな ささう に 思へ た。 しかし 事によると、 女 だけに 母が 氣を利 力して、 禎 造に 內 

しょ と り はから 

密で取 計って くれた ことか も 知れなかった。 

• ひち  -r ち のが  い 

或 日 幾 乃 は、 ちょいと 社へ 顔 を 出して くると 云って、 家 を 出た。 原 宿の 家 ゃ脫れ たの は 好い 
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二 四 四 

が、 町 田の 家に したと ころで、 始終 外へ 出つ けて ゐた 彼女に 取って は窮窟 で驟陶 しく 思へ るの は 

仕方がなかった。 

い  でち る 

「可 いんです 力。 外 を 出歩 いたりな どして、 お父さんに！ 3- つかる やうな こと はな いんです か c」 八 

洲子は 心配 さ-つに 言 つ た 。 怜 倒で も あり 溫順 くもあった が、 しょつ と 暗つ ぼい 廢頻 的な 感じの す 

ろ 娘で、^ うかす ると 极 ひにくい やうな ことがあった。 

「大丈夫で ございます ピ幾 乃は應 へ た。 

「貴女 は 今迄と ちがって、 餘程 自重し なければ なりません よ。 社の 方 なぞ， い 加減に 5- してお 

しま ひなさい。 私 もお： g 、りして 以上、 資任 があります から、 责 女の 習癖に 反する ことで も、 遠慮 

なく 一一 一一  II ひます からね、 その 镇 りで 氣 にしち や jk- けません よ。」 

「は、 有難う ございます。 それ はもう 仞んな ことで も、 悪い ことがあれば 仰 やって いただき たう 

ござ います。 ほんと に 何にも 知らないん ですから。」 

「まあ 何よりも 品行 を 慎んで 戴かなければ ね。 私が 言 はなく とも 解って ゐ ろで せう けれど、 51 は 

英夫も 時時 來 ますから ね。 あの人 も 今 は 夫婦別れ をして ゐ ます けれど それ も 一時の ことで、 丌 一い 

. うちに は展 つてく るで せう からね。」 

幾 乃 は 紅くな つて 俛 いて ゐた。 


「まあ、 今日は ちょっと 顔な 出して、 社の 方は斷 はった 方が いいで せうよ。」 

「さう です けれど、 父の 乎 を 離れろ となり ますと、 私 も 自活し なくち やなりません 力ら。 もう 長 

い あ ひだ 考へ てゐた $ ^なんで ございます。」 幾 乃 は 言 ふので あった。 

なん 

「貴女が 自分で そんな 心配す る 必要はありません よ。 贵女ー 人の 生活く らゐ、 何でもな いんです 

それ 

からね、 其にはぁぁして^^：さんが心配して下さろんだし、 私. たって お金 持-ちゃありません けれ 

つ..？  い 

ど、 出来ろ だけの こと はする 積で をり ますから、 その 點は 安心して ゐ らしって 可 いんです よ。」 

幾 乃 は それに は 餘り滿 足しない らしかった。 彼女から すれば、 敏造 夫婦の 手 を 離れて、 自由に 

なり さへ すれば、 それで 十分であった。 その上の 保護 や 干渉なら 誰に も 望みた くはなかった。 ？れ 

-.' ち 

して 事 もな しに、 こんな 綺麗な 家に ぶらぶらして ゐろ こと は、 怠屈で も あり 苦痛で もあった C 

もう 此の 三 s: 日の 經驗 だけで でも、 それ は 十分に 判って ゐた。 勿論 八洲 子に は 八洲 子の 仕事 も あ 

つて 無駄に 遊惰な 日な 送って ゐろ譯 ではなかった が、 しかし 其に しても 幾 乃な どの 目 から 見ろ 

と、 {分 虚な 感じが してなら ない のであった。 ー體 派手な ことが 好きな ので、 色色な 社交的な 仕事 

に關 係が あり、 訪問客 も 多い ので、 自分自身 のこと を考 へる 時間が 少 くって ごたごたした 曰 を 送 

ろ ことが 多い らしかった。 幾 乃 はそんな お 客の 前へ 出されろ こと もなかつ たが、 しかし 佧か彼 力 

こ よ- つ  あたま  な 

小用が あって、 無意味に 頭腦を 浪費 させられろ やうな 氣 がした。 そんな 生活に 慣れる こと は、 若. 

%  m  一二 四お 
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* そろ 

い 彼女と して は 可 恐し い 不安であった。 

さう 云 ふ 心 持 は、 八洲 子に は餘り 理解され ない らしかった。 

こ  ひとで 

「今日 ちょっと その 相談 もして 來 ようかと 思 ひます けれど、 社の 方 も 人手が ござ レ ません から、 

み 「すぐ 辭め ると 一一 in つ て も， 困ろ だら うと 田； J ひまして — 」 

「それ も然 うでせ うね。」 

「では 行って まゐ ります。」 幾 乃 はさう 一一 S つて、 やがて 彼女の 傍 を 離れた。 

幾 乃 は 暫く 英 夫に 逢 はない ので、 その 日 社へ 出た 序に ちょっと 會 社へ 電話 を かけて みた。 勿論 

町 田へ 来てから、 一 度 逢った に は 逢った けれど、 八洲 子の 前だった ので、 自由に 話 をす る こと も 

出來 なかった。 八洲 子から 言 ふと、 幾 乃と 英 夫との 關係 も芳 枝が 實 家へ 歸 つた 動機の 一 つに なつ 

てゐ ろので、 その 問題の 落着く まで は、 幾 乃 を 預かって ゐろ ことな ど は、 芳 枝の 實 家の人 達に 對 

*フ ち 

して、 遠慮し なければ ならなかった C 幾 乃 も その 事情 は 感づいて ゐ ろので、 家で はさう 親しい 口 

き  if か 

を 利く の は 憚られた。 

電話口へ 出て 來た英 夫 は、 今日は 少し 早く 歸 つても 可い と 言 ふこと なので、 三時 頃に 日 比 谷で 


出逢う やうに 約束した。 

「お 目に かかって、 色色お 話したい ことが ございます のよ。 では 三時に ね。」 

し£ らく 

彼女 はさう 一ぎ つて 電話を切って しまった。 そして 社で 少時 時間 を 消して、 やがて 約束の 場所へ _ 

行って みた。 

「何う したんです。 もう 社 なぞへ 出 なくたって 可い んぢ やないで すか。」 英夫は 逢 ふと 直ぐ 二 コ 二 

n しな 力ら 

あなた 

「貴女が 姉のと ころ へ 來てゐ ようと は、 夢にも 思 ひませんでした ね。」 

とりき 

「え、 さう でせ う。 私 も 意外でした わ、 急に 皆さんで 話 を 取 極めてお しま ひなす つた ものです か 

ら。」 幾 乃 も嫣 然し ながら、 「政治家 なんて 凰實 に 無造作な ものです わ。 本人の 意志な も 十分 轧さ な 

いで、 いきなりび たびた 片附 けて しま ふんです もの。 勿論 私に 取って は 大變に 有難い ことなんで 

すけれ ど。」 

そして 幾 乃 は 其 時の 事情 を ざっと 話した。 

すっかり 

「 それ ぢゃ町 田から 社へ 通 ふんです か。 そして 其 事は吉 村さん が 悉皆 承知し たんです か。」 

ど  おくさん 

「さあ 何う です か。 町 田さん の 夫人が 總て 引受けて 下す つたんで せう から、 私 はた だ 仰 やろ とほ • 

ど  や  おつし  や  い 

りに 御 厄介に なって をり ますの。 社 も 何う しても 止めろ と 仰 やるなら、 止めても 可 いんです けれ 
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ど、 そんなに お世話になって ゐろ 理由が あるんで せう か。 私に は 解りません の。」 

幾 乃 は 彼の 意 を 糾すゃ う にき ふので あった。 

「それ は 可 いんで せう がね。 姉の ことです もの、 悅んで 引受けた に 違 ひな いんです。 しかし 姉 も. 

最近 は 大分 弱 込んで ゐろ やうです から、 何う せ 十分に お 世話 はでき ない で せ う。」 

きっとお わえ  い 

「私 もさう 長く 御迷惑 かけろ ことで きません わ。 そのうちに 急 度 御 姉 さまのお ハ 3^ に 入らない こ と- 

く  それ 

がで きて 來るだ らうと 其が 心配です もの。」 

「何 か、 もう さう 云 ふ 事が あろん ぢ やないで すか。」 英 夫は遽 に 不安 さう に 訊いた。 

5- つと 

「今のところ そんな ことな いんです け れど、 私 我儘 も の で ござ います 力ら、 <t あ 度お 氣 に さな い 

だら うと 思 ひます の。」 

「そんな 事 心配した つて 仕方がないで せう。 姉に したって、 そんなに 倔狹 でもない ですから， し 

て 貴方 を 大變氣 に 入って ゐろ やうです。」 

「服； 實で ございま すか。」 幾 乃 は 信じら れな い と 云 ふ 風に 言 つ たが、 しかし 其の 自信 は 自分に もな. 

いこと はなかった。 

ど  ふう  お あねえ  ま 

「贵 女の 奥 さま は ：！： う 云 ふ 風でした の。 御 姉 さまとの 御關係 は？」 幾 乃 は 少し をお いて 力ら 

き  あか 

さう 云って 訊いた が、 顔 を 紅く して ゐた。 


別に 何でもありません よ。」 と、 英夫は 何故 さう 云 ふこと を 訊く かと 云 ふ 調子で、 「ただ今 度の i!:^ 

枝の 態度に ついて、 少し 驚いて ゐる やうです。 同情 もして ゐろ やうです けれど、 姉に の 話 も 

しないで、 突如に 出て 行った と 云 ふこと は、 とにかく 好くない からな。」 

さ  きっとと  きま  &れ 

「さう ね。 でも 然ぅ だったら、 急 度お 留めに なろ に 決って ゐま すわ。 ですから 其 は 奥様に 安 協 Q. 

、 ,  .  きっと 

意化^^ の お ぁ り に な ろ場 合で し た ら、 度 御 相談な すった でせ うがね。」 

ど  い 

- し 力し そんな 事 は 何う でも 可 いんです。 妥協な どして 貰 ひたく はな いんです。」 英夫 は平氣 らし 

く 言った。 

あ り  どかた  >  ,1 

- たって お；， T さん もお 有になる ぢゃ ございま せんか。 何ん な 方 だって、 子に は惹 されが もの もの. 

ですから。」 幾 乃 は 相手の 氣を 引いて でも 見ろ やうに 言った。 

「子供 は 何う かなって 行く も S です よ。 子供の ために 妥協で きろの は、 同時に 自由な 戀 愛の 出來 

なくなった ことです よ。」 

六 

あなた  なん 

_ ちゃ 貴方 は お子さんの t  J と なぞ、 何とも 思って ゐ らっしゃらない？」 

「思 はない こと もない が、 しかし 僕に だって 意地が あります からね。 子供の ために 何う か歸 つて 
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二  so 

くれろ なんて、 そんな 事 は、 棄 てた 女に 對 して 言へ た 義理 ぢ やな いぢゃありません か。」 

「隨分 面白 いこと 一一 a つて ゐ らっしゃる 。」 と、 幾 乃 は 可笑し さう に n り で 笑 つたが 、一，， それ. ち や 、 意. 

は-つ あやま  あなた  ゆる 

地で さう やって 別れて ゐ らっしゃ いますの。 奥 さま の 方が 謝罪 つてお いでに な れば、 贵方は 許し 

てお あげなさい ます わね。」 

ゆる  ゆ >_0-  いひ かた 

「許す とか 許さな いと か、 そんな 言 方 はした くな いです ね 。」 

「あら 何故。」 幾 乃 は輕く 反問した C 

,  もっと  ゆる 

「お 互^ 自由 意思です から、 良人が 妻 を 許す とか 罰する とか、 そんな こと は 不愉快で すね。 僕が 

ところ  さき  し かた 

許して やる 意思が あつたと した 處で、 先で 歸 りたくない 場合に は 仕方がな いぢ やないで すか。 愛 

き ■  メ か  なか 5 どけつ こん 

、力 ある ものなら 出て 行く 氣遣ひ はな いんです から、 勿論 僕たちの 結婚 は、 世間 普通の 媒介 結婚- 

なんです。 周 K の 外面 的な 條 件が、 多少お 互に 便宜に 出来て ゐ ただけ です。 それ も來 てみ ると 女 

の 期待が 裹 切られた ので、 未練 氣も なくさつ さと 引 揚げて 行けろ だけ、 それだけ 淺 it な もの だつ 

たんです ね。」  , 

「それで，.； 42 さんのお 話で、 その 事 は 必然 圓滿に 治まる と 思 ひます わ。 お子さん のために も 夫 を 

希望し ます わつ」 

「贵女 は 子供の ， とな.； て、 何う して さう 氣 にかけ ろんで す。 I 


「それ も 私自身が、 さう 云 ふ 目：： だか 何だか 知りません けれど， 鬼に 角 私の 運命から 出して. 

いひ あら  やきもき 

::」 幾 乃 は 首った が、 それだけ では 自分の 心 持が 滿 足に 言 表 はせ ない らしく、 ちょっと 焦 爆し 

て、 「です けれど、 局 何う でも 好い こと だと 思って は をり ますの。 誰かの 手に 育って、 それ を 親 

なん  ほんた う 

と 信じて ゐ られれ ば、 何でもない ことです もの。 勿論 A; 實の 親が あろなら、 逢って みたい と は 思 

それ 

つて ゐ るんで ございます けれど、 夫が さう 今の 心 持より 幸福 だ と は 思 ひません わ。 親がなくて， 

反って 氣樂 かも 知れな いんです もの。」 

「さう でせ う。 だから 僕 も その 點 では、 まあ 然ぅ 心配す ろ 必要 もな ささう なんです よ。 それに 女 

の實 家で、 きっと 子供 を 粗末に しないと 云 ふこと を 信じて るます から。」 

さ  .フ なづ  ど 

「それ も然 うね。」 幾 乃 は 頷いた が、 「でも 皆さんで、 何う しても 圓く 納めようと なされば ね。」 

二人 は 逢 ふと 直ぐと から、 そんな 話に 耽って づ んづん 奥の 方へ 入って 行った。 そして カフェの. 

あたり  なに のみもの  i  さそ 

ある 邊 まで 来た ことに 氣 がっくと、 英夫は そこで 何か飮 物で も攝 らうと 幾 乃 を 誘った。 

お あねえ  き.， ひ  ゝ 

「さう ね、 私さう して ゐられ ません わ。 御 姉 さまから、 早く 歸る やうに と、 嚴 しく 一一 一一 n はれて た 

ん です もの。」 

やか ま  *  , 

「姉が そんな 喧し い ， と を 言 つたんで すか。」 

「多分 原 宿の 父に でも 見 つかって は大變 だと 思 ひな さるんで せ うけれ ど •  • ： 勿論 それ も 有 ろんで 


二  H5  二 

せう けれどもね。 其よりも 私 を餘り 子供の やうに 思って 危險 がって ゐ らっしゃ ろんで ご. ざい ま.. 

-?  あなた 

う。 事によると 貴方 を 特 戒 して ゐ らっしゃ るの かも 知れません の。」 幾 乃 はさう 言って、 少し 離 

れて步 き 出した。 

「贵女 は そんな に も、 姉の 心 持 を 心配す ろんで すか。」 

「あら、 そんな 譯ぢゃ ございません のよ。 私 別に 氣を 廻して るる 譯ぢ やな いんです けれど、 の 

こと も 一 つの 原因に なって ゐろ となろ と、 さう 無關 心で も ゐられ な いぢ や ご. ざいません か。 贵方. 

の 奥 さまの 御 不快が ね。」 

「それ はロ實 です よ。 貴女 は 安心して ゐて 可いです よ。 贵女 のこと がなくても、 早晚來 ろべき 事. 

實 なんです からね。」 

「その ロ實 を與 へろ だけで も、 惡 いこと です もの。 外で な； てお E にか かるの は、 ^ から i:- なけ 

れ ばなら ない ことです わ。」 

「まあ 然 うでせ うね。」 と、 英夫も 素直に 頷いて、 r 芳枝 のこと よりも 皆さんに 對 して 姉 も 責任 を感 

じて ゐる でせ うからね。 I 


幾 乃 は 一 應は 拒んだ けれど、 英 夫が づ んづん 先へ 入って 行く ので 後へ ついて カフ ヱ へ 入った の 

であった が、 しかし そんな 所へ は 最近ち よいちよ い 足 を 入れて ゐ ろので、 .MI い 大理石の 食卓の 並 

お ほぜい  のみく ひ  やつ ぼり  ， 

んだホ I ルに、 多勢の 若い 男女の 集って 飮食 をしながら 談笑して ゐ ろの を 見る と、 矢 張 悪い 氣持 

ほこり 

はしなかった。 さう し た 安 慎な 享樂が 若 いものの 誇 だと も 思へ なかった が、 そこに 旺 盛な 新時代 

の 活氣 が、 漲って ゐる やうに 思へ た。 

-71 ブル  むかひ あ  と 

一 一人 は 人の 目につかな いやうな 隅の 方の 食卑の 前に 向 合って 椅子 を 取りながら、 英夫は 自分に 

ホット ，ゥ ヰ スキ— を、 幾 乃に は 紅茶に 菓子な ど 取って コップに 口をつけて は、 何 か 話して ゐ 

しつ  すがたみ  あたま 

た。 {if- に はもう 電氣 がつ いて、 壁の 姿見 や 卓上の 花や、 頭髮を てら てらさせた 若い 人達の 顔 や、 

ゆきき  なに 

白い ヱ。 フ 3 ン を かけて、 客の あ ひだ を 絶えず 往來 すろ 女給 仕の 姿な どが、 何 か昔樂 的な 美妙な 旋 

- 律を以 つて 動いて ゐ るかの やうに、 活き活 きして 顫へ て 見えた。 

「おい、 も 一 つ。」 などと、 英夫は コップ を 持 上げて 女給に 命じながら、 幾 乃と 顔 を 見合して 嫣然 

笑った。 ほんのりと 紅 を 潮した 彼の 顔 は 輝かしく 美しく 兑 えたが、 少し 疲れた やうな、 幾 乃の 權 

しげな 顔 も ひどく 妖^に 見えた。 そばえる やうな 春の 夜風が、 少し： b ばんだ やうな 彼女の 顏に、 

-ー 
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二 五 四 

淡い 懷 しい 觸感を そそった。 

「そんなに 召 食っても 好い こと 。」 幾 乃 は 心 持 心配 さう に 言 つ た 。 

la 八  •>  くら  ゝ  ♦ -ゝ 

「これ？ 大丈夫で すよ。 アル コ オル 分 なぞ 幾許 も あり やしない。 僕 は 毎日の やうに 二 材カ三 杯 

は 屹度 や ろんで す。 そんな 習慣に なって しまったん です。」 英夫は 彼女 を 凝視め ながら 一 まった。 

「さう。」 

「それ も 其の^ ぢ やありません か、 家へ 歸 つたって、 誰が 待って ゐろ でもな し：： 氣 毒な 母 を 見 

れば、 氣が 滅入ろ ばかり だし、 立つ 瀨が ありま せんよ。 少し は 察して 下さい。」 

「それ あお 察して ゐま すわ。」 

「それにい つ 何時 差 押へ を喧 はんと も 限らないで せう。 僕 は 毎日び くびく もので 家へ 歸 るんで 

す。」 

「さう ね。」 幾 乃 は 苦笑 をた たへ て、 「でももう 大丈夫 かも 知れません のよ。 伯爵から その 事 を 何 か 

お 話が あつたに 遠 ひない と 思 ひます。 父の ことです から、 私が お世話になって ゐろ こと を 有難い 

て づょ 

とも 思 はないで、 却て 御 催促が 手強くなら ない とも 限りません けれども。」 

「まあ、 その 方が 確です ね。」 英夫も 苦笑して、 女が 默 つてお いて 行った ホット • ゥ ヰ スキ— を 1 

- つま  す 力 

口せ さう に 飲んで、 琥珀色の コッブ を 電氣に 透して 眺めて ゐた。 


つ そ れ に 今考 へて みます と、 そ れが 父の 交換 條件だ つた やうです の。」 

「交換 條 件です て？ 僕の 方の 债權 と、 貴女の 貞操？ まさか。」 

幾 乃 は 紅くな つて 俛 いた。 

「若し 僕が 貴女 を 愛して ゐた としたら、 その 場合 僕は責 女の 貞操 を 賭けて 廣豫を 脫れる ことにな 

るんで すか。」 

きまり わろ 

幾 乃 はやつ ばり 默 つて 極悪 さう に 彼 を 見た。 

あ ふ  それ ほんた う 

「これ あ 少し 露骨で したね。」 英夫は 叉  一 口 呻って、 「しかし 其は眞 實 のこと なんです から。」 

も つ  とりあ 

「さう ね。 私が もし 昔し の 貞女 だったら、 それで 以て、 貴方の 證書 でも 取上げて しまった かも 知 

れ ません わ。」 

さ  た わい  うち  ど  かま 

「そり ゃ然 うだ。 と、 英夫 は他哩 なく 笑って、 「しかし 僕 は あんな 家 なぞ、 何うな つたって 介意 ひ 

ません よ。 寧 そ 遣られた 方が いいと 思って ゐ ろんで す。」 

「それ ぢゃ 困る ぢゃ ご-ざいません か。 貴方 それで； 母 晚ぉ酒 なぞお 飮 みなさい ますの ね。」 

そして 幾 乃 は 不興 氣な顔 をして、 「もう 歸り ませうよ。 私 叱られ ますから。」 

「だって 未だ 是 だけ 淺 つて ゐろ. ちゃありません か。 姉が そんなに 可怕 いなら、 僕 一緒に 行って あ 

げ るから 可いです よ。」 


二 五六 

, 「それ こそ 大變 よ。」  . 

いつも は 湿 順し ぃ英 夫が、 今日は 何う したの か、 調子が 狂った やうに、 矯激な やうな 口吻 を さ 

へ帶 びて、 容易に 酒 を 止めない ので、 そんな 事に 慣れない 幾 乃 はお どお どして ゐた。 英夫も それ 

ふ だん のんき  あたま 

を 感づきながら も、 少し 醉 つてく ろと、 不 斷暢氣 さう に 見える 彼の 頭腦 にも、 芳 枝の 家出 ゃ負债 

おも ひど  こど.；；. 

のこと などが 思 出されて、 妙に こぢれ たやうな 氣 持で、 惡く 拘泥って 來 ろので あった。 

「さあ 行き ませう ね。 そんなに お 酒 を 飲んで は 困る. ちゃありません か。」 幾 乃 は 顏を颦 めた。 

んぅ 大分 醉 つて ゐ るら しかった が、 英夫は 幾 乃の 迷惑 を氣づ いたらし く、 ちょっと 神經 質な 目 

み つ  あらた 

をして 彼女 を 凝視め て、 更 まった 調子で、 「貴方に 迷惑 を かけて 濟 みません。 それ ぢゃ もう 一杯 欲 

ど  ゆる  い 

んで歸 り ませう。 それだけ は 何う ぞ 許して 下さい。 ね、 可で せう。」 

「え、 どうぞ。」 幾 乃も嫣 然して、 「それ ぢゃ もう 一 杯 だけで いいんで すか。」 

「然 うです とも、 そんなに 飮め やしま せんよ。 僕 だって 何も 酒が さう 好きと 云 ふ譯ぢ やな いんで 

すから な。」 

さ  めし .<;が  はう 

「それ ぢゃ然 う 召 飲らない 方が いい-ちゃ ございま せんか。 1 


「 それ は然 うでと もす。 贵 方に 御迷惑な こと も、 ちゃんと 判って みます よ。 しかし 此頃 何だか 酒 

め氣 がない と、 物足りなくて 爲様 がな いんです よ。」 英夫は gJJi のない 表情 をしながら、 そこ を 通る 

をん なきふ じ 

女給 仕に 又 一 杯 命じた。 

めし..； い 

「お 酒召飮 つて ゐ らっしゃ ろと、 そんなに 好い 氣持 なの。」 

「いや、 別に 好い 氣持ぢ やありません よ。」 英夫は 口 を 尖せ て、 「僕 そんなに 好い 氣 持に み えます 

ヽ 0 

,. 力 」 

幾 乃 は 困った やうに、 にやり と， タ、 つて 默 つて ゐた。 

「洒 を飮ん だからって、 別に 好い 氣持ぢ やありません よ。 ただ 醉 つて ゐな いと、 何となく 詰まら 

あした  す 

な いんです よ。 翌朝に なると 直ぐ 後悔す ろんで す。」 

「え、 それ は 私に も 解って をり ます けれど、 その 癖 やっぱり 召飮る のね。」 

「だって、 それ は 仕方がないで すよ。」 と、 英夫は 潤んだ： n を 輝かせながら、 「僕の やうな 意氣 地の 

ない 人間が、 自分の 力で は 何う すろ こと もで きない、 いや — さう 言 ふと、 母 や 姉 は、 忍耐し ろ 

とか そのうちに は 好い 運が 向いて 來ろ だら うと か、 意志が 雜弱 だと か 言って- 冷笑したり 慰めた 

りして くれ ろんで すけれ ど 、意志が 强 いた つ て 何うな ろ もんで もな いん ですからね 。意志と か 忍耐 

とか そんな 蔡 式な 偏 现觀念 は 、現代 生活に 取って は 無意 味で す よ 0 實際 逆境 に 立っても 驚かない と 

»  »  (  二 五 七 


か、 貧賤に 處 して 憂へ ない とか、 そんな 下らない 瘦 我慢 は、 我我 靑 年に は 迚も 耐 へられな いこと 

ですからな。」  . 

「ええ それ ぁ然 うです わ。 だけれ どお 酒と それと 何ん な關 係が あるんで せう。」 

「酒と 現在の 僕の 心 持と 關 係ないで すか。」 

「 それ は 何う だか 知り ませ ん けれど、 お 酒 を飮ん で ゐる問 は、 そ れ み-忘れろ と で も 言 ふんで せ う 

、 0 

力 J 

「胡 魔 化すんで すね。 勿論 我我の 意識が 酒な.；. てで 胡 魔 化せろ もの ぢ やな いんです けれど：： 寧ろ 

その 反 對に强 く 感ずろ くら ゐの もの です けれど、 それでも 何う でも なれと 云 ふ 氣には なります 

ね。」 

「 それ ぢ や 矢 張 駄目ね。 そ れが 何時 ま で も 緩 い た ら大變 だ わ。」 幾 乃 は氣遣 はしげ に 眩いて ゐた。 

うち  つま  みちぐ さ 

「僕 もさう ノてゐ ろんで すがね、 しかし 家へ 歸 つたと ころで 詰りません から、 出来るだけ 道草 

も喻 つて、 出来ろ だけ 氣の 毒な 母の 顔 を 避ける 工夫 をして ゐ るんで す。」 

わか  よ 

「それ も 私に 解って ゐ るんで すけれ ど、 お 酒 だけ は 好くない と 思 ひます わ。」 

「それ あ 僕 も 知って ゐ るんで す。 . ち やもう. a めます- 是 きりで：：」 と 英夫は 頷いた が、 急に 氣 

. が 差した やうに、 「いや、 自分の ことば かりお 饒舌 をして、 何う も濟 みません。 - 


謇 


九 

さ 腹 を 感じた ので、 料理 を 二 皿ば かり 食べてから そこ を 出た 時には、 英夫は 足が 少し ふらつ く 

程で あつたが、 其 まま 別れて しま ふの も飽 足りなかった ので、 何時かの やうに 同じ 電車に 乘 つて 

.  づ 

歸 つた。 で、 英 夫が 何う する かと m わって てゐ ると、 彼は缠 町で 幾 乃が お" ようとして^ ォを吿 

げろと 「僕 も 降り ませう。」 と 言って、 繽 いて 降りて しまった。 そして、 「姉に 用事が あります か 

ら。 J と 幾 乃の 迷惑が るの をん 力 I 思 はず、 づ んづん 歩き 出した。 幾 乃 は それ を 止める こと もで きず、 

蹈 1£ から 陵、，， た、 すろ と 彼 は 暫くして から、 波 女 を 振 顧って、 

i  >  あなた  ど 

「これから 姉に 逢って、 僕 等の 關係を 打明けて、 姉の 承認 を 得ようと 2 ャ かんです 力 責女 は，^ う 

思って くれます か。」 

「それよ t いんです けれども、 へ マ 夜に 限った ことで もない ちゃ ございま せんか。 それに 私が 货方 

をお 呼出した ことが 知れろ と私闲 ります わ。」  . 

「だから 僕が 一切の 責任 を 負 ひます。 そして 忌憚な く 僕の 希望 を 述べて みろ 積り です。 すれば 芳 

枝の 15 も 自然 解決して しま ふんです から。 ああ 云 ふ 風に、 この 話が いつまでも 紛擾して るるの は 

V  あたま 

接、 られ ない ことです。 荷物 を 引取ろ とか、 渡さない とか、 そんな こと だけで 丄頭腦 が くさくさ 

0  0  二お 力 


二 六 〇 

してし まふんで す。」 

「でも、 私の 身のう へに ついて、 伯爵 はじめ 皆さんが 口 をお^ きになって いらっしゃ るんで ござ 

おくさま 

いますから、 その 人達に 對 しても、 夫人のお 顔 を 潰さない だけの 愼 しみがなくて はなら ないかと 

思 ひます が — 」  • 

「その 位の こと は 僕 だって 知って ゐ ますよ。 しかし 貴女の 一身 を 引受けた の は 姉で せう。 それに 

は 相當の 自由と 權 利が 姉に 許されて ゐろ 苦です からね。」  . 

さ  ； 5  くさ ま 

「それ ぁ然ぅ です けれど、 そ れだ けに 叉 私の ことにつ いて 夫人 に责任 をお 負 はせ する のがお 氣の 

はな  あと 

毒で ならな いんで ございます。 それ は 私が 吉 村の 手 を 放れさへ すれば、 後 は 自分の 自由です か 

ら。」 

「それ ぢゃ、 姉の 干涉を 受けない と 言 ふんです ね。」 

おくさま 

「さう 云 ふ 譯ぢゃ ございません けれど、 中 ：3! 方と 私の 間 だけの ことで したら、 夫人の 權限內 に はな 

いことの やうに 思 ひます から。」 

「それ は 同じ ことです よ。 勃に しても 姉が 貴 任 を 負 はない 譯には 行かな いんです から、 今のう ち 

話し て おいた 方が 寧ろ 安全です よ。」 

「さう。」 と、 幾 乃 は^くって ゐ たが、 强く 反抗す る こと もで きなかった。 


「ちゃ 入っても iE- いです ね。」 

さう は 言 ひながら も、 英夬は 門 を 入ろ と、 氣が 差した やうに ちょっと 禱隨 して、 幾 乃 を 先へ 入. 

れて、 少し たづてから 自分 も 入って 行った。 

八洲 子 はちゃう ど 来客が あって 應接 室の 方に ゐた。 女中の 話に よると、 若し 幾 乃が 歸 つて 來て 

もこつ ちへ は 顔 を £ さない やうに と 云 ふこと で：： 幾 乃 は t 右し やと 云 ふ氣が し て 、 来客の 様子 を 

きくと * 女屮は .；：2 利贷 だけに それ を 言 ふの を 憚る やうに、 言 紫 を 濁して ゐ たが、 吉村 だとい ふこ- 

ぎさ 

と は、 直に 幾 乃 は 感づいた。 

幾 乃 は若替 もせずに、 s 分の 部屋と 定められた 奥の 六疊へ 入って、 胸 を わくわく させながら 

も、 聲も 立てない やうに して ゐ ると、 そこへ 英夫 もやって 來て、 咽喉が かわいた と 見えて、 女中 

にお 茶 を吩咐 けながら、 

「やって 來 たさう です ね。」 と、 にやり と 笑った。 

幾 乃と Li: を见 合して、 につと 微笑んだ。 

とり か へ 

「私 を 取 返しの 談判に 来たんで せう か。」 

「多分 そんな ことで せう。 しかし 债務 上の 話で 遣って 來 たの かも 知れません よ。 それにしても 其. 

おちつき 

の 話が 出て ゐ るに 極って ゐ るんで すから な。」 と、 英夫は 興味 ありげ に、 落着の ぶい 表情 をして、 1 
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「しかし 心配はありません よ。 贵女は 安心して いいです よ。」 

「わたし 心配な； てし やしません けれど：：」 と、 幾 乃は應 へたが、 あの 溫泉 旅館に 於け る し 

ぃニ仪 のこと を考 へろ と、 今でも 體 が ；て く； で くす る やうであった。 惡魔 の や う な 彼の 顔が、 ま .. さ 

まざと； Z に 浮んで 來て、 爲 方がなかった。 _ ^^し 交渉の 結 *、 又しても 彼の 乎に 返されろ やうな こ. 

とだったら、 それ こ そ 生 きても ゐられ ない と ：ム ふ氣 がした。 

衝 突 


滅 造の 來 たの は、 三十 分 程 前であった。 八洲 子 は 面倒 だと m わった けれど、 英 失の 家の こと も あ 

ろので 含 はない 譯 にん 行かなかった。 

逄 つ て み ろと 彼 は可哀 さうな ほ ど、 蒌れ て 且つび よこび よこして 居た。 

「 幾 乃 が 飛んだ お 世話 さまになります さう で、 何とも 恐縮 でございます。」 彼 はさう 云 ふやうな 挨. 

拶 をした。 


彼 は 稀し くセ ルの 袴な ど を 穿いて、 ：！： か 鬼子 折の 手土産な ど 持って 來 たのであった。 

「そんな 御 心配な すつ ちゃ 困ります ね に 一と、 八洲 子 は 可笑し さ を隱 しな が ら 、「そんな 物 を 貴方 か 

ら 戴く 筋 は 少しもな いん 一 じご ざいます からね。」. 

これ 

「さう でも ；- . 一 ざい ませ う が. 是 はほんの 其の — 決し て 御 心配して いただく やうな 品で は ござい 

あたま ぢ  すく 

ません のでして。 造 は 小指の 先で 薄い 頭腦の 地を搔 きながら、 首 を 練め てゐ た。 

「です けれど、 幾 乃さん は 原 田さん の 御 希望で、 私が お りすろ ことにな りました ので、 其 事 は 

貴方 も 御存じで いらっしゃ る 害で ございま すね。」 八洲 子 はしな や かに 極め つ けた。 

「無論 その 事 は 承知して ゐ ろんで ございま すが、， その 節 原 田 伯爵に もお 願 ひいた しました 通り、 

は n  てし £ 

あれ は關ロ 君が 間へ 入って、 私が 貫 ひきり にしました もので、 二十 年來手 堕に かけて 來 たやうな 

譯で 今更 何 う も 之 を 手放す とい ふ譯に はま ゐ" ません。」 

「では 原 M さんと 中： w 方と のお 話 は 何う ーム ふ 風に なった ので ございま すか 。」 八洲 子 は 詰 る や うに 首 

ふので あった。 

「それ あま あ、 伯爵の ことです から、 商寶 柄お 前の 方に おいて は、 本人の ために 好くない から、 

貴女 さまに お預けしたら 何う かと 云 ふこと で、 それ は大變 有難い こと だから、 さう 願へ れ ば；：^ ん 

大變 結構で は ございま すが、 それ も 大抵 際限の ある ことで、 永久と 云 ふこと では 實は闲 るので ご 
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おそれい 

ざいます。 义 そんな 無法な：： と 申して は だ 恐 入ります が、 現在 自分の 娘 を：： それ はま あ 木 

.*J ころ 

人に 多少.？^ 解の 點 もあった としました 處で、 自分の 子供 は 自分の 子供に 相違ない ので ございます 

なん おつし  とりもど  そりみ 

から， 伯き が 何と 仰 や つ て も、 取戻す權^^：は私にござぃますの ですから。」 禎造は 少し 反身に な つ 

； き 

て 見せた が、 直に また 勤な 調子に なって、 

それ f  ど 

「しかし 其で は^さん をお 相手に 一峰 をし なくて はなり ません。 それで は 何う もル ii さんの 御 好意 

に對 しても 相濟 まない わけで 、根が 伯爵の 自由に 左右 さるべき 性質の もので はない ので ございま 

おとり はから 

すから、 一 っ贵 女の 御 取 計 ひで 幾 乃 をお 返し を 願 ひたいと 存じまして：：」 

「然 うです か。 では それ は贵 方のお 考 へ としてで すね。 一 

「しかし 誰が 考 へましても：： 勿論 伯 に は、 私が 少し 頭の 上らん ことが ございま すので、 现が 

あっても^ ひもし ません。 尤も これ は 幾分 伯爵の 好奇心に 投じた ことで、 私から 見れば、 少し 横 

暴で ございま すよ。」 

「そんな *fj- は、 今 ここでお 話しても 仕方のない ことで せう ね。 私 は 伯爵のお 言葉に 從 つてお 連れ 

したまでの ことで、 伯爵から 返せと 云 ふお 言葉が 出れば、 いつでもお 返しいた します が、 北 ハを伺 

どなた  やしな ひお や  •r' 

はない うち は、 誰 方に もお 返し はで きないので ございます。 たと ひ 親で あらう と、 產 みの 親 

であらう と：：」 八洲 子は屹 となって 言 張った。 


「御尤 で — 」 と、 藏造 はへ こへ こしながら も、 

「しかし 今 も 申 上げます 通り， 伯爵の なさる こと は、 大體 筋が 通って をり ません ので ございます 

からな。 私が ぉ賴 みいた した 譯 でもない のに， 人の子 供 を 他人 さまへ お頂けす ろな どと 云 ふこと 

ど. X た 

は、 誰 方が ぉ考 へに なっても、 これ は 不法で ございます。」 

「です けれど 原 田 伯！！： とも 言 はれろ 方が、 そんな 無法な こと をな さる 遣 ひな いんで ございます 

からね。 よくよく 御木 人の ために 不利益な とお 考へ なさった れば ， ,! そ、 人に お預けに なった の ぢ- 

や ございません か。」 

おくさ，？ *  なん 

「しかし 夫人、 あの 娘の ことに ついては、 伯爵 は 今まで 何の 御關係 もなかつ たので ございます 力 

ら な。」 

二 

八 洲子 はいく らパ卡 つ たと こ ろ で 仕方の ない こと だ M ふ 風 に 暫く 默 つてみ たが、 

-X  - つち 

「まあ 此も、 贵 方が 御 本人との 御關 係が 原因に なって ゐ るんで ございます からね 街 本人 力 象へ 

つす て  ゎづら 

は歸ら ない と 堅い 御 決心 をな すった。 それに 就いて、 棄 ておけない ところから、 伯爵 を 煩 はすこ- 

もとづ  な 

とに もな つ たんで で ， 一-ざい ませう から、 つまり は 幾 乃さん の 意思に 基いて 爲 された こと に 違 ひない 
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ん でございます。 ですから、 いくら 私 共が お返した くと も、 御 本人に ぉ歸 りに ならない 場合に 

は、 つて 货 方の 不利益に もなる ので ございます から、 矢 張 皆さんのお 考 へに お委せな すった ガ 

が、 宜しい かと 思 ひます よ。 私に しまして も、 して 事を好む 譯ぢゃ ございま せんから、 寺 ff を 

見て 叉 好い 話 をお 問 かせす る こと も 出來 ようかと m4 ひます。」 

「有難う ございます。」 と、 藏造は 不一 K ん しくお 叩頭 をして、 「何に、 實は その、 皆さんの 心配 をい 

- -  なに おも ひち が ひ 

たたく ほ とひ 事で もな い ん で ございまして， 何 か 思 違 をし てゐ るに 違 ひな いのです か らな 。 尤も 

ふ だん  よ- 

不 i 力ら 私の 商賣を 嫌って をり ましたと ころ へ、 私が 實の 親で ない とい ふこと を、 何となく 近；？^ 

感づ い て を ろ らし い ん で ござ います。 そ れが 荒 川さん の 子供 だとな れぱ、 尙更の ことで、 皆さん 

二  それ 

で どう ん 少し 爆って いらっしゃり はしない か と、 共 も 考 へ て を る ん で ござ います。」 

「いいえ、 そんな 事 は ございません。 荒 川 5 んが實 の 親御 だとい ふこと も、 まだ 御 本人のお 耳へ 

は 入れて ない 苦なん でございます。 それに 相 (：£ に 物を辨 へ てゐ るんで すから、 强 ひて 中； M 方のお 手 

ち よこ 

許に おくと 云 ふこと は 、- 却って 危險だ らうと m 心 ひます よ C 何 かに 刺戟 を 感じ やすい 今が 一 番 大切 

な 年頃なん でございますから ね。」 

賴造は 苛した 表情で、 

「如何で ござ いませ う C 本人 は 唯今 居り ま す で 」 ざ いませう か。」 


「ベ，' 日 は 午後から ちょっとお 出かけに な つた やうです がね。」 

「歸 ろに は歸 ろです な。」 

「さう はぜって おきました がね。」 

「では、 しばらく 待せ ていた だきまして、 . ^人に ちょっと 逢 はせ て 戴き ませう。 直接 逢って、 話- 

をして みたら、 ^さんの 御 心配 を 煩 はさな くと も、 諒解 を 得ろ ことと 信じます ので：：」 

「 +吐接 お 逢 はせ すろ こと は、 伯錄 からお 1.H りした 私と して は、 取 計 ひかね るんで，.、 .ー ざ いますが ね。 

それでしたら 伯爵のお 許し を 得てから のこと にして 戴きません と：：」 

「そこな 何う； て 一 つ、 夫人のお 心 持で：：」 

つれもど 

「私 一 個の 心 持から 申しても、 責 方が 幾 乃さん を連展 しにな ろ こと は、 御 同意 申し あげ かねる ので 

!. J ざいます よ。」 八 洲子 は 分明 言 つ て 、「そ れは御 本人の ためば かり ぢゃ ございません。 貴方の ため 

そば  つの 

に も 幾 乃 さん を お 傍に お 置きに な ろ と 云 ふ こと は、 却つ て 御 本人の. 反感 を 募ら せ ろ ばかり で 、早晚 

悲しむべき 結 茶になる だら、 つと 思 ふん で ；. 一 ざいます がね。 あの方が 荒 川さん のお 嬢さん だ とすれ 

ば、 尙更の ことです。 今^^までぉ育てなす った御苦勞に對しては、 十分 感謝 もしなければ なり i 

せず、 お 極 合せ もしなければ ならない ことで ございませ うが、 知れない うち は 鬼に 角、 荒 川さん 

ててご  わ；"  やしな ひお や  すて 

が實の 父御 だと 判った 以上、 貴方 も 養 親の 篛務 として 御 本人の ために は、 私の 感情 を 素ても、 
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E£ おふだけ 山 g; ^い (い」 を おん にな ろ 山 が、 If.: おで は ご y い. M せんか o」 

べ洲子 は^んで 今 "めろ やうに 論す のであった。 

は 仰 ろ 迄ん ない ことで。」 と、 ^^3は上く4>:^、が^^に人<,:な ぃ-,:しく、「然し、 〔は S 说 にも 

に..^、 ， 私が 立派な 鋭なん でございますから、 利益 も 不利 ハ ^ もあった ものれ や ござい.. - せん. 

t  。 そ わな..： ば、 ^のなかに 碌碌 子^の ^^Jv で きな い、 .， ^がな い .3.,> ゆ 山 あ ろ ことです か， い、 

そんな ザの で ん f, げ てお や" になつ たおが、 ：！！ の くら る 功徳に な ろかん 知れない の で ござ 

い. すか.，： な、 さ、；'.. ム ふ！：. 卜 ゆ は、 〔はは：：^ として はお 難 迷^なん でし. し、 こ 乃 wtM つ、 ゆ 

< や 誠に 從 つて 御！： 斷 や^ひた いも 5 で。」 

そして^«^3は：惡|^さっ に：^ つ てるた。 

そんな W をい く。.：.： つて"". し i、E ^しがなかった。 で、 八洲-たは 小し^ となって、 

「とにかく；：^ は ：. 旧-接^ 方 か ら お； W りした 方ぢ やない のです から、 たと ひ^3;方に 何ん な が お あ 

いに な.：： -っ と ^  に 她 一 斷で お^すろ？^ には^らない ので ございます から、.！ 1： う ぞ .=w 心し か..： ず。.' 

.-っと^^3ん^§.£3をぉへ -し， 
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「それで は 何です かい、 私が これほどお 願 ひしても お取上げ 下さらな いんです かひ 

「仕方が ございません。 私に も資 任が あります から。」 八洲 子 も 少し^くな つて 言った。 

「ではもう お 願 ひ はしますまい。 その 代" 私 は 私の 權利を どこまでも 主張し ます。 誘拐罪に 問う 

て も 自分 の 娘 は、 立 派に 取 返し て 見せます ですから 。」 藏造は 熱り たって 言 ふので あった。 

「どうも 仕方が ございません。」 八洲 子 も 冷笑的に 、「しかし 誘拐罪に は な ら な い で せうよ。」 

「いや、 立派な 誘拐です。.」 

「けれど 原 田伯餘 とか、 外務大臣 とか、 立派な 方が 間に 入って いらっしゃ るんで すから ね。 第一 

御 本人の お 口が 何よりの 設據 です。 私共 は 決して 幾 乃さん を赚 したの でも 誘拐した の でも ござい 

丄ほゃ  * へ 

ませんで すよ。 それ を 公け にな さらう とすれば、 反って 貴方に 傷が つくば か.：^ だら うと ひます 

ね。 かう 申して は大 變失禮 です けれど、 貴方 は 御商賣 柄、 其の 筋の 人逮 にも 決して 好く は 思 はれ 

てい らっしゃらないで せう からね。 それに 然 うい ふこと もあった とすれば、 幾 乃さん の 言 分の 方 

が 何のく らゐ 人の 同情 を 引く か 知れな いぢ や ございませ ん か。 況し て 立派な 方方が 保護し ておい 

でに な ろんで す もの、 贵 方の 言 分の 通 る 害が ございません 。」 八 洲子 は さう 言 つ て 顔 を 熱ら せ な が 

ら、 

おもてざた  はう 

r それと も 表沙汰に なさらう とい ふなら、 それ は 貴方の 御自 山で す 。 恐 ら く その 方. か 幾 乃 さ ん の 

K  0  二 六 九 
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ために 反って 有利な 結 菜に なろ でせ うからね。」 

たぢ ろざき み 

驗造 はちよ つと 逵巡氣 味に なって、 目 をぐ り-ぐり させて ゐた。 

やつ ぼり すなほ  S か 

「ですから、 そんな こと を爲 さるよりか、 矢張從 順に 伯爵に お委せな すった 方が、 失： 1- ながら 責 

- 方の ために 御利益 だら うと 思 ひます が。」 

「いや。」 と、 賴造 もに やりと 笑って、 「私 も 事を好む 譯 ではありません。 呰 さんが 私共 父子に 御 好 

意 を もって 下さるならば、 お 住せす る 段で はな いんで ございま すがな。 しかし 是 では まろで、 親 

し ，つち 

としての 私の 面目 も權利 も蹂躏 したお 話で、 誰が 判斷 しても、 亂暴 過ぎた 仕 打 だと 思 ふの で ござ 

し .R た  こ と めんだ う 

います か、 それ も爲 方がない、 原 田 伯と いふ 人に かかって は、 事 面倒で ございま すから、 贵 方に 

お 願 ひしたら 早く 話が わかろ だら うと H 心 ひました ので：：」 

「ほんと に御氣 毒で ございま したね。」 

おくさんい かが  i.y 

「で、 夫人、 如何で せう。 私 も 神 尾さん の债權 とい ふ もの を 握って を るんで ございます。 この 方 

と 今の 問題と を 一 つ 交換 條件 といたし まして、 圓滿の 解決 を吿げ ると いふ ことに 願 ひまして は。 

つぶ  どい g やう ほ  つまり  ま 

勿論 これ は 私が 目 を 瞑って、 大讓歩 をし ましたう へでの ことで、 所謂 長い ものに は 捲 かれる より 

あ き ら 

外な いと 識 めての ことなんで ございます。」 

「いけません、 そんな 事：：」 と、 八洲 子 は聲の 下から、 沈んだ 聲で 言った。 


「あんな 者 を お^りに なって は、 貴女 もこれ から：！： かと 隨分 御迷惑の ことで ございませう。 それ 

よりか 如何で せう：：」 

「それ は爲 方が ございません。 問題 は^にして 頂き ませう。」 . 

「では 何で すか、 神 尾さん の お 家が 滑れ. まし て も：：」 

「まさか、 そんな 事 はないで せうよ。」 八洲 子 は 劇しい 屈辱 を 感じながら も、 わざとお ずらしく g 

IfK つてる た。 

禎造は ま じ ま じ 其の 顔 を 凝視め てゐ たが、 こ れも 目の うらに 1^ 笑 を^ ベ た。 

「では 止む を 得ません。 私 は 私の 取るべき 道 を 取ろ より 外 ございません OJ 

「私 も 止-む を 得ません。 人 一人の 運命と、 預 つた 責任に は替 へられません から。」 八洲 子 も！^ -1 つ 

た。 

四 

下. 力 ら ®  く 出 て 哀願したり、 利を以 つて 釣らう と 試みたり 、手 剛く出 て 脅か もて 見たり したが、 

結局 八洲 子の 心を褫 ふこと が 出来ず じ まひで、 藏造は すごすご 歸っ て しまった。 

八洲 子 は それでも 玄關 口まで 送出した が、 それと 同時に、 實 家の 方の 债務を ひどく 迫って 來る 
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だら うと 云ふ氣 がした が、 事によると 却って 手 を 緩める かも 知れない と 出 心 はれた。 

奥へ 入ろ と、 英 夫が 幾 乃の 部屋 か ら 直ぐ 出て 來て 、「吉 村が 來 たんで すって ね 。 J と 話し かけた。 

「え、 喧しく 言って 來 ましたよ。」 

「士 口村の 要求； i 應 ずろ 餘 地が まだ 有 るんで すか、 ぴったり 話が ついて る ろん. ちゃな いんです か。 - 

つ  、ノ .5.. 

「それ は 着いて ゐ るんで せう けれどもね、 古村の 方で は それで 默 つて 引返る わけに もい かないで 

いづ 

せう 力ら 孰れ 面倒な ことにな ろか も 知れません ね。 幾 乃さん を 返して くれれば、 負 愦の方 を-: 父 

換條 件と して、 相談 をしょう とまで 言って るる くらる ですから、 なかなか^^めなぃでせぅね。」 

そして 八洲 子 は 氣をか へ て、 「幾 乃さん は歸 つて ゐ ます か。」 

「 え、 何 だ か 先刻 歸 つた やうです よ。」 英夫 は 敲を獨 して ゐた。 

「貴方と 一 絡だった んぢ やな いんです か。」 八洲 子は英 夫の 様子で 想像したら しかった。 

「え、 ちょっと 話が あった ものです から：：」 

「何の 話が あるんで せう。」 

「^にこ れと云 ふこと もなかったです け れど、 社を罷 め ようか J 能め まい かと 云 ふやうな， 〕 とも、 

一 つの 問題なん です がね：：。 つまり 幾 乃さん の 希望で は、 自由な 體 になり たいの. ちゃないです 

か。」 英夫は 考へ考 へ 言 ふので あった。 


うち 

「それち や 家に もゐ たくな いと 言 ふので すか。」  . 

あなが 

「強ち さう でもない でせ うが、 お 客 さまの やうに して、 毎日 ぶらぶらして ゐろ のが 返 屈なん でせ 

うね ビ 

それ  なに  レ 

「さう です か。」 と、 八洲 子 も 頷いて、 「それなら 夫で、 何 か 目！^ をお いて 研究したら 可 いぢ や あり 

ません か C 當節は 各大學 も、 女子の ために 開放され て來 たこと ですからね。」 

「さう です ね。 さう 云 ふ學問 的な 研究 も 好い かも 知れません がね、 そこ 迄は考 へち ゃゐ ない んぢ 

やないで すか。」 

「それ ぢゃ 詰らな いぢゃありません か。 ただ 無意味に 自由 を 要求す ろと いったと ころで、 漠然す 

なに  からだ  よ 

ぎた 話です からね。 何 か 一 つの 理想が あっての うへの ことで なければ ね。 體が 怠屈 だから、 世の 

なかへ 出て 働く とい ふだけ. ちゃ、 是 までと 少しも 變ら な いぢゃありません か。」 

つま 

「 さう 言 へ ば さう で すけれ ど、 大學の 聽講な んか 詰らな いぢ やないです か。」 

「だから 大學に 限った ことはありません。 ：t か あの人に 適 常した ことで あれば、 それ を 行ったら 

可いで せう。」 八洲 子は英 夫の 顏を じっと 視 ながら、 

きかざ  つも 

「 私が お ぁづ 力" した W 上 た だお 客の や う に 、 卷 飾ら せ て 遊ば せて おく 積り ぢ やな いんです よ。 

何 か 一 科の 學問を 修めさせろ とか、 技藝を 仕込む とか：： でた けれ ぱ、 好い 相手 を 見つけて、 結 

i  «  一  1 七 一 1 一 


二 七 四 

婚 させる とか、 とにかく 追 追 皆さんと も 御 相談して、 幾 乃さん の 生涯の ために、 出來ろ だけの こ 

つもり  じな 

と をす る； 55 なんです —— それに は 吉柯の 手から、 すっかり 放して しま はなければ ね。」 

つ 完全 に絕緣 する こと が出來 るんで すか。」 

「さあ、 研究 問题 です ね。 これから 幾度 も 交渉 を 前ね なくて はならない ことで せう ね。 それに は 

荒 川さん の 御意 簡 も.. I- 分糾 さな くち や な らな いでせ うね。」 

「荒 川さん が、 何う して さ、 つ 肝要な 位置 を.；.：： め てゐ ろんで せう 幾 乃さん の 問題に 對 して：：」 英 

夫 は 詰る のであった。 

「さあ、 それ は 朱 だ祕密 です けれど、 いづれ 英 夫さん にも 發 表すろ 時が 來 るで せうよ G」 

「あ、 さう です か。」 と、 英夫も 素直に 頷いた C 

「そんな 譯 ですから、 贵方も その 積り で 交際って ゐて 下さい。 此間も 言った とほり、 輕擧な こと 

をされ て は、 私が 困る のです からね。」 

「あ、 然 うです かピ と、 英夫 はまた 頷いた。 

五 

英夫は 今 曰 は 姉に 逢って、 自分と 幾 乃との 心 持 や 希望 を 話して、 諒解 を 得ようと 3 心った ので あ 


けう  し  なん  ， 

つたが、 婶の 調子の 方が 高い ので、 びし やび しゃと 挫 やげ たやう になって、 何と 言って 可い か 判 

ら なくな つてし まった。 幾 乃 を さう 濫 みと 立派な 女に されても 困る とい ふ：：？？ がした。 

「それ. ちゃ 姉さん は、 幾 乃さん の 今後の 敎育 について、 非常に 高い 理想 を 持って るら つし やろ 譯 

です ね。 I 

「まあ 出來 2?  ，  ■ 一となら ばね。」 

「若し 結婚 させ ろと したら、 姉さんの 理想の -ぉ 人 は 何ん な 人です か 。」 英夫は 少し お どお どした 調 

子で 訊いた。 

「さう です ね。 まだ 日が 淺 いので、 幾 乃さん を 能く 知った と は 言へ ません から、 分明した こと は 

言へ ません が、 ， 一れ なら 荒 川さん の 令孃の 配偶と して、 恥 かしく はない と 云 ふ 人で したら：：」 

「や つばり 外交 {R です か。」 

八洲 子 はちよ つと 屑 を 顰めた が、 英夫相 常の 愚問と でも 思ったら しく 返辭 もし な かった。 

「外交 {B も いいで せ う が、 幾 乃 さんに は餘り 貴 挨 的の 趣味 はな ささう です ね 。 J 英夫 は 獨 語の や う 

に 言った。 

ゆ-ひさき  ゾん  お な g 

n り や、 私が 贵族的 だとで も 言 ふんです か。，」 八洲 子 は 指頭で 餐 の 地肌 を 接きながら、 輕く 詰って 

みた。 

%.  m  f  二 七 ffj 
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「まあ 然 うでせ うね。」 と、 英夫は 遠慮なく 應へ て、 「僕 なぞの 見たところ では、 姉さんの 結婚 なぞ 

も 可也 そんな 傾向が あった やうです からな。 虚榮 といつ ちゃ 語弊が あるか も 知れません が、 まあ 

野、.；" 的 だとで も 言 ふんです かね。 何 か 一 世に 大きな 功業 を樹 てろ やうな 英雄的な 人間に よって、 

自分の 矜を滿 つと でも 言 ふやうな 傾向が あつたん ぢ やな いんです か。 j 

「それが 惡 いんです か。」 

い わ る 

「好い 惡 いの 問題よりか、 今の 人間に も それ を 適用しょう とする の は、 少し時代錯誤ぢ^^-な 、 か 

-と ErJiJ んで すが  」 

八洲 子は默 つて ゐた。 

「幾 乃さん なぞに、 それ を 要求したら、 姉さん は 屹度 失望され るに 違 ひないで すよ。 幾 乃さん よ 

決して、 そんな 良人 を 要求して やしま せんよ。 ですから、 荒 川さん の 令壞だ とい ふこと が 知れた に 

なに いままで 

したと ころで それ は 惡ぃ氣 持で はない にしても、 何 か 今迄と まるで 違った 心 持に 成る こと ま 中 J も 

できないで せう。 叉 成らう とも 思 はないで せう。 やっぱり 普通の 人間と して 普通に 暮さ うと a つ 

てろ るに 違 ひな いんです。 僕の 想像で は、 まあ 佛蘭西 語で もうん と 仕込んで、 ピアノで も敎 へて、 

濫み と ：！ マ恃の 高 い 高貴な 貴 夫人 に 仕立てようと でも 言 ふの が 姉さんのお 考へ かと 思 ふんです が、 

た， P 

- それ あ 佛蘭西 語 も 音樂も 悪く はないです。 しかし 單に 外交. {R 夫人の 資格と しての 語擧ゃ 昔樂な 


ら、 冗らない でせ うね。」 

あき  しやべ 

八洲 子 は 惘れた 顔 をして、 英 夫の 辯る 顔 を 見て ゐ たが、 醉 つて ゐ るの だと 氣が ついたら しく、 

苦笑 を； K して、 

「英 夫さん、 あなた 今夜 大變 な氣焰 ね。」 

「僕です か。」 と、 英夫 はちよ いと 萎げ 氣味 になって、 「姉さん は 人が 惡 いな。」 - 

「だって、 幾 乃さん の敎 育なら、 皆さんに もお 考 へが あろ 普です よ。」 

なに な i いき  の 

「だから 僕 は 何も 生意氣 に、 自分の 意見 を 述べ ようと 言 ふん ぢ やな いんです。 ただ 幾 乃さん を 知： 

つて ゐ るの は、 僕 だら うと 思 ふんです。 姉さんよりも 荒 川さん よりも — 」 

「貴方た ち はそんな に 親密な んで すか。」 

「格別 親密と 云ふ譯 でもありません が、 若い もの は 若い もの 同士で 必然的に 理解 を もってる ます 

からね。 ですから、 ちょいと 話を爲 合った だけで も、 お 互の 交感 は 深い わけです。」 

「それ は然 うでせ うけれ ど、 私 だって 貴方た ちの 考へ てゐる こと ぐら ゐは 知って ゐろ 積り です 

よ。 中：只 方が 何のた めに、 そんな 議論み」 すろ かと 云 ふこと ぐらみ は 判って ゐる 積り よ。」 英夫 は：； 湫昧 

わろ さう に 姉の 顔を兒 あげた。 

0  a~  一二 七 七. 
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八洲 子 は かくしてから、 义言を 機いだ。 

「そんな 他人の ことより も、 贵方御 C 分の こと を 少し は考 へたら 何 うです ね。 姉さんにば かり-や 

配 させて おかないで。」 

「負 俊の 方です か。」 

「 さう で す と も ビと、 八洲 子 は 冷 かに、 「どうせ 贵 方の 家み 一 取^した と ， ：！ ろで 損 寄に な ろ ば か り で. 

すから 、町 E の 名 儀に 書換 へ させよう としてる ろんで せ う けれど 、失 だとて 安心 は で きま せ ん よ。」 

「心配し r」 も 追へ おき ま せんよ。 僕の 力で 何う すろ こと も 出來な いこと ですからね。 漸と 獨立 の で 

きる 子供に、 大きな 石 を 卄負 はせ て步 かせろ よ" 以上に も殘 酷な ことです。 それ を 何う かう し て 

み ような どと H 心 ふだけ 愚です から、 膨 潢 されろ のを靜 かに 待って ゐ るより 外ありません よ c」 

「それで 貴方 は 自棄に なって 毎晩お 酒 なぞ 飲んで 步 くんです ね。 御母さんが 大變に 心配して ゐら > 

つし やろ やうです けれど：：」 

「別に 毎 晚飮ん で 歩き やしま せんが、 しかし 家へ 歸 つても 實際 詰らないです からね。 芳ぉ のこと 

も 蛇の 生殺しと いった 形で、 孰つ かずに なって ゐ ろので、 墓實 厩に なって しま ひます よ。」 英夫は 


くさくさ すろ やうに いふので あった。 

「それ は 私 もお 察して ろます よ。 何う かして 芳 枝さん をもう 一 度歸 つて.. r らふ やうに と 思って； cnr 

ちな た  しっかり 

を 折って る ろんで すがね。 それに は 贵方も も つと 確乎し て くれな くち や 困ります よ。」 

ちから 二ぶ い 

「けど、 しっかり しろと 言 はれた ところで、 ^に 力 の 入れ やう もない こと. ちゃありません か。 

僕 は 芳 枝な ぞに歸 つて もら ひたくな いのです。 どうせ 僕の やうな 貧乏人の 家に 辛抱し 切れろ 女 • ち 

やな いんです から、 別れて もらった 方が 反って 双方 幸福なん です。 母なん ぞは 子供の こと を 非常. 

に 心配し てるろ やうです が、 僕の や うな 親が あ つたと， ：- ろで 子供の ために は 却つ て 不幸で せ う。 

何が 好 いんだ か 知れた もん ぢゃ ありま せんよ。. 一 

「氣樂 な 人ね。 そのく らゐ 11^ つて ゐ ろなら、 贵 方の 勝手にしたら 可いで せう。 私もう 一 切 かま ひ 

はら どた 

ません から。」 八辨子 は^ 立 しげに 言って、 - 幾 乃さん のこと だけ は、 贵 方の 自. S になり ません よ。 

夫 だけ は 言 つてお きます よ 。何しろ あの人 は 荒 川さん のお 嬢さん なのです からね。」 

む つ  ぁ. ざ わら 

英夫も 少 し 佛 然とな つ て、 冷笑 ふやう に、 

LJ  ゆきが かりじ や-つ 

「大丈夫で すよ。 僕が あの 女 を 何う すろ ものです か。 ただ 最初からの 行 懸 上、 幾 乃さん の 一身. 

上の ことに ついては、 相 常に 興味 も 有って ゐ ますし、 誰よりも 理解 を もって ゐる もんです から、 

場合によって は 木 人から 相談 を 受けない とも 限りません。 その場合には、 僕 は 僕 切 意見 も 述べ ませ 

斷  崖  (  二 七 九 
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うし 、出来るだけ のこと はして やるべき 義務 も あろ だら うと 思って ゐ ます —— それだけです よ。」 

おっしゃ  ひっこん 

そして 彼 は 姉の 顏を 見ながら、 「それ も 僕に そんな 權 利が な い と 仰 有 るなら、 默 つて 引 込で ゐま 

せう。」 

「ぢゃ 何 か 相談 を 受け る ことで もあります か。」 

「公然 受けな くと も、 大概 解って ゐ ますね。 ここで は 云へ ません けれど」 英夫は 少し 顔 を 娘め 

て、 手帕 で.： 界を 擦って みた。 

「それ ぁ闲 ります ね。 私に 言へ ないやうな 事が あって は：：」 と、 八洲 子 は 顔 を 暴ら せながら い 

らいら して 、「貴方た ち 二人の 間に、 祕密 があって は、 私が 大變 仕事が しにく いんです から、 若し 

はっきりい  は- f  い   

そんな 事が あるなら、 分明 言 つて もらった 方が 可い やうです ね。 . —— 戀 愛關 係で も あろと 一一 一一 n ふ ん 

です か。」 

英夫は ひどく 敬虔な 目 をした、 一 暦 顔 を 紅く した。 

「若し 有った としたら：：」 

おつかぶ 

「そんな 事が あって は ra り +6 す。 私が 迷惑し ます。」 姉 は 蔽 冠せ る やうに 言 つて、 「ほんと に そんな 

事が あるんで すか。」 

英夫は それに は應 へないで、 厭に なつ だとい ふ 風で、 溜息 を 吐いた。 


「けど、 そんなに 神經 過敏に ならな くち やなら な いんです かね。 それ ぢゃ 姉さん もな 力な 力 苦勞. 

でせ う。」 

なん  ゆる 

「え、 です けれど：：」 と、 八洲 子は充 奮した 語調で、 「何で あらう と、 私が 聽 さない こと は、 貴- 

方 も愼ん  でもら はなく ちゃなら な  いんです からね。」 

さっき  こちら  ひと 

幾 乃 は 先刻から 此方の 部屋で、 一 一人の 話の 様子 を 想像しながら 獨 りで 胸 を わくわく させて ゐ 

た。 義父が 自分 を取戾 しの 交 涉に來 て 八洲 子と 何ん な 話 をして 行つ たか、 それ も氣に かかった 

し、 醉 つて ゐる英 夫が 何 を 言 つて ゐ ろか 知れない と 云ふ氣 もした。 それに 養父の 品性が たと ひ 下 

劣で あるに しても、 長い あ ひ-た 育って 來た原 宿の 住居 も、 他人の 家に ゐ てみ ろと 懐し くない こと 

とて 

もな かった。 それ かと 言って 養父の 顔 を 再び 見 る氣は 迚もな か つ た。 

なん  しょ 

すろう ち英 夫が 夫人に 別れて 来て、 歸り がけに ちょっと 顔 を 出した が、 何となく 悄 けて るろ や 

うに 見えた。 

「もうお 歸ん なさい ますの。」 と、 幾 乃 は見迎 へた。 

「ま、 失 fis します。 僕 は 貴方と 餘り 接近し ちゃ 可け な いん. たさう です。 贵女 はこれ から 嚴 重に 姉 


二八 二. 

に 監督され ろで せう。 そして 立派な 女に 仕込まれろ でせ う。」 

幾 乃 は あわてて 起って 來て、 

「あら、 何う して？」 

「それ は 孰れ 姉から 話す でせ うが、 とにかく 僕 は 貴女と 餘 りに 親しい お 話 はでき ない ことになる 

でせ う。」 

「だって：： 何う してで せう。」 と、 幾 乃 は 目 を si ませながら、 「贵方 御 姉 さまに 何 か 仰し や つ た 

の。」 

「いや、 刖に 何にも 言 ひません。 貴女の 一身上の ことにつ いて、 多少 僕の 思って ゐろ こと を 述べ 

たに 過ぎな いんです。 勿論 僕の 希望 は 幾分 ーー目 外に 現 はれた ことと 思 ひます。」 

「私たちの 祕密 も：：」 

「まあ、 姊 のこと ですから、 それ も 想像しての ことで せう。」 

T,  ,  -  た、  お ねえ  ゆる 

-そ， W なら 其で 仕方、 力 ございません わね。 御 姉 さまが ぉ聽し 下さらな いんで ございませう から。」 

とほ ま は  bil 

「勿論 僕 も 遠 慰し に 言って みた だけです が、 姉の 意志 はま だ 十分 判って はゐ ません。 でせ う。 貴 

女 も 大概 感づいて ゐられ ろ ことと 思 ひます が、 貴女の 御父さんに 對 して、 姉が 餘 りに 重い 責任 を- 

感じて ゐ ろから だとい ふ氣 もします。」 


「私の 父！ それ を贵 方が 御存じで ゐ らっしゃ ろんで すか。 魔 實の父 を。」 

「それ あ ちゃんと 判って ゐろぢ やありません か。 僕が 11 一 曰 はなく とも：：」 英夫は 寂しく 笑った。 - 

「巾 ：贝 女 はま だ 感づ けな いんです か。」 

「さう！」 と、 幾 乃 は 感じの 深い 目を英 夫に 見据 ゑて ゐ たが、 

「私 想像で きません わ。 おし さう だとす ろと、 伊豆の 溫泉 でお 目に かかった 三人のう ちの 孰 かな- 

んで  ございませ  うね。」 

「贵方 は それ を自覺 しないんで すか。」 

「え、 私 ほんた うに 鈍感ね。」 

いづれ 

「孰に しても 贵女は 自重し なければ ならない。 貴女 はもう 吉 村の 子 ぢ やな いんです から、 貴女 は 

それ を 知らう と は 思はないです か。」 

「それ は m 心 はない こと も ございま せんが、 では 私の 母 は！」 と、 幾 乃 は 痛ましげ な 目 をして、 「私 

の 母 はきつ と 身分の 好い人 ぢ やないで せう と 思 ひます わ。」 

「それ は 刺り ません。」 

「私の 命 も その 母 次第だった の だら うと 思 ひます から、 いづ れ さう 晴 がましい もの-ちゃな から 

うと 想像され ます わ。」  一 

斷尾  广  二八 三 


二 < 四 

「けど、 御母さんの ことまで 考 へろ 必要ないで せう。 貴女 は 現在のお 父さん だけで、 十分 幸福で. 

すよ。」  .， 

幾 乃 は： 凝 1^ な 目 をして 默 つて ゐ たが、 今迄 は 養父 を 中心に した 自分の 運命に、 何 かなし 感じて 

に はか はりあ ひ 

ゐ た 反抗 心 も，、 さうな つて 見ろ と、 遠に 張 合がぬ けた やうな 氣 がして、 嬉しい と 云 ふよ" も、 寧. 

ひた 

ろ 寂しい 悲しみが ひた ひたと 胸 を 浸して 来た。 

「とにかく 僕 は 詳しい こと は 知りません から、 直接 姉に ぉ聽 きなさい。 そして 貴女の 身分 を 明か 

つきはな 

にした う へ でよ く考 へて 見て 下さい。」 英夫 はわ ざと 突 放して 見る やうな 態度 を 示す のであった。 

なん  うろん-へ 

「私の 身分が 何で あらう と、 それによ つて 心の 動搖 する やうな：：」 幾 乃 はさう 言って 幾分 狼 S 

きみ  かれ ひきと 

氣 味で、 彼 は 引止めよ うとした。 

「と は 僕 も 信じて ゐ ますが — 」 

ひき わか 

姉の 姿が 見えた ので、 二人 は あはて て 引 分れた。 

「もうお 歸" ？」 と、 八洲 子は英 夫に 輕ぃ 言葉 を かけた が、 弟に 對 すろ 今の 自分の 態度が 少し 戰 

格す ぎた やうな 氣 もして ゐた。 一 時に 種徴の 事件に 出逢って ゐる 其の 苦しい 立場 を 解して やらな- 


おとしい  ち も 

いば かりに、 意思の 弱い 彼 を 自暴自棄に 陷れて も 困ろ と 思った。 幾 乃との 戀愛關 係に しても、 唯 

い ちづ  せきと 

1 途に 止める ばかりで は、 反って 惡ぃ結 架に 導く たらう とも 考 へられた。 

「何う です ね、 貴方方 はお 夕飯が すんだんで すか。 若し 未だで したら、 お 話 をしながら 一 緖に食 

ベよ うぢゃありません か。」 八洲 子 は 一 一人 を 誘 ふやう に 一一 目 ふので あった。 

おさ や 

「さう です ね。」 と、 英 夫は穏 かな 態度で、 「途中で 實は 少し やって は來 ましたが、 御馳走に なって 

も 可いです。 何う せ 家へ 歸 つても 仕方がな いんです から。」 

「さう、 ぢゃ 少しお 待ちなさい。」 

八洲 子 は 二人 を そこに 殘 して をいて、 ク..^ いで 勝手の 方へ 出て 行った。 

のぞ  した  つゆ 

やがて 彼等 は 庭に 臨んだ 八疊 ばかりの 日本 窒で、 質素な 食卓に 向った。 お浸しと かお 汁の もの 

さかな あ  こつぶ つ 

だと か、 それに 肉類の 西洋 皿、 ^の 揚げ ものな どもあった。 葡萄酒 も K 孤に 注がれた。 

すわ  i 

八洲 子 は 二人 を 坐ら せて おいて、 二三 度 立ったり 坐ったり して ゐ たが、 間もなく 自分 も 食卓に 

t いた。 

r 英 夫さん は、 何ぞ 他のお 酒の 方が よくはなくて？」 

「いや、 結構です。 僕 そんな 酒 飮みぢ やありません よ。」 

はう い  としと  ややす ろ ど 

.「 まあ 餘 り^まない 方が 可いで せう ね。」 と， 八洲 子 は 年を取ろ につれ て、 稍銳 さを增 して 來 たか 

に  》  •  (二八 五 


二八よ- 

-と 思 はれろ 目で、  ぢろ りと 二人の 顏を 見較べながら、 

ふだん 

「 平常 は 大變ぉ となし いんです けれど、 ，：w ふと 少し 惡ぃ蟒 が 出 ろ や う で すから ね c」 

「 然ぅ です か。」 と、 英夫は 驚いた やうな 目 を擧げ て、 「僕、 そ ん な に 酒癖が 惡 いです か 。」 

ど  つっこみから 

「人 さまに は-何う だか 知らない けれど、 少し 突か か" 氣 味に、 絡んで 來ろ やうです ね。」 

あたま  つつ 

「さう です か。」 と、 英夫は 恐縮した やうに、 兩 手で 頭腦を 抱へ ながら 、「僕 そんなに 突かかった 積 

り はな いんです がね。」 

まぎ 

「それ あま あ、 問題が 問題で したし、 私も惡 かった でせ うがね。」 と 八洲 子 は 笑 ひに 紛らせな が 

ら、 「幾 乃の 方へ 話しかける やうに、 「贵 女た ちの 心 持 も、 私に は 解らない こと はな いんです の よ。 

それ  つもり  なに  からだ 

夫 は 十分 解って ゐろ 積なん です けれど、 何しろ 二人とも 大切な 體 ですから、 お 互に 自重して 戴き 

ません とね、 尤も 之が 私 一人の 考 へで- 何う にで もなる ものなら、 責 女方の 御 希望 次第で、 何う 

にかして あげたい と 思 ひます けれど、 私に したと ころで そんな 權利 はな いんです からね。」 

ハンケ チ くちもと 

「それ は 解って ゐ ろんで ございます。」 と、 幾 乃 は 手 巾で 口元 をお さえながら、 一 それにね、 英夫さ 

んには 奥 さま もお ありに な るんで ございます からね。 私 ほんと に 御 心配 かけろ 積ぢ やな かったん 

でございます けれど、 お 冗の 境遇が ついそん なやうな 氣 持に 引 人れ てし まったんで ございます。」 

-f なづ 

「さう でせ う。」 と、 八洲 子 も 優しく 頷きながら、 一 これ も 一 つ は機會 なんです からね。 さう かと 言 


づて、 雙 方の 事情が 許さない のに、 拔 差の ならない ことにな つても 闲 ります からね。 自由 戀愛も 

いいです けれど、 相當の 制限 も おかな ければ お 互の 身の 破滅に な らな いと も 限りません よ。」 

きまりわる 

「そんな 心配ないで すよ。 我我に だ つ て 相當の 反省 力 もあります からな。」 英夫 は極惡 さう にわ ざ 

と 事 も なげに 雷 つて、 「姉さんの やうに 然ぅ 大業に 考 へられて は 困ります。」 

「え、 ほんと に然 うなんで すわ。 私達の 爲ろ こと は 私達に 負 ふだけ の覺悟 はもって ゐ なければ な 

ら ない 事です からね。 傍の 方に 御迷惑 かけて は濟 みません わ。」 幾 乃 は きっぱり 言明す るので あつ 

「そこ；. 私 も-干渉 しょうと は 思 ひません けれど、 でもお 互に 若い 時分 はと かく 盲目に なり かちな 

ものです からね。 ，- 

し- n か  ところ  ，つち  » 

三人 は靜に 食事 をしながら、 そんな 話 をして ゐろ處 へ、 小石 川の 芳 枝の 家から だと 首って、 田 あ 

ひがけな く 使 ひが 一 封の 手紙 を もって 來た。 


二へ セ i 


II 八 八 

岐 路 

I 

K て 

町 田に 宛て 小石 川から 來た 手紙と いふの が、 义 ひどく 英 夭の 氣分を 憂！^ にした。 とい ふの は、 

勿論 それ は芳 枝の 書いた ものではなかった が、 子供が 咋日發 病して、 今日 神 田の 病院 へんれ たが 

少し 手遲れ たらしく、 もう 危篤に 瀕して ゐ ろと 一 ふので あった。 

で、 離^ 問題と て、 まだ 解決 もつ いてるな いの-たし、 それでな くと も 場合が 場合 だから、 御 本 

人の 方へ ちょっとお 報ら せ を 願 ひしたい。 お 近いから、 責邱 まで 使 を 出し ましたと 先 づ然ぅ 言 ふ 

報知であった。 來て くれと も 何とも 書いて な かった。 それ は 此方の 自由意志 だとい ふ 風で あつ 

て おち  ひや や 

た。 勿論 それに 手 落が あろ 譯で はなかった が、 英夫は 何だか 冷 かな 感じが した。 

.「 何う します、 行きます か。」 八洲 子 は 手紙 を英 夫に 見せながら 訊いた。 

「さあ。. 一と、 英夫も 姉の 顔 を 見ながら、 沈思して ゐ たが、 

「周 閣の氣 分が 不快 だから、 何だか 行く の は 厭なん. たけれ ど：：」 


「でも 子供が 可哀さ うぢゃなくて？ 危篤と あろから に は、 絕 望と 見做さな けあなり ません から 

ね。」 

r 然 うです ね。 あいつが. 死 ぬんで すかね。 もう 駄目なん かも 知れません ね。」 英夫は 心 弱くな つ 

て、 目に 淚が 入染 むので あった。 

きのどく  しばたた 

八洲 子 もさす がに 氣毒 になって、 目 を lil^ 瞬いて ゐた。 

「とにかく 行って お遣りなさい。 急いでね。」 

うつち や 

「どうせ 行った つて 駄目なん です がね：： 一 體 そんなになる まで 放拋 つてお くなんて、 芳 枝が不 

注意なん です。 彼扠は 子供の ことなん か 何とも 思って やしな かったんです。」 

お ほ ザい  て おち 

「多勢 ゐ ろんで すから、 手 落はなかった でせ うがね、 子供の 病氣 はかなり に 厄介な ものです か 

ら。 それに 急病 ぢ やね。」 

あと とり かへ 

「行って おあげなさい まし。 後で 取 返しの つかない やうな 事が あると 殘 念です わ。」 と、 幾 乃 も 促 

すので あった。 

そんな 事に は 甚く 臆病な 英夫 なので、 愛兒を 死の 床に 見舞 ふの は 可也 苦痛で あつたが、 あんな 

風に して 出て 行った 芳 枝と、 子供の 病室で 顏を 合せる の も 辛かった。 で、 行きた くも あつたが 厭 

でもあった。 しかし 結局 行かない 譯 にもい かなかった ので、 しぶしぶ 出て 行った。 」 

断  崖  二八 九 
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しん  ひ. uflftl  一い  お ため 

て、 內 部の 氣配を 窺って ろた が、 森と して 人聲 もしなかった。 彼は遼 r. さがち に とんとんと 輕く音 

ふた。 モ して-てつと 開けて みろ と、 中には 思 ひの ほか 誰も ゐなか つた。 家から は芳 枝と 女中. か 一 

-っ しろむ 

人 来て ろろ だけであった。 それ で も 女中が、 「いらっしゃい まし た。」 と、 後向きに な つ て ゐ た芳枝 

ら 

に 知らした ところ を毘 る， こ、 待 たれて ゐ たこと だけば 明かであった。 

芳枝 は， 帽子 を 手に 持った まま 入口に 簿躇 して ゐろ英 夫 を 見ろ と、 さっと 顔 を 紅く して、 伏目 

こ ご ゑ 

がちに、 「暫くで ございました。 どうぞ。」 と、 微聲に 一一 目って 挨拶 をした. か、 同時に 英夫も 前へ 進ん 

で、 寝臺の 傍へ 寄りながら、 

_ 危篤なん だってね。」 と、 子供の 顏を 親き こんだ。 

やつ  あ 

小い 息 者 は、 さして 窶れても ゐ なかった が、 感覺 のない やうな どんより した 目 を 半眼に 開い 

いき  いき ひきと 

て、 す、 「すうと 忙しく 呼吸 をして ゐ たが、 豫 想のと ほり 今にも 息 を 引取り さうな 樣 子で、 看護； i 

が 小い 手 を 取りながら、 危險に 迫りつつ あろ 脈搏 を 見て ゐた。 

と C  ±ん かち  も fc 

「もう 迚も 駄目なん で ございます の。」 と、 芳枝は 半 巾で 目 を 拭きながら、 「注射で 保して あろんで 

すけれ ど、 今夜が 危 いんだ さう です。」 


二 九 二 

英夫は 息を殺す やうに して、 ぢ つと 子供の 脈搏 や 呼吸 を 候って ゐ たが、 看護婦に、 

「結滯 があります ね。 何病氣 です か。」 

「疫痢なん でございます。」 と、 看護婦 は應 へた。 

「全く 結 望です か。」 

「さあ。」 と、 看護婦 は 首 を 傾げて、 「絕 望と も 言へ な いんで ございませう けれど：：」 

暫くす ると、 醫者 がま はって 來て 注射 を 厭が つて 悶える 患者 を、 芳抆と 女中と で劬 はりす かし 

ながら、 カンフルの 注射 をして 行った が、 若い その 醫 者の 一一 一一 口によ ると、 まだ 全く 絶望と いふ 譯で 

はない が、 執と も、 斷言 はでき ない。 カンフル ゃ食驩 注射 も咋 夜から 二十 本たら ず も 遣って ゐる 

が、 赛弱も はげしい ので、 此上堪 へ 得る か 否かが 疑 はれる。 しかし 最後まで 遣って みなければ な 

らな いと 一一 目 ふので あった。 

注射の 効果 は 幾分 現れて 目の 緣 などが ぼつと 紅み を もって 來た。 そして 暖れ た聲を 出して むづ 

かったり して ゐ たと 思 ふと、 叉す やすやと 眠って しまった。 

英夫は 隅の 方に あろ 腰掛に かけて、 芳 枝と しばらく 病 氣の 話な どして ゐ たが、 芳枝は 咋夜も 一 

晚 眠らなかった とか 言って、 可也 疲れて ゐる らしかった。 

「ぢ や 今夜 は 僕が ついて ゐて やら う。」 英夫は 今迄 のこと も 忘れた やうに 優しく 一一 =11 つ た。 


「い、， え。 貴方 もお 亡. しいで せう から。」 芳枝も 氣の毒 さう に 言 ふので あつたが、 實は 今日の 夕+^ 

に M だか 急に 様子が 變 つて 來 たので、 使 を 出す やうに 家へ 電話 を かけた 後で、 また 注射の 効験. か 

現 はれて、 それから ずっと 今まで 持 越して 来たの だから、 此 分なら 今夜 中 は 無論 保ったら うし， 

今夜 を 無事に 過す ことができれば、 思 ひの ほか 生きろ 力が 出て 來て、 蘇生の 悅びを 見る かも 知れ 

ない と 一一 一一 n ふので あった。 

「でも、 こんなに 弱って ゐ ろんで すから、 いつ 模様が 變っ てこない とも 限りません の。 其 時 はま 

たお 報せ いたします から。」 

「僕 はかま はんよ。 どうせ 來 たもの だから、 もっと 居て 見よう。」 

そして 彼 は 絶えず 患者の 傍へ 寄って、 優しく 話しかけたり、 脈 を 取って 見たり して ゐ たが、 そ 

の 問に も、 ？ jl^ や 氷 を 取替へ たり、 大小便の 始末な どで、 芳枝を 中心に 看護 51 と 女中 は 始終 働い 

てゐ た。 

する うち 夜が 段段 更けて 來て、 時計 を 見ろ と、 もう 十二時であった。 姉の 八洲 子の 方から も 一 

寸 電話が かかって、 英 夫が 呼 出されて 容態 を 訊かれた りした。 

「町 W の 姉から 芳 枝さん にも 宜しくって。」 英夫は 電話口から 出て くると、 さう 言って 病室へ 入つ 

て來 た。 

^  0  ん  二 九-一 
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あした  く 

「今夜 はもう 遲 いから、 明朝に でも ちょっと 來ろ やうに 言って ゐ たよ。」 

き  あね  おち ひで 

「さう です か。」 と、 芳枝も あれ 限り 逢 はない 義姉の こと を 憶 出した やうに、 「あれから づ つと 東京 

にゐ らっしゃ ろんで すって ね。 町 田さんでも 皆さんお 變 りない です か。」 

「みんな 相 變らず だが ね。」 

「さぞ 私の 評判が 惡 いで ございませ うね。」 

「いや、 別に そんな 事 はない やう だよ。」 英夫は 事 も なげに 一一 一一！ I つて 澄まして ゐた。 

芳枝は それに 就いて、 もっと 深く 英 夫の 氣持を 知りた さう にもち もぢ して ゐ たが、 英夫は それ 

ふ  ふ. フ 

に觸れ るの を、 わざと 避けて ゐろ 風であった。 

ちん げん  そば よ あけ 

その 晚は 病院の 門限が 小ノし 過ぎてから、 英夫は 急に 歸る ことにした。 實は 子供の 傍で 夜 明し を 

しょうと 思った ので あつたが、 居て 見る と 今夜のう ちに 遽に激 變の來 さうな 模樣 も昆 えなかった 

し、 芳 枝の 心 持 も、 妙に 感傷的に なって るて 11 その 癖 自分が 無 斷で實 家へ 歸 つてし まった こと 

に 就いては、 何處 まで も 自分の 强味を 見せようと でもして ゐろ らしく 思へ て、 英夫は 何だか 居 辛 

くて 仕方がなかった。 で、 居よう か歸 らう かと、 大分 思案した 後、 


まづ *- き あ  いま  いま ど 

「僕 一先 引 揚げよう。 今が今. うとい ふこと もな ささう だからね。」 と さう 言って 彼 は そこに 

晩いで おいた 外套 を 取らう とした。 

そ £  つつぶ しか げん 

すろ と、 寢 裏の 側の 椅子に かけて、 少し 突 伏 加減に なって、 うつらう つらして ゐた芳 枝 は 急に 

あわてた やうに 面 を あげた。 

「あら、 ぉ歸 りになる の？」 

し かた  あしだ 

「居ても 爲 方がない 明朝 また 見に こよう。」 

「さう です か。」 

「かう やって 一 度 生きて ゐろ 顔を兒 ておけば 澤山 だ。 勿論 これで づ つと 快くな つて 行く かも 知れ 

ない の だしね。」  . 

「さう だと 大變 結構です わ。」 

芳枝は 寂しい 微笑 を 浮べ て、 

そのと き 

「しかし 八 分 通り 駄目で せう ね。 すろ と 其 時の こと も考へ てお かなければ ならな いんです わ。」 

「その 時の ことと は。」 

なほ  ほどけつ か-つ 

「こんな こと は 不吉な ことです けれど そこ 迄 も考へ ておいて、 癒れば それ 程 結構な こと はな いん 

い  いひ さ 

ですからね。 つまり 若し 可け なかった 場合に 何處に 死骸 を：：」 と 言 差して、 さすがに 彼女 は禱 
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路 した。 

「さう-たね。」 と、 英夫は 暗い 表情に なりながら、 「僕 は 今 そんな こと を考 へて ゐる 餘裕 はな いが 

ね。 樂觀 すろ 譯ぢ やない が。 今 ここで そんな 事まで 決めて おくの は 忍びん ぢ やない か。」 

「それ ぁ然 うね。 でも 決めて おいても 惡 いこと もないで せう、 刖 に。」 

ひきと  ゆきば  ほんた 

「ぢ やま あ、 僕が 引取ろ ことにしよ うぢ やない か。 行 場に 迷 ふやう でも 可愛 さう だからな。 翁實 

に それ こ そ 可愛 さうな ， 、- とだ よ。」 

とむら ひ あなた  . 

「ぢ やお 葬式 も 貴方のと ころから E£ すの ね。」 

「そんな こと を 一一 一一 n ふの は、 冷酷 だよ。 人道 問題 だよ。 僕は芳 枝さん の 愛 を 疑 ふよ。」 英夫は 興 蜜し 

て 言った。 

おもて ふ 

芳枝 もさす がに 面 を 伏せて、 默 つて ゐた。 

「とにかく 此子は 私の 子で あると 同時に、 お前の 子 だよ。 私に 不滿 がって、 お前 はいきな り實家 

ひ と  おも ひき  し かた 

に 引取って しまった。 それすら 隨分思 切った 仕方 だと 思って：： 僕 は 怨み はせんが、 腹が立つ 

た。 しかし 子供 を つれて 行った ところ を 見る と、 さすがに お前に も 責任 觀 念が あろんだ なと 思つ 

いひぐ さ  ひそか あして まと  こ ひお が 

て、 それだけ は 敬服して るたん だが、 今の 言 草で 見れば、 お前 は 心 竊に足 手 絡 ひの 子供の 死 を 希 

つて ゐ ろの だとし か はれな いんだ。 お前 はさう して、 望み ど ほりの W 婚の 口で も搜 さう， V して 


ゐ るんだ。 え、 然 うなんだ らう。 きっと 其に 違 ひな いんだ。」 

興 奪した 調子で、 さう 言って 責めつ ける 彼の 目に は、 淚が 浮んで ゐた。 

「まあ！」 芳枝は 驚いた やうに、 彼の 顔 を 見 あげながら、 「私 そんな 積り でお 話して ゐ ろん ぢゃご 

ざ いません わ。 單 にこの 子の 死んだ 時の こと をね、 ほんの 事務的に：：」 

あざわら 

「事務的？」 と 英夫は 冷笑って、 「子供の 死 を、 事務的に 考 へろ なんて、 そんな 無慈悲な こと は、 

僕に は迎 もで きないよ。 想像 もで きない こと だ。」 

「でも、 さう なれば 仕方な いぢ や ございま せんか 。出来ろ だけの 事を盡 して、 それで 助からない 

ほんた， み すて 

場合に は：：。 厘實 にさう お 思 ひになる なら、 死に 瀬して ゐる 子供 を見棄 て、  <. '夜 あたりお 歸り 

とわ 

になれ る 苦が な いんです わ。 一 M 實に 子供の こと をお 思 ひな さろ なら， あんな ラブレ タ I なぞ も 取 

遣りで きる 氣遣ひ はない 蒈 だと 思 ひます よ。」 

「それ はお 前の ロ實 でな けれ あ、 邪推に 過ぎな いんだ。 今更 そんな 事 を 言った つて、 仕方がない 

ぢ やない か。」 

「でも 私に 取って は德分 重大な 事なん ですからね。」 

「そんな 問題 は 止さう。 僕 は 失敬しょう。」 そして 彼 は 外套の 袖に 手 を 通す と、 急いで 病窒を 出て 

しまった。  一 

新  康  尸  二 九 七 
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四 

しらせ 

英 夫が 子供の 死んだ 報知に 接した の は、 其の 翌日の 早朝であった。 その 時 彼 は 朝の 食事 をす ま 

して 病院へ 行 力う か會 社へ 出た もの かと 思 ひ 迷って ゐ たが、 さすがに 蒼くな つて It て ill を 出 

, ) 0 

で、 すこし 不安 を 感ずる 點 もあった ので、 途中 ちょっと 姉のと ころへ 寄って、 死骸の ■i^l^ な 

,  たづ 

どに ついて、 彼女の 意見 を 訊ねて みた。 

ひきと 

「當资 こっちへ 引取るべき だと E わ ひます けれど、 あの人 達の 希望 も ある ことで せう から r -。 一と、 

こだ  ぶつつ 

洲 ザカ應 へた 力 ちょっと 行きたい けれど、 用事が 衝突 かって ゐ るから、 英夫 一人で 處理 して 來 

たら 可いだら うと 言 ふの であった。 

-リぃ 子供の ことです もの。 それにもう 死ん ぢ やつたん ですから。 しかし で 我我 は^れ {1 すく 

なった と 云 ふ ものです。」 

あ 4 す  II  r  -9  i 

「でも 後 力 直ぐで きる でせ う。」 八洲 子 は 顔 を 暴ら せながら、 r 芳 枝さん は 何ん な 風でした。 } ^か JJI^ 

が あつたんで すか。」 

「あれ も 何だか ひどく 元氣 がな ささう でした よ。」 


「歸 りたい やうな 様子 もなかった の。」 

「そんな 氣振 なぞ、 少しも 有りません よ。 しかし 何だか 能く 解りません ね。 I 

r 贵方 もな かな か 駄駄兒 の 方です からね。 小.' し は 機嫌 を 取ろ やうに でもして やったら 何う です。」 

八洲 子 は 笑 ひながら 言った。 

「だって 駄目です よ。 僕に も その 氣 はありません が、 芳枝も 子供が 亡くなつ たので、 一 歷 氣が强 

いでせ う。」 

» せわ 

氣 忙しい なかに も 二ん な 話 をしながら、 英夫は あた ふた 出て 行った が、 八洲 子の 配慮で 病院の 

入費な ども 辨 ずろ や、 つに、 金 も 用意した の は 勿論であった。 

しはら ひ 

病院で は芳 枝の 叔父が 一 人 來てゐ た。 離婚 問題の 話に 町 田 へ も 来た 男で、 病院の 支拂 もす まし、 

自動車の 用意 もで きて、 英 夫の 來 るの を 待って ゐる處 であった。 

英夫は 死骸 室へ 人って 死んだ 子供の 顔 を 見た が、 叔父の 話に よろ と、 最後の 注射 も 利かな くな 

いき ひきと  ひきあけ 

つて、 息 を 引取った の は、 今朝の 拂曉 であった。 

あだば  ふち ただ 

芳枝は 疲勞と 悲しみと で、 顔が 仇 張れて ゐた。 目の 緣も 爛れた やうに なって ゐ たが、 英夫を 見 

て も 多く 語らなかった。 

勿論 英 夫の 方へ 引取ろ とい ふこと に、 叔父 は 異存はなかった が、 芳枝は 一日： 出た 家へ 行く の は 

斷  雇  ー_  二 九九 
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厭 だとい つて、 ちょっと 異議 を 言 立てた。 

「僕の 方から 行く の は 厭です。」 英夫は 主張した。 

や  -.' なづ 

で 叔父が なだめて、 漸 つとの ことで 芳枝を 頷かせた。 そして ガ —ゼで 目を隱 して、 白い もの を 

着せられた 小い 死骸が、 芳 枝の 膝に 載せられ ろと、 自動車 は 纏て 動き 出した。 彼等 は愁 はしげ な 

ほと  こ 

目を伏せた きりで、 殆んど 一語 をも發 しなかった。 ただ 葬儀の ことな どに ついて、 叔父が 時時 微 

ご ゑ  C とぐち  つか 

聲で 事務的な 話 をし かける だけで あつたが、 そんな 緒 がっくと、 別に 深い 悲しみ を頒 つて ゐる 

なに か  き  としと 

ともみえない 彼 は、 この頃の 英 夭の 家事な どに ついて 何彼と 訊く のであった。 彼 は 年取った 銀行 

員で あろ だけに、 负 0. のこと など を 興味 ありげ に 話題に した。 

- 1  はう  かた  つ  そのまま 

「町 ^ さんの 方で、 片を お着けに なるとい ふお 話 を 伺 ひました が、 其 儘なん でせ うか。」 彼 は 補助 

椅子から 英 夫の 方へ 腰 を 屈めながら 訊いた。 

,5 ん  あたま  つか 

「私 も 何だかよ く 知らないので すが：： 甚だ 無責任の やうです けれど、 そんな ことで 頭 腦を費 ふ 

だけ 损 だと 思 ひまして。」 そんな 風の 返辭 をしながら 英夫は 笑った。 

叔父 も 苦笑す ろより はなかった が、 少し 間 をお いてから、 

「それが 片 着きます とな、 芳枝も 別に 外に 難しい 條件 はない のです よ。 何とか 一 つ：：」 

英夬 は應へ もしなかった。 無論 芳枝 も聽 いて 聽 かない 風 をして ゐた。 


家へ つくと， 母 は 子供の 死骸に 取つ いて、 しばらく 泣いて ゐた。 それ を 見る と、 英夫も 芳枝も 

ひとし さり 

1 時に 悲しくな つ て 一 時 また 溴 にくれ てるた。 

位牌 や 何 かが 来てから、 芳枝は 少し 休みたい からと言って、 一 曰 一 叔父と 一 緖に實 家へ 歸 つて 行 

つた。 

五 

こ にんす _o ちわ ど -ひし  つや  や 

化ハ晚 は.^ 人 數な內 輪 同士が、 靜肅 なお 通夜に 集った が、 八洲 子 夫婦 も 九 時 頃から 遣って 來て、 

八洲 子は彥 彌が歸 つた あとまで も淺 つて ゐた。 芳 枝の 方から も、 男 は 叔父が 來てゐ る 限であった 

が、 母親が 芳 枝と 一 緖に 自動車で 乘 つけて、 暫く 話してから、 芳枝ゃ 一 同に 別れ を吿 げた。 芳枝 

なん  しら 

の 家出 後 八洲 子 も 英夫も 初めて 彼等と 顔が 合った ので、 何となく 座敷が 白けが ちであった。 勿論 

お 上品な 彼等の こと だから、 辩令 だけ は 總て圓 滑に 當り さはり なく 取 交された が、 この場合 そん 

もちだ  ふさ は  さ 

な 問題 を 持 出す の は相應 しくない とで も 思って ゐろ やうに、 芳 枝の 離別の 話 は 品よ く 避けられた。 

ど  なに  そ .e- ハ>だ 

「あのお 話 も 何う いふ ことになります かね。」 英 夫の 母 は 何 かの ついでに ちょっと 其 を 言 出した の 

であった。 

「そのお 話 もま だ 決らない うちに 今度の 不幸なん で ございませう。 何です か、 死んだ ものに も濟 


-ー5  二 

つ  ことば  いくぶ A きまり 

まない やうな 氣 がいた しまして ね。」 八洲 子 も それに 尾いて 言 を 添えた が 善良な 芳 枝の 母 は 幾分 極 

わる  うつむ  はっきり  よ 

悪さう に 挽いた きりで、 分明した 返辭 もしなかった。 そして 「お母さん 可う ございま すわ。 ぉ歸 

りに なっても：：」 と、 芳 枝が 言 ふに 委せて そこそこに 歸 つて 行った。 

彼女が 歸 つてから、 八洲 子も芳 枝と 親しく 口 を 利く ことができた。 

一  なん  てつだ ひ  さしむ か 

「贵 方お 疲れでした らうね。 私 何にもお 手傳 しないで。」 八洲 子 は 差 向 ひに 坐った とき、 話しかけ 

るので あった。 

わるび  ふ-つ  からど 

「いいえ。」 と、 芳 枝は惡 怯れ た 風 もな く、 「今日は 小石 川です つかり 體を 休めて 來 たんで ございま 

すの。」 「あのお 話が 何う 云ふ阈 になる にしても、 子供の こと は 叉 別です からね。 眞實 に可哀 さう 

な ことしました ね。 俐巧な 子でした のにね。」 八洲 子 は淺念 さう に 言 ふので あった。 

「それ あ 其 どころ ぢゃ ございません わ。」 と、 芳枝も 目 を 潤ませながら 「先刻 も 家で 寢んで をり ま 

あたま  うか  うち 

すと、 色色の ことが 疲れた 頭腦に 浮んで 來 ろんで ございま すの。 私 を この 家へ 歸 すため に 死んだ 

な., C  とが  しか., 二 

んぢ やないだら うかと. まさか そんな 事 はない 苦 だと 信じて ゐ ながら、 何だか 氣が 咎めて 爲 方が 

な いんで ございま すの。」 

「まあ、 そんな もので せう かね。 私 は 子 佻の 經驗 がない から 解りません けれど、 想像 はでき るん 

それ  まこと 

で 1» よ。 其と いふの が、 英 夫と 私と あんなに 年が ちが ふんで せう。 それに 小い 時分 は 誠に 弱い 子 


でした からね。 _8 なぞす ると、 死ぬ んぢ やないだら うかと、 何時も そんな 氣 がして ゐ たのです 

よ c」 

あなた 

「 貴女に 隨分 可愛が られ たんです てね 。」芳 枝 は 笑 ひなが ら 言 つ た。 

「え、 それが 反って あの人 を あんな 我儘な 意. 氣地 なしにして 了つ たんで せう かね。」 

「 そんな こと ございません けれど — 」 

をされ て ゐる英 夫 は、 芳 枝の 母に もしん みり 挨拶 もしないで、 二階へ 上って 寢てゐ ろので あ 

つた。 

やつば 0 

「しかし 貴女 を歸ら せる ために 死んだ のぢ やない かと 云 ふこと なぞ も、 矢 張 貴女に そんな 氣がぁ 

るから ぢ やな いんです か。 私 ちょっと 變な氣 がしました けれど。」 

「さう かと 思 ふと、 まろき り 其と 反對 のこと も考 へられ ますの、 雙 方の 問題 を 解く ために、 犧牲 

になった んぢ やない かと 云 ふ 事 もね。 私に もっと 强く なれと でも 言って くれろ やうに。 そして 然 

う 思 ふと 尙私は 心が 弱くな ります の。」 

l..* こ  やつ ぼり  は- フ 

「よしや あの 子の 死によ つて、 何 かが 啓示され ると したら、 矢 張 前の 方で せう ね。」 と、 八洲 子 は 

首 を 傾げながら、 「私に しましても、 やつば り然 うです とも。 生きて るても 然 うです けれど、 若 死 

ふたおや  まゐり なん 

したと なれば 一 可哀 さう ですから、 これ は兩 親が 揃って ゐて、 永久にお 參 なり 何なりして 生涯 

斷  康  f  三 0 三 
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の 思 出 墓に してやって こそ、 あの 子も悅 ぶで せう から。」 

芳枝は 心苦しげ に俛 ぃ飞ゐ た。 

「兩 親が 離れ離れ になった 時の こと を考へ ると、 氣實 にあの 子が 可哀 さう だと 云ふ氣 がして なら 

それ めいめい 

な いんです れど、 其 も 各各の 主觀 ですからね。」 

「さう です ね。」 芳枝は 太 息 を 吐いて ゐた。 

六 

滞 式が 濟ん でから も、 妙に 憂 俊な 日が 四 五 日英 夫に 過ぎた。 それ は 姉の 八洲 子が、 芳 枝と 芳枝 

の 母親 や 叔父な どと 接觸 する 機會が 多かった ので、 その 問に， 判 かと 芳 枝の 離別 問題に ついて 自然 

に 彼等 は 意見 を 交換した 結果、 あれほど 思 切った 態度に 出た 芳枝 も、 いくらか 氣が 折れて 來 たこ 

とな ども 一 つの 原因であった。 

芳 枝に 取って は、 何と 言っても； 冉婚 とい ふこと は 屈辱で あるに 違 ひなかった。 一度で ちゃんと 

あによめ  レ 力 

牧 まって ゐる姉 や、 嫂 の 手前、 大きな 腹 を 抱へ て 緣家を 出て 來てゐ ると いふ こと は、 如何にし 

て も 可 恥し いこと であった。 その上 子供の 死によ つて、 人生の^ 敢 なさ 悲しみ を 誰よりも 强く感 

じさせられて ゐ たので、 今迄 華美な 生活に 憧 がれて ゐた心 持 も、 不思議に 沮 まれが ちであった。 


諦め れ ば：！ i めら れさ うに も 思へ た。 

初 七 rn の 日に は、 寺から 歸 りに、 芳枝は 八洲 子と 英 夫と 一 つの 自動車で、 靑 山の 英 夫の 自宅 ま 

で歸 つて、 そこで 晚 餐を與 にした ので あつたが、 八洲 子の 計 ひでこの 晚は 後に 殘る ことにな つた。 

せ  ii ナ そ *K 

「切め て W 十七 日まで、 二人 そろって 佛の 傍に るて やって 下さいよ。 さう でない と 死んだ ものが 

可哀 さう ですからね。 是と あのお 話と は^です けれど、 その 位の こと は 親の 義務と しても 是非し 

て やって おやん なさい。」 

八洲 子 はそんな 風に 言啣 めて 歸 つて 行った。 

英夫も 姉の 前で は、 何とも 言へ なかった。 姉の 言 ふと ほり 子供の ために、 其 は當分 忍んでも. い 

いと 思った からであった。 

その 晚は 母と 一緒に 下の 麼 敷で 寢る ことにし たが 英夫 はわ ざと 二階の 書齋へ 上った。 芳枝は 

おちつ  きま 

此處へ 稀び 落着く ものと も 極らず、 小石 川へ 歸る ものと もっかずに、 妙に 惱 しい 氣 持であった 

が、 暫くす ると 英 夫が 二階へ 紅茶で も いれて 持って来て くれない かと 言 ふので、 自分で その 用意 

をして 二階へ 運んで 行った。 

「何う も濟 まない。 疲れたら うから、 もう 寢 たら 可いだら う c」 英夫は 言った。 

「え。」 と芳枝 は返辭 をしながら、 も ぢもぢ して ゐた。 
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「眠く もない やうだった ら、 少し 話さう。」 英夫 はまた 言った。 

「^に 眠く は ございません けれど、 貴方 は。」 

「俺 はこの 頃神經  ー^- 弱で 不眠症 だからね。」 英夫は 自嘲 的に 実った。 

しかた  ど 

「私 もさう なんです わ。 もうず うつと 前から、 夜になる と 目が さえて 仕方が ございま せんの。 何 

ん なに 疲れたと きで もです わ。」 

「それ ぁ妊姙 だから だよ。」 

「それ も 有 ろんで すけれ ど。」 

ど  かき ま +*  きふお ち ひだ  みづぐ わし 

「それで 何う なんだ ね。」 と、 英夫は 匙で 紅茶 を攪 廻しながら、 急に 想 出した やうに、 一 水菓子が あ 

つたら う。 お供 物の：： あれ を 少し 食べ や うぢ やない か。」 

き さく こた 

「え、 さう ね。」 芳 枝は氣 爽に應 へて、 叉 下にお りて 行った が、 間もなく お盆のう へに バナナ や 林 

の  て ¥ は  む 

檎の やうな ものと、 ナイフ ゃフ ォク、 小皿な ど を 載せて 運んで 來て、 手際よ く 皮 を 5^ いたり 切つ 

たりして 盛って やった。 

な A  一一  ま 

「何だか 姉 は ひどく お前の 復歸を 斡旋して ゐ たやう だった が：：」 と 英夫は バナナ を 摘んで、 む 

しゃむし や 食べながら、 「お前の 心 持 は 何う なんだい。」 

ど 

「私？」 と、 芳枝 は喑ぃ RI をしながら、 「私に しても、 何う しても お別れし なければ ならない と 云 


ふ譯ぢ やな かったんです けれど：：」 

「 けど 居ろ 氣は なかった に 違 ひな いんだ。」 

それ 

「あんなに 大きな 負偾 があって は、 私ば かり か、 子供が 可哀 さう だと 思 ひました から、 其よりか 

• 1 勝 今のう ち 別れた 方が いいだら うと 思つ たんです けれど：： ラグ レタ— のこと はお 姉 さまから 

お 話 を 伺 ひまして、 略 事情が わかりました の。」 

「けど、 負债は やっぱり 無 解決の まま だからね。 姉 は 何と 言った か 知らん けれど。」 

「 さう で すか。」 

「食债 の 解決 次第で、 お前 は 態度 を 決めようと いふんだ ね。」 英夫は 詰った。 

「さう 首 はれれば、 何だか 私が 大變 物質的な 考へ方 をして ゐろ やうです けれど、 あれ だけの 高利 

の 負债を 背負って ゐ たので は、 生涯 頭の 上り やうが な いぢ や ございま せんか。 いくら 儉 約して 償 

却 法に 力めた ところで、 百圓ゃ 二百 圓の 月牧 では 知れた もんです わ。 それが 子供に も 祟って 來る 

となれば、 隨 分慘ぢ やありません か。 生活の 安定 を 得ない 家庭の 幸福が 何處 にある でせ う。」 芳枝 

は 明晰な 調子で 言って、  ，ー 

新  崖  (  so 七 


「私たち はもう 二人 限ぢ やな いんです もの。 子供 もあって みれば、 無 成算な 生活に 安んじて ゐろ 

やうな、 そんな 愚かな こと は 迚も 出来ません わ。」 

「それ は 判って ゐ ろよ。 しかし 負愤の 整理が つけば 歸 ると いふの かい。」 英夫は 紅茶 を 啜りながら 

詰った。 、 - 

「さう すれば、 私達の 家庭 も、 いくらか 幸福になる でせ うからね。」 

「つまり 問題 は負债 だね。」 

「 え えま あね。」 と、 芳枝は 寂しい 苦笑 を 浮か ベ な が ら 、「出来る， J とな ら その 問題 を 解決し て 戴い 

て….」 

とて  なげだ 

「僕に は その 成算 は 迚もつ かんだら うね。」 英 夫は投 出す やうに いて、 「恐らく 町 田の 姉に だつ 

て、 成算 はないだ らうと 思 ふね。 だから 淺念 だけれ ど、 お前の 幸福の ために は、 矢 張 別れる より 

外な いんだら うね。」 

芳枝は 暗い 目 をして 彼 を： a た。 

「お前の 去った こと は、 然ぅ いふ 考へ からすれば、 理義 明白 だよ。 間然す ると ころ はない よ。 お 

前の 頭腦は 確に いいと 思 ふね。」 

「でも、 お 姉 さまの 仰 やろ ので は、 負债も 早晚片 着く お 見込 だとい ふんです よ。 一時に 綺麗に 片 


づ  なん  おつし 

着かな いまでも、 何とか 話が つく 害 だと 仰 や ろんで わす。」 

さ  それ 

r 然ぅ 言 つて ゐろ がね、 しかし 其 はお 前の 想像す ろ やうに は 行かない だら うと 思 ふね。 L 英夫 は 氣 

まづ さう に In を 伏せて、 「だから 僕 は 何うな つても 介意 はん つもりで ね、 もう 此頃 はま 面目に 會社 

を 勤めろ の も、 莫迦 莫迦し くな つたよ。 それにお 前 は 出て 行く し、 子供 は 死ぬ しね：： 勿論 さう 

は 5 い  ひっしよ お 

なった 方が 可 いんだが ね：： 實際 あれ だけの 負 债を引 背負って ゐ たので は、 いくら 働いた つて 頭 

の擧 りつこ はな いんだ からね。 それ はお 前の 言 ふと ほりだ。. だから 今度 はこれ を 機と して a, 具實 に 

刖れ よう。 お前 も 其の 方が いいんだ らう。 J 

「いいこ ともないんで すけれ ど：：」 と、 芳枝 は神經 質な 目 をして、 

「好んで 別れたい と は 決して 思って やしま せんの、 負債 整理の 曙光 さへ 認められれば、 お,. や， ま 

の 仰し やろ とほり に、 二人 そろって あの 子の：：」 

あて 

r 駄 n だら うね 。」 英夫 は 憂 I おな 色 を 浮べて、 「姉の 言 ふこと なぞ 當 になり やしないだ らうな。 折角 

戾 つて もらっても 反って ぉ氣の 毒な ことにな り やしない かと 思 ふね —— それ あお 前が、 死んだ 子 

供が 可哀 さう だから、 何ん な 艱苦に もた へて、 辛抱す ろと 言ん なら、 格別 だけれ ど、 僕 はそんな 

し  まったく おれ 

消極的な 忍苦 をお 前に 强 ひょうと は 思 はない よ。 それ ぢゃ 魔； 箇己ゃ 子供の 犧牲 になろ やうな もの 

だからね。」  _ 
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「それ ぢゃ、 貴方 は 別れる こと を 望んで；， らっしゃ るんで ございま すか。」 芳枝 ははつ きり 尋ねた.， - 

「私の 幸福の ために。」 

「いや、 それ は 僕に 取っても 好い ことなんだ。」 

「貴方に も 幸福なん です か。」 芳枝 はじつ と 其の 顔 を 見ながら、 駄目 を 押す やうに 反問した。 

「勿論 生活 も 一 つの 問題に は 違 ひないだ らうが、 それよりも 肝 P の ものが 缺 けて ゐ たと 思 ふね。 

つりあ 

つまり 我我の 結婚 は 物質的に は 釣合 はな かったん だし、 氣 持の う へ では 結婚の 必然性が な かった 

ん だから  」 

よ  あわて き み 

「それ ぢゃ 別れた 方が、 貴方に も 好かつ たんです わね。」 芳枝 はいくら か 狼狠氣 味で、 しかし 冷靜 

つけく は 

に附加 へ た。 

「好くても 惡 くても、 仕方のない こと だからね。」  . 

わか  おつし 

「我り ました わ、 私 貴方の 仰 やろ ことが。」 

芳枝は 頷きながら、 目に 淚を入 染ませ てゐ た。 

. 英夫は 少し 冷笑 氣 味で 極つ ける やうに、 


「. 僕の 心 持が 解ったら、 それで 何も 言 ふこと はないだら う。」 

「何も ございません。 私が 最初 考 へて ゐ たこと は、 當 つて ゐ たのです。 お 姉 さまの 仰ろ こと は 一 

時の 方便に 過ぎなかった のです。」 芳 枝は附 加へ た。 

とが 

すろ と 英夫は それ を 聞き咎めて、 

「姉の 霄 つたこと が 方便 だ つて？」 

「え、 方便なん です 。貴方の 仰 ろ こと も 偽りです。」 芳 枝は疊 みかけろ やうに、 顫え 聲で 言った。 

「何に！ 僕の 言った ことが 僞 i だって？」 

「偽りです とも。」 と、 芳枝 は翼劍 になって、 「貴方 は 何 か 私の 幸福の ために、 別れて やろ の だと 云 

ふ-つ  そのじつ やつ ぼり 

ふま. に e: やりながら、 其 實は矢 張 自分自身 のこと だけし か考へ てい らっしゃらな いんです。」 

「僕が 利己主義 だと 言 ふんだ ね。」 英夫 も怒聲 になって、 「さう 言 ふお 前 は 何 だ。 や つばり 自分自身 

のこと より 外 何にも 考 へち やるな いぢ やない か 。」 

ゆきつ ま 

「いいえ、 違 ひます。 それ は 貴方の 誤解です。 私達の 生活 は 全く 行 詰って ゐ ます。 私が いくら 努 

力しょう と 思っても、 何う にもなら ない ほど 行 詰って るます OJ 

「そんな こと は 言 はなくたって、 判って ゐろぢ やない か。」 

「ですから 私 は 別れる より 外ない と 思った ぢ やありません か。 貴方の 動 璣は然 うぢ やな いんです 


.  一-ニニ 

もの。」 

「それ ぢゃ 何う なんだ。」 

「私の 別れようと 言 ふの は、 愛情々 他に 移す ためで も、 移した ためで もありません。 别れ なけ あ 

ならない か. A 別れようと したの です。」 

「すろ と 僕の は：： 僕が 愛情 を 他に 移した と 言 ふんだ ね。」 

「 贵方 御自身 の 胸に お訊きに なれば 判る ことで せう ね。」 

わら ひご <_5  ほか  ど 

「それ はお 前の 邪推 だよ。」 英夫は { 仝虚な 笑聲を 立てて、 「外の こと は 何-つか 知らないが、 それだけ 

はお 前の 邪推 だよ。 そんな 莫迦な：： お前 も やっぱり 唯の 女 だね。 - ！ お前 はま だ吉 村の こと を 

首って ゐ るんだら うがね。 姉が あれほど 辯 解しても 信じな いんだね。」 

「え、 信じません。」 

なを ほど  し かた 

「それ あ 成程 ラグと m 心 はれても 爲方 のない やうな 友誼 は、 一 一人の あ ひだに 釀 されて ゐ ろに は 違 ひ 

な いんだ。 しかし 唯 それだけ だよ。 少く とも 今日までに は 其 以上の 氣味 はない よ。 お前が さう 信 

わか  おん  こ i 

じて るるなら、 僕 は敢て くどくど しく 辯 解 はしない がね、 ：： 乂 別れる 段に なれ ぱ、 そんな 事 は 

どっち  い  それ 

孰で も 可い ことなん だからね、 ただ 其 あろが ために、 離別 を 主張す ろなん て、 そんな 事 はない 


「それなら 其で 可う ございます。 長い 目で 見て ゐれぱ • る ことです もの 。しさ う 言 つ て、 芳ぉ は 顔 

を 外向け ながら、 「刖れ るから 佝 をしても 可い と 云 ふ もの ぢ やないで せう からね。 たと ひ 別れる に 

しても、 各各 自分の 行動に は K 任 を 負はなくて はならない 害です わ。」 

. ひつむ  ふ 5  . 

英夫 はさす がに 俛 いてし まった が、 芳 枝に そんな 風に 言 はれろ と 幾 乃との 關係 も、 このままに 

はして おけない と 云ふ氣 がした。 姉が 何と 言 はう とも、 きっと 成立 させずに はおけ ない と 云ふ氣 

持が 反抗的に 湧！^ つて ゐた。 

どちら  ほん た-フ わか  あ きら 

「孰に しましても、 私たちが 廈； 實に 別れなければ ならなかった の だと 云 ふこと は 明かです わ。」 

「まあ、 さう だね、 子供の 死が 一 層 その 動機 を强 めた やうな ものだった ね。，」 

「まあ 然 うね。」 芳枝は 笑った。 

さび  い 

「それ ぢゃ愈 此の 問題に も 解決が ついた 譯 だね。 寂しい が、 さつば りして 可い よ。」 

■  ち-つと まよ 

「餘 り氣 持の 好い 解決で もたいんで すわ。 中 度 迷ったり 何 かした だけね。」 

「 そ れは爲 方がない よ。」 そして 彼は芳 枝の 顔 を 見ながら、 

「とにかくお 前の 幸福 を 祈る よ。 生れろ 子供の こと も考 へて おかうよ。」 

「それ こそお 氣の 毒です わ。 私が 責任 を もつ 積り です。」 

やす 

そして 芳枝 は、 もう 遲 いからと 言 ふので、 お盆な ど 持って、 「ぉ寢 みなさい まし。」 と 言って、 下 
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へお りて 行った。 

轉 機 

. その 頃 原 W 伯の 三男に 當る隆 夫と いふ 靑年 書： 家が、 佛蘭 西から 歸 つたと いふので、 他の 二人の 

友人と 共同で、 渡歐 中の 作品 數十 I 點を 上野で 陳列して、 公衆の 批判に 問 ふたことが あった。 

勿論 それ は 幾 乃に 取って は 何の 交涉 もない ことで あつたが、 伊豆の 伯の 刖 莊にゐ ろと きも、 そ 

のキ： h: 年の 嗶 はちよ つと 耳に した こと もあって、 あの 武骨 一遍の 伯 gl の 子に も、 そんな 新しい 藝術 

家が あるの かと 思って、 もよ つと 不思議に 感じて ゐ たので あつたが、 新聞の 文藝擱 などに 書 立て 

られ ると ころ を 見る と、 おい 美術家 仲間で は 可也に 將來を 嘱目され てゐ るら しいので あった。 そ 

して 其の 父 や 母 を 恩人と して 知って ゐる だけに、 何ん な畫 風の 畫を 描く 男 だら うと か、 どんな 天 

才 肌の キ； 円 年 だら うかな どと、 竊に 想像して ゐ たのであった。 無論 畫は 解らなかった けれど、 一頃 

あぶら .CSJ  や 

は 油畫を 描かう かな どと 思って、 少し 遣り かけて 見た こと も あろく らゐ で、 色彩な どに ついては 


皆 Hz の亩 でもなかった。 

その 展覽會 の 招待 5iT か、 八洲 子のと ころへ も來 てるた。 

八洲 子 は あれから 後 も、 二度 ぱ かり 吉村賴 造の 襲擊を 受けて ゐた。 その 頃， 彥彌の 方で、 いくら 

か 金策 もで きたので、 英 夫の 負 债の方 は 一時 利子 を 半分 ぱ かり 支 拂 つて、 1^ 和 策 は 講ぜられ たの 

であった が、 幾 乃 を 取 返さう とする 禎 造の 熟 意 は なかなか 强 かった。 八洲 子 は 素より 頑強に 自分 

の 地步を 守った ので あつたが、 下手に 出て くる 賴 造の 哀願 的 態度に は、 實際手 甲 擦らせられた ひ 

二度目に 來た ときな ど は、 ちょっと でも 逄 はして くれ、 逢へば 直ぐ 歸 ろから と 言って、 淚ぐ まな 

いば かりの 顔 をして、 容易に 動かなかった。 

八洲 子 も それ を k む辭 はなかった。 

「では、 ちょっと 此處へ 呼び ませう。」 彼女 は 到頭 折れて しまった。 

「いやもう、 別に 何の 仔細 もない ことでして：： 夫人のお 手元に おいていた だければ、 安心な も 

ので ございま すが、 全く 遮斷 されて しま ふと 云 ふこと は、 私に して は隨分 辛い ことでして、 時時 

逯は せて でもいた だけろ なら、 其で まあ 安心が でぎ ろ譯 でございます。」 

「あ、 さう です か、 そのく らゐ のこと でしたら ね。 幾 乃さん もこの 頃 は 毎日 一時 問 か 二 時 問ば か 

り 私が 佛蘭西 語 をお 敎 へして ゐろ ものです からね。 尤も 語學に 限らず、 行く行く は 音 樂に 舞踏ぐ 
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らゐは 習 はせ ようと 思って ゐ ますが ね。 あの方が、 立派な 外交官の 夫人に でもお 成に なれば 貴方 

としても 御滿足 だと 思 ひます よ。 總 てが 御 本人の 幸福の ためなん です けれど、 それが 即て $3； 方の 

御名 譽 にもなる ことなん ですからね。」 

「それ あもう 仰 や ろまで も ございません 事で  」 

「だから 责方は 少しも 失望な さる こと はな いんです よ。」 八洲 子 はさう も 言って 慰める ので あつ 

それ 

「それ あ 其に 遠 ひご ざいません。」 賴 造 はべ n ぺ コ して、 

ど  おそれい 

「では 何う ぞ  今日ち よつ と 逢 つ て 行きた いと 思 ひます から、 恐 入ります が  」 

「さう ね。 では 一寸お 待ちなさい。」 

しかし 八洲 子が その 事 を 幾 乃に 通じてみ ると、 彼女 は 何う しても 藏 造に 逢 ふの は廢 だとい ふの 

であった。 

そば  あ  ちょっと  ^ 

「私が 傍に ついて ゐて 上げます から、 安心して 一寸で も 逢って おやりなさい。」 八洲 子は窗 めた。 

「え、 でも 厭で ございま すわ。 私 何ん な ことがあっても 逢ふ氣 がしません わ。 たと ひ 死んでも。」 

そして 幾 乃 は祌經 質な 目に、 淚を入 染ませ てゐ た。 

- つへ すす  し をし を 

八洲 子 も その上 勸 める こと もで きなかった。 そして ffl 悄 W て 行って、 その 事を賴 造に 話した。 


彼 は 絶望的な 顔 をして、 仕方なし すごすご 歸 つて 行った。 

おくさん 

「では また 機嫌の いい 時に、 夫人から 一 つよく 言って ぉ聽 かせ 下さいまして：：」 彼は賴 むので 

あった。 

二 

うち 

それらの 理. S から 八洲 子 は 幾 乃 を 家に おいて は 面倒 だと 思った。 で、 近いう ち 酒 勾の 方へ でも 

やらう かと 思って ゐ たのであった。 

上野へ 畫を觀 に 行った の. は、 幾 乃が ちゃう ど 酒 勾 行の 心 構へ をして ゐる 時の ことで 東臺 では 续 

つて ゐた葉 樱も疾 に 散って しまって. 若葉の 色が 日に m に 濃くな つて ゐた。 勿論 彼女 は 酒 勾 行 を 

く た. ひ あたま おび や  わ • つら 

好んで ゐた譯 ではなかった けれど， 賴 造が 来ろ 度に 頭腦が 脅かされ がち だし それらの 煩 はしい 問 

.  おちつ 

題から 自. E になって、 少し 落着いて 勉強した いとい ふ氣 もあった。 

公衆の 展覽に 供せられ た 作品 は百點 近く もあった。 その 三分の 一 は 原田隆 夫の 作品で、 南 歐の風 

か  しんき  お  a マン チップ 

景ゃ 人物 を 描いた ものに は、 さう 新奇 を趁 つた ものはなかった が、 近代 佛蘭 西畫 家の 浪漫的な 作 

品で でも あろ かと 思 ふやうな 氣 持の 好い ものが 幾點 もあった。 靜物畫 に は 八洲 子 すら 欲しい と 思 

ふやうな、 句の 高い ものが 二三 點 あった。 勿論 まだ 十分に 自己 を 見出し かねて ゐる やうな もの も 


一一 二  " 

あつたし 隆 夫の 藝 術が 歸靱後 も 一般に さう 云 ふ 調子で、 進んで 行く か 否か は 疑問であった。 が、 

三人のう ちで 彼が 一番 好い 素質 を もって ゐろ らしい こと だけ は、 幾 乃に も領 かれた。 そして そん 

な 作品 を a てゐ ろと、 自分に もまた 畫を かい て 見たい やうな 愁 望が 蓮に 起 つて 來 るの を 感じた。 

とて  それ 

八洲 子の やうな 落着いた 鑑賞 的 態度で、 作品に 對 して ゐろ こと は 迚も 出來 なかった が， しかし 夫 

等の 作品に よって 自分で は 表現し 得ない、 又は 發 見し 得なかった 或 物 を 代 辯して もらった やうな 

なん  し 

氣 がして、 何となく 胸が すうつ となろ のであった。 勿論 自分自身で 苦しんで 爲 たこと でな ぃ以 

上、 廉； 實の滿 足ば 得られな いと 云 ふ {4i 虛も 感じた。 

大分 疲れて 來 たので、 休憩室へ 入って、 二人 は 紅茶 を 呑んで ゐた。 すると、 其處へ 一人の 靑年 

が やって 來て、 愼 ましげ な 謙遜な 態度で 八洲 子に 物 を 言 ひかけ た。 

「貴女 は 町 田さん の 奥さんで いらっしゃいました ね。」 彼 は さう 言って、 少し 紅くな つ て 彼女 を 凝 

視 めながら、 「私 は隆 夫で ざいます。」 

5 ろた へぎ み 

「ああ、 さう でした ね。」 と、 八洲 子 は 少し 狼狠氣 味で 椅子から 起って、 

「お 見 それし まして、 失禮 でした ね。」 

「いいえ、 私 も 先刻から 然ぅ 思って ゐ たのです けれど、 大分お 變り になって ゐろ. のです から。」 

隆夫は 微笑しながら、 


「失禮 です が、 お嬢さんで？」 と、 幾 乃の 方へ 目をやった。 

幾 乃 はこれ が隆夫 だと 聞いて、 ちょいと 案外な 氣 がして ゐた。 洋行 歸 りの 若い 藝術 家の こと だ 

から、 何 か 特殊な スタイルで もして ゐる こと だとば かり 思って ゐた。 先づ天 鵞弑の 洋服く らゐ着 

て、 髮も 長く して ゐろ だら うと、 ただ 漠然と さう 云 ふ 風に 想像して ゐ たの であった。 色 も白哲 

で、 目 も淸秀 だら うと 思 はれた。 畫の氣 品から 言 ふと、 何う しても 然 うでなければ ならない 害 

r  まったく  きど 

であった。 ところが 寳際 はま 實 違って ゐた。 彼 は 少しも 氣 取って はゐ なかった。 彼 は 粗末な 和服 

を 着て、 頭 髮に油 一 つ 着けて はゐ なかった。 顏も 血色が 餘り 優れた 方ではなかった。 ただみ てゐ 

ろと、 目が 聰明な 藝術 家ら しい 優しい 光と 熱と を もってる て、 ちょっと 鼻に かかろ やうな 聲 がい 

どちら  なん 

かに も 音 樂 的な 快感 を與 へた。 體は孰 かとい へば、 小さい 方の 部類で はあった が、 伯に 似て 何と 

なく 威 重が あった。 

に は £j  5 つむ 

幾 乃 は 自分の こと を 訊かれた ので、 に 紅くな つて 俛 いた。 

「いいえ、 いいえ。」 と、 八洲 子 は 打消して、 「これ は餘 所のお 嬢さん なのです がね。 畫が 好きです 

から：： それ は 私たちの やうな 舊 式な 人間と はちが ひます からね。」  . 

隆夫は ほろ りと して ゐた。 

「隆 夫さん の 畫が大 變氣に 入つ たんです つて。」 


m 二 o 

「さう です か。 I 

「いいえ、 私 何にも 解りません ので ございます c」 幾 乃 はう ろた へながら 言った。 

「貴方 は 何年 あちらに いらし たんです か。」 

「三年 をり ました。 しかし 方方 廻って ゐ ましたから、 畫 ばかり やっても ゐられ なかった ので：： 

これ 等 は みんな 過去 一 年 問ば かりの 作品な のです が。」 

三 

  あちら  とり. Q は 

それから 暫く 佛蘭西 ゃ獨逸 や^ 太 利の；！ _ ^が 出て、 彼方に ゐろ 外交 宫ゃ 美術家の 噂 も 取 交されて 

それら  ふ  なんら 

ゐ たが、 其 等 は 其の 土地 を 踏んだ こと もな く、 何等の 智識 を も 持たない 幾 乃に 取って は、 痛切な 

感じ もなかつ たが、 二人の 話に よって 想像す る だけで も與味 はあった ので、 熱心に iTt を倾 けて ゐ 

た。 隆夫は 何う かすろ と、 幾 乃に も訴 へる やうに、 彼女の 方へ 視線 を 送ったり、 笑顔 を 向けたり 

ど  さぐ 

して ゐ たが、 その 表情に、 幾 乃が 何う いふ 身分の 女 だか を 探って ゐる やうな 様子が ありあり と 見 

えた。 

「當分 こちらに いらっしゃ ろの。」 八洲 子 は 起ちが けに 隆 夫に 訊いた。 

「まあ 今 e: 一杯 くら ゐはゐ る 積り です が、 暑くな つたら、 何處 かへ 出かけようかと 思って ゐま 


「私 も 近いう ち 酒 勾の 方へ まゐ ります から、 あちらへ 入したら、 お 立 寄り 下さい まし。 あすこ は 

ii らな いところ です けれど、 函嶺へ でもお 伴いた しませう。 また 好い 翥が できろ かも 知れません 

わ。」 

「は、 少し 行きたい 處も あるんで すがね。 何だか 日本の a 然は、 油 終の 終 具に 眤 まない やうな 氣 

がし ましてれ。」 

「さう でせ、 つれ。 おくみろ うちに は、 段段 洋！！ の氣が ぬけて くろ やうです ね。 誰 方で も。 總が厭 

に 小； や：： くな ろ やうち やありません。」 

「さう です かね OL 降 夫 は 首 を 傾げて 笑 つて ゐ たが 、「酒 勾 へ は 何時頃 いらっしゃいます か。」 

「 一 ；则 H うちに 行かう かと 思って ゐ ろんで すがね、 此の方と 一 緖 にね。」 

「ああ 然 うです か。」 

「この 方 はね：： つい 話に 實が 入って、 御 紹介す ろの を 忘れて ゐ ました けれど、 士 3 村 幾 乃さん と 

言 ふ 方なん です。 们錄 さん も 夫人 も 御存じで いらっしゃいます。」 

「さう です か。 IT かお 好きなん です か。」 隆夫は 幾 乃に 聞いた。 

「ちっとも 解りません の 。，幾 乃 は惱 ましげ な 微笑 を 浮 ベ ながら 言 つ た。 


三 ニニ 

「まだ 下らない ものが 淨山 あろんで す。 お 閑のと きに 見に 來て 下さい。 町 m さんの 夫人と 御 一 緒 

に。」 

「は、 お 難う/. .ー ざ い ま す。」 幾 乃 は 顔 を 紅く した。 

降 失 は 出 nAM じ 送って 來 たが、 問ん なく 一 一人 は 外へ 出て ゐた。 

「あの人な か なか IS 腦 がよ ささう だ か ら、 好い 藝術 家に な ろ で せ う よ。」 八 洲子は 歩きな がら 話し 

かけた。 

幾 乃 は 化 だか つた やうな 氣 I:- になって ゐた。 是 といって 別に 變 つた 印象 を 受けた 譯 ではな か 

つた けれど、 あの W ハ 牛が もってみ ろ藝 術の 世界に、 不思議な 想と 惊憬を 唆られろ やうに 思 へ 

た。 そして 初めは さう も 思はなかった が、 ； s^i して ゐる うちに、 深い 感じの すろ 其の 口の 優し さと 

突し さが 一 稀の 暗 I ^一  さや 以 つて、 彼女の 心を捉 へろ やうに 忍へ た。 それ は { 件 "勿に 親しみが たい 现 

智 的の^ きを も 有って ゐ たが、 同 時に また 奥底 知れない 深さの 愛 をた たへ てゐ た。 

「さう です ね。 何だか 天才の 問 きがあろ やうに 思 ひました わ。」 幾 乃 は微な 薛で應 へた。 

八洲 子 はちよ つと 驚いた やうな 表情 をした が、 

「さう！ そんなに 中； 只 方氣に 入った の、 あの人が：：」 

とて  な  わか 

「いいえ。 私な ぞ迎 も：：」 と、 幾 乃 は 寂しい 苦笑 を 浮べて、 「私 なぞ 何にも 解ら な いんです も 


の、 彼是 批. 評が ましい こと を 言って は、 つて 失鳛. たと 思 ひます。 そんな 事で、 あの方 は 悅びも 

悲しみ もな さらないで せう。」 

「そんな」 f 慢 な人ぢ やないで せう ね。 あの人の 藝 術に 誰に 限らず、 一人で も證美 者が あれば * 感 

激す ろに 極って ゐるぢ やありません か。 それとも^；只女の譜めろのは、 藤 術よりも あの人の 人； S か 

も知れなぃけれども。」 

幾乃は何だか餘り；？^1りすぎたゃぅな氣がしたので、 それ 以 K 降 夫に ついては 何にも 語らな かつ 

*  )  0 

四 

それから 二三 H たって 幾 乃は洒 勾の 方に 行く ことにな つたが、 其の 翌翌日、 i た 夫 はい 牡ぐ 後 を 追 

かけろ やうに して、 姉の 別莊を 訪ねた。 彼 は その 何とな し會 社の 方 を 怠けが ちであった。 勿論 

あんな 風で 芳 枝と 別れてから、 彼の 心 は  一 llE 幾 乃の 方へ 傾いて ゐた。 

幾 乃は隆 夫に 逢って から、 また 新しい 一 つの 印象 を 胸に 刻まれて ゐた。 そして 今迄 英 夫に 對し 

て 抱いて ゐた 友情 的な 夫と は、 まろで 違った 愤憬 的な 惱みを 感じて ゐた。 勿論 それが 戀 愛と 云 ふ 

もの だら うと は 思 はれなかった。 しかし あの 一時 ばかりの 印象 だけで も、 何 かしら 自分の 求め 
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憧れて みた 一人の 異性に、 思 はず 出逢った やうた 懷 しさが 感ぜられた。 

酒 勾へ 來 てから も、 彼女の 心 は 始終 それに 囚 はれが ちであった。 何 かしら 隆 夫の 態度に 魅せら 

れたハ おり、 一時に それに 倾 倒して ゐろ C 分の 心 持が 疑 はれろ やうな 氣 もした。 愛の 對象 とし て 

は、 今の 自分と は餘 りに 距離が あり 過ぎろ やうに も 思 はれた。 それよ りん 矢張英 夫の 方に、 さう 

した 親しみが あろ やうな 氣 もした。 そして 然ぅ思 ふと 遽に英 夫の^ 在 や 忘れた やうな、 此の 二三 

の氣持 が ひどく 輕 佻で 淺 t:! しい ものの やうに 思 はれ もした。 

そんな 思 ひに 惱ん でゐ ろと ころ へ、 英 夫が ひょっこり 遣って 來 たのであった。 幾 乃 はもよ つと 

氣 に^めろ やうな 感じが して、 いつもの やうに 打釋 けろ ことが 出來 なかった が、 しかし 少し^し 

てゐ ろうち に、 段段 氣持 が釋 れて來 て、 坊ちゃん 坊ちゃんした 彼の 態旌 に、 懷 しみ を 感じないで 

は みられなかった。 

「贵 方お 子さん がお 亡り なすつ たんです てね。」 幾 乃 は 海の 兑ぇ ろ、 例の 洋室で、 一 ー人^！！；^向になっ 

たと き 話しかけた。 

八洲 子 は 何 か il 题でも あろら しく、  n 本 の 方で、 關 口と！；^ i してみ た。 彼 はこの また この^ 

莊の 方， へ來 て、 CTi^ つて ゐた。 

「え、 到頭 駄 n でした。」 英夫は 廊緣の 膝！^ t 子に 狎 一って ゐ ながら、 冷 かな タ 風に 吹かれて ゐた。 


-,， * ベ  だん v.- らまく  . 

海 5^ はは まろで 夏の 氣 分であった。 段段 幕の やうな 五彩の 雲が、 明るい 西の 空に 美しく 棚引い 

も や  たち こ 

て、 ^^綠色の松原に蒼ぃ^^靄が立^^めてゐた。 

英夫は 思 做 か 荼ぃ顔 をして ゐた。 髮も 長く 延びて、 目 が 陰 I おに 淀んで みた。 

「ん うがつ か り しました よ。」 英夫 は 溜息 を 吐く や う に 言 ふので あった。 

「子供の 死ぬ の は廠な もんです つてね。」 

「それ も. H: 分の 手元で、 十分 謹して やった のでしたら、 そんなで もないで せう がね。 何しろ 報 

せ を 受け て 行 つ たと きが、 もう 危^な んで せう。」 

「贵 方で もお 子さん のために はね。」 

のん ぎ 

「これ だけ は經驗 がない と、 解りません よ。. J 英夫は 自分の 感情 を 誇張す ろ やうに 「僕 不斷 が暢氣 

だけに、 感じが 一 歷 深いです ね。 でも 子供 は 死ねば それ 限です。 今頃 は 安らかな 眠に 就いて ろで 

せう、 何が 幸福 だか 判りません よ。」 

「私お 目に かかった ことな いんです けれど、 そんな 事 思 ふと、 子供な ど 厭 だと 思 ひます わ。」 

「僕 も實 際さう S ひました ね。」 と、 英 夫は應 へて、 兩 手で 頭 を かかへ ながら、 

「ぉ隨 で 僕す つかり 祌經 1  お 弱に なりました。 今 R で n;n: も 眠られないです。 それで 會社を 休ん 

で、 少し ここで 寢ろ つもりで 來 たんです。」  一 

斷！ i  三 二 五 


三 二 六 

「さう、 ぢゃ ちゃう ど 可う ござんした わ。 私 も 寂しくて： H 方が なかつ たんです 。し 幾 乃 は 何だか 餘 

り？ か氣 がな かった やうに m わって、 わざと W び る や う に 言 ふので あつ たが、 何. たか. GM 分で も i4H や； し 

いやう に m4 はれた。 

「中 W 女 海 好きです か。」 

「え、 好きです わ。」 

そして 彼女 は 手招に 倚 かかって 夕 雲 を 眺めて ゐ たが、 それと！： 時に 油畫が 聯想され たりな どし 

て 降 夫の 印象が 頭腦に いた。 

談の 餘り はづ まない 幾 乃 が { 叔 しげに 海邊を 眺めて ゐ ろので、 英夫は 機嫌 を 取ろ や うに、 

「少し^？ キ へ でん 出て 见 ません か。」 と 誘って a た。 

「さう です ね。」 と、 幾 乃.， >  何だか 廣ぃ 海へ 出て みいた やうな 氣 がした ので、 直に 同意 を i? へた。 

^莊 の-; ^から、 漁師の 家ら しい 茅屋が ニー 一； 軒 立 並んだ 狹 ぃ砂路 をぬ けて、 二人 は 砂- や 松林の 

多い 海 Si へ 出て 行った。 先刻 見えた 雲の 色彩 は 刻刻に 失 はれて、 一抹の 赤と 紫で ぼかした やうな 

西の{4^に、 夕31:の影が微かに^|?ってゐろきりで、 遠い 海 線のう ねりう ねりした 1^ 所に 灯が ちら 


ちら 瞬き はじめて るた。 濱邊に は 波が 無限の 寂し さ を打飜 して ゐ たが、 人の 影 も 偶に EI に つ い 

た。 二人 は その (叔 しさに 吸 込まれた かの やうに、 暫く 汀に 立って 深い 沈 默に陷 ちて ゐ たが、 英夫 

がた まらな さう に先づ 動き すと、 幾 乃 も そろそろ 其處 から 離れ 出した。 

「ここ S 海 はいつ 來て て も、 餘り 好い 氣持 がしません ね。」 

「 さ、 つ ね、 ：！； だか. 说 しみがない やうです けれど：： 荒く て 寂し いでせ うが、 悪い 氣持 はしません 

わ。 十六夜 Hzsy の 作者が ここ を 通った 時の こと なぞ 思 出させろ やうです わ。」 

「さう い へ ば 俟も今 子 佻の こと を 思 出して ゐた ところです。」 英夫 急に 立 止って、 「常 分 僕 は どこ 

へ 行っても 哀愁が 附絡 ひさう です。 やっぱり IS でも 飮ん でゐた 方が よさ さう です ね。」 

「え、 一^の 胡 魔 化しに はお 酒 も t- いでせ う、 いま もじつ と 共 事 を 深く おへて、 悲しめろ だけ 悲 

しむに は、 C 然の 方が いいん ぢ やないで せう か。 そしたら 超越す る こと も出來 さう です けれど： 

： 私に はそんな 氣持 はわ かりません の。」 

「僕 はそんな 强ぃ人 ぢ やな いんです。」 英夫は 幾 乃に 寄 添 ふやう にしながら、 「それ は 其と して、 

僕 もこの 頃芳 枝と 二三 问逢 ふ機會 があった ので、 _d 接離刖 問題に ついて もして て、 到 ほ雙方 

^協 の 道の ない ことん 解って 來 ましたから、 贵女 のこと も 八， 迄の やうに 生温い 氣持 では みられな 

くな つてる ろんで すが、 5 お 女 も それ は 知って ゐて くれろ でせ うね。」 


三 二八 

「私 初めてお ni! にかかった 時 も 今 も、 训に變 り はない 積り でございます。」 と、 幾 乃は應 へた。 

「それなら 可 いんです。 ^も滿 足なん です。」 

ちね え 

「です けれど ノ？ 姉 さまが 承認して 下さらな いこと は、 私 も W ります わ。 一 一人の 友^と してなら、 

私 永久に 御 親しくお 願 ひしなければ ならな いんです けれど、 それ以上の ことで したら：：」 

「友 です か。」 

英火は 自分の 耳 を 疑 ふやうな 調子で  一； K つ た 。 

「私 友 だと ひます けれど ：： 」 

「一 一人の 關 係が、 なる 友情だった んで すか。」 英夫は 詰る やうに 一一： つた。 

幾 乃 は 怯えた やうに どぎ まぎして、 ちょっと 返^も 出來 なかった が、 少し をお いてから、 

「わたし： 1： が 灰 情 だか、 はっきり 解ら な いんです けれど：：、 それにお 親しくして いただいて、 

せ え ろ や う な ；！^ 持で をり ました 私の 態 故 も かった かん 知れません けれど、 姘と か ^と か ：K ふ 

こと は、 ％ノ 、てるませんでした の。」 

「結姘 でかす。」 

「中； W 方 は そのこと を 言 つて ゐ らっしゃ ろん ぢ やな いんです か 。」 幾 乃 は 優しく 12! 問した。 

「ss じつ めれば 共處 まで 行く かも 知れません が、 それよりか 女に 友 以上の 愛が あ るか 何う 


かと 云 ふこと を 明白に きたいん です。 それが 友情 以上で ない となろ と、 僕 は 大變な 考達ひ を 

して ゐ たこと にな ろん ですからな。」 

「 私 も 友情と して は、 隨分複 雜な氣 持 も 織 込ま れてゐ たやう にも 思 ひます けれど：：」 

「今 は 純なん です か。」 

「今 だって、 色色の 心 持 はあります けれど：： 純な 友情と 云っても、 それ はさう 明瞭した もの ぢ 

やない の が 普通 だと 思 ひま すけれ ど：： 私 困り ま すわ。」 

「何う して 困 ろんで す。 僕 は 正直に 言って いただいた 方が いいんです。」 

「私 }±1 直にお 話して ゐ ろんで すけれ ど。」 

英夫は それ 以上 言 つて は、 追窮 すろ やう な 惡ぃ やうな 氣 がした。 それに 風に 聲を 取られ ろので、 

そんな 話 もしに くかった。 

庭 n の 方へ 來 ろと、 垣根の なかに 思 ひがけな く關 口が るて、 「ちょいと。」 と 言って、 少し 後れて 

は ひ  めく ぼせ  へん  そば よ 

入って 来た 幾 乃に 目 配す ろので、 幾 乃 は變な こと をす ろ 男 だと 思 ひながら、 傍へ 寄って 行った。 

えん  T ち あが  A す 

すろ と關 ロは英 夫が 緣 から 內 へ 上 つ て 行く の を 見澄まし て ^5 ら、 

斷  m  一二 二 九 


.  三 三 o 

「虫 貝 女餘 り其處 いら を、 ひょこひょこ 歩かん やうに 注意し てな。」 と 妙な 表情 を する のであった。 

その 意味が 解し かねた ので 、「え 。」 と 首 つ た きり 性 ^ し てるた。 

「英 夫さん が 束 京から 追 かけて 來 たとい ふぢ やない かね。」 

「いいえ、 そんな 事 ございません わ。」 

「なけれ あ 結構 だが、 贵女は 自审； して もら はん けれ あならん。 -: が を述 立って あるく 位 は、 大し 

て 目に も 立たん か 知らん が、 まあ 可成 一 一人ぎ. "の 場合 を 避けろ やうに して みないと ね。」 

「^に：： 私たち は：：」 と、 幾 乃は櫟 つた さうな 表情 をして、 口 iiS つた。 妬いて でも ゐる のか 

知らん とも 思 はれた。 それとも 英 夫と 親しくす ろ こと を、 此男も 何 か 嫌ふ现 山が あろの だら うか 

と 想像して： たりした。 

「まあ ちょっと、 贵 女に すぐに 話し ませう。」 關ロ はさう 首って、 两 洋室の 方 を 指しながら、 其の 

方へ 歩いて 行った。 幾 乃 も i 方な しに 跟 いて 行った。 

上って みると、 部屋に は英 夫と 八洲 子が ゐ たので、 關ロは折が-^：^^ぃと云ふ風に禱踢してゐた。 

すろ と、 八洲 子の 方で 氣を 利かして、 「英 夫さん、 ちょいと。」 と 首って、 英夫を つれて 部屋 を 出て 

行った。 

英夫は 何 だら うと 云 ふ 風で、 幾 乃に 氣を殘 しながら 出て 行った が、 幾 乃 も 何とな し 不安 を 感じ 


た によったら、 fg 造の 運動が 成功して、 fil 分 はまた 原 宿の 家へ 還され ろので は あろ ま L 力と 

E 心った。 多分 さう だら うと 云ふ氣 がした。 

關 n は、 「まあお 掛けなさい。」 と 言って、 幾 乃 を そこ へ据 ゑながら 

あし J  J 

「實は 中 3 女 も、 ほぼ 氣づ いてる ろ ことかと も 思 ふが、 翌朝 贵女 の實の 御父さんが：^ える さう だ， 

ほ； 4  た， ひた， ひ  ： 

<su 女に 逢 ひに な。 それ は 外で もない、 贵女も 度度 逢って 知って ゐろ荒 川さん だ」 

幾 乃 は E 心 はず どきりと した。 そんな 感じ はしない こと もなかつ たし、 八洲 子ゃ英 夫の 様子で も 

*; から さま  »  -j^、、 

唔 示 を 受け てはゐ たので あつたが、 明明 地に 宜 言され たの は  一 J れが 初め で あ つ た そし て 伊 マつ い 

からど ちぢま  *  / 

はれて はろ と、 ".1 に體が 縮ろ やうな 氣 がして、 今迄 感じた ことのない 誇 を 感じながら も、 に 負 

あらた 

n を 感じて ゐた。 荒 川に さへ も、 却って 今迄の 親しみが 失 はれろ やうな、 更 まった 斌 になろ ので 

あった。 

「货 方の 御父さんが、 荒 川 だとい ふ ， ，> と は滅づ かな か つたです か。」 

「え。」  . 

「それ ぢ や：：； 化から その つもりで：： 私が 自 ffi せんけれ あならん と 云 ふの は 共の 事な ので、 今迄と 

ちがって、 ともかくも國^£大臣の令嬉だとぃふ0覺をもってもらはんけれぁならん。 勿論 士 3 村と 

の^ 係が 今 k ぐ 切れろ とい ふ譯 にも 行き かねろ かも 知れん。 しかし 共 も 原 W 伯 ^ 御盡 力で^ 晚何 


三 三 二 

うに かなら うと 思 ふ、 みんな 其の 車で 心配して をろ ので、 贵女は 御存じ か 知らん が、 荒 川さん に 

力ら だ 

は 他に 子と いふ ものがない。 贵 女が 一 粒 稲 だ。 贵 女の 體は なかなか 大切な ものに なつ たのです 

ぞ。， J 

幾 乃 は 可 笑 七かった。 その 調子 もさう だが、 一 K 草 も 可笑しい と 思った。 しかし 笑って は ：5|^ いと 

>< 'つむ  こら  力ら ど 

思った ので、 じっと 俛 いて： W えて ゐた。 士 II 村の 子であった^ は、 大切な 體 ではなかった のか 知ら 

なぞと、 そんな 子俱 らしい こと をお へたり して、 块を弄 つて ゐた。 

あした  み  おやこ  め  3 

r い づ れ^ 日 は 荒 川さん が见 えて 公然 父子の 對 面と いふ、 愛でたい ことにな ろの だら う 私 もち 

くからの 關係 上、 贵 女が 荒 川さん の 令 壊と して 認められ るに 至 つたこと を 非 に 嬉しく 出 心 ひま- 

す。  贵 女ん おめし 滿足 だら、 つと 思 ふ。」 

力す か  うつむ 

「え。」 と、 後， 乃 は微に 答へ て、 ちらりと 關ロ を！：： 儿た まま、 また 使いて しまった。 

關ロも 何だか 張 合がぬ けた やうな 顔 をして ゐた。 

七 

. S ャ hrn 荒 の來 たの は、 午後の 一時 過であった。 

英夫は 小 m-g へ 來てゐ る 友人 を 訪ねろ といって お 害" 少し 前に 電 审に乘 つ て 行 つ たが、 幾 乃 を も. 


誘った けれど、 荒 川の 來る - .> とが 判 つ てゐた S で 速 出す、 .> と、 か 出來な か つ た。 

サ 川 は その 時 も、 小 mlg にゐろ 政界の 元老の 一人に 會兑 すろ ために 遣って 來 たので あつたが、 

實は彼 はこの 幾 乃な； たくて 爲 方がなかった。 初めて 兑た ときから、 幾 乃が 31^ に 入って ゐた。 

英 夫と 一 紐に 來た ときな ども、 ちょいちょい 遊びに 來る やうに と 希望した ほどで、 原： E 伯の 別莊 

で、 n 分の 娘 だと 知れた 時には、 人 目 さへ なければ 抱擁して、 その 愛らしい 頸に 接吻したい ほど 

であった。 勿論 彼 は 寛大であった から、 町^ 夫人の 手許に おく こと を 苦痛と も m 心はなかった し、 

吉 村が 幼い をり から 六：：： てた もの を、 今！ s{ 自分の 手へ 取 あげてし ま はう とも m 心はなかった が、 出來 

ろ ことなら 儿へ 引^せて おきたかった。 

町 ms^^ では、 の兑 えろ 洋. を 朝から 整頓して ゐ た。， g 子戶を 拭く とか、 花瓶の 花 を活替 

ろと か、 门 前 や 底の^ 除 も 綺麗に 爲 された。 そして 幾 乃 も 風呂に 入ったり などして、 八？ g 子が 

着 附ゃ髮 など 何かと^ 話を燒 いて ゐた。 初めての 會見 ではない にしても、 父子と して は 今： u が 初 

めて なので、 化か 形式的に も 二人の 歡 喜と 幸福と を 祝 ひたいと、 八洲 子 はさう も：^ 心った が、 別に 

好い， m 心附 もなかった。 ただ 一緒に 食事 をす ろと 云 ふこと なので、 晩餐の 用意 だけ はして おいた。 

「何かとお^^ でしたら う。 私から ぉ禮を 申します。」 

荒 川 は 部：； e へ 入って から 八洲 子に 挨椤 した。 

斷  ま  三 三 三 


三 三 四 

「いいえ、 恐 入ります。」 と、 八洲 子 はは づんだ やうな 氣 持で、 「一 向 行 屈き ません ので ございます 

よ。 ここへ はつひ 二三 日 前にお 述れ したば かりです がね、 如何です か、 こんな 手狭な 家で：： た 

だ 自由に 輪 の やうに して 戴く に は、 反って この 方が よろしい かと^ じまして：： 鬼 京です と吉 

村が時時參り.^* す の で、 煩う ござ いますから。」 

「さう です か。 矢 張來ま す か 。」 荒 川 は； g きな がら、 「それ も無现 のない ことです。 取 あげて は濟ま 

ん のです。」 

「何とか 好い 工合に はま ゐら ないで ございませう かね。」 

「さあ、 これ も亩 村の 意志 一 つです から、 此方で いくら 焦慮しても 駄目な ことです よ。 しかし ま 

あ 其のう ちに は 何とか 解決が つくかん 知れません。 勿論 結局 は 金 問題でして：：」 荒 川 はさう 言 

つて； _ 天った。 

「今迄の 養育費 を辨 償して、 それでお 話の つく ことで したら。」 

^が 途切れた ところで、 八洲 子 は 「幾 乃さん。」 と 呼んだ。 

幾 乃 は 出て 来た。 ：r たか 硬くな つた 風で、 目 や 筋肉に も I- つけられ たやうな 暗い I, おが つてみ 

たが、 すいすいと 足 を 運んで 來て、 少しば かりの 間 をお いたと ころで 腰 を 屈めて 挨拶した。 

荒 川 は _A を ふかしながら、 にゃにゃし て 北ハ 様子 を 視てゐ た。 


「おかけ な さ い 。」 八 洲子 は さう 首 つ て、 幾 乃 を かけさせた。 

「：！： うだね、 原 宿の 家は戀 しく はない かね。」 荒 川 は 笑 ひながら 訊いた。 

幾 乃 は 寂しい 微笑 を 浮 ベ た 。 

「これから も 町^の 夫人 の . 世話になら な けあな らんの だ か ら、 其の 積り で 何事 も 御 相談す ろ や 

うにし な さいよ。」 

幾 乃 は輕く 頷いた。  . 

そ れ から 叉 少し 荒 出と 八洲 子との 問に 話が はづ んでゐ た。 英 夫の it. など も 出た。 子^の 死んだ 

こと も 話された。 

「まあ 嫁の 方 も、 それでお 話 は 極った やうな ものです が、 それや 是 やで、 あの人ん 此 3^ は 大分 悲 

觀し てゐろ やうで！ ございます。」 

荒 川 は 何故か それに は返辭 もしなかった。  . 

八 洲子 もへ 1 ま で 英 夫と 幾 乃と の へ、 始終 割込む や うな 態度 は 取って ゐ たや 、つ な も の S 、 そ れ 

は K つ た rtn 分 の 责 任を感 ずろ ところから、 二人の あ ひだに 輕卒な 過失が あって はならぬ と 5 しった 
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からで、 幾 乃の 傍から 弟 を 遠ざけようと 云 ふので は 無論なかった。 それに 芳 枝と 英 夫との なか も 

愈愈 絕 らしい ので、 彼女の 氣持も いくらか 變 つて ゐた。 殊に 此 靑年識 家の 原 M 隆 夫が 幾 乃に 

與 へた 第一印象が、 八洲 子の 心 を 妙に f 可つ かせて、 英 夫に 成 代って、 淡い 嫉妬 を さへ 感ずる ので 

あった。 英 が 夢中に なって 幾 乃の 愛 を捉へ ようとし てゐろ 浮した 態度に は 顔を辇 めながら 

も、 幾 乃の 心が 人に 移って 行く の は、 それに も增 して 不愉快であった。 

M 論 今が今 決め ら ろ ベ きこと ではない。 十分 に 裏と 现 解と を經 て、 雙 方の 心 が 熟し 切った 

ときに、 拨 助の 手が 加 へ ら ろ ベ きで あろと は E 心 つて ゐ たが、 實は英 夫の ， J とん 荒 川た ち の お へ の 

なかへ 人れ てお きたいと W 心った。 それに 荒 川 は英夫 をよ く 知って ゐるハ 苦であった。 幾 乃の こと を 

考へ ろと 同時に、 最初から 行驟 り上英 夫の こと も 除外す ろ こと はでき ない、 彼女 はさう r ムふ 風に 

思って ゐた。 

しかし 荒 川 は 今 幾 乃に 夢中に なって ゐた。 

「何う だね、 ^;乃さんには何か昔樂の1"みがぁろかね。」荒川は幾乃の様子に；13^^^れながら、 優し 

く 尊ね た。 

「いいえ。」 

ニニ 味 線な ど は？」 


「稚ぃ 時分に お ra^ を 少しば かり 敎は つたこと がご ざいます けれど、 私に は 昔 樂の才 はな いんです 

から o」 

「音 樂の才 がない？」 荒 川 は 優しく 顔を颦 めながら 「では 何が 好き かね。」 

幾 乃 は 笑って ゐた。 

「この頃 語 學を少 しづ つね。」 八洲 子が 言った。 ， 

「語 舉の才 も ございま せんの。」  . 

「 ！^, i 舉の 才 もな い？」 荒 川 は 可憐し さう に 笑 つて、 「それ ぢ やま あ 共 方の 藝能 はなくても 可い とし 

て 歌な ど 時時 作る こと は ある だら うね。」 

「 は、 そ れ も凰實 に 下手な ん でございます けれど：：」 

「畫が 好きでして ね。」 八洲 子が 思 ひついて 「つい 二三 日 前に、 原 m さんの 三 さん S 作 ..^ 覽會 

それ  い 

がご ざい ましてね。 其が 大變氣 に 入った やうなん でございます。」 

「さう さう、 然ぅ云 ふ息于 さんが あつたね。 ； の處へ も 何 か 案. S: 狀が 來てゐ た^だ。 畫 もなかな 

あちら  み 

か 面白い。 私な ど 俗物に は 解らん けれど， 彼方に るろうち は 時時 觀 にも 行った し、 說 明も聽 いて、 

なかなか 大した ものが あると 思って 感心した こと も ある。 おい 日本の 畫家も 二三 人 は 知って ゐ 

る。 女の 仕事と して は、 書 一な ど. 惡く はなから う。」 

斷崖  一，  11 一三 七 
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「私 描け やしま せんの。 魔； 實に 不器用なん でございますよ。」  ， 

「それ も 其 苦 だ。 私の やうな 沒 趣味の 人 §1 の 子 だからね。」 荒 川 は： i_ ^、つた。 

「さう も I" へません ね。 "e^E 伯のお 子さん にあん な 藝術家 も あるんで すから。」 八 洲子 んさラ 言 つ 

て， 声、 つた。 ， 

「そんなに 巧 いんです か。」 

「彼方で は なかなか 好かった さう でございますね。 "：i; から 何ん な 物が 來ま すか、 あの 謂 子で 行 

けば 紫 破らし いもので せう がね。」 

「さう、 そんなに 好いです か。」 

「ほんと に 可 ございます わ。」 幾. 乃 も 讃美の 雜を 立てて、 「それに 人 も 立派な 方です わね。 J 

「ほう、 そんなに 好い子， H 心さん があります か。 それ は 一度 たい もの だ。 何？ て 一 つ 好 いんの を 買 

つても しい。」 

「好い. ものが 澤山 ご. ざいました。」 

「今度 一 つ 幾 乃さん に選擇 して もら はう かね。 喪 { せが あろなら、 一緒に 行つ てんよろ しい。」 

「え。」 と、 幾 乃 も 八洲 子に 慮す ろ やうに 言った。 

八洲 子 は 晚餐の 支度 を氣に すろ らしく、 やが て 部 を 出 て 行 つ た。 


I  一  I。 も s して、 li しながら i をして ゐ ろうち 、時間が 流れろ やうに 經 つて、 

き 八 時に なった。 すろ と 其 時 小 m 原から 電話が かかって 来て 、「奥山です が、 ちょっと 吉村 f 

こ電^.^ロまで。」と言ってゐろとか言って、 女中 力 幾 乃に 冗，.， ^レオ 

「さう です か。」 と、 幾 乃 I 川に 靠 して 立って 行った が、 勿 管れ は 同じ ま I 湧 記 I 

し C ゐ ろ 奥山 であった  さし， つ， ^ 

「た ITiil して ゐ ろん？ が、 ft だか S て 話が したくな つたんで す。 S 岡 

なかったら、 これから 一つ；^ して 下さいません か。」 奥山 はさう 云 ふ 風に 言 ふので あった 

幾 乃 は、 「さう です か ピと言 つて、 ちょっと へ てゐ たが、 

rffl ります わ。 私、 今夜 は。」  < 

rt いぢ やないで すか。 僕も囊 f 感興が 湧いて ゐ ろんで すから、 贵 女が ゐ f とき 寂し- 

「え、 でもね 、今お 客 さまが あるんで す もの。. でな くど I そんな I は 許されて txs よ、 

風實 に。」 ,  一 ，，：，， t 


奥. E は 笑聲を 立てた。 

「しかし お 客 さま はも う お SI りで せう。」 

「え、 まだ：：」  • 

「とにかく 一  寸で可 いんです から、 E 動 ffi. をお 迎 ひに-: S しまし. たよ。」 

「可け ません わ。 祌 尾さん が 御^じの せ：： です わ。」 

「さう です か、 しかし 英夬^ は贵 女の 來 ろの を 待って ゐ ま す よ C 贵 女が 來な いと W ろんで す。」 

「ぢゃ 此方へ 入したら：：」 

「はは は。」 と、 奥山 は 叉 笑って、 

「いづれ 行きます C 贵女を^|{|って行きます。 だから、 まあ そんな 車 を 言 はずに 人して 下さい。 友 

建 効に。」 

「駄 n よ。 今夜 は駄 Gz よ。 それにお 酒 を召飮 つてい らっしゃ ろんで せう。 私お 酒の 席 なぞ 嫌 ひで 

すわ。 C 實 にさう 云 ふお 附合 はね」 I 

そして 幾 乃 は 一 一人が 亂次 なく 辭 つて ゐる様 >^ など を 想像して ゐた。 

「洒 を^んで みち や 可け な いんで ュ 4 か， ■  •  . 

「それ あ， お 方の 御 よ r では 失禮 します 英 夫さん にもせ しく」」 


車-山が まだ 何か拘 おってる るの を、 幾 乃 はかま はず 受 s^i 器 を 懸けて しまつたり そして 少し Ik 立 

氣 味で 一： 儿 の-:. ヤへ 返って 来た. 设女は 少し 充^して ゐ た。 

r 英 夫から ぢ やなくて。」 八洲 子 は k いた. -  • 

「 え ぇ英夫 さん もゐ らっしゃろ でせ うと 思 ひます。 私に 遊びに 來 いと 一一 S ふんです けれど。」 

「英 夫君が 何處 にに と、 荒 川 は i=T を 立てて、 「それ ぢゃ 此方へ 來 たら 可かったです ね 。」 

「いいえ、 あの人 はまた あの人で、 何 か 好い 處が あるんで ござい. ませう。 爲様 がな いんで ござい 

t と；，.！ お  なに  , 

ます。 此 .a^ は：： 巧く 纏ろ もの を 彈 つけて、 夫 ijs 別れ をして しまって、 何 か あへ が あろんで ごさ 

いませう。」 八洲 子 は 獨：^ の やうに 言 つて ゐた C 

關ロは それ を 引取る やうに して、 

さ  ど  あ LJ パ *H 

「うむ、 然ぅだ らう。 何う も擧 動が を かしい と H わった。 幾 乃さん を 後釜に すへ ろ氣 でも あるん ぢ 

やない かな。」 

「さあ、 まさか：：」 と、 八洲 子 は f ケ弃、 ふやう に 言った。 

よ * ひよ  4 一二ろ 

「 い や、 さう も 言 へ ん。 今 も 友人 を 使 つ て 電話で 呼 寄せよう として ゐろ 1^ なぞ， なかな 力 巧妙 だ 9 

それ い  _ 

夫ん 可い かも 知れん が、 お- pt- に自靈 せんとね」 

うつむ 

幾 乃 は 紅くな つて 俛 いて ゐ たが、 
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「 そ んな事 ございません。」 と、 分明 言 つ た 。 

「さう です とも。 贵女 ああ 云 ふ 人 嫌 ひです わね。」 と、 八洲 子 は 幾 乃の 方へ 顔 を倾げ ながら、 「負 低 

は あろし、 人 叫 は あの 通りのお 人 好です し、 迎も駄 HI です わ。」 

「あら、 そんな^。」 と、 幾 乃 は 笑 ひさう にして、 手 巾 を 口に 常て たが、 それが 然ぅ だと 一 U ふ 風で. 

あった。 

「さう 云 ふ經緯 が、 もうあろ のかね。 はは。」 と 荒 川 も 感じの 深い n 元に 微笑 を 浮べて、 雨 乎 を だ 

ら りと 椅子の 肱 掛から！^ しながら、 體を 反した。 

「^にさう 深い、 ねビ と、 八洲 子 は 幾 乃 を 顧みて、 「最初の 動機が 動機 だけに、 ついお 友：. S になつ 

てし まったんで せう けれど、 あの人が 騒いで ゐろ だけで、 幾 乃さん は 別に 何でもな いんです わね。」 

「え。」 と 幾 乃 も 氣輕に 頷いて、 「あの 頃 私の 身のう へに M:^ して 下す つたんで すけれ ど、 英.^ さん 

にも 北ハ 以上 何の 意味 もない ことなん です もの。」 

「すると 今の 新時代で は、 若い 男女の 交際 は 思った より d 出です な。」 荒 川 は 興味 ありげ に 言つ 


「まあぎ う も 言へ ませう かね。 しかし 其 もほんの 小 部分の ことで せう ね。」 八洲 子 は應へ て、 「まあ 

とにかく 變 りました ね。 自分が 新しい と m 心って ゐ ると、 何時の 問に かね。 この おい 方が お書き 

わか 

にな つた もの なぞ て も 解ろ やうで ございま すね，」 

「さう さう。」 と 荒 川 も 微笑 をた たへ ながら、 私な どの あの 頃の 頭腦 と、 今の 靑 年の 頭腦と では、 

おした 相 はですな。 私な ど は隨分 白痴げ たこと を考へ てゐ たもので すよ。 ただ 漠然として 功名心 

が然 えて ゐる ばかりで、 自分の 生活と 云 ふこと は 何も 考へ て をらなかった。 戀愛 なぞと 云 ふこと 

が、 ま ろ で 自分の 理想と 没交渉の ことの やうに m わ はれて ゐた。 皆が せ H ま で然ぅ でもなかった らう 

が、 私な ど は 鈍感で したね。 J 

「そんな 事 をお 考へ になります か。」 と 八洲 子 は 顔 を 赤く した。 

,ズ こ  む とんちゃく  なん 

「父子が十幾年ぶりで^;.^-ふと云ふ悲釗な ども、 私が 生活に 無 頓，； ^であった 據 でなくて 何でせ 

う。 現在 自分の 子で ありながら、 公然 父子と して. ベ ti! ふこと がで きないと いふの も、 私 S 生活の 無 

成^から 來てゐ ろと 云 ふより 外 はない。 勿論 何うな つた かくら ゐは、 偶に 考 へても るました が、 

こんなに 大きくな つて、 立派な 一人前の 娘に 育てられて ゐ ると は 夢にも m 心はなかった。 私自身の 

存在と 云 ふ 事が、 何だか、 急に. 分明して 來 たやう で、 此 點は吉 村さん にも 感謝し なければ なら 

ん。 關ロ 君に もお 禮を言 ひたいと m 心 ふ。 第一 本人の 幾 乃に は 何と： 一一 一 s つてい いか 知れない くら ゐ、 

&  0  .  ,  ョ四 一一 一 
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は 心で 悅 んでゐ る。」 

荒 川の 聲が 潤み さう になった ので、 幾 乃 も 知らず 識 らず淚 ぐんで 來た。 

「うむ、 それ あ 共に？；^ ひない。 大 ほの 椅子 を 獲た よりも、 遙に お愛でたい 事 だ。」 In はは ッ はと 

A 〈丄 洞な 哀感 的な g じ 笑った。 

「それ こそ 奇蹟の やうに お 思 ひなさい ますで せう ね。」 八洲 子 も： u を. 潤ませて ゐた。 

「それに 就けても、. 村から 引取ろ 何 か 好い 方法 はない ものです かな。」 M  口 も」 典 面目な 表情で、 

「- g 田 伯の 考へ では、 gt ー不 盡に吉 村の 手から 橋 ふと 云 ふこと も出來 ない が、 伯が 嫁に でも 貰 ふと 

云 ふこと にしたら、 何とか 話が つく かも 知れない とーぽ ふの だが、 それ もま あ ー說. た。」 

「伯 倚のお 嫁さん とい ひます と？」 八洲 子が 不安 さう に 訊いた。 

「さあ、 どう 云ふ考 へです か。 三 Ef- のお 嫁さん にと 云 ふ 意.^ です かな。」 

「降. 夫さん。」 

「まあ 然 うでせ うかな。」 

い  しあ はせ  / 

「それ は 可い かも 知れません わね。 美術家の 奥さん も 幸； 1 な ものです わ。 それに 叉 幾 乃さん も霱 

す  あたま  それ  -0 

が 好きと 來てゐ ますから。」 八洲 子 はさう 言 ひながら も、 頭腦 はまる で 其に 傾いて ゐ なかった そ 

して 其 を iS くと、 一 英 夫が 慘 らしく 見えた。 それに 叉 幾 乃 を 原 ffl 伯の 方へ 持って行かれろ こと 


は 彼女の 心 持から 言って、 此 上ない 寂し さであった。 

荒 川 は 柯 にも：； 一一 il はなかった。 で、 大分 遲 くな つたので、 それから 叉 番茶な どもらって、 それ を 

飮 みながら 輕ぃ話 を 交へ たのち 別れ を吿 げた。 

「あの、 一 度！ IE つても よご ざいます か。」 幾 乃 は 自動車の 窓へ 顔 を 寄せて、 荒 川の 握手 を 受けな が 

ら微聲 で 訊いた。 

「可い とも ザい とも、 夫人の 許し を 得たら、 いつでも：： 待って ゐ る。」 

. 三 角 形 

I 

あて 

或： =:,;f 夫から 八洲 子へ 宛て 繪紫 書が 來て、 あれから 函嶺へ 來てゐ るが、 そのうちお ：！？ ひしたい 

と m 心って みると； ーョ ふので あった。 ちゃう ど 八洲 子が 出京 中だった ので、 幾 乃が 代って 返 を 出し 

てお くと、 その 翌： E 彼 は 遣って 來た。 

彼 は その 時 は 西洋で 作ったら しい 洋服 を 若て， 上野で 兒た 時と はまろ で 違った ハ ィ カラな 風 を 

斷  崖  一三 四ー！^ 
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して ゐた e 仕事の 道具 ももって ゐ なかった。 唯 J:^ 生帖 を。 オケットに 入れて ゐろ 限であった。 

^^に は 幾 乃と 關 口と 英 夫が， るた が、 英夫は 勤が あるので、 さう "お くも ゐられ なかった の を、 

小 mis や 熱 海の 方へ 行ったり などして、 つい 長くな つて ゐた。 その R も 彼 は 小 W 原の 方から まだ 

歸 つて 來な かろた。 

幾 乃 は： 1： うして 可い か 一 寸 まごつい たが、 しかし 隆 夫が わざわざ 此處へ 寄って くれた ことが、 

何とな く 彼女の 好 i^lE 心 を 咬 つ た。 

彼は八洲子が未だi5^Kから歸ってゐなぃと聞ぃて、 ちょっと 失. ましたら しい 風で あつたが、 し 

かし： ぼ- 1  ご ひく 上へ あがって、 ちゃぅど關ロもゐたの で打解けた風で^^？してゐた。 

「 こ の ^ 川 さ ん が ：=^^s」 て 、 贵 方 の が 出 て ゐ ま し た よ 。」關 n が ほ ふ S で ぁ つ た 。 

「 ぁ の 方 そ の 、 つ. ち 、 方 の 豁 を 兑 に 行 き た い と か  ーーー：3 つ て い ら つ し や い ま し た わ 。 そ の 時 私 も 御 

一 ^に；；^ ひたいと m 心って ゐ るんで すけれ ど。」 幾 乃 も； iH を 添へ るので あった。 

「さう です か。 私 もこの 母に 逢 ひました をり、 ちらと お 女のお を きにしまして、 初めて 何う 

云 ふ 御.，：^. 分の 方 かとい ふこと を 知りました。 さう 云 ふこと は、 少しも 知らなかった もの です か 

ら、 あ S 時 はつい 失禮ぃ たしました。」 降 夫 は 少し 顔 を辈め な が ら 一一 一口 ふので あった。 

「いい え、 私 こそ — 」 


r 御 はさん は、 この 事に ついて， i か 言って ゐ ませんで した かな。」 關 n は 訊いて a た 

「いいえ、 別投 何にも Si きませんでした。」  どくき 

幾 乃は關 n が 相手 や 場所に かま はず、 づ かづ か sfs が 極が わろ かった。 勿瞧意 も 奮 

ん ない 彼の こと だから、 f いって. 4, ぎない やうな もので はあった が、 未 さてれ と 5 マ 

分 p^::;, できて ゐな いこと なので、 夫 を ここで-; 一一 一 n 出される の は 恥し 力つ.^ 

「f です か、 それ は：：」 と、 降 夫が 不安 ベながら いた ので、 秀は S はら はらさ 

せられた。  ，  やつ ほつ  .—，、 ： 

J  ,.i、  3  ^  -T  >  、り 、ぶ も 二分ら はヒ 刀で、 幾 乃 ま 漸と吻 とした。 ^^く^カ"还 

すろ と關 ロも氣 がつ いたらし く  I  くム tr=,Jnw ら，^ ナ ひ- ^  .•(-?  P 

a えたと ころで、 隆夫は 椅子 を 離れて 廊緣へ 出て 行った 

「ああ、 、いな。」 とい ふ i で、 彼 は 籐椅子に かけながら K を 喫して ゐた。 

-. „  ) ):,:.. ゝ， fc  0  -1,J  IJ  ，VJSO そろわ 郎緣 -、 U て 行つ 

「失禮 でございますが、 贵 方の 翁 S は どちらに こさ レま iff  >  ,^^f  .  ！ 1 

「^谷の 方に あろんで すがね、 友人の を讓 受けた ので、 不完全き はまる ものなん です。 いづ ォ其 

のうち. 可う かしょうと 思って ゐ ろんで す 力ね 」 

「さう で ござんす か。」 幾 乃は碎 けた？ で、 「そのうち 靠 寄せて いただきます。」 

三 四 七 
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「どうぞ 入して 下さい。」 

二人で 話して ゐ るの を 見て、 關 n は 子 を 起って、 

「まあ 御 S つくりなさい。 S 产 g あたり は 夫人 も 歸られ ろで せう。」 

「は、 さう もして ゐられ ません が OJ  . 

「ここでき： を かいたら 可いで せう。 この 通り 部 厘 はが ら明 ですからな。」 

「は、 ところが：：： 本の {t^ 氣に眤 まない ものです からね、 ちょっと 勝手が わからなくて、 ま-た 何に 

描い ちゃ ゐな いんです。 色彩が まろで？；^! ひます から。」 

「ぢ や、 洋鼓は n: 本ぢゃ 駄目な もんかな。」 

「さう 云 ふこ とんない でせ うね。」 

は ひ  いひす て 

「まあ 風呂に でも 入って ゆっくりなさい。」 關 口 は 一一 一一！ I 棄て 出て 行った。 

後で 二人 はまた く 沈 默に陷 ちて ゐた。 海に は 風が 少し 出て、 打に は 白い 泡が 立って ゐた。 

風呂に 入って から、 やっぱり 洋服 を 着て 下へ おりたと W 心 ふと、 海岸の 方へ づん づん 歩いて 行く 

隆 夫の 姿が、 しばらく 松原 蔭に えたが、 そのうち 何處へ 行った か 砂-化の 陰に 見え なくなった。 


幾 乃 も 無意識に 後 を 追うて 松原の 小徑を 拾って 行った が、 何だか 胸が わくわくして. E 然に 顔が 熱 

つて 來 た。， 刃 論 夫に 對 しても そんな やうな 氣持 はあった が、 I- 取 初から 隔意の ない 異性の 友 逢と 

して、 鋭し み を もつ ことが 出來 たので、 女が：；！ IH^ ろ に 感ずろ やうな^ 恥と か惱 みと か： -ムふ もの 

はなかった。 荒川と更め て，^|!:1:::-してからは、 殊に 隆 夫と 英夫 とに 對 すろ 意 II が 分明 二つに 分れて 

來 たやうな 氣 がして、 夫に は 今迄よりも  ー& 3 狎狎 しい 心安 さ を 感じた と 同時に、 if 夫に は 新し 

い 愛敬と 不安の 念が 湧く のであった。 

寂しい 砂 の おに、 敬虔な 表 をして 蹲 sie つて ゐろ隆 夫の 姿が 不意に： H についた。 幾 乃 は 遠に 

物に 怯えた やうに 立 練んで しま. つたが、 後 へ 引返す こと もで きなくて、 そろそろ 傍へ 寄って 行つ 

た。 

は ザ 也 波が-: 咼 かった。 風が 時時 輕ぃ砂 を 捲 揚げろ ので、 それが 脛 や 顿に當 つて 痛かった。 

「贵方 そんな 處にゐ らした の。」 と 幾 乃 は聲を かけた が、 何-たか 狎狎 しい n を 利いて 輕 蔑され はし 

ないかと 云ふ氣 がした。 

降 夫 は 大きな 自然の 底 ふかく 吸 込ま れてゐ たやうな 心な、 遽 に喚覺 された や う に寂し ぃ！^^、 を 

浮べて、 そろそろ 起ち あがった。 

「何だか， おしい 傑です ね。 贵女 はずつ と此處 にみ ろんで すか。 - 
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「當 分ゐる だら うと m 心 ひます けれど、 でも 何うな ります か、 唯今のと ころ 私の自 出 にも 參らな い 

ので ご ざ いますの つ」 幾 乃 はいくら か 心-: M い 劇 子で kr 、た。 

「何う してです か。 降： 夫 は 底 光の すろ 目に 微：^ >K を はべて ゐた。 

幾 乃 は、 「え ごと： 一 K つたき り、 S 虚な S を 海 S はう へ やって ゐた。 

「巾； W 女に は 荒 川さん と 云 ふ 立 なお 父さんが おありで せう。 どうして 町 H さんと こに ゐ ろんで す 

か。」 隆夫は 率 S に 訊いた。 

「 それが 然 うは 行き ませ ん。 ：？^ い をり から 世 &i に な つ た お 父 母 の 關 係が ご ざ いますから。 それ こ 

そ隨 分， お 雜な關 係なん でございます。 つい 近 ぬまで 私 ^にも 知らな かったんで ございま すけれ 

ど：： かう して ゐても ：！： 時^ 父母 S 方へ 返されろ か 知れません の。」 

「まさか そんな 事ないで せう。 贵女 さへ 歸ら ない：； 取で るたら。」 そして 彼 は そろそろ 砂山 を せり は 

じめ た。 ぉ松がひょろひょろ^^ぇてゐたり、 防風 林が 風に 戰 いて ふたりした。 は： 111 つて^ 腿 ひ 

であった。 

な - - 

「此處 に 何し てゐ るん で す の 。」 

「この .5 町 出さん の 夫人に ；^^5學な ど敎 へて いただいて をり ます けれど、 私 不器用で すか ら 駄 m で 

ございます。」 


「B なぞ 敎 はって、 1 すろ です かね、 やつば り 外 春の 夫人に でも 仕立てろ つもりです 力ね。」 

「え：： 私 文 藝の方 を 少し 嗨 つて ゐろ ものです から、 敎 はっても 損 はないだ らうと m ，します けォ 

ども、 § にしても 小說 なぞ 請む までに は、 なかなか なんで ございませう。」 . 

「さう でもない でせ うがね。 失禮 だが、 贵 女お 幾 歳？」 と、 隆夫は 彼女 を 振 顧った。 

たと I じたよりも、 it くて きばき した、 g となく 手堅い 感じの す禽 たと 幾 乃 は 思 

つ 1。 勿お 彼 は英 夫と 同じく らゐ の^ 輩ら しかった が 是と云 ふ 洋行 费の 出途 もなかつ たので、 相 

t-,,..^ はして 來 たらしかった。 そんな 點 では、 英 夫より は遙に 大人で もあった し、 親り が ある 

やう にん 感ぜられた。 

幾 乃 は颜を 紅く して、 默 つて ゐた。  . 

「費 が 好きなら、 K を やったら 何う です。」 

「そんな こと を へた こと も ございません けれど、 沖 J も駄 0 でございます。」 

「貴方 は ^ でも 駄目です な。」 隆夫は 笑った。 

「それ ぁ藝 術の 境地に も 色色 あろんで すから、 一概に 駄目 だとば かり も 言へ ないです よ。」 と、 隆 
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ろ。 女が 女と して きろた めに、 結^す ろので はなくて、 結婚す ろが ために 產れ たり 敎疗 された 

りして る ろんで す。」 

「え、 私な.； て、 〔； i 姘 なぞと いふ こと 考 へて； たこと もな いんです けれど。」 

r 贵 方も^ 裕 期です ね。」 

「もう 迎 いくら ゐ で ござ いますの。 でも 矢 張 何た か 可 恐し いやうな 氣 がして るます わ。 そ S .^^M 

それぞれ 

さんが 失 夫， 冢庭 へ牧 つてお しま ひな さろ の を兑 ると、 いつ 迄 も^り で ゐ ろ の が 寂し いやうな ね、 

それ こ そ 可 笑 しいんで ござ います。」 

「二十 一 ぐら ゐで すか。」 

「え、 まあ — 」 

「母 は： 1： だか 中：：：： 女の^ をして ゐ ました。 やっぱり：^ お 姘談の  一！ ti だつ たんです。」 隆夫 は平斌 らし 

く、 しかし 熱 的な n 調で 一一 B ふので あった。 

「 し かし 中：" 女と はま-た 昨今のお 知合です からね 。」 と、 隆 夫は獨 語の やうに 一一 一一； I つて ゐた。 

幾 乃 は 胸が どきどきして 來た。 

1 一人 は それから 少し を 散歩して ゐた。 


四 

その 逸から はちゃう ど^ 莊の 洋室の 廊緣 が兑 えた。 そして ふと 氣が ついて 見る と、 英夫 がいつ 

の 問 にか 來 てるろ と：：^ えて、 手招に 倚り かかって 次第に 近づいて 來る、 幾 乃と ii 夫の 親しげ な 姿 

を見迎 へて ゐ るら しいので、 幾 乃 ははつ と 思って、 降： 夫から 少し 離れろ やうに した。 

「英 夫さん が 來てゐ ますね。 あれ 然 うです よ。」 幾 乃 は それとなく 敎 へた。 

「さう です か。 紹介して 下さい。 私 逢った ことありません。」 隆夫 は應 へた。 

「え。」 と 幾 乃 は 答 へ たが、 自分が 適當な 紹介者で はなさ さう に 思 へ た。 

すろう ち英 夫の 姿が 室內へ 消えて しまったと ふと、 二人が 近づいて 行った 時分に は、 廊緣の 

椅子に 横向に 腰かけて ゐろ 奥山の 姿が 目に 着いた。 幾 乃 は 急に 賑 かにな つた やうな かした が、 

英 夫が 奥山 を つれて 来たの は、 一 極の 示威運動 だと W 心 はれて、 餘り i ぃ氣 持が しなかった。 でも 

降 夫が ゐ ろので 心強かった。 

「ぉ歸 りなさい まし。」 と、 幾 乃 は 英夫ゃ 奥山に 挨拶 をして から、 爲方 なしに、 隆夫を 二人に 紹介 

した。 

「この 方が 原 £ さんで いらっしゃいます の。」 幾 乃 は 汗ばんだ 額に かかった 毛を搔 揚げながら、 少 
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し 刹 子 は づれに 曾った。 

奥山 は 1^ 近に 一 度^夫の^^を13-に行って逢ってゐた。 

「今贵 方の 啤 をして るた ところです よ。」 と、 奥山 は ^子 を 離れて、 親しげ な 辭を隆 夫に かけた。 

降-夫 もちよつ， と 顔 を 銀め た。 

「さう でした か。 贵 方と はもう お近づきに なつたん でした ね。」 

「奥山が 莫迦に 贵 方の 畫を諧 めて ゐ るんで す。」 と英夫 も. 兀； m らしく、 「私 はま だ拜兑 しません が、 

そんなに 好 いんです か。」 

「さあ。」 と、 隆夫 は： Z をば ち つかせながら、 闲 惑した やうに、 「私 は 私の 藝術を 一:^ じて ゐ ろんで す 

けれど。 共鳴して 下さろ 方が あれば 非 に 有難 いんです。 ^がお 好きで したら、 ^：：：；方もどぅぞ 一 

見に いらして 下さい。 ffilM で：：： ていた だいた 方が 却って 好 いんです。 それに 持 出しても 迚も 駄 

M だら うと 5j つて、 出さなかった もの も 少し は あるんで す。 - 

「ぢゃ 今度 一 絡に 行か うぢ やない か。 幾 乃さん も 譜美者 S 一人 だから。」 英夫は 幾 乃の 顔 を：： 儿た 

が、 ：央に その 目を隆 夫へ 移して、 -， 

「私 は 御^じで せう が、 商人です から、 藝 術なん か 解りません が、 好い もの は、 矢お 好い と m ふ ひ 

ますな。」 


「まあ 何と 一一 n つて 可い かな、 とにかく 好い 氣 持の もの だよ。」 奥山 は" おりで： S いて ゐた C 

それから 少し W の 話が つづいて るた が、 英夫 だけ は 始終 憂， な 顔 をして、 幾 乃ゃ隆 夫の 態战に 

注目して ゐた。 彼 は 强ち示 成 運動の ために 奥山 を 咬 かして 來た譯 ではなかった けれど、 最近の 絵 

緯 について 彼の 批判 を 仰がう として ゐた。 隨 夫が ここへ 來てゐ ようと は 夢にも 思はなかった。 彼 

は 何となく 心が 萎縮した やうに 感じた。 彼 はいらい らしい 氣 持を强 ひて つけよう として、 十 上 

の 呼 鈴 を述に 押してみ た。 

女 巾がないで やって 來た。 

「おい、 お 客 さまが あろのに 何う したんだ。 麥酒 でも 持って こない か。」 

, 降夬も 奥山 も、 ちょっと 腿ハ ざめ たやうな 顔 をして ゐ たが、 する うち 叉 一 一人で 藝術論 を 始めた。 

幾 乃 も それに 耳 を倾 けて ゐた。 

「荒 川さん が 来て、 货 女の 身のう へに ついて、 何 か 取 極めて 行つ たんです か。」 

英 夫は麥 酒が 來た とき、 幾 乃 も 手 傅つ てコッ プを頒 けたり 佝 かして ゐる汐 を 見て、 話しかけ 

>  一 0 

「いいえ。」 

r ぢゃ、 贵 女の， # のうへ は M に 何とも 解決が つかな いんです ね。」  一 
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それ 

「え、 少し はそんな お 話 もあった やうで したけ， れど、 北 ハはづ つと 先へ 寄っての ことなんで ござい 

ませう から。」 

すると 其處へ 奥山 も 椅子 を もって 來て、 K 于ダ 手に しながら、 

「昨日の 晚 あな-た 來れば 可かったです な。」 

「え え： S ひた かったんです けれど。」 

「もう； さんと 懇意に なって ゐ るなん て、 贵女 もなかな か 社交家です な。」 

五 

幾 乃 はらら と 奥 山 を r や；；^ したが、 

「あら、 あんな 事 を 仰お つて、 偶然なん です わ。 眞實。 それ は- さんが 御存じです。」 

「K です か。」 と、 隆夫は 苦笑して ゐ たが、 彼に はこの 場 の 氣 分の 解らない こと もなかった。 そし 

ふきだ 

て 凰 面目な s^is で、 然し 一 寸喷 出し さうな 口元で、 

「實 はき 村さん に 初めて 上野で お にかかった 時、 祌 2^ さんのお 嫁さん だら うと 想像して ゐ たん 

です。」 

「ああ、 さう。」 と、 奥山が 笑 ふと 他の 三人 も 笑った。  ， 


「しかし はづれ てもゐ ません な。」 と、 奥山 は附加 へ た。 

「さう です か。」 降-夫 は 不安の 色を泛 ベて 正直に 幾 乃と 英 夫の 顔 を 兌た。 

「喊 です よ。 しと、 英夫は 打消して、 「それ こそ 此の 人に 迷惑です。」 

「あら、 私より $3； 方が 御迷惑で すわ。」 幾 乃 は 押 返す やうに 言って、 つい と^子 を 離れて 廊緣の 方 

へ 出て (仃 つた。 

英夬は m め ひがけない 幾 乃の 態度 を兒 せつ けられた やうな 氣 がした。 勿論 一 一人の 友情に 戀愛關 係 

はなかった としても、 それに 劣らない 好意と 親しみ を もって ゐ たの は 事實で あった。 姉の 態度 や、 

自分の 素性 を自覺 した ことな どから、 あれ 程 自分に 傾倒して ゐる 彼女の 心機が 一 轉 したと して 

も、 今の やうな 態度 を 取る やうに すろ 最近の 動機に は隆 夫と いふ 新しい 友達 を 除外す る こと は 出 

來な いと はれた。 それにしても 隆 夫の 藝 術な り 人格な りに、 それほど 幾 乃 を惹き 着けろ 力が あ 

らうと は 今；^ に；；；；^ じられ なかった。 

「 幾 乃 さん に そんな 立派な 藝術を 解す ろ 力が あろの かね 。し 英夫は 不思議 さう に 奥山に 訊いた。 

「いや 然し、 或 程度まで 解ろ だら うよ。 それに 優れた もの は、 多少 頭腦の あろ ものなら、 誰が 兑 

たって 解 ろんだ からな。」 

「解ろ やうです よ。」 と、 降 夫 も 率直に、 「他の こと は 交際が 淺 いから 知りません 1? れど、 霜 は 解る 
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やうです よ。」  . 

英夫 は、 「さう かな。」 と 云 ふ 風で n を隆 夫に 兑 する； てゐ た。 

「始終 色の 作品に 接して、 鑑賞 服の 肥た 人より、 却って 幼な^ 人に 鋭 被な 感じ 方 をす ろ 人が あ 

ろので、 驚か-され ろの は 珍しくないです よ。 さう 云 ふ、 解らない.^ の は 全然 解らない が 好きな も 

のとな ろと 父 奠迦に 好きに なって しま ふやう です よ。 食物に 對 しても、 さう 云 ふ 偏った t:- 好 を も 

つ た 人が あ ろ ぢ やない で すか。」 隆夫は 說 明した。 

• 「殊に 女に それが 多い やう だね。」 

「 言 つてみ れば、 矢 つ 張 幼稚な ん で すな 。」英 夫 は 安心した や う に 言 つ た。 

際 失 は それに も ； lS 弊が あろと 云 ふ nz つ き だ つたが、 微笑 を 浮 ベ たきり で默 つてる た。 

「sr か 描け さう です ね。」 彼 は 少し 問 をお いて 言 S した。 「私お 勸 めしたん. です けれど：：。」 

「それ あ」 可い かん 知れません な。」 と、 英.： 人 も 焚 成の 意 を 表して、 「何 かやりたがって ゐ たんです か 

ら、 都-によ ろと 卞！： によって 0 巳 を： 15^ 出す ことができない とも 限りません よ。 その他の ことで は 彼. 

の 女 を滿 足させる もの はない のか も 知れません よ。 戀愛 とか 結；^ とか、 齊 通の 女の^へ て ゐろゃ 

うな こと は、 總て駄 E の やうです から。 それに 物質 愁 もな ささう です。 お 物 や 持物な どに もです 

ね。 不 議に享 樂：： ^分の 乏しい 女です から。」 


「 さ う 云 ふ 家 に つ た 故 だ ね 。 ぁ の 無趣味な ァ ィ ス の 家庭 の こ と だ か ら ね 。」奧山 も IK つ た 。 

ききと が 

「アイスって、 それや あの |_ 焚 父：^ のこと です か。 jt: 失 は^ 咎めた。 

さすが 

「しかし 幾 乃さん は、 まろで^^-父：5とは沒交渉です。」英夫は有|^に辯謹しなぃではゐられなかっ 

た。 

「實際 そんなと ころ は、 少しもな いんだから ね。」 

幾 乃 は廊緣 から 下へ おりて、 席 を 避けて ゐ たが、 少しして から 叉 上って 来た。 

隆 夫と 奥山 は 東京 へ 歸 ると 言 つて ゐ たが、 晚の 食事 後 も 話が は ずん で、 その 上 篩 を 漏れた や う 

な n の 光が 朧 ろに iii して、 美しい 靜 かな 夜であった ので、 共 まま 別れろ のが 惜しかった。 

だいぶん 

幾 乃 は 三人の 食事が すんで 大分た つてから、 不斷 食事 をす ろ 別の 食堂へ さが つたので あった 

てうし だか  から 

が、 その 問に 今まで 調子 高に 話して ゐ た洋窒 を签 にして、 三人と も 月夜の 海岸へ でも 出て 行った 

しめ  ヅェ ランタ いだ じき  あたり しん  ゆる 

らしく、 肅ゃかな月影が^11く廊緣の板敷ゃ^子戶を照してゐた。 g: 下 は 森と して、 ： が S 昔が 弛い 

旋律 を 以て 絶え絶えに 聞え ろ だけであった。 

すろう ち 彼女 も 庭 口から、 ^£邊へ出て行った。 そしてしっとりした夜氣を胃し.^^がら、 三人の 


.  三 六 二 

姿を搜 して ゐた。 で、 明りの さして ゐろ 右手の 或 旅館の 建物の ある あたりの 海岸に、 黑ぃ 影が 三 

つば かり 動. いて ゐて、 K の 火の 散ろ のが 微かに e: についた ので f その 方へ 行かう とすると、 其の 

影 も i 方 を 見たら しく、 「お！ い 。」 と 言 つて、 聲を かけろ のであった。 

み  ま 

幾 乃 はすた す-たと 歩いた が、 その 中の 一 つの 影 だけが 看る 間に 仲 ii を 離れて、 こっちへ 來 ろと 

同時に、 二つの 影 はずん ずん 先へ 行って しまった。 そして 近づいて みろ と、 孤立した 一 つの 影が 

英夫 であろ ことが 判明した。 幾 乃 は 何となく 子供ら しい 淡い 失望 を 感じた。 

「皆さん は。」 彼女 は 少し 息 を はずませながら 追つ いた。 

「今 來る でせ う。」 と 、英夫 も 空虚な 返辭 をして、 「少し 塞い から、 僕は歸 らうと 思った ところです。」 

「でも 好い n 夜ね。 私 こんな 晚が 大好きで すの。」 

そして 一 一人 は そろそろ 動き 出した。 

「隆 夫って 人、 案外 素朴な sf^ だね。」 英 夫は言 つた。 

「え、 さう。 ちっとも 虚飾がない わ。 華族ら しい，： €悛 さも 藝術 家ら しい 氣取 もなくて ね。」 

「僕の やうな 白痴な 人 Si は、 一 絡に 話して ゐ ろと、 何だか^の 底まで 見 透され ろ やうで 氣 味が惡 

くな ろ。」 

「そんな ことないで せう、 まさか。」 幾 乃 は 皮肉 を 言 はれて ろ やうで、 ちょっと 厭だった が、 打消 


す やうに (H つてお いた。 

「して 兑 ろと、 女 は 割合 大膽な ものだね。 あの 男と すぐ 近に なれろ なんて。」 

「私の 方で そんな はち つと も考 へな しなんです けれど、 原 m さんの 方で 巧く 調子 を 合して 下さ 

ろから Ik- いんで せう ね。」 幾 乃 は 謙 適した やうに 一一 一：！ つて、 

「でも そんな 可； m ぃ人ぢ やない わ。 奥山さん だって 平氣で 話して いらっしゃ るんで す もの。.」 

「あれ は？ 1 とで も ああ だよ。 職掌 柄爲 方が な いんだ 。」 

あらた 

「さう でせ うか。 それ あ 私 も 原 ffl さんの 前へ 出ろ と、 ちょっと 更 まった やうな 氣 持に はな るんで 

それな に  かま 

すけ れ ど、 廿； ハだ つて：！： も：： 自分の 缺點な どい くら 見ら れた つ て 介意 はない と 云 ふ氣で ゐま すか 

ら。 それに あの人、 そんな 人-ちゃな ささう です わ。 好い ところが あれば、 それに も 人  一 氣 のつ 

く 聰明 を もって ゐ ら つし やる に 違 ひな いんです から 。」 幾 乃 は 心 か ら 譜 美す ろ や う に 言 ふので あつ 

た。 

「さう か 知ら。」 と、 英夫は 不服 さう に いた。 

「そんな 立 派な 人 問 か 知ら。」 

幾 乃は默 つて 了った。 

「幾 乃さん の やうに、 ニー 度 逢った ばかりで、 さう 頭の 天邊 から 足の 爪先まで 好きに なれろ もの 
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かな。」 

幾 乃 は 紅くな つた。 

「そんな 譯ぢ やな いんです けれど：： 私 ま た贵 方が 何う し て、 あの人 を そんなに 氣味惡 が つてい 

らっしゃろ ん_ だか 不思議の やうです わ。」 

「僕 ああ 云 ふ 冷い 男 嫌 ひさ。 理智 一；^ のね。」 

「さう でせ うか。 私さう は 思 ひません けれど。」 幾 乃 は 沈んだ 調子で 眩いた。 

一 一人 は 無言の ままし ばらく 動いて ゐた。 

暫くす ろと 英夫 はま だ ま だ 云 ひたい ことがあ ろと；； ム つた 風 で 、 

「しかし 僕 はかう 云 ふ 人 Si だから、 言 ひたい こと は 何でも 言って しま はなければ 氣が濟 まな いん • 

だ。 ^に對 すろ 貴方の 態度が 最近 變 つて 來 たこと について 實は不 m 心議に m わって ゐ たんです が。 そ 

れん 姉に 制 肘され てゐ ろの なら 仕方がな いと つて ゐた ところ、 今 初めて その 動機が！： つた や 

う な ^が す ろんで すね。 贵方は 自分の こと だから、 僕よりも 明瞭に 判って ゐ ろに ゆか  1 ひない 。」 

そし て 彼 は 幾 乃の 返事 を 促す やうに、 少し 問 を. f? いてみ たが、 幾 乃 は 直. ぐに は 返事 もしな か つ 


た。 さう m 心 はれても 仕方がな いやう にも へられた が 今と なろ と 迷惑に も 感じた。 

「何う： ム ふんだ か、 は 明晰 知りたい と E 心 ふ、 幾 乃さん の 心 持 を：： まさか 一 度 や 一 一度の 馴染で、 

直ぐ 一方へ 惹 着けられて：；？ くやうな 輕 佻な 貴女 でもない だら うと 思 ふんだ けれど：： それとも 荒 

川さん や 姉の 間に、 何 か さう 云 ふ 話が あって、 贵 女が それに 服從 しなければ な ら ない ことにで も 

なつたん ぢ やないで すか。」 

「いいえ、 そんな 事 ございません。」 幾 乃 は 分明 答へ た。 

「ぢ や？ ゆに 中 S 女と 原 と、 一 一人の 間の ことなんで すか。」 

「です け れど、 原 田 さんと 私と の 問に 、何も そんな 秘密め いた ことの あろ 现， E はな いと m わ ひま す。 

私藝術 家と し て あの方に 尊敬 はもって る ま す け れ ど、 贵 方の 仰ろ や うな 特別な 事情 は 一.. ,> ざ い ま せ 

ん のです から。」 

さ  すつ 

「然ぅ 一 百 はれれば、 僕から 抗議 を 申込む 餘地 はない ことにな ろんで すが、 一 二度 逢 つた だけで 悉. 

皆 その 人の 藝 術に 傾倒して しまう と 云 ふ t  ,1 とが、 已に 僕に は 不思議で ならな いんです。 勿論 そん 

な , J とも 全く 無い と は 言 へ ない が、 貴女の 場合 は 單に藝 術に 惹 着けられた ば か り ぢ やな いと 川し< 

ふ。」  . 

「それ ぁ然 うか も 知れ. ません わ。 藝 術と 人と を 切 離して 考 へろ こと は闲 難で せう から。」 
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「それば かりなら 可い け れど、 方 は 寧ろ 原 m と いふ 名 や、 洋行 f の 藝術家 だ と 云 ふ 外. 向 的な 

ものに、 眩惑され て やしない かと S 心 ふ。 勿論 それに も 女と して は 無理 もない 動機ん あろで せう。 

金貸しの. f:a 村の 娘から、 一躍して 外務大臣の 令嬢と 云 ふ 地位に：： 升った のです から、 贵 方の 氣 持が 

1 氣に 飛躍 七た の も 然かも 知れないで すよ。」 

「そんな：：」 と 幾 乃 は 驚いた やうに 一一 ョ つたが、 ロ惜 かった とみえて、 其 まま 默 つて 足 n 十に 歩き 

だした。 

「あなた |！ つたんで すか。」 

「いいえ。」 

二 右し ハ？ -に さはった のなら、 僕 はお わびし. ますが、 しかし 僕 もです ね。」 と、 英夫は 少し 聲を 潜め 

て、 「僕 は 今までの 贵女を 信じて、 自分と して は 忍びない こと も 忍んで ゐ るんで す。 芳 枝の 離婚 問 

題に 最後の 解決 をつ けた 僕の 心 持 も、 貴女に 十分 知って もらへ ろ 苦です。 勿論 芳 枝の 心 は 子供 を 

亡して から、 渝 つて 来ました。 弱くな つても みたし、 寂しく も 感じて ゐ たらし いんです。 しかし 

よ， ひかへ 

僕 は あの 女 を W び 家 へ 呼 返さう と は m 心 はか つたんで す。 それ は 僕に は贵 女と いふ ものが あろと 信 

じて ゐ たからです。」 

「 さう で すかね。」 と、 幾 乃. は 苦し げな 聲で 、「それ は 私 も 御 问 情 は して ゐた 積です けれど：：^ の 


爲 めに 北ハ のお 話が さう 云 ふ 風に 解決され たと なれば、 共 こそ 心苦しい 譯で すわ。」 

「中； 01 方 はそんな 積ぢ やなかった と 言 ふんだら うけれ ど、 僕が いくらお 人 好な rafr たからと いって、 

さう 分獨り で 好い 氣 にな つて ゐられ ろ 維：： もな いぢゃありません か。 確かに 貴女の 氣 持が 變 つ た 

ん です。 一度 は 僕の ものであった 中 M 女の 心が、 原 S へ 移って 行った に 遠 ひない のです。」 英夫は ひ 

どく 興 i 纩： して 來 たと 同時に、 聲 まで 顫 はして、 

やれ 

「共 を さう でない と 言 ふの は、 食 女の 强 辯に 過ぎな いんで す。」 

はら どた  おち 

幾 乃 は 寧ろ 腹 立し くな つた。 勿論 哀感 的に 陷 いり やすい 今日 此 頃の 自分の 氣分 のこと だから、 

その 場合 場合で、 何 か 甘い 戀の 囁き じみた- 辭が、 EI から 出た かも 知れない けれど、 おい 志の 

會話 だから 夫は爲 方の ない こと だと 思 はれた。 言 ふまで もな く、 英夫を 懐かしい と m 心 ふ 心 は あつ 

た。 がそれ とても 芳 枝の 代りに、 彼の 家庭へ 入らう と 云 ふやうな、 そんな現實的な^^ノニじはなぃ 

の は 解， り 切った ことであった。 總 てが 誤解 だと S 心 はれた。 

おつし  なん 

「さう 仰 やられろ と、 私 何ともお 5«1 へのしょう も ございません です けれど、 サ し 私の 言 ふこと に 

然ぅ いふ 意味に 取れろ やうな ことがありました のなら、 私の 無 m わ 慮から 出た こ， |j ですから、 お詫 
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それ 

します わ。 そのために 友情まで 破壞 されろ やうな ことがあろ としたら、 夫 こそ 悲しい ことです。」 

幾 乃 は 澄 切った 聲で 言った。 

「お； ff^ なんて：： そんな、 そんな ， と を 僕は贵 女に 强 要し てるろ んぢ やな いんです。 义贵 女を實 

めて ゐ ろんでも な いんです。 人 問です もの、 女です もの、 それ ぁ氣 分の 轉化 ぐら ゐは 誰に も 免 か 

い ひ は 

れ ない ことです。 ただ贵 女が さう でない と 言 張ろ から：：」  " 

ほんた i  お ぼ 

「 私： s„¥ つ ござ いました。 眞實に 私覺 えの ない ことです けれど、 贵 方に さう m 心 はれ ろ や う な 態度が 

あつたと すれば、 私申譯 のない こと をして ゐ たのです わ。」 

やつ ぼり 

「ぢゃ 矢 張 僕の 誤解です か。」 英夫は ふやう に 言った。 

幾 乃 は 悲しげに 默 つて ゐた。 

「 それで は 原 m 君に 對 すろ 感じ は：：。」 

「あの方に だ つ て 別に . . . • 今 も 申 上げた 通り です わ。 それ は 人が 遠 ひます から、 感じ も異 ひます 

けれど。」  . 

「戀 愛でない と 明言で きろんで すね。」 

「そんな こと ございません わ。 今の sr」 

それ  なに 

「それなら 夫で 明瞭です よ。 僕 もこの 上もう 何も 言 はない ことにし ませう。 ただ 一 っ^いて おき 


たいの は、 荒 川さん や 姉の 意思が、 今 云った 僕の 希 5:.^ と 一致す ろ 場合が あったら、 中 W 女 は 僕の 方 

へ 来ても 可い と 思 ひます か。」 

なん  ねえ 

「でも、 私 何とも 中し あげられません の。 それに 贵 方のお 姉 さまに しても 荒 川に しても、 結婚な 

ぞと云 ふこと は、 本人の 私に ー應 11 いてみ なければ 極められない ことです から、 私 まだ 吉 村の 養 

父母の 手 さ へ 滿 足に 離れて ゐな いんです もの、 結婚な ぞい ふこと にな れぱ、 あの 人達 を 除外す る 

譯 にも 行かない だら うと 思 ひます。」 

「それ も然 うです ね。」 英夫も 祈れて 來て、 「ぢゃ 僕 は それで 滿 足します。 渝ら ざろ 友情が、 いつも 

僕の 上に あろ もの だと m 心って、 滿 足します。 僕は芳枝を失って：：それは«^1に取って大した損害 

でもね 傷で もなかったです けれど、 餘り 好い 氣持 はしな いんです。 其 上 女 を 失って は 眞實造 切 

れな いんです。」 

ほん fc-,, 

「それよりも、 私芳枝 さんの 愛 を 復活な さろ こと を 心からお りして ゐま すわ 。」 貴方が 墓實 に 愛 

してお 上げに なれば、 あの方 もき つと 幸福に お 成ん なさろ でせ うと m 心 ひます。」 

「僕 だって 芳枝を 憎んで やしま せんよ。 十分 理解して ゐろ r|2 です。 しかし 一 曰； あんな 風に なって 

ひざ まづ 

しまったん ですからね。 僕 は 今更 かの 女の 前に 錄 かう と は m 心 ひません よ。」 

「でも、 し寬容 的な 氣持 になれば、 何でもな いこと ぢ やな いんで せう か。 人 問 は.^ しも 弱 いん 
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です もの、 優しい 一 w#. 力 を かければ、 皆な 子供の やうに 懐いて くろんで すわ。」 

「その 妥協が 僕に は 出來な いんです。 我 俊と； 一一 一 n はれても 仕方が ありません よ。」  . 

「でも 少しぐ らゐの こと は 犠牲に しても、 お 冗の 幸 幅に なろ ことで したら、 餘 計な ことです けれ 

ど。」 * 

「 それ あ 有難い です けれど、 そんな 友情 は 貴女に 望み たくないで すね。」 

二人 はいつ か 家の 近くへ 來てゐ るのに 氣が ついた。 そして 夜の 濕氣 で、 115 ゃ袂 がしつと り！！！ れ 

てゐ ろの を 感じた。 月が もう 隱れ てゐ て、 松原： は仄. 暗かった。 

歸 つてみ ると、 奥山 も 隆夫も 先へ 歸 つて ゐた。 

夫人の 要望 


八洲 子 は その 時分、 荒 川の 方で 少しお 話したい ことがあ ろが、 若し 柬京 へお 歸り になったら、 

1 寸 電話で 知らして 戴きたい と 云 ふ 手紙 を 受取った ところで、 急いで 出京した のであった。 


英 夫と 幾 乃 を 別 莊に殘 してお くの は 不安であった けれど、 關ロも-^：？てゐろことだから、 問逮も 

いれちが 

ないで あらう と 思った。 で、 その 車 を關 口によ く賴ん でお いて、 ちゃう ど 隆夬と 入？？^ ひに を 

出た のであった。 

八洲 子 はもう おい あ ひだ 町 W に絕 して ゐた。 勿論 初め から 理想と して ゐた 良人ではなかった 

けれど、 その 動機が まだ 歳の 若かった 共 頃の 無 思慮と 輕 率から 來てゐ たにしても、 彼の地 位 を 築 

き あげろ ことに は、 可也 やきもき もした。 町 田の 官界に 於け る 初期の 生活 は、 彼の 結婚に も 劣ら 

ない imtl^ しい 幸福な もので はあった けれど、 器 は 小さかった。 そして 佝 時の 間に か當然 落-おくべ 

きと ころに 腰が 据 つてし まった。 

人の 運命に 連れて、 八洲 子の 生活 も、 とかく 燒 みがち であった の は、 是非の ない ことか も 知 

れ なかつ たが、 餘り に も 多くの 夢を兒 て ゐ た 自分の 生涯 も、 ， J れで 漸次に 一お 減に 近づ くの かと 2 心 

ふと、 ^りない 寂し さ を 感じた。 その上 町 m との 距離が ijf と共に 遠くな つた。 愛 も 次第に 冷めて 

行った。 子 俳がない からだら うと も m 心 はれた が、 一 ー人の性格から來てゐることもハ^^-へなか つた。 

それに 酒.！^ の別莊 などに おく 居る と、 まるで ts 僧の やうな 隱棲 的な 氣分 になって、 何う かする 

なみ どぐ  はか  ひた 

と 淚含 しい ほ ど H 木敢な い 孤獨の 感に 浸ろ のであった。 

そんな！ _ ザ ほな 心に、 荒 川が や S に 內閣へ 入った などと 云 ふこと は、 まろで 澄 切った 池め 水に 石が 
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投げられた やう な もので あ つ たが、 彼と の 交渉が il け て來 たこと は、 それ 以 上に も まグ が 0^0 

立た せずに はおかなかった。 

荒 川と はもう 二 鹿 も 逢 ふ機會 があった が、 心の 觸合は 微かであった。 八洲 子は不 m お g な 物 足り 

な さ を 感じて- ゐた。 

で、 東京へ 歸 ろと、 官舍 まで 電話 を かけて、 荒 川の 都 八" を 訊いて みた。 

r 何な ら 私の 方から：！^ つても 可いです が：： 。」 荒 川 は 自身 電；； 口へ 出て 一 百 ふので あった。 

「いいえ 御 忙しい のです もの、 私が 伺 ひませ う で 一. J ざ います。」 

それで 荒 川の 訪 では、 久 振で 家 內も逢 ひたがって ゐ ろから、 ^谷の 私宅へ 出向いて もら ひたい 

い ぜんな に 

と 一一 n ふので あった。 勿論 八洲 子 荒 川 夫人と は 以前 何 かの 會で 一 一 一度 逢った ことがあ つたが、 親 

しい^ をした こと もなかった C 

ん： W の 午； § に、 八洲 子 は 荒 川 を 私邸に 訪ねた。 かと 斑 像 はして みた ものの、 矢 張 幾 乃の 問題 

ではなから うかと 云ふ氣 がして ゐた。 荒 川の，：：：^ は、 身分から 一一 一； ：！ つて、 決して 和 常な ものと は 云 

それ 

へなかった が、 失で も 中 將で子 傳 であった 人の てた...' の だと 云 ふだけ あって、 十 ：！ いながらに 洋 

館 と H ナ Hi と に 別れた 相 當に大 きな 建物で あった。 

八洲 子は洋 I ^のお {If- へ案內 された が、 ^4^朴な！^〔式のもので、 装飾 も 没 風景であった。 


夫人が もな く 出て 來た。 八洲 子より 二つば かり 姉の やうに 聞いて ゐ たが、 d 軀の 若作りで、 

あった。 勿 5 君が さう § た i お 人で、 花醤 などが あつたから、 S が羅 であつ. 

「よくこ そがて 下さいました。 お て S1 失 i だとが じました けれど、 お出 下さいます と 

、ふので、 お待ち 申して をり ました。」 林 子 夫人 はさう 言って 挨^ を 取 交してから、 しみじみ 八洲 

子の § を て、  、 

『^方ちっとも御！^^^ござぃませんね。 何時も 何時もお 若くて。」 

「s でございます か。？？^ こそ 塞くて いらっしゃいき。」 八洲 子 は 手 S れ I ひな 

抑へ ながら 答へ た。 

二 

さ 少しが ぎれ たと ころで、 林 子 夫人 は i となし 盖 恥の 色を帶 びた 顔に 微笑 を满 へながら、 霄 

出した。 

「荒 川の 娘が また、 貴女の 御世話になります さう でね。」 . f 

「ま、 いえもう 行 屈き もしませんで すが：：。」 と、 八洲 子 も 投雷闲 つたと いふ 風で、 「そ 
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ん な こ と を お ^^i し な す つ た ん で ご ざ い ま す か 。」 

r.^ です か 詳しい こと は 聽 きませんでした けれど、 この頃 俺の 娘 だと； -ムふ 女の 所.^ が 判った とか 

中した ものです から、 何 處にゐ ろ-ので すと 訊きました ところ、 荒 川の 自動車に 鞭 かれた： 卜と か 

- なん  それ 

の 高^^-货の 娘が、 何でも 夫 だと か 申しまして ね、 ほんと に 不思議な こ ともあれば あろ もの だって、 

驚いて ゐ るので ございま すよ。 そんな 立派な 娘が あろなら、 何故：： 十く 何とか^ をして、 手許へ 引 

取らない の です とさう 云 ひます と、 何に 表面上 さう も 行かない の だから、 當 分のと ころ 町 E さん 

の 失 人に お； S 、けして おくの だと か 申し. ましてね、 それで は ー庞ぉ 邪魔に 出て、 凡.！ 非 木 人な 兑 たい 

もの だ と 此^ か ら 私が 申し てる ろんで ございま すの 。」 夫人 は 始終 八洲 子 の 鍵 迫 を 感じて ゐ ろ や う 

な、 一 てれ を！^ さう とすろ やうな、 いくらかお どお どした 調子で 言 ふので あった。 彼女 は 名門の 令 

嫁に 生れながら、 十六 七 時分から 頭 腦の餘 り 好くない ことが、 親 達に も 解って 來た。 從 つて 學問 

など も、 さう 仕込まれて はゐ なかった。  ノ 

「さ-つです か 。」 と、 八 洲子は 安易な 氣持 で 受け て 、「ほ ん とに 私 も 吃驚し たので ござ いますよ。 荒 

川さん にあん な 大きな ぉ嬸 さまが お 有 だと はちつ ともお じませんでした からね。 もうお 互 さま 

に、 子^と いふ ことになります と 何と 曾 はれても 爲 がない ので ございます けれど：： 無け ゎぱ 

ないで： 河んで るろ のです が、 ああ やって 立派な ぉ续 さんがお ありに なって 見れば、 矢 張 其 ままに 


も してお けない といった やうな もので ございます わね。」 

「荒 川 も 書生 時代に は 何 をして をり ました か、 ニ十年.^前の ことですから、 今と なって は 私ん 何 

とも 巾さない つもりで、 ^^せ父母の方のぉ話が圓く運びさへ すれば、 今日に でも 手許に 引取って 私 

が 面倒 を 見て やりたい と E 心って をろ ので ございま すよ。」 夫人 は 又 子^つ ぼい やうな 口調で 言 ふの 

であった。 

「然 やうで ございま すね。 何、 つか 巧く お 話が つけば 可う I.  /さいます がね。」 

すろ と 林 子 夫人 はみ-に 聲を 潜めて、 

「その子の 母と 一ぶ ふの は、 何 處に何 をして ゐ ろんで ございませ うか。」 

「；； ^じません の、 私。」 と、 八洲 子 は 生 A 面目な 表情で 答へ た。 

なつ 

「その子 は 可愛がったら 私に 懷 きさう でせ うみね。」 

きっと あなた  い  »  I  >  3  - 

「それ あ 刑 巧な お嬢さん ですから 急 度 貴女のお 氣にス ろ だら うと ます けれども 仆とレ つて 

ももう 一 一十から になり ますれば、 相當に 自分自身の 考へも ございます ものです から。 まあお； 5^ 力 

う 云 ふ 風に なろ か 知りません が、 贵方も 一 度 いらつ して 御覽 遊ばし ませ。」 

「まあ 私の 考へ では、 餘り 生意氣 では 闲 ります けれど、 ^順し い 子で したら、 みつもり 遊藝 でも 

仕込んで、 そのうちに 好い 養子で も 取 ろんで すが、 餘り經 給の 好い子. ちゃない とか 申して をり ま 

a  m  -, 一 一一 一七 五 
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した。」 

「いいえ、 夫人、 何う して なかなか： ufK しいお. M さまで ございます わ。 其に ハイカラで、 油綺 が」 

おきなんで ございます が：：。 私 も 實は幾 乃さん のこと について は、 色色 荒 川さん に！：：；？ 談 中し 

たりえ 願 ひしたい. こと も ございま すの。」 

「は、 今 H お 呼 立し ましたの は、 町 £ さんの ことにつ いて、 何 か 貴女のお へが；！^ ひたいと かき 3 

.  たぶんむ すめ 

J ので ごさい ま. ^ が、 多 〈刀 娘の こと も あるんで ございませうよ。」 

そんな 話 をして ゐる うちに、 荒 川が セルの ffif 衣に 兵 兒帶と 云 ふ g い SRI^ で、 つかつかと 出て 氷 

て、 挨拶が すむ と、 三人でしばらく^叫^^iをしてゐた。 

「何う でせ う、 町 mjjf; は 朝鮮へ 行って くれないで せう か。」 と 荒 川 は 切 出す のであった。 

朝 imi と 開いて、 八洲 子 ははつ と Et 。た。 統監 府だ とて 赏耍な 地位 も あろから、 悲觀 すろ 二 

あた 

も當ら ない 力 外交 上の 東洋 方 而は町 m の 研究 範阐 でもなかった し、 得意の 舞 求で もなかつ ヒ。 

孰 かとい ふと 事情に 暗い 方で あつ., fs。 そこへ 造られろ のが、 必ずしも 左遷の 意味で はない まで 

も、 決して 愉快ではなかった。 


われ  ： 

「統監 府 でございますね。」 八洲 子 は 我知らず 不平げ に 一一 K つた。 

「さう です。」 荒 川 は 微笑 を 含みながら、 「地位 は：！： う 云 ふ 風になる かま だ 分明し ません が、 祕誓 {tu 

それ 

なら 失禮 ながら 御 不滿も あろまい と ふが、 さう In く か.^ う 力 — ちゃうと 夫 力 、必要な のて ま 

ぁ祕書 代理と いった 形式で、 一 つ 大場大 將を扶 けて 大いに やって もら ひたいの です。」 

「左様で ございま すか。 色&御 心配 を かけまして、 相濟 まな いんで ござ いますが、 如何で せう 

か、 難 かしい こと ございませんで すか 知ら。 何せい 勝手の ちがった 让ボ ですから。 それに 大場さ 

んと は、 ，1 れ まで 交涉も ございませ ん ことで 反が 含 ひます か 如何で すか。」 八 洲チは 躊路： ：m 味で、 し 

かし，；^ 川に ffl 談 すろ やうに、 妥協の 餘地 を殘 して 言った。 

「さあ。」 と i 化 川 も 首 を 捻って ゐ たが、 「然し そんな 心配 も あるまい と H わ ひます がな。 何しろ あれた 

けの 處 ですから 少し 事情が 解れば、 仕事 は 爲„ ^いのです。 しかし 遣れば 際限 もな く 仕事が あろの 

で、 卿き ばえ のす ろ a! です。」 

「それ も 外交. ちゃありません ものね。」 八洲 子 は 歪んだ やうな nl 兀に i お 笑 をた たへ た。 

「畑逮 です かな。」 と、 荒 川 も 笑って、 「まあ 一 つお 考へ 下さい。 私 も； g ひて ぉ勸 めはしません が、 

少し. を拔 きに 一 一三 年 行って み ろ も： tsi^ く はなから うと 思 ふので す。」 

「それ も然ぅ で ござ いますね。 隨 分 (q: 詰 つて をり ますから。」 八洲 子 も H を 伏せながら-; si いた。 
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. I . -.  ど  あなた 

「私 も/ 「iffi と til ひで ちっと 何う 力と 2 心った のです が、 一 つ 貴女の 御意 数から； g つてお ハて、 

は 5  すす  ， 

費 女 力ら 乂町 WI^ の 方に お 勸めを 願ったら、 好 都 <!： だと H 心って お する やうな 譯 です。 I： うで 

す、 あすこに +  一って おいでにな るよりか、 菊 發 して 出て ごらんな さって は。 將來 のた め 決して 不 

利益 ぢ やなから うかと W 心 ひます。 現在に したと ころで、 まあ 榮踔の 方です、 外務お の 町 £ といへ 

ば 聞え たもので すが 近來の やうに 若手が どんどん 入って 來て は、 仕：？：^をする餘地がなぃと云った 

風でして な 。」 荒 川 は i ひ" „ ひと 說く のであった。 

「{是 に 恐 入ります。」 と、 八洲 子も嚴 慮な 表情で、 「何 しろ； 如. 腦も 十：； うご ざいます から。」 

「いや、 さう；； ムふ譯 でもない。 外交に さう 時代が ある 譯 でもない のです、 無い こと もない が、 町 

の 場合 は、 それ は 格训の 問題. ちゃない、 要するに 人物の 過剰から も 來てゐ る ことで...：」 

「つまり^ 化ネ なんで ございます わね。」 八洲 子 は 口元に につと； ^入った。 

し かた 

tI^-パも爲カなしにサッとなって、 n を もが もが させて ゐ たが、 そのまま 默 つてし まった。 nsG 

が ひどく おって 來た。 

「町 E: が：！： と. E. します か、 私の 考へ でお 應へ もで きかね ろ ことで ございま すから- お 話 だけ は傳 

へませ うで ございます。」 

「どうぞ 一 つ、 稜の 立たない やうに、 贵 女から：：」  . 


ほね，". り  よ 

「私から お をし ました からと 巾して、 ^に 効 も /-  ■ 一  ざ います まいが、 しかしお s,= 折の こと は 能 

く 屮閒け ませう で ござ い ま す 。」 

「どうか 然ぅ願 へれば：：」 

「或は 私が^ したために、 却って 反感 を もっか も I？ りません ので ございます。 _d 接 仰^って いた 

だいた 方が、 町 田の 氣持は 好い かと も 思 ひます が。」 

「愈愈と なれば お 話 もし ませう がま あ， h: 意 だけお 傅へ になって。 すれば 町 も、 央禮 ながら 貴 

女 に 御 相談が 容易 いとい ふ も のでせ う な 。」 

「いいえ、 なかなか 中： n: 方、 私 なぞの 言 ふこと は 取 あげて くれません ので：：」 と 八洲 子 は 沈んだ 

隱で獨！？^^のゃぅにーー；-：：った。 

「1^ 上げない とせ H つたと ころで、 私な.； てと 逮 つて、 お 互に 理解の ある 贵 女方の こと. たから、 そこ 

は 犬に 助かろ 。し 荒 川も獨 語の やうに 曾 つ て、 

「それに 町 田 君 は 私 なぞと 遠って、 ：：！ 人、 家庭 11 そんな 物に ついて 相當の 尊敬 も 注意 も拂 ふか 

ら 感心です。 車にょれば細^1;の服装の選擇までしょぅと云ふ趣味をもってゐろから可ぃ。 そこへ 
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行く と、 私な ど は 相 變らず 一例の 窮措大で、 大きな 手で 荒い 仕事 をす ろに 過ぎない。 紬^^は可哀 

さう です。」 ， 

「 そ の 方 が 性 ら し く て 可 い ぢ や ご ざ い ま せ ん か 。 そ れ で な く ち や 火 き な 仕 ^ の で き る ^.浙 遣 も な 

いんで ござ います からね 。」 八 洲子 は 大様に 鹿け て、 更に 林 子 夫人 を兑 て、 

なまじ  かきみだ 

「女 は 女の 立場が ございます からね。 愁 つか 理解 を もた う として、 お 五に 生 活 を 撥亂し 合 ふとい 

ふこと は：^ うです かね。 そ れも 氣實の 理解が あれば です けれど、 悲しい ことに はお 互に 別個の 人 

^ですから、 此方で かう 云 ふ 風に して くれたら と m 心 ひます こと も、 先の 氣 In や 性格で、 それが 受 

容 れられ ない となれば、 お 冗に 氣 拙い E わ ひ をして、 睨み つ こなして るな くも やなら な いんで ござ 

ど  だいぶんい ぜん 

います。 それ こそ：！： うに もなら ない ことです から。 私 も それ を 感じました から、 もう 大分 以前 か 

ら 態度 を かへ てし まひました。 化 一^す ろ だけ、 先の 感 iiE を 害して、 反って 邪魔になる ばかり だと 

m わ ひました から。 ね、 夫人、 女 はやつ ばり 女らしく して ゐた 方が よさ さう です わね 0」 i 

「ええ、 私共で は、 何 だ 彼 だとい つも 忙しい 體 ですから、 ，M 碌晚餐 を 一 絡に 食べた とい ふこと 

もない くら ゐ でございますよ。」 林 子 夫人 は 人の 好 ささうな 笑顔で、 「それです から、 私が 旅行 をし 

ようとお 芝居へ 行かう と、 寢坊 をしょう と 夜更し をしょう と 一 向 介意 ひません から 樂で ございま 

す。」 


「それでお おしく はない こと？」 八洲 子 は憐む やうにば， 問した。 

「え：： まあ、 亡った 父が 一為^な 氣 性で、 やっぱり そんな 風でした からね。」 

ね どこい じ や 5 

「个 ：： い +  む 代の 人 は、 家" M を寢 所以 上 に は m 心って ゐ なかった のです か ら ね。」 荒 川も^ つて ゐた。 

なに  おそろ 

「あんなの も 又 珍ら しい。 何しろ 可 恐し い 大酒 家で、 花柳 氣 分がなくて は  一 IT も 生きて みられな 

いと 一一 一一 ：1 つた 風だった からな。 それから ^；;; ろと、 私 なぞ は！？ 子 人 だね。」 

お. S お >  +* や 

「あんな こと も 追 追 流行ら なくなりました からね。」 と 八洲 子 は 一一 B つたが、 一 1= い 口 をして、 「町 田な 

一ても さう 云 ふこと は大嫌 ひな 方でした が、 家 磨に 滿足 がで きないと 兌え まして、 いつの 問に か惡 

習が 染 込んで しまった やうです ね。 それ も然 うした 女らしい 媚だ とか、 優し さ だと か 云 ふ もの が 

か  h た ま  二 11 

私に！^ けて ゐ ろから だと 思へば、 同情ので きない こと もありません が、 tgii は壞 します。」 

「ほう、 そんなに 遊ぶ です か。」 荒 川 は 目を瞎 つた。 

と しと 

「え、 まあ、 そんな 評判です がね、 年取って からの 道樂 ですから、 I 非が 深う ございます ピ 

ゆ き  あなた  . 

「そんな 事は餘 りおに しなかった が、 そんな 點 から 言 へ ば、 朝鮮 行な ぞは贵 女の ために 利 〔益 かも 

知れません な。」 

さ  どちら 

「それ ぁ然 うでな くと も、 私と しまして は、 孰 かとい ふと 實は 行って もら ひたいので ござ U ま 

ふしめ  > 

す。」 八洲 子 は 代 がちに ふので あった 
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r 贵女も 朝 へ 人つ しゃいます ので？」 林 子 夫人が 一就いた。 

「私 は 最近 他 版が 優れません ので、 町 W が 若し まゐろ ことにな りましても、 御免 を 蒙らう と 思 ひ 

ますの。 そして 一人に なったら、 少し は 何 か 世の中に 働いて みたい と m 心 ふこと も ございま すか 

ら、 今迄 はま，^ で 共 を 制^され るて ました。 町 m は 私の 世の中へ W ろ ことが、 大嫌 ひでした。 ほ 

ん たうに ml ひの 外 我意 强ぃ でした からね。」 

「はは、 それ は 意外です な。」 

「まあ 年を取つ てて、 段段 片意 地に なった 形 も 一-. y ざい ませう。」 八 洲子 は 魄 息す ろ やうに 一；； Z つ た。 

林 子 夫人 は =： を It かせながら 開 いて ゐ たが、 やがて 興がな ささう に 席 を 立って 行った。 

二人き りになる と、 彼等 は 暫く 寂しい 沈 默に陷 ちた が、 八洲 子 はいつ も 詰めて るた やうな 氣 

持が、 今 m ばかり は 不思議な 綏 和と 悲哀 を 感じた。 勿論 自分の 擇んだ 運命に 叛逆 をもづ て ゐた譯 

ではなかった けれど、 かう して 三十 年ぶりで 荒 川と 近接し てみ ろと、 その 顷 から 持 け て 來た意 

地が 一時に 融けて、 彼に 何 をか鎚 求めたい やうな 心 弱さ を 感ずろ のであった。 滿 しがたい 生活の 

ふや^ を、 今 H の 前に ありあり 见ろ やうに 思った。 


「年を取った といへば、 成程もう 三十 年 近くになります な。」 荒 川 はしみ じみ 八洲 子の 顏を 眺め 

「え、 さう です の。」 と、 八洲 子 は 寂しい 微笑な たたへ て、 I 厦實に 怠屈な 單 調な 生活 を、 その 二十 

なん  おそろ 

五六 ハ 牛の あ ひだ 送って 來 たの だと 思 ひます と、 何だか 可 恐し いやうな 氣 がします の」 

「しかし 佛 にも^く ゐられ たし、 歸朝當 時は贵 女のお 名前 も、 21^^のゃぅに輝ぃてゐたゃぅ-た 

つたから。」 

いまお ％ひ. だ 

「そんな こと も 御.： g いました けれど、 それ も 虚名に すぎませんでした、 今 憶 出す と、 冷汗 力 ：！^ ろ 

くらみで ございます わ。」 

「その. 頃 は 私 はま だ眞の 書生で、 南 歐の小 國に爐 つて、 電報の 飜譯 なんか を、 こっこつ やって ゐ 

たもので した。 私 も 人 問です から、 多少 敵 K 心 を もたないでも なかった が、 貴女の 名餘 を閒 くの 

は、 決して 悪い 氣持 はしなかった。」 

「 それ は；^ も M じでした。 あ の 頃もう 贵 方の 今日の 地位の 基礎 は出來 かかって ゐ たのです もの。 

私は氣 にして、 逢 ふ 人 ごとに 中： w 方の こと を ^ いた ものでした。 勿論 町 m の やうに 現 はれて はゐま 

せんでした けれど、 誰も 貴方の 前途 を 疑 ふ ものはありませんでした。 女と 云 ふ もの は 悲しい こと 

さ  おだま 

に は 嫉^ぶ かいもので す —— 私 はいつ も然ぅ 3 心って をり まし た —— 私 は頭腦 では、 贵 方の 發展を 
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祈りな が ら ..，> 私の 感情で は、 それ を K" おしょうし ようとして ゐ たこと は-印 はれない 事資だ つたの 

でございます。 今にも 猛然と して、 贵 方が 頭 を 擡げて 來ろ やうな 氣 がして、 私 は 始終 脅威 を 感じ 

てゐ たに？； i,l ひない のでした。 もう 其 は 迚も 免れな い ， , 一 とだと 觀念 しながら も： . . そして 然 うなく 

て はな らな い f  .> とだと！：：^ じな がら も、 私の 弱點 とし て、 それが 不安で 不安で な ら なかった ので ご 

ざいます の 。し 

「そんな 事 もあった でせ うな。」 と、 荒 川 は 優しい 微笑の 影 を n にたた へながら、 「贵 女に^ら ず、 

正直に お 白 すれば 私に も それが 布った のです。 それ は. e: 分に も不 m^^^g なくら ゐで、 時と すろ と大 

S ェで この 心が 燃えろ かと m ャ かと、 時と すろ と义 まろで 自分と いふ ものが 一 文の 愤値 もない やくざ. 

なに  いや 

な もの. S や、 つに W 心 はれて、 i 米 分が. ぐしゃり と 崩れて しま ふ。 そんな 時 はもう 何 をす ろの も賊で 

洒 や に でん れて、 滅茶苦茶に 自分 を破壞 してし まふ か、 全然 世の なか を 離れて、 山の 奥へ で 

も 入って しま ふかしなければ、 居られない やうに 感ずる。 私に は 先天的に さう いふ 弱い ところが 

あろと はえて、 柯 か仕攀 を やって みながら も、 ふいと 然ぅ云 ふ 逃. 1 的な 氣 持に 襲 はれる ことがあ 

ろ。」 

「爽雄 竹 を M らせ ば 乃ち 神仙と か 何とか 一. ムっ たや うな 氣 持な んで せう か。」 

「い— や、 そんな 大した 悟り を il いた 譯 でもない が、 まあ 臆病な 怠惰な  一 tl の弱點 が、 私に 產れ 


つきお ろん のと^ろ のが 至當 でせ うか。 失 M::」 と、 荒 川 は 首 を 1;- けながら、 「でもない。 そん 

それ  あ 

な枘 でもない 私の こと-たから — しかし 其 も あろに は 有ったら うと 5- つて ゐ る。」 

「では、 やっぱり 貴方に も 影響が あつたの でせ うか。」 

「その 癖 私 は 自分の； 連 命 を、 逸んで 取る 勇氣 がなかった。 私 は 自分の ことに かけて は、 ひどく 臆 

病であった S です。」 

「臆病で せ うか。」 八 洲子 は 不服 さう に 、「私 は さう は 思へ ない ので ござ います。 あ の 頃の 事 を 今 思 

ひ 返して H 化ても 方 仕の ない ことです けれど。」 

「さう、 私が 臆病-た と 言 つたら、 贵女 はお 喷 ひになる かも 知れない。」 荒 川 は 苦笑しながら、 「しか 

それ  お ほや  かた ちが 

し 其 は 私人 の 關 係に 於いて さうな ので、 公け のこと となれば 义自 から 現 は れ 方が 異 ふので す。」 

「それ あ 勿論 さう です けれど： ：眞實 に 貴方ぐ らゐ强 硬な 意志 を以っ て、 自分自身 を 統率し て 行 

けろ 人は鮮 いだら うと m 心 ひます。 自分の 性格 を單 純化 するとい ふので せう かれ。 何た か 批評の 爲 

様が ございません わ、 私に は。」 

「私の 鈍根で 素朴な ところが、 さぅ云ふ風にもy^ぇるのでせぅかな。」荒川は笑った。 
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「けど、 私贵方 S あの 頃の 態度が 臆病 だ つたと は E 心 ひません。」 

「 で は 门：：^ がな か つ たと 言 つたなら ば：：」 

さ  どちら  - 

「然 うです ね。 孰に しても 私に は隨分 大きな 謎で ございました。」 

「 それ は-:;::! 女の 買 被り だ。」 と、 荒 川 はまた 笑 つ た。 

「然 うでせ うか。 では 私が 瞭 病だった のでせ うか。」 

「いや、 によろ とその 反對 だった かも 知れない。」  • 

「高慢. だつ たんで せう ね。」 八洲 子 は 紅くな つた。 

「先生のお^ 話に なって ゐろ 私な どの 地位から 眺めれば、 餘り 迂濶な こと もで きなかった に 違 ひ 

き  なほ さら 

ない。 町 の やうに 融通の 利かない 猛 のこと であって みれば 尙更 のこと です。」 

「え、 それが あの 頃の 年の 行かない 私に は 解らなかった のです。 51 はまた 贵方を まろで 成長し き 

つた 大人の やうに 思って をり ました。 ^などの 手で は、 突 動かす こと も、 搖る こと もで きない 大 

きな 樹の 粋が 突立って ゐろ やうな 氣 がして ゐ たに 遠 ひない のです。 それで 何 かなし 自分で 彈 返さ 

れ さうな 心 持で、 つい 手近な ところに 手がかり を 求めて しまった のでした。 考 へて みれば 私の 輕 

率で せう が、 それが g (へ られた 運命なら 仕方が ございません ね。」 

あなた  さ  ふ-つ えら  のち 

「しかし 中：； 2： 方に は然 うい. ふ 風に 一：；. ^ く兒 えた 私が、 その後 どんな 運命 を擇ん だかと いへば：： 勿論 


それ は 今 言 ふ 私の 妙な 弱點 からだと ん 一一 一一：： へ ま せ う けれど、 畢竟 は 平凡 過ぎろ、 それより かもつと 

悪い 幾 乃の 母 だと か、 現在の 家內 だと か —— これ はま あ 私の 意志で もなかったです が、 それ も 結 

つ ひや  t つたく 

婚 なぞと いふ ものに は、 特^の 考慮 も 費さなかった 設據 で、 そんな 點 にかけ て は、 龍； 實ぉ 話に も 

ならない ほど 私は亂 次がなかった のです。」 

「そんな 事 ございません わ。 奥 さま は 決し て そんな ： ：」 

すじ や 5 

「勿論 あれ も 名門の 出で 素性 は 立派な ものです。 まあ 一 つの 飾りと して は、 あれで も！ _ ね 桃 川に 立 

つて 行きます。 私 は 曾て 不足 を 感じた ことはありません。」 

「さう です とも、 3 ぬ； 實 にお 優しい 素直な 方で いらっしゃいます。」 

しあ はせ ちの 

「さう いふ 點 では、 私 も 先づ 幸運 兒の 一人 だら うと 思って をる のです。 勿論 慾 を 言へば 際^ はな 

いひぐ さ  ， そ， と 

い。 贵 女の 言 草で はない が、 實に單 調な 生活 だと も fB へる のです か、 幸 ひなこと に は 5^ 子に は 外 

の 仕事が あろので、 北ハの 方で 私 は 十分 救 はれて ゐろ。 何う しても 性の 方が 割合が 少し 好い やう 

な 勘定 で す が贵女 も t フと然 う 云 ふ 風に、 社會の 方で 償 ひ を 取る と 云 ふ 風に でもな すったら：： 貴 

ひっこ  これ 

女な.； てが、 ra: 十 やそこ いらで. 引 込んで しま ふとい ふ 法 はない 笞 です。 活動す ろなら からです。 

それに は 朝鮮と いふ 舞 K も、 萬更 見棄 てた もので もないで せう。」 

「朝鮮です か。」 八洲 子 は 苦笑した。 
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「贵 女の 趣味に はない ことか も 知れない が、 朝鮮 を 婦人の 方而 から 救って 行く と 云 ふ から 云へ 

か なり 

ば 貴女 なぞに！ つ と f  ,1 ろ は 可也 多 い^な ので：：」 

「大變 な 結論に なりました わ。」 と、 八洲 子 はやつ ばり 苦笑し ながら、 「そんな 蠻勇は 私に は ござい 

ませんで すよ。」 

荒 川 は 面白さう に 笑った。  - 

きのどく 

荒 川 はやが て氣毒 さう に、 

「贵 女の 同行 は 左に 右と して、 一 つ 私の 內意 を傳 へて 町 田 君を勸 めて 見て 下さらん か。」 

「是非 勵め て 見 ろ^りで ございます。」 

荒 川は滿 足さう に 額いた が、 更に 氣を かへ て、 

「其から、 あの 幾 乃の ことです が、 多分 家內 から もお 願 ひした ことと 思 ひます が、 あれ は 家內の 

#望 も あり、 原 m 伯の 方で も 都合が あって、 伯の 嫁に と 云 ふ 名 ii なり 理由な りつけ て吉 村から 貸 

ひ 受けろ ことにな りました ので、 今が今と 云ふ譯 ではありません が、 そのうち 家 內の手 ー兀へ 引取 

ろ ことにな ろ だら うと 思 ふので、 何う か 其のお 含みで：：。 無論 今後 とても 色色 貴女のお 心 添 を 


颇 はんければ ならん ことで せう が、 まあ そんな 事に でもし ますよ い 外ないで せうな。」 荒 川 は 半分 

は 報 ホロ 的 に、 牛 分 は 相談す る やうに 一一 一 n ふので あった。 

八洲 子 はちよ つと 狼^へ た。 勿論 幾 乃の 身の上に ついては、 何 一 つ 噪を容 れる權 利 はない やう 

な も S では あつたが、 たと ひ暂 くで も 保護の 下にお いた ことに 就て は、 相當に 自分の 意志 を も 尊 

-重 しなけ れば ならない 普 だと 思 はれた。 其 上 八洲 子は此 頃の 英 夫の 心 持に も 引. おけら れてゐ た。 

つい 此問も 戀に惱 み 悶えて ゐろ 彼の 哀訴 的 告白. を iS かされて、 寧ろ 幾 乃の 仕 打に 不滿を 感じた ぐ 

らゐ であった。 彼女と して は 共 を 幾 乃に 强 ひる ことで はきなかった が、 出來ろ ことなら"？ ij^ を 救つ 

て やりたい と m ぬった。 然. つ でもし なかったら、 自制 力 を 持った 英夬の 心が、 何；^ まで 荒んで 行く 

か 知れなかった。 

八洲 子 は 荒 川に， 込ったら、 實は その 事ケも 話して 兒 たいと W 心って ゐた 所な ので、 今 彼から そん 

な 風に 旨 はれた の は、 厦實 意外であった。 隆 夭と 幾 乃と S あ ひだに、 n 十く も そんな 話が 進行した 

のかと 3 心 はれた し、 二人. S 心 持 は 別に 研究 もされないで、 方，？ -的 にさう した 手段が 講ぜられ たの 

かと も m 心 はれた。 

「それ は 唯今 初めて； S つたので ございます が：：」 と、 八洲 子 は个安 を 浮 ベ て、 荒 川 を H5^ 

た。 
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「家. s: からま だお 願 ひしませんでした か。」 

「は、 ^に：： 一 鹿 御 本人 を 見て おいでになろ かと 仰 やい ました. たけで、 それが 共^ をお 妹して 

rQ ろ山で せう か、 私つ い 放心して をった も の で す か ら 。」 

「いや、 今 口 * わざわざ 來て. m いたの は、 私から は 町 の 朝 il;, 仃、 家.！： から は 幾 乃の こと をお 願 

すろ 都合だった ので：： しかし 私 からん お. g ひしなければ ならん ことで、 何う； て 一 つ。」 

なに  やす  つ 

「それ は 何より： いこと でございますけ おど、 實は幾 乃さん のこと に 就いて、 私 からん お 願 ひが 

ございま すの 。」 

「はう、 贵 女から..，、：：」 

「 E 實 に蝨 のい い お Jti な ん で ！. J ざいます。 私 も 御 本 人 をお； W りしました ^任 h、 私お にゾ W ずると 

いふ こと は 出來ろ だけ 避けたい と m 心 ひまして、 S 宽に 監視の 眼 を", つて ゐた； s.;^ でした が、 さう 

それ 

さう .ぉ いものの cn: 山 を T^tt すろ 譯に もま ゐ りません。 共に この 事 は、 私が 幾 乃さん を：：^ じ 上げ ま 

す 前からの ことで、 今 w-:!: うしょう もない と 云った やうな 狀態 に 陷 つて ゐ ろの で ；、 J ざいます 。」 

「は あ。」 と 荒 川 はお^な n をして、 「何 かもう 然ぅ云 ふ ことがあ ろんで すか。 多分 英 夫さん との 

に 起った ことで せう が：：」 

「つまり 然 うなんで ございます。」 


「一 一人の あ ひだに、 戀愛關 係で も 成立って ゐ ろので すか。」 

「最初 さう だ つたら しいです の。 無論 心 持 だけの ， J とで 體の 關係 など はね、 それ あ そんな ， ，1 とが 

■C さま 

あって は大變 です し、 二人とも それほど 辨 へのない 人達 だと も m 心 はれません。 その 點は 十分 信用 

してせ しいんで すが、 此頃 になって、 幾 乃さん の 心が 渝 つたと か 言 ふので、 感情家の あの人の こ 

とです から、 ^く 悲觀 して をり ますの。 尤も 弟 は 最近 色色の 打舉を 受けて をり ます。 割合に 暢び 

り存 つた _叫腦 に、 嫁の 家出、 負愤 の^ 促、 何 だ 彼 だと 災難が 靈り まして、 可哀 さう も 可哀 さう で 

す。」 

八 

f 一ち つと  それら  ほ ぶ  なん 

「いや、 御尤もです。 其 等の 事 は 私も英 夫さん から 略 聽 いて をろ ので、 何ん とかせん けあならん 

と は m 心って を ろ ん です が、 お嫁さんの 方 は 何とかな らんので すか 。」 荒 川 は氣遣 はしげ に 言 ふので 

あった。 

わざ 

「こんな f ,1 とまで 贵 方の お； =t に 入れろ な ぞ、 隨分氣 な し の 業 だと W 心 ひま すが ： ： 其の 嫁の 方 も 半 

分は英 夫が 自分で 壞 したやうな ものなん でございます。 其と 言 ふの が、 一 方 幾 乃さん とい ふ 方が 

それ ど  あた *  二  へん 

あ ろから だ つたの です けれど、 其 も 何う やら 弟の 空想で あつ たと み れば 愈愈 頭 腦が變 にな る だら 
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うと m 心 ひまして、 ：： 眞實に 弟に せいやう でお 可 恥し いんです けれども。. 一と、 八洲 子 は^しに く 

さう に辭を 淀ませた が、 

「如何で ございませう。 貴方のお 考へ は？ もう 隆 夫さん のお 嫁さん に：^ つて ゐ るんで せう か。.」 

「いや、 そんな こと は 私 はま だ 決定して は をらん のです。 ただ 吉 村の 關係 上、 一 CC 一原 出 伯の 養女 

分に でも しないと、 都合が 悪い と 云 ふだけ の ことです。 それに 幾 乃 は 中 w.i=< に 御 W 倒 を 見て いただ 

いた 方が 私ん 安心です が、 結婚 なぞと 云 ふこと は實 はま だ考 へても ない ので、 ：： 勿論 私 一 例 

の 希 にも 行かない ことで せう が、 一 體 何のく らゐの 程度の 敎 f せが あろん S か、 何ん な 性-はの 女 

であるか、 私ん 本人に ついて 何の 知識 もない のです が、 何 かさう 云 ふやうな をお へて みます か 

な 」 

「私ん^ に 御意 见を 伺って みた こと は ございま せんが、 實際 上のお 話 をし 土 5 すれば、 英 夫の 言 ふ 

さ  それ 

ので は、 まあ 然ぅ 云ふ氣 がお ありに なった と 首 ふので すがね、 北ハが 隆 夫さん と 云 ふ 方な 知って か 

ら、 一?^ かに 自分が 一！！ 切られろ ことにな つたの だと か 申して、 もう 大變 に悲觀 して ゐ ろんで ござい 

ます。」 

「うむ、 さう か 。」 と、 荒 川 は 微笑 を 含ん で 額き な がら、 「それ で m 悶し て ゐ ろ と 云 ふ 譯で すね 。」 

「まあ 然ぅ なんで ございませ う ね。」 と、 八洲 子 も 一 m 方な し 笑 つ て 、「餘 り 同 も で き # 、ね るんで ご 


ざいます けれど、 私と して はお W5 、りし た 貴 任 上、 傍觀的 態度 を 採ろ より 外な いんで ござ いませう。 

自分の 權 柄で 御 本人の 意志 を 左右す るなん て、 そんな こと は出來 ません。 ？ 5- は 其が 不滿 だと 云 ふ 

ので ございます。」 

「成程、 それ も 無邪氣 で、 いかにも 英 夫さん らしい 言 草 だ。」 

「ほんた うに 駄駄 兄なん ですから。」 

「それ も 好いです な、 しかし：： さあ、 それ あ 何う したら 可い かな、 私と して は、 そんな 話 は 未 

だ； 2h いと 思って ゐ るんで、 しっかり 敎 養され て、 是れ なら 何處へ 出しても 可 恥し くないと いふ や 

うにな つたら、 初めて 結婚の 話で も 始めよう、 少し 年 は 取っても 爲 方がない。 一人前の 女に して 

やりたい、 とさう 思って をろ ので：：。」 荒 川 は 分明 分明した 口の 利き 方 をして、 「結婚 期と いふ こ 

とも 考 へん けれ あならん が、 其よりも 完全な 女 を 作る と 云 ふこと が 大切で、 結婚が 目的の 總 てで 

あって は 困る と 思 ふので す。 この 點は 貴女 なぞ も 御 同感 ぢ やない かと 思 ふが、 何ん な もので せう 

力 」 

「それ は 其に 違 ひな いんで ございま すが、 普通に 考へ ますれば、 幾 乃さん なぞ 決して 水準 以ドぢ 

や ございません から：： 愁を言 へば 際限 ございません けれど。」 

「それ も 確かに 一 つの 考察です が、 愈愈 幾 乃が 私の 者と なれば、 多少 私の 理想 を も 許して いただ 
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きたいので：：」 

「御尤 でございます。」 八洲 子は悦 いた。 

「それに は 色色の 事情 もあります が、 私自身が 家庭生活に 失望して ゐ ろので すから、 切め て 自分 

の 子^だ けで も „• 餘り 詰らな い 生活 を さした くないと 思って をろ ので：： 勿論 英 夫さん に 就いて 

不滿が ある 無い は、 これは^ 5^ 題です が：：」 

「 御尤で ございます。 それ ぢ やもう 私 は：^ にも 申 上げません。 贵 方の お 心 持 は 十分 解 つて をり ま 

すから。」 

荒 川 は 鋭い 目 をち ろち ろ させた が、 それ 以上 醇 くも 言はなかった。 八洲 子に は 何も彼も 大抵 通 

じたら うと 云 ふ 風であった。 

九 

暫くす ろと 林 子 夫人が 义 出て 來て、 話に 加 はった が、 其の 様子で は、 矢 張 幾 乃 を 自分の 方へ nr. 

取りたい らしい のであった。 勿論 荒 川 も 其の 枝だった が 八洲 子と 話して ゐ ろうち に、 いっか 彼女 

に惹 着けられて 了った のであった。 

「では、 貴方 町 田さん にお 願 ひして 下す つたんで すね。」 林 子は霄 ふので あった。 


荒 川 はちよ つと 狼狈氣 味であった が、 大様に、 

「 その 審も御 相談し て をろ の だ が、 お前が 引取 つ て 立派に 敎 育が できろ か 何う か、 實は其 も 問題 

だからな。」 

「それ ぁ然 うです けれども。」 と 林 子^ 人 は 赤い 顔 をして、 「でも 折^ そんな 子が ありながら、 一 緒 

に ゐ ら れな いと 云 ふの も、 隨分 詰ら な い お 話ぢ や ございません か。」 

「私 もお 0 がさう 一一 m ふ 意 を もって ゐ ろと 言 ふの なら、 其 も 可から うと S 心った。 勿論 本 人の ため 

に は 町 出の 夫人の 傍に おくのが 最も 安全 だと m 心 ふが：：」 荒 川 は 思案の 首を倾 げた。 

「それに 越した こと は ござい. ません けれど、 町 m さんだつて 隨分 御迷惑 だと 出 亍.^ ん でございます 

よ。」 

「それ は 一向 かま ひません けれど。」 と、 八洲 子 も 口 を 利いて、 「しかし 然 うなろ と、 責任 も 重う ご 

ざいます から、 孰 丄も貴 方の 御者へ ど ほりに なすったら {儿 しい. ちゃ ございま せんか。 ； 4 も 今ち よ 

つと 然ぅ 思つ たんです けれど、 英 夫の 一件 も あろ ことです から、 後 は 何うな るに し +6 しても、 一 

n; こちらへ ぉ述れ した 方が、 却って 氣樂 でございます。 かれと 仰 やれば 何時でも 悅ん でお 引取 

「もり  おくさん  ひち. i  い 

りすろ^ でございますが、 夫人 もお 子さん がない のです から、 引取って お^話な さろ の も 可い か 

も 知れません よ。」 

一 
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荒 川 も滿 足 さ う に 、 額き な がら、 「いや 、贵 方が その 御意 11 なれば、 何も 言 ふこと はない のです。. 

てほどき  こっち  ひきあ 

祈 角語舉 の手釋 なぞ やって 預 いて ゐ ろのに、 此方の 勝手で 引撝げ てし まふの は、 甚だ 不本意 だと- 

思 ひまして な。」 

「そんな こと 一 向 介意 はな いぢ や ございま せんか。 幾 乃 さんの ためになる ことで ありさへ すれ 

ば、 私 一 倘の心 持 なぞ 何でもな いんで ございます。」 

「では、 ^だ 勝手で は あろが、 そんな 事に お 願 ひしょう か。」 と、 荒 川 は 林 子 夫人 を 振 顧った。 

ザん いそ  あし. S  つ  <c か 

「どうぞ 。」 と、 夫人 は 嬉し さう に、 「では 善 は 急げと 言 ひま すから、 明朝に でも 私が 連れに 上る こ 

とに 致した うご ざいます が — 」 

「さう です ね、 さう お 話が； ゆれば、 私が おつれしても 可う ござい. ますが、 夫人で なく、 誰 方かル 

の 方が お出でになっても 可う ございま すわ。 贵 方が いきなり お出でにな ろと いふの もね。， 一 

何だか！ 1^ がば たばた と 決 つてし まった。 八洲 子 は 何時 迄 も 幾 乃 を 自分の 手元に 惹 着けて お け ろ 

のと は m 心はなかった が、 しかし 事に よったら 英 夫の 希望 を 容れて もら へ はしまい かと 云 ふ氣も 

やつば りい ひだ  は. つ よ 

して ゐた。 それ も 今と なって 見る と" 矢 張 言 出さなかった 方が 可かった やうに m 心へ て、 ひどく、 七 

寂しく 成^ じたが、 それと！： 時に この 際 幾 乃に 拘泥って ゐ ろの は、 一 暦 现. H のない こと だと 3 心つ. 

た。 


問 もな く 荒 川 は 出て 行 つ たが、 八洲 子 は 共から 叉 少した つ て 自動車で 送ら れて歸 つ た。 

彌 はちゃう ど 家に るた が、， 八洲 子 は 朝 i!:;;; の 話 をす ろの が 可也 氣苦勞 であった。 何お 一まで も 

荒 川が 0 分 を 張 つてる ろの だと 云 ふ 氣もし て、 今日の 會兒が 如何に 自分が 人が 好か つた かが 判 

ろ やうに 感じた。 でも 然ぅ でもな いと 云ふ氣 もした。 

「 "フ， 0 は餘 程お 芽出度く で き てみ るな。 な ぜ そ れ を it. つけて 來な かった のか 。」 町 W は 冷笑し た 。 

「しかし 荒 川さん として は、 隨分竹 を 祈って 下す つたこと なんです もの。」 

「 さう 云 ふこと は 問題 ぢ やない よ。 荒 川の 方に 何ん な 好意が あるに しても、 己 は 朝鮮 へ な ぞ行 か 

ない よ。」  - 

まで  はら V, 一た 

「 それな ら共の とほり ぉ返辭 をす る 迄の こと ぢゃ ありませ ん か。」 八洲 子 も 腹 立 しげ に 言 つ た 9 

畫 室に て 

I 

-， ち 

^谷に あろ 荒 川の 家へ 來 てからの 幾 乃 は、 先づ 一 ト 通り 幸福であった。 荒 川 は 忙しい なかに も 

一 
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時時 {n 邸から 51 つて 來て、 彼女 を 見ろ のを樂 しみに して みたし、 林 子 夫人 も 劇しい ヒス テリ— だ 

と 聞いた が、 幾 乃に は 調子 は づれに 優しくて、 何彼と^ 話 を燒 くの が 嬉し さう であった。 それ は 

干 滞の 嫌 ひな 彼女に 取って は、 見當 ちが ひで あろ だけに、 八洲 子 以上に も 頃 はしくて" ぎであった 

が、 居 辛い やうな こと は 少しもなかった。 

何よりも 嬉しく 思った こと は、 月に 二三 回、 隆 夫が 鬼 京に ゐ さへ すれば、 畫窒を 訪ねても よか 

らうと r ムふ、 父の 許しであった。 勿論 荒 川 を まだ 公然 父と 呼ぶ こと はでき なかった が、 原 H 怕の 

盡 力で、 n 十晚 さう 云 ふこと になろ らしかった。 で、 また 降 夫との 交際に ついても、 荒 川 初め ぼ W 

伯 夫妻 もお い 一 一人 を 信じて ゐた。 

「楚を やろ なら、 一 つみつ ちり 遣って 兒 ろが 可い。 兑ス 一が ある やうなら、 洋行して 勉強して 來ろ 

の も 可から う。」 荒 川 は 言 ふので あった。 

「かう して 兑てゐ るのに、 お前 はどう も 若い 女に 珍しい 沈 I おで、 嫁に 行く にしても、 齊通 俗人で 

は^が 介 はない かも 知れない。 一 つ はお 前の 是 迄の 境遇に もよ る だら うが、 本來寶 でも 書く 女に 

產 れてゐ るの かも 知れない な 。」 彼 は さう も 言 つて 笑って ゐた。 

幾 乃 は ：！： だか 大 それた 野心 を 起した もの だと 云 ふ氣 がした。 實は 自分に は北ハ ほど いが あろ 譯 

でもなかった し、 洋行まで すろ 勇， おや miE が あろ いではなかった。 描いた もの を 一 度 見せろ と、 


降 夫に 一 w はれた けれど、 それ も 何だか 可 恐し くて、 ついつ い： 湫 怯れ がして ゐ ろので あった。 

或 日 も 作：： i なしに、 幾 乃は隆 夫の 田 端の 螯窒を 訪ねた。 もう 厦 夏の 頃で、 新聞に も 避暑地の 噂 

な どが 盛んに 出て ゐた。 隨夫は 豆の 別莊 へ 暫く 行 つて ゐ たが、 秋に奈-；^-ゃ京都 へ I；；： く iiln にな つ 

てみ ろら しかった。 彼 は 歸朝以 來是れ とい ふ 仕事 もしなかった が、 でも 小い もの は 時時 書いて ゐ 

たし、 紀行文 ゃ藝術 上の 意 兌な ども、 新聞 ゃ雜 誌に 見えて、 同じ 歸朝者 仲 では、 人 M- の 好い 方 

であった。 

ssfi は 彼 自身 も 不滿を 感じて ゐ ると ほりに、 手廣 くもなかった し、 さう 氣 持の 好い もので もな 

かった が、 でも 結構 用に は 足りる のであった。 その 日 も 幾 乃 は 西洋の 版 だの、 最近の サロン- S 

出品 畫帖 など を 見せられて、 熱心で 親切な 彼の 說明 を！！ かされた が、 さうな ろと 乂容^ ぢ やない 

やうな：： 湫 がして、 ぼんやりして 了 ふので あった。 そんな 名畫を 理解す る だけで ん大變 だと つた。 

r 私 迚も 駄 E だ と 2 心 ひま すわ。」 幾 乃 は 絶望的 に 言 ふので あった。 

「何う して。」 と、 隆夫は 先生が 生徒に 言 ふやうな 口調で 言って、 ぢ つと 彼女の 顔 を 凝視め た。 

「でもな かな か大變 だと m 心 ひます わ。」 

「さう ね、 まあ 大變 は大變 だね。 それに かう 一時に 色色な こと を 知らう とすろ からね。」 と、 際 夫 

は 笑って、 「けど 手近な ところから 始めれば 可 いんだ。 何も 初めから さう 一お い の 1^.- 描かう と m..5 ふ 
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.必 要はな いんだ。 描く より 頭腦 だ。」 

「え、 頭 腦ぢゃ 解って ゐろ やうで も、 卒 となると 薩張 描け ない ので、 厭に なって しま ひます わ。 

1 生 懸命 夢中に なって 描いた もの を 兌ろ と、 お 話に ならない ほど 《w いんです もの。 J 妈實 うんざり 

してし まひます。」 

わら ひど 

险夫は 笑 出した。 

「ぢゃ 描いて ゐ ろんで すか。」 

ハ ぜん  ど 

「いいえ、 まだ ちっとも 見當 がっきません から。 以前の こと を へる と、 何う し飞ぁ A なに 人 

に 描け たもの だら うと、 不 W や 1 でな りません の よ。」 

「 それが 好 いんだ よ。 さう 云 ふ氣 持で 描い た 方が 可い ん だよ。」 隆夫は 微笑 を 含ん で 、「さう 色^ や 

氣 取が あっち や 反って 可け な いんだ。. R 分 を 出す こと が出來 なくな つてし ま ふ 。」 

「さう ね。」 幾 乃 は 額いた。 

二 

窓際 の^子に かけながら、 そんな 話に 耽って ゐろ ところへ、 年の 頃 四十 四 五の 储婆 さんら しい 

女が 出て 來て、 t5 失が 吩咐 けて おいた ので あらう、 水菓子 や 冷い 紅茶な ど を 運びな どして、 隆夫 


に狎狎 しげな 口 を 利いたり、 幾 乃に お 愛想 を 言ったり した。 

む  め はな どち  は 

ちょっと^ 皮の 剝 けた 女で、 様子 も そんなに 下品ではなかった。 目！^ 立 も ぱっちり とした 方で、 

ゆかた  二  -っ しろ 

浴衣が けで 小 ざつば りして ゐた。 勿論 この 前來 たと きも 兑た 顔で、 隆 夫の 話に よるとつ い 此の 後 

ことか 

に ゐろ械 木 屋の隱 居の 女 一お だとい ふので あった。 で、 ちゃう ど 女中に 事缺 いて ゐ ろので、 この 女 

に 飯の 世話 や 洗濯 掃除な どして 貸って ゐた。 

「お E 者くな りました ね。 お嬢さん 暫くお 兑ぇ になり ません から、 何うな さいましたら うかって、 

きの ふ  >( くら 

昨日 もお 啦申 上げて ゐ たと ころなん で すよ。」 彼女 は 一 一 人 を兒 比べ な が ら 言 ふので あった。 

すみき  みは  これ 

「さう です か。」 と、 幾 乃 は 澄 切った 大きい HI を睜 つて、 ー是 からち よいち よいお 邪魔いた します 

わ。」 

「どうぞ。 お壊さん は^ 谷の 方で いらっしゃる さう です ね。 ^谷から ぢゃ なかなか 大變 です わ 

ね。」 

「え、 です けれど 山の手 線で 來 ますから：：」 

「 失禮 で す が、 お 嫂 さま はお 幾歲 にお 成ん なさい ます で せ う ね 。」 

r さあ：：」 と、 幾 乃 は 顔 を 銀ら めながら、 「幾歲 ぐら ゐに见 えます か。」 

かた  つくり  はで  かし 

「さう です ね、 今の 方 はお 扮 装が 派手で ゐら つし や いますから ね。」 そして 彼女 は 首 を倾げ なが 

膨  崖  (四 01 


四0  二 

ら、 

「二十歳 ぐら ゐ でせ うか。 それとも 一 にお 成ん なすった でせ うかね。」 

.r つむ 

幾 乃は默 つて 俯いて ゐた。 

つ きさ 

「お婆さん は、， これで なかなか 履 膝が 多 いんだ さう だ。」 隨 夫 はフォ —クで 水菓子 を 突 刺しながら 

一一 S ふの であった。 

「何です かね。」 と、 彼女 は 口へ 乎を當 てながら、 「こんなお 婆さんに なって は爲樣 がご ざいません 

ど  ふし あはせ  きま 

ね、 それに 履歷 づきと 言へば、 何う せ、 不幸な 身のう へに 極って ゐ ろんで すから ね。」 

さ  - つちけ  なん 

「然 うで もない だら う。」 と、 隆夫は 打消す やうに 言 つて、 「何だか 二十 も，； fti! はない 娘が あるんだ 

つ て、 まか 立派な 身分の ある 人の . . ：贵 女のと この 若い 上さん が そんな 話 をして ゐ ましたよ。」 

「おや 然ぅ でございます か 。」 お 婆さん は 暗い E をして、 「そんな 事 も ございま したつけ がね。 もう 

一 一 十 幾年 ： ： さう です ね、 ちゃう ど 此ぉ孃 さんのお 年 ほど 古い ことです よ。」 

「その 人 は 何して ゐ るの ？ 」 

「え、 まあ 名 前 は大變 高くな つて ゐ ますが、 私 も その 人の ぜ になる ことです から、 知らない 振 を 

して ゐ ろので ございます。 また こんな 風 をして 逢 ひに 行った ところで、 御 n 前拂ひ を^ ふくら ゐ 

おち  どか 

が 落で せう からね。 ですから、 まあ 何う にか 恁ぅ にか 御飯の 食べて 行かれます うち は、 知らない 


振 をして るた 方が 悧巧 さう です ね。」 

ささと 

「まあ 然ぅ 悟って ゐれば 安全 だね。」 隆夫は 空虚な 笑聲を 立てた。 

おち 二  ど  i や 

「ヒだ ^ 時 娘の こと だけ は、 憶 3! します ね。 何^に 何う して ゐろ かも 知らないの ですからね。 ISS 

子の 緣 が^いと でも 一一 一 ほふんで ございませう ね。」 

そし て 彼女 は 急に 憂 1^^ な 色 を 浮 ベ な がら、 しょ ぼしょ ぼと 部屋 を 出て 行った。 

か ぶ  .V: ざ  お 

すろ と 降 夫 も 幾 乃 も、 それに 感染れ でもした やうに 同じ 憂愁の 色に 閉 されながら、 沈 默に陷 ち 

て みた。  • 

「まさか！」 と、 隆夫も 思った が、 幾 乃 も问じ やうに 瞑想に 耽りながら、 いつ 迄も默 つて ゐた。 

「何う したんです。」 降夫 は 寂しい 微笑 をた た へ ながら 言った。 

「え—。」 と、 幾 乃 は そっと 顔 を あげて、 これ も 淋しく 苦笑して るた。 

暑い n が 大パ刀 傾いて ゐた。 凉 しい 風が カァ テン を 波立せ て、 そよ そよ と 吹いて ゐた。 

そ^ k を 散歩で もしょう か、 それとも 幾 乃 を 見送り 旁 銀应 5i まで 出よう かな どと 首って ゐる 

ところへ Y  m 、山と 他に もう 一人 若い 文學 者と が 訪ねて 來た。  一 
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£ に 山ん 辨， 乃 を 知 つて ゐ ろので、 三人 一 絡に ビ— ルな ど飮み な が ら ^し て ゐ ろ な か に 彼女 も 交 つ 

てし ばらく^ 氣な 談笑の 聲を、 天 井の 高い せの なかに 反響 させて ゐ たが、 もう 電^ もつ く 時分 

なので、 幾 乃 は 一人で 暇 を せげ ようかと W 心 ひっつ も、 何だか 切 揚げろ 機會 がっき かねて、 もぢも 

ぢ してみ た。 ， 

「祌：：^?^にぁれからぉ逢ひになりませんか。」と、 奥山 は 敬 f^i を 使って 訊く のであった。 

「ええ 以來ぉ E にか かりま はん けれど。」 と、 幾^ は 微聲で 應 へたが、 英夫 のこと を S さ れ 

て、 はっと H 心った。 あの 男 を あの 苦悶のう ちに は泰 てて おかなければ ならな いのは、 何となく 心 

懸 であった。 

「何 だ か 大分 i^i;? し てゐ たや うぢ やない か 。」 と. お 山 は 降 夫の 方 へ 水 を 向け て、 ビ— ルの 肺の 發し 

た颜を はてら せて ゐた。 

r 祌ほ さんが かい。」 と 夫， は 動じない やうな 調子で、 「あの人い つも あんなん ぢ やない のかい。 あ 

んな 人が あ ろ もんだ よ。 始終 氣分 の 苛苛し たやうな ね。」 

「さ、 つで もな いんだよ。 あれ も 一 坷 坊ちゃん 型の 男なん だから、 不斷 は極爽 いんだが ね。 君が み- 

たんで  つい  ああ  云  ふ  風に  なったら  しいんだ。」 

「そんな はな いぢ やない か。」 隆夫は 苦笑した。 


さっぱり わ il 

「あろ か 無い か、 に は薩張 判らない けれど：：」 と、 奥山 は 幾 乃の 顔を兑 て、 「贵方 はこの 頃 酒 

旬 をお 引 揚げに なつたん です か。」 

「え、 邵 八：： で：：」 

やつば り ぜん  'ち 

「ぢゃ 矢 張 前のお 家へ？」 

「いいえ。」 

なん  みん 

「何だか 謎の やうです な。 貴女 ほど 方方へ 出沒 すろ 人 はな い で すな、 な 不思議が つて ゐ ます 

よ 。し 奥山 は 不 思議 さう に 言 つ た 。 

「さう です か。」 と m 乃 は 苦笑 をた たへ て 使いて ゐ たが、 餘り 問題に されろ のが 厭だった ので、 少 

しして か ら isA を 出 て、 日本 座敷の 方へ 出て 行った。 

部 c^: の： is の 庭に は 美しい 草花が 澤山植 つて ゐた。 そして 先刻の 婆やが、 その 邊の 垣根に 干して 

あつたん の を 取 入れて、 緣 側で 霧 を 吹いて 慰して ゐた。 幾 乃 は そこで 其の 姿 を 見ろ と、 思 はず は- 

め ざと 

つと なった が、 彼女 は 幾 乃の 姿 を 目敏く 見つけて、 

「おや、 大變 なと ころへ。 何ぞ 御用で したら お呼びな すって。」 

「いいえ、 ^に 用事 ぢゃ ございま せんの。」 と、 幾 乃は緣 端へ 出て、 

『まあ、 隨 分紛歷 ね。」 

&  m  Bow  , 


「は、 この 邊は 色色な 花が ね。 剪 花に でもして お持ちに なろ と しいんです けれど、 お壊さ まに 

お 持た せ す ろ や うな 花が、 や； 憎 ございませんで ね。」 

「さう ね、 叉 今度：：」 

すろ と 彼女 は そこへ， M 蒲團 など を もって 來て、 「汚う ございま すから。」 と、 幾 乃に 翻め ながら、 

「こもらの- g m さんと は、 以前から お 知 介で いらっしゃ ろんで ございま すか。」 

「いいえ、 つい 此 頃お 近附 になった ばかりで ございま すの。」 

「さいで ございま すか。 原 m さん は {s: ルに 好い 方で いらっしゃ いますね。 それに 御身 分， T ね。 一 つ 

缺 けて るろ こと はお^ 身で いらっしゃいます のでね。」 

「 さ う で すね。」 

「4? 顿 さまの やうな 方 を、 奥 さまに ぉ迎 へに なったら、 何ん なにお 似合の 御 夫 ^1 がで きろ だら う 

ち よ た 

と、 そんなお をして をった ので ございます の。」 そして 彼女 は 突然に、 「中 ：贝 孃 は 御 兩 親 は。」 と、 彼 

女の 顔 を： あげた。 

「あります の。」 

「御に：.；；^ は？」 

「 ござ いません の。 - 


すろ と 今 旌は幾 乃が 少し 大膽に 打 突から うとした。 

r 资女 お嫁さんが おありな さ ろんで すって。 其の 方が 今 どこに ゐ らっしゃ ろか 御お じな いんです 

か。」 

お婆さん は涉 渉し く 答へ もしな かつ た が 、 

よそ  や  う れぉ  す 

「え、 それが 貴女、 他所へ くれて 造りました のが、 ^落 もろと. id. ぐなん で ございませう。々 -論 人 

にくれ ろくら ゐ ですから、 何 うせ 好い こと ぢ， や ございません。 大學を 出た 或 人と 一 絡に をり まし 

たゅ分のぉ^.|ですけれど、 矢 張 ちゃんとした 結婚 をした わけ ぢゃ ございませんで すから、 巧く 行 

かなかった んで ございませ うね。 其の 方と も 別れ 子供 も餘 所へ やって しま ふと 云 ふやうな ことで 

何しろ その 時分 は 私 も 年が 行きませんでした から、 ぼんやりして ゐ たんで /-」 ざい ませうよ。 其の 

方の 出^の 邪魔に なって は 氣の毒 だとい ふので：： 妙な ところへ 意地 を 出した もんです ね。 へ 

入った 人の 言 ひなり 放題 別れて しまったん です。」 

「どんな 方です か、 その 人 は。」 と 幾 乃 は 不安 を 抱きながら も 亦 踏 込んで 行った。 

「お. ぼ さま だから、 お話しても 可い やうな もんです が、 餘り 身分が 違 ひます から、 一 お^に も 何に 
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も なり やしません。 まさか にす ろ 人 もないで せうよ。」 

「そんなに 偉い 方な の。」 

「その 時分 は 別に さう も 思 ひませんで したがね。 まあ 舉生 さんに 毛の 生えた やうな-, > の で、 家 も 

牛 込の 方で、 その 時分の ことです から、 せいぜい 二十 阆か 二十 五圓 ぐらみ のお 家貨 に、 女屮 さん 

が 一 人に ぉ友逹 とも 害 生さん ともつ かない 人が 一 人、 それに 私と w 人せ しでね。 夏 なぞ 蚊帳が な 

くて 闲った 16 も あろく らゐ ですから、 餘" 樂 な方ぢ や ございません でせ うね。」 

「どこへ 勤めて ゐ らした の。」 幾 乃 ははら はらしながら、 透さず 訊いた。 

彼女 は、 「え。」 と  一一 一； c つたき り、 物が 胸へ 詰った や、 つに 默 つて ゐ たが、 「何です かもう. い です か 

らね。 でも 年頃のお 嬉 さん を 見ろ と 時時 憶 出し ますんで すよ。 それに 名前な ども、 先方へ 引取ら 

れ てから 命け たくら ゐ でございますから、 その 方 も 多分 御^ じな い で せ ラ よ 。 そ ん な 取^ らひを 

し た 方に も それ 限减多 に .^9  0に もか か ま せ んし、 たと ひ乂 その 方が 御出^た すった からと いつ 

て、 訪ねた ところで 何の 據も ない 寨 ですから、 取上げて くれろ 氣遣も ございません よ。」 

「隨 分思斷 がいいの ね。」 と、 幾 乃 はふ ふと 笑って、 「そして 其から 贵女は 何、 つなす つたの。」 

「それから だって 中； □； 女、 一 つも i い *f は ございま せんよ。 あっち 此方 浮いたり 沈んだり して ゐろ 

う に、 こんなお 婆さんに なって 了 ひました、 子供ん それ 限り だ もんです からね、 今と なって 見 


ろと、 どうせ 苦 I;;;- をす ろなら 自分で 育てれば 好かった、 なんて そんな 勝 乎な こと を考へ ますんで 

すよ。」， てして 彼女 は 幾 乃 を 見て、 

「さう です ね、 ちゃう どお 孃 さま ぐら ゐ でせ うかね。 今 傍に ゐ たら、 何ん なに 樂み だか 知れ ませ 

ん のにね、 取 返しの つかない こと をして 了 ひました。 是 ばっかり はお 金で も 買へ ません からね。」 

「子^って、 そんなに 好い ものなん でせ うか。」 

「然 うと 見えます ね。」 婆や も 嘆息す ろ やうな 聲で 、「その 方 も、 今と なって は 矢張殘 惜しい こと を 

したと E 心って ゐ らっしゃ るで せうよ。 御身 分が 御身 分 だけに、 尙殘 念で せう。」 

「大將 とか 大ほ とか 一 百った やうな 方？」 

「え、 まあ 其處 いらで ございます。」 

つ の い 方？」 

「犬 で ございました。 髯の 濃い ね。」 

「さう。」 と、 幾 乃 は 無意識に 頷いた が、 今一度 ぢ つと 彼女 を 凝視め た。 

「贵 女の 名 は 何と： 百 ふんです の。」 

「私です か。」 と、 彼女 は 笑って ゐ たが、 「柳と いふんで すがね。」 

幾 乃 は. 1= い：；： をして 額いて ゐた。  一 
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幾 乃 はもう 少しの ことで 何もかも 一 百って しまって 手で も 執りたい やうな 氣 がしが た、 然 うした 

ら 其の ひね^が 何ん な ことにな ろか 知れない と 思 はれた。 

す ろ と 其 時 降 夫が やって 來て、 「婆やさん。」 と 藤 を かけた。 

幾 乃 は 好い 氣持 がしなかった。 

「僕 は" よつ と 出て 來 ますから、 三 ゐて もら ひたいんで すが：：」 

「ええ 可 ござんす とも。 ゆっくり 往 つて らっしゃ いまし。」 彼女 は 機嫌 よく 究： へ て 、「今 このお 壊さ 

まに 4::= の 身の ト； 談 をして お 11 せして ゐた處 なんです よ。」 

「さう、 それ あ 可かった ね。 けど 徵の 生えた ぉ自 惚の蟲 千なん ざ 感心 しないね。」 

「おやお ；= の； € い 。」 婆 ゃは屹 驚した やうに 、「^3:方も なかなか 隅つ こにや 澄け ません ね。」 と 可 笑 さ 

うに 笑って ゐた。 

幾 乃 は 探った いやうな 酸つ ばい やうな 感じが して、 顔 を 背 向けて ゐ たが、 今迄の 同情が すつ か 

り 裏切られろ やうに E 心った。 

「何、 つです、 おな 町へ 出かけろ さう です が、 御 一 緒に。」 降 夫 は 幾 乃ん-促した。 


「 え、 私ん；！ ります。」 

そして 彼女 は 婆やに も 別れ を げた。 

さ  ハら  ほんた-' 

「おや 然 やうで ございま すか。 叉お 近いう ち 入つ しゃい. W し。 aw 實 にお 構 ひもし ませんで。」 

i: 人 は 打 れて旋 て 外へ 出た。 もう 悉ル！ ：り晤 くな つて ゐた。 幾 乃 は 長い あ ひだお 想して ゐた場 

而が、 餘 りに： や 凡す ぎた やうな 氣 がした。 しかし 大體に 於て 其 はさう 憩い 印象ではなかった。 姿 

なに  じんぴん 

や 何 か も 崩れて ゐ ろ し、 今の 境遇 に ：^：-ん じ て ゐ ろ ら し い 氣分も 不快で あ つ たが、 人 ni は 士！1 村の 母 

などよりも 好い くら ゐ であった。 で、 义 さう 亂 次の ない 風で.. T なかった。 柳 子と いふ 名"： i も、 ち 

よつ と 好い なぞと も W 心った。， 

で、 その 事 を、 ちょっと 降 夫に 話さう かと 思って、 並んで 歩いて ゐろ 時、 口まで H かかった 

が、 あれが 自分の 母ら しいと は、 首 出し かねた。 降 夫が 極り 悪が ろ だら うと も- ズ. 'へた。 

A ち み ち 

「不^^議なことがぁればぁろものだ。」幾乃は^^^^^に川^ったが、 しかし 案外 平氣で みられろ のが 不 

W 心議 であった。 

「あのお 婆さん、 ； ほんと に氣に 入って しま ひました わ。」 幾 乃 は 自分の 氣 分み 胡 魔 化す やうに 言 

つた。 

「あの 婆さん も、 贵女を 褒めて ゐ ましたよ。 自分の 娘に でも 逢った やうな 氣 がす ろんだ つて。 ま 


a: 1 二 

さか そんなで..^ ないで せう が：：」 と 降 夫 は 笑 つたが 、「中： n 女け，： z 分の 御お さん を 知って ゐ ろんで 

ほん fc.c 

すか、 aa. 貫の：：」 

「いいえ、 ちっとも OJ 

「名前 も 知ち な いんです か。」 

「それ あ 知りません わ。」 

「そいつ あ 心細い な。 一 31 お父さんに 訊いて みたら。」 

「さう も つ てゐ ろんで すけれ ど。」 

『孰に しても 其 は lis!; 犬な 11 題ぢ やありません ね、 贵女は あれで 十分 幸福なん だから。」 

「私ん 決して 不宰と は 思って ゐ ません の。 ただ 何 か を 知って おきたい と 云ふ氣 はして ゐま すわ。 

あら  5 は 

自分 を 知 ろ 上に 於て、 有 ゆろ こと を 徹底的に 究め て お きたいと 云つ た氣 持です の 。」 

「E 分の 出生 なぞ は、 まにした つて 知って おきたいです からね。 m,- 悪 突^の il 题で なしにね。 人 

^が 鏡 を 見 ると！！： じ やうな 與 ゆで すな。」 

「ほんと に然 うなんで すの、 ^方 は あの 婆やさん を 何う m 心って？」 

「何う E 心 ふ つて！」 

「 私と 何 か 緣が ありさう に考 へられません の 。」 幾 乃 は 痛い もの を わざと 押して 見ろ や うな 氣持 


で， 一 ^いた。 

「さう、 今のところ は 別に。 それ は餘 りに 小說 じみて ゐ ろです から OJ 

「巾 ：0; 方 は 穴-: 想 はお 嫌 ひ？」 

「嫌 ひぢ やない が、 何 かさう 云 ふ 可能性が あろんで すか。」  , 

「いいえ。」 と、 幾 乃は微 聲に應 へた。 

「ただ 私が 穴.^ 想した だけなん です けれど。」 

「あれが^ 女の 御母さん だとしたら"， • そしたら何ぅします。」 

「贵方の^^^：^は。」 

「 一? おにして 上げたい ね。」 

「それで 中； 贝 女はづ つと 荒 川さん の 方に ゐ ろんで すか。 今後 も。」 隆夫は 電車に 乘 つてから も、 そん 

な こと を 訊いた。  ， 

「まあ 然 うなんで せう ね。 どこに 居ろ の も 同じです けれど、 彼 處も實 は餘り 感心 しないん です 

の。 未 しん 町 E さんの 方が 好かつ たんです けれど。」 幾 乃 は 答へ たが、 實際林 子 夫人に は its 味が 移 


ら なかった。 何處の 誰の 娘 だかと 云 ふ 風に 侮蔑され てん ゐ たし、 可愛がろ に は 可愛がっても、 猫 

を 愛 す る と 同じ 程度の 愛に 過ぎな かった。 林 子 自身が 何う いふ；： S 人の 娘 だかと 云 ふこと も 疑問で 

あった。 ただ 人が 〈：^3 くて、 ^し 幾 乃が 放肆な 生活 をしょう と m 心へば、 何 んな ことで も聽 され さう 

であった。 ノ 

「どんな 點が 感心で きないんで す。」 

「どんな gi と； 百って：：」 と、 幾 乃は闲 惑の 色な ベて、 「つまり 敎^ がな いんです わ。 です も 

の、 荒 川の 父が 家庭を顧みないの も 無 现 はない と m 心 ひました わ。」 

「そんなで すか。 しかし 上流の 家庭に も、 よく そんなの が 有ろ や、 つです ね。 ぢゃ荒 川さん は { おし 

ぃですな。」 

「ぁんな人ですから調子を下して好ぃ加減愛してはゐろゃぅですけれども、ー：：^^なぉ^_?の相手な 

ど 迚も 出来 やしま せんの。 父 も 寂しいで せう が、 相手に されない 母の 方ん 詰らない に 極って ゐま 

すわ。」 幾 乃 はや や 熱心に、 

「それで 私が 欲し かったんです。 父 もさう です けれど、 母.， j 欲し かったんで すの。 まあ 何 處か物 

昆 遊山に k) れて步 くと か、 家に お 客 をして 遊ぶ とかい ふ 場合に、 私が 必要だった に 極って みます 

Go つまり 自分に は 偉す ぎろ .n^ 人に よって 充 されない 家庭の 穴-: 虚を、 ；5^に依て滿さぅと；：ムふ、 自 


然の愁 求から 起った ことら しいんです けれど、 その 希 は 多分 ー：，5!1 切られつつ あろんだ らうと 思 ひ 

ます。」 

「ああ、 さう です か。」 と、 隆夫は 微笑 を 含んで、 「意識的に も 無意識的 にも 有りがちの 悲劇です 

ね。 して 兑 ろと、 人 は 誰に 限らず 寂し、 かって ゐ ろんで すね。」 

「です けれど、 荒 川の 母から 言へば、 私 を 引取った こと は、 荒 川の 父に 對 しても 私に 對 しても、 

非 $e な功德 をで も 施して ゐろ やうに 思へ ろんで ございませう。 父 はいくら か氣翁 をし なければ な 

りません わ。 私 も 共 を 恩に 被ない わけに はいきません。 若し 感謝して ゐ ない ことが 解れば、 きつ 

と叛 かれた と m 心って 怒ろ に 違 ひな いんです もの。. J 幾 乃 は 熱心に 一 百った。 

「 女 に は その ^ が兑 えす いて ろん で す な 。」隆 夫 は 笑った。 

「ええ、 それ は 私の、 觀 です もの。 ^が 何にも 考 へない 人 問 であった らばね。 しかし 考 へない わ 

けに は 行かな いんです もの。 父と 母 以上に も、 私と 母と はお K に 不滿を 感じ 合 ふやう に 出来て る 

ろんで ございます からね。」 

「それ ぢゃ 今の う もに 何とかしたら：：」 

「けれど： 1； うしたら 可い か、 私に も 解りません もの。 父に 一 百 ふの も氣 毒です わ。 仕方がな けれ 

ぱ、 町 m の 奥さんに でもお Si す ろんで すけれ ど、 あの方に したと ころで、 これ 以上 何う すろ こと 
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も 出來 ないだら うと H 心 ひます。」 

「さ うれ。 して はると、 やっぱり 獨 立す ろんで すかね。」 

「なまじっか 父が 知 れ たり 何 かしな かつ た 方が ね。. jtf 乃 も 嘆息す ろ やうに 言 つ た。 

降 一失 は 幾 乃の 今 n の 來訪に は、 そんな 訪も あつたの だら うと、 漸と 心^いた。 そして 彼 は 暫く 

沈 E 心 に^ちて ゐた。 

幾 乃ん せ虚 な：：： をして、 反^の 側の 窓 ごしに みえろ 崖 や、 人家 や 森 や、 雷燈 などな 眺めて ゐ. 

た。 -^5-の夜の風が、 小 ノし强 いくら ゐに吹 流れて、 霄車は 直きに 上野まで 疾^した。 

で、 i^3m5:r 外の 叫い. は、 5:5" へ EE ろと、 ra: 人 は ぶらぶらと 廣 小路の 人 込の 方へ 歩 を 運んだ が、 何處. 

へ往 つて 4； をしょう と 一 ムふ計 K は 誰に もなかった。 でも、 渴と飢 と は 等しく 感じて ゐた。 そして 

何とい ふこ と な く 銀- M 行の 電車に 乘ろ ことにな つた。 

七  、 

或 フル ゥッ • パラ ァで 三人に 別れてから、 未だ 時間 も 早かった し、 道順で もあった ので、 幾 乃 は 

n, へ.： だけの； m 持で もよ つと、 八洲 子な 訪ねて 見ようと 思 ひついた。 勿論 荒 川の 方へ 來 てから、 お 

や. -た 一」w_ いねた が、 ちょいちょい 遊びに ー來 いとい ふこと だった ので、 餘り 無沙汰に なっても 惡 


いと つた。 

鮮し いこと は 幾 乃に は！： ら なかた つが、 朝鮮 行の 一件から、 町 E と 八洲 子との に、 ー；！^大き 

な 溝が できて、 失^と いふん の も I の 形式に 過ぎない の だと、 八洲 子 は それとなく そんな こと を 

幾 乃に サ i したので あった。 で、 あれから 何う した かと、 八洲 子の 身のう へも氣 にかかった。 氣に 

かけた. BT で、 幾 乃の 力に も 及ばない ことで はあった けれど、 荒 川と 町 E と、 ちぐはぐの 二 夫婦の 

運命に ついては、 问 情と 興味 を 惹れな ぃ譯に は 行かな かった。 

では 八洲 子 は 風邪をひいた とか 言 つて 寢てゐ た。 勿論 呼吸器が 餘 0 丈夫な 方で はなかった 

ので、 成 C= に は， #り=  ノ かった が、 其ば か" でもない らしかった。 寢 i 至に は 英夫も 來てゐ て、 何 か 

频 に^して みたので、 幾 乃 はちよ つと 禱路 したが、 入らない 譯にも 行かなかった。 

八洲- j は.，：： 蚊帳の なかで、 草 模様の 麻の 小夜 若 を はねて、 蒲 W のうへ に 起 上って ゐ たが、 英 

夫は緣 端へ 出て、 ワイシャツ 一つに なって、 サイ ダか何 か 飲んで ゐた。 彼 は 幾 乃の 姿 を 見ても、 

居住な .Id すで もな く、 俛 いたま ま阁扇 を もって ゐた。  、 

「 御お 氣の , .1 と 此ー. 一と も ^じ ま せんで した。」 幾 乃 は 一 一 人に 拔挨し てから 面 化な 風で 言 つ た。 

「いいえ 入した ぢ やな いんです の。 もう 可 いんです けれどね、 夏の 感 Is つて 厥な もんで 19 わ。」 

八洲 子 はそんな 事 を 言 ひながら、 
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「此 の 方が 凉 しいで せうよ。」 

「え。」 幾 乃 は g.- 側の 下手の 方で 圑遍で 風 を 入れて ゐた。 

「何う です、 この. m は。 今 n は どこかのお 歸 りなの。」 

「そんな 譯 でもな いんです けれど：：」 と、 幾 乃 はいくら か おどおどした 風で 、「& X 問 は 暴う ござ 

いますから。」 

すろ と默 つて ゐた英 夫が、 「暑い E 者い。」 と 眩きながら、 庭 へ 下り立って、 「今頃 東京に ゐ るなん 

て、 氣の利かなぃ^.iですね。」 

からか ひづら 

「1^3 へ で.^ いらしたら 可いで せう。」 八洲 子 は 揶揄 面で 言った。 

幾 乃 は 1= ぃ桢 込の 方へ 動いて 行く 英 夫の. H い 形を兒 ると もな し：：^ てゐ たが、 愛想ら しく、 「英夫 

さんにん 久狼 でお n にか かりました わ。」 

「さう です ね。 あの人 も爲 様が な いんです よ。 會社を めて 洋行す ろか、 東京に ゐ ろなら 出版で 

.^>'ゃろか、 どっちに しても お金が いるから、 何う かして くれ なぞと、 此 また そんな 辜 を 言 出し 

て W つてる ろんで す。」 八洲 子 は 笑 ひ 半分 嘆息す る やうに 言 ふの であった。 

「さう です か。」 幾 乃 も 笑 ひながら 應 へた。 

「それに 小：：：； 女 を 荒 川さん へや つたの が、 不都合 だと か 言って：： 眞實に tl! 様の な. ぃ駄駄 子です 


「その代り 好人物：：」 と、 幾 乃 は 言った が 1^ 笑 的な 氣分 を强 ひて つけろ や、 つに して、 「ほんた 

うに 好い 方なん です けれどもね。」 

い  くちさき 

「ふつ、 好 いんだ か： C ぬいんだ か：：」 八洲 子 は 口先で 笑って ゐ たが、 

「巾； U 女の 近況 は 何ん なです の。 御 母 さまと 仲 善くして ゐま すか。」 

「え、 まあ：： でも 刖に 何う とい ふこと も ご. ざいません の。 私の やうな 我儘 ものの 娘 を、 ^に 世 

；!^ すろ ことにな つたんで すから あの 人ん 氣の i^; 产たと m 心 ひます わ。」 

「結構. ちゃありません か、 思 ひがけな くそん なに 立派な お嬢さんの 御母さんに なって。」 

「私さう は m やへ ませんで すけれ ど。」 

「何う してです。」 

「 何う してで せう か 。」 と 幾 乃 は それに は 答へ ないで、 

「それに 私に は 母子の 成 (情 なぞと 云 ふ 本能 は、 お：： たない-つち 何處か へ 失く じて 了つ たんだと しか 

思へ ません の。」  • 

さ  ど  それ い 

「でも 御父さんに は、 然 うぢ やないで せう。 何う せ それ は 其で 可 いんです ね。」 
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「え、 まあ 然ぅ m 心って みます けれど、 そんな 私 を 子 だと W 心って 居ろ 母 は氣の 毒. ちゃないで せう 

か。 L 幾 乃 は 1 一お ふので あった。 

「ほんと に然 うなら、 それ あお 互の 不幸ね。 だけど 何う して：：」 八洲 子 はもつ と聽 きたさう に 

曹 つた。 

「私 かう £ 心 ひます の、 人と して 翁 敬す ろ 彼が ありさへ すれば、 それ あ 後から 〈みけた 叙で も 十 

八 刀 愛敬して 可いで せう けれど、 人と して 翁 敬の 拂 へない 人で したら、 實 の；：：？ でない と いふ こと 

は、 隨分 不利 (化 だと 思 ひます の。」 幾 乃 は！^ へ ろ やうに 語った。 

「それ ぁ然 うです とも。 私 だって 林 子さん を贵 女に 翁 敬 させようと は 忍 はな いんです けれど、 さ 

ぅ嚴. おに 批判し なくたって：： あの人に 愛情が ありさへ したら、 其で 滿足 してみ なければ。 でな 

いと、 荒 川さん に ハー 湫の棄 です。」 

「私ん それ は 知って ゐ ますの。 しかし 荒 川の 父 こそ 氣の棄 なんだ と 熟 熟さう 思 ひました わ。 あれ 

、 J そ ！ &-實 の 孤獨 とい ふんの だら うと 云ふ氣 がすろ のです けれど、 それ.. T 寂しい のなら、 それん IP 

いんです けれど、 其よりか もっと 惡 いんです もの。 ほんた うに 詰らな いんです もの。」 幾 乃， は 鋭く 


批判 を 加へ ようとした。 

「そんなで すかれ。 私 そんな だと も m 心 はな いんです けれど。 まあ 言って ごらんなさい。 何ん なや 

うな * 實 だか、 一例 をね。」 ， . 

「あの人 はお 花が： きなんです もの 。」 幾 乃 は さ う  一一 H つて 目を伏せた。 

「お 花って 遊びな の。」  - 

「^終^^んですゎ。 それ も 可 いんです けれど 交際す ろ 人が、 みんな 株屋の 奥さんと か、 料理屋の 

おは： さんと か、 ： ： 芝 ni^ に關 係し てろ 人 だと か：： 私 ほんと に 驚いて しま ひました の。」 

「 へ え、 さう。」 

ひつば こ 

「そして、 あの人の へで は、 私 を さう 云 ふ 一一 1 分の なかへ 引^り 込まう として ゐ ろんで す 」 

「まあ、 さう！ それ ぢゃ 困ります ね。 私. そんな だと も H わ ひませんで し，；：！。 尤も あの方のお 母 さ 

いきす ぢ  め  . 

んと いふ 人が、 さぅ霄 つた 意氣 筋の 人でした からね。 でも ハ やか 力 3 して 力ら、 ぐっと 眞：^ EI にあな 

んな す つ たとい ふ^^-でしたがね。」 

-rr- つす  なん  し かた 

「父 も それ を，；. お 知って るろ らし いんです わ。 でも 何とも 胃 はない ところ を兑 ると、 方 力な レ 

-ゲ H  し 

と m 心って ゐ るんで せう か。 北ハ とも 自分に も 弱點が あるから なんでせ うか 知ら。」 

それ 

「弱 點と 言った ところで ノ贵 女め お母さん のこと ぐら ゐで せう。 ？ I ハは林 子さん も 承. おのう へ で 
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是非 中； 01 女 を 引取りた いと、 御 自分から 仰し やつたん です ものね。」 八洲 子 は 少し g( 街した 調子で、 

「それ は 林 子さん の 本 •  れが然 うなんで すわ。 ^に理 山 はないで せうよ。 ただ 荒 川さん が、 もっと 

れ  い 

:?Sv を 仰し やろ と 可 いんです がね。 そんな gi にな. ると、 まろで 處 女なん です もの。 それ こそ 意氣地 

がな いんです^。 超越なら 北ハ も： E- いんです けれど、 荒 川さん の は然 うで もな ささう ねリ」 

「え：： 私、 何故 あんな 人と  一 ^にる るんで せう と S 心って、 不 H 心議 でなら な いんで ございます。」 

「やっぱり 諦めて ゐ るんで せう かね。」 八洲 子 はさう ；  一一 in つて 溜息 を 吐いた が、  . 

H  そ  はぢ 

「けど 幾 乃さん、 そんな 事 は餘り 人に 話さない が 可う ございま すよ。 北 ハれ こそ 御父さん の 1- です 

から。 そこが 荒 川さん のお^い ところ なんでせ うけれ どもね。」 

「そんな」^^さは她；意義だと3思ひますゎ。」 

「さう 言って しまへば、 然 うです けれど？ W 女が さう m 心 ふなら、 析を て、 お父さんに 御忠齿 なさ 

ろの も惡 いこと. ちゃない でせ う ね。 女の  一 W ふこと なら 荒 川 さ んも吃 度お 訊 き になる に 遠 ひ な い 

ん ですから。」 八洲 子 は  一一 Kl つた。 う 

幾 乃は惱 ましげ な 表情 をして、 しばらく 默 つてる たが、 

「私に そんな 资格 はなさ さう に m 心 ひます わ。 いくら 嚴實の 父子で も — 」 

「さう ね。 女 2 おいわね。」 八洲 子 は 心から 一一 一一：； ふので あった。 


でそ5^_1もそれでへ；^斷れてしまったところで、 ふと H 心 ひ 出した やうに、 幾 乃 は 今：：！ の 不思議な 

出來^^にっぃて、 私と八洲子に^^した。 あの 隆 夫の 世話 をして ゐ ろお 柳と r ムふ 婆さんが、 M だか 

產み S  ^山 やうに E 心へ てなら ない と； K ふこと.^。 

「まあ、 そんな 事が あつたの。」 と、 八洲 子 も 驚いた。 

「まだ 能く は 判りません けれど、 誰 方に かお 訊きし ましたら：：」 

「さ うれ、 關 n に 就いて みれば： y ぐ 判ろ ことです けれど、 訊いて いか.； sir か 問題です ね。」 . 

IsT かへ えたと ころへ、 英 夫の 白い 姿が 直ぐ 右手の 袖 S の 蔭から 現 はれた。 幾 乃 は 今の 話 をき 

つと かれたら うと H 心った。 聽 かれても 介意 はない とも 考 へた。 あれ 程 親しくして ゐた英 夫 を 恐 

れろ i;. 山ん ない の だと 思 はれた が、 而し此 頃の 英 夫の 氣分 は、 何となく 不安に 感ぜられろ こと は 

爭 へなかった。 彼 は 先刻から 何 か 自分の 啤 でも 出ろ か、 それとも 幾 乃の 身の上に ついて 何 か 新し 

い 話が あり はしない かと、 竊 と其處 まで 來て、 Jq: を 澄して ゐ たに 逮 ひない のであった。 嫉妬が 彼 

を 疑 深くなら せて ゐ るの だと m 心 はれた。  、 

と、 -.^ 、火 は 澄した 顔で、 そろそろ 緣 へあがって 來 たが、 ハ$ 時の 無 邪氣な 突飛な やうな 調 >M じ、 
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「兄さん は 政黨へ 入つ たんです つて？ さう です か。 立憲 同志 黨へ —— .」 

「だ つ て 其 は 誰でも 知って ゐろ こと ぢ やない の。」 と 八洲 子が 輕く應 けたの で、 英夫も 詰らな ささ 

うに 默 つてし まった。 

その 汐を 見で、 幾 乃 は 蒲團を 返って、 

いとま  ど  に はか 

「私お 暇いた します。 何う ぞぉ 大事に。」 と：  一；：！ I ふと、 英夫は ：1 に^ 計な ど is- て、 

「俟 も歸り ませう。」 と、 急いで 上衣に 手 を 通した。  • 

「町 m の 兄 も 到頭 政治 運動 を 遣る らしいで すな。 隨分 荒 川さん に 迫され たとい ふぢ やない で す 

か。」 

外へ-：: 山る と英夫 はそんな 話 をし かけた。 

「さう です か。 私 何にも 知りませんで すけれ ど。」 . 

てきがいしん  よ  い  ひとりごと 

「荒 川さん に 敵懷心 をお こして、 止せば 好い のに、 田舍の 山を賣 ると か 言 ふ 話 で す 。」英 夫 は 獨語 

の やうに lie つて、 「詰らんで すね、 私の 感； W な ん か。」 

「でも、 何 かな さらな けあなら ないから ぢゃ ないで せう か。」 

つ それ ぁ然 うで す。」 と、 英夫も 直ぐ 受容れ て、 「それに 姊が あんな 風で すから ね。 僕に 言 は せ れば 

荒 川さん よりも、 自分の 家內に 封す る 敵 像 心の 方が 强ぃ かも 知れな いんです からな。」 と 笑った。 


「さう ね。」 と、 幾 乃 も 笑った。 

「化に しても、 金 を裕 へて 來て くれろ こと は 結構です よ。 俊の 洋行 費、 ぐら ゐ 出る かも 知れな いん 

で す からな。」 英夫は 誇示す ろ やうに 言 ふので あった。 

幾 乃 は 心 にもない お 世 li も Sn へなかった ところで、 わざと 11 つてる た。 

「それ は然 うと、 今ル 贝 女 は、 今：=降：夫15^;?のところで、 眞實の御母さんに^！^；！ったとかぃふ^をして 

るた やうです ね。」 と、 英夫は を 潜めて、 「一 體 それ は眞： 貫です か。」 

それ 

幾 乃 ははつ と m4 つたが、. 共が さう 大きな 問題 だと も m 心 はれなかった。 

「 私 の 想像 な ん で す け れ ど 。」 と 幾乃 も 沈 ん だ 聲 で 、 「 で も 何 で も な い こ と で す わ 。」 

「^；^關ロに^^ぃて见て上げても可ぃな。 贵女は 病院 以來氣 にして ゐたぢ や あれません か。」 

- 「え、 — でも 今と なって 兒 ますと、 私み」 所有しょう として ゐ ろ 人が、 餘 まり 多い もの です か 

ら。 それに 私 は 諭の ものに も なれない と m 心って ゐ ますから、 たと ひ 貫の 母 だとしても、 知らな 

い M でゐた 方が、 反って 雙 方の 利： & でせ うと m 心 ひます。」 

「しかし 利 〔偷 問題 ぢ やな いんです もの。 誰し も ni 分の こと は 知りたい ものです から。」 

「それ ぁ然 うです けれど。」 

「それに 贵女 は 餘 程し つかりして ゐ なけ あね。 衆が 寄って 维 つて、 门： 女 を 滅茶苦茶 にして しま ひ 
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さう でなら な いんです。 僕 は それ を 恐れて ゐ ます。」 

つちり 

「それ は 私も考 へて ゐ ろ^なんで ございます」 

「隆 夫君が、 貴女の 實の 御母さん を 牽制し てゐろ やうな 形迹 はな いんです か。」 英夫 は ひどく 氣が 

廻ろ らしい 風で、 そっと 訊く のであった。 

「そんな 幼稚な！」 と、 幾 乃 は を かしくな つたが、 でも 其は英 夫の 氣に しさうな こと だと 思 はれ 

た。 

「原 H さん はそんな 方. ちゃな いんです の。」 幾 乃 は 一一 S つたが、 しかし 辯 解しても 英 夫の 慰めに はな 

らな いと 思 はれた。  - 

途途 そんな 話 をしながら、 やがて 同じ. 宽車 のな 力 へ 人つ ナ。 

%  • 十 

0  1 一一. 一 p 

或時吉 村と 町 出と 出 つた。 


それ は 全く 偶然ではなかった が、 雙 方で そんな 豫期 があった 譯 ではなかった。 勿論 告 村 は 幾 乃 

に遞 げられ てから、 彼女 を 取 一お す 何等かの 手. 1© に 有つ かう と悶 扱いて ゐた。 そんな 無法な ことの 

冇 川むべからざる は、 十分 知って ゐ たけれ ど、 l^m 伯と いふ 關 門が あろ だけに 乎のお けよう はな 

かった。 で、 彼 は 或 時 また 八洲 子に 線って 兑 ようと m 心って、 懲りず まに 趨 町の 町 W の 屋敷 を 訪ね 

て： ：：-た" 八洲 子 は 勿論 不在で あつたが、 m 心 ひがけな く 彼 は 彥彌に 逢 ふこと が出來 た。 

「家.？： は この頃ず つと 酒 匂の 方に るます がね。」 と彥彌 は m 心 ひの ほか 好い 機嫌で、 彼の 奥座敷 へ と 

通して、 そんな 風に 應對 すろ のであった。 

「 さう. た さう でございますな。 矢；^ りお 體 がお Hl!^ くて いらっしゃいます ので：：」 せ 村 はべ こ ぺ 

こしながら 一一 n つた。 

ど  なん 

「いや、 今^に 何う と 云 ふこと もな ささう だが ね。 . I ところで fli; の 要件 は 何です か。 祌爲の 

務で すか。」 

「それ も ございま すが、 其 は 何に、 また 何とか 話 をつ けて 戴けろ 時 も ございませ うと m 心 ひまして 

::」 と、 .^n 村 は； を 撫でながら、 「贵方 さま は此 頃、 役所をぉ1能めになったゃぅで：：何か^;!^^1- 

をお 始めな すった とか：^ ひます が。」 

「 そんな^？-がもぅ界逹の耳 へ 入ってゐろのかね。」と、 町 m は 恐縮した やうな 得意 j や うな 調子 
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p -、 

「成程 商資柄 だけに、 機敏な も S だね。」 

「そんな 譯ぢゃ ございま せんが、 此 ちょっと 祌 尾さん にへ；^ ー屮 でお I:;- にか かりました ところ、 御 

鄉 ffi- の 方で、 何 か 大變な 掘 出物が おありに なった とかで：：」 

「ああ、 あれ は 何に、 まだ 海の ものと も、 山の ものと もお かんの だよ。」 彥彌は 笑って、 「多分 英夫 

いひ わけ  まんざらち と た 

が负 はの ；：ー：11 譯に 利用した もの-た らうが、 しかし 萬更； ^方 もない ことで もない のた から， その う も 

物に なろ かも 知れない よ。 勿論 當分 不景氣 で 駄目 だ が。」 

「私の 方 は、 その ^も 祌ぉ さんに ちょっと お し て お きました 通り 幾 乃の 問題と 交換 條 件でした. 

ら、 あの方 S 利 丁 ぐらる は 何とか 讓歩 します へ で、 ： ： それに 又 どうせ： £ 八 も 1^ 期 に违 し て ゐ ろ 

ことで、 いづれ 相 常の 婿を搜 さなければ ならない ので ございま すから、 次第によ つて は祌 おさん 

と  一^にしても.： 二 てれが 幾 乃の 希. 51- と あれば、 何に、 それ は 一向 かま ひません のでして。」. 村 

は ひどく 人の 好 ささうな 副 子で 一一 S ふので あった。 

彥彌は 火 様に、 

「ああ、 英失も 何だか そんな 事 は 一一 S つて ゐた やうだった がね。 勿論 家. S: の考へ は、 それと はまる 

で反對 でね。 英 夫に 同 して ゐ ろの は 寧ろ 我聚の 方なん だ。 英夫 も實 は可哀 さう なんだ。 幾 乃 を 


荒 川の 方へ 引 扱げ て 行かれてから、 甚く 悲觀 して ゐ ろので、 あの ままに してお いたら、 何ん な こ. 

とに なろ か 知れない の だ。 で、 Ijj; におし、 幾 乃さん を英 夫に くれても 可い と 云 ふ 意志が あろなら 

ば、 一 つ 相談して みても 可い と、 實は 思って ゐた ところなん だが：： 勿へ 1 それと 同時に 幾 乃さん 

ち ど 

は、 W び！；？ の 手に 戾ろ ことに もな ろので。」 

「さう 出来ろ ことで したら。」 と、 *1 村 は 反身に な つ て、 「私の 方 はもう 何ん な條 件に でも 應 じます 

精り で ございまして。」 リ 

「さう、 條 件と 一一 n つたと ころで、 tfi- に损を させろ やうな こと はしな い^でね。 まあ 今一 一一 一 ：！ ふ 結婚 問 

题と、 務の 利子 を 負けても らふぐ らゐの 所で 結構な の だが、 によろ と 我聚の 方で、 资 金の 融 

通 を 少しお 願 ひせんければ ならん かも 知れない。 今の その、 我輩の 義. ——— つまり 我 ilwsw<-i:s 

い.？ rLJ む-一  まん パん てつ  やと 

家の 相-： i 者で、 妹婿 だが ね、 その 義弟が 發 見した 滿埯鐵 の 山 だが：： 勿論 これ も 今 技師 を储っ 

しくっね^；ひ 

て 踏 木  中で：： しかし 十中八九 有望ら しいから、 いづ れ 試掘 願 を すろ ことに な らうと 思 ふ。」 

「 は い。」 と、 は 少し 目 を 暴ら せ な が ら 、「な に それ も.^ かなもので ありさ へ す れ ば。」 

「まあ 確かな つもり だが ね。」 

二 
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で 町 出 は」 .i; を 立った と m 心 ふと、 E 分の 部 から 鏑區 の地圖 S やうな もの や、 鏑石の 破片な ど を 

ニー 一； 1^ もって 來て、 說明を 加へ た。 

「けど、 かう 中し ちゃ 何です、 か、 滿 流と 一. ムふ扠 は、 素人の仕^^でしたな。」と、 さ 村 は 一一 一一 ：！ ふので あ 

つ た 。「地方の €g ^家が、 裏の 山で 發 見し て 探 掘す ろ ぐら ゐの處 で。」 

「それ ぁ然 うだ。 決して 大きな もの ぢ やな いんだが ね。 その代り 叉 资木も かからない。 まあ 坑夫 

ゃ雜夫の十！：；^；：人も條って、 皮む きを 初め ろんだ が、 11! 鑪. たって 手が かからな いんだから。」 

.「 私 も あ もら ぢゃ纖 山グ" —カァ もやった もんです が滿掩 は やっぱり 支那で せ う。」 

「けど 森林が あろんだ。 滿 流の 方 はほんの 附 けたり で、 木：；？ の 方が 寧ろ 主要なん だ、 か、 その 拂下 

にち よつ と金が かか ろんで ね 。-」 

一 n-i^T し  、 

「いづれ 山 も 一 っ實 地に 兒て もら はなければ ならん が、 何しろ 官有 林 だから それ あ 大した もん 

だ。 縱、 松、 杉、 ^^^£粥松の ゃぅなものが、 みんな 相 常の 大木なん だから。」 

.L  は ひ  はら ひさげ 

「それ あ 可 ござい ます。 確に 鑛 一?!： 權が 乎に 入って 山林の 拂 下が 許可され ろと なれば、 一 萬 や 一 一 萬 

の もの でし た ら 御用 立 もし ませ う。 尤も それん 今 中 上 げ ました 幾 乃の 問题の 解決 次第で すが、 、 J 

れ は-矢 禮 ながら、 贵 方に 何 か 御 方略で も ございま すので？ 」 


±  みおろ 

「その ガは 何う かなら うぢ やない か。 色^？；：！村料も揃 つて ゐろ， とだ か ら。」 彥彌 は吉村 を： a 下す や 

うにして 一一：：" つた。 

「；； ？ 料って ひます と？」 吉村は 不安 さう に 訊いた。  • 

「さすがの おも 御；；^ じあろ まいが、 幾 乃さん の 母親の 所在が この へ ふとした ことか-り 知れた の 

でね。」 彥彌は 勿 體 らしく ぎふので あった。 

.11:1 村 は 目 を 丸く した。 

「へえ、 そぃっは初^：^ですが、 ー體 それ は 何處に をり ますので。」 

「それ も： ^ 追 話す がね、 私 はこの 母親 を 使って 幾 乃さん を 釣 出さう と m 心 ふん-たが、 そこに 一寸 ェ 

合の F むい ことがあろ のでね。」 豫彌 はさう 言って 首 を 傾げて ゐ たが、 お 柳と 隆 夫との 關係 や、 隨夫 

ききと  かい まつ 

の gsj- で 幾 乃が お 柳に 逢った こと や、 英 夫から この頃 聽 取った こと を、 骚撖んで^.1した。 

.fw 村 は：： 木れ たやうな 顔 をして ゐた。 

「ひえ、 そんな 事が あろんで ございます か。」 

「だから 君、 世の なか は 面白く 出 來てゐ ろよ。 たと ひ 荒 川 や 原 W 伯が、 どんなに^を；！-^！したと 

ころで、 かう 云 ふ 女が ゐろ 以上、 それ を 巧く 抱 込んで、 二人共 同で 打 突かって ハ U く H になれば、 

先 もやの つけ やうがない からね。 勿論 君 は 表面へ 出て はいけ ない。 お 柳さん と：. ムふ荒 川 S 最初の 
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女 を 手先に 使 ふに 限 ろんだ がね。」 

「けど、 その 女が 原 E さんの 子息さん と 懇意 ぢ やね。」 ぎ 村 は 太い 首 を： ^つてみ た。 

「しかし 英 夫が 色色 探 つたと ころに よろ と、 ただ 近所に ゐ ろか ら 時時 行 つ て をす ろ とい ふ-た 

けの ことで ノ 其の 隆 夫と か 云 ふ洋聱 家のと ころ へ、 ちょいちょい 訪ねて；；；： く 幾 乃が 自分の 娘 だと 

1"ム ふこと は 女 自身 も隆 夫も氣 がっかずに ゐろ さう だ。 勿論い つまで 氣づ かずに もゐ ないだら うか 

ら、 今のう ち 女 を 引 放して おく 必耍は あろね。」 

「成程ね。 だが 何だか 際どい 仕事です な。」 

「，際どい といへば 際どい が、 是も英 夫が 一 生 懸命 考 へた ことで ね。 何でもお 抑と い ふ 女 も そんな 

事 をして ゐ ろくら ゐ だから、 餘り樂 ではな ささう なんで、 荒 川のと ころへ 金の 無心 なぞ 言って や 

つたこと も あろら しい。 植木屋の 隱居屋 に 一人で ゐ ろと いふから、 何時頃の ことか、 後妻に でも 

dH 込んだ もの かね。」 

r し か し 此 方 が 骨 を 折 つ て 、 そ の お 袋 に も つ て 行 か れ て も 詰 ら な い ^.i で す よ 。」 

「けど 然 うな れば 此方の もの だ よ、 相手が 相手 だから 仕事 は 至 つ て爲： ^い。」 唐彌 は，： ありげ に 

In ふので あった。 


三 

それが まだお しい 朝の ii のこと であった。 

士 " 村 は 幾 乃の ことと なると、 まるで 夢 屮 であった。 彼 は 失って から 愈 失った ものの- 货 いこと を 

^感 したので あった。 そして 二 時 はかり 町 W と 話して ゐ ろうち に ひどく aJA やか 出て 来 5L、 その 

足で がぐ 田 端 を採檢 すろ ことにした。 何 かの 手懸 りが ありさへ すれば、 それに 飛つ かずに はおけ 

ない と 云 ふ 風であった。 

m 端で は、 械彥 とい ふ 植木屋が すぐ 知れた。 今 は 9 个ケ. ^いして るろ けれど、 その 名前 は汎く 知られ 

てゐ たので、 俊雜 した 家庭の 事情な ども 大體 知る ことができ たが、 幸 ひなこと に は、 M おが 死ん 

でからのお 柳の 地位 は 餘り幸 ：1 ではない らしい のであった。 

. せ 村 はぶら ぶら と、 その 植木屋の^^ を ま はって、 作られて ある 庭木な ど を 兑て歩 いて ゐた 

が、 ちゃう ど 赤松 を 一 株、 极作 をして 車に うとして ゐる 職人に 出逢った ので、 話の^ 口 はすぐ 

まされはじめた。 勿論 被 は 原 宿の 自邸に 廣ぃ， M を もってる たので、 そんな もの を n 入れろ 餘地は 

S£ 山あった し、 差 詰 庭の 手 入 を賴ん でも 可い 譯 であった。 その 職人の 鋭 方ら しい 一 人が 所 披^ 

であった。 i_ せ 子： たと か 云 ふ 彼 は、 もう 三十 七 八の 年輩であった。 ，；tt 鄕 軍人と 云 ふ^の 出て ゐ ろと 
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ころ を兒 ろと、 彼 は 丘 (役 を も 勤めたら しく、 立派な 體格を もって ゐた。  ， 

その 日 は 家へ あがって、 お茶な ど： ^れんで、 榧 か 何 かの 庭木 を 持 込んでも らう ことと、 都合に よ 

て t れ  ひきと 

つて 庭の 手 入 をしても らう こと を 約 is- して 引取った が、 お 柳ら しいお 婆さんの 姿 も隱居 家の 方に 


「どうも 掘で なくち や 納まらない ところが あろんで、 方方 搜 して 兑 たが、 m 心 はしい V (にぶつつ か 


ntz」 た。 

一 とうよ 

ら なかった。」 4,;:! 村 はそんな 風に 話して、 金を拂 つて 歸 つた。 

そして そんな ことから、 彼 は植彥 を 庭へ 引 入れる と 同時に、 お 柳 をも繁 ざつけ ろのに 何の 造作 

もなかった。 

ちょっと 行 端に EE つて ゐ たやうな お 柳が、 吉 村の 勝手 向の ことに 立 働く ために、 可成 好い 條件 

を 以て 储 はれて 來 たの は、 それから 一 月 もた たない うちであった。 

或 日の 晚方、 彼女 は 着 換ゃ何 か を 入れた 手頃な 信玄袋 を 一 つもって、 原 宿の 吉 村の 屋敷の •：£ お 口 

に當ろ 煉瓦 辦の潜 戸から 私と 入って 來た。 もう 職人た ちも歸 つた あとで、 士 ：！ 村 は 風： HI に 入って ゐ 

た。 そして 紬對と 話して ゐ ろと、 やがて 彼 は 浴衣が けで 上って 來て、 勝手；； 儿を 通りぬ けて 行つ 

*  一  0 

「お役に立ちます か 如何です か、 まあ 働かして いただきまして。」 お 柳 は. n:l 村の 家. s: に：：：：： ふので あ 


つた。 

なに  ほど  あら ひ はり 

「^にこれ と： ぶふ 用^も ありません けれど、 蒲 阒ゃ何 かの 解き ものと か 洗 張と かね、 そんな もの 

たま  こまごま  あ  あなた  かた 

も^って ゐ ますし、 これで n 細した 用 車 もちよい ちょい 有ります からね。 それに *;2： 女の やうな 方 

にゐて もらへば、 たと ひ 二人で 湯治に 行けば と 云って、 留守が 安心です からね。」 

「いいえ、 碌な こと もで きませんで ございます けれど、 まあ 私に 出来る ことで したら。」 お 铆は # 

ま そ  うちわ 

細な すんなりした ".m チに、 茶碗な もって、 內 輪に お茶 を飮ん でゐ た。 

t  5 ち t{.0 しづく 

問 もな く 彼女 は. 村の 前へ 出て 行った。 彼 は 打 水の E. 下の したたる 庭木の 青した 座敷で、 緣ち 

かくに，：^ "を い；： めて、 裸で 晚^ を やって ゐた。 

ぶ にん  としょり 

「私のと ころも 無人で 困ろ のでね。 誰か 確な 老：^ がー 人 _g みたい と 思って ゐた ところ、 ちゃう ど 

あんた  ひとがら  う 

贵 女が 遊んで ゐ ろと いふから 人柄 も わかって ゐ ろし、 打って つけだと 云 ふので、 お頼みす ろ こと 

， ご ころ  かま. 

になつ たんだが ね、 まあ く 居て 見て、 氣 心が 仓 つたら 私の 方 は 何時まで 居て もらっても 介意ば 

ない ので：：」 

「有難う ございます、 ぉ氣に 入ります か 如何です か。」 お 柳 は 同じ こと を 繰返して ゐた。 

< ん t  ふし あはせ  .£3"  .  5 

「贵女 は it 倖な 身のう へだと 問 いたが、 子 供 さ ん に で も れ な す つ た の で 」 

「は、 さう 云ふ譯 でも ございません けれど。」 お 柳 はも ぞもぞ して ゐ たが、 しかし：^ 女 はそんな こ 
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、こ を！！^ めすに は、 可也 能辯であった。  • 

お 铆は十 R のみ i もゐ たけれ ど、 や： n 村の 主人が 何ん な 職業 を もって みろ か は、 薩張 解ら なかつ 

た。 ：^.〈| 外へ 出ろ 機龠も g (へられなかった から、 近所の の i:t に 入り やう もなかった。 多分 此邊 - 

の 大地、 に-とか、 <^|1社の,^-役とか、 とにかく 俗で そし て^^?たぃ」ぉしぃ家.たとぃ ふことだけは確に 

感ぜら わた。 

彼女 は せ乂 MHO 必 .#v もな さ さう な 冬 ものの 紹 布の 蒲團の ，引 釋き や 洗 張な ど を させられろ ほか、 何 

の di 事 を， f> 課せ られ はしなかった。 何 だ か， 刃體な い や うな 氣が したが、 人との 交渉の 上 にお？^;;!: i り 

なやうな 感じ は 少しもなかった。 勿論 彼， i< はれ" 色の^ を て 來てゐ たので、 この 人数の 少ぃ^ 

い 家に ：：^  くゐ ろ こと は 迚も 堪 へられない こと だと m 心 はれた。 も つと 勝手元 へ 出て、 どしどし 何 か 

倒く か、 屮 Z 人の 人と； -湫輕 な 話で も 取 交して、 偶に は 笑談を 一一 一一 n つたり 笑ったり しなければ、 迚も ilc. 

しくて^ 切れない だら うと 云 ふ氣 がした。 

ひ tt-  いつ  あ  ねむけ 

すろ と.^ ソ. n: の 午後、 人氣もなぃ六遇：^の何時もの部屋で、 眾 調な 仕事に も飽 いて、 少し^ 氣が差 

して 来たと ころで、 手 を 休めて、 うつらう つらと して ゐろ ところ を、 一二 時のお 茶に 呼ばれて、 茶 


の -:ザ-で紬^;;と 廿ぃ ものな ど 摘み な が ら、 し ばらく^ il 話に 耽 つて ゐ たと き、 ふと 家出 をした 娘- S 

^が n?; の n か. り 出た。 

「おや、 そんなお さまが お宅に もゐ らっしゃい ましたの です か。」 お 柳 は 吃驚し たやう に 言つ 

て、  . 

「近 で i::; い 方のお 體 につく ものが、 ちょいちょい ni につく と W 心って をり ましたんで ございま す 

よ。 ぉ幾焱 ぐら ゐでゐ らっしゃい ました。」 

r 贵女の お •；« さんと じハ やです よ 。」 細 fl;; は 尖が つた やうな n と、 眠い やうな 11 い n を もった 色澤 

の； € い 颜 に、 泣而を かく やうな 表情 を： a せた が、 一 親の n からさう 言つ ちゃ 可笑しいです けれど、 

それ あ^: 股な 子でした。 髮と いひ 肌と いひ" 尤も のうへから K つた子 なんです けれど、 隨分 苦. 

^して それ こそ 荒い 風に も 常て ないやう に、 大^に ji:: てました C 手 も かかりました が、 お金 も か 

けました。 一一 一； 1： ひなり 放題の 赞澤 を させて おきました からね。」 

「さう でせ うって。」 と、 お 柳は齒 切の いい 調子で、 しかし 氣毒 さう に、 「どうして 义 そんなにまで 

そその 

なすった お嫁さんが、 そんな こと をなさい ましたん でせ うね。 唆 かした rafn じ も ございま すん で す 

か。 それとも i 剪の 親御で も 入 智慧 をし たんで せう かね。」 

「さう なんです の よ。 お父さんと 云 ふの がね、 ふとした こ とから 自 分の 娘 だと 云 ふこと を 知つ 
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て、 宅の 目上の 人と 1  阻 を くんで、 體 よく 引 こぬ いてし まったんで すよ。 だから 私 ほんと に 詰らな 

いこと だと m 心 ひまして ね。 n 惜しくて 口惜しくて 爲方 がな いんです。 尤も 行きつ 限と： U ふんでも 

な いんです けれど、 常人が すっかり 蝶され てし まって ゐろ らし いんです。」 

「そんな 英迦 な. M とって あろ もんで ございませ うかね。 御 承知 をな さらな け ぁ {且 し いぢ や ござい 

ません か。」 

「それで eJ^d-K- へて li^ ろんで すがね、 」；^^みの御母さんとぃふのが、 どこの 誰 方た か、 その 方の 居 

所でん わか れば、 私共の 身に なって 兌て い ただ い て 御 父さんの 方 へ 交涉し ていた だいた ら、 何 

うか^が つきさうな もの だなん て、 此 ^ から そんな 相談 をして ゐ ろんで すがね。 これ は .廿 女 へ だ 

け S お^です けれど。」 

さう し て 彼女 は お 柳の 顔 を 眺め た。 お 柳 は .i: と ； K ふ 一 ,1 となし、 胸が どき つと する やうに 感じた。 

そんな ポには 1=^ く暢氣 な 彼女で はあった けれど、 不 W 心議に 自分の 場合が その 話に しっくり 當 はま 

ろ やうに m 心った。 其 はちゃう ど、 逆に 取られた 禱 型の やうな ものであった。 そして 彼女 は 陰！^ な 

n をして、 細；^ と 顔 を兒 合せた きり、 口 も 利け なかった。 

「ここ だけのお 話です けれど、 贵 女が 若し 其の 御母さんで したら、：： それ あ 御父さんと；. ム ふの 

は それ あ 地；^ の あろ 立派な 方なん ですから 今と な つて は 相手に もな さら な い だ らうと 思 ひます 


よ。 娘に も 逢 はさない。 來ても 可け ない と 仰 やろ に 極まって ゐ ろんで すから、 御母さん だけで は 

迚も 駄 nn でせ うが、 おし その 娘と 始終 顔 を 合して ゐられ ろ やうで したら、 無論 私達の 味方 をして 

下さろ でせ うね。」.！ おは 熱心に 首 ふので あった。 

やつ  あた  ふ .フ 

お 柳は漸 とのこと で 思ひ當 つたと 云 ふ 風で、 

「何です か、 年の 加減で 感が悪 くな りました せいか、 呑 込が おそくて 闲 ります が、 サ： おしや そのお 

嫂 さまが、 私の 娘と 云 ふ 譯ぢ や ござい. ますまい か 。」 

それ 

r え。 だから 私 も て つ きり 其に 途 ひな いと m 心 ひ 込ん でゐ るんで すがね。」 細界は さう 云 つ て、 少し 

をお いてから、 「それ もつ ひ此頃 m 心 ひがけない ことで 知れたん です よ。 不 m お I な もん. ちゃ ありま 

せんかね。」 と、 その 事に 就いて 少し 說明を 加へ た。 「へへ え。」 と、 お 柳 は悄れ てば かり ゐた。 隆夫 

のと ころへ 來る あの 令讓 が、 自分の 娘で あらう と は 夢にも 知らなかった。 

「それ ぢゃ奥 さま も 私 も、 同じ あの方の 親なん でございます わね。 御 本人 は それ を 知って ゐ たん 

でせ うか。」 お 柳 は E に 溜った 淚を 拭いて ゐた。 

「 何う も _^5^感づ いて ゐ たらしい 訪 です よ。」 
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r  お 父 さ ん が 大 將 か 大 臣 で と 云 ふ こ と を 首 ひ ま し た か ら ね ，^ 北ハ ぢ や ぁ の 家 さ ん も 、 唯 お 子 

と 云 ふ關 係ば かり ぢ やな いんで ご ざいます わね。」 

「ええ、 それや あもう iii な 一 つ 穴の^で ね、 始終 は 一緒にで もす ろ 腹なん でせ う。 人の 娘 を つ 

ておいて、 そんな 勝手な S 典 似 をして、 亂 4 一.； つたら あり や あしな いんです よ。 義现も 人情 もあった 

もん ぢ やな いんだから。」 細君 は 扱 卸す やうに 言 ふので あった。 

「あれが 私の 娘です か 、へえ。」 と、 お 柳は哀 みと 喜 との 融合った 不思議な 感じに 打 たれながら、 

後から後から W てく る 淚を襦 粋の 袖口で 拭いて ゐ たが、 

1  ねん 

「ほんと に然 うなら、 私 奥 さまに ぉ禮を 申さな くち やなりません。 あれ 迄にして 戴いて、 二十 年 

振で 母子が 顔 を 合せろ の も、 みんな贵女方の ぉ^^！でござぃますょ。 よく まあ、 あんなに：： まろ 

で 夢の やうで ございま すね。」 

「そんなに 悅ん でいた だくと、 私 も 嬉しいで すよ。」 

「たと ひ 何ん な ことがあれ ばって、 其 を 取 h げて 行く 人達の！： m がわ かりま せんね。 伺った ばかり 

で も 股が 立ちます。 いっそ 死ぬなら 死んだ で 諦め もつ きます がね。」 

「さう です とも。 だから 此の 仕返し は、 何う しても してやら なくち や。」 細？；；； は嚙み 滑す やうな 聲 

で 言 ふので あった。  ， . 


「ええ さう なれば、 腹 は 借物と は 言 ひ條、 私 だって 產んだ 親です もの， 默 つてな. ぞ り はいたし 

ません。」 

「そこが 御 相談です がね、 あの 子が ちょこちょこ 伺 ふ 去ろ お 敷- S 方が、 その 事 をき いて、 それ 

は氣^^仲だと仰ゃって、 甚く 力. 1 を 入れて 下さ ろんで すよ。 そのお 尾 敷で、 實は贵 女と 幾 乃の 顔 合 

せ を？ せた h で、 贵 方から 本人に _ おかに 話して 戴く ことにで もしたら、 あの 子 も、 此方へ. g いて 

くれやし ないかと 思 ひます がね、 そこ は贵 方の 腕です けれど、 素より 人情に 基いた お 話です から、 

案外う まく 行く かも 知れません よ。」 

「 さ う で i.  J ざ いますね。」 

r それ も 私共が 薩に ゐ ろ ， ,1 と は 知ら さな い で、 贵 方が その 尾〕 敷 へ それとも 知らず 住 込んだ , ,1 とに 

して、 ^然^！^^ーったと云ふ風にした方が、 好く はなから うかと 言 ふんです がね。」 

「さう です ね。」 と、 お 柳 は 受けて ゐ たが、 我ながら 自信が ありさう にも m 心へ た。 

「 山：：：！ 方が 餘 し つかりして ゐて くれな くち ゃぁ闲 ります よ。 あの 子 もな かな か 剛情で すから ね。 

いづ れ^しい こと は、 後で また 宅から お 話す ろで せう けれど、 明日に でも 共の お 屋敷へ 行って 戴 

きませ. 「かね。 あの 子が 時時 顔 を 出す さう ですからね。 それで あの 子が、 贵 方に 懷 いて 傍に ゐた 

いと は 出して くれれば 占めた もんです。 世 帶をー つもた せます から、 贵方も 今迄と ちがって、 母 
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子 水 入ら ずで 面白可笑し くお 暮 しな さろ が 可 いん で す。」 

「まさか 中： U 女、 そんな 赘澤な il れ似 もされた 義理 ぢゃ ございま せんが、 お宅 さまの 御 都 八！： と あれば 

ね、 私^でも いたします。」 

「結：； 女 も 幸運です よ。」 

「ええ それ どころ ぢゃ 御座いません とも。」 

お 柳 は その：：： は 幾 乃の 幼い 時分からの 具 や その 俊に なって るろ 衣裳 ゃ帶 など 数数 兑 せられな 

どし て^女 山 肌の 3 ひ をで もな り與 しめろ やうに、 飽 くこと を 知らず 眺めく らした。 

六 

それから 幾 H か經 つてから 、趣 町の 町 出の lire 敷で 逢って みろ と、 して それが 隆. 天のと ころで 

眤み になって みろ 幾 乃で あつたの は 勿論で あつたが、 母子に 違 ひない と 云 ふこと も、 ぢ つと 視て 

ゐ ると、 g: 分の 少ぃ をり の化涕 が何處 となく 出て ゐ ろの でも 明かであった。 

彼， は 偶然に 颜が合 ふやう に、 仕掛けられて をった。 勿論 町 W の 名で 電^が かけられて、 幾 乃 

は：^ I き 出されて 來 たので あつたが、 近 2- 一  人で 外出な どす ろと、 林 子の 機嫌が ひどく 惡 いので、 

その け實を 作ろ のにせ が 折れた。 


「 m 端な ら n 十く 行 つてお 歸ん なさい。 町 W さんで したら 今日は 止めて お ms- きなさい 。」 林 子 は 言 ふ 

の であった。 

幾 乃 は 何 を 首 はれても 別に？； -ぃ顔 をせ ず、 ロ數も 利かなかった が、 表.. E だけで は服從 して ゐて 

も、 かう いふ もの か 心から 打 解けろ こと はでき なかった。 で、 その 時 もた だ 畫を兑 に 行きます と 

：ー 一一；： つたき りで、 詳しい こと は 話さなかった。 若 物の 好みな ども、 とかく 林 子と 趣味が 合致し なか 

つたし、 E 動 車で 送らせろ と 云 ふ 林 子の 說を も、 事實上 斥けた 形であった。 

「 それ. ち や 勝手に おしな さい、 贵 纏の や う な 世話の 燒效の ない 人はありません ね。」 林 子 は：：： へ は 

出さなかった が、 さう いった 不機嫌な 表情で あつたが、 わざと 優しく、 

「や 右し 町 E さんへ 行く のでし たらさう 仰 やい よ。 この も 私に 斷り な しで 行った でせ う。 行く の 

力. いとい ふん ぢ やな いんです けれど、 さう ち よいちよ い 隠れて；，；；：： かれて は W ります からね。」 

「あの 時 は 奥 さまが お 留守で したの。 此方へ 參 つてから 私 一度 もお 目に かかりません から、 お 世 

話に な つたお S- も 申 上げないで をり ますの 。」 幾 乃 は 答へ たが、 それが 一 曆林子の機嫌をH1:^^させ 

た。 八洲 子に 對 すろ 嫉妬 心 を もって ゐろ らしかった。 幾 乃 は そ れ こそ 现. S のない こと. たと E わつ 

た。 バ J^. 子と 對 比されろ の を 嫌ふ點 から 首っても、 林 子が 彼女 を 忌み 怖れて ゐる こと は 明かで あ 

つた。 それに は 同 もで きろの であった が、 八洲 子から 自分 を 遮斷 しょうとして るろ. 愚 さは 寧ろ 
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不快であった。 

あ-よ.， 二 

「貴 嬢が そんな 心配 をな さらないでも、 -gm さん や 荒 川に 對 して、 あ の 方 は その 位の こと はす ベ 

き 義務が あるので すよ。 御父さんの 地位と いふ もの を 能く 考 へて 御覧なさい。 贵姨 など 町 m の 夫 

人 なぞに、 さう へたくそに 下 乎に 出ろ 必？ 女 はな いんで すから ね。」 林 子 は？ 湫 負って 一一 n ふので あつ 

I-  一  0 

幾 乃 は を かしく m わった。 {IE 分の. U 人の 15 航を は ん たうに 知って ゐ ろの だら うかと 云 ふ氣 がし 

「それ あ 然ぅ です けれど、 私と 町 m さん と の 個人 關係は また 刖で ござい ま す も の 。し 幾 乃 は 云 つ た 

が、 解って はくれ な いだら うと E 心 ふと 物 „ たりなかった。 

勿論 林 子に は不： ^であった。 

「 そんな に 贵孃は あの 方の 御 恩に なつたん です か。 ゎづか 一一： H か s:^ -S に 。」 

「時 n は 短 いんです けれど、 あの方が 私 を 庇 謹って 下す つ，， ^お 心 持 は H:^ かったんです もの。」 

「それ も 荒 川の 威光です よ。 貴 嬢に して 下す つたん. ちゃな いんです よ。 そんな ことな 言 ふ 曰に な 

れ ば、 赤坊の 時から jn てて く れた吉 村 は 何う して 恩返し をす るんで せう。 あの 人 速 ， J そ 氣毒ぢ や 

ありま せんか。 人情と いふ もの は、 さう した もの ぢ やないで せう かね。」 


幾 乃 は 終 ひに n 惜しくな つた。 抗 すろ のは愼 まなければ ならな か. つたが、 侮蔑 すれば- W 惡ぃ 

と m 心った。  ： 

ゆ 5 局： 吶方 とも nl に 淚を入 染ませ ながら、 別れなければ ならなかった。 

町 m の 家へ 來 ろと、 やっと いくらか 氣が 晴れた。 そして 失 人が 歸 つて ゐ ろの だら うと H 心って、 

竊と奧 へ 入って みろ と、 そこに m 心 ひも かけずお 柳が るた のであった。 勿論 初めは ちょっと" おがつ 

かなかった。 

ぢ き 

「どこかで 兑 たやうな 人！」 さう E 心って ゐ たが、 直にお 柳で ある ことが^った。， 

七 

「あら、 贵方 何う して こんな 處にゐ て！」 幾 乃 は 思 はず：^ 然して 微聲に 言った。 

と 二ろ 

今にも 來 ろか 來 るかと E 心って、 お 柳 は氣も そぞろに なって ゐた處 であった。 勿論 二三 H 前から 

ひとへ お. ひ  し 

ここへ 來て： 汨 つて ゐ ろので、 着物な ども 新！！ の 親 物に 軍帶 をき ちんと 締めて、 髮も人 枘なパ い 丸 

. 髭に 結って ゐ たので、 幾 乃が 見 それた のに、 不思議はなかった。 1; 實に 彼女 は 見 違へ ろ ほど 綺匿 

になって ゐ た。 

お 柳 は 何と 言って 挨椤 した もの かと、 どぎ まざしながら、 是 も使聲 で、 

一 
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「まあ、 やっぱり 贵孃 でした ね。 不 m 心議 な御緣 です ね。」 

そして 彼女 は、 「さあ 何う？ て。」 とずって、 趣蒲團 を； d しながら、 

こころ * つ  なん  •< 'みおと 

「贵孃 もお 心 着きの やうです から、 もう 何にも： K ひません けれど、 一 一十 ハ牛 前に 產落 したば かりで 

手放した 女の キが、 贵孃 だつ たんです。」 と 熟 心に、 しかし- S おらし い ml で 幾 乃の 顔 を 凝視め てゐ 

た。 

幾 乃 は 何と 首って いい か 判らなかった。 淚を 一 杯た めて ゐ ろお 柳に ぢ つと 詰められ てるろ の 

が 極が. 忠 かった。 で、 默 つて 俛 いたな り、 S 分に も 體の遣 場に 闲 つた やうに、 to 扼 としてる た。 

「私が 贵 方め 肚 から 出た 贵 女の 一 人の娘です。」幾乃はさぅ言った不£心議な矜と氣^;^^を^^^じなが 

らまろ でお 柳の 5 ャ像 もしなかった W 會の哀 みと 歡 ま：： と懷 しさの 前に、 自分 を投 出した やうに、 そ 

こに. めって ゐた。 そして i;^ し 彼女に 歡咨の 情が あつたと すれば、 それ は 母親の それ を 15- 射的に 感 

じたに 過ぎなかった でも あらう が、 しかし 其 だけで も 何 かしら 大 いなる 滿足を 感じない 譯に 行か 

なかった。 哀れな ハ牛 取った 母に、 大きな 功 to をで も 施した やうな 氣持 であった。 それ は 今迄 誰に 

感ずる こと も 想像 すろ こと も 出 來な かった、 憐 您的 な 不思議な 愛 だと W 心 はれた。 

ほんた ラ  み 

「€實 に、 こんな 大きく 立派に なって：： 私の やうな 身す ぼらし いものが、 贵 方の-鋭で すと 言つ 

さ だ  v- つくり  なに 

たら、 女 はおめ し 吃驚す ろで せう けれどもね、 これ も 何 かの 因緣 でせ うから、 惡く  E 心 はないで 。」 


お 柳 はいぶんだ I 降で、 途切れへ；^ 切れに 謝罪ろ やうに 言 ふの であった。 

「いい え。」 と、 幾 乃 は それ を 打消 す こと も 慰め ろ こと もで きないので、 微聲に 眩いて ゐた。 

「あなた 幾 乃. さんと いふので しょ。 私贵 女の 名 も 知りませんでした。 何 慮に 何う して ゐろ のか 共 

ん さっぱり 判らなかった の ですからね。 贵 女 も 私と いふ 親の あろ こと は 今 口が：； I まで 知らな かつ 

たでせ う。」 

幾 乃 は 微笑 をた たへ て、  、 

「そんな こと を 問いた の は、 つ ひ 近- S 二 じした の。 それ迄に も、 微かな 疑 ひ はもって ゐ ました けれ 

ど、 でも m 端で お：：： にかかった 時、 不思議に、 そんな 氣 がして るました の。」 

「それ も、！； - 子の 緣が盡 きなかった の だと m わ ひます。 私 も贵 女の こと は 始終 思 出して ゐ ましたよ。 

でも 中：：：！ 方が そんな 立派な お嬢さん になって ゐ ろと は、 夢にも 知らなかった でせ う。 さんのと 

ころで ハ？： ：： にか かって、 ぁ れ ほ ど し み じ み お ^^i を し て ゐ て さ へ 、 そんなお せ はちつ とも 氣. おき ま せ 

ん でした。」 

「それ ぁ然 うです わ。 私 は 何にもお 話しませんでした。 でも 何う して 共が お 解りに なった の。」 

「それに は &色入 組んだ 譯が ございまして ね 。」 と、 お 柳 は極惡 さう に 目を伏せて、 

「そんなお 話 は、 後で ゆ つくり 爲 ます けれど、 實 は御緣 があって、 此方へ 上る ことにな りまして、 
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つ ひ 身の上 話 をして をり ます、 つちに、 それに 似寄った 話が あるが、 その 娘が 時時 來 るから、 一度 

逢って みたら よから うと、 此方の n: 那 さまが 仰 やって、 それで 贵 女に 來 ていた だいた のです けれ 

ど  J 

「 さう で すか 9 では 町 W さんの 爲す つたこと です の。」 

「何です か、 私 もよ く 知りません けれどね：： 私 はた だ 貴女に 逢 ひたい 一心で、 ただ 仰 やろ！^ り 

にね。」 

幾 乃 は： r たか 臉に おちない やうな 氣 がした が、 追窮 もしなかった。 

其 へ つかつかと 町 m が 出て 來て、 惡 いところ へ來 てす まない と 云った 風で わざと ちょっと 禱 

躇 してる たが、 

「何う しました ね、 ちっと は打釋 けたお 話が できました か。」  . 

「は、 お^さまで：：」 と、 柳 は 叉辭儀 をした。 

「幾 乃さん も滿： 史. ぃ氣持 はしない だら う。 まろで 豫 期しな か つた 御母さんに 逢へ たの だから 

ね。」 そして 彼 は、 「はは は。 -と 笑って、 


「まあ ゆっくりお！ I:! しなさい。 私 はこれ から 少し 餘 所へ 出ます が、 今日は  一 Q 遊んで、 今夜 はま 

た 御；：？ さんの 傍で 寢て、 大いに 母子の 情味 を 味 ふさ。 ね、 それが 可い。 聞く ところでは 御母さん 

7^ おお^な.：^ のうへ です。 贵女を 人に くれてから、 餘り 好い こと もなくて、 今 は 全く 孤獨の 人ら 

. しいの だ。 私 は m 心 ひがけな く 共の 話 をき いて、 殊に それが 荒 川 君の 靑年 時代の 奥さんで あつたと 

知って、 贲は 深く：^ 情して るろ ところ さ。」 

ふしめ  ちゃぶ だい 

二人とも 伏 n になって 居た が、 町 S は そこにあった 紫檀の 餉臺に 肱 をつ いて ゐた。 そして 二人 

, を 出來る だけ 安 G§ な氣持 になら せようと する やうに、 稷 のとれ た 物 馴れた 調子で、 

「さ、 つ 云 ふと 何 か 荒 川？ の —— S のお 父さんの 辱 を 持 出 す やうで 惡 いけれ ど、 私の は 決して そ 

んな 下等な 意味から ではない。 公人と して は、 ちょいと 意； 2- の 合 はない ところ もあって、 私自身 

は 身 を 返く ことにな つた けれど、 荒 川 君に は 荒 川 君の 主義 主張が あり、 私にはまた私の^^？へ がぁ 

つて 爲てゐ る ことで、 一私人と して 別に 仇敵 同志と か、 仲が わるい と 云 ふやうな 事の あり やう は 

ない S だ。 昔し からの 友人であって！ 5- れば、 寧ろ 私と して は 荒 川^の 出世 を、 心竊 かに 悦ん でゐ 

ろくら るで、 贵媲ゃ 御母さんの 一身上に ついても、 荒 川 君が 自分の 地位のう へから、 又は 家庭の 

rc  なん  は ！- 

關係 なぞから、 is 身で は佝 うする こと も出來 ないやうな 車： W の もので も、 蔭で 何とか 便 〈且を 謀つ 

てあげた いと m 心って ゐ るの です。」 

0  0  一  ^四 力 


乃 は： S しんで 間 いて ゐた。 勿論 彼に 對 して 輕ー！ の 念 や 惡感を もつ 现 山はなかった。 そんな こ 

と をお じた こと もなかった。 で、 町 £ の 言 ふ 意味 も 深く は 解らなかった。 何 か辯疏 じみた 言 も あ 

つたが、 それが 何のた めの 辯 解 だか 寧ろ 不 H 心議に W 心った くら るであった。 勿論 幾 乃 は 父の 荒 川と 

町 m の 關係を 知らなかった し、 多少 變 だと は 思って ゐ だものの、 八洲 子の 結婚 當 初の 事情 を 知ら 

なかった。 夫 1^ 間の 圓滿 を缺 いて ゐ たこと は 解って ゐ たし、 荒 川と 八洲 子と _s あ ひだに、 理解の 

あろ， r こも 感づけ てはゐ たが、 一一； 人の あ ひだに 結ばれて ゐる 深い 複雜な s?;^ に ついては、 殆んど 

何にも 知らなかった。 

「何かと 贵 方 さまに 御 心配お かけ 申しまして：： 此後 と も 何分 どうぞ ピぉ柳 は ま た お 辭儀 をして 

ゐた. -  . 

「それで 幾 乃さん は 何う お 思 ひに なろ か、 それ も 訊いて みたい と 思 ふが、 荒 川 1；?； の爲に S1 ろ =1 に 

-, t すて  ほ 

なれば 铜 母さん を 現狀の ままに 打 楽て おくと いふ こと は、 餘り 賞め たこと でもな く雙 方の 利，"，^ 

では あるまい と 思 ふが ね c」 彼 はさう いって 幾 乃の 意^ を 採る やうに、 彼女 を 凝視め てゐた C 

「え ノ」 と、 幾-乃 は 感じの 深い、 祌經 質な zz をして、 彼と 顔を兑 合した が、 そのまま 叉俛 いてし ま 

つた。 

「贵女 は 外に 恃る人 もなくて、 年取って 入 中で 働いて ゐられ る 御母さん を、 氣靡 だとに 心つ ろ 


にき まって ゐ ろんだ。 ね、 何う いふ 氣持 がして ゐ ます。」 

「え。」 と、 幾 乃 は 額いた。 

「それ ぁ然ぅ 思う でせ う。 誰よりも ね C 御母さん にしても 然 うだらう と 思 ふね。 生きた か 死んだ 

か 一 一十^も 昔 信 不通に なって ゐた iH 分の 娘に 逢って 飛 立つ やうに、 懐かしく 思 ふの は 常 然の入 情 

であらう と W 心 ふ。 それと 同時に、 たと ひ 一二  E: でも- rf- 月で も贵 方と 一緒に 暮 したいと m 心 ふの も、 こ 

れ亦 無理の ない ことです。」 

「さう できる- 一とで したら、 私 は どんなに 仕 合せ だか 知れませんで ございま すが、 それ も 私の 口 

から は 中し かねろ ことで ございまして  」 

「それに は 何とか 方法 も ありませ う。 贵女 自身が、 荒 川 君に 線って 賴む なり、 人を以 つて 交涉さ 

せろ な， リ  」 

「さいで 一. ざ いま す か 。」 

「では あの、 私達 は 同棲す ろんで ございま すか。 J 幾 乃 は 突然 だ つたので、 さう 言って 訊いて み 

た。 

1 
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^に-深い 珂 ぬはなかった が、 同棲 云云の 1 言 を 耳に して、 彼女の 頭腦 にはちよ つと. 吖" い 雲が か 

かって 來た。 母 は 多少 暗愚で 何にも わからな いの だら うが、 その 暗愚な —— <1 'は 人の. 家に 働いて 

ゐろ ほどに 零落れ て ゐ る 母に、 何う して そんな にも 町 ffl が 好意 を • . . . 否 好意と いふ 以上の 親切 を 

以 つて 保護 を 加へ ようとす るの か、 その 底意が よく 判らなかった。 それで 以て、 荒 川の 政治家と 

しての 名譽ゃ 地位に、 傷で もっけよう とする 奸計で はなから うかと 疑へば 疑へ ない こと もなかつ 

.  一 0 
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ことまで 

「まさか そんな 事 迄して：：」 幾 乃 は 心のう ちで 打消した。 やっぱり 自分の 猜疑な の だら うと 考 

へ 直した。 それに 此の 動機が たと ひ 何で あるに しても、 母の 面倒 を ようとす る 志 は、 諒解して 

も 好い ことで と 云ふ氣 がした。 勿論 幾 乃 は 必ずしも、 此 母と 同棲し なければ ならない とも W 心 はな 

かった。 今と なって は 日常生活の 習惯 にも 心 持に も、 甚だしい 懸隔が 生じて ゐて、 たと ひ 本質的 

に 血肉 を 分った 母子に 相 遠ない の だと は m 心って ゐて も、 母と か 娘と か 呼び 呼ばれろ に は、 何とな 

く^りに 不自然な 感じが すろ のであった。 懷 かしい とも m 心った。 可哀 さう だと も 思った。 しかし 

現在の 自分と して、 長い 長い 年 n の あ ひだ、 まるで 見 も 知らない^^の^ 界に 住んで ゐて、 今 初 

めて 子と した 緣で 逢った ものが、 しかも 生活に 大 いなる 距離の あった ものが、 直ちに 相 抱擁す る 

ことが 出 來ろ害 の もの か 否か、 それ こそ 大 いなる 疑問であった。 


偽ら ざろ 幾 乃の 直感から 言へば、 それ は 不可能で もあった し、 たと ひ 努めて 親しん-たにして 

も、 餘り 幸福に jc 称せようと は m わへ なかった。 

あ 

「いや、 czia^ なさい とい ふ譯 ではない が、 しかし 少く とも 御母さんの 希望 は、 そこに 在ろ のです 

ね。」 町 m は 後の 言 紫 をお 柳に 言 つ た。 

「 EZ 來ろ ことで ございますならば ね。」 お 柳 は おどおど 言 ふので あった。 

と  とりつくろ 

つ 一 J れは. 然し 幾 乃さん に 取って は、 少し 突然で あつたか も 知れな いね。」 町 田 は取轄 ふやう に 笑 つ 

て、  ， 

「しかし 私 はま あそれ 程に も 思って ゐ るので す。 御母さんの 淋しい 心 持 をお 察しす ろ餘 りの 老婆 

心 でれ。」 

「それ あ 有難 いんで ございます。」 と、 幾 乃 も 微笑 をた たへ て、 

さ  i か "il , 

「父が 許して くれる ことで したら、 それ は然 うさして 頂いても 宜しんで ごさ レ ます 力 如.：^ で ご 

おくさん 

ざい ませう 知ら。 —— 夫人 は 御^じで せう か。」 

「八洲 子です か。」 いささか ぬ^ 氣 味 で 言 つ た。 

おくさん 

「は、 こちらの 夫人に は 私 も 御 厄介に なり ましたし、 そんな 問題で したら、 第一に 伺って みて 

わるび 

その 意志 を 尊 ® すろ のが、 至當 だと 3 心 はれ. ますから。」 幾 乃は惡 怯れ ず 一一 in ふので あった。 
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「勿論です とも。」 町 W はす かさず 應へ て、 

「 私 は 贵姨の お を 折 引受けな が ら、 屮途荒 川^の 家庭 へ 返す —— 少し 語弊が あろが：： 寧 

<:納 めた とで も 一一；" ふかね、 とにかく 荒 川 夫人の 手に 託して しまったと 云 ふこと は、 不滿. たったの 

です。 - おく 贵续の 世話 をしたかった のです。 だから、 孰れ 八洲 子の 同意な も 得る つもりです。」 

そして 彼 は氣を かへ て、 

「しかし それ は盖當 つ て：^ おす ベ き 問題で も あろまい。 贵 女が 厭 だと 思 ふなら ば —— さう 云 ふ理 

.H はない と ふが、 しかし 私 は强ひ はしない。 總ては 御母さんとの il で 決すべき ことです から 

ね。」 

. 「それ は然 うなんで ございます。」 幾 乃は應 へた。 

よ  なん 

「とに か く 能 く お M し な さい。 私 も 何-た か 非常な 幸 幅 を 感じて ゐ ろので す。 些細な がら も 荒 川 君 

のために 好い こと をして ゐる やうな 氣 がして ね。 では 私 はちよ つと 出ます。」 

おやこ  たちあが 

母子 はちよ いと 顔 を 合して、 起 上った。 

玄關 先に は c;gi_5K か： £ つて ゐた。 町 田 は 一 一人に 會釋 して 玄關 をお りて 行った。 

あ ひぜん ご 

二人 はまた そろそろと 相 前後して 部屋へ 歸 つて 來 たが、 お 互に 妙に 櫟 つたい やうな 氣 持で、 不 

S 議な 寂し さ を 感じ 合って ゐた。 


-V- ん •  か た  V 'き 

幾 乃は晚 方までお 柳と 一 緒に ゐ たが、 今まで 挹 えて 交渉の なかった 一 一人の ことで、 話の 極が 直 

に虚 きて し.^ つたのに 不思議 もなかった。 初めから 話がなかった と 一一 一一 n つても 可い くら ゐ であ つ 

た。 で； I^i しかけろ の はお 柳で、 幾 乃 は それによ つて、 母の 長い 生涯の 局部 局部 を 印象的に 知ろ こ 

とが 出來 たが、 それと て 知らない 方が 寧ろ 好かった と 3 心 はれろ ほどであった。 勿論 或實業 家の 世 

！!. i になって ゐた時 なぞ、 可也 璺 富な 生活 をして るて、 別れろ 時に 相當の 金品 を 貰った が、 それ か 

ら 今の おに 移ろ 間の ことが、 ぼやけて ゐて 少しも 判らなかったり なぞして、 何となく 暗い 厥な 

感じが した。  ， 

荒 川へ 行った の は、 兄の 友人の 媒介 だと 云 ふので あつたが、 それが 今の 關 口であった。 

いろん  I  い；.' つ 

「色色な こと を荒ハ さんに 吩咐 けて、 私と 手を切ら したの も、 その 男です。」 お 柳 は  一一 一一 II ふので あつ 

た。 

ぐ わい ぶん  あか 

「どんな こと 云 ふ n で、 幾 乃 はお 柳を见 たが、 少し 外分の 惡 いこと-たとば かりで、 それ を 明 

さなかった。 

#1:し父ゃ；：^にそんな_£;;-がぁったのかと思ふと、 幾 乃 は 可笑しかった。 とに か 媒介 者の 關ロ 
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が、 お 柳の ために 5.1 り 好 遇されなかった ところから、 彼の 不滿を 買った 事 は事實 らしかった。 

「あの人 "B い 人で せう か。」 

幾 乃 は 笑 ひな がら 訊いて み た。 

「 ^ に 悪 い 入 . お やな いんです けれど、 その 時分 は大變 なお 酒呑みでした からね。 荒 川さん も 然ぅ 

でした けれど、 こ. S 方 は が 惡 い と い ふ 方. ち やなかった や、 フ です ね 。」 

そんな 話 をして ゐ ろお 柳の 表情と 口吻に は、 まだ 何處 かその 頃の 感じが 淺 つて ゐる やうに すら 

见 えた。 老いた 北 (の 目が 'いて、 嬌態 をし いしい 話 をす ろので あった。 

「では 叉お 口に かかり i すわ。」 幾 乃は電 氣の來 たの を汐 に、 言 出した。 いつの 間に か英 夭が 來て 

るて 母の 話 をき いて ゐろ 最中に、 ちょっと 顔 を 見せた のも氣 になった し、 早くお 柳から 解放され 

たくん あった。 

「今：：； はお 歸り ？」 お 柳 は 狼跟氣 味であった。 

「え、 また 折 を 见て何 ひ 土へ す。」 -  .  - 

「可 いぢゃありません か。 一 一十 年ぶりで 避 返った 貴女と 私です もの、.： S つて 行つ たづて、 ■ 誰が 何 

と 一一 H ふ. *r のです か。 かう なれば 荒 川さん にも 私 一度お 目に かかります。 色色お 願 ひしたい こと も 

あります からね。」 


い  からお 

「それ は 可いで せう けれど、 私の 體は なかなか 面倒です の。 荒 川の 父の ものであって 無い やうな 

::」 そして 幾 乃 は 暗い 顔に 苦笑した。 

「その こと も 町^さん から：： 1! ひました。 しかし 今度 は 巧く 話が つくだら うと 思って ゐ ますよ。」 

幾 乃 は、 「何う して. たらう。」 と 3 心った。 

「お 話 がっくって、 何ん な 風に でせ うか。」 

「先刻 こちらの 御主人が 仰 やった やうに、 贵女 さへ 承知なら、 一緒に 世帶を もたせて 下さる さう 

です よ。」 

幾乃は：！^評さぅな顔をした。 

「では-原 宿の 家と も關 係な しに なれます の。」 

「籍 まで 拔 けます か 何う です かね。 それ は 後の ことと して、 左に 右 私と 一緒に 暮す ことにな りさ 

うです。 荒 川さん が > ^^して 下さり さへ すれば。」 

「さう。」 と、 幾 乃は氣 なしに 答へ てゐ たが、 ちょっと 想像が つかなかった。 勿論 林 子 夫人の 傍に 

rC るく らゐ なら、 寧ろ この 母と 同捿 した 方が 優 かも 知れない と 3^ は れ たが、 誰が そんな 生活 抄 (な 

ど れ， おし て くれろ の だ らう か、 幾 乃 には殆 ど見當 が つ か な かった。 

あなた 

「私 屯， 0； 母に 逢った こと を、 荒 川の 母に 話し て は 惡 いんで せ うか 知ら。」 幾 乃 は 母の 目 を 探ろ やうに 
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「うっかりした fa はない 方が よご ざん すよ。 折角 逢って， 叉 引 放されろ やうで，. Tli" ません か 

らゎ。 荒 川さん の；；： t へ 入れろ まで はね。」 

「さう。」 幾 乃は應 へた。 

そして 彼女が；！ ろと いふの を、 お 柳は强 ひて 引き止め ろ 術 もなかった。 


或 n の 吨 荒 川 は 突然お 柳の 訪問 を 受けた。 實は その 三 前に お 柳 か ら宫邸 へ 電話が かかつ 

て、 ；：； ル非 e 一  ひたいから 時 n を 指定し て ほしいと 言 つて 來 たのであった。 

彼 は 林 子 夫人から、 辨. 乃が お 柳に 逢った 事 實を此 頃 II かされて ゐた。 幾 乃 は 林 子に 對 して、 吉 

衬のぃ^-：：：^-以上の叙しみは感じ得なかったけれど、 お 柳に 逢った こと を隱 してお くの も惡 いと 思つ 

^0 勿 Aln す 必要の ない こと；；，： とも 思 はれた。  . 


それ お と ラ 

「それなら 共で 御 父 さよのお；： t へ もちよつ と 入れ て お か な ければ。」 林 子 は 言 ふので あった。 さう 

たま  ふ. f 

問題が 複雜 になって は 堪らない と 云 ふ 風であった。 

荒 川 も 聊かお m した。 勿論お 柳に 逢 ふのに、 大した 不安む 感じなかった けれど、 その- an 切 を 

取 計らった^ n の 乎 をく. ぐろ ことなしに、 直接 會兑 すろ の は 禱* おされた。 關 口の 颜を？ > おす ことに 

なり はしない かと^られた。 で 電話 n で 自身 そのこと を 話して、 會見を 避けようと したので あつ 

. - 0 

「十 " いこと は 水に 流して、 何にも 申 上げない つもりで ございまして， ただ 幾 乃の ことにつ いて 折 

入って お ひが ございます ので：：」 お 柳 は そんな 風に 賴む のであった。 

フてれなら，；：1宅で^!11|ひませぅ。」そして荒川は時日を指定したのでぁったが、 その 前に 一 應^ 口に 

- 一と わ  i ざ 

も斷 つてお かう と 思 ひながら、 忙しい のに 紛れて つ ひ 其の 機會を 作ろ ことができずに、 その 日に 

なって しまった。 

「多分 幾 乃 を く れと言 ふので ぜ うよ。 幾 乃 も そ ん な -事 を さ！ I つて ゐ ますから。」 林 子 は 荒 川から その 

話 を^いた とき、 餘り 好い顔 をし なかった。 面倒く さいこと は 彼女 は 嫌 ひであった。 複雜 した 問 

とりい  あだ 一 ま  いや 

题を 取容れ ろに は、 彼女の 頭腦は 餘に單 純であった。 少しで も賊 たと 3 心へば、 いきなり 投 出して 

しま ふと 云 ふ 風であった。 それに 幾 乃が W 心った ほど、 自分 を 有難が つて ゐな いこと も、 服從 して 
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ゐな いこと も 解って ゐた。 母子の 情^だ とか、 子 佻の 愛と か 云 ふこと について は、 まるで 理解 を 

缺 いて ゐ たと 问 時に、 ffl;^ の 感情 や 立場 を 考察す ろな ど は、 我 俊な 林 子に は 荷が 勝ちす ぎて ゐる 

やうに：：： 亇ん た。 それが お 柳の 問題と なって は、 それに 觸れて 行く のが 寧ろ 困難であった。 

お 柳が 來た とき、 お 合す はずの 川 はま だ 來てゐ なかった ので、 仕方なし 林 子が 出て ちょっと 

逢った が、 ，u 人の 意志 を 少しで も俾 へろ と 云 ふ ほどの 心 持 すら 動かなかった。 お 互に 手 持 無沙汰 

であった。 

「幾 乃さん にこ ちら へ來ろ やうに：：」 林 子 は 女 屮に言 ふので あった。 

しら 

幾 乃 は 少した つてから、 出て 來 たが、 三人と なろ と 一層の 低氣； if が 部屋 を ひどく 白けさし てし 

まった。 

「荒 川に 子の ある こと は、 ^igig いて をり ました けれど、 まさか こんなに 大きくな つて ゐ ようと 

は m 心 ひませんでした。」 林 子 夫人 は 幾 乃の 顔 を 見ながら 言 ふので あった。 

おくさん 

「それ はお Irti さまで ございます、 夫人。」 お 柳 も ほほと 笑って、 一 ほんと に 夢の やうな お 話で ござい 

ます。」  . 

おやこ さしむ か  なん 

林 子 はかう 二人 揃って 母子と 差 向 ひに なって ゐろ こと すらが、 一 種の 應迫 であった。 何とい つ 

て.，？ m を わけた ものに 勝 味の あるの だと 云 ふ氣 がして ゐた。 


「それに^て 親が 外に あろんで すから ね。 かうな ろと 子供 は產 みの 親の もの か、 て 親の もの 

5 ち  つ ま 

か：：； » ^而は 籍の あろと ころが、 その子の 家で せう けれどもね：： それ も 荒 川が 詰らない 身分の 

f.- のでしたら、 反って、 面倒 もなかつ たでせ うけれ どもね。」 林 子 は 紅い 顔 をしながら： 一 目 つた。 

「ほんた うで ございま すね。 行 端に 迷 ふ や うな ことで は、 本人 も 可哀想で ございます。」 お 柳も淋 

しい 微笑 を 浮べた。 

幾 乃 はも ぢもぢ してる た。 誰に 對 しても 母ら しい 感じの 起らない のが、 不思議であった。 彼等 

に は；^ 人と しての 性格す ら缺 けて ゐ ろの だと 思った。 自分 を 所有す ろ權 利が ありさう には考 へ ら 

れ なかった。 

みんな 

荒 川が やがて 歸 つて 來た。 衆 はやつ と 救 はれた やうな 氣 がした。 

二 

荒 川 はむ づ かしい 顔して、 「や あ、 どうも 待たせまして。」 と 言 ふと、 お 柳 も まごついた 形で、 「飛 

ん だお 邪魔 をいた します。」 と、 蒲圑を 返って、 兩手を 突きながら、 

、「暫くで ございました。 いつも 御機嫌よ ろしくて いらっしゃいます さう で、 J^jl ながらお 悅び申 上 

げて をり ました。 また 今度 は 思 ひがけません ことで、 お 目に かからせて 戴きまして  」 と、 ち 
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よ つ と 顔 を あげて 波 を： 上げた。 

「ようこそ！」 と、 荒 川 はぶつ 切 棒に さ n っ飞、 「何う してる ましたね。 一向；^ 息 も 判らん かった が 

…こ 

「有難う ございます。 まぁぉ1.^1!さまで生命-たけは製ぃでをりますが、 もうこの 通りのお 婆さんに 

なって し i ひまして：：」 そして 漸く 突いて ゐた手 を あげて、 目 を 溜ませ て ゐ た。 

r ^歳に なった のかね。.」 

「私で ございま すか。 もう 大變 でございます。」 と、 お 柳 は 口」 儿 へ 手 を (：3 て、 「女 は i お^を致します 

と 何う しても 可け ませんで ございます OJ 

「そんな 事 も あろまい が：：」 と、 荒 川 は 苦笑 をた たへ て 林 子と 幾 乃に、 「あちらへ！」 と 云 ふ 表 

情 をして ゐた。 

「私 は失禮 いたします。」 と、 林 子 夫人 は 幾 乃に も nn 配せ して、 そのまま 部屋 を 出て 行った。 

おちぐ る 

重苦しい 沈默 がしば らく^いた。 

「それで 用 向 は：：」 荒 川 は n を 切った。 

「實 は、 何で ございます  もう 古い こと は 一切 水に 流しまして、 今と なって こんな こと を、 彼 

し 力た  な- - か 

此巾 上け たと ころで 仕方が ございません。 あの 時分の こと は關 口さん が 何も彼も 御：！，" じで ござい 


ぎ  どなた 

ますから。 尤も 私 も あれ^り 誰 方に もお 目に かかりません。 子洪も _M のうへから^ n さんに お 渡 

あと ど 

しました やうな ことで、 それさへ 引取れば， 後 は 何う でも 勝手にし ろと 曾った やうな 工合で、 モ 

ほんた う おち ひきり  はんけ ち 

れ こそ 風： 賞に 思斷の いい：：」 そしてお 柳 は 手 巾で 淚を 拭いて ゐた。 

荒 川 は 暗い U をして、 默 つて ゐた。 

「私 もで きろ ことなら、 子供 は 手： ー儿 におき まして、 何う か 大きく してやり たいと 5 心 ひました けれ 

ど、 何分 體の振 方に も S ります ので、 關 口さん のお 言葉 ど ほり、 辛い 3 心 ひ をして ぶ， 渡して しま ひ 

ました ピ 

「いや、 それ ぁ關ロ も雙 方の ため 惡 しかれと 3 心って 爲 たこと ではない ので：：」 と、 荒 川が 一一 S は 

うとす ろと 

せつ 

「そこに 一一 一一：： ふに 一一 一一 II はれない 切な い 事情 も ございまして、 一 度お 目に かか つ てお 話が できたら と M あ 

ひました が、 それ も 可け な いと 云 ふ f  J とで ございまして  それ も 身に 覺 えの ある ことでした 

ら、 め もいた します けれど。」 

「ふむ r -」 と、 荒 川 は f- 吟る やうな 聲を 出して、 「いや、 その 事 は 手紙で もちよつ と氣 付いた の だ 

が、 まあ 古い こと は 言 つても 爲 方が ない。」 

「さう でございます とも。 私 も 今更 怨み を 申 上げる つもり は 御座いません。 ただ あの方 は 酷い 方 

0  0  一  SHOr 


四 六 四 

どらし 

だと 思 ひまして、 それが 今でも 忘れられな いので ございます。 いくら 私が 檢束 のない 女で も、 ま 

さか贵 方の お 顔に かかる やうな そんな — 」 

「それ は 解つ-て をる。 關 ロも此 頃に なって 隙悔 をして をった。 單に それ は 離 緣の n 實 であった に 

過ぎん の で：： 爲方 がな いから、 泳 えても らふより 外 あろ まい。」 荒 川 は 宥め る や う に 一 ki ふので あ 

つた。 

お 柳 は 伏 nz がちに 默 つて ゐ たが、 我と る 感情 を 制して、 微聲 になりながら、 

「飛んだ こと をお？^ に 入 れ まし て、 こんな こと は 決し て 申 上 げろつ もりではなかった ので ござい 

ますが、 つ ひ S 《痴 だもので ございます から。」 

「それ は义 ® ねて 聽 いても いいが 幾 乃の ことにつ いて 何 か 話が あると いふので したな。」 

「は、 實は そのお 願 ひに 上 つたので ございま すが： •  •」 

「まあ 大槪 のこと なら：： 私の 力で 出来る 範^で：：」 

「實は 私 も、 外に 身 寄が 一 人 も ございません。」 

「ほう、 さう だった かね。」 

で、 お 柳 は その 事に ついて、 少し 話してから、 漸く 幾 乃と 同棲の 希 を 切 出す ことが 出来た。 


-I 

先刻から 散散. おい あ ひだの 愚痴 を聽 かされた 後な ので、 荒 川 も 無下に それ を 斥ける こと も 出 米 

なかった。  、  ， 

「それ は 何でもな いこと でも あろし、 當 然の權 利で も あるんだ らうから、 私と して は 同 IS がで き 

ろ。 また 然うして 上げろ のが^ 常 だと 思 ふが、 實を 一一 一一 n ふと 幾 乃の 體は 私の 自. H にもな らんの で 

ね、 ー時簽 父母の 手 を 離れた 本人 を、 保護して ゐ ると 云 ふに 過ぎん の だ。 それ も 叉た とひ 實の 親 

であろ にしても、 他へ 渡す とい ふの は 1^ 父母に すまん ことになる。 で、 それ は 私が 含んで おい 

て、 時機 を 見て 甸 とかす ろ ことにしよう。」 荒 川 は 論す やうに： 一 H つた。 

お 柳 は それに 被せろ やうに、 

「町 田さん では、 それ は 岡ない と 仰 や つ て 下さい ますの で。」 

「町 S が！」 と、 荒 川 は い HI をして、 「それ は 何う いふ：：」 

r 告 村さん の 方 は、 ォ i をつ けて やろ と 仰 や つて 下さ ろんで すが：：」 

荒川は輕ぃgsきの^^^情で、 

『して 兌る と、 町5と.|^:1村との間にず)志の疏通がぁろも3 と！；^兄る。」 
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「さあ それ は 存じません けれど：：」 

「その 點が 明かで ない と 困る ね。 贵 女が 利用され て をる んぢ やな いかな。」 荒 川 はお 柳 を 凝視め 

た。 

きっと わた JJ 

「いいえ、 屹度 私と 一 緒に？ 21^ せる やうに してやる と 仰 や ろんで ございます。」 

「尤も 町 田が 責任 を 負 ふと 一一 目 ふなら、 信用しても 可い-たら うが.： 私 は 町 田 を^る やうな こと はし 

たく. ない。 町田がそれ迄にーーーー11ふのを、私が^^張って、幾乃を抑へ てお くの は 大人 氣 のない こと だ。」 

荒 川 は それ を 正 當な 自分 の 德 義心 で 判斷し ようとす ろ やうに、 獨 りで i>f いて ゐ たが、 

「町 田の 夫人 は佝と 言って ゐ る。」 

「町 田さん が 仰 やる くら ゐ でございますから、 夫人ん 御 同意なん で ございませうよ。」 

「では 恁 うしょう。 一 應町 田夫 人の 意簡 をも聽 いたう へで、 何とか 決める ことに。」 

「は、 それでも 宜し いんです けれど。」 と、 お 柳 は不滿 さうな 色 を 浮べて、 「でも、 これ は贵 方のお 

考へ 一 つで 何う にで もな ろ こと だと 思 ひます。 贵 方が よろしい と 仰 やる ことに、 他人が 嫁 を容れ 

ろと ころ は 少しも ございません のです からね。」 

「けど、 今一 一一 一 ：！ ふと ほり、 問題が さう 軍 純で はない。 これに は 色色の 人が 關 係して ゐ ろので、 私！ 

人の 自由にい かんの だ。 それ を考 へて もら はんと 困ろ。」 


「え、 それ は然 うで も ございませう けれど、 贵 方の 手元に お置きになる の も 私の 手； 兀に 置きます 

つ. 

の も、 所詮 は 同じで せう と：；^ じます が：：。 それに 女の子であって 兌れば、 女親に つくの が、 世 

"、ズ ま  ひさと 

のおえ りで ございます 力ら ね 私 も 自分の 子で ございま すから、 一旦 引取った 以上 は、 たと ひ 

どんな ことがあっても、 人に 渡す やうな こと は 決して 致さない 镜 でございます。 - 

荒 川 は... 1 倒く さくな つ て來 た。 いくら 言っても 同じ こと だと 思った。 

「それで、 幾 乃 を 引取って、 つまり 何う 云 ふ 風に しょうと 一一 目 ふので：： 二人の 生活と いふ こと も 

考 へなければ なろ まい。 私が 幾 乃の ために 多少の こと はすろ にしても、 何う せ滿 足を與 へろ 譯に 

も 行くまい。 それ 等の こと も あろから、 ー應町 田な り 夫人な りに 逢った うへ で、 話 を 決めよう。 

渡して あげろ の は 造作の ない こと だが、 度度 一一 一一 II ふと ほり 幾 乃 は 私の. 所有で はない の だから、 お 互 

によく 話 合った う へ で、 貴女の 便宜 も 謀る としょう. ちゃない か。」 そして 彼 は 時計 を 取 出して、 

「おお、 私 はまた 出なければ ならん から、 家 內に話 をして おくから、 ゆっくりして ハ仃 つたら 可い 

でせ う。」 と、 浮 腰に なった。 

「有難う ございま すが — では 左に 右、 一時お 借りす ろ ことにで もしまして、 私 も 今年 は 少し 湯 

治に まるり たいと 思って をり ますので、 あの 子 を つれて 行きましたら、 何ん なに か樂 みだらう と 

存じまして。 つまり は 0 分の 子な ので ございま すから、 して 御 心配 かけろ やうな：： それだけ 

r  0  )  S 六 七 


は 何う ぞ。 一 

荒 川 は あわただしげ に 額いて、 

なか は ひ  その へん 

「それ 位の こと だったら、 町 田 君 も 間へ 入って ゐる こと だし、 其邊 はお 互に 融通し あ ふと 云 ふこ 

とに しょう。 が、 何時 立つ ので？ 滯在は 幾日-ぐら ゐ？」 

「一 一三 日う ちに 立ちたい と 思 ひます が、 一 週 問ぐ らゐ は。」 

荒 川 は それ を 斥ける こと は 出来なかった。 

そのせ つ 

「では いづれ 其 節 また。」 

荒 川が 出た あとで、 三人 は別窒 で食審 をしながら |3 く 話して ゐ たが、 旅行 は 幾 乃に 取っても 打 

つてつ けの 好機 食であった。 と 言 ふの は、 その 頃 隆夫は 伊 S の 父 伯の 別莊を 中心に して、 あの 邊 

を寫生 旅行 を して ゐ たので、 暫く 逢 ふ 機 食の なかつ た 彼と 逢 ふこと がで きろ かも 知れない と 云 ふ 

期待が あった。 勿論お 柳が 町 田へ 來てゐ ろ ことな ど は、 隆 夫が 旅行 後に 起った 事件であった。 

「他の ， ,1 と は 左に 右 荒 川さん からお 許し も 出 てゐろ ことで ござ いますから、 長い， J と で も ござ い 

ません、 一 週間 か 精精 十 曰ば かりお 貸しな すって 戴きた うご ざいます。」 お 柳 はさう 云 ふ 風に 夫人 


と  さよこ  のみほ 

に 話す のであった。 お 柳 は 近所の 料理屋から 取って くれた 御馳走で、 酒 も 猪口で 二三 杯 飲 千し な 

どして、 心 持よ く 食事 をして ゐた。 

か £  からだ * 一 * ちが ひ 

「荒 川が 承知の ことで したら 私 は 一 向 介意 ひません。 その代り この 子の 體に問 違の ないやう に氣 

をつ けて いただきまして：： 贵女 のこと ですから 御如才 もない だら うと m 心 ひます けれどもね。」 林 

子 は 快く 受容れ て くれたが、 彼女 も 少し 酒 氣を帶 びて 来た。 林 子から 言へば、 お 柳が 質の 惡ぃ 

女で さへ なければ、 好い 話 相手に なると 云ふ氣 がして ゐた。 八洲 子な どと 違って、 碎 けたと ころ 

い  したで  >  やす  よ 

の あるの もハ 双に 入った し、 下手に 出て ゐ るの も氣安 かった。 で、 話の 調子 も m 心った より 能く 合つ 

て、 關 口の 意志で 荒 川と 手を切られた ときの 經緯 などに も 同情で きろ やうに S 心 はれた。 それにお 

柳の 方が 三つ も 叫つ も 年上であった。 

「幾 乃さん のこと は、 私から 荒 川に よく 話して おいて 上げても {ュ しいんで すよ。 贵 女が  一 世帶 

つも  なかま  どちら 

をお もちになる お 積り なら、 何に 介意 やしません。 何方に ゐ ろの も 同じです から、 十： W でも 二十 

日で も 係に お： きになつ たって、 誰が 何と 言 ふ ものです か。 J 林 子 は 心安 立に そんな こと を 言 つ て 

ゐた。 

「 そんなお 3- にで もして 戴けます と、 私 は もう 何ん なに 助か ろ か 知れ まひ 一ん の で ござ います c」 お 柳 

も ひどく 成お ぬしたら しい 調子で、 「どうか 何分よ ろしく お ひいた します。」 
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「贵方 も：， よいちよ いお 遊びに おいでな さいよ。 表 向と いふ こと は、 荒 川の 身分が 許しません け 

いで  ^ん  ちつ  さしつ かへ 

れ ど；！^ のと ころに お出に なろ 分に は此 一一と も 差 岡 はな いの ですからね。」 

「有難う ぞんじます。 夫人に そんなに 仰し や つていた だきます のが 私 はもう 何より 有難 いんで ご 

ざいます。」 

「お にこん なお 婆さんに なって、 并；" のこと なぞ 思って みたって 仕方が ありません からね。 それ 

に 御 川を勒 めて をり ますと、 自分の 體 でありながら、 .E 分の もの ぢ やない のです。 殊に 主人 は あ 

んな氣 象です から、 家の こと なぞ てんで 振 顧いて くれ もしません。 いつ 一 絡に どこへ 行く と 云 ふ 

こと もなければ、 しみじみ 話 をした と 云 ふこと も ございません。 それ こそ 3% 實に 無愛想な、 公務 

より 外：^ にもない 人な のです の。」 林 子 夫人 はこ ぼす の であった。 

お 柳 は 返-針の 爲様 もなかった。 しかし 最初の 印象と はまる で 遠って、 甚く 機嫌の がい こと だけ 

は 滿更悪 ぃ氣 持ではなかった。 そし て^れろ 時、 

「こんな 粗末な 品です けれど。」 と 言って、 半 だの 特 など くれた。 

五 

その 曰 は それ で^れて、 5_ 立 日お 柳と 幾 乃 は 打 連れて 束京驛 から、 伊豆の 方へ 旅立った。 勿論 道 


頓だ つたので、 幾 乃の 方から 自動車で お 柳 を 誘 ひに 行った ので あつたが、 柬京驛 では 何時 來 たと 

もな しに 英 夫が 見送り に 來てゐ て、 切符 や 何 かの 世話 を-やいて くれた。 

「どうも 恐 入ります。」 などと、 お 柳は英 夫に 禮を言 つて ゐ たが、 勿論 一 一人が 顔 を 合すの は 今が 初 

め てではなかった。 

ちゃう ど 十 時 何十 分と 云 ふ發^ で、 急行で もなかった ところから、 さう 込んでも ゐ なかった。 

幾 乃は淸 楚な扮 装で、 何 か 銀色で 光って ゐろ 帶を締 て、 高貴な 意 K の パラソル や 袋 を もつ- 丄ゐた 

が 、 さう して 草履ば きで 、 さ，.；： -樂し さう に すらりと した 體を あち こちと 歩いて ゐ ろ 様子 を る と、 

お 柳 は 心からの 誇 を 感ず ろら しく、 自分に も 何となく 肩身が 廣ぃ や う に 從ぃ て 歩く のであった。 

おそら  と 

恐く 彼女の 生涯に 取って、 それほど 大 いなる 幸福 を 感じた こと は なかった に 違 ひない ので あつ 

た。 で、 つい^ ぼした 氣分 になって、 何う かすろ と 幾 乃が ちょっと 顏を颦 める ほど 下品な 調子が 

出たり する のであった。 

  おくさん 

「^^岡府^^でちょっと降りたぃんですの。 少しお 話が あるの よ、 酒 句の 夫人に。」 幾 乃 は 言 ふので 

この あ ひど 

あった。 勿論 母と 一緒に 旅に 出ろ の はさう 厭ではなかった けれど、 此間 のこと を、 八洲 子 夫人に 

も 話して おきたい と 思った。 

「さう ね。」 と、 お 柳 は晤ぃ nn をして、 「私 も いづれ 一 鹿 はお 目に かかって、 積る ぉ禮を 申さな くち 
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やす. な いんです けれどもね、 町 E さんや 英 夫さん が 何もかも 承知して ゐて 下さい ますから、 お 

訪ねす ろの は义の 折に したら 何う です。 序と 言つ ちゃ 却って 失禮 ですから。」 

英夫 も餘り い 顔 をし なかった。 

「姉 は 氣むづ かしいで すから 何う せ 御母さんと 調子の 合 ふ氣遣 はな いんです。 それに 此頃健 も 

思 はしくない やうです から。」 

幾 乃は默 つて 額いて ゐた。 

「お ー屮 道草 なぞ 喰 はないで、 今度 はま あ 3 & 貫の 母子 水不 人で、 ゆっくり 遊んで おいでなさい。 町 

m も それ を 希 s-i して ゐ ろんで すから。」 英夫は 言 ふの であった。 

「さう です とんね え。 荒 川の 夫人 も、 その 猜 りで 快く 贵孃の 體を贷 して 下す つたんで すから ね。」 

ーニ人は客^3;.のなかと、 歩廊の 上と に 立って ゐ ながら、 そんな 話 をして るた。 

汽車が やがて 動き 出した。 

「ぢゃ 御機嫌よう！」 と、 英夫は 相子 をち よいと 持 上げて 橋 然した。 

「色色お 世話 さまで ございました。 お宅へ も ：！： ぅぞ よろしく。」 お 柳 は 一 一度 も 三度 も聰を 屈めた。 

それ を兑 ると、 幾 乃 はちよ つと 反感が 起った。 

「お 若い に 似 八：： はない、 ほんと に 親切な がい 方です ね。」 お 柳 は クシ ヨンに 坐りながら、 幾 乃に 言 


つた。 

「幾 乃さん と 私 を、 何う しても 一 絡に したいと 首って、 あの方が この間から 何ん なに 心配して 下 

さろ か。」 

さっき  そ ぶり  そつけ 

實 はお 柳 は、 先刻から 英 夫に 對 すろ 幾 乃の、 素 振の 餘 りに 素 氣な いのが、 氣 になって ならな か 

つた。 

a  あさ は か 

幾 乃 は 口へ は 出さなかった が、 そんな 點 について 感じの 疏ぃ 母の 淺菜敢 さが 不快に 思 はれた。 

「私 旅 をす るの は 幾年ぶ りで せう ねつ」 などと お 柳 は、 「え。」 とか、 「は。」 とかい ふぎりで、 餘り話 を 

しない 幾 乃に 絡 はろ やうな 氣 分で 話しかけた。 

「さう です か。」 と、 幾 乃 は 額きながら 應 へて ゐた。 

「贵 壊と 一 一人で 旅 をしょう などと は、 夢にも 思 ひませんでした。」 

「さう ね。 私 も：：」 と 幾 乃は义 少し 氣 分が 釋れ て、 以前 世話になって ゐた 人と 一緒に、 熱 海 や 

い  -t 'けこた へ  す なほ 

雨 i 顿へ 行った 時の 話な どす ろの を、 好い ほどに 應對 をしながら、 素直に 聞いて ゐた。 

六 

宿へ 着い. てから、 懶ぃ 心安い 三 四日が 過ぎた。 お 柳 は 無精で 滅多に 散歩 もしなかった が、 晚方 
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にはちよ つと 跳 子 を 一本取って、 快く 陶」 „w すろ のが 例で、 雨の 降ろ H などに は、 の 一一： 味：？ I を 借 

りて 爪 i^; で を 歌ったり する 様子 も、 多少 そんな 方面の 嗜 みのある 女 だと 云 ふこと を 思 はせ た。 

は ひ 

そこ は 原 M 伯の 別莊の あると ころから は、 一 Ef ばかり 奥へ 入った ところで、 宿屋 は どこも 滿員 

であった。 着 r とすぐ 幾 乃は隆 夫の 處へ繪 葉書 を 出した ので あつたが、 隆 夫から 何の 消息 もない 

のが 物足りなかった。 幾 乃 は 逢って 話したい 多くの もの を 有って ゐた。 お 柳 も隆 夫に は 逢 ひたが 

つて ゐ たが、 英夫 のこと も 折折 口へ 出した。 

「あの人 も 好い人です けれどもね。」 と、 幾 乃 は 母の 前で 角の 批評 を 避ける やうな 調子で、 ^^ぃ 

てゐ た。 

「あの方に は、 色色 御 厄介に おなり だってい ふ 話です ね。」 

二人 は ui£ 疲れの したやうな 氣 分で、 そんな 話 をして ゐた。 幾 乃は讀 書に も飽 いたし、 一人で 出 

歩く の. -41 らな いと 云 ふ 風で、 流れに 臨んだ 廊緣へ 出て、 洗った 髮を 乾して ゐた。 

「え、 それ ぁ然 うです けれど、 あの人 隨分 我儘な のよ。」 

「さう です か。 至って 氣 のさく い 方の やう だけれ ど、 ぢゃ やっぱり、 隆 夫さん の 方が いいんです 

かね。」 

幾 乃 は それに は應 へなかった。 


「それに 就い ちゃ、 まあ 色色お 話 も あろんで すがね、 私 なぞ は 昔し もので 何にも 解り やしません 

けれど、 よく 首 ふぢゃありません か、 產 みの 親より 育ての親つ てこと をね。 —— たと ひ 何ん な こ 

とが あ ろ にしても、 養な ひ 親の 恩 を 忘れち やなら な いんです よ。」 

幾 乃 はやつ ばり 口 を 閉ぢて ゐた。 

「それ あ 荒 川さん ところに ゐ ろの も 可いです けれど、 吉 村さん と 全く 緣を 絡って しま ふと 云 ふこ 

と は へ. f> の だと 思 ひます よ。 あの人 達が 氣 毒な ばかりでなく、 幾 乃さん の. ためにん m です よ。」 

お 柳 は 彼女の 顔色 を 見い 見い 言 ふので あった。 

「こんな こと は 私が 一一 一一 口 はなくたって 解って ゐる でせ うけれ ど、 何う せ籍 が， 入って るろ 以上、 いつ 

はなし 

ま で然 うやって ゐられ ろ もので もな し、 原 m さんの 養女と いふお 話に したと ころで、 吉 村さん が 

お * 'てむ さ  さ！？  ほ 

承知して 下さらなければ、 表 向 やっぱり 然 うは 行かないで せう からね。 私 も 外の こと は 知り ませ 

ん けれど、 是 ばかり は吉 村さん の 方に 道理が あると 思 ひます から、 貴方の 了簡 をよ く聽 いたう へ 

で、 荒 川さん にお 話 をして 見ろ つもり なんです。 それに 然 うなれば、 私が 大變に 助か ろんで す。 

貴方の 考へ 一 つで、 一緒に 暮す こと も出來 るし、 それに はお 金の 方 も 不自由な く爲て 戴け るんで 

すから ね。 贵 方が 荒 川さん の ものに なって ゐ たので は、 現在の 親で ありながら、 私 は 指 一本 指す 

ことん 出 來 やしません。 偶に 顔 を せる. ぐら ゐの ことで したら、 それ は 荒 川さん も 許して 下さろ 
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んで せう けれど、 それで は 矢 張 親子の 情愛が it  くて なりません もの。」  . 

幾 乃が 何ともい はない ので、 お 柳 は 拍子ぬ けがした やうに、 默 つてし まった が、 すろ と 今度 は 

幾 乃の 方から、 

「贵 方吉 村の 父 や 母に お 逢 ひなす つたこと があって。」 と 訊いた。. 

「え、 それ あ 俐巧な 幾 乃さん のこと です もの、 大抵 感づいて ゐる ことで せう から、 私 は 何もかも 

fi- 直に 首 ひます けれど、 贵 女が ゐ なくなつ てから、 あの人 建が 何ん なに 力 を 落して ゐ るかぐ らゐ 

は、 贵女 にも 察しが つくだら うと m 心 ひます よ。 それ も 是非 あの 家へ 戾 つて くれな くち やならない 

と 言 ふん ぢ やな いんです からね。 荒 川さん の 方へ 引取られ たので は、 眞實 つまらな いから、 切め 

て 私と 一 緒 に^す やうに でもして、 仲好く して ゐ たいと 言 ふので すから ね。」 

そこへ 女中が お膳 を 運んで 來 たので、 其 時 は それで 訪が 切れて し つた。 

午後 幾 乃はパ レットと カン パス を もって、 寂しい 山の なかへ 入って 行った。 この 顷 彼女 は 和本 

式に 賽を造 出して ゐた。 お 柳 は 日に 燒け るから といって、 ひどく 共 を 厭った けれど、 幾 乃 は 何た 

か氣 が怏怏 して ゐ たので、 部屋に ゐる のが 厭だった。 


勿論お 柳の 言 ふこと が、 ？^{$^識でなぃことは解ってゐた。 そんな 惱 みは 幾 乃 も 今迄 持って ゐた 

ことであった。 ただ 吉 村の 父と 顔 を 合せろ のが 死ぬ よりも 賊 であった。 お 柳と 一緒に 暮 しても 可 

づづ 

ハと m 心った が、 お 柳の 氣 持に 多少 打！^ も ある やうに 思へ て、 ちょっと 咽喉に 突か かる やうな が 

しない こと もなかった。  . 

で、 その パレット を もって、 裏門から 出た のであった。 

すろ と 其のす-ぐ 後へ、 隆 夫が やって 來て 、「お嬢さん は 御 散歩です が、 御母さんが ゐ らっしゃい 

ます。」 と 番頭に 言 はれて、 とにかく 部屋へ 通った。 

隆夫 はお 柳 を 見て、 吃驚し ないで は ゐられ なかった。 實は 母親と 一緒 だと 聞いて、 多分 荒 川 夫 

ま  つった 

人 だら うと 思って ゐた。 彼 は 次の間から 出迎 へたお 柳の 顔を兒 て、 啞の やうに 突立って ゐた。 

「 さあ 化う ぞ。 ようこそ お訪ね 下さいました。」 お 柳 は 彼を迎 へる ために、 手 捷く； -有替 をして、 き 

ちんと 帶を 締めて ゐた。 勿論 様子が、 いくらか 變 つて ゐ たので、 隆夫 はちよ いと， H 分の 目 を 疑つ 

一た。 

わら ひど 

「あら、 私で ございま すよ、 原 H さん！」 お 柳 は 笑 出した。 

「さう でせ う、 どうも 變 だと 思 ひました よ。 ー體 何う したんです。」 彼 は 相 變らず 耕の. H 地に セル 

い でた ち 

の挎 とい ふ 書生 書生した 扮裝 で、 やや 長く した 髮を 撫で あげながら 部屋へ 通った。 
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ん  ざ  あらた 

「まあ 何う？. てお 敷きな すって：： と、 お 铆は彼 を 座に つかせて、 ！5{ まって ぉ辭满 した。 

「詳しい こと をお 話しません と！： りません が、 私 も 不思議な ことで、 二十 ハ牛 振で！^ に邂ぉ 一つたん 

で ございます よ。 E: 實に 不思議な ： ： それ， J そま ろ で 夢の やうな。 」 お 柳 は 目 を 丸く して 彼 を 凝視 

めた。 

「やっぱり 然 うだつ たんです か。 それ あ 何う も：：」 と、 隆夫は 哄笑したい やうな、 泣きたい や 

うな 表情で 言 ふので あった。 

r それと 云 ふの も 原 田さん、 贵 方のお 薩 さまで ございます。 贵 方の お宅に ゐ たれば こそ：：」 

「さう でした ね。」 

やれ  いとぐち  あなた 

「幾 乃が 町 E さんへ 來て、 その 話 をした ものです から、 其から 緒 がつ いて：. 丄：！ I 方が お立ちな 

すった 後で、 私 は 町 S さんのお 世^になって、 そこで 二人 1= れて顔 を 合した ので ございます よ。」 

「それ ぁ不 m 心議 です ね。 しかし まあ 可かったです つ」 

「まだ 何う いふ 風のお 話になります か、 よく は 判りません けれど、 皆さんの 御 心配で、 まあ こん 

ところ  おやこ うち，.. -  に はか 

な處 へまる つて、 初め て母子打釋けて^1ができたゃぅなことでござぃましてね。」そしてぉ柳は：？！ 

に 少し 顔 を ら せな が ら、 

は ひ  おつ 

「い 力が です、 一 ト 風呂お 入りな すって — もう 追 つきあの 子も歸 つて まゐり ませう で ございま 


す。 今日は 少し 寫生 をす ろと か 云って：： 貴方 を どんなにお 待ちして ゐ ました か。」 

「何ん にし てん、 ぉ慶 でたい ことで したな。 しかし 恁 うなって みろ と^に 不思議で もありません 

ね。」 

なん  そら わら 

「さいです か。 私 は 何です か 夢の やうで：：」 と、 お 柳 は 空 笑 ひ をした が、 また 暗い 顔に なって、 

と  かく 

「どうなります か、 今日 も その 話 をして ゐ たので ございま すが、 知らない うち は 左 も 右、 さう と 

判って みれば、 私 も 一緒に ゐた うご ざいます からね。 さうな ろと、 私と して は 養 ひ 親の 方へ、 義 

理も 立てな くち やならない のです から 何だか 121 つて 苦 K 力が 殖えた やうな もので ございま すの。 J 

そしてお 柳 は水菓 などす すめながら、 少しく 其の ことにつ いて した。 

「成程ね。 むづ かしい もんです な。. 一と 隆夫は 氣の毒 さう に 云 ふので あった。 

「それに ついて 原 田さん、 私 方に 折 人って お 願 ひが ございます が：：」 

八 

ひきし i- 

「私に？」 と隆 夫の 顔が 引 飾って、 「 一 體 何です。」 

「こんな 事 をお 伺 ひすろ の は、 大 變失禮 だと m 心 ひます けれど、 愚かな 女の  一一 ーーロ ふこと だと 思って、 

どう か お 氣を惡 くな さらな いやう にね 。しお 柳 は 廻り く どく 辯疏し た。 


「まあ 言 つて ごらんなさい 。しと、 隆夫は 微笑 を 浮 ベ な が ら 、「そんな に 難 かしい 問題な ん で す か 。！ I 

「つまり 幾 乃のお 話なん でございますが、 かう. S. して は失禮 です けれど、 私の R に は あの 子が 何 

う も 貴方に 氣が ある やうに 思 はれて ならない ので ございます。」 お 柳 はさう 首って、 妙に 顔 を犛め 

てゐ た。 " 

「幾 乃さん のこと です か。 J と 隆夫は 少し 顔 を 紅く して、 「そんな^ はないで せう と E 心 ひます が：： 

なに 

佝 かそん な 事實が あつたんで すか」 

「いいえ、 別に 證據 があった と 云 ふ 譯ぢゃ ございま せんが、 何う もさう 云 ふ 様子が 兌え ますんで 

ございます。」 

隆夭は 首 を 傾げて、 少し 考 へて ゐ たが、 

* ひつ 

「それで 若し そんな ことがあった としたら 3： うなんで すか。」 と、 素朴な 調子で 問 詰め る やうに 言 

つた。 

「は：： いいえ、 別に：：」 と、 お 柳 はお どつ いた 口調で、 「中： w 万が 御^じな いこと を、 私が 邪推 

がまし くこん な ， .1 と を 申す の は、 大變 に失禮 でございますが、 御 じの とほり 幾 乃の 身の う へ は、 

色色 紛糾った 譯が ございまして、 何處 へ^ぅ落^._?くかも分明致しません、 素より 吉 村が 自分の 子 

として 育てて ゐ たの でございますから、 それ を 傍から 彼此 像 や」 出す の も 可 笑な もの だと m 心 ひます 


が、 贵 方のお 考へは 如何で ございませう： 

「さう です ね。 僕 は 深い こと も 知りません から、 何とも 言へ ません ね。」 隆夫 は控 目が ちに 言 ふの 

であった。 

どちら 

「孰に いたしましても、 古村の 大 恩 を 忘 れて はなら な い で せう と m 心 ひます が、 ^さんで あの 子 を 

貴方の 方へ 片 着けようと いふお おへが あろ ものと しましても、 吉 村の 方の 話が つきません うち 

それ 

は 、 其 も 無駄な お 折な ん でございます 。—一 

- 私の 父の 養女と いふ こと は、 古村さん も 御 承知なん ぢ やな いんです か。」 隆夫も 反 I した。 

「は それ も 原 S さんの 方で、 さう お決めに なって るると 云 ふお 話で ございます けれど、 吉村ま 

まだ 承知した 譯で はない やうで ご ざいます よ。」 

r さう です かね o」 隆夫は 顔 を； S ら せながら、 「いやし かし 僕 は 何に も 知らな いのです から：： そ I 

す  一 

に 幾 乃さん は 私の 畫が お好きな ので：： それ あ 親しく はして みます。 僕 も 好きです。 結婚と、， ふ 

ことまで は考 へませんで したが、 まあ 正直な こと を 首へば、 そんな 關係を 作っても 可、 ぐら， 0 こ 

さしつ かへ  .* え  9  X': 

は考 へて ゐ たんです。 しかしお 袋 岡が あろと なれば、 何に：：」 と I 勞を 落して、 ：Ji^: れて しまつ 

た。 

「私に して 見 ますれば、 それ はもう 望んでも ない、 此 上ない 有難い ことなんで ございます が：： 

_a 1  一四 <1 
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それ  ど 

吉 村の fl^ 现 さへ ございません ければ、 其 こそ：^ ん なにで もして、 さう 願 ひたい S でございます， 

れど. -」 お 柳 は 熱心に 言った。 

「それ ぁ然 うです ね。 よく 考へ ませう。 幾 乃さん にも 一度お 目に かかった うへ で、 それが 御 本人 

の 幸； 1 だと すれば、 僕 は 何う にで もで きます。」 

そこと  せつ  なに 

「どうぞ、 に 恐れ 人り ますが：：」 お 柳 も 切なげ に、 ー贵 方が そのお 心なら、 何もお 話し 下さら 

ない 方が、 却って 本人の 爲 かと^ じます が：：」 とお づぉづ 言 ふので あった。 

「 何も 言 はな いんです か 。」隆 夫 は H を 丸く したが、 少し 艴 然と したやう でもあった。 

「何 かお 話が 出れば、 當人も 變な氣 にな ろで せう と 思 ひます が：： 其よりか 寧 そ ：！： にん 仰 やらな 

これ  やしな ひお や 

いで：： ほんと に 心苦しい ので ございます けれど、 是も 私が 養 親への 義理で ございま すから、 

何う かお 氣を悪 くな さらない やうに。」 お 柳 は 哀願す る やうに 言 ふの であった。 

隆夫 は不滿 さう に 沈 m 心して ゐ たが、 IJi^ ふの も 厭 だと m 心った。 

「可いです、 承知し ました。」 

九 

それ  た 

辨， 乃が 隆 夫に 逢った の は、 其から 少し 經 つてから であつ 


ら やう ど 鹏時幾 乃 は 興の 乘ら ない B 生 を 巾-めて、 mu ハ をし まって 山から 降り ようとし てる,？ g 

であった。 . 深 くも. くもない 山で はあった けれど、 相當險 しい 山路 をう ねりう ねりして 上りつ め 

て 行く と、 お 原 地の やうな 平 如 一な 場所が あって、 波の やうな 山脈の 段段に 起伏した 後ろに、 富士 

が！^^tz」たりして、 松 山 や 花 野 や 畑地な どが 架し なく いてる た。 その 寂しい 境を懷 しんで、 幾 =T> 

は 熨布を 立て かけた のであった。 

お 柳 はこの 場合 隆 夫と 幾-乃と 一 一人ぎ りの 會兑を 腿った けれど、 隆 夫に 理解が あろら しく H 心へ た 

ので、 打拋 つてお いた。 

「ただ Ss: を はる だけです、 これ 迄 だって、 鼓 以外に 何等の 話 をした こと もなかつ たのです から。」 

隆夫 はさう 言って 宿 を 出た。 そして 多分 その 一 だら うと nzs^ をつ けて、 山路 を 分けて：；；： くと、 rai^ 

して そこに 幾 乃の 姿が U- られた C そこから は 富 士が處 { ^に 眺められた。 野にはぉ合ゃ桔梗ゃ^^が 

.ゅ、亂 れ て 荒 い 風 が 吹 い て ゐ た 。 畫布 の 上 に は そ の 花野 の が ぬ.- ら れ て ぁ つ た 。 

「何だか 5^ に くな つ てし まひ ましたの。 それに 今 n は 少しも 氣乘 がしない もの ですから  」 

幾 乃 はさう 言って、 ま" 布を隆 夫に 示した。 

「さう ね、 全 體に 調子が 弱いです ね。」 などと 降 夫 は 批評 を 加へ た。 

「え、 化う して. 調子が 出て 来ません の。」 幾 乃ん 寂しく 笑って、 「； 5^ 今日は 駄目なん です 5  。  よ 
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り も 歌で も 作りたい やうな、 妙に センチ メン タルな 氣特 なんです もの。」 

「そんな ことがあります ね。」 

そして 彼 は 草原の なかに 雨足 を投 出して、 笪を ふかし 始めた。 

「私 こちらに 贵方 がい らっしゃる こと を 伺って ゐ たもので すから、 ちょっと 御 別 莊の方 y お寄り 

したいと 思つ たんです けれど：：」 

幾 乃 は 寂しい 表情 をしながら、 

「私の 宿へ お寄り 下す つて？」 

「え、 今 ちょっと。 驚き ましたね。 勿論 贵女も あの 時 さう 一一 一；： J つて ゐま したから、 豫 期しない 

こと もなかつ たんです が  」 

ほんだ. r  1 

「え、 眞實 にね。 一 

「御母さん はもう W 端に はいらつ しゃら な いんです てね。 - 

「え、 貴方が こちらへ 入した 後で、 町 ffl さんの 方へ 來る ことにな つたんで すて。」 

「そのこと も 今 何って 來 ました o」 隆夫 は 急に 氣が 沮んだ やうに 代 E になって、 

「でも 可かったです ね。 あの方が あなたの 御母さん だと 云 ふこと が 知れて、 ^13;女ょりも御母さん 

の 方が 何ん なに かね。」 


「 一 應は 幸福ら しいんです けれど 何う です か：： 反って 苦 勞が萌 えた やうな 形ぢ やな いでせ う 

か。 私さう m 心 ひます わ。 私の |g が 方方へ 引懸 りが あろで せう。 あの 母 だけの. E .a に は、 迚もなら 

ないで せう から。」 

「それ あ：^ 方がないで せう。 しかし 二十 年ぶりで、 自分の 娘の 存在 を 知った と 云 ふこと だけで 

も、 淨山ぢ やないで すか。 愁望は 際限な く 湧いて は來 るで せう けれど、 母と しての 愁望を もち 得 

ろと い ふ 其 車 だ けで も 十分 幸福な ん ですからな。」 

「それ ぁ然 うです ね。 それにしても 私が 母と 同じ やうな 境遇 だったら 好かった と 思 ひます わ。」 

「それなら 然うして も 可 いぢ やないで すか。 貴女 はやつ ばり あの 御 H: さんに、 愛情 を感 じます 

ね、 識 よりも。」 

「それ あ 感じない こと もありません わ。 一番 幸福 を 感じて くれる の は、 あの 母で せう からね。」 

「そら 然 うでせ う。」 

お  fcs  へん 

そして 一 一人 はしば らく 沈 默に陷 ちて ゐた。 散歩 客の 姿が 偶に は その 邊へも 立 現 はれた。 穴. T か 暴 

つて 來て、 冷 かな 風が ざわざわと 寂しい 音を立てて 草木 を麼 かせて ゐた。 

降 夫 は 一；； 脚 や 何 か を 持って やって、 そろそろ 其處を 立った。 幾 乃ん つづいた。 
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それから 二人 は 寂しい 山 近 を、 迪り迆 り，： i りて 來た。 木立の なかには、 ^の驟 が 雨の 降ろ やう 

に閱 えて ゐた。 1? 塊の 多い 道が、 何う かすろ と 幾 乃の 降りる のに 闲難を 感ぜし めた。 で、 また 話 

も &! 絶えが ちに なった と 同時に、 ^^题も内然他へ移って、 山 や 水 や、 旅行 や n 本の. K: い 蕩術談 が 

隆夫 によって ぼつぼつ 語られた。 

「あなた 何時 京都へ いらっしゃいます の。」 幾 乃 は 一 一人の 身の上へ 話 を 持って こようと して、 さう 

言って 訊いた。 

「さう です ね、 少し 凉 しくな つたら、 ，^;^術行脚と云ったゃぅなものを試み ょぅと^ゎってゐます。」 

「お いのです か。」 

「さあ： |！ うなります か。 まあ 一 月 ぐら ゐの 豫定 です が。」 

「寂しくな ります わね。」 

「さう。 1： くお n にか かれない 譯で すね。」 i;- 夫 は 沈んだ 調子で 答 へ たが 、「し かしま あ 御母さんの 

希望 は络 しくし ない 方が いいで せう。」 

「母が ：！： かお 話しまして？」 


「いいえ 15 に：： ただ 中； n 女の 體が きまろ 迄 は、 護の 自. e にもなら ない の だからと 一一 n ふ ことで し 

た。 御：^ さんと して は、 t:- 父母の 方へ 對 する 義理 人情 も あろで せう からな。」 

「それ あ 然ぅ なんで ございます けれど：：」 と、 幾 乃け^ ましげ な 表情で 、一 1 そ れ で 贵 方と 御 交際 

のこと について、 何 か 言った でせ うか。」 

こみい 

「いや、 刖に そんな 話 もなかった やうです が：：。 また 我我の 間に、 別に さう 込 人った 意味が 

ひや や  それ 

あろ 譯 でもなかった のです から。」 隆夫 はわ ざと 冷 かさう に 言 ひながら、 「其 こそ ほんと に藝術 上の 

ll^ri ばかりで、 それ は 町 m 夫人 も 御存じの^です からな。 勿！ is 琳 純に 藝術論 だけだった とも 一一 一： ：！ へな 

いでせ うけれ ど、 さう 大して 色が ついて ゐた とも 思へ ません ね。」 

「それ は然 うでした と ひま す。」 幾 乃 も、 悄 げたやう な 聲で 言 つたが、 

きりはな 

「で.， 乂 U 方なら 中； □； 方と いふ 人 を、 贵 方の 藝 術から 切 離して 考 へろ こと は 出来な いんです わ。 贵方 

の 作 n§ ゃ藝術 上のお Isti をお へる とき、 私 はいつ でも、 贵 方と 云 ふ 人 を：：」 

さ  ふり か へ 

「それ ぁ然 うです とも。」 と、 降： 夫 は 幾 乃 を振頓 つて、 

「藝術 卽ち其 の 人の 生活です が、 しかし saf だ それだけ ぢ やないで すか。」 

幾 乃 は 廿を倾 げてゐ た。 

「さう でせ うか。 何だか 私に は 解りません けれど、 贵 方の 作品に 解が あろ なぞと いふ こと は、 
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いくら 私が. E 惚が强 くても、 一一 n へた こと ぢゃ ございません わ。 でも^：分の感じぅろ限りに於て、 

好きだと か 嫌 ひだと か はね：：。 ほんと に 失 禮なー in 分です けれども。」 

「 それ ぁ贵 方の 謙據 です よ。」 隆夫は 笑 つ た。 

r 然ぅ で せ う-か 。 それな ら Ac; 方の 作品に 共呜を 感じう ろ だ け の 资 格が あろんで せう か。」 

「そら まあ、 私 を 知って ゐろ 點 で 初めて 作品と 親しめろ と 云 ふこと も あろで せう がね。 中： U 女が 私 

を 知らなかったら、 私の 作品は ^：；女 に 取 つ て は に 路傍の 花に 過ぎなかった かも 知れません ね。 

それ V 非 に 優れた 藝術 だったら、 切 離された 畫 だけで も 十分：：」 と、 降 夫が 言 はう とすろ の 

を、 

「え、 それ あ 1- つて ゐ ますの。 ですから 私さう 信じて ゐ ますの。 私 は.； ijn! 方 を： g 敬して ゐ ろに 逮ひ 

ない と 云 ふこと を。 尊敬と いふよりか、 もっと 親しみの あろ 何 か を：：」 

「それ は 私 も 感謝して ゐ ます。 私ん 资女を 愛すろ 氣持は 十分 もって ゐろ 精-です。 しかし- それが 

何う もね。 況して や 父 や 荒 川さん に 政略 的の 意.^ が あろと すれ ぱで すわ。 つまり 女 を 一お 父母 か 

らん や r 取す ろと いふ 方便 のために 一 一人の 愛が 利 ffl されろ とい ふこと でしたら. I .それ け 好い f  J と 

にしても.； 5:^ いこと にしても、 何だか 厥ぢ やありません か。」 

「え、 まったく：：」 幾 乃 も 心から 言 ふので あった。 


十一 

其 か， -4,^ へ歸 つて、 一風 呂 入って から、 一緒に 晚瓴を 食べて、 降 夫 は そこそこに 歸 つてし まつ 

ちきた 

た。 幾 乃 はま だ 語りたい 多くの ものが 淺 されて ゐろ やうな 氣 がして、 飽 足らなかった が、 夫 は 

此 の 場 介 母子の Si へ 割込む こと を 避けたかった。 幾， 乃 も 口 へ 出し て 引 留め る こと を渾っ た。 

あわた ど 

r  ，  J れで齊 く お 目に かかれない かも 知れません わね 。」 幾 乃 は 彼な 送出す とき 慌 忙し い 気持で そ つ 

ささ *J 

と 廊下で 私語いた。 

ふり かへ  さ  ちな た 

「さう ね。」 と、 降 夫 も 彼女 を 振 顧って、 「しかし 然 うい ふこと は 問題 ぢ やないで せう。 贵嬉の 境遇 

が 何う 變 るに しても、 お W ひに 信じ 合って さへ ゐれ ば。」 

さ  やつ ぼり  なん 

「それ ぁ然 うです ね。」 と、 幾 乃 は s;^ 氣づ けられた やうに 額いた が、 矢 張 このまま 刖れ ろの が、 何 

だか 恃 りない やうに 思へ た。 

うち  そと 

降 夫 はやが て 其 處 に 用意 された 自動車に 乘 つた。 そして 、「さよな ら 。」 を 內と外 で 言 つて ゐろ う 

ちに、 門 の 外へ 出て しまった。 

あと  なに 

幾 乃 は その後 を 見送りながら、 暫く ぼんやりして ゐ たが、 今迄 は 何 か 期待が あろ やうに m 心へ て 

めつ  たよ 

ゐた。 此の 旅行 も、 それで 一切の 幻影が 滅 してし まった やうに、 急に 恃 りない 寂し さ を 感じた。 

斷  0  5 「ムれ 


しふち やく まつ 

それ こ そ^^=て感にたこともな か つ た II しい の 絡 は つ た、 不 m〈tl な {叔 し さで あ つ た。 

長い 廊下が 奨迦に S 取調に みえた、 庭 を 流れて みろ 水の へれが、 胸に しみ つく やうな?! しさ を帶び 

て §1 えた。 n は、 もう^れて しまって、 木立に..，， 水の 上に も 深い 陰影が あった。 それが 又 妙に 彼女 

を { おしく した。 部 へ， 入って から も、 幾 乃 は 深い 山の なかに でも、 ^り 取殘 さわた やうに 孤 11 感 

にしば らく 浸されて ゐ た。 

「幾 乃さん。」 お 柳 は そこら を取片 若け ながら， 廊緣へ 出て、 陰影の 刻刻 深くな つて 行く 外 を 眺め 

ろ とんな く、 物 哀しい m 心 ひに 耽って ゐろ 娘に 聲 かけながら、 傍へ 寄って 來 ながら、 聲を かけて、 

「贵 女に" だ 非 ちょっと 逢 はして くれと 云 ふ 方が あるんで す-かね。」 

幾 乃 は輕ぃ 驚きの 目 を あげて、 お 柳 を 見返した。 

「巾：" 女 は 降 夫さん のこと でん S つて ゐ ろんで せう けれどもね：： それ あ、 あの人 は、 私 も 好きだ 

し寇に 15 い 人 だと 思 ひます けれど、 あの方と 結婚で もす ろと いふ ことに なれば、 何う しても 贵女 

は 原 m さんの 者に なって 了 ふので すから ね。」 

「それ あ 然ぅ です けれど：： 未だ そんなお 話が あろ 譯で もな いんです わ 。」 幾 乃 は 優し い な が ら に 

反抗的な 態度で、 

「若し また 然ぅ いふお 話が あろに してん 吉 村の 父 や 母が 承諾して くれさ へ すれ ぱ、 それで 無難で 


收 まろ , J とだと m:J ひます の oil 

「北 ハぢ ややつ ばり 古村さん が、 御不滿 なんでせ うよ。 隆 夫さん が士  n 村さん の？ お 子に でもな つて ド 

さろ なら、 それ あ 共に 越した こと はないけれ ど。」 

「そんな こと 駄ロ 。」 幾 乃 は •# 頭で 笑 ふやう に 曾 つて、 「そんな こと を m 心 ふだけ でも、 あの方に 失禮 

よ。」 

「それ ぢゃ 仕方がな いぢゃありません か。」 

「たから、 私 常 分 御 母 さまと 一 絡に ゐ たら 可 いんで せう。 それ は殆ん ど. 水久 で. 可 いんです わ。」 

「それ も然 うです けれど、 もう 一 つ 私が お 願 ひしたい ことがあり ますの。 何う しても， おいていた 

だかな くち やならない ことで ね。」 

なん  か へ 

「何です か。 告 村 へ 役れ とで も 言 ふ ， J となんです か。」 

「いいえ、 ^に 今士  n 村さん へ歸 つて 下さいと いふ 譯. ちゃありません がね。 切め て あの方 违と仲 を 

好く して F さると、 私ん 大 變に氣 持が 好 いんです。」 

幾 乃 は F= い 顔 をして、 默 つて ゐた。 

「とにかく 久しぶりで 一度 逢って；： たら 何 うです ね。 何が 氣に さはった か 知らない けれど、 あの 

方 だって そんなに な 人で もな ささう です よ。 中 W 女 のこと は 心から H 心って ゐて 下さる のです から 
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ね。 私が 中 W 女への お 願 ひです から、 士 " 村の 御父さんに ー旌 逢って あげて 下さいね。 いいで せう、 

何 か 誤解が あるに 遠 ひな いのです から、 其 も 謝罪 ま ろと 一一 一； 3 つてお いでに な ろんで す。」 お 柳 は 扱 口 

說 くやう に 言った。 

十一 一 

降. 夫と 別れた ばかりで、 直ぐ吉 村の 父に 逢 はなければ ならない なぞ、 何とい ふ 厥な こと だら う 

と、 幾 乃 は つくづく さう 思った。 勿論 それ 限で、 悉拷 緣が斷 たれて しま ふと 云 ふこと は、 たと ひ 

原 m 伯の 威力 を 以てしても、 迚も 難しい こと だら うと は 想像され たし、 そんなに 迄して 逃 隠れて 

あるいた 處で、 一人の 手から 一人の 手へ と 渡って 行く に過ぎないの だと 思 はれた。 それ は E 資に 

* らお  い  さう どつ まと 

自分の 體を自 .E にす る 道で もなければ、 自分 を 生かす 方法で もなかった。 そんな の 的と なつ 

てゐ るう もに. n 己の 牛； 活 意志 は 滅茶苦茶に 踝 躪られ て 了 ふに 過ぎない。 誰の 所 だと か、 m の 子 

だと か、 そんな こと は 自分に 取って 問題で はない。 降： 夫の 一一 一；； I つたこと も、 別れた あとで 考へ てみ 

ろと、 それ を 暗示して ゐ るに 遠 ひない の だ 1 . 幾 乃 はさう 思った。 

い  そ £ 

「それ あ 逢って あげても 可 いんです わ。 私 は 荒 川の 父の 傍に ゐ たいと も m 心って ゐ ません の。 私 は 

誰の もので もな いんです もの。」 幾 乃は言 つた。 


「それ は然 うです。 かうな つて ろと、 誰に ついて 可い か、 贵方 も氣が 迷う でせ うからね。」 

「いいえ 私 迷って やしま せんの。 です けれど、 貴女が 吉 村の 父と、 さう 云 ふ 約束 をな すって、 そ 

> っミり だ 

れで私 を ここまで 引 張 出した のなら：：」 幾 乃 は 少し 興奮の 色を帶 びて 言 はう とすろ の を、 お 柳 

は あわてて、 

「いいえ、 そんな：： それ は 違 ひます。 町 H さんや 吉 村さん が、 全く 私 を 可愛 さう だと m 心って 下 

おやこ  し 

すって、 かう でもしたら 母子の 情愛が 出ろ だら うと 仰 やって、 爲て 下す つたこと なんです。 それ 

さは  あやま 

で、 折が いいから、 それとなく 貴女に 逢 はして もらって、 貴女の 氣に 障る ことがあるなら、 謝罪 

づて おかう とい ふの が、 士：： 村さん のお 考へ なのです。」 

「つまり 同じ ことね。」 

これ  あなた  あ 

「だから 是は 私から 貴女に お 願 ひする のです。 初めて 逢った 私のお 願 ひなんです。」 お 柳は淚 ぐん 

だ 聲で言 ふので あった。 

にく  きのどく  い  ぐ あ ひ 

幾 乃 は 憎い やうに 思った が、 しかし 氣毒 にもな つた。 好い 工合に 彼等の ために 利用され てゐる 

あはれ 

の だと は 思っても、 彼女の 立場 を哀 まない 譯には 行かなかった。 

, ,  い  なか すてばちぎ み 

「ちゃ 逢っても 可いです。 お 目に かかります わ。」 幾 乃 は半ぱ 棄鉢氣 味で 言 ふので あった。 

「では 可 いんです ねえ。」 
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r え o」 

「それ あ 中： U 女、 何う したって それが 一 H 實 です もの。 たと ひ 何ん な ことがあった にしても、 f お-? 4 

の 恩を仇で返 すなん ぞは、 人の？ g ではない のです からね。 私 なぞ 3- にも 解らない も "山 です けれ 

ど、 で も 士：： 村 さんに は ぉ氣^ だ と m 心って るます 。」 

さう 曾 は れ ろ と、 幾 乃 もちよつ と が あがらなかった。 

「今 &、 になって、 t,:;; 女を古 村さん の 手から 取上げようと なさろ の は、 ：！： うおへ て：：； 儿て も 無理で 

す。」 お 柳け？ はに 力 を 人 わたが、 その^ 雜 さは 幾 乃に も 額 かれない ことはなかった。 

「それ ぁ然 うで すけ わ ど、 暖 となろ と 私 何 うしても 顿 なんです から。」 幾 乃 は 眩いた が、 そのうへ 

はう とも m 心はなかった。 

「では 此處へ 呼んで 來 ますから ね。」 

「え、 どうぞ。」 

幾 乃が 部 へ 人 つ て、 餉？： t¥ の 傍に すわ つ て；5^： つ てゐ ろと、 纏て お 柳の おとに 從 いて. fH 村が 入つ 

て來. ；'。 彼 は 浴衣のう へに 鄉， 羽織 を^て ゐ たが、 どこか 椒 おさう に、 おどつ いた 調子で、 

「暫くだった ね、 え、 ほんと に くだった。」 

お 柳が やきんき して みるので、 幾乃ン 方な く、 「どうも W く。」 と、 ぉ辩碳 をした。 


「ど-つ だね、 お母さんに 逢って、 -惡 ぃ氣持 はしない だら うね。 まあ 可かった よ。 E 心 ひがけな いこ 

とから、 御母さんに 逢 ふこと がで きて：： で、 まあ、 お前ん 御父さんに 何 か 不滿も あろ だら うけ 

それ  あやま  こら  なに 

れど、 せ (は 私が 更 めて 謝罪ろ から、 えて もら はなく ちゃな らん。 何も 酒の 上の ことで、 よくも 

覺 えて は をらん が、 まさか 私が そんな ふざけた 置； 似 をした とも 思 はんが、 祌經 過敏な 若い ものの 

こと だから それ も 無 g.- けない。 とにかく そんな 事 は、 さらり と 忘れて もら はなく ちゃな らん。 お 

前の 不斷 の氣 象に も 似合 はない、 いつまで 共に 拘泥っても 仕方のない こと だからね 。，ii:: 村 はす か 

す や、 つに：  一一； 口 ふので あった。 

十三 

哀訴 的な 士  M 村の 父の 言 薬に は、 幾 乃ん 憐憫 を 感じない 譯に 行かなかった が、 しかしお い あ ひだ 

親 だと じて ゐた 彼等 夫婦の 心 持と、 そぐ はぬ 或 物 を 感じ はじめて ゐた處 へ、 あんな 患 件が あつ 

たので、 嫌 s.^ の 情 は 何う してん 打消す こと は 出来なかった。 で、 何とい はれても、 共に 對 して 打 

釋 けた 氣 持に なろ ことけ 所； や だと 思 はれて、 義理に も 優しい 言藥が 口から 出ない の であつ 

士：！ 村 も それに 氣づ いてみ た。 餘稃 始末に 行けない ところが あろと 感じて ゐた。 强 ひて しっこく 
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首へば、 益 彼女の 氣を惡 くす ろば かりだと 思った。 で、 餘り諒 く 言ったり、 濫 みと 廿ぃ 一一 n 葉 を 

かけたり しても 可け ない こと も 解って ゐ たので、 IJ^i は 好い加減に 切 揚げて、 お 柳と 二人で^ n 話 

をして るた。 で、 また 素 話も與 味がなかった ところから、 わざと. 酒 を 避けて、 冷い 紅茶に 水 葉 子 

など を 取って、. 寬 いで ゐた。 

「ほう、 これが お前の かいた^かい。」 などと、 彼 は 床の に 立 かけて あろ 小い 番： 布 を 取上げて 眺 

めたり した。 

「それ を 描く ために、 あの (叔 しい m のなかへ 今 rn は 行つ たんだ さう でございますよ。」 お 柳 もお 愛 

想 を 一 W つて ゐた。 

「これで 一 二 i; 年 もやったら、 飯が 食へ ろ やうに で.. T なると 一 百 ふ譯 かね。」 と、 士：： 村 は 漸く inl 分の 娘 

に 口 を 和く やうな 調子に なって、 「これよりか 日 木 喪の 方が、 a た 目 ん綺 ig だし、 金に もな りさう 

だが、 ー體 これ は 幼い 時分から ハイカラな ことが 好きで ね、 やっぱり 種 は はわない ものと はえ 

ろ よ。」 

「さいで ござ い ますね 。！ - 

そして 士：； 村 はいくら か 安心した やうに、 ^ろ だけ 辯ろ と、 e 分の 部 g へ歸 つて 行った が、 ^も 

なく 幾 乃た ち もお 湯へ 入って、 寢床 についた。 


床に 就いて からん、 幾 乃 は く 興 驚した やうな 氣 持で、 容 2$ に 眠れなかった。 藝術 を：^ して 二 

むちう 

人の愛の生活のために精逃しょぅと云ふゃぅな希§"^^が、 劇しく 彼女の 心 を 鞭って る.；' C 

「n- じあ ふより 外ない。 jit 夫が さう 首って ゐ たことの 意味 も、 强く 彼女の 頭腦に 響いて るた。 す 

ろうち に 何時か 眠って しまった。 

S 立 朝 は n,:- く  =: がさめ た。 そして^から 上って 來 ると、 .Ji:! 村の 父の 部屋で、 朝顿を 三人で 一緒に 

食べようと 云 ふこと-たったので、 幾 乃 も 素 直 に 受容れ る ことにして、 やがてお 柳と 一緒に 別飽の 

方に ある 其の 部屋 を 訪れた。 そこ は 1:5- 晴 のい ぃ廣ぃ 部屋で、 {;^| 內の裝 飾な ども 氣 取って ゐた。 凉 

しい 朝風が そよ そよ と 流れて ゐた。 

「昨夜 は 久しぶりで、 &ぃ氣 持で 寢 ましたよ。 ぉ瞎 さまで。」 士 ：！ 村 はさう 言って、 せいせい したや 

よろ 二， ひ 

うな 顔に、 喜 悅の色 を 浮べて るた。 

それ を ろと 幾 乃 も 惡ぃ氣 持 はしなかった。 吉 村は餘 り狎れ ては氣 にさ はると でも ふらし 

く、  s;^ 住 も 崩さず、 行儀よ く 構へ てゐ た。 

幾 乃 も 偶に は n を 利いた。 士：： 村の 父 は その 片 一一 一；" 雙語 にも 熱心な 注意 を拂 つた。 

「ここ も-おくる ろと 飽きろ から、 二三 B したら 何處ぞ Sf つたと ころへ 移ろと しょう。 そして 月末 

に は  一^に 朿 京へ 歸 つて、 どこか 靜 かなとこ ろに 母子 水入らずの 世帶を もつ の も 可から う。 綺を 
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u^nH  7 また 好きな 人が あって、 結婚 でもしょう とい ふの なら、 共の f 進めよ 

う おは 食 *Jif 中 そんな 話 をして ゐた。 

「英 夫さん は 何う かね。 あの人なら、 5£ も 十へ 一、 ぺ.？ つ Co  ： い 

, ：  禾も 汁 分氣も を， ズ つてる る 力、 お前の 氣に 入らん かな 

し 省 なぞし やしません。」 幾 乃 は 言 ふので あった。 

『t か 1 んな こと 害って ゐ ろが、 やつば り f かね。」 古村 は 不思議 さ、 つに 5?。 

. いつれ 何か考 へが あろんで ございませう から、 そ はま あ if りと いきと-,。 

「そわ はう だ。 ？ f 放れて、 も 前の £に ぎんな ことで もしょうと，. つてろ；； 

彼 は徵懲 したと 云 ふ^で あっこ。  ^ し 

立候補 


I 

^iiiia, 或 sf き， 荒 川 


ちゃう ど 政：： 通^ mra 題で、 議# の內 外が ひどく？ 化亂 した 揚句、 沸險 した 人心に ぴしゃり とが 线を 

したやう に、 議會が 解 5 ぱ された ii 際の ことで、 彼は氣 をぬ きに、 暫く 小 m 原の 或 知人の 训 莊へ來 

てみ た。 

若し 都合が よかったら、 此方へ 來 ていた だいて，， 》 可い が、 熟が 出る やうなら と 云ふ電 語で、 ^ 

に もない が久 振で 逢 ひたいと 言 ふので あった。 勿論 八洲 子 は 午後から 一 一 一度の 發熱を 兌る の 

が、 此 頃の 例に なって ゐた。 それ は 秋 頃 引いた 苟且の 感 IE が 近因 になった の は 言 ふまで もなかつ 

たが、 外出 は當分 禁ぜられて ゐ たので、 荒 川に 来ても らふ ことにした のであった。 

荒 川 は 耕の 着物に 茶 無地の 轴と云 ふ、 目立たない 身裝 で、 好きな 葉 卷を啣 へながら、 ^莊の 小 

みち 

徑の人 n のと ころ で 自動車 を お り た が 午前 だ つたので、 八洲 子 も氣分 は 惡 くな かった。 

「ほんと に 暫くで ございました ね。」 と、 八洲 子 は 心安く 彼 を 洋風の 客窒 に迎へ て、 いそいそして 

ゐた。 

廊緣に はすが すがし い 光線が 一 杯に 射して、 そこの 砲 子戶の 外にみ える 小 松原が 靑靑し て ゐ 

た。 

「どう 一 じ す か 此 は。」 荒 川 は 立った まま 彼女 を！ a 下す やうに して 、「忙し いので、 っゐぉ ：0- 舞に も 

上らん かった が、 ちっと は，： F, しい 方です か。」 
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おひお ひお ちつ 

「は、 ぉ^^はさまで追追落着ぃてまゐりましたが、 まだ 熟が ね、 常習です から 心配 はな いん e ご.？ 

います けれど。」 八洲 子 は 少し 感傷的な 氣持 になりながら、 顔に 微笑 を 浮べて ゐ たが、 

「 ま あ S ^ぅぞ おかけ 下さい まし。」 

「贵 女に お ny に掛 つたの は：：」 などと、 荒 川 はわ ざと 紫卷を 灰皿に にじり つけて、 火 を 消しな 

がら、 ：！； だか しんみりした 氣 持になる の を 感じた。 

「幾 乃さん のこと で、 夫人に お 目に かかり ましたで すね。 あれ 以來 でございます わ。」 

「さう か、 夏の 頃 だ。」 荒 川 は輕く 額いた が、 顔が ちょっと； 3 つて 來て、 

「御 ：！^ じで も ありませ うが、 幾 乃の ことに ついては、 贵 女に は實に 申譯 がない ので。」 

すろ と 八洲 子 も は つと したやう に、 

「何う したと (E ふんで ございませ うね、 折角 あすこまで 進んだ お》" i を：：。 この ；9 は實の 御 母 さ 

まと 御 同 接なん です て？」 

「さあ。 しろ 此方の： H 事に ちと 無理 はあった やうで：：」 

「それ も然 うです ね。」 八洲 チも溜 息をついて ゐ たが、 

「何です か、 町ョが.|1-!1村と結託してゃ った让^：：-の ゃぅにも思ひますが、 私 その 事 を ちょっと 伺つ 

てほんと に殘念 な こと だと m 心って をり ますの。」 


「今にな つて みれば、 村が 八方へ 手 を ま はして やった 仕事 だと 云 ふこと も、 略 想像され ろので 

すが、 何しろ 此方に 權利 のない こと だから。」 

「でも、 贵 方のと ころに お s きになり さへ すれば、 誰 一人 指の 差せる 氣遣 ひはなかった ので ござ 

いますから ね。 たと ひ 何ん な ことがあ らうと、 吉 村に ああ 云 ふ 過失が あって、 御木 人- S 幾 乃さん 

が歸 ろの を がって ゐ たのです から"」 八洲 子 は 目 を 張ろ やうに して 一一 一一 " ふ ので あつ た。 

「さあ。 村 さへ 承知して くれれば、 籍も拔 くこと が出來 た^であって、 勿論 原 田 伯の 前で は、 

さう 云 ふこと になったら しいの だが、 かうな つ て 15^ ると 今更 爭 ふと 云 ふの も變な もの で。」 

「產みの御母さんがぉ：！！^んにな った時、 お渡しに ならなければ 可かった ぢゃ ございま せんか。 そ 

の 方と 失 人と 安 協が 出來 たと か 云 ふお 話で ございま すが、 何だか！^ S: いや うぢ や ござ いません 

か。 贵 方が あれ 程 可愛がって おいでになった のに。」 

荒 川 は 苦笑して ゐた。 

「それで、 それ 限りなんで ございます か。」  . 

二 

「つまり 然 うなので す。 居所 すら 明かに しないと 云 ふ、 始末でして ね。」 荒 川 は 面目なげ に 言 ふの 
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であった。 

やりとり 

「それ； f や 手紙の 遣 取 も ございませんで すね。」 

「勿論 それ. も 駄目な のです。」 

「まろで 監禁 同様で ございます わね。」 

「 さ う で す よ。 」 荒 川 は 苦笑 して、 「ま さか 警察の 手 を 煩 はすと 云ふ譯 にも 行きません のでな。」 

「へえ。 それ ぢゃ にもな りません のね。」 八洲 子 も 仕方なし 笑って ゐた。 

し かた  なり わき まか  お  す S  ぬけ g 

「まあ 仕方がない ですから、 -ZII 然の成 行に 委して S くです な。 そのうちに は 隙 を 見て 脫 出して く 

ろ こと も あろで せう。」  . 

「そんなで すかね。.」 

ど  ない！ <ん  e 

r 關 n にも 話して、 吉 村に 交渉 させて 見ました が、 あれ は 何う か內 分に してお いて くれと、 お 叩 

頭ば かりして ゐる さう で、 手の 着け やうがない。」 

「勿論 幾 乃さん がしつ かりして ゐ ますから、 心配 は ございません でせ うがね。 あの人 達に したと 

ころ で、 惡》 おでして ゐろ、 ：！ とぢ やな いんです から。」 

「私 もさう 思って ゐ ろので す。 しかし 町 田 君から 貴方に お 話がなかった とい ふの は、 ちょっと 意 

外です な。」 


「いいえ.； r 資の 御母さんが 出て 来たので、 一時 同棲す ろ ことに、 荒 川さん も 同意した さう だか 

ら、 と、 そんな こと は 一；； 一 II つて をり ました。 それ も 夏の ことで したし、 ほんの 一時の こととば かり 

E あって をり ましたのに、 それ 限に なって ゐろ なぞ：：」 

「勿論 私 も その J!H りであった ので、 町 田 君も關 係して ゐ ろから 安心して 母親に P けた やうな こと 

でした OJ 

ど  ひよ つ 

「その後 降； 夫さん は、 何うな すった でせ う。 偶然と したら あの方が、 居所 を 御存じ かも 知れ ませ 

ん ね。」 , 

それ 

「ところが 共 も 交 通 斷挹だ さう です。」 

「さう です か。」 八洲 子は惘 れた顏 をして ゐた。 

「知って ゐる とすれば 英 夫！^ でせ うが、 餘程 用心深く やって ろら しいです からな。 何ん とも 致 方 

力 カレ 」 

J£  やっぱり おくさん 

- 「詰らない こと をして し *6 ひました のね。 今と なれば、 矢 張 夫人に お あ づけした のが 惡 かった の 

です ね。」 八洲 子 は 淺 念 さう に 首 を 拾って ゐた。 

「さう 一一 一一 ：： はれても 仕方がないで すね。」 

ノ  -  やきもき  し かた 

- それ は 中；；： 方のお 子さん ですから、 私が いくら 焦慮した ところで、 爲方 のない ことで は ございま 


wo 四 

すけれ ども。」 . 

「いや 濟 まん- S です。 女に 對 して 實 に中譯 のない こと をした のです。 ああ なれば 幾 乃 は 私 一 個 

の もので はない のです から。」 

「そんな こと も 御 趣い ません が、 私 も 何だか 他人の やうな 氣 がしなかった ものです からね。 切め 

て あの方 を 物にして、 立派に 世の なかへ 立せ て、 それで 幾分 か s.』 めよう、 報 0、 を 取らう と：： さ 

う 言へば、 何だか 打^的の やうです けれど、 實 II 私の 心 持 は、 して そんな 眾 純な もの ぢゃ なか 

つたので ございます。」 八洲 子 は 伏 HIT がちに、 沈んだ 聲で 一一 目 ふので あった。 

「贵方 は 幾 乃 を そんなに も m 心って 下す つた か。」 

「さう です とも。 恐らく 誰 方が 思って いらっしゃろ よりも。」 と、 八洲 子 はや や 感傷的な 調子 を帶 

びながら、 

「あの方 私 を 愛して 下す つた か 何う か は 疑問です けれど、 私と しまして は、 夫人に お渡した とき 

の あの 寂しい 心 持と いふの は ご. ざいませんでした。 でも それが 夫人 や 御 本人の 幸 ：1 になろ ことな 

ら^3方がなぃと^^めてをりました。 幾乃さんを、 私が 所有し ようとい ふの は、 それ は 隨分惜 越な 

ことか も 知れません けれど、 原 E さんから お； m りした 時には、 それが 営然な 私の 權 利の やうに m わ 

はれて ゐ たので ござい. W す。 この 心 持 はお わかりで せう と 思 ひます けれど。 それ こそ 長い あ ひだ 


の 私の 寂しい 生 だった のです からね。」 

荒 川 は 1 と i へて 可い か 解らなかった。 それに 相應 しい 應對 をす ろに は、 彼の 心は餘 りに 硬化 

してみ た。 

三 

ひだ ひ 

八洲 子 は 少し m (奮した ところで、 熱が 出た とみえて、 額が ほてって くると 同時に、 輕ぃ 疲勞が 

から つ  つぐ  ひお  もの 5  ひた 

體^ に 感ぜられて、 そのまま n を嚓ん で、 椅子の 肱 かけに 兩肱を もたせて 哀感 的な 懶ぃ氣 分に 浸 

つて ゐた。 

うろた へ 

それに 氣 がっくと、. 荒 川 はちよ つと 狼^へ たやう に、 

「何 うかな すった か。」 と 訊いた。 

こ ご ゑ 

「いいえ。」 と、 八洲 子 は 首 を ふって、 微聲で 答へ た。 

「安靜 に してお いでに な らんと 可かん。」 荒 川 も 眩く や う に 一一 一一 3 つ て、 時計 を 出し て兑な が ら、 

「私 もま だ兩三 R こちらに 居ます が、 今度 は 初めて 代議士の 候補に 立ちます ので、 その 手 害 も あ 

,0 ことで  」 

やつば り ほんた. フ 

「そんな やうな お 話でした が、 矢 張眞實 です か。」  一 


fio 六 

「外交 宫 に は 格^ の必耍 もない のです。 それに 政黨 分 は 好みません ので、 何う しょう かと 思案 

中です が、 政黨 内閣の 立場と して は、 已むを 得ん かも 知れません よ。」 荒 川 は 苦笑 し な が ら 、 

なるべく さ 

「闲 つたこと に は、 町^^！；と同じ前橋市から出ろかもゎからんので：：これも可成避けたぃと思 

つてみ ますが 今のところ、 何う も 他に 適當な 地盤-かない。 あすこなら 原 m 伯の 勢力 範圓 で、 當選 

は tg. 宵と いふ こと で —— 父 立 つ 以上 はサ  1】 選 はしたくない ので、 自然 町 ffl  ffj; と 選 擧場裡 に 和兑 え る 

ことにな らうと m わ ふ。」  . 

「 で は 矢 新 ig の 事 ど ほ りです ね 。」 八 洲子 は 微笑 をた たへ な が ら 、「彥 彌で は、 敵に 取って 御不 

足で せう けれど — 」 

「いやいや。」 と、 荒 川 は 甘 を ふって、 「なかなか 然 うは 行かん のです。 何しろ あすこ は 町 田 君 や 先 

生 の 鄉 で も あり、 私 なぞ ちょっと 齒が 立たん かも 知れん。」 

「いいえ。」 と、 八洲 子 はまた 活き活 きした 表情に か へ りながら、 

「町 m な.； て 1 地方の人^3;.1家にすぎなぃのです。 いはば 人物 本位で はない のです から。」 

「それで 可い のです。 地方の 代表に は 矢 張 その 土地の人 物が 出ろ のが 至當 です。」 

「まあ それ は 左に 右と しまして、 若し それが 確定した 事 赏 とすれば、 ちょっと 見 もので ございま 


「いくらか 目に^く かも 知れません な。」 荒 川 は輕ぃ 笑聲を 立てた。 

「ここで. E. 上げろ 必要 もない ことです けれど、 私 はま あ 局外中立で すね。」 

「なぜです か。」 

「 it.  .E はありません。」 

「尤も 御 健 厳が す. ぐれないなら 爲 方がない が、 お父さんの 鄕里 でも あり、 都合が よかったら 町 田 

Ijf; のために 御 出馬に なること は、 私 も 希望 してお き ま す。」 荒 川 は 率直に  一一 一一 n つ て 、 

そ ^ 

「ほんと に 北 (こそ 御 遠慮な しに。 私 交と 公 情と は 全然 训 ですから。」  . 

「それ ぁ然 うです けれど、 公 情から 一一 一一！ 1 へば、 私 はむしろ、 其の 反對の 立場に 立ちたい くら ゐ です 

から。」 

. 荒 川 は 苦笑 を 浮べて ゐた。 

「勿論 町 田 は氣の 毒な ほど 失意で ございます。 まあ 代議士に でもなら なかったら、 殆んど あの人 

たっせ  よろ 

の 立 瀬が な いと 申しても 可し いくら ゐで ござ いませう。 それ は 私 も 十分 存じて をり ま す の 。」 

「では、 何故 それ を：：」 と、 荒 川 は 卓子のう へに 擴 げた 附の 手で、 そこにあった マッチ を 無意 

識に 弄りながら、 八洲 子をぢ つと 見て 詰ろ やうに 言 ふので あった。 

八洲子は沈^^なゃぅな表情で、 それで ゐて 可也 輕ぃ 口調で、  一 

斷  崖  ノ  50 七 


s 八 

それ し かた  あな. i.-  こころざし 

「でも 共 はは 方が ございません。 町 W も： 又の 系統 を 引いて ゐろ 人なら、 贵方 だって 父の 志 を 立 

こころざし  むく 

派に 權,^ して ゐて 下さろ のです。 繼 承と 云 ふ 以上、 贵方は 父の 志 に 十分 酬いて ゐて 下さろ ので 

す。」 

F そんな 理由 は 何う も：：」 と、 荒 川 は 泣而を かいた やうに、 顔 を 顰め 笑って、 

「それ あ 何う も、 方に も 似合 はない、 主觀 的な 物の 見方で、 私 は 額き かねろ のです。」 

r え、 でも、 それ を 尤も 悅んで くれろ もの は、 ，M 水 下の 父で はないで せう か。 E 實に货 方 を 知って 

ゐた 父で はないで せう か。」 

「ああ、 それ を 女 は：：」 荒 川 は狼狠 へた やうな 感激の 聲で言 はう としたが、 目に 一杯 淚 をた 

めて ゐろ 八洲 子の 顔を见 ろと、 彼 もまた 自然に 淚が 出た。  * 

四 

マげ な沈默 がしば らく  i,^ いた。 沈默 ではあった けれど、 彼等 は 能辯に 多くの もの を 語 つて ゐ 

た。 

八洲 子 は ぜ はしい やうな I 浙持 になった ところで、 子戶を 少し あ け て廊緣へ；^；？子を収出し 

て、 


「いかがで すか。 ここ はお 暖か ございま すよ。」 と、 荒 川 を も 誘った。 

r^ig ぼつ こです か。」 と、 荒 川 も 笑 ひながら、 そこへ 出て 來て、 「おう、 なかなか 廣ぃ庭 だ。 それ 

に此 9^- は 小 などから 兑 ろと、 づ つと 靜か でよ ろしい。」 

. 「i 是に 便利の わろ いつまら な ぃ處 でございます けれど、 五六 年 前に、 私が この 病 氣に褪 りました 

とき、 かの 入 赞で之 を 作りました ので：：」  . 

「贵女 は 五六 年以來 その 御病氣 です か。」 

「いいえ-お 氣の 出た の は、 づ つと 前：： まだ 三十 前の ことで ございます けれど、 方カ韓 地な どし 

てゐ まして、 何う も m 心 ふやう に 行かなない ものです から — 」 

「ここ は 然し 風が 荒く はな いです かな。」 彼 は m 心 ひがけない 微妙な ところへ 氣づ くの であった。 

「割合に 靜か でございますの。」 

「もう、 それ ぢゃ 山登り をす る 元 15^ もないです な。」 

「は、 も：：」 と、 八洲 子 は 口へ 手 を あてて 笑 ひながら、 「ほんと に 私お 轉 婆さんで したね。 そ 

の 上 勝お で、 今お へろ とまな 女だった と m4 ひます わ。 今でも その 藤な ところ は、 脫け 切れません 

けれど。」 

か なりつつ J り  きしゃ 5  I 

「さう、 可也 突 張の 强ぃ 方だった かも 知れません よ。 お父さんの 氣象 そっくりで。」 そして は 

斷  0  一 \  さ 九 
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ハ ハ と^つ た。 

「え、 ほんた うに。 そのために 私 は 一生の では、 何のく らふぬ をして ふろ か 知れません。」 

「それ あ 御 ：！ 核です な。」 と 荒 川 はすつ かり 生地 をャ M 出した やうな 調子で、 「しかし： 1： が いの か 解 

り はぜん の だか ら。 性格が 各人 の 運命で 致 方が な い。」 

「です けれども、 外から 來た 機會ゃ 境遇に よって、 人の 生活 も隨分 €JeJ になって：；；： きます 5 ね。 

女 は^にん 偶 者の 如何によ つて、 H 心 ひんかけ な い 生き方 をす るので すから ね。」 

「そんな ことん あろで せう。 その 女が； S かったら。 中 W 女な ど はそんな こと はない。 中： U 女の 化活を 

消械 的に して ゐ ろの は、 體 . か弱い せいだ ら ぅピ 

「さう でせ うか。 でも，；； になる 前から、 私 は，： ni 分の 結婚 生活の 不幸だった ことに、 疾 くに： C つ 

いて ゐ ました。 それ は 最初から と： 一一 n つても いくらる です よ。 町 田 も 同様 幸； 1 だ つたと は 一一 一口 へ ま 

せん。 も 私 を 所 すろ こと はで きないと：. ム ふこと は、 その 當時氣 着いた ことで せう からね。 彥 

彌は それ 以來 決して 私の， n 山 を マば しません でした。 私が 社交界 へ 出る こと すら、 悅んで くれ ませ 

ん でした。 それだけなら 我；^ もで きます が、 あの人の 猜疑と 嫉妬 は、 それ 以上で ござい 土した。 

私が 丧彌に むこと、 .！<!^^彌のために謀ったことは決して好意をもって迎へ られ ませんで した。 勿 

論 二十 ハ やの あ ひだに は、 夫；！ らしい 氣持 で？： 杯した も、 まろき り 無かった 譯 では ございま せんけ 


れど、 そんな こと は先づ 稀でした でせ うね。」 

「いや、 御 同様です。 私の場合 は それより 遙に 不作だった かも 知れない。 しかし 私 は 荒い 仕事 を 

しゐ ますから 、格別 深い 交涉 もな く 濟んだ やうな ことで、 其の 點 では 幸福だった かも 知れん。」 

「けれど 外交 だって、 人 問と 人間との 交涉， ちゃ ございま せんか。 贲方 自身の 生活 を 放れて、 實際 

の 外交が ある 譯な いんです もの。」 

「勿論 私 は 自分の 妻 を 憎む こと はでき ません な。 f 一  個の 人格です から。」 

「そんなお 心 持 はわ かって をり ますの。 眞實に 夫人 はお 仕 合せで ございます。」 

「勿論 中： 女の やうな こと もお へ ますが、 然し 其の 問題 はもう 時効に かか つて ゐ ますな ノー 荒 川 は 苦 

ぃ顏 をして 笑った。 

八 训子も 苦笑した が、  ， 

「年を取れば 取ろ ほど、 深刻に 感ずろ もの ぢ やないで せう か。」 

荒 川 も 何 か 言 はう としたが、 その 時 ふと 横町の 入 n で 自動車の 止まろ 昔が した。 

誰が 來 たの だら うと 八洲 子 は 聽¥ を 立てた が、 玄^ 口から 居 11 の 方へ 通ったら しい；； がする 


五 一 二 

ので、 い d ぐ 良人の 豫彌 だと 判った。 それと 同時に 候補の ことで でも 来たので はない かと 感づく 

と、 m 心 はず 顔が きった。 

「御來 客で す な 。 私 は 失禮し ま せ う。」 荒 川 は 一一 目 つ た。 

「いいえせ-しいので すの。 彥彌 がま ゐっ たやう です。」 

「ああ、 さう です か。」 と、 荒 川 も 眩いた が、 町 W が來 たこと を 知って に歸 るの も 可笑しい と H 心 

つのた ので、 ちょっと 躇 して ゐた。 

, ニ人は{^-cへ人って、 子に 腰かけた。 町 m が 入って でも 來 るかと、 心 構へ をして ふたが、 ち 

よつ と來 さうな 様子 もなかつ たので、 何となく 照れ 氣味 になって ゐた。 

「私に おかま ひなく。 しかし 一 寸逢 ひます かな。」 荒 川 は 一一 目った。 

「化し いんです よ。」 八 洲子 は 空虚な 返事 をしながら、 「 滅多 に 來た ことが な いんで ございます。」 

すろ と 雨 時 女中が やって 來て、 

「あの、 H: 那 さまが いらっしゃいまして すが。」 

こちら  いら  5- かが 

「さう の 様です ね。 ちゃう ど 荒 川さん も兒 えて ゐ ますから、 此方へ 入したら 如何です と、 さう 申 

上げて ごらんなさい。」 八洲 子 は 靜に吩 1= けた。 

「畏まりました。」 


ひきさが  f  は ひ  あたり 

女中が 引返って 少し をお いてから、 和服 姿の 彥彌は 入って 來た。 そして； a を 光せ て 四 邊を見 

廻した。 

「入つ しゃい まし。」 と、 八洲 子 はちよ いと 椅子 を 立って 會釋 したが、 荒 川 も 起って、 

「し ぱ らくでした C 今 ni は 夫人のお 見舞と 思って、 ちゃう ど n 五日 骨休めに 小 W 原へ 來て をる の 

を 幸 ひに、 先刻から お 邪魔な してる たやうな 譯 で。」 

「それ あ： 1； う も。」 町 W は 椅子に 就いて、 「ようこそ 來て くれました。」 

「忙しいで すか。」 荒 川 は 微笑 を 含み な が ら 言 つ た。 

そら  か げん 

「いいや、 に 忙しい こと もない ので：：」 と、 町 田 は 空 を 向き 加減に、 一長い あ ひだの せ 僚 生活 

これ  のば 

を やめ てし まった ので、 まあ：：； i{ 力ら いくらか 手足 を 仲す ことが 出 來るだ らうと つて.； r」 

「そら 結 構 だ。」 荒 川 は 簡潔に  一一 一一 n つたき りで むっつ "してみ た。 

「どうも 何 だね、 私の やうに 長く お 役所に K 籠って るると、 とかく 世 問が ぼらな くって W るね C 

極狹ぃ 一 お IS の 人と 人との 觸 合が あろば かりで、 廣ぃ 外界と は沒 ー父涉 になって しま ふから わ"」 

「さう、 あすこ は 各お と 比較して みれば、 自 山の 方 だけれ ど、 外へ 出て 兑 ると、 矢 張 そんな 氣が 

寸 ろたら うね。」 

「あすこ を a"i めてから、 僕 は 初めて 人間ら しい 14 がした よ。 なぜ あんな 處に、 あんなに くゐた 


らう かと 思って ね、 止した とき は、 ちょっと 寂しい やうな 氣 もした が、 さう でもない やう だ。」 

「むむ 氣の 持ち やうで ね。」 と、 荒 川 も 微笑 を 浮 ベ て 、 

「でも^なん ざ 融通の 利く 方 だから 可い。 いっそ 政黨 へなん か 入らないで、 何 か 事業で もやった 

と  しふち やく  i 5 

ら例 うかと fflj- つたんだ が、 勿論 それん ある だら うがな：： やっぱり 政治に は 執着の ある 方 かな o」 

町 m は 苦い 顏 をして、 默 つてし まった が、 遽に 話頭 をー轉 して、 

「君、 前 橋から 出ろ とい ふぢ やない か。」 

おくさん  ど 

- さう 4 も 夫人に した ことたが、 何う もさう 云 ふこと になり さう だね。」 

「皮肉の つもり か、 物 数寄 だか 何た か 知らん が、 君が 立って くれれば、 僕 も 張 合が あると いふ も 

の だ。」 

と  ところ 

「皮肉の やうに 取れろ かな。」 と 荒 川 は 笑った が、 「まったくの 處 地盤がない のでね。 まあ 許しても 

ら はなければ ならん。」 

て や ± ら 

「それ どころ か、 僕 は 大いに 勇氣を 得て ゐろ わけで：： しかし、 まあお 手柔 かに 願って おかう。」 

「それ は 御 同様 だ。」 荒 川 は 笑った。 


時分な ので、 餌の 用意 をと 八洲 子 は 女中に 吩咐 けたが、 荒 川 は 午後の 一時に 訪問者が あろ か 

らと いふので 纏て 二人に 暇を吿 げた。 へ 

町 m もちよつ と 出口まで！ 5- 送った が、 彼 は 荒 川の 八洲 子 訪問が 不快であった のみならず、 ゎづ 

か 三十 分ば かりの 今の 食 見 で すら、 ひどく 自分 の 率 劣 を 證明 された やうな 栽が したので あった。 

そして そんな ことに 可也 敏感な 八洲 子が、 取って ゐた 傍觀的 態度が  一 1^3 彼 を 苛苛 させた。 

「どうして 荒 川が ここへ 来たの だ。」 彼 は 少しお くれて 玄關 から 引返して 来た 八洲 子に 言った。 

八洲 子 は 可成 疲勞を 感じて ゐ たので、 がっかり 椅子に かけながら 懶ぃ聲 で、 

「.M うして つて こと もないで せう ね。 やっぱり 病氣を 心配して 下さろ のでせ うから。」 

「 選擧 の 應投 でもし ろと 言 ふん ぢゃ ないか。」 

「いいえ、 そんなお 話 はちつ とも：：」 八洲 子 は 煩いと 思った ので 言 紫 少なに 答へ た。 

「けれど 選 擧に關 すろ 話 をして ゐ たとい ふぢ やない か。」 

「，てれ あ 候補に 立つ とい ふこと は聽 きました けれど、 其 以外に は刖 に 何の お 話 もなかつ たので 

す。」 八洲 子 はいくら か 冷笑 氣 味 で 言 ふので あった。 

「私 は 荒 川が お前のと ころに 出入す る ことにつ いて、 彼此 言 はう と は ほばない、 お 1 も hTTTTV 州 

子と もい はれろ 一個の 人格者で ある 以上、 その 邊の 輝. 解 は 十分ぎ る ことと 思 ふが 一、 しかし 二人の 


« 1 六 

ち. A; たど  なん 

最近の 關係 はお 前 も 知って ゐる 通り だ。 素を亂 せば お •  九 ひに 友人で、 何の こと もない ネ；： だが、 公 

生活に 於け る 長い 道程で、 私 は 彼の 下風に 立つ ことにな つてし まった。 そして 最後に 逐 されて 

しまった。 それん 各人の 運命なら 爲 方がない が、 私の 立場 を 多少で も， おへて くれろ なら、 讹 m に 

つきあ 

對 して、 相當の 距離 をお いて 附合 ふべき ぢ やない か。」 

八洲 子 は ひどく 顔が al つた。 

「荒 川さん のお 見舞が、 そんなに 貴方の 感情 を 害したん でせ うか。」 

「いや、 S ゆに 病氣の 見舞と 思へば、 それだけ のこと だ。 しかしお. 前と 荒 川との 關係 は、 決して さ 

い ぜん 

う 云 ふ 1 叫 純な こと だと は 思 はれない、 お前た ち 一 一人 は、 今でも 以前の 古い 夢を見て ゐ ろに？？ 3 ひな 

いの だ。 荒 川に 對す るお 前の 愛 は、 この頃に なって ぶす ぶす 爐り だして ゐ るんだ。 幾 乃の 問題 も 

單に 彼の 女 一人の 問題ではなかった の だ。 幾 乃. を 通して、 荒 川と お前との あ ひだに 微妙な 感情の 

交渉の あった こと は、 爭 へない 事實 ではない か。」 彥彌は 言 ふに 忍びない やうな こと を も、 勇敢に 

露骨に 言 ふので あった。 

八洲 子 は餘り 子^ら しい、 と 云 ふ 感じが したので、 取合 ふ氣 にも なれなかった が、 充奮 させら 

れ ずに は ゐられ なかった。 彼女 は 引續き 酒に でも" 他った や うな 熱 發を感 じて ゐ た。 

「御 相 (像 は^ 方の 御，：！ 山です が、 その 御 相-: 像 は 餘り淺 g だと m 心 ひます から、 お 話す ろんで すけれ 


ど：： 勿論 荒 川さん は { 豕にゐ た 人で もあります し、 一 度 は 私が 愛 を 感じた こと も あろ 人です。 今 

あなた 

も 尊敬して をり ますの。 あの方の 人格 や 手腕 を 尊敬し ます。 私 は 貴方に も 同じ 心 持 を もって 戴き 

<OA  おつし  ど 

たいと m わって ゐろ 位です。 それが 贵 方の 仰 やろ やうに、 昔し の 夢 を 何う だと か、 微妙な 感情の 交 

^とかい ふこと なら、 それ もお 方が ございません。」 八 洲子 は  一一 一 iC 放 つ た 。 

「勿論 荒 川 は 立派な 人 問 さ。 け れ ど 其 だ とて 唯 それだけ のこと. ちゃない か。 それ を 己と 結び つ け 

て iv- へる 必要 は、 お前に あるまい ご 

「训に びつ けて は をり ません。」 

「とにかく 我我の 家庭生活に、 荒 と 云 ふ 背景の ある， J と はお に 不幸 だ よ。 お前 は 荒 川な しに 

はこの S (の n 分 の 生活 を考 へる こと は 出来な いの だ。 お前の 態度が 立 派に それ を 證明 して ゐるぢ 

やない か。」 

nw 方の やうに、 人の 心 持に さう 深く 立ち入つ てお 考へ にならなければ ならない とい ふの が、 旣 

に 私達の 不幸な のです。 たと ひ 夫！ 1 であっても、 眞 の 自由 は 尊重し なければ ならない のです から 

ね。」 

七 

ほ  0  ん  51 七 


一  八 

「C:.E を 尊 lis: しろ？」 町 m は .：3：^ 先で 笑って、 「何かとい ふと、 お前 はそんな こと を 言 ふが ね、 己 

はもう 問き 飽きた よ。 いつ 己が お前の 自由 を 尊重し ないやうな こと をした の だ。 お前 は絕 對的自 

をお し てゐ ろ-ちゃ ないか。」 

「いいえ、 贵方は 私の 心 持にまで 立 入って、 彼是 跪 測 を. 逞しう して ゐ るんで す。 そして 自分の 瞭 

则 でもって、 私の 行動 を 制 吋しょう とな さるんで す。」 

「已 がお 前 の 行動 を制时 した？」 

「さう です とも。 それに 幾 乃さん のこと についても、 贵 方の 遣り方 は隨分 卑劣 だと 思 ひます。」 

「幾 乃の こと？」 と 一彌 は悅 けた 表情 をして、 「それ も 私が 英 夫君の ために 遺った ことで、 實 はお 

前から 感謝 されても 可い くら ゐ に 思った。」 

「いいえ、 それ は贵 方の n 實 に過ぎない のです。 貴方の 動機 は 明かに 利己的 だと 思 ひます。」 

「けど。」 と、 彥彌は 八洲 子の 與 奮して るろ の を 111? て、 今度 は 宥めろ やうに、 「荒 川 君が あの 娘を自 

fc' ハ  おれ 

分の 有に しょうと 云 ふの は、 少し 間違って ゐ ろよ。 己 は 寧ろ 吉 村の 方へ 同情す ろね。」 

「士： ： 村が 何ん なに 劣等な 人 問で も 何ん なに あの 娘 を 迫害しても、 荒 川さん がそれ を傍觀 して ゐな 

け れ ばな ら な い と  一一：； n ふ んで すか。」 

「さう 興裔 しちや 闲 ろよ。」 と、 彥^ は 恍けた 表情に なって、 


「お前 は 病人 ぢゃ ないか。 氣を つけて もら はんと 困ろ よ。 お前 は 荒 川に 逢って 興奮して ゐ ろよ。 

幾 乃の ことと いふと、 妙に ーハ. -屮 になろ の も 可笑し いぢ や な い か o」 と 、彥彌 は 可笑し さう に 笑って、 

「ん？ 前 は 己に 對 して は、 水の 澄んだ やうに 冷靜 であろ 癖に、 荒 川の ことと なろ と、 ひどく 感情的 

になって 來る。 まあ 共ん いいさ。 己 はお 前の 自由 を 尊重して おくと しょう。 しかし 己と お前 は 夫 

よ。」 

「悲慘 な 夫 ：；！！」 八洲 子 は 1^ いた。 

「悲慘 でも 何でも、 運命なら 方がない ぢ やない か。 それで、 愛情が あろ 無い は、 別問題と して、 

おれ 

お前 はま さか 荒 川の ために 己 を 裏切る やうな 凰 似 はしない-たら うね。」 

「K 切ろ と は、 何の ことです。」 八洲 子 は 顏を背 向けながら 反問した。 

ど  ひや や 

「家庭に 於け ろ關 係が、 たと ひ 何ん なに 冷 かなもの であるに しても、 良人の 利害 問題と なれば、 

無 E 心 慮な f  ,> と は 出来な い ^だ からな 。し 

「選擧 です か。」 

r さう さ a」 

「私 は 病人です から、 rt- 人の ために 働く こと はでき ません。 荒 川さん も 御 懇意な なかです から、 

なる 

衝 f 、す ろ や うな 場合に 臨む ， J と は、 成べ く 避けたい と 思 ひます。」 


«ニ0 

： 「局外 巾 立 かね。」 

八洲 子は默 つて ゐた。 

それ  おれ 

「局外 巾 立 もい いだら う。 しかし 其で は 己が 困 ろん-た。」 

「では 運動で-も しろと 仰 や ろの 。： I 

「病人のお 前に、 運動して もら は、 つと は、 まさか 己 も 思って やしないが、 しかし 1 つ 観みたい こ 

，が あろ。 それだけ は 是非 II いて もら ひたいと 思って ゐ ろ。」 

「どんな ， ,1 とでせ うか。」 

「勿論 前 橋が "gm 伯の 勢力 範 M たとい ふこと はお 前 も 知って ゐろ だら う。 で、 また、 お前のお 父 

さんの 鄕 である こと も-たね。」 

「  」 

「お父さんの 餘 1^:: が、 あの 土地の人 達に 染 ついて みろ こと は 勿論 だが、 それよりも 原 E 伯が、 上 

毛 一圓の 地に 勢力 を もって ゐる こと は 今度の 競举 に見遞 す ベ から ざ る 事實な の だ。」 

「それ あ 原 W さんの 二と ですから、 あの 土地に K らず、 どこでも 勢力 は あろで せう ね。， 

おれ 

「ところで、 己 も あすこ は 自分の 鄉&: である 上に、 立憲 黨の 大切な 地盤で あろと 云 ふ關係 上、 今 

度 は^んな こと をしても、 勝たなければ ならん。 己 は 勿論 必勝 を 期して ゐ るが、 民 友 戴 だって 必 


死にな つて， ふだら うから、 なかなか 油斷 はでき ない。」 

「さう ね。」 八洲 子 は 冷淡 さう に 云った。 

八 

「お前に さう 冷淡に 構 込んで ゐられ たん ぢゃ、 私 も 張 合がない。 他の 場合と ちがって、 私に 取つ 

て は 初めての 遝 試しで も あろし、 これが 駄目 だとなる と、 當分 ちょっと 頭の あげやう がない ので 

ね 。」 彥彌 はわ ざと ぎ膽し た や うに 言 ふので あった。 

「. いれ ど、 私が -gm さんに お 願 ひした ところで、 必ず il いて 下さる と は 極り ません。」 

「 お 前に 自信が な い と い ふ のかね。」 

「sgw さんの お 心 持 を， 測らずに、 お強請りす ろの は 御迷惑 だら うと W わ ひます わ。」 

「ぢ やお 前 は賴み にくい と 言 ふの かね 彌は 少し 艴 然とな つた。 

「效^ のない こと は、 初めから やらない 方が 俐巧 ぢ やないで せう かね。」 八洲 子 は 相 變らず 張 合の 

ない で 言った。 

「効 E;^ が あるかな いか、 當 つて nw- ない ことに は 判らん. ちゃない か。 お前が 熟 心に やって くれさへ 

すれば：： さう^ 叩の こと を 理性的に ばかり 考へ ろの は餘 りがい ことで はない-よ。 何う しても 出 

^  崖  ノ  五 ニー 


五 ニニ 

して a せる と 云 ふ 熟 心 をお 前に もって もら ひ たいの だ。 初めから 駄目 だと 決め て ゐられ たので 

は、 何にも 出來 やしな いぢ やない か。 たと ひ 望みがない にしても、 自分の 力で やって 見せろ とい 

ふ氣概 と； e?j 氣が なくち ゃ顿 もしくな いね。」 

rig W さん， が 動いて 下す つたと ころで、 それで 出られる と 云 ふ もので もな ささう です ね。」 

「そんな こと はお 前が 言 はなくたって 解りき つたこと ぢ やない か。 勝敗の 數は 無論 豫 じめ 知る こ 

と はでき ない。 しかし 黨 としても 私 一 個と しても 最善の 努力 をお 6 つて はならない。」. 彌が E 劍に 

なる の を 八洲 子 はいくら か 揶 愉ひ氣 味で、 

「運動 费が あろんで すか。」 

「述 動费？ そんな こと はお 前が 心配す る 必要 はない。 勿論 十分と いふ 譯 にも 行かない が、 三 萬 

ぐら ゐは^ 達で きろ つもり だ。」 

「一一： 萬 あれば 十分で せう。 そんなに 出來 るんで すか。」 八洲 子 は 不思議 さう に 彥彌の 顔 を 見た。 彥 

彌 はちよ つと 娘识氣 味で、 とちって ゐた。 勿論 その 大部分 は士； I 村からで も 出させる の だら うと、 

八洲 子 は 竊に揣 摩して ゐ たが、 それ も 幾 乃 を賣る やうな こと をして 得た の だら うと 想像す ろと、 

不愉快で たまらな かった。 それ， ^ そ 眞實に 卑劣き はま ろ ， ，- とだと 34 はれた。 

「そ の^は 何う にかな ろつ もり だ。 山 を 書 入れて 借 入れる こと もで きろの だからね。」 


「山が そんなに 打の ものなん です か。」 

「山 それ {HI 身 はたか だか w 五 千圓の もの だ。 何しろ 滿淹 だからね。」 

八洲 子 は それ 以上 追求 はしなかった。 

「とにかく 金の 方 は 何う にかな ろつ もり だが、 金 だけで は 仕事が できない。 どうしても 原 田 伯 を 

起さない と 興味が^い。 勿論 勢力が あろと 言った ところで、 時代が 進歩して ゐ ろから、 地方 人 は 

Ism 伯な どの 演說を 以前の やうに、 さう 有難い とも 思 ふまい がね。 しかし さう 馬鹿にし たもので 

もない、 投 を もって ゐる 人間に は、 あの 長廣 舌が 案外 利 目が あろの だからね。」 

「ss さん こそ i い 御迷惑 だ わ。」 八洲 子 は 苦笑した。 

「 いづ れ 私ん 行く が、 とにかく お前から も、 よく 頼ん でお いて もら ひた いんだ。 健康 は 何う だね 。 

汽車に 乘 つても 可いだら うかな。」 

「七 度 五分 ぐら ゐは此 頃の 平熱に なって しまった やうです。」 八洲 子は懶 さう にけ， f いて ゐた。 

「ぢゃ 一 っ氣 分の いい 時 を 見計らって ね。」 

「行く くら ゐ のこと は、 何でもな いんです けれど、 御迷惑で ない 限りで、 とい ふやうな ことで し 

4^ ら： ：」 

「それ あお 前の 顿 むこと だもの。 原 田 伯 だって 厭と はいふまい よ。」  一 


fi  二  SI 

「そら 刺り ません わ。 <:S に されても 闲 ります わ。」 八洲 子 は 苦笑して ゐた。 

「はりない 返事 だな。」 とい ふ 風で 彥彌は 口 を 嘴んで しまったが、 腿つ けが ましい ことの 嫌 ひな ハ 

洲子 のこと なので、 一時に 談じ つけても 惡 いと 思った。 

八洲 子 は 疲れた からと言って、 晝 ^がすむ と 間もなく 寢 床に ついた。 

九 

わか  は ひ 

*i 彌も この頃の 奔走で、 睡眠不足で でもぁろと！^, えて、 風呂 を 沸 させて 入って くろと、 八掛 子 

の 部屋つ づきの R 本」  11^ 敷で、 析飽 のなかから 何 か 手紙 ゃ霄類 を 引 S して 兑 たり、 推 13 狀の やうな 

い  ねむけ  かぶ 

.,> のの 草稿に 筆み 人れ たりして ゐる うちに、 いっか 眠氣 がさして、 布 を 被って うとうと として 

ろた。 彼 は 原^ 伯 を 興して、 應援 演說に 出馬せ しめろ 前に、 推薦 狀に 署名せ しめる 接り であるの 

は 一一 H ふまで もなかった。 

すろ と g: 時 少し 過ぎに なって、 ふと 目が さめて 見る と、 英 夫が 来たと みえて、 廊緣の 方に 女中 

と 何か^して ゐる 彼の 聲が し た。 

英夫 はこの 彥彌 とひ どく 親密に なって ゐた。 勿論 財政 整现 や、 幾 乃の こと や 何 かで、 彥彌に 

感謝すべき 珂 •.H は 十分に あった。 で、 今度の 選擧 についても、 彼 は彥彌 のために 力瘤を入れて ゐ 


ろ 一人であった。 彥彌が 荒 川に 敵對 すろ ことができれば、 手段 は 搾ばない といった 形で あろと 同 

じ やうに、 英夫も 降 夫と 幾 乃 を競爭 すろ 點 では ひどく 焦燥 氣味 になって ゐた。 

「ほう、 こんな 處へ 來てゐ ろんで すか。 珍しいです； rL 英夫は 彥彌を その 部屋に 發兑 したと き、 

さう (n つて 緣 側の 方へ 近よ つた。 彼 は 洋{ せの 廊緣 から、 庭へ おりて ゐた。 

「ちょっと 竹 休めに やって 來 たんだが ね。 令夫人の 機嫌が 相 變らず 立し くないの でね。 彌も緣 

側 へ 出て 來て 笑談 らしく 言 ふの であった。 

わえ  ど  こご ゑき 

「さう です か。 選擧 について、 姉さんの 意見 はー體 何う なんです。」 英夫は 微聲で 訊いた。 

U.7  にえき 

「まあ、 餘り ぞっとし ない 方ら しいんだ。 煮 切らない ことば かり 言って。」 

「さう です かね。 姉さん も i おへました かね。」 

「健 厳が 健康 だからね。 何う も 動かしに くいんだ よ。 それに 今日 荒 川が 來てゐ たよ。」 

「荒 川さん が：： ああ、 小 田 原へ 來てゐ るから。 逢つ たんです か e」 

rij^i- つ た よ 。」と 、彥彌 は 不愉快 さう に 顔 を 顰め な が ら、 冷笑 氣 味で 、「相 變ら ず-ぬつ とした もの さ。」 

「荒 川さん も 好 いんです けれど、 あのぬ つと した 態度 は、 餘り人 問 味が なさす ぎます ね。 ちゃう 

ど 45；： しの 傅 記に 出て くろ 英雄の やうで 少し 超越し すぎろ ぢ やありません か。」 

「さう さ、 突いても 斬っても 血の 出ない 人の やう さ、 しかし 兑てゐ たまへ。 今に 僕が 射 落して 

^  »  ノれニ tp 


せろ からね ノ」 

「どんな 態度で 選 に 臨む かとい ふの が、 見 ものです ね」  . 

「いづれ あの ra^ のこと だから、 现 想選擧 とか^と か を 擦榜し て 、 相變ら すぬ つと してる る だら う。 

あの 男の 外交；； i つて 然 うだ。 迁濶で 主我 的で、 まるで 硬直し きって ゐ るん たからね。 世の なかが 

さう ー4! 義ー 天 張で 行く ものなら、 政治家 も 何もあった もの ぢゃ あり やしない よに」 彥彌は 熱心に Is^ 

倒す ろので あった。 

「さう です ね。 僕 も その 正義 派の 一人 だつ たんです けれど、 現實 にぶつ かって 見ろ と、 }^篛 なん 

か 標榜して ろ もの も 大抵 は 偽善者 だとい ふこと が 判ります ね。」 

「幾 乃の 事件が さ うだらう。」 

「さう です とも。」 

「少しも 筋が 通って ゐな いぢ やない か。 權カ でもって 人 を 1- 迫して おいて 人- S 娘 を 掠 ハ# す るなん 

て赦 すべから ざろ 不正 義だ よ。」 

「つまり. I.;rl 村の 些少の 弱點に つけ f 一んで 遣った ことで せう。 ああな つて 兑 ると、 原 W 伯なん て 人 

あたま 

も 隨分花 £ 式な 頭脳で すな ピ英夫 は 笑 つ た。 

や  うち  やつ ぼり 

r んぅ燒 きが ま はって ゐ ろんだ よ。 家の 令夫人に したと ころで、 矢 張 さう さ。」 彥彌は 一お をす ぼめ 


たが、 

「どう だ 麥酒は ある だら うね •」 

「きいて 見 ませう。」 

そして 彼等 は 女中 を 呼んで、 ビ I ルを 命じて、 洋室の 方へ 出て 來て、 卓子に 就いた。 もう 日が 

すっかり M いて ゐた。 寒い 風が 吹いて ゐた。 

十 

,> 州 f が 1? がして 來 たのよ、 ちゃう ど 其 頃であった。 彼女 は 洗- e 場の 方へ 行かう として 廊緣へ 

ゾ、 7*  一一  -A  ,  - ゑ  たちどま  ひきた 

出ろ と、 日本 趣 敷の 方で 彥彌 と英 夫との 談聲 がした ので、 思 はず ちょっと 立.^ つて を. y 立てた。 

內容 はよ く 判らなかった けれど、 英 夫が 彥彌に 調子 を 合せて、 荒 川の 人物評 をして ゐろ事 だけ は 

お r 又 Ir^ た。 l^g の 八洲 子の ；4 に は、 それが 不思議な 悲哀 を與 へた。 英夫 のさう した 態度 も 情な か 

つたし、 彥彌も ti から 見る と、 めっきり 人 問が 使 下した やうに 思 はれた が、 荒 川に ついての 批 

評 は tit^ つて ゐ ろと 云ふ氣 もした。 波 ほど 破綻 を 暴露し ない 男も少 いと 思 はれた が、 彼の 價値 

がそれ に よって 增 減され ようと は 思 へな 力った 

swi 至で 英 夫に i つたの は、 風呂に 入って、 食事 をして からであった。 もう 電燈 のつ く 時分で、 

斷. 崖  一一 I 
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彼女の _g ^も 何となく 蘇生 つた やうに なって ゐた。 

英^ は麥 酒の 氣を帶 びて ゐ たが、 彼 は 最近 八洲 子と も 妙に 疎遠に なって ゐた。 幾 乃の ことが 何 

時の？ 1 にか、 n にみ えない 墻壁を 一 一人の あ ひだに 築いた の は 勿論であった。 

「どんなです 御 健.；^ は。」 彼 は 舞 を 言った。 

「有難う。 相變ら ずです。」 八洲 子 は 沈んだ 聲で應 へ て、 

r 御 母 さまお 變り もなくて？」 

「變 つたこと もありません。 何だか 御無沙汰 をして 濟 まない こと は 口癖の やうに 言って ゐ るんで 

すがね。」 英夫は 俯きがちに 言った が、 この頃 町 ffl の 働きで、 負债の 方の 話 も ほぼ 着いた ので、 母 

が 八洲 子に 逢って その 禮をも 言 はう と 思って ゐる氣 持 は、 彼に も 解って ゐた。 

姉に 取っても、 母の 害 悅を见 て、 惡ぃ氣 持 はしない に？？ 3 ひない と は m 心 はれた が、 英夫は 何とな 

く 一 一人の 顔の 合 ふの が 厭であった。 

「それより か 姉さん、 僕け ふこ こへ 來る 途屮 珍し い 女に 逢 ひました よ。」 英夫は 忽ち 2 心 出し たやう 

に 言 出した。 

「さう、 誰れ？」 

「芳： 5« に 逢つ たんです。 國府津 で、 思 ひがけな く。」 


「 へ え。」 

僕が 步， 廊へ おりて、 ブ リツ * チを 渡らう として、 ちょっと 振 顧ろ と 多勢の 人 込の なかに、 蒼い 顔 

をした 女が 一 人目に ついたん です。 何 か 似た 人 だと m 心って ゐ ろと、 それが 芳 枝なん です。」 英夫は 

1>  きこ 

<!. る 込んだ 調子で 話す のであった。 

「芳^^さんは病氣でもしたんでせぅか。」 

r 僕 もさう つた もんです からね。 それにお 產 があった とすると、 もう 有った 時分で せう。」 

「さう でした ね。 あれ は 確か 先月 あたり —— ロを^！：ぃて？」 

「利きました。 芳枝も 僕 を 發！： ^して、 傍へ 寄って 來 たんです。 それで 產れた 子^ は、 榮？ 不良で 

亡な つて. I ^が 出なかった とか 首って ゐ ました。 それ を 聞いて、 僕 ほっとし ました。 僕に 取つ 

ても^^^枝に取っても、 勿論 その子 供に 取っても、 それほど 幸福な こと はな いんです からね。 でも 

芳； J« は ひどく それ を 悲しんで るる やうでした。」 

「さう でせ うって。 二人 も 亡して はね。」 

からど 

「それ も康後 の 健康が 餘り 順調に いかなかった からで、 それから ずっと 體が惡 いん だ さう で す。 

どこが 特に 惡 いと 言 ふこ ともなし に。 それで 熱 海の 方へ 行 くんだ とか 首って るました が、 顔 もさ 

うです が、 氣 分ん まるで 以前の 芳 枝ではなかった のです。 侯 は 伺 だか 可哀 さう 1； なりまして ね。」 
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「英 夫さんでも、 そんな ことがあ ろの。」 八洲 子 は 皮肉 を 言った。 

「笑 談ぢ やない。 姉さん はどう も此 いけない。」 英夫は 大業に 言った。 

「それで 共れ きり 別れた の。」 

「こちらへ 來 ないかと 首って みまし たんです がね、 勿論お 世辭 です けれど。 すると 案外 芳枝も そ 

れ を悅ん で、 姉さんの こと なぞ 訊いて ゐ ました。 歸 りに 寄る かも 知れない が、 姉さんと 二人で 熱 

海の 方へ 來て くれなん て、 ひどく し をら しくい つて ゐ るんで ね。」 

十一 

「さう です かね。 それなら 一寸で も 知らして くれさうな もんで したね。 子供の 亡くなつ たこと を 

「さう です ね、 少し 不都合です ね。」 . 

「です けれど、 途中で 逢って そんな 細細し い 話 をす ると ころ を兑 ると、 あの人 も 復ろ氣 が あろの 

ぢ やない か 知ら。」 八洲 子 は を倾 げてゐ た。 

「いくらか そんな 傾向 もあった やうです ね。」 と 英夫も 顔 を^ 向けながら 言 ふの であった。 

「熟 海 へ 逢 ひに 行つ て 見たら ：！： うです。 そんな 話が 出る かも 知れません よ。」 


「 さう で すね 。僕に は そんな 意志 はない んで すがね c」 

「仲う してです。」 

「絶對 にあの 女と は 妥協 しないつ もりです。」.  . 

「自分で 復 つて 來ろ氣 になった のなら、 好 いぢゃありません か。」 

「でも 誠です ね。 一 a あんな 風に なつたん ですから。」 

こど は 

「私 は その 方が 雙 方の 利ハ钕 だと 思 ふんです がね。 貴方 はま だ 幾 乃 さんに 拘泥って ゐ るんで せう け 

れど、 幾乃さんはぉ^iめなさぃ。 今度の ことなぞも、 町 W の.！ ェで吉 村の 目的が 達せられ たやう 

です けれど、 幾 乃さん を货 方に くれろ ものと は 思へ ません ね。 あの人 逮は雙 方 利用し 合って るる 

ん ですから、 その 禍 中へ 入る こと はお 4^ しなさい。」 

「.渦 屮へ なぞ 入り やしま せんよ。」 英夫は 少し 怒った やうに 言った。 

「 一 體 誰が 幾 乃さん の 御母さん を發 見し たんです。」 八洲 子 は 詰る やうに 言った。 

r それ あ 誰です かね 、- 幾 乃 さんが 原 田 君のと こ で發 見し たん. ち やありません か。」 

「何です か、 私に はよ く！？ りません けれど、 幾 乃さん を 荒 川さん から 引 こぬ いて 行った の は、 虫 具 

方な ぞ も 連 紫の や う で すね。」 八 洲子 は 苦笑し な が ら 言 つ た。 

「僕が です か。 いいえ、 あれ は 御母さんのお 柳と 云 ふ 人の 希望で も あり 仕事で， f あるんで す。 僕 


巧 三 二 

は關 係して ゐ ません。 贵 女が そんな こと を 首 ふの は 怪しからんです。」 

「さう です か、 それなら 何にも 言 ひません けれど、 誰か 幾 乃さん を 貴方に くれろ とで も 一 ーーーロ つたん 

です か。」 

「兄さん は、 . それに 傾いて くれて ゐろ やうです けれど、 でも 何う です かね。」 

「貴方 は 何う なんです。」 

「僕です か。」 英夫は 狼狠氣 味で、 

「姉さんが 不赞 成なら やむ を 得ません。」 

「私が 不贊 成って 譯ぢ やな いんだ けれど、 貴方に は芳 枝さん と 云 ふ 人が あるんで すから ね。」 

「だから 芳 枝は駄 H: です つて：：」 英夫は 押つ けろ やうに 言って、 「芳枝 を か へ すぐら ゐ なら 疾く 

に復 して ゐ ます。 僕 は 絶對に 厭です。」 

「それなら 仕方が ありま せんが、 其 は それと して、 幾 乃さん と贵 方と 結婚 させようと 云 ふ 町 田の 

計畫は 成功し ないで せうよ。」 

「それ あ 何 うだかわ かりま せんが、 實は僕 も 姐さん に 少し 忠告したい ことがあって 來 たんです。 j 

ちらた 

英 夫は更 まった n 調で 言 ふので あった。 

「私に 忠告が あるんで すって。」 


「^5貝女は何ぅしてさぅ幾乃の ことに就ぃて、 荒 川さん の 味方 をな さ ろんで す。 姉さんに も 似合 は 

ない こと ぢ やありません か。 此 事に ついては、 僕 姉さんが 悅んで くれな けれ あならない 现 山が、 

十分 あると W 心って ゐ るんで す。 父の 逍 していった 负侦を 整理して くれたの は、 誰 だと 思って ゐる 

ん です。 みんな 兄さんの 計 ひと 士 ：！ 村の 好意-ちゃないで すか。 贵女 はお； 九に 利 ffl し 合って ゐ ろと 仰 

もの 

やる けれど、 もともと 幾 乃は吉 村の 有ぢ やないで すか。 常然吉 村が 所有すべき もの ぢ やないです 

いひた 

か。」 英夫 はむ きになって 言 立てた。 

もの  -of 

「さう です かね。 私 は 誰の 有 だと か 有で ない とか、 そんな こと を考 へた こと はな いんです よ。 幾 

乃 さん を E 寶に 愛する こと を 知って ゐろ 人だった ら、 共の 人に あ づけて おくの が 至 常 だと m 心 つ て 

ゐ ます。」 

r 少く とん 古村 やお 柳さん は、 その 人 だと 3 心 ふな。」 

「それ は考 へやう です けれど。」 

十二 

4, 一  ちら 

實は ％ 夫 も 義兄の 選擧 について、 姉 を 起た しめる ために 來 たので あつたが、 話が 八方に 散 かつ 

て 纏まりが つき かねた。 
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「そんな こと は 何時まで 言っても 際限の ない ことです。 荒 川さん は、 今で こそ 幾 乃さん の 存在 を 

認めて るろ けれど、 逢 ふまで は 考 出し もしなかった でせ うからな。」 英夫は 得意 さう に：； 一； "ふと、 

八洲 子 は 笑って、 

「そんな こと を 言 ふ 日に なれば、 iin 村 だってお 柳さん だって 同じ ことです よ。 今迄 は 別に 大切な 

子 だと も m 心 はな か つたで せう からね。 私達が 騒いだ ので、 初め て 多少 H が覺め て來 たんです も S  。」 

それ い  たい  チらた 

「ですから 夫で 好い んぢ やな. いんです か。 今後 大し た 過ち さ へ な ければ：：」 と英夫 は 少し： 史ま 

つて、 

「それ は 北 ハ として、 義 t さんの 選擧 問題です が、 贵 方の 御意见 は 何う なんでせ う。」 

「別に 意見 もありません ね。」 と、 八洲 子 は 興味が なさ さう に 眩いだ。 

あき 

英夫は 憫れた 情 をして、 

「可け ない な。 姉さんが そんな 冷淡な 態度 を 取ろ やうで は、 不斷は 左 も 右と して、 義兄さん も 役 

人を罷 めて、 政治的 生活の 第一歩 を 踏 出さう と 云 ふんです からね。」 

「役人のお が 代議士になる なんて、 餘り 褒めた 倾向 でもない やうです ね。」 と、 八洲 子 は にゃにゃ 

しながら、 「 それ も E 實 の 耍^ から 來てゐ ろ ことなら ばです けれど、 然ぅ でもな さ さうな ん です も 

の。」 


『ぢゃ 何です か、 姉さん は不赞 成なん です か。」 

「それ は あの人の 自. 5 です もの。 私が 贊否を 表すろ 限り ぢ やないで せう。」 

「しかし 左に 右 根本的 に飽 足りない 點が あるん で すな 。」 

「私 傍 a して みたらいいで せう。 體も惡 いし、 選擧 なぞに は經験 もない しします から。 今度 は默 

つて 見て ゐ ます わ。」 

「いや、 格別 姉さんに 戶別 訪問 を やって もら はう とか、 選擧 に 愛橋 を 振 蒔いて もら はう とか 言 

ふの. ちゃない の です。」 

「それ あそん な こと 迚も 駄 ほ です けれど：： 原 田さん に 推薦 演說 をして いただく と 云 ふこと も、 

實は餘 り 進まな いんです。」 八 洲子 は 彥彌に 言 つたと ほりに 首 つて、 澄して ゐた。 

「それ は^う 云 ふ 理由です。 何う して 可け な いんです。」 英夫は 急 込んで 言った。 

「そんな こと を 言って、 贵方 私に 迫ろ けれど、 先刻 義兄さん にも 話した とほり で、 別に 深い 理由 

はな いんです よ。」 

「しかし 義：： 儿 さん は、 姉さんの 良人 ぢ やないで すか。 多少 意見が ちが ふに しても、 場合が 場合で 

ほんだ. フ  みすみすに い 

すから、 極力 助けろ のが ま- 實ぢ やないで すか。 それ ぁ贵方 は自. e 人で せう けれど、 着 看 義兄さん 

の 運命に 關 すろ 大切な 場合に 臨んで、 指 一 本 動かさな いなんて、 そんな 法 はない と 思 ふなに 英夫 
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は！^ 平 さう に 言 ふので あった。 

しあん 

八洲 子 もちよつ と 暗い色 を 浮べ 匸、 暫く 沈吟し てるた。 

「そんな こと を 言 はずに 一 つ 兄さんの ために、 原 W さんに も 鋭んで；：：^ て くれません か。 Igw さ 

んが荒 川さん に 情誼 を 立てて、 可け ない と 仰 やれば 其 迄です けれど、 そこ を姊 さんの 力で 動かし 

ていた だけたら、 義兄さん も 非常に カ强 いだら うと 思 ふんです。 姉さんに 路傍の 人の やうな 態度 

を 取って ゐられ たので は、 親切に 應援 して くれようと いふ 人 連に 對 しても 第 一 極が 惡 いです から 

ね。 とにかく 荒 川さん と 云 ふ 人 を 向 ふへ 廻して やる 仕事なん ですから、 義兄さん に 取って は實に 

重大な 問題なん です。 是非とも 花花しく 闘 ふ 必耍が あろと = 心 ひます。」 英夫は 熟 心に 言った。 それ 

ほ ど 熱心な 態度 を、 八洲 子 は 今迄 見た ことはなかった。 

勿論 その 事の 善惡は 別と して、 彼女 は それに 動かされ すに はゐ なかった。 多分 町 出 ^ 指 金 だら 

うと は 思っても、 それ を 頑 强に斷 ろ だけの 氣 はなかった。 

「いつでも 可 いんです。 姉さんの 氣 分の いい 時に。 俊が お供し ます。」 英夫は 追 かける やうに ロ說 

くので あった。 


「それに も 及びません けれど、 私が お 願 ひした ところで、 原 S さんが うんと 言って 下さろ か 何う 

です かね。」 八洲 子 は 禱路氣 味ながら も、 英 夫の 我儘に は 迚も 敵 はない と 云 ふ 風で、 大分 折れて 來 

た。 

「それ あ 原 出さん のこと です もの、 熟 心に ロ說 かれれば 落ちます。 あの人 は 自分に 野心がない の 

ですから、 頼まれれば 悅んで 行きます よ。」 英夫は 一 謦乘斌 になって、 「ぢゃ 行って くれます ね。」 

「仕方が ありま せんね、 贵 方に 出逢つ ちゃ。 政治 運動 なぞ、 ^贵 方に そんなに 興味 を もたせた く 

な いんです けれど。」 八洲 子 は 太 iliy を 吐きながら 言った。 

「俟 だって 其 は 知って ゐ ますよ。 しかし 今度 だけ は 止む を 得ません。」 

「ではね、 原 W さんへ 行く こと は、 結报の 知れる まで 義兄さん に內 所に してお 置きなさい ね。」 八 

洲 子は微 I 紫に 言って、 「不結 2if たと 義兄さん の 機嫌が 惡 いから。 あの人 は 私が たと ひ 善意で やった 

ことで も、 惡 意に 取って しま ふんです からね。」 

「そんな こと もないで せう が  それに は沛 さんの 態度に も. 惡 いところ が あるで せう からね。」 

「それ ぁ然 うです けれど、 荒 川さん がお 入りに なった 時 だって、 あの人 を 外國へ 出す やうに、 隨 

分 lii 力し たんです もの。 それ も あの人に は餘り 好い 感じ を與 へなかったら しいんです。 そのうへ 

運動 は不結 架で ね、 だから 選擧 のこと だって、 冷淡な 譯ぢ やない けれど、 成算の ない 事に 骨 を 折 
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それ 

ろの は 莫迦 莫迦し いぢゃありません か。 二 萬 も 三 萬 もお 金の かかろ ことです もの、 失收 したら 其 

おおや 

こそ 慘 めです よ。」 八洲 子は穏 かに 話す のであった。 

し かた  おも ひた 

「でも 化 方がないで せう、 思 立った ことです から。 そんな ことない やうに、 姉さん も 一所懸命に 

な つて 下さい。.」 

「さう ね、 まあ 出來ろ だけの こと はして 見る 镇 りです けれど。」 

ぢき 

直に 晚 飯時に なった。 で、 別 で 共の 用意が できた ところで、 久しぶりで 三人 は 一緒に 食み に 

着いた が、 その 前に 英夫は 姉が 知した こと を、 ちょっと 彥彌に 耳 打 をして おいた。 

「いや、 有難う 有難う。」 と、 町 田は英 夫に 感謝して、 

「僕 ぢゃ 迚も 駄目なん でね。 fff^ ならば 或は 承知して くれろ かと も 思った ので：： 大分 熱心に 說ぃ 

たらしい ね。」 

おちつき  なん  やつば り 

「それ 程 でんありませんで したよ。」 と、 英夫 はわ ざと 落着 を 3- せて、 「何とい つたって、 矢 張平氣 

ぢゃ みられないで すよ。」 

「さう かね、 僕 はとに かく 苦手で ね。」 

食. n 十で は 葡萄酒 や 麥 酒が ぬかれた。 

「荒 川が どんな 運動 振 をす ろかね。 i <r 日 はしかし 惜 いこと をした よ。 折角 逢つ たんだから、 


選舉ー R の でもして、 大いに 意兑を 闘 はさう と w やった のに、 こそこそ 逃げて 歸 つてし まった。」 町 

田 は コ ッブ を舉げ ながら 言 ふので あった。 

ちつ 

「選舉 ^のこと なぞ、 荒 川さん 些とも 御存じないで せう ね。」 

「勿論 知って ゐる it^ もな いんだから ね。」 町 出 は それに は 介意 ひつけな いと 云 ふ 風で、 「とにかくお 

前が 原 m 伯を說 いて くれろ の は、 非常に 有難い がね、 ただ 其の 氣持 だが ね：： お前の やうに 荒 川 

を さう 偉い ものに 考 へて、 迚も 敵 はない ぞと 思って ゐられ ろと、 折角 行って もらっても 原 出 伯 を 

ま  せんに ふけん 

^！；カすの は^£難だらぅと2:-ふから、 先づ その 先入見から 去って 行く くら ゐな 自信 を もって もら ひ 

たいんだ がね。」 と 言って、 彼女の 顔 を 見た。 

すろ と 英夫は 一 一人の 顔 を 見比べながら、 

「それ あ 可いです よ。 姉さんが 行って 下さる 以上 は、 無論 それだけの 確信が ある ものと：；：^ じて 可 

いんです から。」 

「多分 さう だら うと は 思 ふが ね、 反 對に荒 川の 方へ 肩 を もつ やうで は 因 ろから ね。」 町 田 は 笑つ 

た。 

英夫も 笑った。 

■  ど  やくき 

「まさか そんな 荒" さんでも ないで せう。 私が たと ひ 何ん なに 躍起と なった からと言って、 あの 
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あろ 

或 暖かい 日に、 八洲 子 は 酒.^ の 刖莊を 出て、 小 ^ 原から 汽車で 品 川まで 行って、 廻され てあつ 

おと 

た 自動車に 乘 つて、 つい 近くの 原 田 伯の 邸宅 を 音づれ た。 

ほか  ともまち  わだち あと 

石 門のう ちに は、 外に 二 裏ば かりの 自動車と 腕举が 供 待 をして、 轍の 痕が縱 横に 曲線 を 交錯 さ 

かり あつ 

せて ゐた。 八洲 子 を 品 川まで 迎 ひに 出て ゐ たの は、 選擧 について 狩 集められ たらしい 靑 i^r の 一人 

であった が、 運轉 手と 一緒に 自動 ISI. に殘 つて ゐた。 

勿論 電話で ちょいと 通じてあった ので、 八洲 子 は 執事に 案內 されて、 奥の 座敷へ 通された。 庭 

むさ ト  は は  ひやひや 

向の 靜 かな  一 {苄； で、 暖かい ところに 慣れた 八洲 子に は空氣 の肌觸 りが 冷 冷す る ほどであった。 

やがて 夫人が 懐かしげ に、 にこに こしながら 出て 來た。 


五 E0 

人に は くも 痒く もないで せう からね。」 八洲 子 は 言 ふので あった。 ， 

二人 は默 つてし まった。 


「いつもい つも 勝手な ときば かり 伺 ひまして：：」 と、 八洲 子 は その 蒼白い 顔に 微笑 をた たへ な 

がら 挨 接した。 

み .f 

「去年の 冬から おわろ いやう に 伺って をり ましたが、 お見受けし ましたと ころ、 そんな 御 様子 も 

こ ころ やす 

お見えになりません やうで：：」 と、 夫人 も盤穀 に、 例の 心安げ な 調子で 言 ふので あった。 

「ぉナ I さまで、 まあ 大した ことに もな りません ので。」 八洲 子 は 誰に も 彼に も病氣 を： g はられる の 

が氣 にか かる 風で、 

こ のとし 

「それに 此 年になります と、 此の 病氣 がご ざいます ために、 却って 心丈夫なん でございますの。 

ど  ひび  は ひ  つ は  - 一は  さしつ かへ 

何う せ 罅 隙の 入った 器 だとい ふ氣 がいた します ので、 壞れて も、 差 岡ない と 云った 氣で をり ます 

から。」 

夫人 は 人の 好 ささうな 微笑 を 浮べて ゐ たが、 想 ひ 出した やうに、 

「隆 夫が ちゃう ど參 つて をり まして、 貴方が お見えにな つたと 伺って、 お 目に かかりたい とか 申 

して をり ましたで すが。」 

「おお、 さう でございます か。 私 もしば らくお ZI にか かりま せんが、 や つばり 田 端の 畫室 に：：」 

なん  たなん  •  t! 

「何です か。 畫窒を 建てる とか 何とか 言って 一時 騷 いで をり ましたが、 この頃 は 叉 日本に も 飽き 

たと か、 自分の 畫が 厭に なった とかで、 もう 一 度 行って 來 たい なぞと、 そんな こと を 申して をる 
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ん でございますの 。_| 夫人 は 相變ら ず、 彼に は どこまでも 甘い 認子 で、 

r 贵 女が 認めて 下さつ t、 大變 うれしかった と、 何です かそん な こと を 申して、 贵 女の W 像 を か 

さし あ  ど 

い て^ 上げ る i せ だと 問き ましたが、 北 (も ：！： うなりました こと やら：：」 

「さやう でございます か、 其 は 是非 戴きたい もので ございま すね。 隆 夫さん がお 描き 下さいます 

のでしたら、 もう 此上 なしで ございます。 でも、 やっぱり 感興が ございません わね。」 

「私 一向 存じませんで したが、 降-夫の 話で は、 幾 乃さん も、 此頃 は實の 御母さんと 御 一緒 ださう 

で：： あの人が、 幾 乃さん のこと は 不思議に 何でも：. やじて をり まして、 私に 話して ii かせて くれ 

ますの。」 夬人は 出した。  - 

「は、 何です か、 そんなお 話で ござい. ますね。 私に も 詳しい こと は 解りません が、 まあ 大騒ぎ 

をした もの らしう ございま すね。 隆 夫さん に； M つたら、 幾 乃さん の 近況が 知れる で ご ざ い 丄 入せ 

う。」 

「ほほ ほ。 この！ g は、 ふつつ り嚼 もしません やうです がね：：」 夫人 は に 女中 を 呼んで、 隆夫 

に 何なら 來て御 挨拶 をして は：： と吩咐 けた。 

隆 夫が もな く 入って 來た。 

「暫くで ございました ね。」  - 


「ほんた うに 久しぶり でお 目に かかります わね。」 八洲 子は懷 しさう に、 何が 氣 分が 晴晴 したやう 

な 調子に なって、 

「今 御 母 さまに 伺 ひました らば、 私の 肖像 をお かき 下さいます さう で。」 と、 揶掄ひ 半分に： 一一 一 n ふの 

であった。 

「いや。」 と、 隆夫は 頭 を かいて、 「たしかに 佝か あるんで すけれ ど、 出來 るの は 何時の こと だか 解 

りません よ。」 

「 私が 生きて ゐ ろうち に 何う ぞ ね 。」 

「御 笑談 でせ う。」 隆夫 はちら と 彼女の 顔み」 兒 ながら、 暗い 目 をして ゐた。 

1 一三 人あった 訪問客が 歸 つたと ころで、 八洲 子 は 漸く 伯に 逢 ふこと がで きた。 

廣ぃ两 洋室で 其 等の 訪問客に 逢って ゐた原 田 伯 は、 やや 談論に 疲れたと ころで、 日本 {;ぉ の 方で、 

-i ば  .っ ちくつ ろ 

八洲 子 を 引見した ので あつたが、 夫人 や 隆夫も 傍へ 來て、 家庭的 氣分 のなかに、 打寬 ぎながら 話 

を 交へ てゐ た。 

ど  せん  くちきり 

「町 田 君が 候補に 立つ さう だが、 何う だね、 軍用金の 方 は。」 などと、 伯 は 先 を P して 話の 口 切 を 
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すると 八洲 子 も それ を機會 に、 

「實は そのこと でお 邪魔に 出た ので ございま すが。」 と、 伯の 顔色 を 窺 ひながら、 

「いづれ 町 ffl がお 伺 ひして、 お 願 ひすろ で ございませう けれど、 私に 伺って 見ろ とい ふこと で ご 

ざいます から、 お 邪魔に 出まして ございます が。」 

「そんな こと だら うと、 私 も 思って ゐ たよ。」 と、 伯 は 頷きながら、 「して 何う いふ 御 月 を 勤めろ の 

かね。」 

「恐れ入ります。」 と、 八洲 子 はちよ つと 躊躇し だが、 

「贵 方に こんなお 願 ひ をし ますの は、 大 變失禮 なんで ございま すが、 まあ 出来る ことで したら、 

町 ffl に 取りまして それほど 有難い こと はない ので ございま すから、 とにかく 伺 ふだけ は 伺って み 

ようと 存じまして、 誠に 申：！^ ねた ことで は ございま すが、 町 E を 選擧區 民へ 御 推薦な すって いた 

だきたい と：：^ じまして：： 如何な もので ございませう か。」 八洲 子 は 盤 勲に言 ふので あった。 

伯 は それ を 外す やうに して、 例の 鋭い 目 を ぢろぢ ろ させながら、 

「あすこ は 荒 川との 競举 だった ね。」 

「は、 さう なんで ござ、， 'ます。」 


「荒 川と 町 田の 兢爭 か。 面白いだ らうが、 ちと 皮肉だった な。」 

「表った く — 」 と、 八洲 子 は 揉 手 をしながら、 「いくら^ 齒 をしても、 迚も 荒 川さん に は 敵 ひさ 

せっかくた  いまさら ひつ 一- 

う， f>  ございません けれど、  折角 立った もので ございま すから、 今更 引 込む とい ふ 事 もちよつ と： 

••」 

「それ あ 可いだら う。 どうせ 人物 本位と いふ 譯 でもない の だから。 自分の 鄕 里から 出る のに 不思 

議 はない。 それで、 私が 推^ 狀を 書けば いいの か。」 

「町 田の 希 では、 们 一!^ に 御 出お をお 願 ひして くれる やうに と 申す ので ございま すが、 荒 川さん 

を 差 措いて、 さう いふ ことが 出來 ます ものです か 如何です か、 その 事 をお 伺 ひしたい と 〔仆じ まし 

て。」 

「さう だな。」 伯 は 暫く 沈思して ゐ たが、 

なん  きま 

「荒 川から は训に 何の 交涉 もない よ。 無論 運動の 手 害 は、 黨の 方で ちゃんと 極って ゐろ だら うか 

ら 時代 遞れの 私な どの カを假 りろ 必要 もない だら うが、 しかし 町 ffl の 應援に 赴く ことに なれば、 

自然 荒 川の 邪魔 をす ろ ことにな ろ。 又 毒に も藥 にもな らん やうで は、 行く 必. 耍 もない と 云った 道 

輝で、 行く の は 行っても 介意 はんが、 さて 何う いふ もの かな。 わざわざ 町 E のために 出向いて、 

らす 觸ら ずの 演說 をし 飞、 お茶 を 濁す くら ゐ ならば、 ぃっそ村かん^^が好ぃゃぅに 思って を 
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ろ。」 伯 ははつ きりした 口調で 首 ふので あった。 

おつし  かへ し  なんか 

「御尤もで ございます。 さう 仰 やられる と、 お 返す る 一一 目 葉 もない ので ございま すが、 何でも 彼で 

もお 出 を 願って くれろ と 申す ことで、 實は 私も當 惑いた したので ございます。」 

「まあ 行かん-方 がい いぢ やらうな。 私 なぞが 行った ところで、 地方 選 擧民を 動かす ことが 出来ろ 

か 何う か^ ST たからな。」 

「恐れ入ります。」 

「それで 贵女は 何 うぢ や。 お 義理 一 遍 に、 今日は 出向いて 來た のか、 それとも 何う でも 私 を 出す 

つもりで 来られた のか。」 伯 は 詰る やうに 一一 S ふので あった。 

いで 

フ てれ は 是非お 出 を 願 ひたいと 存じまして：：」 

「町 m を 何う しても 出したい と 一一 a ふので？」 

それ  ほか  二た 

「は、 それ はもう 其より 外 ございません ので。」 八洲 子 ははつ きり 應へ た。 

原 m 伯 は 訪問客 を 相手に、 時代の 政治に 時時 奇警な 批評 を 加へ たり、 皮肉な 觀察を 下したり す 

たま  くち い  たん それ 

ろ 外、 多少 政治の 實際 にも 偶に は 嫁 を容れ る權利 はもって ゐた が、 單に其 だけの ことで、 その 一 


ullrl 一  励が 現. ffi の 爲政者 を 左右す ろと か、 與論 を 動かす とか 云 ふ 力はなかった。 その 意見が 政 客の 

參考 として、 時に 取っての 淸 凉劑 とし て 相當 の 重き を 成して るる こと は 勿論で あつたが、 それ も 

其 場合の 釣合 上、 引合に 出されろ くら ゐの 程度で、 決して 原動力ではなかった。 荒 川な ども、 以 

ぜん  みいだ 

前 彼に よって 見出され たとい ふ點 で、 今でも 時時 顔 は 出す やうに して はゐ ろが、 まさか 彼 を選擧 

運動に 引 張 出さう と は 思はなかった。 勿.論  一 ^^の選擧，れなどには今尙原^伯の名と演說が、 大ぃ 

なろ：！^. 響 を與 へる だら うと 思 はれた が、 彼 はそんな 風の 俗見 を 嫌って ゐ たし、 老伯を 煩 はすの は 

氣毒 だと 3 わって ゐた。 で、 應 援演說 などに 出る こと は、 老來 政界の 屮 心から 遠の きつつ あろ 伯に 

取って は 寧ろ 悦ばし いこと であった。 

「荒 川が 喊 みに 来ないなら 役不足 だが、 町 W のために 少し 氣焰を あげろ もよ からう。」 

彼 はそんな 風に も考へ てゐ た。 八洲 子が 町 田の ため に 熱心で あろ か か はさう 大した 問題で は 

なかった。 たださう 云 ふ 風に 勿體 ぶらなければ ならない やうに、 習慣 づけら れてゐ るに 過ぎな か 

おも はく  と 

つたが、 それにしても 荒 川の 所思 を 全く 氣 にしない 譯に はいかなかった。 して 町 田に 取って は、 

や  か 

伯に 荒 川の 應援に 行かれる こと は、 ひどく 勝手が わるかった。 瘦 せても 枯れても、 その 名が 大き 

ひっぱりだ 

いだけ に 彼 を 引 張 出す こと は 大きな 强 みであった 

あんた 

「貴女が 是非とも 町 M を 出さん けれ あならん と 云 ふ 意氣込 だったら、 それ あ 私.. iM 衛發 して、 町 
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あんた  hi いやみ 

田の ためと：： いふより も贵 女の ため に 應援せ ん ， J ともな い が、 荒 川に 後で 厭味 を 言 はれ る やう 

な ことがあっても 而 白くない でな。」 伯 は 苦笑 を 浮 ベ な が ら  一一 3 つ て 、 

「その 點は 何う かね、 $3! 女の 決心 は？」 

「さいで ご-さ いますね。」 八洲 子 はちよ い と 行 詰 つたと 云 ふ 風であった。 

「それで 若し 贵 女が、 荒 川に 後で 苦情 を 言 はせ ない と 云 ふ、 明白な 言質 を與 へて くれるなら、 そ 

, わし  あんた 

れぁ私 も 安、 七して 行く ことができ るの だが、 贵 女に は、 其の 自信が あるかな c」 伯 は 叉 食め るので 

あった。 

ゑ • かほち た  おつし  たいへん  そ." 

「は。」 と、 八洲 子 は 笑顔 を 擡げて、 「さう 仰 やられる と、 大變 困る ので ございます けれど、 共 も 御 

尤もで ございます ね。」 

「雙方 懇意と いふ 奴 は、 かう 云 ふ 場合に どうも 可かん もので、 贵女 にした ところで、 町 Ml;::: は- M 

人で、 何 をお いても 顔を立てん ければ ならん が、 去り 迚荒川 も 御父さんの 後進であって みれば、 

これ を 潰す の も 餘り 賞め たこと でもな からう。」 

「は — それで 實 は^りまして ございます。 仕方がなければ 局外中立と 申す ことに 致し ませう と 

存じました ので ございます けれど、 事情が それ を 許しません もの ですから。」 八洲 子 は lg を 落して 

n 一一 n つたが、 更に、 


「それで 何う せ 立ち.^ す 以上 は、 私 交 上の こと なぞ 中して ゐられ ません ものです から、 それ は 一 

ど こど-一  や 

切 I ^てろ、 J とに しまして、 .11: 處何處 まで も 遺ら せて 見る つもりで ござ レま す。」 

J: ん J-  と 二ろ  わし 

「それ は贵. として は常然 だら うね。 處で、 今の 荒 川と 私との こと は：：」 

それ  二と わ 

「さあ 共で ございます がね：： 私が 一 應 その 事 を 荒 川さん にお 斷り 致した もので ござ いませう 

、 0 

力 」  . 

「 さ う さ。」 と、 们は n ばかり 光らせて ゐ たが、 

なん 

「まさか 荒 川 だって、 そんな こと を 口へ 出して 一一 S ひもす まいが， しかし 化と も 一一 E へん C 若し 町 田 

が 勝って、 荒 川が 茨 i ちた とい ふこと にで も なれば、 歸 すると ころ 私が 怨まれ る ことにな らう。」 

すろ と 八洲 チは m 心 出した やうに、 遽に、 

か  おつし 

「.^ 論 荒 川さん は、 他の ことと ちが ふから 遠慮 はいらな いと は 仰 やい ましたので — 」 

あんた 

「それ あ 中； 3： 女に. ちゃらう。」 

「は。」 

A 洲子 はちよ つ. と 常 惑し た。 

き きま  さ  のりき 

話 は 決った やうで、 容易に 極らなかった。 そして 然 うなる と 八洲 子 も 不思議に 乘氣 になって、 

I. キ.^ の感 念が 釗 しく 動き 出して くろ の を 感じた。  一 

断  0  五 四 九 


000 

四 

おさ 

「むづ かしい.，， の で 御. M いますね。」 と、 伯 夫人 は 片手で 烟を抑 へ ながら、 

はう  それぞれ 

「しかし 荒 川さん の 方で も、 夫夫お 手配り も ある ことで せう から、 町 S さんの 方へ 御 助勢な され 

ませ、 折角 夫人が 御病氣 のと ころ を 出向いて お出に なった のです からね。 それに 荒 川さん は 大臣 

ですから、 議員の 方 は 非 出なければ ならない と 云 ふこと もね：：」 と 八洲 子に 助勢す るので あ 

つた。 

「さう も 行くまい よ。 外の 時と 違って、 荒 川の 豫 ての 對支 政策 を 遂行す ろに は、 是非共 絡 對多數 

を 得なければ ならん の だから、 ：J^ 友黨は 勿論、 あの 男に 取っても 大事の 選擧 なの だ。」 そして 伯 は 

やや 嚴廢な 表情に なって、 

「その 政策が、 前 內閣其 叉 前の 內閣の 系統 を 引いた 町 田 君な どの 意見と 大反對 なの だ。 それに は 

私の 意 rs- も 大分 取 入れて ゐ ろの だが、 何しろ 町 田が ゐては 11 町 m の 他に も、 荒 川が 內閣へ 入つ 

M  、 ：  それ 

たにつ いて、 大分 反感 を 抱いて をろ 者 も 多い ので、 多少 衝突 もあった ものと 兑ぇ るの" た。 夫で 面 

やつ  い ぜん あん fc  それ 

倒く さいから 遣つ けて しまった もので、 世 問で は 以前 贵女を 二人で 競爭 して 負けた。 夫で 仲が， 惡 

い 何 どと 言 つて ゐる けれど、 町 田 君 は 左に 右、 荒 川に 限って、 いつ 迄 も そんな ことに 拘泥って ゐ 


ほかなん 

ろ s:- ではない の だ。 あれ はもう 外交より 外 何にも 考 へん 男で、 女の こと なぞ はてんで 問題に して 

い つ  やせ VI まん  なん 

をらん の-た。 いや、 そんな こと を 何時か 私に 話した ことがあ つたよ。 瘦 我慢で も 何でもなし にだ 

ね。」 

そして 们 はちろ りと 八洲 子の 顔な： a て、 

かしゃく きづか ひ  ひ 

. 「だから 今度の 競 (矛 だって、 して 假借 すろ 氣遣は な い の だ。 それに 宫 省の屬 僚が 政黨へ 入ろ 

すつ ば  まこと 

と、 せ^の 祕密を 素 破ぬ いたり、 惡ロを 一一 S つたり して、 誠に 始末の 惡 いもの だよ。 荒 川に は 其の 

^が あろ。 うっかりして 町 W に 出られて は、 議會で 何 を 喋 古る かも 知れん とい ふ、 勿論 町 田 も そ 

つけめ  ゆす 

こが 附 n さ。 人の 知らない 村 料 を うんと 持って をろ のでの。」 と、 伯 は 12^ を搖 つて 笑って、 

「何に しても 町 m を^して おかんと 始末が わるいで な。 荒 川が 平氣 らしう して をって 共の 實 必死 

になろ と： ろ ™^.E は、 そこに あろの. たよ。」 

かつ  それら  つら 

八洲 子 は 良人の 町 £ から は、 嘗て 聽 くこと もで きなかった 夫 等の 事情と、 それに 聯 なる 荒 川と 

たま 

町 の 心理と が、 今 はっきり 頭 腦に映 じて くろの を 感じた。 

「尤も その 邊 のこと は贵 女ん 知って をろ-たらう が：： まあ 然ぅ 一一 目った やうな こと だ、 今度の 選擧 

とい ふの は。」 伯 はさう  一一 一口 つて 又 笑った。 

「そんな ことで 御座いませう ね。」 八洲 子 はしみ じみした 調子に なって 、「私 は、 今 to が rn まで 荒 川 
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さんのお 心 持と いふ ものが、 薩張 わからな いんで ございます。 あの 時分 だって、 矢 張 さう だった 

の で ございます からね。」 

「尤も 女 を 嫁に 愁 しがった こと は、 事實 らしい よ。 それ も、 t おし くれろ なら 貰って.. P 可い ぐら 

ろのと ころで；.： さもなくて 町 田に 先手を打 たれろ 氣遣 はない の だからね。 關 口が そんな 事 を 言 

つてみ たがね、 町 E が 物にし かけた のに 氣が ついて、 急に 惜しくな つたの だとい ふこと をね。」 

「まあ、 そんな まで 御^じで いらっしゃいます ので。」 と、 八洲 子 は 手 巾 を n にあて て 「ほほ」 

と 笑った。 そして、 

「私 はま-た 年が いきませんで したから、 よく 解りませんで したが、 そんな 事 かも 知れません ので 

ございます。」 

「何しろ n 常 生活 や 婦人 關 係から 見た 荒 川と いふ は、 得體の 知れない もの さね。 尤も 人情 は あ 

ろ。 淚 g いところ も あるが、 佛國 仕込の 外交官と は 思へ ない 骨 組の 太い EfT たよ。」 

降 失が、 「ふ ふ。」 と 笑 出した。 そして、 

「政ュ 山家なん て 两 洋 でも n 本で も 皆な そんな もの ぢ やな いんです か。 極端に いへば 土方の 親分の 

やうな。」 

「ひどい こと を  一一 一一 ：！ ふ！」 伯 は 目 を 丸く した。 


「御 父 さんな んか 种經家 で、 人の 心理が わか， りすぎ ろから 可け ない んぢ やないです か。」 

S  い  うな づ 

「まあ 然うだ 。 餘り 鋭敏な ものに は 仕事が できん。 矢張り 荒 川の やうな のが 可い の だ。」 は 額い 

五 

ところ  つ  に は  だんまり 

さう してみ ろ 處へ、 執^^が荒川の來訪を吿げて來たので、 四 人 は 一?l かに 暗默 になって 目 を 見合 

せた。 

「やつば り あの人 も！ きっと 然 うに 違 ひない。」 と 八洲 子 は 思った。 

「此處 が 可から う。」 们は 執^に 命じた。 

一  -.  t>  だめら ひ 

^川 は 11 もな く 入って 來た。 そして 八洲 子と 顔が 仓 うと、 ちょっと ぬの あたりが 暴って、 遂巡 

& まで. 加に ついた が、 それ も 其の 瞬間 だけで、 直ぐ 何時もの 無關 心の やうな 狀 態に 復 つた。 八洲 

子が 何のた めに 來 たかを、 その 場の 雰 M 氣で 感ずいた やうに 兒 えた。 

彼 は： g と 伯 夫人と に投 il^ してから、 

で  よろ  ことば 

「その は失禮 しました。 もうお 出かけに なっても 可し いので？」 と、 八洲 子に 辭を 力け たり 

隆 夫の 挨 拔に應 じたり して ゐた。  一 
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「その i§ は わざわざ おいで 下さいました のに、 失^ 5. 上げました ピ 八洲 子 は さう 一一 目 つて 坭 し 

ナ 

「今 盛んにお の t-. か 出 て ゐ たと， ろ. た よ。」 と、 伯 は SI 息」 もたれな がら、 「對町 田の 批評が ね"」 

「は、 さう です か。」 と、 荒 川は氣 にもし ない 風で、 笑 ひながら、 

「どうも 町 e: 君と は、 と.^ く 宿緣が あろと みえて、 また 妙な 廻り せに なりました。 1 

「ほんと に 御迷惑で ございます わね。」 八洲 子 はお 愛想 を 言 つ た。 

こんど  ほと  ひとり； 小たい 

「いや、 迷惑 は 寧ろ 町 m 君の 方で、 今度の 選擧 にした ところで、 殆んど町出^;^の獨舞&でぁった 

,*J ころ  かき は  ふ-つ 

處を、 私が 凝 しに 出ろ とい ふ 風で：：」 

と 

「飛んでも な いこと で ございます。」 

「ところが 鼓 Isi^ となろ と、 そんな こと はお 互に 一一 一一：！ つて ゐ られ なくなる からね。」 と、 伯 ははつ はと 

笑って、 

「现 にもう 夫人が 私のと ころへ、， 應 援を顿 みにくろ と 云 ふ 始末で、 町 m 君 も 今旋は 一 所 懸命 だら 

うよ。 ところで^；；の方は何ぅかね。 今 も 夫人に 言って ゐろ ところ だが、 どっち も 懇意な なかだか 

ら、 ^^；の承認を^：：たぅ へ なら、 一 つ 出かけようと 一一 一一 ：1 ふこと になって ゐ ろの だが：：」 

せんて  う 

「ほ、 さう です か。」 と、 荒 川 も 笑 ひながら、 「それ は 少し 先手を打 たれた 形 だな。」 


「いや、 今 もさう 曾って ゐ ろの だが、 荒 川 君の 方が 無論 優勢 だら うから、 私が 少しば かり 町 田 を 

かつ  いた  かゆ 

挖ぃ-たところで市くも^^くもな からぅと。」 

ど  だいぶ  か ぶ 

「いいや、 なかなか 何う して：：」 と、 荒 川 は 苦笑しながら、 「私 もこの 頃 は 大分 選擧氣 分に 感染 

れて來 たと 兑 えまして、 澄しても ゐられ なくなつ たの で：：」 

r 贵方 でも：：」 

なん  か  お ほぜい  ひつば り だ  み せ もの 

「不思議な ものです な。 最初 は 何だか 恁ぅ、 多勢の 人の なかへ 引 張 出された、 觀覽 物に でもされ 

ろ やうな I 湫 持で、 不愉快だった のです が、 競爭 心理 は やっぱり 有る ものと えて、 段段に 組 (味 を 

感じて くる やうな ので。」 荒 川 は 言 ふので あった。 

ほん fc-f  さ 

「それが 凰實 だら うて。 自己の 政策に 忠實 であれば あろ ほど、 然 うなければ ならん の だ。」 

「いや、 それと はまろ で 別の 動機です な。」 

「荒 川さん にも そんな ことがある とすれば、 町 田な どが 夢中に なろ の も 無理 は ございません ね。」 

八洲 子 は  一一 a つた。 

「それで 私の 出動に ついては？」 伯 は 訊いた。 

「いや、 共の 點は 伯； の 御 心の ままに 願 ひたいので。」 荒 川 は禱躇 なく 應 へた。 

「ほう、 さう か。 それで は 行っても いいね。」  . 
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「わざわざ 夫人からの 御 懇請が あった ものと すれば、 止む を 得ません。」 

* 二 i おそれい 

「誠に 恐 入ります。」 八洲 子も默 つても ゐられ ない ので、 

「私 は：！ 外 中立 を 守ろ 普だった ので ございます けれど、 町 田の 立場 を考 へて みま すれば、 傍觀し 

て も ゐられ な い 事情 も/ ご ざいます の で — 」 

「いや、 結構です。 に 御 遠慮 をな さろ 何等の 理由 もない のです。 でない と 私 も 拘束が あって 可 

けません。」 

「それ は然 うで ございま すね。」 

六 

訪が容 ：：vw に 極り さう もなかった。 勿論 形のう へ では ちゃんと 極り のつ いた、 ことで はあった 

が、 三人の 氣分は 左右 禱躇 がちで 未確定であった。 彼等 は 互 ひに 相手の 事情 を まろで、 思慮の 外 

におく こと は出來 かねた。 

さっき  う *it  と 

殊に も 八洲 子 は 先刻からの 情勢が 穿った 伯の 談話で、 この 選 擧が荒 川に 取って 大切な こと は、 

決して 町 E 以下で はない こと も 解って ゐ たので、 この 際 原 田 伯 を 自分の 方へば かり 持って行 くの 

ほんた-つ  とら  £  おち ひやり 

は、 それ こそ 眞實に 俗 は 的な 選舉氣 分に 囚 はれた もの だと 云ふ氣 がした。 況して そんな 思 遣から 


來た 精神 上の 拘束 を 受けろ の は、 荒 川に 取って 却って 厭な こと だと すれば、 そんな 遠慮 をす ろ必 

要はない 車 だ と ん m,.^ はれた が、 そ れ が旣 に 自分 に對 すろ 荒 川の 好意 か ら 出た 斟酌 であろ と も 解釋 

されろ のであった。 

「さあ、 然 うなろ と闲 りました ね。.」 と、 八洲 子 は 困惑した やうに 笑 ひながら、 「この お 話 は 何う き 

め た ら ，；F^, しいんで ございませ うね o」 

「今 も 一一 一一：： ふと ほり、 伯 餅の 自巾 御意 志 に 土 6 かせる より 外ない ことです が、 贵 女が 折角 伯 si! にお 願 

ひに なった こと を、 今更 私が 傍から 妨害す ろ權利 はな ささう です ね ピ荒川 は 重ね て 一 一 一 n ふ ので あつ 

「それ はー應 さう でも ございませ うが、 私と しまして は、 伯爵の 仰 やった、 贵 方の 承認が あれば 

とい ふ 御 一 言が、 隨分 重く 響いて をり ますの。」 八洲 子 は 言 出した。 

「いや それ は然ぅ 重い 意味ではなかった の だが、 私は雙 方と も 懇意な なか だ。 それだけ のこと は 

考 へて おかん 譯に 行かん の だ。」 伯 は それ を 辯 解す ろ やうに、 

「それに 私の 自山 意志と いふ ことになると、 なかなか 問題が むづ かしくな ろ、 政見の 異同、 候補 

者の 人物から 吟味して かからん ければ ならん。 ほんた うに 責任 を 重んずる 日に なれば、 さう だ 

よ。 しかし 今の 話 は 必ずしも 然ぅ云 ふま 大な 意味で はない ので、 頼まれた から 行って みょうと 云 
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ふ、 ほんの？^^！？ー  片の ことと承知してもらひたぃ。 しかし 然ぅ 難しい 話に なって くろと 私 はやつ 

ばり 出ん 方が 好い やう だよ、 町 田！？！； には濟 まん けれど。」 

すろ と 荒 川 は 少し 狼 跟 へた やうに、 

「いや、 それで は闲 ろので す。 私の 自山 御意 志と 巾した の は、 決して さう 云 ふ 重大な 意味で はな 

いので、 折角 夫人が お出に なって、 お 取 極めに なった こと を、 私が やって 來て 牽制した やうで は 

面白くない。 や つばり 其 は その 儘と 申す ことに 何う か  」 

そして 彼 は 手 巾 を 取 出して、 隆ぃ鼻 を 揉みながら、 八洲 子に 向って、 

「何う です、 それなら 好いで せう。」 

「さう です ね。」 と、 八洲 子 もも. ぞもぞ しながら、 

「相手が 女の 私の こと だから、 まあ 仕方がない、 讀 つて やれと いふ やうな 心 持で したら、 ちょつ 

と闲 ろの でございます。」 

「いや、 決して さう 云 ふ 意味で はない。 私の 心 持 は どこまでも 正正堂堂 たろ もので：：」 

「さあ、 如何で ございま すか。 もともと 私の 動機が 餘り 純粹な もの ぢゃ ございません 山で、 十分 

さし あた 

の 自信 もない こと を、 差當 つての 町 田の 立場 を^へ て、 かう やって 御 無理 をお 願 ひして をる ので 

ございます 力ら  」 


なほ  さら  二 ま 

「それなら 尙 のこと でせ う。 原 田さん を 私が 凌って 行って しまって は、 貴方が 困ろ でせ う。 町 田 

よに 

君が それに 何かと 意味 をつ けて 考 へる やうな ことがあって は、 貴女 一 人が 苦しい ばかりです。 - 

「いいえ、 そんな こと は^に：：」 と、 八洲 子 は 答へ た。 勿論 それ も考 へないで は ゐられ なかつ 

たが、 この場合 それ は 一 I 與實に 一 一義的の こと だと 思 はれた。 

「とにかく 11： 題 は？ sf 純です。 私が 伯爵に お 願 ひできな いこと は、 贵女 もお わかりで せう。 それ は 

貴女 は 少しも 遠慮す る必. §x はない や：： です。 勿論 伯爵の 應援は あの 地方で は、 殊に も 有力で せう 

が、 しかし 私と して は、 他に 方法 もあります から、 其點は 何う か 御 配慮ない やうに：：」 

さう した 荒 川の 態^が、 段段 同情に 傾いて くろの を 見る と、 八洲 子 は-てれ を 感謝しながら も、 

寧 ろ 無 理 にも 反撥した いやうな 氣 分になる の であった。 

荒 川 は 長く もみなかった。 彼 は その 話が 濟ん でから、 暫く 雜談に 時 を 移して ゐ たが、 やがて 辭 

して 出た。 

えこひいき  だいたいき 

「それで は 私 は 依估 最貭 なく 中立と 云 ふこと に、 まあ 大體 極めてお かう か。」 伯 は玄關 n で 笑 ひな 

がら 一一 E ふので あった。  一 
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六 O 

ごしんし やく  は 

「どうか 共の 御 參酌は 御 無用に 願 ひたいので：：」 荒 川 は， め 子 を 手に し な が ら 草履 を^いて か 

ら、 

「其で は 反って 私の 面 ni にも 關 すろ ことで、 何う かま あ 最初の 御 豫定ど ほりに。」 と 彼 も 笑 ひな が 

ら^いで 自動車に 乘 つた。 

八洲 子 も その 瞬 問、 .0 分の 態度 を 決定す ろ ことが 出 來た。 そして 座に 復 ろと： y ぐ、 

いとま  に はかみ * つくろ 

「では 私 もお 暇に 致し ませう。」 と M に身綠 ひしながら、 

ま をし き  ど 

「それで 唯今のお 話 は、 歸 りまして、 その 通り 彥彌 に申閒 けました うへ、 何う しても お 願 ひして 

あらた 

くれと 巾す ことで ございましたら、 私が 更め てお 願 ひに 出 ませう でございますが、 荒 川さん にあ 

あい ふ 風に 出られます と、 何です か氣が 差しまして：： 彥彌が 何と 申します か。」 . 

伯 も 多く を 一一 一一 3 はなかった。 

  いとま つ 

八洲 子 はちゃう ど變 時分な ので、 やがて そこそこに 暇 を 告げた が、 一 時間 もた たない うちに、 

彼女 は彥 彌に迎 へられて、 彼の 居間で 對談 して ゐた。 

「いや、 御 i お 勞御苦 勞。」 と 彥彌は 威勢よ く 彼女 を迎 へて、 

「何う-た 疲れたら う。 餘り おそいので、 今 ちょっと 電話 を かけて 見ようかと 思って ゐた ところ 

さ。」 


「酒 匂 を 出る のが 迎ぅご Vj い i したから。」 と、 八洲 子 はや ゃ發熱 を 感ずろ 額 をお さ へ ながら、 「そ 

おちあ 

れに荒 川さん と 落 会った ものです からね。」 

彌 はちよ つと 顔色 を か へ た。 そして 不安 さ-つに 八洲 子の 顔 を 凝視め てゐ た。 

「つまり 駄！ ni なのか。」 彼 はせ せし さう に. いた。 

r 駄 HI とい ふこと もない のです が、 お 話が なかなか 單純 ではない のです から。」 

せっかち  た 

「單 純で ない？」 と 彥彌は 一層 性急に なって、 「つまり 荒 川 も 伯 を 起た さう として ゐ ろんだ から。」 

いさざ  ひきさが 

「勿論 それ はさう なんで ございま すが、 私の 颜を ごらんに なろ と、 あの方 は 潔よ く 引返って おし 

まひなさぃましたのです。」 

^<1:^彌はロ元ににったりした。 勿論 八洲 子な 遣れば、 荒 川と 衝突の 場合、 自分が 有利の 地位に 立 

あきら  それ 

つ こと は 明かであった。 そし て 共が 豫定ど ほり 成功し た の だと い ふ氣 がした。 彼 は 我知らず 會心 

の 笑 を：^ した。 

八洲 子 も、 その 瞬 それに 氣 がっくと、 その 湾 薄を喂 はずに は みられなかった。 

「しかし 然 うなり ますと、 伯爵 を 是非 私の 方へ とい ふこと は、 私货 方の 名譽 のために 一一 目へ ないで 

は ございま せんか。」 

「私の 名 譽？」 と、 彥彌 は怪， 詠な 顏 をした。 
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« 六 二 

「荒 川が 引返ろ から、 こっち も 德義を 重んじて 引返ろ とい ふの だね。」 

「德義 を 重んずろ よりか、 貴方の 體面 のためにです。」 

「私の 體 面？」 彥彌 は不滿 さう に、 「ではお 前 は 私の 體面 上手 を しう して 歸 つて 來 たの か。」 

む _x  -  せんて  さ. かか ま 

「{：^ しくして は歸 りません。 勿論 荒 川さん より は 先手で したから、 少し 器量が 下ろの を 介意 はな 

けれ ぱ、 伯爵 はいつ でも 贵 方の 味方に なって 下さる 害です。」 

「それが 私の 體 面に 關 すろ とい ふの かね。 そんな ことが 何う して 然ぅ 極の わろ いこと な んだら 

う。 私に は 判らない ね。」 

「貴方が それでも 可い と 仰 やろ ならば、 伯爵 はいつ でもお 出かけ 下さいます でせ うが、 私 は 厭で 

ございます。」 

「お前 は 厭 だって？」 彥彌は 暗い 目 をして、 「お前 は それほど 私の 體面を 思って くれろ なら、 伯の 

出馬 は、 お前が 何う し て も 進んで 勸 誘す べき ことで はない か。」 

「どんな 事 をしても：： 自分の 正 當な誇 を 傷 けても、 選擧に 勝ち さへ すれば それで 可い とい ふこ 

とでした らば — 」 

「けれど：：」 と、 彥彌は ひどく 興奮して 來て、 いきなり 彼女 を 遮った。 


八 

すろ と 八洲 子 も 口元の 筋肉 を t5 攣 せろ やうに し I、 

「いいえ、 私 は 贵 方と 議論 をしょう と 言 ふので はありません が、 私 も 貴方が 選舉 に ^3:け て もい い 

と は：^ して 思って をり ません。 立った 以上 は、 何う か 醜い 欧北 はして 戴きた くないと 思って ゐま 

す。 私の 立場 も考 へて いただかなくて は闲 ります。」 

かど  ど 

「お前の 立場 だって。」 と、 一彌 は 目に 稜を 立てて、 「お前の 立場が 何う だと 一一 一： 11 ふの だ。 立場 はお 前 

自身が 決定すべき もので はない か。 荒 川 を 庇護す るた めに は、 私 を犧牲 にす ろか、 それとも 私 を 

立てる ために、 荒 川 を 敵と すろ か、 二つに 一 っぢ やない か。 問題 は 實に簡 S3- 明瞭 だよ。」 

すおば  それ 

「さう です とも。」 と、 八洲 子 も 筋張った 表情に なって 、「夫 方が 御存じ なんです か。 そこに 問 

題が あれば こそ、 私が 常 惑す ろので す。 それに 敵 だと か、 犠牲 だと か 云 ふこと に は、 何ん な 意味 

が あろと お 思 ひに な ろんで せう か、 選擧 の競爭 とい ふの は、 商人 同士が、 お 得意先の ハ# ぎひ をす 

ろた めに は、 相手 を慯 けても 少しも 介意 はない と 云 ふ、 そんな 下劣な もので もないで せう。 その 

間に は 相 常の 禮譲 も必耍 でせ うし、 德篛 とか 品格と か 云 ふこと も、 考 へない 譯には 行きません。」 

「けれど：：」 と、 .！<3^ 彌は 制して、 「選擧 とい ふ ものが、 して そんな 綺 照 事に 行く ものなら、 決 
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して 問題 はない のなん だ。 ね、 可い かね、 「方が 一方の 惠 情に 立 人って 考 へたり、 便 {几 を圆 つて 

やったり すろ の は、 それ は 競 举ぢ やない よ。 その 爲に 選舉 法と いふ.， の も あろんだ からね。 青： 際 

然 うぢ やない か。 お前の 言 ふこと は、 實に 解ら なさす ざろ と 思 ふの だ。 それと 云 ふの も、 こんな 

大切な 場合に 臨んで、 お前 は 私の こと を考 へろ 前に、 先づ荒 川に 氣を 兼ねてる ろから なんだ。 氣 

兼と いふの が 不適 當 なら、 荒 川 を 庇護して ゐ ろの だと 言っても いい。 それ だから、 原 m 怕を說 く 

と 云 ふの も、 眞の 義理 一遍で、 少しの 誠意 もなければ 熱心 もない。 私の ために 公使 を 運動して く 

れた 時分 は、 それでも 未だ 幾分の 親切 はあった。 荒 川に 對 すろ 敵 像 心.， > 有って ゐて くれた。 それ 

た， ひたび  だん どん ひきつ  ど  j- 

が 度麼荒 川に 逢って ゐ ろうち に、 漸漸惹 着けられて しまって、 私の 面目な ど は 何う でも 可い、 荒 

川の 氣に 人り さへ すれば、 家庭の 平和 は 犧牲に 佻しても、 良人の生涯をーが^-っても仕方がなぃと云 

やりき  いきま 

ふや、 つな ことで は 實に遣 切れな いぢ やない か。 さうな ろと 私 は 勢 ひお 前の 貞操 を 疑 ひたくな ろ。 

いや、 疑っても 辯 解の 辭は あろまい と 思 ふ。」 

せめた 

さう 一 百って 責 立てろ 彼の 聲は顫 へて ゐた。 E の 色まで 變 つて ゐた。 

ふうちき 

「まあ！」 と 云 ふ 風で 八洲 子 は 惘れた 表情 をして、 「贵方 はそんな ことまで 口にな すっても 可 いん 

です か。 そんなに 迄； i# を 侮辱な すっても：：」 

「侮辱 だって？ 私が？ いいえ 侮辱され てゐ るの は 私なん だ。 お前の やうに 勝 平な 考へ をされ 


ゥ .i: ひ ゆが 

ては闲 ろ。 彌は額 を 歪めて 苦笑した。 

八洲 子 は E に淚 をた めて を拉 つた。 

「もう 可う ございます。 それまで 伺 へ ば^ 山です。」 

「お前 はさう 云って 怒ろ けれど：： いや 興奮して は ろ。」 

「贵 方が 興 街して ゐ ろんで す。 それに 贵 方の 一一 一一 口って いらっしゃろ こと は、 問題が まろで 15 なんで 

ございます からね。 そんなにまで 私の 心 をお 疑 ひに なろ なら、 私 を-; さんへ お遣りに ならな か 

つた 方が 可かった のです。」 

「それ ぁ爲 方がない ぢ やない か。 少 くと も此 事に 關 して は、 お前に 行っても らふより 外なかった 

の だから。 お も それ は 知って ろて くれろ i 巧た。」 

それ 

「でも、 私に は 私の 立場が ございます からね。 其 を 無視して、 私 を 其の 事に 動かせようと ーム ふの 

まちが ひ  .=  かく 

は贵 方の 問 遠 だと 思 ひます。 —— 左に 右 問題 は簡？ 31. なのです。 原 W さんや 立た せる こと は、 貴方 

の 面 E のために お止めに なった 方が 可いで せう。 と、 私 は それ を 言って ゐ ろに 過ぎません の。」 

「駄目 だと 言 ふんだ ね。」 

「まあね。」 八洲 子 は 苦し さうな^ 息 を 吐きながら.^ 1 くので あ つた。 
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九 

それ  t 

勿論 八洲 子に は、 原 田 伯の 邸 を 出た とき 一 つの 決心が ついて るた。 そして歸ろと直ぐ其を^^彌 

で かた  で かた  こ  いひだ  すき 

に 話す つもりで あつたが、 彥彌の 出方が 出方な ので、 之れ を 一一 B 出す 隙がなかった。 彼女 は- } ^彌の 

態度に す つかり b 氣が 差し てゐ た。 

「それ ぢゃ 推^ 狀に ^名の こと も 面白くな いんだね 。」 ま 彌 は 少し ii をお いてから 一 百 つ た。 

「さう です ね。 に 形式 だけの ことなら 介意 はない やうな ものです けれど、 荒 川さん の 手前 應援 

演； 說を ぉ斷 りする からに は、 推薦 狀を 出し ていた だくの も 無意味 だと 思 ひま すね。」 八 洲子 は 答 へ 

た。 

「さう か。， *5 彌は 不平 さう に、 「お前 は 見上げた 潔白な 女 だよ。 今の 世の中に は 珍しい 直 者 だ 

でん  おれ  ひきさが  はう 

よ。 その 傅で 行く と、 己 は 荒 川に 讓 つて 引返った 方が 立派ら しいね。」 と、 さう 言って ははと 笑つ 

た。 

八洲 子 はもう ではなかった。 そしし 暫く 默 つて 思案して ゐた。 

「お前 自身 は 運動 はでき ず、 们の推 愿.. T 駄 g だと なれば、 實際 絶望 だからね。」 

「ですから 私 はさう 思 ひました。 原 田さん に 出て いただく の は、 如何に. 忍びが たいこと です か 


ら 其の 代りと 言って は 可笑しい かも 知れません けれど、 私が 選 塞區へ 出向いて 行って、 健康の 

許す 限り 働き ませう と：：」 八洲 子は靜 かに 言 ふので あった。 

「お前が？」 

それまで 

「來 e: になれば、 少し は 暖か くもなろ でせ うし、 其 迄に 十分 攝 養したら 行けない こと もなか-いう 

と £^ ひます から。」 

に はか  やわら  それ 

「お前が ね。， J と、 彥彌 は遽に 顔色 を 和げ て、 「それ あ 其が できれば 言 ふこと はない が：： しかし 病 

氣 が病氣 だからな。」 

「その 時分に なって a- なければ、 何とも 言へ ません けれど、 この 熟さへ 引き ませば ね。」 

「さう さね。」 と、 彥彌は 首を倾 けながら、 いくらか 冷笑 氣 味で、 「何も 餘： 康 次第 だけれ ど、 先づ當 

に はすまい よ。」 

なるべく  からお 

「まあ さう 思って ゐ ていた だいて、 健康 次第で 可成なら 働く つもりです。 少し ぐらみ 體に さはつ 

そ. d  おも  しの  ひつば り だ 

て も 其は覺 悟して みなけ れぱ、 たと ひ&が 重ろ にしても、 荒 川さん を 凌いで、 原 田 伯 を 引 張 出 

す こと を 思 へ ば、 私の 心 持のう へ では 大變に 助る ことなん ですからね。」 

彥彌は 今更 惘れた 顔 をして ゐた。 

「それほど にも 荒 川に 遠慮し なければ ならない お前の 氣 持が 私に は 解らない ね。 それで 们を荒 川 
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に 持って行かれろ やうな ことがあった としたら：：」 

「そんな 車はありません。 たと ひ 何ん な ことがあっても。 それで は 荒 川さん は 左に 右と して、 伯 

爵の 面目 が^れて しま ひます。」 

「さう かね。 それ はお 前が 一人で さう つて ゐ ろん ぢ やない か。」 

「いいえ、 それ は 大丈夫です。」 

「ではまぁぉ前を：！：^用してぉくとして、 この 際 一 つお 前にん 大いに： ^心して もら はなければ なら 

んの だ。 先づ 今後  一 e: ばかりの に、 十分 健 厳 を 養 ふとい ふこと が、 何よりの 條件 だ。 勿論お 前 

が 出向いて 行く ことに なれば、 運動員の le?, 氣.， J 百倍す ろし、 選擧 l5il 民の 氣受 がまろ で 逸 ふの だか 

ら ね 。」彥 彌は 漸く 元氣づ い て 言 ふので あった。 

「 そ ん な も な い で せ う け れ ど 、 ぁ す こ に は 父 _s  ^  ^ に な つ た 人 も 隨分 Is^ り ま す か ら ね 。 」 

「しかし 今の 们 I ^はの 應拨の やうに、 相手が 荒 川 だとい ふので、 ^讓を 守って ゐられ ろ やう だと 困 

ろね。 それ こそ 餘稗 機敏に 立 廻って くれなければ：：」 

「運動 は 初めてで すから、 勝手が わかりません けれど、 でん の 人に できろ ことで したら。」 

「勿論せぃぜぃぃづれ部§11^:をきめて、 有 權者を M する ぐら ゐの - 】 とだから ね。 お前の 分擔ん 決 

めろ ことにし ようよ。」 


八洲 子 は. 奴れ てゐ たので、 それから 晝の 食事 をして から、 居 ii で 睡眠 を 取った が、 伯の 邸へ は 

電^^で先刻のぉ；！かたがた、 出動 を 一 先 づ斷ろ ことにした。 

その 晚は そこで  一： m して、 翌：： 院へ 診察 を 乞 ひに 行ったり してから、 酒 句へ 歸 つて 行った の 

は.： 十 後の！  二 時 S であった。 

選 擧 の 後 


八洲子は選41兢^^のぁひだ、 二度ば かり 酒 句の 刖莊を 出て、 選擧 酉の 方へ 出嚮 いて 行った。 そ 

して 他の 運動員な どと 一緒に、 有權 者の 大 中に わたって、 戶別 訪問 を やらせられ たが、 原 W 伯 を 

斷念 したと きから 覺 悟して ゐ たこと なので、 さして 苦痛と も 感じなかった。 それに 病鹏を 推して 

の 運動な ので、 何虚 でも 好感と 同情 を 以て 迎 へられた。 が、 また 嘲弄の 维を舞 はす 新聞な ども あ 

つて、 彼女 は m 心 はず 苦笑 させられた。 

ただ 共 S 〈は 陽； r か 悪かった。 雪の 融けない 山の 山風が まだ なかなか 荒かった ので、 想像 以上に 
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七 〇 

からお  せ ささ 

も體 にさ はった。 それに 二三 日 も つづいて、 自動車に 搖られ たり、 人の 玄關ゃ t: 頭に 立ったり し 

たので、 そんな ことが 五六 日 も つづいたら 斃れ てし まう であらう と 思 はれろ ほど 辛かった。 町で 

み  たん 

懇意な 錢 者が ハ母日 診て くれたが、 一 曰 一は 歸 つて 休む ことにして、 それから 二十 rn ばかり 様子な 見 

てから、 また^ 向いて 行った。 

彥彌 の選擧 事務所 はステ イシ ョ ン に 近い 大 通の 旅館と 定められて あつたので、 八洲 子 も その 二 

ふた ま 

階の ニ窒を 自分の 居間と して、 出来るだけの 安 0§ -は與 へられた のであった。 町の 有志 や 新聞記者 

や、 運動員 や、 亡父の 庇 謹 を 受けた ことの あろ 人 や、 彼女 自身の 友人 知己な どが、 絕 えず 訪ねて 

いとま  からだ 

來て、 殆 んど應 接に 遣がなかった。 しかし 發熱を 感ずろ ときには、 面會を 謝絶して、 體 の 安靜を 

保つ こと を、 彼女 自身 も彥彌 も 怠らなかった。 

で、 選擧の 形勢 はとい ふと、 それ は沌 混と した ものであった。 荒 川の 方 は 自身 戶別 訪問な どす 

ろ ことなしに、 宣傅 ビラ や 配ったり、 名士の 推 獎演說 や 彼 自身の 政見 發表 などで、 人心 を牧 し 

ようとして みたが、 しかし 運動員 も 相當に 動いて るた こと も事實 であった。 

雙 方に 取 つ て 最も 緊要な 爭點 とな つて ゐ るの は、 柬 京で 原 W 伯の 出動 を 競爭し ようとし たと 同 

じ 形で、 この 町に 於け る 中立の 1 人の 有力者が、 どちらへ 力 を 添へ るかと 云 ふこと であった。 

彼 は 初期の 頃に 二三 鹿 も 選出され た 男で、 今 はさう した 公職 を 一切 辩 して 居た ものの、 市の 經 


濟界に 取って は、 彼 ほど 大きな 支柱はなかった。 篠原六 郞と云 ふ 名 は、 どこまでも 問えて ゐ たが 

七十に 手が とどいて ゐ たに 拘ら ず、 有ら ゆろ 企業に、 彼の 名の 出て ゐな いものはなかった。 で、 

また 此の 老人の 聲 がかり 一 つで、 關係 方面の 投¥^ は、 いづれ へと も多數 ；: ちて 行く のであった。 

- かたづ  むすこ  ど い 

八洲 子 は來京 へ 片着 いて ゐ ろ 其の 娘 も 知 つ てゐ たし、 子息と も 父の 代から 懇意で あ つたと ころ 

から、 第一 期の 運動のと きに も 訪問した が、 確答 を 得ろ こと は 出来なかった。 しかし 老人 六郞氏 

の 肖像 喪の 描き 手 を、 誰に したなら よから うかと 云 ふ 相談 を、 その 際 子息の 民吉 から 受けて、 少 

し 畑 はちが ふらしい が、 自分の 肖像 を 描く と 云 ふ！ もあった ところから 思 ひついて、 原 田 隆夫を 

推薦して おいた のであった。  . 

私立 大學を 出た だけに、 可也 新しい 知識 を もって ゐろ 2^ 吉は、 幸 ひに も隆 夫の 名 を ちゃんと 知 

つて ゐた。 "sm 伯の 末子 だと 云 ふことまで 知って ゐた。 

「そんな 方に 願 へれば、 大變 結構です。 何う か 一 つ 御 紹介 をお 願 ひいた したい もので。」 彼 は乘氣 

になって 一一 n ふので あった。 

「それ は f!^ のない ことです けれどお 父さんのお 氣に 人ろ やうな ものが 出来ます か 知ら。」 八洲 子 は 

言 ふので あった。 

「いや、 肖像 W といっても、 獨 立した 藝術 品に なって ゐな いので は驟 けて おく 價 値はありません 
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のです から、 有 ふれた 肖像 專 門の 晝家 では やっぱり 駄 n なんです。」 

「それ あ 然ぅ で す。 で は 今 俊來京 へ^りましたら ll^i し てみ ませう。」 

「どうか 一 つ。 I 化-料 はいくら 高く てん 介意 ひません。 来年の 祝 ひの にあへば いいので すが、 そ 

れ 前に まあ 成るべく 早く 作りたい と 思 ひます ので：：」 

際 夫が 今 成 八洲 子と 一緒に 來ろ ことにな つたの は、 その 爲 めであった。 

隆夫も 便， ：=- 上、 町 m の 選 患 事務所に 當 てられた 旅館に 足 を 留め. ろ ことにな つたが、 ^いた 

の 午前に、 八洲 子の 案 內で篠 原 家 を 訪問して、 彼等の 希望な 聽 いたり、 肖像 喪に ついての. E 分の 

抱 ft を 述べたり して、 略約^5-が成立した。 勿論老人ゃ家族の希§.^-;は、 藝術 品と してより.，， 竹 像と 

して、 赏 物と 寸分 遠 はない ものが 望ましい とい ふので、 雙 方の 所思の 相違 もあった が、 お 冗に 讓 

歩す ろ こと、 位 m はとか^ 附 とかい ふやうな ことにつ いても、 藝術 的自山 を^し く^ 轉 しない かぎ 

り^：^ゃ-的の綿-裕をもって、 出來ろ だけ^ 觀 的に 描かう と 云 ふこと に 決定した。 

「どちらに しても 私の n に 映つ た 中：；：； 方と いふ ことになるので すけれ ど、 他の 戴 家の^に 成つ た 貴 

方と 逮っ たもので ない 以上、 私の 作品と いふ こと はでき ない 譯 なのです から。」 


.*ぅ  それ 

降 夫 はそんな 風に 說 明して II かせた。 そして 其 は 彼等に は 全然 理解ので きない ことで もなかつ 

た。 

ち  からだ 

「それで は 一つ、 一 月で も 二月で も、 ゆっくり 私の 家に 御 逗§£ 下す つて、 私の 體も あいて ゐて、 

贵 方のお 氣 もむ いたと いふ 時を兑 て、 ぼつぼつ お描き を 願 ひませ うか。」 老人 は 言 ふので あった。 

その 時には、 八洲 子 も 選 擧の談 はわ ざと 控 へて ゐた。 據原 老人が 自分に 好意 を もってみ ろ こと 

は 十分 わかって ゐ たし、 赛 情が 許す 限り は 町 m のために 投 s.::$ を 集めて くれろ だら うと m 心った。 す 

ろと 色色の 話の 末に、 老人から その 話が 出て、 

「何う です ね、 町 m さんの 景氣 は。 この頃 私のと ころへ 來ろ 人の 話で は 大分！^" 戰の やうです が。」 

ま ざ は  め ぼし 

「は。 その 問 際にな つてみ なければ！^ りません けれど、 目351^ぃところは大抵堅まったゃぅなぉ話 

つきく-つ 

でございます。 反對 側の ために 突崩されろ やうな こと さへ なければ、 安心 ださ、 「でございます 

が、 未だ なかなか 是で 大丈夫と 云 ふところ へ は參ら ないやう でございます。」 

そして 彼女 は、 「どうぞ 何分よ ろしく。」 と、 ぉ辩儀 をす ろので あった。 

「たんとの f ともで きません が、 まあ いくらか 纏った もの は出來 ようかと 思って n^s ますが — ま 

あ 折角お やん なさい。」 

その 時 は それで 八洲 子 も 降 夫も寶 飯の 御馳走に なって、 旅館へ 引取った ので あつたが、 その 日 


七 匹 

か ら 隆夫 は篠原 家に、 當分 足 を 留める ことにな つた。 

「あんな やうな 人達です から、 一 つ 信用す ると 大變に 都合の 好い ことがあ ろんで すの。 贵 方に 御 

無理 をお 願 ひして 濟 みません けれど、 我慢して 一 つ 描いて やって 下さい。」 八洲 子 は 途中 自動車の 

上で^iした。 ， 

「いや 結構です。 私 も 少し 計畫 して ゐろ ことがあ るんで すから、 大變 都合が 好い のです。 それに 

さう 私の 心 持 を 曲げな くと も濟 むこと なんです から。」 降： 夫 は 答へ てゐ た。 

「御 計畫 とい ふの は、 御母さんから 伺った 洋行の こと ぢ やないで せう か。」 

「まあ、 そんな 心 持 も あろんで すがね。」 

こと 

「そわで したら、 篠 原さん に 十分の 報酬 を させ ませう。 事に よったら、 パトロンと 云 ふ 意味で、 

補助 させろ こと もで きろ かも 知れませんで すよ。」 

「さう です か。 私 も 金の 出 道がない ので、 立つ までに は餘程 働かなければ ならない のです。 あち 

らで 描いた ものが みんな 寶れ たら 何う かかう か 行けさう です が、 さう 一 時に 霰 を資 ると いふ こと 

は、 容易な こと ぢ やな いんです から。」 

どち 

「さう でせ うね、 勃ら にしても、 あの人 達の 信用 を 得て おく こと は、 不利益 ぢゃ ございません 

ね。」 


「は、 どうか {HJ しく：：」 

やど  あらた 

それから 一 旦 宿へ 歸 つて、 更 めて 隆 夫は篠 原へ 行く ことにな つた。 

投 の 日に は、 八洲 子 も 朝から 市役所 前に 用意され た 休憩所に 出張って、 有權 者に 一 一 挨拶し 

てゐ た。 二三 日 前から 様子 を 見に 遣って 來てゐ た 英夫も 來てゐ たし、 隆夫も 午後から 好奇心に 釣 

られ て、 見に 來てゐ た。 

ねと £  はう  と 

篠原家に寢^^りしてゐる隆夫は、 三 四日 前から 伊香保の 方へ 行って るた。 勿論 肖像 を 取ろ につ 

とりえ 

いて、 まだ 會 心の 印象 を摑 むこと がで きなかった ので、 少し モデルから 離れて、 今までに 取得た 

ものに ついて、 構圖を 一 應 作って みようかと 思った からで あつたが、 その 日 は 山から 降りて 町へ 

來てゐ た。 

投 小の 様子 は、 荒 川の 方 は 荒 川の 方で、 十分 自信の あろ こと を 公言して ゐ たし、 町 田 方 は义町 

田 方で、 多 數を驅 集め 得ろ 自信 を もって ゐ たが、 休憩所で 關係 者が 觀 察して ゐろ ところでは、 今 

は-つ  どこ  に はか 

まで 比較的 ひ つ そりして ゐ た 民 友黨の 方で は、 何處 から 集め て來 たの か お 晝 過ぎ 頃に は：^ に 自動 
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車 や 腕 車の 數が 激增 して、 市の 各方 面に 散らばって ゐろ有 櫂 者が、 引斷 なしに 選舉 に 運ばれて 
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來た。 荒 川 や 彼の 政 友の 姿 も、 市役所に 隣接した 或 商會に 設けられた 休憩所に 見られた。 そして 

それら 

其 等の 有權 者の なかには、 確に 町 M に投 S: 〈すろ 害に なって ゐた、 市の 有力者の 顔が、 ちら ほら 兑 

られ た。 

「怪しい ぞ o」 と-い ふ や うな 聲が、 集って ゐろ 運動員の 問 に か れ は じめ た。 

「いやま だ、 "；儿 からだ。」 と、 ー與氣 をつ けて ゐる述 中 もあった。 

勿論 町 E の 方に も、 絶えず 足な 運んで くろ 有權 者が あった。 自動車 や 腕 車の 數も 相當に 活動し 

あたま か. ず  わり 

てゐ ろので はあった が、 政府 反 對の彌 次 的な 運動員の 頭數の 多い のと、 騷ダの 大きい 割に は、 實 

際の ；S-A 數は 見込 を はづ れろ らしく 思 はれた。 

町 田 は 極度の 不安と 興 窗の色 を 浮べながら、 刻刻に 集って くろ 有權 者の 向せ に、 熱心な 目を& 

あ  さそ ひだ 

りつつ、 時時 運動員 を叔 S 勵し て、 當て にして ゐた 各方 面の 有 權者を 誘 出しに^ら せて ゐた。 

「篠原 は 何う したんだ らうね、 あの  一. # の 沛： 屮は、 まだ 一人 もやって こな いぢ やない か。 し彥 彌は 

氣を あせりながら、 八 洲子を 詰 る や う に 首 つ た。 

休憩所に 當 てられた の は、 或 保險食 社の 出張」 i= であった。 八洲 子 は その 應接窒 へ 入って、 二三 

の 人達と 體を 休めて ゐた。 連日 彼女 は 年後に なろ と 發熟を 感じて ゐ たが、 この 二三 H は 殊に 氣分 

が. 惡か つたう へに、 その R は 此の 土地に 特有な が 吹いて、 漸く 七 分 ど ほり 唤 揃った 花 を 散し 


てゐ た。 

「まだ 來て くれないんで すか。」 八洲 子 は 反問した が、 彼の 經營 して ゐろ 銀行 關 係の 存カ者 や、 緣 

つ づ き の 實葉 家な ど の 槪 背が、 この 場 合 最も 大 切な もので あろ こと は 言 ふまで もなかった。 それ 

は 優に Ku 票 以上の 數 であった。 

「大 丈关 だら うかね。」 彥彌 は氣が もめて ならない と 云 ふ 風であった。 

はづ  どなた 

「さあ、 まさか 外れろ やうな こと はない：？ 10 です がね。 誰 方 もみえ ません か。」 

「篠原 翁のお 婿さん が、 獨り 来たき りさ。 上 毛 機織會 社の 理事の 山 市が ね。」 

これ  かた 

「ぢ ゃ是 からでせ うよ。 山 市さん が來て くれた 位です から、 篠 原さん の 御 親類 筋の 方 だけ は 確か 

でせ うよ C  —  I 

「まあ 十五 六 票 はね。」 

「それだけで はきかないで せう。」 

「しかし 外の 連中 は 何う したんだ。 第 一 大將 自身 は：：」 

を とと ひ 

「 一 昨日お 目に かかった ときには、 やはり 土地の人に 出て もら ひたいと 云 ふ 意見が 多い から、 大 

おつし  こ. tf は 

丈夫 だと 仰 やって でした から、 今に 見えろ でせ うよ。 まさか 言 を 食む やうな：：」 

「いや、 何とも 言 へんね。 この 二三 日の 敵の 運動 は、 侮ろ ベから ざる もの-たから それに 干 S 
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も あろ、 確かに：： それ はもう 明かな 事實 だ。 篠原 はとに かくと して、 外の 連中 は 皆な が 皆な 當 

にす る 譯には 行かんだ らう。，」 

「さう ね OJ 

そして 彥 彌は义 運動員 を 叫 方へ 奔ら せな どして、 i;^ 氣の やうに なって ゐた。 

四 

不安な 一 夜が 過 ざた。 勿論 篠原翁 もてくて く 足 を 速んで 來て くれたし、 豫期 ほどではなかった 

にしても、 彼の 口 添で^ 田へ 入れて くれた 人ん 多かった ので、 午後；ニ時19^までかかって^1ぃて見 

た 結 ET  •^f-  +  票ばかりの差で到頭町fflが常選することにな つた。 

まさかと は 思 ひながら も、 町 田 も 彼の 政 友 も 荒 川 側の 應迫を 感じない では みられなかった。 今 

迄の 公生活に 於て、 彌は 後から 出て 來た荒 川に 脇て たと 云 ふこと は 一 つもなかった。 荒 川との 

對立 では、 彼 は 全く 光彩がなかった。 勿論 選擧に 負けた からと-百って、 荒 川が 彼に 取って 苦 乎で 

あろ ことに 變 りはなかった が、 しかし 是 からの 政举 に、 荒 川が 全然 自分のお 在 を 無視す ろ こと は 

できない だら うと 思 ふと、 彥彌は 溜飮が 下る やうな 氣 がした。 

彼 は 問 蔡 の ！ ^,12;- を、 終り ま で 熱心 に 見 て ゐ た が 、雙 方と も 大概 同 じ 歩調で 殖 えて 行つ た 投票が、 


しま 

終 ひに 七 八十の で、 自分が 11 利 をぶ めさう になった とき、 我知らず 感激の 情 を 抑へ ろ ことが で 

きなくて、 傍にゐる英夫に，：^^^ぃて、 八洲 子を迎 ひに やった ほどであった。 

八洲 子 は 何とな し 彼の 勝利 を 疑って ゐた。 いくら 夢中に なって， バ々 力しても、 いくら 篠 原が 味方 

おの. 0  は いぢく 

して くれても、 批判 は自 から 公平 だと 云ふ氣 がして ゐた。 彌が鄕 里に 於け ろ 選 擧で敗 趣す ろと 

云 ふこと は、 素より 波 女に 取っても 餘り 快い ことではなかった が、 出來ろ だけの^ 力 をして、 そ 

し かた  とぢ こも  げん 

れで駄 EI だと なれば、 それ は爲 方の ない こと だと 觀念 して ゐた。 で、 そ S 日 は 旅 に閉 籠って 現 

場へ は 姿 を 現さなかった。 

よこた 

英 夫が^ りこんで 來た とき、 彼女 は 寢來に 横 はって ゐた。 

「大 利です。 寢 てな ぞゐ ないで 早く 入らつ しゃい。」 英夫 はいきな り 叫んだ。 

八洲 子 は f„t を 疑った。 そして そんな こと は 全然 輿 味がない ものの やうに、 何の 表情 も 現 はれな 

かった" 

「今のところ 七十 票 以上 もちが ふので すから ね。 もう 大丈夫です。」 

「さう。 意外ね。」 

「意外です か。」  一 

ひ-? ば  い V  ひつ： 

「わたし 迚も 駄目 だ からと 思って すごす ご引揚 ろの が 厭 さに、 わ ざと 引 込ん でゐ たんです けど。」 
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「姉さん は 何う して 然ぅ 冷靜 なんだら う。.」 とで も 言 ひさう に、 英失は 姉の 顔 を 兌て ゐた。 

彼女 は 誰が 勝っても、 同じ やうな {41 虛を 感ずろ に過ぎない やうな 一;m がしながら も、 いくらか 好 

奇の 心が 動いた" 

「荒 川さん も 來てゐ て"..」 

「いいえ。 多 • 分 大丈夫と 思って ゐ たもの らし いんです がね。 京へ 歸 つたと か、 ゆ 杏 保で 遊んで 

ゐろ とか 言 ふんです。」 

「さう でせ うかね。」 八洲 子 は 沈變な 表情に なりながら、 「何處 かで あの人 は、 わざと 町 田の ために 

すきま 

隙 問 を搏へ ておいたん ぢ やないで せう かね、 私 そんな 氣 がして ならな いの。」 

「さう です か。 そんな 安惯な 人情 主義で 行った のなら、 荒 川さん も 案外つ まらな いぢ や ありませ 

ノ、  0 

んカ 」 

「私に は 解らない 。.」 八洲 子 は 獨り で 眩い て ゐた。 

「 何に しても 勝ち さへ すれば 可 いぢ やな いです か。」 

「 ー應 はね。 しかし 私 はさう は 行かない の。 投票で は 勝っても、 心 持の 上で は、 水久に 負けた こと 

にな るんで すから。 あの人が 一 所縣 K 叩に やった 仕事で ない とすれば。 J 

とにかく 八洲 子は英 夫に 唆 かされて、 現場へ 行って 兒ろ ことにした。 そして 廿 *( の に は、 二人 


の 票 數が义 一度 V 一 ひに 近づき かかって ゐた。 八洲 子 は 荒 川の 心理 を、 その 一票 一票に よって、 色 

色 に 想像して ゐた。 

十 近くの 優勢で 町 田の 勝利に 歸 したと き、 町 田の ために 集った 人人の あ ひだに、 歡 呼の 聲が 

あがった。 

「町田彥彌^；萬歲！」 

「町 田 八洲 子 夬人萬 歳！」 

1 一人 は 萬 歳の 聲を 浴びながら、 自動車で そこ を 引 揚げた。 

五 

お ほい そ  ところ 

彥彌は 大急ぎで 途中 二三の 有志の 處へ、 當 選の 挨拶 かたがた 顔 を 出す と、 ちょいと 旅館へ 歸っ 

て その 晚の 汽車で 英夫 等と 一 緒に 此の 巿を 立った が、 八洲 子 は 自身 挨 接に ま はらなければ ならな 

むき  あと 

い 向が 澤 山あった し、 そのまま 歸 つて は 氣に濟 まない こと もあった ので、 二三 日 後へ 殘る ことに 

なった。 勿論 投 者への 禮 狀は卽 趣に 八方へ 出された。 

彥彌 たちが 立って しま ふと、 八洲 子 は爐に 大風が m: いだ やうな 靜さ のなかに 自分 一 を 見出した。 

すろ と 其の 晚伢香 保に ゐろ隆 夫の 方から 電話が かかって 來て、 開票の 結 鬼 を 訊ねろ と 同時に、 當 
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選の 悅びを 述べた。 

ちょつ- C いら 

「お 一 人なら、 これから 一寸 人つ しゃいません か。 出の 新綠 でも 御覽 になって、 それからお 歸り 

になったら。」 隆夫は 言 ふので あった。 

「え、 そんな 氣 もして ゐ ろんで すけれ ど、 まだ 用事 も殘 つて 居ります から、 伺 ふと すれば 明 曰の 

午後に 上ります わ。」 八洲 子 は 電話口で 應 へた。 

「それから 珍ら しい 人が 來てゐ るんで すが：：」 電話を切ら うとして ゐる 八洲 子の 耳に、 叉隆夫 

の聲が 聞え た。 

「どなた 荒 川さん！」 八洲 子 は 訊いた。 

しかし 荒 川の るろ こと は、 彼 は 知らないら しかった。 

「いや、 そんな 人ぢ やな いんです、 婦人です よ。」 などと、 隆夫は 笑った。 

「ああ 幾 乃さん でせ う。」 八洲 子 も 笑った。 

「しかし 共 は 秘密です から。」 

それで- 宽 話が 切れて しまった。 

おも  つ ひや 

翌日 八洲 子 は 條原家 や、 それに 速關 して 町 田に 投票して くれた 重なる 人達の 訪問に 午前 を 費し 

て 午後の 三時 頃に 自動 率で 伊香保に 登った。 束 京に 歸 つても 心に 落選 を豫 想して ゐた 自分が、 衆 


よろこ， ひ  に ひ  ほめことば あ. ひ  ハゃ 

が 有頂天に なって ゐろ歡 喜と 得意の なか へ 入って 行って、 彼等から 讚辭を 浴せられ ろの も 藤 だつ 

たし、 長年 聞き なれた あの 寂しい 海岸の 別莊へ 歸ろ氣 もしなかった。 &實に ％ 時まで 績くか 知れ 

ない 孤獨の 寂し さであった が，、 今 は 殊に も それが しみじみ 寂しく 感ぜられた。 

^杏 保 は 若い をり に 時時 來た ことな どあって、 見る もの 總 てが 何とな く懷 かしい 感じ を與へ 

た。 山 を 蔽ふ新 綠の色 は 殊に も淸 新であった。 

夫の ゐ ろの は、 坂の 中腹に あろ 大きな 旅館で あつたが、 二階の その 部屋から は、 n の 下の 杉 

木立 や、 その後ろ にう ねって ゐる 山の 若葉が 一 目に 兑られ た。 

「ちゃう ど 今時分が 好 いんです よ。」 八洲 子 は廊緣 にあった 籐椅子に かけながら、 目. の さめる やう 

な、 しかし 何處か 東北の 山ら しい g へ さと 森 嚴さを もって ゐろ s; 下の 風光に 見 恍れて ゐ た。 

幾 乃 はちゃう ど 湯に 入って ゐた C 

「始終 海ば かり 御覽 にな つて ゐ るから、 偶に は 山 もい いでせ う。」 

「え、 さう ね、 體の 都合で 海にば かり 親しんで ゐ ます けれど、 私 は 山の 方が いいんです。 幾 乃 さ 

んは： 1； うして 來てゐ ろんで す。」 

「何して つて こ ともないんで すが、 近頃 は 幽閉 同様です からね。」 と、 隆夫は 暗い 目 をして、 「それ 

たま  ゆる  お つ .SJ1 

で も 私と は 偶に 手紙の 往復 は 許されて ゐ たんで す。 それ も お 柳さん —— つまり 御 母 さん の 好意 で 
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す。」 

「ではお 柳さん は、 ^3:方とのなかは許してぃらっしゃ るの。」 

「それ も英 夫さん 11 貴女に はお 話しに くいんで すけれ ど、 英 夫さん と 云 ふ 人が あろ ものです か 

ら、 最初 は 駄目 だつ たんです が、 吉 村さん や 町 田さん へ 祕密で 私との 文通 だけ は 許して くれて ゐ 

たんです。」 . 

「もう、 そんなに 進んで ゐ るんで すか。」 

「え、 まあ。」 と、 隆夫 は禱躇 がちに 答へ た。 

六 

ひた  の  そ £ 

八洲 子 は 今まで 浸されて ゐた 選擧競 爭の氣 分から 脫 がれて、 隆夫 などの 傍へ 來 たこと を、 この 

合 殊に も 嬉しく 感じた が、 是と云 ふ 詳しい話 は 出ない にしても、 二人の さう した 戀愛關 係 は、 

は ぼ  それ  あざ や  な *  そそ 

略 想像す ろ ことができて、 其が 叉 ひどく 鮮 かな 感銘 を、 彼女の 萎え 切った 寂しい 心のう へに 灑ぐ 

のであった。 

「今日は 私 好い と f 一ろ へ來 たと 思 ひます ね。 贵 方が たに 感謝し ます わ。」 八洲 子は晚 飯が すんで か 

ら 一 一人と 一 緒に 町 を 散歩した とき、 さう 言って 一 一人 を 振 返った。 


ゆ ちと みち 

彼等 は 坂 を 登りつ めて、 湯 本道 を 歩いて ゐた。 そこに は 新綠が 殊に も 1^ 蒼と して ゐた。 棒名歸 

りの 山 に 出逢った りした。 

r  I： うして で す か 。」 隆夫は 不思議 さう に 訊いた。 

「貴方が たのお 話 を 聞く だけで も、 私 救 はれる やうな 氣 がします よ。」 

「さう です か。 それなら 我我 も 救 はれる 譯 です。」 

「それ は 叉 何う して — 」 

「いやね：：」 と、 隆夫 はちよ つと 幾 乃 を 振 顧って、 實は吉 村さん や 町 田さん の 意志で は、 英夫 

さんに と 云 ふこと であつ たんです。 J 

「ああ 其の 事です か。」 

「しかし， aa; 資の 御母さんと 云 ふ もの は、 やっぱり 有難い ものです ね。 勿論 あの人と は、 僕 も 最初 

から 懇意だった ので、 氣心 もよ く 知って ゐて くれた ものです からね。 吉 村さん も 大分 それに 傾い 

て 來てゐ ろんだ さう です。 荒 川さん の 手へ さへ 波らなければ、 出来るだけの 自由 は 許さう と 言 ふ 

ことで  」 

「そんなに 變 つて 來 たんです か、 あの人が：：」 

「ただ 英 夫さん の 問題に 闲 るので すが：：」  一 
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「その 方なら 心配ありません わ。 私のお へで は、 芳枝 —— 英 夫の 嫁が、 今に 设 つてく ろ ものと 信 

じて ゐ ますから。 そんな 倾. IE もみえ ろんで す もの。 义さ うした 方が、 英 夫に 取っても 幸福なん で 

す。 ですから、 英 夫の 方なら、 私が 引受けても 可い と m 心 ひます。」 八洲 子 は 言 ふので あった。 

「さう なれば 大變 結構です けれど ： ：。」 

「けれど 夫さん、 貴方の 御 洋行 は。」 

「私の 洋行です か。」 と、 隆夫 はちよ つと 躊路 した。 そして 幾 乃の 方 を： nl- て、 

「好い加減に お話したら 何う。」 と 私語いた。 

「中 ぱ 方から お話して ちゃう だい。」 幾 乃 は 紅くな つて、 廿 えろ やうに 言 ふの であった。 

「御 一 緒"，'」 八洲 子 はす かさず 言った。 

隆夫は <„w" 心の 笑を嚙 殺す やうな 表情で、 

「まあ、 そんな 相談に なって ゐ るんで すがね。 —— 私 は)？^ に 二度目の 洋行 を 思 立った の も、 實は 

そのため なんです。 勿論 これ はお 柳さん だけが 含んで ゐて くれろ ことなんで すが、 父 や 荒 川さん 

にも 關係 のない ことです。 荒 川さん に は、 ft: 別にお 話して、 承認して いただか うかと も W 心って ゐ 

ますが、 もともと 二人の 意志で、 今迄の 一切の 煩累から 超越す ろた めに も、 その 位の こと は 

幾 乃 さん の ため に 是非 必要 だと 思 つて ゐ ろんで す。」 隆 夫は說 明した。 


「さう です か。」 と、 言った きり、 八洲 子 も 驚いて みた。 

ほんた う  そ £ 

「わたくし 魔寶に 苦し う ；. ,1 ざ い ま した OL 幾 乃 はなつ かしげに 八洲 子の 側へ 寄って、 「母の 理解 を 得 

ろまで が、 なかなか 大變 だつ たんで ございま すの。 .|^村の父も、 多分 承知して くれろ だら うと 思 

ひます。」 

「さう なれば 私 も.^ ん なに 安心 だか 知れません わ。 心からお 悅び申 上げます わ。 贵方 がた の 眞實 

の 现 解から 產れた 尊い 愛の ため に 。」 

かたつ ぼし  is- 

「それで 私 はこの 頃、 作品 を 片端から 賣 つて るるんで す。 篠 原さんでも、 肖像の 外に、 一 つか 二 

つ 引受け て 下さろ ことにな つて ゐ ろんで すが、 大抵 大丈夫 だら うと 5 心 つて ゐま す。」 

「いつ B 、御 出發 ？」 

I  かれ- -れ  なる 

「さあ、 彼此して ゐ ろうち に、 秋に なろ でせ うね。 成べ く 早くと は 思って ゐ ますが、 行く となろ 

と 知って おきたい こと も澤山 あろ ものです から —— 日本の 美術に ついて。」 

「何に しても 勇し いこと です ね。 私 も 御 一緒に 行きたい くら ゐで すわ。 でも 此の 體 ではね。」 八洲 

ひとり ご. <- 

子 は 11 語の やうに 言った。 

七  一 
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あづま や  1 ひ 

三人 は それ 力ら？ il 本まで 行って、 そこで 四阿 屋へ 入って、 暫く 休んで ゐ ろと、 そこへ 二十 二三 

からど 

のお 錢挎の を つれて 體の 大きな 一人の 紳士が、 鳥 打 を： 肘って 葉卷 を爐ら せながら 太い ステッキ 

をつ いて、 ぶらぶら 歩いて ゐろ のが 目についた。 洞窟の やうな その 一 區 劃に はま だ 夕日が 空から 

反映して ゐ たので、 それが 荒 川 だと 云 ふこと が、 直ぐ 目ざとく 幾 乃に わかった。 そして と 知ろ 

と、 八洲 子が いきなりべ ンチを 起って、 「荒 川さん でい らっしゃ います か。」 と聲 かけた。 

た ち ど ま 

荒 川 も？ M 誓 も、 意外の やうな 様子 をして 立 停った。 

そば 

「ほう、 化：： さんお 揃 ひで：：」 彼 は 側へ 寄って 三人の 敬鳢を 受けながら 言った。 

r 贵 方が こちら へ お出に なった と 云 ふお はちよ つと 耳に 致し ましたが、 多分もう ぉ歸り だら う 

と 存じましたら — 」 八洲 子が 言 ふと. 荒 川もス テツ キに腰 を もたせる やうに して、 

「有名な 伊 杏 保 を まだ 知らん もの ですからな、 ， J の機會 にち よいと 見て おかう と 思 つ て。」 

「さいで ございま すか。」 と、 八洲 子が 笑 ふと、 外の 三人 も聲を そろへ て 笑った。 

「選 擧屮 は大： ^失 m 一いた しました。」 八洲 子が 投拶 すろ ので、 荒 川 はちよ いと 晤ぃ目 をして、 

「いや、 お .1 さまで。 しかし まあ 好い 競爭 でした。 お 悅びを 申さなければ ならん ので。」 

「いいえ、 選舉 なぞ 何う せ 水 ものな ので ございま すか ら 。 一 

「いや、 然ぅ でもないで せう。 やはり 貴方のお 骨折の 結 si^ です。」 


「私 もま さかと m 心って をり ましたと ころ、 結 菜 は 案外で、 や つばり 番狂 はせ とで もず ふので ござ 

いませう かね。」 

そりみ 

「さあ。」 と、 荒 川 は 反身に なって、 「しかし 結構でした。 私 は 昨 R 電話で その 事 を 聞いた のです 

が、 篠原 一派の 都 背が 問題でした。 あすこ は 私の 手が つきませんでした。」 

「は、 私 もたれ か 判りません ので、 隨分氣 を 揉んだ ので ございます。 何しろ こんな 運動 は 初めて 

なんで ござ いますから ね。」 

すると 荒 川 はふと 氣を かへ て、 隆 夫の 方へ、 

「贵方 はま さか 運動に 出かけた 譯ぢゃ あろまい ね。」 

「さ うぢゃありません。」 隆夫は 笑って ゐた。 

「幾 乃 は：： 暫くだった ね。」 

「 ほんと に 暫く で ござ いました。」 

「この頃 は：： や つばり 御母さんと 一 緒に。」 

「は。 j 

ど  ふ- f  おつ  き 

「 それで 何う 云 ふ 風 かな 吉 村の 方の 關係 は。」 荒 川 は 追 かける やうに 訊いた が、 幾 乃が 躊路 してる 

もので、 八洲 子 は その 事に ついて、 少しば かり 説明して から、 

斷  崖 
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t  からだ おちつ  それし 

「どうか $ャ つか 幾 乃さん のお 體も落 若き さう なんです の。 それなら 共で ね。 强 ひて 吉 村さん から 

離れて ゐ なければ ならない こと もな いんで ございま すから、 それにお 芽 出い こ と が ご ざい 表す 

の。」 

そして 八洲 子 は、 「途中で 失禮 です が：：」 と 前置 をしながら、 隆 夫との？ 単獨戀 愛行 動に つい 

て、 义 少しば かり 說 明した。 

「幾 乃さん を擺 返した 町 m の 動機 は 、實！ ^私に も餘り 感服で きかね るので ございます。 つまり 雙 

方の 利益 問題から、 さう 云 ふ 風の 相談が 成立って、 それにお 柳さん が 巧く 利用され た 形なん です 

けれど、 今更 それ を 責めた ところで 仕方が ございません。 動機 はとに かく 町 田の 爲 たこと はつ ま 

り 然ぅ惡 ぃ結榮 にもなら なかった の ですから。」 八洲 子 は 辯 解す る やうに 言って、 

「何う かま あお 肚立 にならない やうに。」 

「いや、 私 は 諦めて ゐ たので、 殊に あの 女が 出て 來た となると、 それの 意志 も あろ ことで ：： 」 

「とにかく 二人 は洋ハ C なさる さう ですから。」 

「洋行？ それ あ 叉え らい 事に：：」 

「 隆夫 さん は、 今 そ の 旅費 を： ii!: つてお いでな ので ございま す 。」 

「ほう、 それ は 初耳 だ。 すろ と 私 も 何とか 心配 せんければ なろ まい。」 


荒 川と 八洲 子 は 何時か 彼等 二人 を 離れて、 奥の 方へ ぶらぶら 歩いて ゐた。 四邊 は簿暮 くな つて 

ゐた。 


荒 川 は 幾 乃た ちの ことに 就いて、 もっと 詳しい話が 聞きたい らしかった が、 八洲 子 は 疲れて ゐ 

たし、 降 夫は隆 夫で 深い 交渉が つけたく はない らしい 風で、 町へ 入ろ と、 彼等 は 二 組に 分れて し 

まった。 

翌朝 隆 夫と 幾 乃 は榛名 湖へ 遊びに 行く からと， 八洲 子 を 誘った けれど、 山 駕籠に 搖られ たりな 

どし なければ ならない ので、 それ は 割愛す る ことにして、 宿で 靜 養して ゐた。 すろ と 十 時 頃に、 

少し 下の 方に ある 荒 川の 宿から 電話が かかって、 淸談 をしたい から、 三人で 遊びに 来て くれない 

かと 1 一一 11 つて 来たので、 八洲 子 は 疲れて 一人で 留守 をして ゐ ろぼ を 答へ ておいた が、 一時間 ほどた 

つと 荒 川が てくてく 八洲 子の 宿まで やって 來た。 

八洲 子 は 新館の 二階の 部屋で、 土地の 新聞 を讀 んでゐ たが、 その 新聞に は 選擧餘 聞と 題して 妙 

な 記事が 載って ゐた。 それ は 町 田の 競举 者の 荒 川と、 彼女との 十：： ぃ戀 愛關係 や、 町 田と 八洲 子と 

の 不幸な 夫 51 生活な どから 說 起して、 今度の 不思議な 選 擧競爭 に、 八洲 子が 立.^ せられた 皮肉な 
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苦しい 境地 や 彼女の 心理、 運動 振、 それに 對 して 荒 川が 取って ゐ た讓步 的な 態度な ど、 選 擧界の 

突譚 といった 風で、 穿った 筆が 揮 はれて あった。 

「 や つ ばり 然ぅだ つ たの だ。」 と、 八洲 子 は 新聞 を 伏せな が ら、 今更の や うに 意外で あ つ た 選擧の 

結 s!^:? ど を 思 ひ 浮べ てゐ た。 

なん 

勿論 それ は 何でもない ことであった。 英 夫の 言 ふと ほり 餘り にも 安價な 人情 だと 云 ふ氣 が し 

た。 荒 川に して は 少し 男らしく ないやう にも 思 はれて、 好い 感じが しなかった。 そして 荒 川が 來 

たら、 共 を して 兑 ようと 思って ゐる處 へ、 彼が やって来た。 

「この 新聞 を ごらんに なり ました か。」 八 洲子 は挨拨 をし て か ら、 い きな り北ハ S 新 iw を 差 つけた。 

「前 橋の 新聞です な。」 荒 川 は 一 5^ なく それ を 取り あげて S を 通した が、 詳しく 讀み もしな か つ 

.  一 0 

なん 

「何です か是の 記事 は。」 彼 は 眩いて ゐた。 

とりだ  まる テ I ブル 

彼は緣 側へ 取 出された、 小さな 圓 卓子 を 挾んで 椅子に 腰かけて るた。 

「今度の 選擧 は、 私たちが 贵 方に 勝して いただい たと 云 ふ 風に 觀 測して ゐろ人 も ある やうです 

が、 さう なんでせ うか。」 八洲 子 は 流れろ やうな 冷 かな 山風に、 やや 美しい 周 を 顰めな がら 訊い 


「ほう、 そんな 事が 出て ゐ ろんで すか。 それ は 大變な 間違 ひで、 御覽 のと ほり 一所懸命、 死力 を 

悉 したわけ です が、 何と 言っても 私 は 他鄕の 人間です から。」 荒 川 は 答へ ながら、 

「勿 il 私 も 私の 政 友 も、 てっきり 大丈夫と 信じ 切って ゐ たので、 實は結 5!^ を 知って 驚いた 次第で 

す。」 

「さう でせ うね、 それなら 好 いんです けれど：：」 と、 八洲 子 は 思 はず 微笑 を 浮べて、 「まさか 貴 

いやみ  つま 

方が そんな 厭味な . ， ： と 申して は失禮 です けれど、 そんな 友情 こそ 詰りません からね」 

む や  つきく づ 

「勿論 運動 は 正正堂堂たる ものでした。 貴方の 固め た 地盤 を、 濫 みに 突崩す やうな こと はしな か. 

つた 害です。 干渉 もしなかった 害です。 しかし 其 かと  一一 一一 3 つて、 自分の 地盤 は 十分 固めた 害で、 そ 

の點 では 決して 貴女 を 辱し める やうな こと はしなかった 積り です。 それに 私 は 貴女の 氣象も 知つ 

てゐ ますから、 友情と それと を 混同す ろ やうな こと は 避けた のです。 何う して こんな 風 說が俾 は 

つた もの か、 不思議で すな。 今朝つ いた 東京の 夕刊に は、 まるで これと. 扠對の 事が 出て るの も不 

思議です な。」 

「東 京の 夕^に です つて、 そ れは 何う いふ ことなんで せう か。」 

r 贵 女が 昔の 戀人 のために、 わざと 町 田 君に 不利な やうな 運動の 爲方 をした と 一一 一一 n ふ の だ 0 

「まあ。」 八洲 子 は 苦笑した。 
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「それ にも拘らず、 町 田 君が 勝った ので、 貴女が 失望の 餘り、 自菜 になって 伊香保へ 行った と 一一 一一 n 

ふんです。 これな ぞ は 大分 小說的 だ。 」 そして 荒 川 ははつ はつ と 笑 つ た。 

なん  どちら  ま ぶ 

「何 と 一一 目 ふんで せう ね。 孰に しても 贵 方に 御迷惑な ことば かりです のね。」 八洲 子 は 目眩し さうな 

nw をして  一一 一一 II ふので あった。 

荒 川 は その 晚の電 単で 山 をお りる と 一一 一一 II ふので、 一 にと 云 ふやうな 話 も、 一 一人の あ ひだに 出た 

が この場合 それ も 何だか 人の 口が 煩いだら うと 云ふ氣 もして、 八洲 子 は 今 二三 日^い 連中と 遊ん 

で歸る ことにした。 

そして^して るろうち に、 町 田に 出られた ことが、 彼が 平氣 らしく して ゐろ ほど、 然ぅ 暢氣な 

ことで もない こと が 刺 つたし、 この 競爭が 最善の 努力 を悉し たもので あろ こと も 想像 できて、 八 

が ひ  ひそ  くつが へ 

洲子は 初めて 自分の 働き 効の あった こと を竊 かに 悅 ひながら も、 彼 は 覆した ことが" 八 「更の や 

ぅに氣^：ゅにも思へた。  . 

「何 かもつと 兑ろ ところはありません かな。」 荒 川 は 始終 外 へ 出て ゐて、 日本の 自然 を 知らない^ 

けに そんな 事 を 言 つて ゐた。 


「さう です ね。 蕩 でしたら、 ちょっと 大き いのも ございます のよ。 たしか 二箇所ば かり。 物聽山 

ところ 

なぞ もちよつ とした 所です。」 八洲 子は應 へた" 

ど  すす 

「あなた は 何う です。 お疲れで せう。」 荒 川は勸 めても わろ いと 云 ふ 風で、 しかし 一 人で 行く の も- 

組 (味が なさ さう に 言 ふので あった。 彼は今朝早く用*^-がぁって、 祕書 を 東 京 へ 還して しまったの 

であった。 

「さう です ね、 近いと ころで したよ。 近い 方の 瀧で も 見に 行き ませう か。 どうせ 詰りません けれ 

ど。」 

さ  ところ  なん  い 

「いや、 然 うでない。 久しぶ" で、 かう 云 ふ 處へ來 てみ ろと、 何ともい へない 懷 しい 好い 氣 持で 

すな。」 

r 贵方も 案外 詩人 でい らっしゃ ろんで すね。」 

「そんな 趣味 は 皆目 無い が、 かう してみ ると 何だか あの 頃の こと を 憶 出す ぢ やありません か。 あ 

の 荒寥た ろ富士 見の^ 莊の 一 夏が ね。」 荒 川 は 淋しげ な 微笑 を 浮べながら も、 私語く やうな 聲で賈 

ふので あった。 

八洲 子 は いささか 面 つたと 云 ふ 風であった。 

「さう です ね、 もう 古い ことです ね。 まるで 夢の やうな。」 八洲 子 も 寂し さうな 表情で、 
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「私 も贵方 も 妙な 運命 を もった もの だと 思 ひます ね。 それ は 町 田が わろ いので も 何でもな いんで 

す。 町 田が ゐ なくと も、 私達 は、 やつば り 離れ離れに 暮す やうに 出 來てゐ たの だとし か 思へ ませ 

んね？ 

「さう 言へば 然ぅ かも 知れません ね。」 

「贵下 は あれから 二人 も 婦人 を 愛して いらした 譯 です けれど、 どれ も是 も 仇 花と 云 ふ氣が します 

ね。」 

そして 八洲 子 はわ ざと 氣を かへ て、 - さあ、 それで はちよ つと 出て 見 ませう か。 そのうちに は あ 

の 人達 も歸 つてく ろで せう か ら。」 

纏て 八洲 子 は身輕 に打扮 つて、 荒 川と 一緒に 宿 を 出た。 そして 庭 をぬ けて、 裏へ 出て づん づん 

下の 方へ わりて 行った。 深い 杉 木立が 崖の 下に 繽 いた。 そして 其の 盡 頭から 土橋 を 渡って、 七重 

みち 

の 瀧の 方へ と、 ぶらぶら 歩いて 行った。 ともす ろと 深い 杉 木立の なかに、 徑が うねって ゐ ろかと 

思 ふと 山の 傾斜面に あろ 田畑の 暑い 道を脊 《つ て 行かなければ ならなかった。 する うちきら きらと 

流れろ 水の 一 背が 聞え て、 爪先 あがりに 登って 行く と、 幾つに も 祈れ 曲った 瀧が すぐ 眼前に 現 はれ 

た。 

「ほう、 これですな。」 


「は：： 少し あすこへ 行って 見 ませ うか。」 八洲 子 はせいせ い 息 を は すま せな が ら 言 つ た。 

{!: ふに は i 似し さうな 休み 茶屋 が 磨 蒼し た 木の 蔭に あった。 

「いや、 しかし 贵女 は：： 一 

「 ：！： だか 少し 息 iin し いんで す け れ ど。」 八 洲子は そこに 錄り 立 つ た 厳 角 に I 一 か けながら、 疊 ん だ パ 

ぇがし ら  せつ 

ラ ソルの^ 頭に 兩手を 支へ、 切なげ に 言 ふので あった。 

「何ともないで すか、 少し 無 ir たった かな。」 荒 川は劬 はろ やうに 言った。 

「いいえ、 大丈夫なん でございます。」 

なに のみもの i 

「あすこへ 行って、 何か飮 料を攝 つたら：：」 

「さう です ね。」 八洲 子 は その 方へ 目をやつ たが、 水の なかに ある 石な ど傳 ふの は困淮 11- あった。 

目の前に そそり 立って るろ 山から、 其 山の 峽 から 滴りお ちる 瀧の 流れから、 凉 しい 風. かそよ そ 

よ； ii いた。 二人 はしば らく 其處に 憩うて ゐた。 

そナ 以上 5^ に 話 もなかった。 二人とも 絡えず 渦 をまい て は 流れて 行く  m ぬい 水 や、 高い ところ か 

ら 幾&? もの 巖石を 流れお ちる 瀧 など 眺めながら、 嶽 角に しゃがんで ゐ たが、 知って か 知らずに 

0  0  お 九 七 


s 九 八 

か、 山の 上から 二人の 方へ 無遠慮に レンズ を 向けて ゐろ靑 年が あったり した。 八洲 子 は それと 知 

ろと ちょっと 體をか はす やうに して、 巖 組と 水の あ ひだに、 辛うじて 飛石 づた ひに 渡れる やうな 

道 を、 伞と 厳^と 木の 根と にっか まりながら、 休み 茶： fei の 方へ つて 行った が、 荒 川 は 微笑 を. 1： 

みながら、 その 危ぃ 足元 を 見て ゐた。 

「いかがです、 こちらへ。」 などと 八洲 子は漸 うのこと で、 安全 地 带へ足 をつ けてから、 こちらへ 

聲を かけた。 

「贵女 はな かな か 敏捷で すな。」 荒 川 も 笑 ひな がら ステッキ をつ い て兩 手で 體の 中心 を 取りな がら 

渉り はじめた。 

「大變 です ね。」 と、 八洲 子 は 面白さう に それ を 眺めながら、 他愛なく はは はは 笑って ゐた。 する 

やつ 

うち 荒；：；^ も漸と f  J さと 上 降し た。 

「私 これで も 4 右い 時分 は 山 登りの 經驗が あろんで す もの。」 

「さう、 あの 時分 は なかなかのお 轉 婆でした な。」 荒 川 も 笑 ひながら、 「その 割にして は、 年を取つ 

てから 溫順 しくな つた やうです ね。 尤も 今度の 運動で、 贵方 もま だ 1- おへて はゐ ない と 云 ふこと が 

判った 譯で すが：： これから 少し 活動したら 何う です か。」 

「もう 駄目です わ。 私に は 以前の やうな 財力が ありません もの。 それに 健康が 許しません。 もう 


：伙-ん だ も 同然です わ。」 

と A ゥこも 

「では 叉 酒 句へ 閉 籠りです か。」 

「あす 二 も？. i き 飽きして しま ひました。 さう かと； 一 S つて、 ^京に ゐても 詰りません し、 今の 心 持 

からすれば、 あの 若い 人達と もう  一 S 西洋へ 行って はた いんです けれど、 それ もね 一寸：： いづ 

れ： c= にな つ て 送 返されろ. ぐら ゐ が^で せう けれど、 それでも 好 いんです ね。」 

「もう 一 度 何とかして 花 を 、せたいと そんな こと を 一一 目って る述中 もなかな か 多い や うです が.. 

：」 荒 川 はいつ に なく 歎息す ろ や う に 一一 目 ふので あった。 

「けれど， つ 私達 の 出ろ 幕で もな さ さ、 つです ね。」 

1 一人 はそんな 閑談に 時 を 移しながら、 休み茶屋の 緣臺で 1^ い 平野 水な どを飮 みながら、 それ ぞ 

てら  あたり  ゆ. ふ 

れ歸途に就ぃた。 今水のぅ へ を照してゐた太！^ら、 いっか 山の へま はって、 M 邊 はに はかに タ 

げぃ  くろ. 

氣づ いてみ えた。 山の &も んでゐ た。 

あと 

瀧の 一 背 を 後に して、 寂しい 坂 を 中腹まで 登った とき、 八洲 子 はに はかに 氣分 でも わるくな つた 

らしく、  二三 間 歩きお くれてし まった。 荒 川 は 深く 氣 にも 止めず、 のろのろ 歩いて ゐ たが、 暫く 

してから 振 返って 見ろ と、 何う したの か、 八洲 子 は 路傍に すくす く 立った 一本の 杉の 幹に もたれ 

± んナ. If 

たま ま 手 巾 を 口に あてて 咳で もせいて ゐろ やうな 風であった。 深い 杉 木立の なかから、 陰 濕な風 

斷  0  « 九九 
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が 吹いて ゐて、 どこに も H 光が 見られなかった。 

ど  そば  ちかよ  はんけ ち 

「何う しました！」 荒 川 は聲を かけながら、 傍へ 寄って 來 たが、 近寄って 見ろ と 手 巾が 紅く 血に 

染 つて ゐた。 ひどい 血であった。 草に もたらたら 滴り かかって ゐた。 

"ひつく り  せな 

「ほうこれ あ： V」 と、 荒 川 は 吃驚して、 やっと やっと 其處に 立って ゐる 彼女の 背に 手 を かけな 

がら、 「しかし 大した ことで はない。 氣分は 何ん なです か。」 

「え、 大丈 火です。」 と 言って、 彼女 は 血に 染まった 手 巾 を 草 薩へ棄 てながら、 更に 荒 川の 出して 

はんけ ち  みるみる まつ さ を  ひま 

くれた 手 巾で、 口の はたや 手 を ふいて ゐ たが、 顔が 看 看 眞 蒼に なって、 荒 川が 支へ る 隙 もな く、 

「少し 休まし て 下 さい。」 と 一一 目 つ て、 叢の な かに. ぐしゃぐ しゃ と 崩 折れて しまった。 

荒 川 は 手の 着け やう もなかった。 そして 誰か 通りかかった らばと、 八洲 子を劬 はりながら 四邊、 

さっき  やつ 

に 目 を 配って ゐ ろと、 そこへ 先刻 レ ンズを 一 一人に 向けた 一 一人 づれ の靑 年が やって 來 たので 漸と宿 

の 人た ちに 通知 をす る ことができた。 

醫者ゃ Ei- 衆 や、 山 駕ゃを つれて、 ちゃう ど 格 名から 歸 つたば かりの 隆 夫と 幾 乃が K けつけ てく 

れ た。 


夜お そく彥 彌ゃ 母が 自動車で 乘 つけた 頃に は、 もう 心臓が すっかり 弱って るた。 その 時 も 荒 川 

も 像で 看護して ゐた。 (完) 
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